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記 ふ訪を 庵岸拫 


根 岸 庵 を 訪ふ記 


九月 五日 動物園 Q 大蛇 を 見に 行く とて 京 橋の 寓居 を 出て 通り 合 はせ の鐵道 馬車に 乘り 上野へ 着 

いたのが 二 時 頃。 今日は 曇天で 暑さ も 薄く 道も惡 くないので 中々 公国. も娠 はうて 居る。 西 鄕の銅 

像 Q 後から 黑 門の 前へ ぬけて 動物園 Q 方へ 曲る と 外國の 水兵が 人力と 何 か A 签 しく 云って 直ぶ み 

をして 居た が 話しが 纏まらなかった と 見えて 間もなく 商品 陳列 所の 方へ 行って しまった。 マ ニラ 

の歸休 兵と かで 茶色の 制服に 中 折惰を 冠った 0 がこヒ はかりで ない 途中で も澤山 見受けた。 動物 

圜は 休みと 見えて 門が 締 つて 居る 様であった から 博物館の 方へ それて 杉林の 中へ 這 入った。 就 編 

に 四 五 人 子供が 集って 騷 いで 居る。 ふり 返って 見る と 動物園の 門に m 舍者 らしい 老人と 小僧と 見 

える Q が 立って 掛札を 見て 居る。 其處へ 美術 擧校 0 方 か ら窣が 一 一 臺幌を かけた Q が 出て 来たが こ 

れも そこへ 止って 何 か 云うて 居る 様子で あつたが やがて 叉勸 工場の 方へ 引いて 行った。 自分 も陳 


列 所 前 Q 砂 道 を 横切って 向 ひの 杉林に 這 入る とパ ノ ラ マ 館の 前で やって 居る 樂隊が 面白さう に 聞 

えたから つい 其方へ 足が 向いた が 丁度 其 前 迄 行く と 一 切り ん だので あらう ぴたりと 止めて しま 

つて 樂手は 煙草な ど ふかして じろ，/, \ 見物の 顏を 見て 居る。 後へ 廻って 見る と 小さな 杉が 十本 位 

ある 下に 石. の觀 音が ころがって 居る。 何々 大 姉と 刻して ある。 眞 逆に 墓表と は 見えす 又 墓地で も 

ない Q を 見る となんでも 之れ は 其處で 情夫に 殺された 女 か 何 かの 供養に 立てた ので は あるまい か 

など 凄 涼な 感に打 たれて 其處を 去り、 館の 裏手へ 廻る と 坂の 上に 三十 位 Q 女と 十 歳 位の 女の子と 

が 枯枝を 拾うて 居た から 之れ に 上 根 岸 迄の 道 を 聞いたら 丁寧に 敎へ て くれた。 不 折の 油畫 にあり 

さうな 女 だな ど考 へながら 博物館の 横手 大献 院尊 前と 刻した 石 燈篛の 並んだ 處を 通って 行く と 下 

り 坂に なった。 道端に 乞食が 一 人 しゃがんで 頻りに 叩頭いて 居た が 誰れ も 慈善. 家で ない と 見えて 

鍵 一文 も奉捨 にならなかった の は氣の 毒であった。 之れ が柴 とりの 云うた 新 坂なる べし。 招據が 

八 釜し い 迄 鳴いて 居る が 車の 音の 聞えぬ の は 有難い と 思うて 居る と 上野から 出て 來た 列車が 煤煙 

を 吐いて 通って 行った。 三番と 掛 札した 踏切 を 越える と 櫻 木 町で 辻に 交桥 所が ある。 帽子 を 取つ 

て 恭しく 子規の 家 を 尋ねた が 知らぬ との 答 故少々 意外に 思うて 顔 を 見詰めた。 すると 之れ が 案外 

親切な 巡査で 戶籍簿 Q 樣な もの を 引っくり返して 小首 を 傾けながら 見て 居った が 後 を 見 か へって 
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內に晝 ねして 居た 今 一 人の を 呼 起した。 交代 0 時間が 來 たからと 云うて 序に 此人 にも 尋ねて くれ 

たが 之れ も 知らぬ。 此の 巡査の 少々 撗柄顏 が 瘤に さはつ たれ 共 前の が 親切に 對し又 恭しく 禮を述 

ベ て 左へ 曲った。 何でも 上 根 岸 八十 一 一番と か 思うて 居た が 家々 の 門札に 氣を 付けて 見て 行く 中前 

田の 邸と 云 ふに 行當， つ たので 嫩石師 に 聞いた 事 を 思 出して 裏へ 廻る と 小さな 小路で 角に 鶯 横町 と 

札が 打って ある。 之れ を 這 入って 黑板 解と 竹 藪の 狭い 間 を 一 一十 間ば かり 行く と 左側に 正 岡 常規と 

可也 新しい 門札が ある。 黑ぃ 冠木門 Q 兩 開き戸 を あける とすぐ 玄關で 案 內を乞 ふと 右 脇に ある 臺 

所で 何 かして 居た 老母ら しきが 出て 來た。 姓名 を 告げて 漱石師 より 豫て 紹介の あった 害で ある 事 

なと 述べた。 玄關 にある 下駄が 皆 女物で 子規の らしい のが 見えぬ のが 先づ 胸に こたへ た。 外出と 

云 ふ 事 は 夢の 外ないで あらう。 枕 上 Q しき を 隔て k 座を與 へられた。 初對 面の 挨移も すんで あた 

り を 見廻した。 四疊 半と 覺 しき 間の 中央に 床 をのべ て 絲の樣 に瘦せ 細った 身體を 横へ て 時々 咳が 

出る と 枕 上 Q 白木の 箱の 蓋 を 取って は 吐き 込んで 居る。 蒼白くて 頰の 落ちた 顔に 力な けれど 一 片 

の 烈火 瞳 底に 燃えて 居る 樣に思 はれる。 左側に 机が あって 俳 書ら しい ものが 積んで ある。 机に 倚 

る 事 さへ 叶 はぬ ので あらう か。 右 脇に は 句集な ど 取 散らして 原稿紙に 何 か 書き かけて 居た 樣 子で 

ある。 一 番目に 止る の は 足の 方の 鴨居に 笠と 簑とを 吊して 笠に は 「西方 十 萬 億 土順禮 西 子」 と 
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蚩日 いて ある。 右側 Q 障子の 外が ほと \ ぎ すへ 揭 げた 小 園で 奥行 四 間 も あらう か 获の本 を 束ねた の 

が數株 心の 儘に 茂って 居る が 花 はま だついて 居らぬ。 まいかい は 花が 落ちて うてな がま だ殘 つた 

儘で ある。 .HI 粉 花ば かり は 咬き 淺 つて 居た が 鵄頭は 障子に かくれて 丁度 見えなかった。 熊 本 Q 近 

況 から 漱石師 の 噂に なって 昔話 も 出た。 師は學 生の 頃 は 至つ て 寡言 な溫 順な 人 で舉 校な ども 至つ 

て缺 席が 少なかった が 子規 は 俳句 分類に 取り か ^ つてから 缺席 ばかりして 居た さう だ。 師と 子規 

と 親密に なった の は 知り合つ てから 四 年 もた つて 後で あつたが 懇意に なると 隨分 子供ら しく 議論 

なんかして 時々 喧嘩な どもす る。 さう 云 ふ 風で あるから 自然 細君と いさか ふ 事 も ある さう だ。 其 

れを豫 め 知って 居らぬ と 細君 も 驚く 事が あるか も 知れぬ が 根が 氣安 過ぎる からの 事で ある 故 驚く 

事 はない。 ー體 誰れ に對 しても あたり 0 良い 人の 不平の 漏らし 所 は 家庭 だな ど 云 ふ。 窒 Q 庭に 向 

いた 方の 鴨居に 水 彩畫が 一葉 隣室に 油畫， が 一 枚掛 つて 居る。 皆不 折が 書いた ので 水 彩の 方 は富士 

の 六合 目で： 為々 たる 赭土 塊 を 踏んで 向 ふへ 行く 人物 も ある。 油畫は 御茶の 水の 寫生、 餘り 名畫と 

は 見えぬ 樣 である C 不折程 熱心な 畫家 はない。 もう 今日の 洋畫 家中 唯一 の 淺井忠 氏 を 除けば いづ 

れも 根性 の 卑劣な 娟嫉 の强ぃ 女の 様な 奴ば かりで、 淺井 氏が 今度 洋行す る と-な る と 誰れ も 其 の 後 

任 を 引受ける 人がない C ないで はない が淺井 の 洋行が 厭で あるから 邪魔 を しょうと する ので あ も 
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驚いた もの だ。 不 折の 如き も近來 評判が よいので 彼等の 妬 を 買 ひ旣に 今度 佛！： 博 覽會へ 出品す る 

積り の 作 も 審査官の 黑 K 等が 仕樣 も あらう に零點 をつ けて 不合格に してし まった さう だ。 かう 云 

ふ 風で あるか ら眞 面目に 熱心 に 斯道 の 研究 を しょうと 云 ふ考へ はなく 少 しく 名が 出れ ば 肖像 で も 

畫 いて 黄白 を 貪らう と 云 ふさ もしい 奴ば かりで、 中に 適、、 不折 の 様な 熟 心 家 は あ る が 貧乏 である 

から 思 ふ樣に 研究が 出来ぬ。 そこらの 車夫で も モデルに 雇 ふとなる と 一 日 五 拾錢も 取る。 少し 若 

い 女な どになる とどう しても 一 圓は 取られる。 それで 中々 時間 も か，^ るから 研究と  一 口に 云うて 

も 容易な 事で はない。 景色 畫で もさう だ。 先頃 上 州へ 寫 生に 行って 廿日 程 雨 Q ふる 日 も 休ます に 

畫 いて 歸 って來 ると 淺井 氏が もう 一 週間 行って 直して 來 いと 云 はれた から 又 行って 來て漸 々出來 

上った と 云って 居た さう だ。 それで も 兎に角 熱心 が ひどい から 餘り 器用な た ち でもな くま だ 未熟 

では あるが 成效 する だら うよ。 矢 張 ほと k ぎす Q 裏繪を かく 爲 山と 云 ふ 男が あるが 此 男は不 折と 

丸で 反對な 性で 趣味 も 新奇な 洋風の を 好む。 一 體 手先 は不 折なん かとち がって 餘程 器用 だが どう 

も 不勉強で あるから 近 來は少 々不 折に 先 を 越され さうな。 それが ちと 近來 不平の 様で あるが それ 

かと 云うて 矢 張 不精 だから 仕方がない。 あの 位の 天才 を 抱きながら 終に 不 折の 熱心に 勝を讓 るか 

も 知れぬな ど 話して 居る 內 上野からの 汽車が 隣の 植 込の 向 ふ を ごんく と 通った。 隣の 庭の 折戶 5 


の 上に 烏が 三 羽 下りて ガ ー くと なく。 夕日が 疊 半分 程 這 入って 來た。 不 折の 一番 得意で 他に 

及ぶ 者の な いのは 日本に 連載す る 様な 意匠 畫で 是れ こそ 他に 類がない。 配合の 巧な 事 材料の 豐富 

なのに は 驚いて しま ふ。 例へば 犬 百 題な ど 云 ふ 難題で も何處 かから 村 料 を 引つ ばり 出して 來て苦 

もな く 持へ る。 一 體無學 と 云って よい 男で あるから 之れ は 吃 度 僕 等が いろんな 入智惠 をす るの だ 

と 思 ふ 人が ある 樣 だが 中 々そんな 事で はない。 僕 等が 夢にも 知らぬ 様な 事が 澤 山あって 一 々說明 

を 聞いて 漸く 合點が 行く 位で ある。 どうも 奇態な 男 だ。 先達て 日本 新聞に 揭 げた 古 瓦の 畫 など は 

最も 得意で 又 實際眞 似 は 出来ぬ。 あの 瓦 Q 形 を 近頃 秀眞と 云 ふ 美術 學 校の 人が 鑄 物にして 茶托に 

こしら へた。 そいつが 出来損な つたの を 僕が 貰うて あるかち 見せよう とて 見せて くれた。 十五 枚 

の 內漸々 五 枚 出来た さう で、 其れ も 穴だらけに出来て 中に 破れて 籍 つた Q も あるが、 其れが 却て 

一 段の 趣味 を增 して 居る 樣 だと 云うたら 子規 も 同意した。 巧に 古色が 付けて あるから どうしても 

數 百年 前 G ものと しか 見えぬ。 中に 蛎牛を 這 はして 「角 ふりわけよ」 の 句が 刻して あるの など は 

隨分 面白い。 綺 とちが つて 鑄 物 だから 蝸牛が 大變 よく 利いて 居る とか 云うて 不折も 餘程氣 に 入つ 

た樣 子だった。 羽織 を 質入れしても 是非 持へ させる と 云うて 居た さう だと。 話し 半ばへ 老母が 珈 

琲を 酌んで 來る。 子規に は 牛乳 を 持って 來た。 汽車が 又 通って 紹據 Q 聲を 打消して いった。 初對 
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面から ちと 厚顔し ぃ樣 では あつたが 自分 は生來 緒が 好きで 豫 てよ ぃ不折 Q 翁が 別けて も 好きで あ 

つたから 序が あったら 何でもよ いから 一 枚吳れ まい かと 頼んで 下さいと 云ったら 快く 引受けて く 

れた Q は 嬉しかった。 子規 も 小さい 時分から 緣畫は 非常に 好きだが 自分 は 一向 かけない C が殘念 

でた まらぬ と. i; つて 居た。 夕 曰 は签" 傾いた。 隣 Q 屋敷で 琴が 聞え る。 昔樂は 好き かと 聞く と 勿 

論 きら ひで はない が 悲しい 哉 音 樂の事 は 少しも 知らぬ。 どうか 調べ て 見たい と 思 ふけれ 共 此れ か 

ら では 到底 駄目で あらう。 尤も 此頃 人の 話しで 大凡 こんな もの か 位 は 解った 樣 だが 元来 西洋の 音 

樂 など は 遠くの 昔 バイ オリ ンを 聞いた 計りで ピアノ なんか 一 度 も 聞いた 事 はない からな ほさら 駄 

目 だ。 どうかして あんな も Q が 問け る樣 にも 一 度な り 度い と 思 ふけれ 共 其れ も 駄目 だと 云うて 暫 

く默 した。 自分 は 何と 云うて よい か 判らなかった。 IhI 然として 吾も默 した。 又 汽車が 來た。 色々 

議論 も あ る樣 であるが 日本の 音 樂も今 の 儘で は 到底 見込が な いさう だ。 國が 箱庭 的で あ るから か 

昔樂 まで 箱庭 的で ある。 一 度 音樂學 校の 音 樂窒で 琴の 彈奏を 聞いた が 遠くて 琴が 聞え る 位の 事で 

物に ならぬ。 矢 張 天井の 俄い 狭い 室で なければ 引合 はぬ と 見える。 それに 調子が 單 純で 彈 する 人 

に 熱情がない からな ほ更 いかん。 自分 は 素人 考へ で 何でも 樂器は 指の 先で 彈 くもの だから 女に 適 

した ものと 計り 思うて 居た が 中々 そんな 淺 いもので はない。 日本人が 西洋の 樂器を 取って ならす 7 


事 はなら すが 音樂 にならぬ と 云 ふ Q はつ まり 彈 手の 情が 單 調で 狂す ると 云 ふ 事がない からで、 西 

洋の 名手と 迄 行かぬ 人で も樂の 大切な 面白い所へ くると 一 切 夢中に なって 仕舞 ふさう だ。 これ 計 

り は 日本人の 3 具 似の 出来ぬ 事で 致 方がない。 殊に 婦人 は 駄目 だ、 冷淡で 埶 (情がない から。 露 伴の 

妹な ど は 一 時評 判で あつたが 矢 張 駄目 だと 云 ふ 事 だ。 {仝 が 曇った のか 日が 上野の 山へ かくれた か 

疊の 夕日が 消えて しま ひっくく ほふし の聲が 沈んだ 様になった。 烏 はいつ の 間に か 飛んで 行つ 

て 居.^.。 叉 出ます と 云うたら 宿 は何處 かと 聞いた から 一 兩 日中に 谷 中の 禪 寺へ 籠る 事 を 話して 暇 

を 告げて 門へ 出た。 隣の 琴の 音が 急に なって 胸 を かき 亂 さる- -樣 な氣 がする。 不知 不識 其方へ と 

路次を 這 入る と 道 は 愈 - 狹く なって 井 戶が道 を さ へ ぎって 居る。 其 傍で 若い 女が 米 を 磨いで 居る- 

流しの 板の すべり さうな の を 踏んで 向 側へ 越す と 柵が あって 其 上 は 鐵道 線路、 其 向 ふ は 山の 裾で 

ある。 其處を 右へ 曲る とやう く廣ぃ 街に 出た から 淺 草の 方へ と 足 を 運んだ。 琴の 音 は 矢 張つ い 

て 来る。 道が 又 狭くな つても との 前 田 邸の 裏へ 出た。 こ、 から 元来た 道 i 父 番所の 前 迄 あるいて 

こ、 から..^ ら すに 眞 直に 行く と 又 踏切 を 越えねば ならぬ。 琴の 音 はもう ついて 來ぬ。 森の 中で つ 

くつく ほふし が ゆるやかに 鳴いて、 日陰 だから 人が 蝙蝠傘 を 阿彌陀 にさして ゆる./^ あるく。 山 

の 上に は 人が 澤山 停車場から 凌 雲閣 Q 方 を 眺めて 居る。 左側の 柵の 中で 子供が 四 五 人 石炭 車 に 乘 
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つたり 押したり して 居る。 機關 車が すさまじい 音 をして 小 家の 向 ふ を 出て 來た。 淺 草へ 行く 積り 

であった が 折角 根 岸で 味うた 淸閑 Q 情を輕 業の 太鼓 御 賽錢の 音に 汚が すが 廐に なった から 山 下 迄 

來 ると 急いで 鐵道 馬車に 飛乘 つて 京 橋 迄 窮屈な 目にあって、 向 ふに 坐った 金緣 眼鏡 隣に 坐った 禿 

頭の 行商と 欠伸の 掛け合 ひで 歸 つて 来たら 大通りの 時計 臺が六 時 を 打った。 

(明治 三十 二 年 九月) 
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八月 廿六 日 床 を 出 で- -先づ 欄干に 倚る。 空よ く 晴れ て 朝風 や \ 肌寒く 露 の 小 萩の みだれ を 吹い 

て葉鵄 頭の 色鮮 かに 穗先大 かた 黄ばみた る ffl 面 を 見渡す。 薄 霧 北の 山の 根に 消え やらす、 柹の實 

撒 砂 にかち りと 昔し て 宿 夢 拭 ふ が 如く にさめ たり。 しばらくの 別れ を 握手 に 吿ぐ る 妻が 鬆 の 後れ 

毛に 風 ゆらぎて 蚊帳の 裾 ゆら/ \« と 秋 も 早 や 立つ めり。 臺 所に 杯盤の 昔、 戸口に 見送りの 人聲、 

はや 出立たん と 吸物の 前にす われば 床， の 間の 三寳 に枳殼 飾りし 親の情 先づ 有難く、 此枳殼 誤って 

足に かけ たれば 取り かへ てよ と 云 ふ 人の 情 もうれ し。 盃 一順。 早く 行て 船窒へ 場 を 取り ませねば 

と 立 上れば 婢僕 親戚 上り 框に集 ひて 荷物 を 車夫に 渡す C 忘れ物 はない か。 御座り ませぬ。 そんな 

ら 皆さん 御機嫌よ くも 云った 積り なれ どや- - 夢心地 なれば たしか ならす。 玄關を 出れば 人々 も 砂 

利 を 鳴らして ついて 來る。 用意の 車五輛 口々 に 何やら 云へ どよ く は 耳に 入らす。 から，， と 引き 
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出せば 後に 又 御機嫌よう. の聲々 餘り惡 からぬ ものな り。 見返る 門 柳 監獄の 壁に かくれて 流れる 水 

に漣漪 動く。 韋駄： 大 を 叱す る 勢よ く 松が 端に 馳け付 くれば 旅立つ 人 見送る 人人 足 船頭の Q  、しる 

聲々。 車の 音。 端艇 涯を はな るれば 水 棹 Q しづく 屋根板に はらく と 音す る。 舷 Q すれあ ふ音漸 

く 止んで 船 は 中流に 出で たり。 水害の-名 殘棒 堤に しるく 砂利に 埋る、 蘆 も あはれ なり。 左側の 水 

樓に 坐して 此方 を 見る 老人の あれば 屹度 中風よ と はよ き 見立てと 竹 村 はやせば 皆々 笑 ふ。 新地の 

終 歌 聞えぬ が 嬉しくて 丸 山臺迄 行けば 小蒸汽 一 艘 後より 追 越して 行きぬ。 

昔 Q 大名 そ れ の 君、 すれち が ひし 船の 早き に 驚いて あ れは何 船と 問 ひ 給 へ ば 御附き の 人々 かし 

こまりて、 あれ はちが ひ 船 なれば かく 早く こそと 御 答 へ 申せば、 さらば 其ち が ひ 船 を 造れと 仰せ 

られ し勿體 なさと 父上の 話に 皆々 叉 どっと 笑 ふ 間に 船 は 新田 堤に か、 る。 並んで 行く 船に 莉谷氏 

も乘り 居て 之れ も 今日の 船に て 熊 本 へ 行くな りと かにて 其 母堂 も 船窓 より 首 さしのべて 挨拶す る 

様ち と 可笑しく なりたれ ど、 じっと こら ゆる 內 さし 込む 朝日 暑ければ に や 障子 ぴたりと しめたり。 

程なく 新 高 知 丸の 舷側に つけば 梯子の 混雜例 Q 如し。 荷物 を 上げ 座 も かまへ、 まだ 出帆に は 間 も 

あれば と 岩驅亭 へつ けさせ 晝 飯した k む。 江上 油の 如く 白鳥 飛んで 愈、、 靑し。 漏 下 0 溜池に 海 蟹 

の 鉄 動かす 樣がを かしくて 見て 居れば 人 を 呼， ぶ 汽笛の 聲に 何となく 心 急き 立ちて 端艇 出させ、 道 
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中 は 殊更 氣を 付けて と 父上 一句、 さらば 御 無事で と 子供 等の 聲々、 後に 聞いて 梯子 驅け 上れば 艫 

に 水. «! く 泡立って あたりの 景色 廻り 舞 臺の樣 にくる くと 廻って ハ ンケチ 帽子 を ふる 見送り C 人 

人。 之れ に應 する 乘 客の 數々。 いつの 間に か 船首 を めぐらせる 端艇 小さくな りて 人 G 顏も 分き 難 

く なれば 甲板に 長居 は 船 痛 Q 元と 窮屈なる 船室に 這 ひ 込み 用意の 葡萄酒 一 杯に 喉を沾 して 革飽枕 

に 横に なれば 甲板に 叉 もや 汽笛の 音。 船 は 早 や 港 を 出る よと 思へ ど 窓外 を靦 く元氣 もな し。 新 小 

說 取り出で 丄 K む。 宙外 Q 血 櫻 一 一三 頁 讀 みかくれば 船底に すさまじき 物 昔して 船體に はかに 傾け 

り。 i^E 々思 はす 起 上る。 港口 淺 せた る爲キ ー ルの 砂利に 觸る、 なるべし。 餘り氣 味よ からねば 半 

頁 程 Q 所讀ん では 居 たれ ど 何が かいてあった かわから ざり しも 後に て 可笑し かりけ る。 船の 進む 

につれ て 最早 氣味 悪き 音 はやん で 動搖は 漸く 始 りて 早 ゃ胸惡 きを じ つ と 腹 をし めて 專ら小 說に氣 

を 取られる 樣に勉 むれば やうく に胸靜 まり、 さきの 葡萄酒の 醉心。 ほっとして いつしか 書中 C 

人となり ける。 ボ I ィの晝 食 をす、 むる 聲 耳に 人り たれ どもと より 起 上る 事 さへ 出来ざる 吾の 漉 

茶 一 杯す、 る氣 もな く默 つて 讀み續 くる も 實は此 様なる 靜穩の 海上に 一 杯の 食 さへ 叶 はぬ と 思 は 

れん 事 Q  口惜しければ なり。 

一 篇廣吿 の 隅々 迄讀み 終りし 頃 は身體 やう やく 動搖 になれ て 心地 や、 すがく しくな り、 半ば 
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身 を 起して 窓外 を 見れば 船 は 今 { 至 戶岬を 廻 るな り。 百 尺 岩 頭 燈臺の 白堊 日に か やいて 漁 舟の 波 

の 內に隱 見す る もの 三 四。 これに 鶏が 飛んで 居た と 書けば 都合よ けれ 共 飛魚 一 つ 飛ばねば 致 方 も 

なし。 船 傾く 時 海 亦 傾 い て 深黑 なる 奔潮 天と地と の 問に 向って 狂奔す るかと 思 は る 壯觀は 筆に 

も 言語に も盡 すべきに あらす。 甲の 浦 沖 を 過ぐ と 云 ふ頃ハ ッ チ より 釵櫃膳 具 を 取り 下す ボ I ィ Q 

聲八ケ ましき は 早 や 夕飯なる べし。 少し 大膽 になり て 起 上り 箸 を 取る に 頭 思の 外に 輕 くて 胸 も 苦 

しからす。 隣り に 坐りし 三十 位 Q 叔母 樣の 御給 仕 忝し と 一 碗 を 傾 くれば はや 厥に なりぬ。 寺 m 寅 

彥 さんと 云 ふ 方 は 御座らぬ かと わめく ボ ー ィ 0 濁聲 うるさければ 默 つて 居け るが 餘 りに 呼び 立つ 

る 故 オイ 何んだ と 起 上れば 贵 方です かと 怪訝 額なる も氣の 毒な り。 何ぞと 言葉 を 和げ て閒 けば、 

上等 〔至 £刈 谷さん から 之れ を責 方へ、 と 差 出す 紙 包 あくれば 梨 子 二つ。 有難し とボ ー ィに禮 は 云 

う て 早速 頂戴す るに 半分 計 力に して 胸つ かへ たれば 勿體 なけれ ど 殘りは 窓から 外 へ 投げ出し て 又 

横に なれば 室內 漸く 暗く 人々 G 苦にせし 夕日 も 消えて 甲板 を 下り 來る人 多くな り、 窮屈 さは 一服 

甚だし けれど 吾 一 人に も あらねば 致 方 もな し。 隣り に 言葉 訛り 奇妙なる 一 一人 連の 饒舌 もい びきの 

音に 變 つて、 向 ふの せな あが 追分 を 歌ひ始 むれば 甲板に 誰れ の 持て 來 たもの か 轡蟲の 鳴き 出した 

るな ど 面白し。 甲板 を あちこち する 船員の 靴 昔が コッリ /.\と 言文一致 なれば 書く 處 なり。 夢 魂 
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いつしか 飛んで 赴く 處は鷹 城の ほとりな りけん、 なつかしき 人々 の 顔 まざ. C と 見て は 驚く 舷侧 

の 潮の 音。 ねが へ りの 耳に 革 飽の假 枕い たづら に 堅き も 悲しく 心細く われながら 淺猿 しき 事な り。 

淺夢 再び さむれば、 もう 神戶が 見えます ると 隣り の 女に 吿 ぐる ボ ー ィ の聲。 さて こそと 遽 に元氣 

つきて 窓を观 きたれ ど 月な き 穴 S に 淡路島 も 見え 分かす。 再びと ろくと して 覺 むれば 船 は 旣に港 

內に 入って 窓外に きらめく 舷燈の 赤き 靑き。 汽笛の 吼 ゆる 如き 叫ぶ が 如き 深夜の 寂寞と 云 ふ 事 知 

らぬ 港ながら 帆柱に ゆらぐ 星の 光 は 追が に靜 かなり。 革飽と 毛布と 蝙蝠傘と を 兩手ー ばいに か、 

へ て 狭き 梯子 を 上って E. 板に 上れば 旣に 船は棧 橋へ 着きて 居たり。 ^谷 氏の 昨夕 G 禮 をのべ て 船 

を 下り 安松へ 上る。 岡 崎 賢 七と か 云 ふ 人と 同室へ 入れられ、 宅へ 端 書した、 む。 時計 を 見れば ま 

だ 三時な り。 しかし 六 時の 急行に 乘る 積り なれば 落 付いて 眠る 間 もなかる べしと 漱石師 などへ 用 

もな き 端 書した、 む。 ラムネ を 取りに やれ たれ ど夜屮 にて 無し、 氷 も 梨 も同樣 なりとの 事な り。 

退屈 さの 茶 を 啜れば 胸 ふくれて 心地よ からす。 鬼 角す る內 東の 穴于； II み 渡りて 茜の 一抹と 共に 星の 

光 まばらに なり、 軒下に 車の 音し げくな り、 時計 を 見れば 旣に五 時半な り。 急いで 朝飯 かき 込み 

岡 崎 氏と 停車場に 馳 けっくれば 用拾氣 もな き 汽車 進行 を 始めて 吐き出す 煙の 音乘り 遲れし 吾等 を 

嘲る が 如し。 珍しき 事に も あらね ど 忌 々しきもの なり。 先づ 荷物 を 預けん とて 二人の を 一緒に 衡 
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らす。 運 賞 贰圓と は 馬鹿々々 しけれ ど 致 方 もな し。 楠 公へ でも 行くべし とて 出立たん とせし がま 

てし ばし 余 は 名古屋 にて 一 泊 すれ ども 岡 崎 氏 は 直行 なれば 手荷物 は 矢 張 別にすべし とて 再び 切符 

の 切り 換へを 求む。 驛 員の 不機嫌 顏 甚だしき も官線 は 矢 張官線 丈け の權 力と か 云 ふ もの あるべし 

と、 かしこみ て 願 ひ 奉り 漸 々 切符 を 頂戴し て 立ち い づれば 吹き 上ぐ る 朝 嵐に 藁帽 飛ん でぬ かるみ 

を 走る 事數 間、 漸く 追 付きて 取 止め たれ ど 泥に まみれて 餘り 立派なら ぬ帽の 更に 見ば え を 落した 

る 重ねく の 失敗な り。 旅 なれば 之れ も 腹 は 立た す。 元 町 を 線路に 沿うて 行く。 道 傍 Q 氷 店に 入 

つて ラムネ 一 瓶に 夜来の 渴望も 滿 したれば こ 、に 小荷物 を 預けて 楠 公祠迄 行きたり。 龜の 遊ぶ の 

を 見たり と て 面白 くもなし 湊川 へ 行て 見ん とて 堤 を. 上 る。 晝 なれば 白面 の 魎魅も 影 を かくして 軒 

を 並ぶ る小亭 閑と して 人の 氣 ある は 稀な り。 並木 G 影 涼しき 所 木の 根に 腰かけて 憩へば 晴嵐 梢 を 

鳴らして 衣に 入る。 枯枝を 拾 ひて 砂に 嗚呼 忠臣な ど 落 書 すれば 行き来の 人 吾等 を 見る。 半時 間 程 

も兩人 無言に て 美人 も 通り さう にもな し C 漸々 立上りて 下流へ 行く。 河と は 名ば かりの 黄色き 砂 

に 水の 氣 なくて、 照りつ く 日 Q きらめく 暑さうな り。 川口に 當 りて 海面 鏡の 如く 帆船の 大き 小さ 

きも 見 ゆ C 多 門 通より 元の 道に 出. て 又 前の 氷屋に 一杯の 玉壺を 呼んで 荷物 を 受取り 停車場に 行く。 

今 漸く 八 時 なれば まだ 四時 問 はこ 、に 待つべし と 思へば 堪 へられぬ 欠伸に 向 ふに 坐れ る 姉 様け 
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ん 額して 吾 を 見る。 時 維れ 金と 云 へ ば此 四時 間 何 金に 當るゃ 知らね ど あくびと 煙草の 煙に 消す も 

殘念 なり、 いざや 人物の 觀察 にても 始めん と 目 を 見開けば 隣り に 腰かけし 印 半天の 煙草の 火 を 借 

ら ん と て 誤りて 我 手 に 火 を 落し あわて、 引きの けたる 我が さまの 吾ながら 可笑し けれ ば 思 はす 噴 

出す" 此男バ ナ 、 と 隱元豆 を 入れた る提 籠を携 へたる が領 しるしの 水雷 亭とは 珍しき と 見て 居れ 

ば やがてべ ンチの 隅に 倒れて ねて しま ひける。 富 米 野と 云 ふ 男 熊 本に て 見知りた る も 来れり。 同 

席な りし 東 も 來り野 並も來 る。 

こ \ へ 新に 入り 來 りじ 一 一人 連 は いづれ 新婚旅行と 見ら る k 御 出立。 すぢ向 ひに 座 を 構へ 玉 ふ を 

懵の 庇より うか 1. ひ 奉れば、 花 Q 御かん ばせ すこし 瘦せ玉 ひて 時々 小 聲に何 を か 物語り 玉 ふ雙頰 

に 薄紅 さして 面 は ゆげな り。 人々 の 視線 一度に 此方へ 向へば 新郎の パナマ 帽 もうつ むきけ る。 此 

一 一人 問 もな く 大阪行 Q にて 去る。 引きち がへ て 入り 來る 西洋人の たけ 低く 顔の たけ も 著しく 短き 

が 赤き 額に こればかり 立 泥なる 鬚 ひねりながら 煙草 を 人力に 買 はせ て 向 側の ブラ ッ トフ ォ I ムに 

腰 を かけ 煙草 取り出して 鬚 を かき 上ぐ るな ど餘り 上等 瓧會 にも あらざる べし。 之れ と 同じ， H 衣 着 

けたる 連れの 男 は 額 長く 頻髯 見事 なれ ど 歩み方の 變 なる は 義足なる べし。 此間 改札口 幾度 か 開か 

れ又閉 ぢられ て 汽笛の 止む 間 もな し。 人 來り人 去って いつ 迄 も 待合の 隅に 居 殘るは 吾等の みなる 
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ぞ つまらなき。 漸く 十一 一時と なりて、 プラット フォ ー ム に 出 でんと すれば 此 次の なりと て つき か 

へされし、 重ねく Q 失敗な りけ る。 やう やくに して 新橋 行のに 乘り 込む。 客車 狹 くして 腰掛の 

うす 汚き も 我慢し て 座 を 占 むれば 窓外 の も Q 動き 出し て 新聞 責の聲 後になる。 右に は 未だ 靑き稻 

田 を距て X 白砂青松の 中に 白堊 Q 高樓 蟹の 鹽屋に 交り、 其 上に 一 抹の 海靑く 汽船の 往復す る 見 ゆ。 

左に 從ひ來 る 山々 山 骨 黄色く 現 はれて まばらなる 小 松ち びけ たり。 中に 免の 鉢 を 伏せた らんが 如 

き 山 見え隠れ する を 向 ひの 商人 體 Q 男に 問 ふ。 何とか 云 ひし も 車の 音に 消されて 判らす。 再三 問 

ひかへ せし も 訛の 耳 なれぬ 故 か 終に わからす。 氣の 毒に も あり 可笑しく も あれば 終に 其 儘に 止み 

ぬ。 後に て 聞けば 甲 山と 云 ふ 由。 あたりの 山と 著しく 模様 變れる は いづれ 別に 火山 作用に て 隆起 

せる なるべし。 此れ Q みは 樹木 黑く 茂りたり。 

蟬な くや 小 松 まばらに 山 禿たり 

など 例の 癖 そろく 出で 來る。 大阪 にて 海 南學校 出ら しき 黑挎 下り、 乘 客も增 したり。 幸に 天氣 

餘り 暑から ざれば 左 迄に 苦しから す。 山 崎 を 過 ぐれば 與 一兵衛の 家 はと 聞け ど 知る 人な し。 勘 平 

らしき 男 も 見え. や、 只 隣り の 男の 眼 付 や \ 定九郞 らしき ばかりな り。 五十 位の 田舍 女の 櫛 取り出 

して 頻りに 髮梳る を どちら 迄と 問へば 「京 迄 行く のでがん す。 息子が 來 いと 云 ひます のでな あ」 
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と 言葉つ き 不思議なる を、 國 はと 問へば 廣島 近在の ものなる. s。 飾- m ー點 なき も樸柄 Q さま 氣に 

入りて さまぐ 話しな どす る內 京都々 々と 呼ぶ 車掌の 聲 にあわた しく 下りた るが 群集の 屮 にか 

くれたり。 京に 入りて 息子と かの 宿に 行く 迄の 途中い さ \ か覺 束な く 思 はる、 は 他人の いらぬ 心 

配 か は 知らす。 やがて 稻荷を 過ぐ。 伏 見 人形に 思 ひ 出す 事 多く、 祭り 日の 條立 並ぶ 景色に 松簟添 

へて 畫 きし 不 折の 筆な ど 胸に 浮びぬ。 山 科 を 過ぎて 竹薮ば かりの 里に 入る。 左手の 小高き 岡の 向 

ふに 大石 內藏 助の 住家 今に 殘れ る. s。 先づ となせ 小波が 道行 姿 心に 浮ぶ も 可笑し。 ゃ\暴 り 初め 

し 空に 篁の 色い よ./ \\ 深く して 淸く靜 かなる 里の さまい となつ かしく、 願く ば 一度 は此 Jell- にしば 

らくの 假り Q 庵 を 結んで 篁の 蟲の聲 小 田の 蛙の 音に うき 世の 塵に 汚れた る 腸す，^ がんな ど 思 ふ 中 

汽車 はいつ しか 上り坂に か、 りて 兩側 Q 山 迫り 來る。 山 田の 畔 にしれ いの 如き 草花 面. R き は 何と 

云 ふ も Q にや。 この 邊り迄 畑 打つ 男女 何處 となく 悠長に 京び たるな ども うれし。 茶畑 多く あり。 

春 なれば 茶摘み の 樣 汽車 Q 窓 より 眺めて 白 手拭 の 群に あばよ などす るも與 あるべし など 思 ひけ る。 

大 谷に 着く。 此上は 逢坂な り。 此名を 聞きて 思 ひ 出す 昔の 語り草 はなら ぶる も 管なる べし。 さね 

かづら と は どんな もの かしらす、 蔦 這 ひで る 崖に 淸 水した、 つて 線路 脇 Q 小 溝に 落つ る 音 涼し。 

窓より 首 さし のべ て 行 手 を 見る に隨道 眼前に 眷 然として 向 ふの ロ錢 のま はり 程に 見 ゆ。 之れ を la 


18 


記 上 東 


ぐれば 左に 鴻 Q 海 蒼く して 漣漪 水色 縮緬 を 延べた らん 如く、 遠山 糢糊 として 水 Q 果て も 見え. や。 

左に 近く 大津の 町 つらなりて、 三 井寺 木立に 見え かくれす。 唐 崎 は あの 邊か など 思へ ど 身 地 を 踏 

みし 事なければ 堅 田 も 石山 も 粟津 もす ベ て 判らす。 九つ の 歳 父母に 從 うて 東海道 を 下りし 時 こ \ 

Q 水 樓に繊 魚の 燒 Q 骨と 肉と が 面白く 離る \ を 面白がりし 事な ど 思 ひ 出して は此頃 0 吾な つか 

しぐ、 父母の 老い 給 ひぬ る 今 悲し かり。 さて は白灣 子と 共に 名 古屋に 遊びし 歸途 伊勢 を 經て雪 夜 

こ \ に 一夜 を 明せ し 淋し さな ども さま， ^低ば る。 草 津の姥 が 餅 も 昔の なじみ なれば 求めん と 思 

ふ 中 汽.： 卑 出で たれば 果 さす。 瀨 SQ 長 橋 渡る 人 稀に、 蘆 荻 徒に 風に 戰ぐを 見る。 江 心 白帆の 一 つ 

二つ。 淺き 汀に 臉樣の もの 立て 廻せ る は 漁りの 業なる べし。 百足 山 昔に 變ら す、 田 原 藤 太の 名と 

共に いつ 迄 も稚き 耳に 響きし 事 は 忘れざる べし。 湖上の 景色 見 飽かざる 間に *i 根城 いつしか 後に 

なり、 膽吹 山に 綿雲 這 ひて 美 濃路に 入れば 空 は 雨模様と なる。 大 垣の 商人ら しき 五十ば かりの 男 

頻りに 大 垣の 近況 を 語り 關が原 Q 戰を說 く。 あたり 漸く 薄暗く 工夫 體の男 甲走りた る聲 張り上げ 

て 歌 ひ 出せば 商人の 娘堪へ かねて キ、 と 笑 ふ。 長 良 川 木曾川い つの 間に か 越えて 淸洲と 云 ふに、 

此次は 名古屋 よと 身 仕度す る 間に 電燈の 蒼白き 光 aw れる 空に 映 じ、 はやさら ばと 一行に 別れて プ 

ラッ トフ ォ I ムに 下り立つ。 丸 文へ と 思 ひしが 知らぬ 家も與 あるべし と 停車場 前の 丸 萬と 云 ふに 
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入る。 二階の ー窒狹 けれ 共 今宵 は ゆるやかに 寢る べしと 思へば 船中の 窮屈 さ 蒸 暑さに くらべて 中 

中に 心安 かり。 浴後 の 茶漬 も 快く、 窓 によれば 驟雨 沛然 として トタン 屋根 を傳 ふ 點滴 の 昔す し 

く、 電燈の 光地 上に うつりて 電車の 往き かふ 音 も 騒がしから す。 かう なれば 宿帳つ けに 來し 男の 

濡れ 髮 かき 分けた る も 涼しく、 隣室に チ リンと 鳴る コップの 音 も 涼しく、 向 ふの 窒の攔 干に 倚り 

し 女の 白き 浴衣 も 涼しげ なり。 昨日より Q 疲れ 一時に 洗 ひ 去られし 樣 にてから だ Q びくと なる * 

手 を拍ち て 床 をのべ させ 横に なれば 新しき 浴衣の 肌 さは り も 快く、 隣窒 の 話聲 遠き 様に 聞え し 後 

は 魂 いづこ へ か 飛んで 藻ぬ けの 殼 となり 電燈 消しに 來し事 もい つか 知らす。 圓 かなる 夢 百 里の 外 

に 飛んで 眼覺 むれば 有 明 Q 親燈 蚊帳 0 外に 朧に、 時計 を 見れば 早 や 五 時な り。 手 洗 ひ 口す、 ぎな 

どす る內空 ほの ぐと 明け はなれた るが 昨夜の 雨の 名殘 まだ 晴れ やらす、 蚊帳 を まくる 風し めつ 

ぼき も心惡 からす。 膳に 向へば 大野 味 汁。 秋 琴 樓に假 寓の昔 も 思 ひ 出さし む。 勘定 をす ませ 丸 

く 肥え太り たる 脊 低き 女に 革飽 提げさして 停車場へ 行く 樣、 瘦 馬と 牝 豚の 道行と も 見るべし と 可 

笑し。 此豚 存外に 心 利き. たる 奴に て 甲斐々々 しく 何かと 世話し 吳れ たり。 間もなく 驅け來 る 列車 

の 一 隅に 座 を 構へ て 煙草 取り出せ ばべ ルの音 忙しく 合圖の 呼子。 汽笛の 聲。 熱 田の 八劍森 陰より 

し拜 みて セ メ ン ト會 社の 煙突に 白灣 子と 燒芋 かじりながら 此 あたり を 徘徊せ し當時 を 思 ひ 浮べ 
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て は宮川 行の 夜船の 寒さ。 さて は 五十鈴の 流 一 一見の 濱 など 昔の 草枕に て 居眠りの 夢 を 結ばん とす 

れ 共なら す。 大府岡 崎 御油なん ど 昔し Q ばる、 事 多し。 豐橋も 後に なり、 鷲津 より 舞 坂に か- -る 

頃より は 道 漸く 海岸に 近づきて 濱 名の 湖 窓外に 靑く、 右に は 遠 州洋杳 として 天に 連る。 漁 舟 江 心 

に 向 ひて こぎ 出せば 欸乃 風に 漂うて 白砂 Q 上に 黑き 鳥の 群れ 居るな ど は 十六夜 日記 其 儘な り。 濱 

松に て は 下りる 人 乘る人 共に 多く 窮屈 さ 更に 甚だしく なりぬ。 掛 川と 云へば 佐 夜の 中 山 はと 見廻 

せど 僅に 九 歳の 冬 此處を 過ぎし なれば あたりの 景色 更に 見覺 えなく、 島 田 藤 枝な ど 云 ふ 名 Q み 耳 

に 续れる 位 なれば 覺束 なし。 金 谷の 隊道 長くて 灯を點 したる、 之れ は 昔 蛇の 住みし 穴 かと 云 ひし 

しれ 者の 事な ど 思 ひ 出す。 靜 岡に て乘客 多く 入換 りたれ ど 美人ら しき は 遂に 乘ら す。 東の 方 は 村 

雨す と覺 しく、 灰色の 雲の 中に 隱見 する 岬 頭い くつ 模糊と して 墨 緒に 似たり。 其れに 引き かへ て 

西の 空 麗しく 晴れて 白砂青松に 日の 光鮮 なる、 之れ は 水彩畫 にも 譬ふ べし。 雨と 晴 との 中に あり 

て 雲と 共に 東へ くと 行く なれば、 ふる かと 思 へ ば 晴れ 晴る、 かと 思 へ ば 又 大粒 Q 雨 玻璃 窓を斜 

に 打つ 變幻 極り なき 面白さに 思 はす 窓緣 をた.^ いて 妙と 呼ぶ。 車の 音に 消されて 他人に 聞え ざり 

しこ そ 仕 合せな りけ る。 

大 井川の 水 涸れく にして 蛇 籠に 草 離々 たる、 越す に 越され ざり し朝貌 日記 何とかの 段 は更な 
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り、 雲助と か G 肩に よって 渡る 御 侍、 磧に鋭 杖 立て よむ 行脚な ど 廻り 燈 籠の 様に 眼前に 浮ぶ 

心地 せらる。 街道の 並木 Q 松 さすがに 昔の 名淺を む れ ども 道 脇 の 茶」 徒 にあれ て 鳥 毛 挾 箱 C 行 

列 見る に 由な く、 僅に 馬士 歌の 哀れ を 止む る Q みなる も改る 御代に 餘 命つな ぎ 得し 白髮の 媼が圍 

爐裏 Q そばに 水湊す 、 りながら 孫 玄孫 へ 0 語り草な るべ し。 

此 あたり Q 景色 北齋が 道中 畫譜を 其 儘な り。 興津 を 過ぐ る顷は 雨と なりたれば 富 士も三 保 も 見 

えす、 眞靑 なる 海に 白浪 風に 騷ぎ 漁る 船の 影 も 見えす、 礎 邊の砂 雨に ぬれてうる はしく、 先手の 

隨， 道 も 亦畫中 c: も C なり。 

此 鹿小驛 ながら 近來 海水浴場 開けて 都府 Q 人士の 避暑に 來 るが 多ければ 次第に 繁昌す る 由な り。 

岩 淵 の 邊甘 11^ 畑 多く あり。 折 柄 畑 に 入る、 肥料なる ベ し 異様 Q か ほり 鼻 を 突きて 靜岡 にて 求めし 

辨當 開ける 人 Q 胸惡く せし も 可笑し か りけ る。 沼 津を過 ぐれ 共 雨雲 ふさがりて 富士も 見えす。 

御殿場に て乘客 更に 增 したる 窮屈 さ、 かう なれば 日 Q 照らぬ がせ めても 仕 合せな り。 小山。 

山 北 も 近けば 道 は 次第 上りと なりて 溪流 脚下に 遠く 昔 あり。 一 八 Q 屋根に 鷄 鳴きて 雨を帶 びた る 

風 山 E に 青く、 車中に は 御殿場より 乘 りし 爺が 提げた る鈴蟲 なくな ど、 海 拔幾百 尺の 靜 かさ 淋し 

ささ まぐ に 嬉しく、 哀れ を 止む る 馬士歌 C- 箱 根 八 里 も 山 を 貫き 溪を かける 汽車 なれば 關 守の 前 


22 


記上朿 


に 額 地に すりつ くる 面倒 もなければ 煙草 一 服の 間に 山 北に つく。 一 しきり 來る 村雨に 鮎の 鮮賫る 

男の 袖し と なる も あはれ。 此 あたり 複 線路の 工事中と 見えたり。 山霧 深う して 記 號標の 芒の 中 

に 淋しげ なる、 霜夜の 頃 やい かに 淋し からん。  - 

これより 下り坂と なり、 國府津 近く なれば 天 又 晴れたり。 今 越えし 山に 綿雲 か、 りて 其處 とも 

見え 分かす。 さきの 日 歸府津 にて 宿 を 担 まれ 漸くに して 搜し當 てた る 町外れの 宿に 一 一階 0 敍歌を 

騒がしが りし 夕、 夕陽 Q 中に 富 士足柄 を 望みし 折の 嬉し さな ど 思し 出して は あの 家 こそな ど 見廻 

す內 にこ \も 後に なり、 大礎 にて は 又 乘客增 す。 海水浴が へりの 女の 群の 一様に 犬なる 藁 帽子 か 

ぶりた るな ど 目に 立つ。 柵の 外より 頻りに 汽車 Q 方を靦 く美髯 公の いづれ 御前ら しきが 額 色 Q 著 

しく.； n き 西洋人め くな ど 土地柄 なるべし。 立派なる 洋館 も 散見す。 大船に て 横須賀 行の 軍人 下り 

たるが 乘客は 矢 張增す 計りな り。 隣り に 坐りし 靜 岡の 商人 一 一人し き リに關 西の 暴風 を 語り 米 相場 

を說 けば 向 ふに 腰かけし 文身の 老人 御殿場 Q 料理屋の 亭主と 云 へ るが 富士 登山の 景況 を 語る。 近 

頃 は 西洋人 も 婦人 迄 草鞋に て 登る. H なりな どし きりに 得意の 樣 なりし が て は 問 はす 語りに 人の 

難儀 をよ そに 見られぬ 私の 性分 迄 かつぎ 出して 少時 も燒 舌り 止めす、 面白き 爺さんな り。 程が 谷 

近く なれば 近き 頃 Q 撗濱の 大火 乘客 Q ^柄 を 賑 はす。 之れ よ り 急行 となりた れ ば 祌奈川 鶴 見な ど 
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は 止ら す。 夕陽 海に 沈んで 煙波 杳 たる 品 川の 灣に七 砲臺朧 なり。 何の 祝宴 か 礎邊の 水樓に 紅燈山 

形に つるして 殺 歌 湧き、 沖に 上ぐ る 花火 夕闇の 空に 聲 なし。 洲 崎の 灯影 長う して 江 水 漣漪淸 く、 

電燈 煌と して 列車 長き プラット フォ ー ムに 入れば 吐出す 人波。 下駄の 昔 靴の ひ i.- き。 

(明治 三十 二 年 九月) 
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記る あ 曰 半 


半日 ある 記 


九月 廿 四日、 日曜日、 空よ く 晴れて 暑から. や 寒から す。 數學の 宿題 も 午前の 中に 片付け たれば 

午後 半日 は 思ふ傣 遊ぶべし と 定まれば 晝飯待 遠し。 今日は 彼岸に や 本堂に 人數多 集りて 和 尙の稱 

名 Q 聲ぃ つもより は 高らかなる など 寺の 內も 今日は 何となく 賑 かなり。 線香と 花 估る.^ 事 頻りに 

小僧 幾度 か 霧 引きす つ て 墓場 を 出 つ 入りつ。 木魚の 音の ボ ン くた る を 後に 聞き 朴齒 の 木履 カラ 

つかせて 出立つ。 近邊の 寺々 いづこ も 參詣人 多く 花屋の 店頭 黄なる 赤き 菊 蝦夷菊 堆し。 と ある 杉 

垣の 內を覼 けば 立 並ぶ 墓碑 苔黑き 中に まだ 生々 しき 土饅頭 一 つ、 其 前にぬ かづきて 合掌せ る は 二 

十 前後の 女 三人と 稚き 女の子 一人、 いづれ も 身なり 賤 しからぬ に 白粉 氣 なき IdT の 根 色白し。 墓前 

花堆 うして 香煙 空 しく 迷 ふ 塔婆 Q 影、 木の間 もる 日光 を あびて 骨 あら はなる 白張燈 籠目に 立つな 

ど さまぐ 哀れな りけ る。 上野へ 入れば 往来の 人 漸くし げく、 ステッキ 引きす る 書生の 群 あれば 2 


盛裝 せる 御壤樣 坊ちゃん 方 を はじめ、 自轉車 はしらして 得意 氣 なる 人、 動物園の 前に 大口 あいて 

立つ 田 舍漢、 乘車 をす \ むる 人力、 イラ ッ シャイ を 叫ぶ 茶店 Q 女な ど 並ぶ る は 管な り。 パノラマ 

館に は 例によって 人 を 呼ぶ 樂隊の 音 面. tn さう なれば 吾 も 叉 例によって 足 を 其方 へ 運ぶ。 又 右手 の 

小高き 岡に 上って 見下せば 木の 問に つに く 車馬 老若の 絡緯 たる、 秋 なれ ども 人 Q 額の 淋し さうな 

る はなし。 杉の 大木の 下に 床几 を 積み上げ たるに 落葉 や、 積り て 鳥の 糞の 白き 下に は 小^生 ひ 茂 

りて 土す ベ り 勝ち な るな ど雜鬧 Q 中に 幽趣 あ るは此 公園 の特徵 なるべし。 西鄕像 の 方へ 行き たれ 

ども 書生 Q 群 多くて うるさければ 引き かへ しパ ノラ マ 館 裏手 Q 坂 を 下る。 こ 、は 稍靜 かなれ ど 紅 

塵 漸く 深く 鐵道 構內の 煤煙 風に 迷 ふもうる さし。 踏切 を 越えて 通り か- - りし 鐵道 馬車に のる。 乘 

客 多くて 坐る 餘地 もなければ 入口に 凭れて 倒れん とする 襄 幾度。 公園 裏にて 下り 小路 を 入れば 人 

の往來 織る が 如く、 壯士 芝居 あれば 娘 手 踊 あり、 輕業 カツ ボレ 浪花 踊、 評判の 江川の 玉 乘に タツ 

タ三錢 を 惜しみ 玉 はぬ 方々 に滿 されて 嚷 子の 音 只八ケ まし。 猿に 餌 を やる どれ 程 面白き か 知らす。 

魚 釣 幾度 か 釣り 損ねて 漸く 得た る 一 尾に 笑輕 傾く る 少年 歸 つて ォッカ サンに 何 を はなす か。 寫眞 

店の 看板 を 見る 兵隊さん。 鲤に 鉄を投 ぐる 娘 Q 子。 凌雲 閣 上人 豆の 如しと 思 ふ 我 を 上より 見下し 

て蛆の 如しと 嘲りし 者 ありし や 否や。 右へ 迥れば 藤棚 G 下に 「御子 供 衆へ C 御 土 產ー錢 から 御座 
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記る あ 日 半 


ります」 と聲々 に 叫ぶ 琉具賨 りの 女の子。 牡 fl: 燈籠 とかの 活 人形 は 其 脇に あり。 酒 中花缺 皿に 開 

いて 赤け れ共買 ふ 人 もな く て 爺が 煙管 頻りに 煙 を 吐く。 蓄昔機 今 音羽屋 の辨天 小僧に して 向 ひの 

壯士腕 を まくって 耶蘇 敎を 攻擊 する あり。 曲 誓き のお ぢ さん 大黑； 大の耳 を 書く 所。 砂 書きの 御 婆 

さん 「へ ー 有難う、 もう ソ チラの 方 は御濟 になり ました かな I、 もうありません かな 1。」 へ ー 

有難う これから 當世 白狐 傳を 御覽に 入れる 所な り。 魔 除 鼠 除け 文、 さて は 唐 竹 割の 術より 小 

よりで 装 を 切る 傳迄十 錢の處 二-一 錢 迄に 勉强 して 敎 へる 男の 武者修行め きたるな ど。 ちと 人が 惡ぃ 

樣 なれ ども 一切 只に て拜 見した る 報 は 覿面、 腹に はかに 痛み 出して 一歩 も あゆみ 難く なれり。 近 

きべ ンチ へ 腰 を かけて 觀音様 を 祈り 奉る 俄 信心 を 起す も 靈驗の ある 害な しと 顔をしかめながら 雷 

門 を 出 づれば 仁王の 顏 いつもより は 苦し。 仲 見 世の 雜鬧は 云 はす も あるべし。 束 橋に 出づ。 腹痛 

や \ 治まる。 向 ふへ 越して 交番に 百花 園への 道 を 尋ね、 向島 堤 上の 砂利 を 蹴って 行く。 空い つ Q 

間に か 曇りて ボッリ ./\顏 にお つれ ど さした る 事 もなければ 行 手 を 急いで h へ ./\と 行く。 道 右 

へ 廻りて 兩 側に 料理屋 茶店な ど 立 並ぶ 間 を 行く。 右手に 荻の 圜と掛 札 ある 家 を、 これが 百花 園 か 

と 門 內を靦 くに、 どうやら 變 なれば、 客 待の 車夫に 問 ふに、 百花 園 はま だすつ と 先な り。 大 倉の 

S 莊 Q 石垣に、 白 赤の 萩 溢る、 が 如きに、 ニ輛の 馬車 門 を 出で \ 南へ 馳せ 去りた る、 あれ は 喜 八 
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郞の 一家 か、 車上の 男女いた く 澄まし顔な るが 先づ 瘤に 觸り ける。 三 圍の稻 荷 堤 上より 拜し、 腹 

まだ 治まらねば 圑子 かじる 氣も なく、 漸く 百花 園への 道 札 見付けて 堤 を 右へ 下り、 小 溝に 沿うて 

まがりくねりの 道 を 行く 半 町ば かり。 道 傍、 溝の 畔に获 みだれ、 小さき 社の 垣根に 鷄頭 赤き など、 

早く も 園に 入りた る 心地す。 

此邊 紺屋 多し。 園に 達すれば 門前に 集 ふ車數 知れす。 小 門 清楚 、「春夏秋冬 花 不斷」 の掛額 もさ 

びたり。 門 を 入れば 萩先づ 目に 赤く、 立て 並べた る自轉 車お びた^し。 左 脇の 家に 人 數多集 ひ、 

念佛 Q 聲洋々 たる は 何の 吊 ひか。 其 隣に 樂燒の 都鳥な ど 賣る店 ぁリ。 之れ に續く 二三。 前に 

夕顏棚 ありて 下に 酒 酌む 自轉 車乘の 一隊、 見る から 殺風景な り。 其 前 は 一面の 秋草 原。 芒の 蓬々 

たる あれば 获の 道に 溢れん とする、 さて は 芙蓉の 白き 紅なる、 紫苑、 女郎花、 藤挎、 釣鐘 花、 虎 

の 尾、 鶏頭、 鳳仙花、 水引の 花 さまぐ に 唆き 亂れ て、 徑其 間に 通じ、 道 傍に 何々 稼の 立つな ど 

あり。 中に 細長き 池 あり。 荷葉 半ば 枯れなん として 見る 影 もな きが 一 入 秋草の 色に 映りて 面白し。 

春 夏の 花木 も あれ 共 目に 入らす。 しのぶ 塚と 云 ふ を 見て 居る 內我を 呼びかける 者 あり。 ふり かへ 

れば森 田 Q 母子と 田 中 君な り。 連立って 更に 園 をめ ぐる C 草花に 處々 釣り下げ たる 短冊 旣に 面白 

からぬ に 其 裏 を 見れ ば 鬼 ころしの 廣吿. ず り 嘔吐 を 催す ばかり-なり。 秋草に は束髮 C 美人 を 聯想す 
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記る あ 日 半 


など 考 へながら こ&を 出で たり。 腹痛 漸く 止む。 鐘が 淵 紡績 Q 煙突 草 後に 聳え、 右に 白き は 大學 

Q ボ ー ト ハウス なるべし、 端艇 を乘り 出す 者 二三。 前 は 櫻 樹の隨 道、 花時 思 ひやら る。 八重 櫻 多 

き 由 なれ ど 花なければ 吾に は 見分け 難し。 植 半の 屋根に 止れ る鳶ー 一羽 相對 して さながら 瓦に て 造 

れる樣 なる を瓦ぢ ゃ鳥ぢ やと 云ふ內 左なる 一 羽 嘲る が 如く 此方 を 向きた るに 皆々 どっと 笑 ふ。 道 

傍に 並ぶ 柱燈 人造 麝香の 廣吿 なりと 聞きて は 嬉しから す。 波頭に 下り立ちて 船に 上る。 千 住 

より 0 小蒸汽 けた ，^ ま しき 笛なら し て 過 ぐれ ば 餘波舷 を あ ほる 事 少時。 乘客 間もなく 滿ち て 船 は 

中流に 出で たり。 雨 催の {仝 燭 江に 映りて、 堤 下の 杭に 漣漪 寄す る も、 蘆 荻の 聲靜 かなりし 昔の 様 

尋 ぬるに 由な く、 渡 番小屋に ぺ ンキ塗 Q 廣吿 看板 か& りて は 簑 打ち 拂ふ 風流 も 似合 ふべ くも あら 

す。 今 戸の 渡と 云 ふ 名ば かり は 流石に 床し。 山 谷 堀に 上れば 雨 はらく と 降り 來るも 場所柄 なれ 

ば 面白き 心地 もせら る。 さりと て 傘 持たぬ 一同、 たと へ 張子なら すと も 風邪な ど 引いて は 面白 か 

ら ねば 大急ぎに て 雷 門前 迄馳け 付く。 先を爭 ひて 馬車に 乘 らんと あせる 人 狂氣の 如く、 見る 間に 

滿員 となりて 馳せ 出せば 友に はぐれて 取り 殘 さる、 人 も 多し。 來る 馬車 もく 皆滿 員と なりて 乘 

る 折 もな し。 婦人 連れ の 事 なれば 奮發し て漸々 上等に 乘れば 之れ も 矢張ギ シ つみに て 呼吸 も出來 

ざる を 新々 1.」 して 上野へ 着けば 雨 も 小 止みと なりけ る。 こ i に 一行と 別れて 山內に 入る。 
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人漸々 散 じて 後れ 歸る もの 疎な り。 向 ふより 勢よ く 馳せ來 る 馬車の 上に 端坐せ る は 瀟洒た る 白 

面の 貴公子。 たしか 太陽の ロ繪 にて 見た る 様な りと 考 ふれば、 さなり 三條君 美の 君よ と 振 返れば 

早 や 見え ざり ける。 叉 降り出さぬ 間と 急いで 谷 中 へ 歸れば 木魚の 昔又ボ ン/ \«.,^。 

(明治 一二 十二 年 九 =0 
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天幕の 破れ 冃 から 見 ゆる 砂漠の 签の 星、 駱駝の 鈴の 音が する。 背戸の 田圃の ぬかるみに 映る 星" 

粗 磨 歌が 聞え る。 甲板に 立って 帆柱の 尖に 仰ぐ 星、 船 《K で 誰 やらが 欠び をす る。 

•  (叨治 111 十二 年 十月、 ホトト ギス) 


毎年 春と 秋と 一度 づ& 先祖 祭 をす るの が 我家の 例で ある。 今年の 秋 祭 は 我が 歸街屮 にとの 雨 親 

の考 へで 少.^ 繰り上げて 八月 某日に する 事と きめて あつたが、 數日來 のしけ で 御 佻 物 希がない 爲 

三日 延びた。 其 朝 は 早々 起きて 物置の 二階から 祭壇 を 下し 煤 を 拂ひ雜 巾 を かけて 壇 を 組みた てよ 

うとす ると、 さて 板が そり かへ つて 居て 中々 思ふ樣 にならぬ 0 を やう やくた、 き 込む。 其 ii に 父 

上は戶 棚から 三寶 をい くつ も 取 下して 一 々布巾で 淸 めて 居られる。 いや 隨分亂 暴な 鼠 Q 糞ぢ や。 

つ 、み 紙 も處々 食 ひ 破られた 跡が ある。 こ 、に 黄ばんだ しみ G あるの も 鼠の い たづら ぢ やない か 

しらんな ど 獨語を 云 ひながら 我 も 手 傅うて 大方 三 寳の淸 めも濟 む。 取 散らした 包紙の 徽奥 いのは 

奥の間の 緣へ はふり 出して 一 べん 掃除 をす る。 置 所から 色々 の 供物 を 入れた 叭を 持って くる。 父 

上 は 此れに 一 々水引 を かけ 綺麗に はし を 揃へ て、 さて 一 々靑ぃ 紙と 白い 紙と をし いた 三寶 へのせ 


る。 あたり は 赤と 白と^ 水引の 屑が 茄子の 莖人蔘 の 葉の 中に ちらばって 居る。 奥の 問から 祭壇 を 

持って来て 床の 屮央へ 三 壇に すゑ、 神棚から 御 廚子を 下し 塵を淸 めて 一番 高い 處へ 安置し、 御 扉 

を あけて 前へ 祌鏡を 立てる。 左右に は ゆ ふ を 掛けた 树臺 ー對。 次 Q 壇へ 御 洗米と 歷とを 純. H な 皿 

へ 盛った のが 御燒 物の 鲷を はさんで 正しく 並べられる。 一 番 大きな 下の 壇へ は 色々 な俱 物の 三寶 

が 並べられる。 先づ 裏の 畑の 茄子 冬瓜 小豆 人參 里芋 を 始め、 井戸 脇の 葡萄 射の 上の 棗、 隣から 貰 

うた 梨。 それから 朝市の 大きな 西瓜、 こいつ は ごろくして 臺へ 載りに くかった の を 漸くの せる 

と、 ゅ樣へ 尻 を 向けて ゐ るの は 不都合 ぢ やと 云 ひ 出して 义据ゑ 直す。 こんな 事で とう^ \>晝 飯に 

なった。 食事が すんで そこら を 片付ける 內 風呂が わいた から 父上から 順々 にいって からだ を淸め 

る。 風呂から 出て 奥の間へ 行く と 一 同の 着替 へが そろへ て ある。 着 なれぬ 緒の 袴の キュ ー くと 

なる の を 着て 座敷へ 出た。 日影が 緣へ 半分 程 差し こんで 額が ほてく する の は 風呂に 入った せゐ 

であらう。 姉上が 數々 の 子供 を つれて 来る。 一同 座敷の 片側へ 一列に ならんで 順々 拜が 始まる。 

自分 も緣 側へ 出て 新しく 水 を 入れた 手水 鉢で 手 洗 ひ 口す" いで 靈 前にぬ かづき、 我 名 を 申 上げて 

拍手 を 打つ と 花瓶の 槍 扇の 花びらが 落ちて 葡萄の 上に とまった。 一 番御拜 Q 長かった は 母上で、 

祭 一番 祌樣の 御氣に 召した かと 思 はれる はせい ちゃんの であった。 一順す むと 祭壇の 菓子 を 下げて 
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子供 等に 頂かせる。 我 も 一度 は 此御頂 を うれしがった 事 を 思 ひ 出して 其 頃の 我な つかしく 端坐 が 

し 玉 ふ 父母の 髮の 毛の 白い のが 見える も 心細い 樣な氣 がする。 子供 等 は 何 か 無性に 面. H がって 餅 

を fa りながら バタく と 緣側を 追 ひ 廻る、 小さ いのは 父上の 膝で 口 鬚 を ひっぱる。 顏を しかめな 

がら 父上 も 笑へば 皆々 笑 ふ。 涼しい 風が 吹いて 來て 榊の ゆ ふが サラ くと 鳴り、 检 扇が 又 散った。 

其內に 勝が 出て 來て 一同 其 前にす わる。 「どうです かせいち やん は、 祌樣の 前で 御 膝 を 出して。 

ソ レ御 つゆが こぼれ ますよ」 と 云 ふ 一 方で は 年 かさの 娃が 小さい のに ォッ キイ 御 口 を させて 居る。 

夕日が 向 ふの 岡に かくれて 床が 薄暗くな つたから 御祌燈 をつ け 御て らし を 上げた。 榊の 影が 大き 

く 壁に うつって 茄子 や 葡萄が 美しく か e やいた。 父上 Q いくさの 話しが 出て 子供 等が 急に お，. つな 

しくな つたと 思うたら、 小さい のとせ いちやん は 姉上の 膝の 上で はや 寢て しまった。 姉上 等が か 

へ ると 御て らしが 消えて 御祌燈 Q. 灯が バ チ くと 鳴る。 座敷が しんとして 庭で は 轡蟲が 鳴き 出し 

た。 居間の 時計が ねむ さう に 十 時 をう つたから 一通り 靈前を 片付けて 床に 入った。 」M 敷で 鼠が 物 

を かじる 音が する から 見に 行ったら、 床の 眞 中に 鏡が 薄く くらがりの 屮に 淋しく 光って 居た。 

(明治 一一 一十 二 年 十 一 月、 ホトト ギス) 


ーョー 


私が 九つの 秋であった、 父上が 役 を 御 やめに なって 家族 一 同鄕 里の 田 舍へ引 移る 事に なった。 

勿論 其 頃 は 未だ 東海道 鐵道は 全通して 居らす、 どうしても 横濱 から 祌戶迄 船に 乘ら ねばならぬ。 

が、 困った 事に は 父上の 外 は 揃 ひも 揃うた 船 嫌で 海 を 見る ともう 頭痛が すると 云ふ鹽 梅で。 何も 

急く 旅で もな しいつ そ 人力で 五十三次 も 面白から うと、 トウく 其れと 極って から 彼れ 是れ 一 月 

の 果を 車の 上、 兩 親の 膝の 上に 交る く 載せられ て 面白 い やら 可笑し いやら の 旅 をした 事が あ る- 

惜しい 事に は 歳が 歳であった から 見 もし 聞 もした 場所 も事實 も、 一 一昔 も 程遠き 今日から ふり か へ 

つて 考 へて 見る と 夢の 様な 取り止め も 付かぬ 切々 が、 かすかな 記憶 絲 につな がれて、 廻り 燈籠 

の樣に 出て 來る ばかりで。 此んな 風で あるから、 之れ も 自分に は覺 えて 居らぬ が撗濱 から 雇った 

車 車夫の 中に 饅頭 形の 检笠を 冠った のがあった さう だ。 仕 合せに 晴天が 績 いて 每 日よ く 照りつ ける 
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秋の 日の 未だ 中々 暑かった であらう。 斜に來 る 光が 此餞頭 笠 を かぶった 車夫の 影法師 を 乾き 切つ ^8 

た 地面の 白い 上へ うつして、 其れが 左右へ ゆれながら 飛んで 行く のが 譯も なく 子供心に 面白 かつ 

たと 見える。 自分 は此 車夫に 椎茸と 云 ふ 名 をつ けた。 それ は 影法師の 形が いくらか 似て 居る と 思 

つたから である。 街道に 沿うた 松 並木の 影の 中を此 椎茸が 一一 ヨキく と 飛んで 行く のが ドンナに 

可笑しかった らう。 朝は此 椎茸が 恐ろしく 長くて、 露に しめった 道 傍の 草の 上 を 大蛇 C 様に うね 

つて 行く。 どうかす ると 此 影が 小川へ 飛込んで 見え なくなつ たと 思 ふと、 不意に 向 ふの 岸の 野菊 

の 中から 頭 を 出す。 出す かと 思 ふと 一飛に 土 堤 を 飛越え て 又 芒の 上 を チラ リく して 行く。 なほ 

面白 いのは 日が 高くなる につれ て 椎茸が 次第に 縮んで、 おしま ひに はもう 椎芽 とも 何とも 分らぬ 

ものに なって 石ころ 道の 上 を 飛びく 轉 がって 行く。 少し 厭氣 味になる と 父上に 謠 をうた へ の 話 

し をせ よのと ねだって 居る 內に 日が 西に 傾く。 しかし 今度 は 朝の 様な 工合に 行かぬ。 大體が 西 を 

向いて 行く ので あるから、 椎茸 は 車の 右 脇へ 頭 を 出したり 左へ 出したり。 どうかす ると. R 分の 脚 

の上 へ來るの でキャッ，^と大騷ぎをす^o。 こんな 坊 チヤ マ を 膝へ 乘 せた 父上 も 大概な 事で はな 

かったら しいが、 椎萍も トン ダ 目に 畲 つた もの だ。 此 椎茸 少々 宜しから ぬ 事が あって 途中から 免 

職に なった の はよ かった が、 其 後任 0 爺さんが .ドー 乇 椎サ坏 でなかった ので 坊 チャン 一通りの 不平 


でない。 これに は 流石の 兩親も 持て 餘 したと 云 ふ。 (明治 一一 一士 一一 年 九月、 ホトト ギス) 


十日 動物 敎窒の 窓の 下 を 通る と 今 洗ったら しい 色々 の 骸骨が ばらく に^へ 入れて 千して あ 

る。 秋 G 蠅がー 一三 羽 止って 稍 寒さう に 羽根 を 動かして 居る。 

十一 日 垣に ぶら 下って 居た 南瓜が 何時の間にか 垂れ 落ちて 水引の 花へ 尻 をす ゑて 居る。 我等 

が 祖先の 二 ュ I ンは 如何に H ライ 者であった かと 云 ふ 事 を考へ ると 隣の 車井戸の 屋根で ァホ ー 

と 鴉が 鳴いた。 

十二 日 傘を竪 にさす。 雨 は 横に 降る。 

十三 日 豆腐屋が 來た。 聲の 波の 形が 整 はぬ Q で 新米と いふ 事が 分る。 • 

十四日 雪隱で プラス、 マイナスと 云 ふ 事を考 へる。 

十五 日 今日の やうな しめつ ぼい 空 氣には 墓 Q 匂 ひが 籠って をる 樣に思 ふ。 横にな つて 壁 を 踏 


記 日理窮 


んで 居る と 眼險が 重くな つて 灰 吹から 大蛇が 出た。 

十六 日 涼しい さえく した 朝 だ。 まだ 光の 弱い 太陽 を 見詰めた が 金の 鴉 も 黑點も 見えない。 

^堝の 底に 熔けた 白金の 様な 色 をして そして 蟒蜓の 眼の 様に クル，/ \ と 廻る 様に 見える。 眩しく 

なって 眼 を 庭の 草へ 移す と 大きな 黄色の 斑點 がいくつ も兑 える。 色が さま/ に變 りながら 吸の 

向 ふ 方へ 動いて 行く。 (明治 一 11 十一 一一 年 十月、 * トト ギス) 
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別 役の 姉上が 来て 西の 上り 端で 話して 居たら 耍太 郞が臺 所の 方から 自分 を 呼んで 裏へ 嗨を 取り 

に 行かぬ かと 云 ふ。 自分 は 未だ 一度 も 行った 事がない が 病後の 事で あるから と 思うて 座敷で 書見 

をし て 居る 父上 に 行 つ て もよう 御座いま しょか と 聞く と 行く はよ い が 傘 を さして 行け との 事で あ 

つたから、 帽を かぶって わるい 方 G 蝙蝠傘 を 持って 裏門へ 迄 行く と、 耍太郞 はもう 網 を こしら へ 

て 待って 居た。 「別 役の 精 様が こな ひだから 連れて行て くれい 云 ひよりました がのう し c」 「さう 

かそれ では 呼んで 來ぃ」 とて 下女 を やった。 間もなく 來 たから 速 立って 裏門 を 出た。 バックが 驚 

いて 足下から 飛び出した。 「いくら 汚れても よい やうに 衣 物 を着換 へて 来たね。」 精 は 無言で 一一 

コ 11 コ して 居る。 足に は 尻の 切れた 草履 を はいて 居る。 小川 を 渡って 三 軒 家の 方へ 出る。 あち こ 

ちに 稻を 刈って 居る。 畔に 刈穏を 積み上げて 扱いて 居る 女の 赤い 帶も あちらこちらに 見える。 蜻 


きづ 鳴 


挺が 足元から ついと 立って 向 ふの 小石 Q 上 へ とまって 目玉 をぐ る/ \- とま はして 又 先 Q 小石 へ 飛 

ぶ。 小 溝に 泥鰌が 沈んで 水が 濁った。 新 屋敷 0 裏手へ 廻る。 自分と 精と は 一町ば かり 後 をつ いて 

行く。 北 0 山へ 雲の 峯が 出て 新築の 學 校の 屋根が きらくして 居る が 風 は 涼しい。 要 太 郎が手 を 

上げた から 余 等 は 立 止って 道に しゃがん だ" 久萬 川の 土手に 沿うた 一 丸 Q 二番 稻 があって 其 中に 

嶋が 居る と 見える。 網 IV- 斜に 下向け てし きりに ねらって 居る。 .R 分 等 も 息を殺して 見て ると 忽 

ち 頭の 上 で ば さ，/ <\ と 昔が す る。 蜻 挺が 傘に とまって 居た のが 外の とんぼと 噙ひ 合って 小 溝へ 落 

ち さう にして ぶいと 別れた。 溝から Q 太陽の 反射で 額が ほてる 樣な。 耍太郞 は 矢 張 ねら ひながら 

田 を 廻って 居る。 どうも 鳴 は 居ぬ らしい。 後の方で ダ ー ダ I と 云 ふ 者が あるから ふり かへ ると、 

五六 間 後 0 畔道 Q 分れた 處の 石橋 Q 上に 馬が 立って 居る。 其 後に ついて 居る Q は 十五 六の 色の 黑 

い 白 手拭 を 冠った 女の子であった。 馬 は どっちへ 行かう かと 云 ふ 風で 立 止って 居る と、 女の子 は 

馬 の 腹 をく  f つて 前へ ま はって 叉ダ ー ダ I と 云 ひながら 新 屋敷の 方 へ 引いて 行った。 嶋 はやつ ば 

り 見えぬ らしい。 耍太郞 も 少し だれ 氣 味で 網 を 高く 上げて 振る と バタ. （'と 一 羽 飛び出して 堤 を 

越して 見え なくなった。 耍太郞 の 指 を さす 通りに グサ くと 下駄の 踏 込む 畔を傳 つて 土手へ 上る 

と、， 精の 足元から 又 一羽 飛び出して 高く 舞 ひ 上った。 二三 度大 廻り をして 東の 方へ 下りた。 一 何 
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處へ 下りました ぞ Q うし。」 「ァ ソコに 木が 二 本 ある ネ ー。 あ Q 西の方に 桑が ある だら う。 あの 下 

あたりの 樣 だ。」 耍太 郞は默 つて 堤 を 下りて 行った。 堤に は 一面す.^ き 野 萩 茨が しげって 衣 物に 

ひっか \ る。 どう 勘逮 ひした Q か 耍太郞 はとんで もない 方へ 進んで 居る。 聲を 掛けようかと 思つ 

たが 鳥 を 驚かして はならぬ と 思うて 控 へて 居る と 果然 嗨は 立った。 要 太郞は 舌打ち をした と 云 ふ 

風で あつたが 此方 を 見て 高く 笑うた。 そして 二 木 並んだ 木蔭へ 足を投 出して 坐って 吾等 を 招いた。 

「ド， 'ダ ネ。 マ ー 一服 やって 緣起を 直して は。 卷 煙草 を やろ か。」 「ャ ー ありが と ございます II 0 

昨日 は赵の 小さい 網で 六 羽 取り ましたが のうし。」 今に 手 並 を 見せる と 云 ふ 風で。 

野菊が 獨り 亂れて 居る。 「精 ド— ダ 面白い か c」 「あつい」 と 云 ひつ、 藁帽 をぬ いで 筒袖で 額 を 

撫でた。 「サ I そろく 行き ませう 。モット 下へ 行って 見 ましよ c」 小津 神社 Q 裏から 薮 ふち を 

通って 下へ 下へ と 行く。 處々 籾 殼を箕 であ ふって 居る。 鷄は 喜んで あっち こち こぼれた 米 を ひろ 

つて 居る。 子供が 小 流で 何 か 釣って 居る。 「鲋 か。」 「ゥ ン。」 精の 友達ら しい。 いつの 間に か 要 

太郞が 見え なくなつ たと 思うて 居る と 遙か向 ふの 稻 村の 影から 招いて 居る。 汗 を ふき/. \ ついて 

行った。 道の 上で 稻を 扱いて 居る。 「御免なさいよ。」 「アイ 御 邪魔で ございます。」 實際 邪魔で 

あるので。 耍太郞 を 見る と 向 ふの 刈 田 Q 中 を 如何にも 奇妙な 腰 付で 網 Q 中 を 握って 走って 居る。 
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すると 精が 「居る/ \  要 太郞が あんなに 走り出したら 吃 度 鴨が 居る」 と 云 ふ。 成程 要 太郞は 

一 心に 田の 中の 一 點を 凝視め て其點 のま はり を 小股に 走りながら ま はって 居る。 網の 竿 をのば し 

たと 思 ふと 急に 足. を 早めて 網 を 投げた。 黑 いものが 立つ と 思 ふと 網に か \ つた。 バタ. （- して 居 

る。 耍太郞 も 走る。 精 も 走る。 綺麗な 嶋だ。 ドレく と 精 は 急いで 受取って 足 を 握って 羽 を バタ 

バタ さす。 「綺麗な 鳥よ、 綺麗 ヂ ヤノ ー。」 「運し ちゃ 厭で ございま すよ。」 r 二 ガ ス モ ン 力。」 早 

く 殺さない と 肉が 落ちる と 云 ふので 耍太郞 が 鳥の 脇腹 をつ まむ と 首が ぐたり となった。 脆い もの 

で。 これが 手始めで それから は 取る はく、 少し 0 間に 五 羽、 外に 小 胸黑を 一羽 取った。 近頃 こ 

の 位 面白かった 事 はない。 「今晩. 鴨の 御 化が 來る ぜ。」 「来たら 脇腹- VJ つまんで やら あ。」 

(明治 三十 四 年 九月) 


明後日 は 自分の 誕生日。 久々 で 國にゐ るから 祝の 御 获を食 ひに 歸れ との 察であった。 今日は 天 

氣も よし、 二三 日 前の 様に いやな 風 もない。 船 も 丁度 あると 來 たので 歸る 事と 定める。 朝飯の 時 

勘定 を こしら へる 樣 にと 竹さん に 云 ひ 付ける。 こんど はいつ 御出で かと 例の 幡多 訛りで 問 ふ。 お 

れの事 だからい つ だか わからん と 云った 樣な事 を 云うて ザブ くと すまし、 机 Q 上 を ザット 片付 

けて 革飽へ 入れる も Q は 入れ、 これでよ しと ヴ アイ オリ ンを 出して second  position の處を 開け 

てへ 調の 「アンダンテ」 を やる。 1st とちが つて 何處 かに 艷 があって よい。 拾 を 綿 入に 着かへ 

て 重 くるしい のに 裾が 開きたがって 仕方がない。 緣 側へ 日が 强 くさして 何だか 逆上す る。 鼻の ェ 

合が 變 だが、 昨日の 寫 生で 風で も 引き やしなかった かしらん。 東の 間で は 御ば あさんの 聲で菊 尾 

さん を 呼んで ゐる。 定勝を 尋ねて 來 いとい ひつけて 居る。 着物の 寸法 も 取らねば ならん G に 朝 か 


り へが 知 高 


ら何處 へいった Q かと ブツく 。 間もなく 菊 尾は歸 つたが、 安田に も學 校に も 居ません と 云 ふの 

で、 御ば あさん 又ブッ く。 其內定 勝さん が歸 つた。 着物の 寸法 を 取らねば ならぬ に 何處へ 行つ 

て 居た か。 此 忙しい Q にどん なに 世話 を燒 かすか 知れぬ と 頭 ごな し。 歸 つて 来たと て 宅に 片時 居 

るで もな し。 おまけに 世話ば かり 燒 かして …… 。 もうさう 時々 歸 つて 來 るに は 及ばぬ …… と カン 

カン。 誰れ か餘 所の 伯母さんが 來て寸 を 取って 居る らしい。 勘定 を 持って来た。 十五 圓で 御釣り 

が三圓 なにがし。 其 中の 銀 一枚 はこれ で 窬麥を おごらう と 御 竹さん の帶の 間へ。 殘りは 巾着へ、 

チヤ ラ くと 云 ふ も 冬の 音な り。 今日は 少し 御 早くと 晝 飯が 来て、 これで 又 しばらくと 云 ふ樣な 

事 を 云 ひ 合うて 手早く すます。 しばらく すると 二階で 「汽船が 見えました」 と 御 竹の 聲。 奥から 

は 「汽船が 見えました。 今日 御歸 りで 御 ざいます さうな」 と 御 八重が 來る。 これ はちと 話の 順序 

がちが つて 居る 樣だ。 料理人 篠村 宇三郎、 かご 入 Q 青海苔 を 持って来て、 「これ は 今年 始めて 取れ 

ましたので 差 上げます。 御 尊父 様へ よろしく」 と改 つたる 御挨 接で。 其內 汽船の 碇を 下す 音が 聞 

えて 汽笛 一 聲。 「サァ そろく 出掛けよ うか。」 「御 荷物 はこれ 丈け で。.」 r ィ ヤコ レハ 私が 持って 

行かう。 サョ ー ナ ラ。」 「又 御早うに …… 。」 定 勝さん も 今日の 船で 歸校 するとて、 背嚢へ 毛布 を 

付けて 居る。 今日は 船が 餘程 いつもより は 西へ ついて 居る。 何 處の擧 校 だか 行軍に 來 たらしい。 
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生徒が 濱邊に 大勢 居る。 女生の 海老茶 袴が 0 立って 見える。 船に 0 るの だか 見送り だか 二十 前後 

の 蝶々 が 大勢 居る。 端艇へ 飛びの つて しゃがんで 唾 をす ると 波の 上で 開く。 濱や兑 ると まぶし 

い。 甲板へ 上って ボ ー ィに 上等 は あいて 居る かと 問 ふと あいて 居る との 事、 荷物と 惰を 投げ込ん 

で濱を 見る と、 今 端艇に のり 移った マントの 一行 五六 人、 さきの 蝶々 髭の 連中と サョ I ナラ とい 

つて 居る のが 聞え る。 蠶種撿 査の御 役人が 歸 るの だな と合點 がいった。 宿の 定 さん も、 二階で 泊 

つた 女 づれの ハイカラ も來 る。 頻 Q 恐ろしく 膨れた、 大きな どてら を 着た 人相の よくない 男が 艫 

の 甲板 Q 蓆へ 座 をし めて ボ ー ィの賫 りに 來た 菓子 を 食って ゐる。 其 向 ひに 坐った H: の 赤 いぢい さ 

んと 相撲の 話 をして 居る。 或は 相撲 取 かも 知れぬ が髮は 二月 前に 刈った と 云 ふ 風で ある。 共 隣に 

は 五六 人、 若い 娘 も 二人 程 交って 居る。 機關 至に は顏の 赤い 人の 好 ささうな のが 航海日誌と 云 

ひさうな もの へ 何 か 書いて 居る。 こ \ へ 色の 靑ぃ 恐ろしく 瘦 せた 束髮の 三十 位の 女 を つれた 例の 

生白い ハイカラが 來 て機關 長と 挨拨 をして 居た が、 女 はとう- (-此 {ま の寢 臺をト ：！ 領 した。 何者 だ 

らう。 黑紋付 を ちらと 見たら 蔦の 紋 であった。 宿の 二階から 毎日 見下して 御な じみの. ま 種撿 茶の 

先生 達 は 舳の方 の 炊事場 の 横へ 陣 どって 大將 らしき 鬚 の 白い の が 法帖 樣 0 もの を廣げ て 一 行と 話 

して 居る。 やっと 出帆した のが 十二時 半 頃。 甲板 はどう も 風が 寒い。 鱸の 處を 見る と定 さんが 旗 
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りへ が 知 高 


竿へ もたれて 濱の方 を 見ながら 口笛 を 吹いて 居る から そこ へ いって 話しかける。 第一 一中 舉の 模様 

など 聞いて 居る 內 船員が 出帆 旗 を 下しに 來た。 杣 らしき 男が 艫へ 大きな 鋸 や 何 か を 置いた Q で窮 

屈 だ。 山々 の 草 枯の色 は實に 美しい と 東の 山ば かり 兑て ゐる內 はや 神 島迄來 て、 久禮 はと 見た け 

れ 共何處 とも 見當 がっかぬ。 釣船が 追々 に 沖から 帆 を 上げて 歸 つて 來る。 甲板 を 下駄で 蹴りな が 

ら、 昨日 稽古した r ェコ I」 と 云 ふの を 歌 ふ。 室へ 入らう とすると いつの 間に か 商人 體の男 一 一人 

其 連れら しき 娘 一人 窒へ 一杯に なって 風俗 畫報か 何 か 見て ゐ るので、 又 甲板 を あちこち。 機關長 

窒 から ハイカラ 先生の 鼠色 ツボンが 片足 出て、 鏡に 女の 顏が 映って 見える。 煙突の 脇へ 子供 を 

負った 婆さんと おばさん とが 欄干に もたれて 立って、 傅 馬の 船底から 山 を 見て ゐる顏 が 淋し さう 

な。 右 被へ 出る と 西日が li 一り つけて、 蝶々 に 結った 料理屋 者ら しいの がー 人 欄へ もたれて 沖 を ぼ 

ん やり 見て 居る。 會食 室の 戶が 開いて ゐ るから ちらと 13- たら、 三十 位の 意氣な 女と 酒 をのんで ゐ 

る 男が あつたが、 顔 はよ く兒 えなかった。 又 左舷へ 歸 つて 室へ はいって 革 飽から 桂 花 集 を 引つ ば 

り. おして 攔へ もたれて 高く 音讀す ると、 艫で 誰れ か 浮かれ 節 を やり 出した ので 皆が 其方 を 見 る。 

ボ ー ィに マッチ を 貰って 煙草 を 吸 ふ。 吸殼を 落す と 船腹に 引付いて 落ちて すぐ 見えな くな. る。 浦 

戶 の燈臺 が 小さく 見える。 西 を 見る と祌 島が 夕日 を 背に して 眞黑 に^ 上って 見える。 横波 Q 人 日 
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を こして 北 を 見 ると 遠い 山の頂に 白い ものが 見える。 ボ— ィが 御茶 を 上げ ましよ と 云うて 來 たか 

ら窒へ はいると、 前 Q 商人 は あわて-席 を讓 つて r ド ー ゾコ チラへ」 と 言 ふ。 茶 をのんで 粗末な 

ビスケット を 一 一つ 三つ かじる。 娘 は 毛布 を かけて ねたま、 手 を 出して ビス ケッ トを 取って 食って 

居る。 スグ又 1: 至 を 出る。 鴨が 澤山 ついて 居て、 釣船もボッ-^-見ぇる。 大分 浦戶に 近よ つた。 煙 

突の 下で 立ちながら めし を 食って ゐる 男が ある。 例の ボ ー ィが cabiu から 如何 はしい 寫眞を 出 

して 來て 見せびらかしながら 會食窒 へ はいった と 思 ふと、 盛に 笑 ふ聲が 洩れて 来た。 浪 がない か 

ら 龍王の 下の 岩に 躍る 白浪の 壯觀も 見えぬ。 釣船 は そろく 帆 を 張って 歸り 支度 をして ゐる。 沖 

の礁を 廻る 時から 右舷へ 出て 種 崎の 濱を 見る。 夏と はちがつて 人影 も 見えぬ 和樂 園の 前に 釣を垂 

れて 居る 中折帽の 男が ある。 雜喉 場の 前に 日本式の 小さい 帆 前が 一艘つ いて、 汀に は 四 五 人 程 貝 

でも 拾って 居る 樣子。 傳 馬に 乘 つて 櫂 を 動かして 居る 女の 腕に 西日が さして A く 見える。 どうや 

ら 夏の 様に も 思 はれる。 貴 船 社の 前 を 通った 時 は 胸が 痒かった。 玉 島の あたり ははら かた 釣りが 

夥しい が、 女子供が 大半 を 占めて 居る。 種 崎の 渡し Q 方に は、 茶 船の 旗が 二つ 見えて、 池 川の 雨 

戶は 空しく 締められて 之れ も 悲しい。 孕の 山に は 紅葉が 見えて 美しい。 碇を 下して^ 端艇へ 移る。 

例の ハイカラ は濱行 Q 茶 船への る。 自分 は蠶種 撿査の 先生方の 借り切り 船へ 御 厄介に なった。 須 
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崎の 或 人から 稻荷 新地の 醜業婦へ 手紙 を 託された とか 云って、 それ を 出して 見せびらかして 居る。 

得月樓の前へ船をっけ^111轉車を引上げる若者がぁる。 樓 上と 門前と に 女が 立って うな づ いて 居る。 

犬 引 も 通る。 之れ 等が 煩惱 0 犬 だら う。 松が 端から 車 を 雇 ふ。 下町 は 昨日の 祭 禮の名 续で娠 かな 

追手 筋 を 小さい 花臺を かいた 子供 連が ねって 行く。 西洋の 婦人が 向 ふから 來て 之れ とすれ ちがつ 

た。 牧牛 會 社の 前 迄く ると 日が 入り か、 つて、 川端の 梗の 霜枯の 色が 實に 美しい。 高 阪橋を 越す 

時 東 を 見る と、 女學 生が 大勢 立って ゐ ると 思った が、 其れ は 海老茶 色の 葦 を 干して あるので あつ 

た。 (明治 一一 一十 四 年 十一月) 


又 一 しきり 强 いのが 西の方から 鳴って 來て、 黑く 枯れた 紅葉 を 机の 前の ガラス 障子に なぐり 付 

けて 裏り 藪 >v」 押 倒す 様に して 過ぎ去った。 草 も 木 も 軒 も 障子 も 心から 寒さうな 身慄 をした。 丁度 

哀れ を しらぬ 征服者が 蹄 の あとに 淺 して 行く 戰者 の 最後の 息で あるかの 樣な 悲し い 昔 を 立 て，^ 居 

る。 之れ を 嘲る 惡 魔の 聲も閒 える 樣な氣 がする。 何處の 深山から 出て 何處の 幽谷に 消え去る とも 

知れぬ 此の 破 壤の祌 は、 恰も 其の 主宰者た る 「時」 の 仕事 を もどかし がって 居る かの 様に、 あら 

ゆる も Q を 乾枯 させ 粉碎 せんと あせって 居る。 

火鉢に は 一 塊の 炭が 燃え 盡 して、 柔ぃ 白い 灰 は 上の 藁灰の 壓カ にたへ かねて 昔 もせす に 落ち込 

んで しまった。 此時 再び 家 を 動かして 過ぎ去る 風の 行へ を ガラス 越しに 見送った 時、 何處 とも 知 

れす吹 入った 冷い 空氣が 膝頭から 胸に 浸み 通る を覺 えた。 此時我 は 裏道 を 西 向いて ョボ くと 行 
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く 一人の 老翁 を 認めた。 乞食で あらう。 其 人の 多様な 過去の 生活 を 現 はす かの 様な 繼 ぎ はぎの 播 

褸は祜 木の 樣な臂 を 包み かねて 居る。 我が家の 裏 迄 來て立 止った。 そして 杖に すがった 儘 辛う じ 

て かにんだ 猫背 を延 して 前面に 何物 を か 求む る 樣に顏 を 上げた。 窪んだ 眼に 將に沒 せんとす る 日 

が 落ちて、 賴冠 りした 手拭の 破れから 出た 一束の 白髮が 風に 逆立って 見える。 再び ョボ くと 歩 

き 出す と、 一 しきり G 風が 驀地に 道の 砂 を 捲いて 老翁 を 包んだ 時 余 は 深き く 空想 を 呼 起した。 

而 して 此の 哀れなる 垂死の 人の 生涯 を 夢み た 時、 恰も 此 人の 今の 境遇が 余の 未来 を 現 はして 居て、 

余 el 身が 此 翁の 前身で ある 様な 感じが した。. 

彼 は必す 希望 を 抱いて 生れ、 希望の 力に よって 生きて 來た であらう。 否 今 もな ほ此 風に 吹き 散 

る 雲 の 影 の 様な 何等か の 希望 の 影 を 追う てゐ るで は あるまい か。 そして 此の 果敢ない 影 を 捕 へ ん 

として は 幾度 か 墓の 閬に 躓いて 居る ので は あるまい か。 凡そ 何が はかない と 云っても、 浮世の 人 

の 胸の 奥底に 潜んだ 儘 長いく 年月 を 重ねて 終に 其 人の 冷い 亡骸と 共に 葬られて しまって、 かつ 

て 光に ふれ すに 消えて しま ふ 希望 程 はかない も Q が あらう か G 

浮世の 人 は 如何なる 眼で 彼 を 見る であらう か。 各自の 望み を 追 ふに 暇 G ない 世人 は、 たまに 彼 

の 萎びた 掌に 一片の 銅貨 を 落す 人 はあって も、 恐らく は それ は 唯 自分 C 心の中の 慈善箱に 投げ 入 5 


れ るに 過ぎぬ であらう。 そして 今 特別の 同情 を 以て 見て ゐる 余に さへ も、 此の 何處の 何人と も 知 

れぬ 人の 記憶が 長く 止まって 居ようと も 思 はれぬ。 

彼 は 多分 戀 した 事 も あらう。 そして 過ぎ去った 青春の 夢 は 今 幾何の 溫 まり を 霜夜 の 石の 床に か 

すで あらう か。 

彼 は 多分 志 を 立てた 事 も あらう。 そして 今 幾何の 效某を 墓の 下に 责さ うとして ゐ るので あらう „ 

此 様な 取り止めのない 妄想に 耽って 居る 間に、 老人の 淋しい 影 は何處 ともなく 消え去った。 突 

然向 ふの 曲り角から 愉快な 子供の 笑聲が 起って 周 圍の肅 殺 を 破った。 恰も 老翁の 過去の 歡 喜の 聲 

が、 こ、 に 一時 反響して 居る かの 如く。 (明治 一 1 一十 四 年 十二月) 
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擧 校の 晝の 休みに 赤門 前の 友の 下宿の 二階に ねころんで、 風の ない 小春 日の 溫 かさ を 貪る のが 

あ Q 頃の 自分に は 一 つの. 日課の 様になって 居た。 從 つて 此 下宿の 帳場に 坐って いつも， く 同じ 樣 

に 長い 煙管 を ふす ベて 居る 主婦と もガラ ス 障子 越しの 御 馴染に なって、 友の 居る と 居ない にか i 

はらす 自由に 階段 を 上る の を 許されて 居た。 

こ、 な 一 一階から 見る と 眞砂町 何とか 館の 廊下 を 膳 を はこぶ 下女が 見える。 下 は 狭い 平庭で 柹 

が 一 本。 猫が よく 之れ を傳 うて 隣の 屋根に 上る ので ある。 庭へ は 時々 近邊の 子供が 鬼ごっこ をし 

ながら 亂 入して 來ては 飯 焚の 婆さんに 叱られて 居る。 多く 小さい 男の子で あるが、 中に いつも 十 

五六の、 赤ん坊 を 背負った 女の子が 交って 居る。 そして 其 大きい 目から 何から よく 死んだ 針に 似 

て 居る ので、 あれ は何處 0 娘 かと 友に 尋ねて 見た 事が ある。 友の 知って 居る 丈で は 彼 は 隣の 小さ 


い 下宿の 娘で、 父なる 者 は 今年 七十 近い 爺さんで 母 はやつ と 三十 位 だとの 事であった。 名 は 雪ち 

やん と 云った。 

其 後 自分 は 小石 川へ 家 を 持つ 事に なって、 しばらく  Q 問 友 0 下宿へ も 疎くな つて ゐ たが、 悲し 

い 事情の 爲に再 び 家 をた . -んで 下宿 住 ひ をし なければ ならぬ 事に なつ た 時、 丁度 友 の 隣の 下宿の 

1 一階が あいて 居る との 事で 計らす 此雪 ちゃんの 宅に 机を据 ゑる 事に なった。 

こ、 に 世話になつ たのが 彼是 半年。 敢て 短い 日子ではなかった が、 かう 云 ふ 事に は 極めて 球い 

自分に は此 家の 家庭 Q 過去 現在に ついて 知り 得られた 事 は 至って 僅で、 叉强 ひて 知り 度い と 思 ひ 

もしなかった。 が、 主婦が 新 潟の 人で ある 事、 主人 はもと は 士族で 先妻に 子 迄あった 事、 そして 

先妻が なくなった あと 其れ 迄 下女で あった 今の 主婦 を 入れた 事な ど は 友 や 主婦 自身 の 口から 知つ 

た 僅な 事實の 主なる 部分であった。 しかし 雪 ちゃんが 主婦の 實子か 否と 云 ふ 事 は 聞き 洩 した。 尤 

も 主婦が 此 娘に 對 すると 先達て 生れた 妹の 利 ちゃんに 對 すると 其 間に 何のち が ひも 自分に は 認め 

られ なかった と は 云へ。 

主婦 は 親切で あつたが、 色の 蒼白い、 眉の 間に は 始終 憂 管な 影が ちらついて、 そして 時々 工合 

が惡 いと 云って は 梯子 〇 上り下り Q 苦し さうな 事が あり、 又 力無い 咳 をす る處 など を 見る と 或は 
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と 思 ふ 事が あって 友に 計った が、 此 家に 數年 前から 泊って 居て、 殆んど 家 內同樣 になって 居る 醫 

科の 男が あって 其れが 一向 引越し もしない 處 から 見る とまさ かさう では あるまい と 云 ふので、 格 

別氣 にも 止めなかった ので ある。 雪ち やん も此 色の 蒼白い そして 脊の すらりと した 處は 主婦に 似 

て 居て、 朝 手水の 水 を 汲む とて 井戶繩 にす がる 細い 腕 を 見る と 何だかい たくしく も 思 はれ、 又 

散歩に 出掛ける 途中、 御 使 か ら歸 つて 來 るの に 會ふ時 御辭儀 をし て 自分 を 見て 微笑す る 額 の 淋し 

さな どを考 へ、 此兒に は何處 にか 病氣 でも 潜んで ゐる ではない かと 云ふ氣 がして 居た。 亡 妹に 似 

てゐると云ふのがハ^^"此感じを深くしたのでぁらぅ。それに も 拘ら. f 雪ち やん は壯 健で 至って 元 

氣の よい 子であった。 利 ちゃんが 何 かい たづら でもした 時に 叱りつ ける 聲 はどうして 此細 いかよ 

わい 咽から 出る のかと 思ふ樣 で、 何 か 御 使で も 云 ひつけら る，^ と 飛鳥の 樣に 飛んで 出て 疾風の 如 

く歸 つて 來る。 かう 云 ふ 性質の 爲 であるか、 雪 ちゃんの 友達 は 多く 自分より 年下 Q 男の子で あつ 

た。 隣家に 同年輩の 娘 子供 は隨 分ないでも なかった のに 之れ 等と は 鬼に 角 遊ばなかった。 何故 だ 

らうと 考へ て 見た 事 もあった。 隣 は 多く 小官 吏であった ので ある。 

或 日の 事、 晝の 休みに 歸 つて 來て 二階へ 上らう とした 時、 階段に 凭れて うつ ふしに なって 居た- 

「ド， ！ン タノ。」 聞いた が 返事がなかった から 其儘驅 上る と 主婦が 晝釵を 持って 上って 來た。 雪 
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ちゃん もつ いて 來て 入り口の 柱へ もたれ て 浮かぬ顔で ボ ンャリ して 居る。 眼 0 ふちが 少し 赤い。 

丁度 机の 上に 昨夕 買って 來 た新聲 の 卯 花 衣 があった から T 雪 チャン 。之れ を 御覽。 綺麗な 畫 が あ 

るよ，」 と 云うたら 返事はなくて 悲しげに 微笑した。 「ド 1 'モ まだ 孩兒で …… 」 と 主婦が 云った。 

此 悲しげ な 微笑 は 未だに 忘れる 事が 出来ない。 

义或 日の 事であった。 隣室の 醫 科の 男が 雪 ちゃんに 命じて 杏 を 買 づて來 さして 二人で 食って 居 

た。 C 分 は 勿 一， § を やりながら 聞く ともなし に 二人の 對話を 聞いて 居たら、 雪 ちゃんの 聲で 「… 

…角の 店の を 食った の。 そり や ホン ト 二お いしいの よ。 ォソ ラク」 と 云った。 此ォソ ラタが 甲走 

つた 聲 であった ので、 自分 はふと 耳 を 立てる と、 男 0 聲で 「ォソ ラタって そり や 何の 事 だ。 誰に 

習った のか」 と 輕く笑 ひながら 問 ふ。 あと はくす ぐられ る 樣な雪 ちゃんの 笑聲 がしば らく 二階 中 

に 響き渡った。 

自分が 暑中休暇で 歸省 する 四 五日 前、 夕飯 を 持って来た 主婦が 「わたし これから 出ます が 何 か 

御 使 はあり ませぬ か」 との 前置 をお いての 問 はす 語りに、 其 日 雪ち やん はどう かして 主婦に 叱ら 

れ、 其 傣家を 出て すべ て歸 つて 来ぬ 故 これから 心當 りへ 尋ねに 行かねば ならぬ との 事であった。 

其 夕 方 親類 の をば さんに つれられて 歸 つて 来たとば かり、 其 上の 事情 は 更に 知る 事が 出來 なかつ 
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行李 を 車 へ 積んで 主人に 暇 を つげ 車へ 上って 上 を 見る と、 二階に 雪 ちゃんが 立って 居て ボン ャ 

リさを 眺めて 居た。 國へ歸 つて 後 病 を 得て 一年 休舉 する 事に なり、 友に 託して 荷物 は 親類へ 預け 

てし まひ、 しばらくしての 友の 手紙に 雪 ちゃんの 家 は 他へ 讓り 渡し、 主人 は寺番 に、 雪ち やん は 

或 醫學士 の 家へ 小間使に 上った が、 主婦に 關 して は 凡て 消息 を 知る 事が 出來 ぬとの 事であった。 

翳 科の 男 は相變 らす此 家の 二階の 同じ 室に 居る と 見えて、 音 讀の聲 が 友の 下宿の 二階に 閒 えて 居 

る さう である。  ， 

雪 ちゃんと 其 家庭に 就いて 誌すべき 事 は 之れ 丈で ある。 此 寧ろ 長々 しい、 つまらぬ 叙事 を讀ん 

で 幾分 かの 興味 を感す る 人が あれば、 それ は 恐らく 隣の 下宿に 居た 友 位な もので あらう。 

(明治  一二 十四 年) 


もう 何年 前になる か 思 ひ 出せぬ が 日は覺 えて 居る。 暮も おし 詰った 廿 六日の 晚、 妻 は 下女 を 速 

れて下 谷 摩利支天の 緣 日へ 出掛けた。 十 時 過に 歸 つて 來て、 袂 からお みやげの 金 鍔と 燒栗を 出し 

て 余の ノ ー ト を讀ん で 居る 机の 隅へ そっとの せて、 便所へ は ひ つたが やがて 出て 來て 蒼い 顏 をし 

て 机の 側へ 坐る と 同時に 急に 咳 をして 血 を 吐いた。 驚いた のは當 人ば かりで はない、 其 時 余の 顏 

に 全く 血の 氣が 無くなった 0 を 見て、 一 層氣を 落した と 此れ は あとで 話した。 

翌る日 下女が 藥取 りから 歸 ると 急に 暇 を くれと 云 ひ 出した。 此邊は 物騒で、 御 使に 出る と 吃 度 

いやな 惡戲 をされ ますので、 どうも 恐ろしくて 不氣 味で 勤まり ませぬ と 妙な 事 を 云 ふ。 しかし 見 

る 通りの 病人 をか& へ て 今 急に お ま へ に 歸られ て は 途方に くれる。 せめて 代りの 人の ある 迄 辛抱 

して くれと、 よしや まだ 一介の 書生に しろ、 鬼に 角 一家の主 人が 泣かぬ ばかりに 頼んだ ので、 其 
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日 はどう やら 思 ひ 止ったら しかった が、 翌日 は國 許の 親が 大病と か 云ふ譯 でとう く歸 つてし ま 

ふ。 掛 取に 來た 車屋の 婆さんに 賴ん で、 何でもよ いからと 桂庵から 連れて来て もらった のが 美 代 

と 云 ふ 女であった。 仕 合せと 此れが 氣立 Q やさしい 正直 もので、 尤も 少し ぼんやりして 居て、 狸 

は 人に 化ける も Q だとい ふやうな 事 を 信じて 居た が、 兎に角 忠實に 病人の 看護 もし、 叱られても 

腹 も 立てす、 そして 時に しくじり もやった。 手水 鉢 を 成 敷の 眞 中で 取 落して 洪水 を 起したり、 火 

燧の お下り を 入れて 寢 て蒲團 から 疊 まで 徑 一 尺 程の 燒 穴き こしら へた 事 もあった。 それに も か X 

はらす 余 は 今に 到る 迄此美 代に 對 する 感謝の念 は 薄らがぬ。 

病人 Q 容體は 善い とも 惡 いと もっかぬ うちに 歳 は容捨 なく 暮れて しま ふ。 新年 を迎へ る 用意 も 

しなければ ならぬ が、 何 を 買って どうす る もの やら わからぬ。 それでも 美 代が 病人の 指圖を 聞い 

て 其れに 自分の 意見 を 交ぜて 一 日 忙し さう に 働いて 居た。 大晦日の 夜の 十二時 過、 障子の あんま 

りひ どく 破れて 居る のに 氣が 付いて、 外套の 頭巾 を ひっかぶり、 皿 一枚 を さげて 森 出 町へ 五 厘の 

糊 を 買 ひに 行ったり した。 美 代 は此夜 三時 過 迄 結び ItSI を こしら へて 居た。 

世間 は 目出度い お 正月に なって、 暖ぃ天 氣が鑌 く。 病人 も 少し づ\ よくなる。 風の 無い 日は緣 

側の 日向へ 出て 來て、 紙の 折 鶴 をい くつと なく こしら へて 見たり、 祕藏の 人形の 着物 を 縫うて や 2^ 


つたり、 曇った 寒い 日 は 床の 中で r 黑髮」 を彈く 位に なった。 そして 時々 心細い 愚痴つ ぼい 事 を 

云って は 余と 美 代 を 困らせる。 妻 は 其 頃もう 身重に なって 居た ので、 この 五月に は 初 產と云 ふ 女 

の 大難 を ひかへ て 居る。 おまけに 十九の 大厄 だと 云 ふ。 美 代が 宿 入りの 夜な ど、 木枯の 音に まじ 

る 隣， M の 淋しい 寢息を 聞きながら 机の 前に 坐って、 ラム プを 見つめた ま、、 長い 息をする こと も 

あった。 妻は醫 者の 間に合 ひの 氣 休め をす つかり 信じて、 全く 一時的な 氣 管の 出血で あつたと 思 

つて ：I5 たらしい。 さぅでなぃと信じたくなかった^：でぁらぅ。 それでも 何處 にか 不安な 念が 潜ん 

で 居る と兒 えて、 時々 一 ほんとうの 肺病 だって、 なほらない と 極った 事 はない C でせ うね」 とこ 

んな事 をき いた 事 も ある。 又 或 時 は 「あなた、 かくして 居る でせ う、 吃 度 さう だ、 あなた さう で 

せう」 とうる さく 聞きながら、 余の 顏 色を讀 まう とする、 其 祈る やうな 氣遣 はしげ な服づ かひ を 

見る Q が 苦しい から 「馬鹿な、 そんな 事 はない と 云ったら ない」 と 邪慳な 返事で 打消して やる。 

それでも 一 時は滿 足す る 事が 出來 たやう であった。 

病 氣は少 しづ  よい。 二月 C 初に は 風呂に も 入る、 髮も結 ふやう になった。 車屋の 婆さんな ど 

は 「もう スッ カリ 御 全快 ださう で」 と、 獨 りで きめてし まって、 そっと 懐から 勘定書 を して 

「どうも 大變 に、 お 早く 御 全快で」 と 云 ふ。 醫 者の 所へ 行って 閒 くと、 善い とも 惡ぃ とも 云 はす- 
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「なにしろ 丁度 御姙娠 中です からね、 此 五月が 餘程 御大 事です よ」 と 心細い 事 を 云 ふ。 

それに も拘ら す少 しづ、 よい。 月の 十 何日、 風の ない 暖ぃ 日、 醫 者の 許可 を 得た から 植物園へ 

連れて行って やる と 云 ふと 大變に 喜んだ。 出掛ける となって 庭へ 下りる と、 髮が あんまり ひどい 

から 一寸 撫で付ける 迄 待って 頂戴と 云 ふ。 懐手 をして 緣へ 腰掛けて 淋しい 小 庭 を 見廻 はす。 去年 

の枯 菊が 引かれた 儘で、 あはれ に 朽ちて 居る、 それに 千代紙の 切れ か 何 か 引掛 つて 風の ない の 

に、 寒さう に顫 へて 居る。 手水 鉢の 向 ひ G 梅 Q 枝に 二輪ば かり 滿 開した のが ある。 近付いて よく 

見る と 作り 花が くっつけ てあつた。 大方 病人の い たづら らしい。 茶の間の 障子の ガラス 越しに 覼 

いて 見る と、 妻 は 鏡臺の 前へ 坐って 解かした 髮を 握って ばらり と 下げ、 櫛 をつ かって 居る。 一寸 

撫でつ ける のかと 思ったら 自分で 新たに 卷き 直す と 見える。 よせば よいのに、 早くし ないかと々 t.^ 

き 立て、 おいて、 座敷 c: 方へ 戾 つて、 横にな つて 今朝 見た 新聞 をの ぞく。 早くし ないかと 大聲で 

促す。 そんなに 急き立て ると、 なほ 出來 やしない わと 云 ふ。 默 つて 臺 所の 横 を ま はって 門へ 出て 

見た。 往來 Q 人が じろ く 見て 通る から 仕方なし に 歩き 出す。 半 町ば かりぶ らく 歩いて 振り返 

つ て も 未だ 出て 來ぬ から、 叉 引返して もと 來た 通り 臺 所の 横から 緣側 へ ま はって 覼 いて 見る と、 

妻が 年甲斐 もな く 泣き伏して 居る の を 美 代が なだめて 居る。 あんまり だと 云 ふ。 一人で 何處 へで 2 


もい らっしゃ いと 云 ふ。 まあ 鬼 も 角 もと 美 代が すかしな だめて、 やっと 出掛ける 事になる。 實に 

好い 天氣 だ。 「人 心が 蒸發 して 霞に なり さうな 日 だね」 と 云ったら、 一間ば かり 後 を 雪駄 を 

引きす りながら、 大儀 さう について 來た妻 は、 ヱ、 と氣の 無い 返事 をして 無理に 笑 額 を こしら へ 

る。 此時 始めて 氣が 付いた が、 成程 腹の 帶の 所が 人並より 大分 大きい。 あるき 方が 餘程變 だ。 そ 

れ でも 當人 は平氣 でく つついて 來る。 美 代と 二人で よこせば よかった と 思 ひながら、 無 首で 歩調 

を 早める。 植物園の 門 を は ひって 眞 直ぐに 廣 いたらく 坂 を 上って 左に折れる。 かな 日光が 廣 

い 園に 一杯に なって、 花も綠 もない 地盤 はさながら 眠った やうで ある。 溫 {jPi の 白 塗りが キラ- - 

する やうで 其 前に 二三 人懷手 をして 窓から 中 を視く 人影が 見える ばかり、 噴水 も 出て 居ぬ。 睡蓮 

もま だつ めたい 泥 c: 底に 眞 夏の 雲の 影 を 持って 居る。 溫窒の 中から ガク /\ と 下駄の 音を立て、 * 

田舍の 婆さん 達が 四 五 人、 狐に つま、 れた 樣な顏 をして 出て 来る。 余 等 は 之と 入れち がって は ひ 

る。 活力 Q 充 ちた、 しめつ ぼい 埶ー帶 の { 仝氣が 鼻の 孔 から 腦を襲 ふ。 椰子の 樹ゃ琉 球の 芭蕉な どが • 

今少し 延びたら、 此 屋根 を どうす る 積り だら うとい つも 思 ふので あるが、 今日 もさう 思 ふ。 瓜哇 

と 云 ふ 國には 肺病が 呰無 だと 誰れ かの 云った 事 を 思 ひ 出す。 妻 は 濃綠に 朱の 斑點の 入った 草の葉 

を いぢって 居る から 「オイ 止せ、 毒 かも 知れない」 と 云ったら、 慌て、 放して、 いやな 顏 をして 
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指先 を 見つめて 一寸 噪 いで 見る。 左右の 廻廊に は處々 赤い 花が 唤 いて、 其 中から のんき さうな 人 

の顏も あちこちに 見える。 妻 はなんだ か氣 分が 惡 くな つたと 云 ふ。 顔色 は 大して 惡 くもない。 急 

に 生 溫ぃ處 へ は ひった 爲 めだら う。 早く 外へ 出た 方が よい、 おれ はも 少し 見て 行く からと 云った 

ら、 一寸 ためらつ たが、 おとなしく 出て 行った。 紅い 花 だけ 見て すぐ 出る 積り で 居たら、 人と 人 

との 間へ はさまって、 ちょっと 出損なって、 やっと 出て 見る と 妻 は 其 處には 居ぬ。 何處へ 行った 

かと 見迥 はすと、 遙か向 ふの 東屋の ベンチへ 力無 ささう に 凭れた ま、、 こっち を 見て 笑って居た。 

園 Q 靜け さは 前に 變ら ぬ。 日光の 目に 見えぬ 力で 地上の 凡て Q 活動 を そっと 抑へ 付けて ある 樣 

に 見える。 氣分 はすつ かりょくな つたと 云 ふから、 もう そろ 歸ら うかと 云 ふと、 少し 驚いた 

やうに 余の 顏を 見つめて 居た が、 折角 来たから、 もう 少し、 池の 方へ でも 行って みませう と 云 ふ。 

それ もさう だと 其方 へ 向く。 

崖 を 下り か 、ると 下から 大學 生が 一 一三 人、 黄色い 聲でァ リスト ー トルが どうした とか 云 ふやう 

な 事 を 議論しながら 上って 来る。 池の 小島の 東屋に、 三十 位の 眼鏡 を かけた 品の 好い.！ 君が、 海 

軍服の 男の 兒と 小さい 女の 兒を 遊ばせて 居る。 海軍 服 は 小石 を 拾って は 氷 0 上 を すべらせて 快い 

音を立て、 居る。 ベンチの 上に は 皺くちゃの 半紙が 擴 げられ て、 其 上に カステラの 大きな 片 がの 6 


つて 居る。 「あんな 女の 兒が 欲し いわねえ」 と 妻が いつにない 事 を 云 ふ。 

出口の 方へ と 崖の 下 を あるく。 何の 見る もの もない。 後で 妻が 「おや、 圑 栗が」 と 不意に 大き 

な聲 をして、 道 脇の 落葉の 中へ は ひって 行く。 なる 程、 落葉に 交って 無 數の團 栗が、 凍てた 崖 下 

Q 土に ころがって 居る。 妻 は 其處へ しゃがんで 熱心に 拾 ひ はじめる。 見る 間に 左の 掌に 一杯に な 

る。 余 も 一 つ 二つ 拾って 向 ふの 便所の 屋根へ 投げる と、 カラく と轉 がって 向 側へ 落ちる。 妻 は 

帶の 間から ハ ンケチ を 取 出して 膝の 上へ 擴げ、 熱心に 拾 ひ 集める。 「もう 大概に しない か、 馬鹿 

だな」 と 云って 見た が、 中々 止めさう もない から 便所へ 入る。 出て 見る とま だ 拾って 居る。 「一 

體 そんなに 拾って、 どうしょうと 云 ふの だ.」 と 聞く と、 面白さう に 笑 ひながら、 「だって 拾 ふの が 

面白 いぢゃありません か」 と 云 ふ。 ハ ンケチ に 一杯 拾って 包んで 大事 さう に 縛って 居る から、 も 

う 止す かと 思 ふと、 今度 は 「あなたの ハ ンケチ も 貸して 頂戴」 と 云 ふ。 とう-^ 余の ハ ンケチ に 

も 何 合 かの 圑栗 を充 たして 「もう 止して よ、 歸り ませう」 と 何處迄 もい \氣 な 事 をい ふ。 

圑栗を 拾って 喜んだ 妻 も 今 はない。 御 墓 Q 土に は 苔の 花が 何遍 か 咬いた。 山に は 團栗も 落ちれ 

ば、 膽〇啼 く 音に 落葉が 降る。 今年の 二月、 あけて 六つになる 忘れ 形 身の みつ 坊を つれて、 此植 

物 園へ 遊びに 來て、 昔ながら の 圑栗を 拾 はせ た。 こんな 些細な 事に 迄、 遣 傳と云 ふやうな ものが 
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ある もの だか、 みつ 坊は 非常に 面白がった。 五つ 六つ 拾 ふ 毎に、 息む はす ませて 余の 側へ 飛んで 

來て、 余 Q 帽チ Q 屮へ ひろげた ハ ンケチ へ 投げ込む。 段々 得物の 增 して 行く の を のぞき 込んで、 

頗を 赤く して 嬉し さうな 溶けさうな 顏を する。 爭 はれぬ 母の 面影が 此無 邪氣な 顔の 何處 かの 隅 か 

ら チラ リと Q ぞいて、 うすれ か \ つた 昔の 記憶 を 呼び返す。 「おとうさん、 大きな 團栗、 こい も 

こ いもく くく みんな 大きな 團栗」 と 小さい 泥 だらけの 指先で 帽子の 中に 累々 とした 圑 栗の 

頭 を 一つ 一 つ 突つつ く。 「大きい 圑栗、 ちいち やい 團栗、 みいん な 利口な 圑栗 ちゃん」 と 出たら 

めの 唱歌の やうな もの を 歌って 飛びく しながら 义拾ひ 始める。 余 は 其 罪のない 横 額 を じっと見 

入って、 亡妻 Q あらゆる 短所と 長所、 團栗 0 すきな 事 も 折鹤の 上手な 事 も、 なんにも 遣傳 して 差 

支へ はない が、 始めと 終りの 悲慘 であった 母の 蓮 命 だけ は、 此兒に 繰 返させ 度くない もの だと、 

しみん \ さう 田 3 つた Q である。 (： 明治 三十 八 年 四月、 ホトト ギス) 


一日 じめ くと、 人の 心 を 腐らせた 霧雨 もやんだ やうで、 靜 かな- 脊 闇の 重く？ i つたお .1 に、 何處 

かの 汽笛が 長い 波線 を 引く。 さっき 迄 「靑葉 茂れる 撄 井の」 と 繰返して 居た 隣の オルガンが 止む 

と、 間もなく 門の 鈴が 鳴って 軒の 葉 櫻の 0卞 が 風 Q ない のにば らくと 落ちる。 「初 雷 樣だ、 あす 

は お 天氣だ よ」 と 勝手 の 方で 婆 さ んが獨 り 言 を 云 ふ。 地の 底ぉ.^ 〇 5^ から 間え て 來る 様な 重 々しい 

響が 腹に こたへ て、 晝間 讀んだ 悲惨な 小 說ゃ、 隣の r 靑紫 しげれる 櫻 井 Q」 やらが、 今： に 胸 を 

かき 亂す。 こんな 時には 何時もす る やうに、 机の 上に 肱 を 突いて、 頭 をお さへ て、 何もない 壁 を 

見詰めて、 あった 昔- ない 先き の 夢幻の 影 を 追 ふ。 何だか. 思 ひ 出さう としても、 思 ひ 出せぬ 事が 

あって うっとりして 居る と、 雷の 音が 今度 は 稍 近く 聞え て、 ふっと 思 ひ 出す と共に、 あり/ \- 目 

の 前に 浮んだ の は、 雨に 濡れた 龍舌蘭の 鉢で ある。 
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野の 義 さんが 生れた 歳 だから、 もう 彼是 十四 五 年の 昔になる。 自分 もま だ やっと 十 か 十三 位 

であった らう。 來る 幾日 義 雄の 初節句の 祝 をし ますから 告 さん 御 出 下さる やうに と チヨ ン鬅の 兼 

作 爺が 案 2： に來て 、其 時に 貰った 紅白の 餅が 大きかった 事も覺 えて 居る。 いよく 其 日4 一な つて、 

母上と 自分と 二人で、 車で 出掛けた。 折 柄の 雨で 車の 中 は 窮屈であった。 自分 Q 住って 居る 町 か 

ら 一里 半餘、 石ころの m 舍道を ゆられながら やっと 姉さんの おへ 着いた。 門 小 流 Q 菖蒲 も闹に 

しほれ て 居る。 もう 大勢 客が 來て 居て 母上 は 一人々々 に懇に 一別 以來 の辭儀 をせられ る。 E 分 は 

其 後に 小さくな つて 手 持 無沙汰で 居る と.、 折よ くこ、 の 俊 ちゃんが 出て 來て、 待ち兼ねて 居た と 

云 ふ 風で 自分 を 引 張って 御池の 鯉 を 見に 行った。 姉さん 處には 池が あって 好い と 子供心に 羨し く 

思うて 居た。 池 は 一寸した 中庭に 一杯に なって 居て、 門の 小川 C 水が 表から 床下 をく 1- つて 此池 

へ 通 ひ 裏 田圃へ ぬける 様に して ある。 大きな 鲤、 緋鯉が 澤山 飼って あって、 此 頃の 五月雨に 增し 

た 濁り水に、 おとなしく： 冰 いで 居る と S ャんと 折 々凄まじい 音を立て \ はね 上る。 池の 圍りは 岩 組 

になって、 瘦 せた 卷柏、 稷橺竹 杯が 少し あるば かり、 そして 隅の 扁 たい 岩の 上に 大きな 龍舌蘭の 

鉢が 乘 つて 居る。 姉さんが 此 家へ 舆 入に なクた 時、 始めて この 鉢 を 見て 珍しい 草 だと 思った が、 

今でも 故 鄕の姉 を 思 ふ 度に は 吃度此 池の 龍舌蘭 を 思 ひ 出す。 今 思 ひ 出した のは此 鉢であった。 W 


池を距 て、 池の 問と 名 G 付いた 此小 座敷の 向 ひ 側 は、 豪 所に 鑌く 物置の 板 都の， 其 上が 一寸し 

やれた 屮ー 一階に なって 居る。 

あ Q 頃 Q 田舍の 初節句の 祝宴 は 大抵 二日 績ぃ たもので、 親類 緣者は 勿論、 平素は 餘 り往來 せぬ 

遠緣 のい とこ、 はと こ 迄、 屮には隨分遠くからはる，^泊りがけで出て來る。 それから 近 村の 小 

作 人、 出入の 職人まで 寄り 集って 盛んな 祝であった。 近親の 婦人が 總 出で 杯盤の 世話 をし、 酌 を 

する。 ； \j の 上、 町から 藝 者を迎 へて 與を 添へ させる Q が 例な 0 で、 此時も 二人 来て 居た。 これ も 

祝の ある 內は 泊って 居る ので、 池の 向 ふの 中 一 一階 は此藝 者の 化駐 部屋に も 休憩所に も义寢 室に も 

なって 居た。 

夕方 近くから 夜中 過ぎる 迄、 家中 唯 誤の ま はる 程 忙しい 騒がしい。 臺 所でせ 皿 鉢の ふれ 合 ふ 音、 

庖丁 Q 音、 料理人 や 下女 等の 無作法な 話聲 などで 一通り 騒がしい 上に、 猫、 犬、 それから 雨に 降 

り 込められて 土  11 へ 集って 居る 鶴 迄が 一層の 賑 かさ を 添へ る。 奥の間、 表座敷、 玄關 とも 云 はす、 

一 杯 Q 人で、 それが 一人々々 に 御辭儀 をして は六ケ しい 挨桜を 交換して 居る。 

其 混 雜の問 をく にり、 |！ 辭 儀の 頭の 上 を 踏み 越さぬ ばかりに 杯盤 酒 着 を 座敷へ はこぶ 往來も 見 

るから に 忙しい。 子供 等 は 仲間が 大勢 出来た 嬉し さで 威勢よ く驅け 廻る。 一 體 自分 は 共 から 陰 
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氣な 性で、 こんな 騷 ぎが 面白くな いから、 いつもの 樣に 宵の 內ぃ& 加減 御馳走 を 食って しま ふと 

奥の 藏の 問へ 行って 戸棚から 八 犬傳、 三國 誌な ど を 引つ ばり 出し、 おなじみの 信 乃 や 道 節、 孔明 

ゃ關 羽に 親しむ。 此室は 女の 衣裳 を着更 へる 處 になって 居た ので、 四面に すらりと 衣桁 を 並べ、 

衣紋 竹 を 掛け つらねて、 派手な やら、 地味な やら いろんな 着物が、 蟲 干の 時の 様に 並んで 居る。 

白粉 臭い、 汗く さい 變な 香が 籠った 中で、 自分 は 信 乃が 濱路の 幽靈と 語る くだり を讀ん だ。 夜 0 

更ける につれ て、 座敷の 方 は 段々 賑 かになる。 調子 を 合す 三味線の 音が すると、 淸ら かな女の 聲 

で 唄 ふ Q が 手に 取る 樣に 聞え る。 調子 は づれの 鄙歌が 一度に 起って 皿 をた \  く 昔 もす る。 一し き 

り哏が 止んだ と 思 ふと、 不意に 鞭 聲肅々 と 誰れ やらが いやな 聲で わめく。 

. 信 乃が 腕 を 拱いて うつむいて 居る 前に 片手 を疊 にっき、 片袖 をく はへ て 居る 濱路の 後に、 影の 

様に 現 はれた 幽靈 の鎗を 見て 居た 時、 自分の 後の 唐紙が する くと 開いて、 は ひって 来た 人が あ 

る。 見る と 年增の 方の 藝 者であった。 自分に はかま は. f 片隅の 衣桁に 懸 つて 居る 着物の 袂を さぐ 

つて 何 か帶の 間へ はさんで 居た が、 不意に 自分の 方 を ふり 向いて 「あちらへ いらっしゃいね、 坊 

ちゃん」 と 云った。 そして 自分の 傍へ 膝の ふれる 程に 坐って r ォ、 いや だ、 御化け 一 と繪を のぞ 

く。 髮の 油が 句 ふ。 二人で だまって 無心に 此綺を 見て 居たら 誰れ か ー淸 香さん J と あっちの 方 
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で 呼ぶ" 藝者 はだ まって 立って 部屋 を 出て 行った。 

俊 ちゃんと 一 一人で 奥の間で 寢て しまった 頃 も、 座敷の 方 はま だ， W のさまで あった。 

翌る日 も 朝から 雨であった。 昨夜の 騷 ぎに ひき かへ て靜か 過ぎる 程靜 かであった。 男 は 表 Q 座 

敷、 女 同志 は 奥 Q 一間へ 集って、 しめ やかに 話して 居る。 母上 は 姉さんと 押入から 子供の 着物な 

ど W きちら して 何 か 相談して 居る。 新聞 を擴 げた 上に 居眠り を 始めて 居る 人 も ある。 酒の.：？ の 

つた 重 くるしい 鬱陶しい 空氣が 家の 中に 充 ちて、 誰れ も 彼れ も、 とんと 氣拔 のした 様な 風で ある。 

臺 所では 折々 トン、 コ トンと 魚の 骨で も 打つ らしい 單 調な 響が 靜 かな ，冢 中に ひ いて、 それが 乂 

一種の 眠氣を さそ ふ。 中二階 G 方で、 つま 引の 三鉉の 音が して 「夜の 雨 もしゃ 來 るかと」 とつ や 

の ある 低い 聾で 唄 ふ。 それ もぢき 止んで 五月雨の 軒の 玉 水が 亞紛 のと ゆに 咽んで 居る。 骨 を 打つ 

音 は 思 ひ 出した 様に 臺 所に ひ く。 

晝 から 俊 ちゃんな ど、、 ぢき 隣の 新宅へ 遊びに 行った。 內の 人は昝 姉さんの 方へ 手傳に 行って 

居る ので、 唯 中氣で 手足の 利かぬ 祖父さん と 雇 婆さんが 居る ばかり、 いつも は賑 かな 家 も ひつ そ 

りして、 〕i ^の 間の 金 太郞ゃ 鍾馗も 淋しげ に 見えた。 十六む さし、 將棊の 駒の 常 てつこな どして：：： 几 

たが 氣 が乘ら ぬ。 緣 側に 出て 見る と 小 庭 を圍ふ 使い 土雜を 越して 一面の 靑 W が える。 雨 は 煙の 
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様で、 遠く もない 八： t の 森 や 衣笠 山 も ぼんやり にじんだ ：4- ま g の 中に、 薄く 萌黄を ぼかした 稻 田に 

は、 草 取る 人の 簑 笠が 黄色い 點を 打って 居る。 ゆるい 調子 Q、 眠 さうな 草 取 歌が 聞え る。 歌の 詞 

は 問き 取れぬ が、 ？準 調な 悲しげ な 節で 消え入る やうに 長く 引いて、 一 ふしが 終る と、 しばらく 默 

つて 又 ゆるやかに 歌 ひ 出す、 此れ を閒 いて 居る と 何だか 胸 をお さ へ られる やうで 急に 姉さんの 宅 

へ歸 りたくな つたから 一人で 歸 つた。 歸 つて 見る ともう そろく 客が 來 始めて、 例の うるさい 御 

辭 儀が 始 つて 居る。 さっきから 頭が 重い やうで、 氣が落 付かぬ 様で 人に 話しかけられる 0 がいや 

であった から、 獨 りで 藏の 問へ 入って 八 犬 傅 を 見た が、 すぐい やになる。 鲤 でも 見ようと 思って 

池の ii へ 行って 見た。 緣 側の 柱へ 頭 を もたせて ぼんやり 立つ。 水かさの ました 稻 田から 流れ込ん 

だ 浮 草が、 ゆるやかに 迥 りながら、 水 Q 面へ 雨の しづくが 畫 いて は 消し、 畫 いて は 消す 小さい. 紋 

と 一緒に 流れて 行く。 鯉 は 片隅の 岩 組の 陰に 仲好く 集った ま、 靜 かに 鰭 を 動かして 居る。 龍舌蘭 

の 厚い とげの ある 紫が 濡れ色に 光って 立って 居る。 中二階の 池に 臨んだ 丸窓に は、 昨夜の 淸 香の 

淋しい 顏が兒 える。 窓の 緣に頻 杖 をつ いたま、、 何やら 物 思 はし さう に 薄墨 色の 窓の 彼方 を 見つ 

めて 居る。 こめかみに 貼った 頭痛 膏 にか、 る 後れ毛 を 撫でつ けながら、 分の 方 を 向いた が、 輕 

くうな づ いて 片頓で 笑った。. 
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夕方 母上 は、 あんまり 内 を あけて はと 云 ふので、 姉上の 止める のに か、 はらす 歸る 事に なった。 2 

「お前 も歸り ませう ね」 と 聞かれた 時、 歸る のが 何だか 名殘り 惜しい 樣な氣 もして 「ゥ ン」 と 鼻 

の 中で 瞹眛な 返事 をす る。 姉さんが 「此兒 はい X でせ う。 ねえ、 お前もう 一 晚 泊って おいで」 と 

す \ める。 之れ にも r ゥン」 と 鼻で 返事す る。 「泊る の はい i が 姉さんに 世話 をお かけで ない よ」 

と 云って いよく 一  人で 歸る 支度 をせられ る。 立場 迄迎 にやった 車が 來 たので 姉さんと 門 迄 送つ 

て 出た。 車が 柳の 番所の 迂を 曲って 見え なくなった 時 急に 心細くな つて、 一緒に 歸れ ばよ かった 

と 3 心 ふ。 「さあ 御出で」 と 姉さん は 引立てる 様に 內へは ひる。 

頭の 工合が いよ. （- 悪くな つて 心細い。 母上と 一緒に 歸れ ばよ かった と 心で 繰 返す。 煙る 霧雨 

の ffl 圃道を ゆられて 行く 幌享の 後 影 を 追 ふ 樣な氣 がして、 なつかしい 我家の 門の 柳が 胸に ゆらぐ。 

騷々 しい、 殺風景な 酒宴に 何の 心殘 りが あって 歸り そこなった のか。 歸 りたい、 今からで も歸り 

たいと 便所の 口の 緣へ 立った ま \ 南天の 枝に か、 つて ゐる 紙の てる 坊さんに 祈る やうに 思 ふ。 

雨の 日の 黄昏 は 知らぬ 間に 忍 足で 軒に 迫って 早 や 灯と もし 頃の 伦 しい 時刻になる。 の內は 段々 

賑 かになる。 はしゃいだ 笑聲 などが 頭に 響いて 伦 しさ を增す ばかりで ある。 

姉上に、 少し 心 持が 惡 いからと、 云 ひにくかった の を やっと 云って 早く 床 を 取って もらって 寢 


蘭 舌 龍 


た。 萌黄 地に 肉色で 大きく 鶴の 丸 を 染め 祓いた 更紗 蒲 團が今 も 心に 殘 つて 居る。 頭が 冴えて 眠ら 

れ さう もない。 天井に 吊るした 金銀 色の 蠅 除け 玉に 寫 つた 小さい 自分の 寢姿を 見て 居る と、 妙に 

氣が 遠くなる 樣で、 體が 段々 落ちて 行く 様な 何とも 知れす 心細い 氣 がする。 母上 はもう うちへ 歸 

りついて 奥の 佛 壇の 前で 何 かして 居られる かと 思 ふと 譯も なく 悲しくなる。 姉さんの うちが 賑か 

なのに 比べて 我家 G 淋し さが 身に しむ。 いろんな 事を考 へて 夜着の 領を 嚙んで 居る と、 淚が眼 じ 

りから こめかみ を傳 うて 枕に しみ 入る。 座敷で は 「夜の 雨」 を 唄 ふの が 聞え る。 池の 龍舌蘭が 眼 

に 浮ぶ と、 淸 香の 額が 見えて 片頰で 笑 ふ。 

此夜 凄まじい 雷が 鳴って 雨雲 を 蹴散らした。 朝 はすつ かり 晴れて 强ぃ 日光が 青葉 を 射て 居た a 

早 起して 顏を 洗った 自分の 頭 もせい くして、 勇ましい 心 は 公園の 球 投げ、 樋 川の 夜 振と ® けめ 

ぐった。 

義 ちゃん は 立派に 大きくな つたが、 龍舌蘭 は 今 はない。 

雷 はやんだ。 あす は 天 氣 らしい。 

(明治 一一 一十 八 年 六 ホトト ギス) 
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始め て 此濱 へ 來た の は 春 も 山吹 の 花が 垣根に 散る 夕で あった。 濱へ 汽船が 着い て も 宿 引 の 人 も 

来ぬ。 獨り 荷物 を かついで 魚 臭い 漁師町 を 通り 拔け、 敎 はった 通り 防波堤に 沿うて 二 町ば かりの 

宿の 裏門 を、 やっとく つた 時、 朧の門 脇に 捨てた 貝殼に、 此の 山吹が 亂れて 居た。 翌朝 見る と、 

山吹の 垣の 後 は 桑畑で、 中に 木蓮が 二三 株 美しく いて 居た。 それ も 散って 紫が 茂って 夏が 来た。 

はもと 料理屋で あつたの を、 改めて 宿屋に した さう で、 二階の 大廣 問と 云 ふの は 止 地 不相應 

に 大きい ものである。 自分 は病氣 療養の 爲 めしば らく 滞在す る 積り だから、 下の 七 挢と札 Q つ 

いた 小さい 宝 を 借りて 居た。 - ちょっとした 庭を控 へて、 庭と 桑畑との 境の 船 救 群に は、 宿の 三毛 

が來 てよ く晝眠 をす る。 風が 吹けば 雜 外の 柳が 靡く。  二階に 客の ない 時 は大廣 間の 眞 中へ 椅子 を 

持 出して、 三十 疊を 一人で 占領しながら 海 を 見晴らす。 右に は染 谷の 岬、 左に は 野 井の 岬、 沖に 


は鴻 島が 朝 晚に變 つた 色彩 を 見せる。 三時 頃から はもう 漁船が 歸り 始める。 黑 潮に 洗 はれる 此浦 

の 波の 色 は 濃く 紺靑を 染め出して、 夕日に かビ やく. MI 帆と 共に、 強い 生々 とした 眺 である。 之れ 

は 美しい が、 夜の 欸乃 は伦 しい。 譯も なしに 身に 沁む。 此處に 來た當 座 は 耳に 馴れぬ 風の 夜の 波 

音に ：！：： が 醒めて、 遠く 切れく に 消え 人る 唄の 聲を伦 しがった が 馴れ、 ば 苦に もなら ぬ。 宿の 者 

も 心安くな つて 見れば 商賣氣 離れた 親切 もあって 嬉しい。 雨が 降って 濱へも 出られぬ 夜 は、 帳場 

の 茶話に 呼ばれて、 時には 宿泊人 届の 一 枚 も 手 傅って やる 事 も ある。 の 主人 は 六十 餘り Q 女で 

あった。 晝は 大抵 沖へ 釣りに 出る ので、 店 Q 事 は 料理人 兼 番頭の 辰さん に 一 任して 居る らしい C 

沖から 歸 ると、 獲物 を燒 い. て 三 匹 Q 猫に 御馳走 をして やる。 猫 は 三毛と 黑と 玉。 夜中に 婆さんが 

目を醒 した 時、 一匹で も 足りない と、 家中 を 呼んで 歩く ため、 客の 迷惑す る 事 も 時には ある。 此 

婆さんから 色々 の 客の- M: 輪の 話 も 聞かされた。 盗賊が 紳商に 化けて 泊って 居た 時の 話、 縣 鹿の 役 

人が 漁師と 同腹に なって 不正 を 働いた 一條な ど、 大方 はこん な 話 を 問 はす 語りに 話した。 屮には 

哀れな 話 もあった。 數年 前の 夏、 二階に 泊って 1^ た 若い 美しい 人の 妻の、 肺で 死んだ 臨終の さま 

, など、 小說 などで 讀 めば 陳腐な 事 も、 かう して 聞けば 淚が 催される。 浦の 雨 夜の 茶話 は 今 も 心に 

•M 殘 つて 居る が、 それよりも、 婆さんの 潮風に 黑 すんだ 顏 よりも、 垣 Q 山吹よりも 深く 心に： ルみ込 
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んで 忘られぬ も のが 一 つ ある。 

宿の 裏門 を 出て 土 堤へ 上り、 右に 折れる と 松原の は づれに ！際 大きい 黑 松が、 潮風に 吹き 曲げ 

られた 梢 を 垂れて、 土 堤 下の 藁屋根に 幾 歳の 落葉 を 積んで 居る。 其 松の 根に 小屋の 様な ものが 1 

つ ある。 柱 は 竹 を 掘り 立てた ばかり、 屋根 は 骨ば かりの 障子に 荒 筵 を かけた ま \ で、 人の 住む と 

も 思 はれぬ が、 內を观 いて 見る と、 船板 を 並べた 上に、 破れ 蒲團が ころがって 居る。 蒲團と 云へ 

ば 蒲圑、 古 綿の 板と 云へば さう である。 小屋の すぐ 前に 屋臺 店の 樣なも のが 出來て 居て、 それに 

よごれた 叭を 並べ、 馬の 餌に する やうな 芋 Q 切れ端し や、 砂埃に 色の 變 つた 駄菓子が 少しば かり、 

ビ ー ル辑の 口  Q とれた のに 夏菊 杯 さした のが 一方に 立て \ ある。 店の 軒に は、 靑ゃ 赤の 短冊に、 

歌 か 俳句 か fS き 散らした Q が、 隙 間もなく 下がって 風に あ ふられて 居る。 かう 云 ふ 不思議な 店へ 

こんな 物 を 買 ひに 來る 人が あるかと 怪しんだ が、 實 際さう 云 ふ 御 客 は 一度 も 見た 事がなかった。 

其れ に も 拘らす 店 はいつ で も 飾られ て 居て ビ— ル 曙の 花 Q 枯れて 居る 事はなかった。 

誰れ にも 譯の わからぬ 此 店に は、 心の 知られぬ 熊さん が 居る。 

自分 は 濱邊へ 出る のに、 いつも 此 店の 前から 土 堤 を 下りて 行く から 熊さん と は 毎日の やうに 顔 

を 合せる。 土用の 日 ざし は 狭い 土 堤 一杯に 涼しい 松の 影 を こしら へて 飽き 足らす、 下{:^^薯畑に 
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凰 


這 ひか \ らう とする 處に： K きな 丸い 捨石 があって、 熊さん Q 爲に は 好い 安樂 椅子 になって 居る。 

もう 五十 を 越えて 居る らしい。 ー體に 逞しい 骨 骸で顏 はいつ も 銅 0 樣ぉ 光って 居る。 頭 はむ さ 苦 

しく 延び 煤けて 居る かと 思 ふと、 惜しげ もな く クリ； /.\ に 剃り こぼした 儘 を、 日に 當て、 も平氣 

で 居る。 

着物 は何處 かの 小 使 Q お古ら しい 小 倉 G 上衣に、 ^色染 の 股引 は 囚徒の かと 思 はれる。 ー體に 

無口ら しいが 通りが \り0 漁師な どが 聲を かけて 行く と、 ォ ー と 重い 濁った 返事 をす る。 貧苦に 

沈んだ 暗い 聲で はなくて 勢 0 あ る猛獸 Q 吼聲 Q 様で ある。 いつ も 恐ろしく 眞 面目な 顏 をして 煙草 

を ふかしながら 沖 Q 方 を 見て 居る。 怒って 居る Q かと 始めは 思った がさう ではない らしい。 いつ 

見ても 變ら ぬ、 これが 熊さん の顏 なので あらう。 

始めは 此 不思議な 店、 不思議な 熊さん を 氣味惡 く 思うた が、 慣れて しま ふと そんな 感じ もない。 

松原 Q 外れ に こんな 店が あ つて こんな 人が 居る 0 は 極めて 自然な 事と なつ てし まって、 能：： さ ん の 

歷史 ゃ此店 Q いはれ などに 就いて、 少しも 想像 をした 事 もな く、 人に 尋ねて 見る 氣も 出なかった。 

もし これで 何事もなく 別れて しまったら、 恐らく 今頃 は 熊さん の 事な ど は疾に 忘れて しまった か 

も 知れぬ が、 唯一 つの 出來 事の あった 爲め 熊さん Q 面影 は 今 も： CI について 淺 つて 居る。 
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一 夜 濱を搖 がす 嵐が 荒れた。 

嵐の 前の. w、 客の ない 暗い 二階の 欄干に 凭れて 沖 を兑て 居た。 晝 問から 怪しかった 雲足 は 愈" 

早くな つて、 北へ くと 飛ぶ。 夕 映の 色 も 常に 異 つた 暗 黄色 を帶 びて 物凄い と 思 ふ 間に、 それ も 

消えて、 暮れ か- -る濃 鼠の 空 を、 ちぎれく の 綿雲 は惡 夢の やうに 〔氽 てもなく 沖から 襲うて 來る" 

沖の 奥は眞 暗で、 漁火 一 つ 見えぬ。 濕 りを帶 びた 大きな 星が、 ぇ隱れ 雲の 隙 を 瞬く。 いつもな 

らば 夕 风の蒸 暑く 重苦しい 時刻で あるが、 今夜 は 妙に， 濕 つぼい 冷い 風が、 一し きり 二し きり 堤 下 

の 桑畑から 讽卷 いて は、 暗い 床の間の 褂物を あ ふる。 草 も 木 も 軒の 風鈴 も HT に 兌えぬ 魂が 入って 

動く 樣に思 はれる。 

濱邊に 焚火 をして 居る のが 見える。 之れ は 毎夜の 事で 其 日 漁した 松 魚 を 割いて 炙る ので あるが" 

濱の闇 を 破って 舞 上る 焰の色 は 美しく、 其 ま はりに 動く 赤裸 Q 人影 を鮮 かに 浮上ら せて 居る C 焰 

が 靡く 度に それが ゆら/. \ と：^ れて 何となく 凄い。 孕の 鼻の 陰に 泊って 居る 帆前船の 舷燈の い 

光が、 大きく うねって 居る。 岬の 上に は 警報 臺の 赤燈が 鈍く 灯って 波に 映る。 何.^ かで ホ— ィと 

人 を 呼 ぶ聲が 風の しきりに 图に 響く。 

嵐 だと 考 へながら 二階 を 下りて 室に 歸 つた。 机の 前に 寝 禅んで、 戶袋を はたく S 蒸の 葉 すれ を 
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嵐 


聞きながら、 將に來 らんと する 浦の 嵐の 壯大を 想うた。 海 は 地の 底から 重く 遠くうな つて 來る。 

かう 云 ふ 淋しい 夜に はと 帳場へ 話しに 行った。 婆さん は 長火鉢 を 前に 三毛 を 膝へ 乘 せて 居眠り 

をして 居る。 辰さん は 小聲で 義太夫 を 唸りながら、 あらの 始末 をして 居る。 女中 部屋の 方で は 陽 

氣な 笑聲が もれる。 戶 外の 景色に 引き かへ て此處 はいつ もの 様に 平和で ある。 

嵐の 話に なって 婆さん は 古い 記憶の 屮 から 恐ろしく も 凄かった 嵐 を 語る。 辰さん が 板 敷から 相 

槌を うつ。 いっかの 大嵐に は黑ぃ 波が 一町に 餘る濱 を 打 上って 松原の 根 を 洗うた" 其 時 沖を兒 て 

居た 人の 話に、 霧の 如く 煙の 様な 燐火の 群が 波に 乘 つて 搖 いで 居た さうな。 測られぬ 風の 力で 底 

無き 大洋 を あ ふって 地軸と 戰ふ濱 の 嵐に は、 人間の 弱い 事、 小さな 事が 名淺 もな く 露 はれて、 入 

の 心 は 幽冥 Q 境へ 引 寄せられ、 こん な 物も兒 る Q だら うと 思うた。 

嵐 は 雨 を 添へ て 刻 一 刻に つ のる。 波音 は 次第に 近くなる。 

窒へ歸 る 時、 二階へ 通 ふ 階 子 段の 下の 土間 を 通ったら、 鳥屋の 屮で 鶴が 力 サコソ とま だ寢 付か 

れ ぬらしく、 ク、 ー と 淋しげ に 鳴いて 居た。 床の 中へ もぐり 込んで 聞く と、 松の 栂か 垣根の 竹 か、 

長く 鋭い 叫聲を 立てる。 此樣な 夜に 沖で 死んだ 人々 の 魂が 風に 乘り 波に 漂うて 來て 悲鳴 を 上げる 

かと、 さき Q 诱 火の 話 を 思 出し、 しっかりと 夜 衣 Q 袖の 中に 潜む。 聲は それでも 追 ひ 迫って 雨戶 7. 


にす がる かと 恐ろしかった。 

明 方に はや、 a: いだ。 雨 も 止んだ が 波の音 はいよ く 高かった。 

起きる とすぐ 波 を 見ようと 裏の 土 堤へ 出た。 

熊さん Q 小屋 は 形 もな く 壌れ て 居る。 雨 を 防ぐ 荒 筵 は 遠い 堤 下へ 飛んで 竹の 柱 は 傾き 倒れ、 軒 

を 飾った 短冊 は 雨に 叩け て 松の 青葉と 一緒に 散らばって 居る。 ビ ー ル 曙の 花 も 芋の 切れ端 も散亂 

して 熊さん Q 蒲團は 濡れし ほ たれて 居る。 熊さん は と 見廻した が 何處へ 行った か 姿も兒 え ぬ 。 

惻 然として 濱邊 へと 堤 を 下りた。 砂 畑の 芋の 蔓は 搔き亂 した 様に 荒らされて、 名殘の 嵐に 白い 

葉 裏 を 逆立て \ 居る。 沖 はま だ 暗い。 ちぎ^^か\った雨雲の尾は鴻島の上に垂れか、って、 礎 か 

ら 登る 潮 霧と 一 つになる" 近い 岬の 岩間 を 走る 波 は 白い 戴 を 振り 亂 して 狂 ふ 銀 毛の 獅子の 樣 であ 

る。 暗綠 色に 濁った 濤は 砂濱を 洗うて 打ち 上った 藻草 を もみ 碎 かう とする。 夥しく 上った 海月が 

五色の 眞 砂の 上に 光って 居る の は 美しい。 

寛げた 寢衣 Q 胸に 吹き 入る しぶきに 身顫ひ をして ふと 臺 場の 方 を 見る と、 波打 際に しゃがんで 

居る 人影が 潮 霧の 中に ぼんやり 見える。 熊さん だと 一目で 知れた。 小 倉の 服に 姊 色の 股引 は 外に 

はない。 よべ 0 嵐に 吹き 寄せられた 权片 木片 を 拾 ひ 集めて 居る ので ある。 自分 は 行く ともなく 其 
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方へ 歩み寄った。 いつも Q 通りの 銅色の 顔 をして 無心に 藻草の 中 を あさってお る。 顔に は 憂愁の 

影 も 見えぬ。 自分が 近寄った の も氣が 付かぬ か、 一 心に 拾って は砂濱 の-高みへ 投げ上げて 居る。 

脚 元 近く 迫 る 潮 il^ も 知ら ぬ 顏 で 、 時 々 頭 か ら か ぶ る し ぶ き を拭 は う とも せ ぬ 。 

何處 の浦邊 から ともなく 波に. 漂うて 打 上った 木片 板片の 過去の 藤史は 波の 彼方に 葬られて、 こ 

こに^ 敢 ない 末 を 見せて 居る。 人の 知らぬ 熊さん の 半生 は賴 みに ならぬ 人 Q 心から 忘られて しま 

つた。 遠く もない 墓の 閫に 流木 を 拾うて 居る 此 あはれ な 姿 は ひしと 心に 刻まれた。 

壯 大な此 場の 自然の 光景 を 背景に、 此 無心 の 熊さん を 置 い て 見た 刹那 に 自分の 心に 湧いた 感じ 

は 筆に も かけす 詞 にも 表 はされ ぬ。 

宿へ 歸 つたら 女中 Q 八重が 室の 掃除 をして 居た。 「熊 公の 御 家 はつ ぶれて 仕舞った よ」 と 云つ 

たら、 寢 衣を疊 みながら 「マァ 可哀相に あ Q 人 も 御 かみさんの 居た 頃 は あんなで もなかつ たんで 

すけれ ど」 と 何 か 身に つまされ でもした 様に しみぐ と 云った。 分 は それに 答へ ネ緣側 0 柱に 

凭れた ま \ 嵐 も 名续と 吹き 散る 白雲の 空 を ぼんやり 眺めて 居た。 

(明治 一 11 十九 年 十 》:、 ホトト ギス) 


暖ぃ緣 に 北：：： を 丸く して 横になる。 小枝 Q 先に 散り 殘 つた 枯れ/. \ の 紅^が ：= に：^ えぬ 風に ふる 

へ、 時に 蠅 Q やうな 小さい 蟲が 小春の 日光 を 浴びて 垣根の 口 陰 を斜に 閃く。 眩しくな つた 眼を窒 

內へ 移して 鴨居 を 見る と、 こ& にも 初冬の 「森の 繪」 の 額が 薄ら寒く 懸 つて 居る。 

中 景 Q 右 の 方 は ^ か 何 か 0 森 で 、 灰 色 を し た 蓬 し い 大 き な は ス ク く と 立 ち 並 ん で 次 IS に 暗 

い 奥 0 方へ つ く。 隙 11 もない 茂りの 綠は 霜に 稍 さびて 得 も 云 はれぬ & 彩が 梢から^ へ と，^^かに 

移り 變 つて 居る。 コバルト Q 空に は 玉子 色の 綿雲が 流れて、 遠景の 廣 野の * の 丘 • 陵に 紫の 影 を 落 

す。 森 Q はづ れ から 近景 へ かけて 石ころの 多い 小徑 がう ねって 出 る處を 橙色 の 服 を 着た 豆 犬の 人 

が 長い 棒 を 杖に し、 前に 五六 頭の 牛 羊 を 追うて トボく 出て 來る。 近景に は 低い 灌木が 處々 茂つ 

て 中には 蕃の樣 な 枝に 枯 紫が 僅に くっ付いて 居る の も ある。 あちらこちらに 切り倒された 大木の 
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下から、 眞靑な 羊 齒の鋸 葉が 观 いて 居る。 

寧ろ 平凡な 畫 題で、 作者 も わからぬ。 が、 自 分 は 此繪を 見る度に 靜 かな M 舍の { 仝 氣が畫 面から 

流れ出て、 森の 香は薰 り、 の 叫 を 聞く やうな 氣 がする。 そ C 外に まだなん だか 胸に 響く 様な 鋭 

い 喜びと 悲 みの 念が 湧いて 來る。 

卄年 前の 我家の すぐ 隣り は 叔父の 屋敷、 從 兄の 信さん の 宅であった。 裏 畑の 竹 藪 Q 中の 小徑か 

ら 我家と 往來が 出来て、 垣 Q 向 ふから 熟 柹が靦 けば こちらから 烏瓜が 笑 ふ。 藪の 中に 一本 大きな 

赤 椿が あって、 耱の 渡る 頃 は、 落ち 散る 花 を：^ の 枝に 貫いて 戰 遊びの 陣屋 を 飾った。 木の {4! にか 

ご を 仕掛けて 鹎を 捕った 事 も ある。 

叔父の 家 は 富んで、 奥座敷な ど は廿疊 もあった らう。 美しい 毛氈が いつでも 敷いて あって、 瀾 

間に 木彫の 龍の 眼が 光って 居た。 

いっか 信さん の 部屋へ 遊びに 行った 時、 見馴れぬ 繪の 額が か \ つて 居た" 何 だと 聞いたら 油畫 

だと 云った。 其 頃 0 舍 では 石版 刷の 油畫は 珍しかった ので、 西洋 畫と 云へば 舉 校の 臨 畫帖 より 外 

に は 見た ことのない 眼に 始めて 此油畫 を 見た 時の 愉快な 感じ は 忘られぬ。 畫は矢 張 田舍の 風景で、 

ゆるやかな 流れの 岸に 水車小屋 があって 柳の 様な 木の下に 白い 頭巾 を かぶった 女が- や 鴨に 餌で も 
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やって 居る。 何處で 買った かと 聞いたら、 町の 新 店に こんな 緩 や、 もっと 大きな 美しい のが 澤山 

に來て 居る、 ナボレ オンの 戰(=_^'0 繪 があって、 それ も 欲しかった と 云 ふ。 

家へ 歸 つて 夕飯の 膳に ついても 繪の 事が 心 を はなれぬ。 黄昏に 袖 無 を 羽織って 母上と 裏の 垣で 

寒竹 苟を拔 きながら も 繪の事 を 思って 居た。 薄暗い ラ ムプの 光で 寒竹の 皮 をむ きながら 美しい 緣 

を 思 ひ 浮べ て、 淋しい 母 C 橫顏を 見て 居たら 急に 心細い 様な 氣が 胸に 吹き 入って 睫毛に 淚が にじ 

んだ。 何故 泣く かと 母に 聞かれて なほ 悲しかった。 そんなに 欲しく ば 買って 上げる。 si- の 癖に そ 

んな 事で はと 論され て 更にし やくり 上げた。 母は蟲 抑へ の藥を 取り出して 呑ませて くれたが あの 

時の 自分 Q 心 は 今でも 說明は 出来ぬ。 幼く 片親の 手 一 つで 育って 餘り豐 でない 生活が 朧げに 胸に 

しみ 浮世の 木枯 はもう 周圍に 迫って 居た から、 何 かの 刺戟 はすぐ に譯の わからぬ 悲みを 誘うた の 

だ。 

あくる 日錢を 貰うて 先づ擧 校へ 行った が、 敎場 でも 時々 繪の 事に 心 を 奪 はれ、 先生に 何 か 聞か 

れても 何 を 聞かれた か 分らぬ 様な 事 もあった。 放 課の ベル を 待ち兼ねて 學校を 飛 出し、 1;^ さんに 

敎 はった 新 店 を 尋ねたら、 すぐに わかった。 店へ は ひると 一面に 吊した 絡の 二 スの 香に 醉 うてし 

まふ。 あれ も 好い。 これ も氣に 入った。 鍍冶屋 の 煙突から 吹き出る 眞 赤な 焰が黑 ぃ樹に 映えて 遠 
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い 森の 上に 靑ぃ 月が 出て 居る 槍 も 欲しかった が、 何となく 靜 かな 此 「森の 檎」 にきめ た。 粗末な 

額緣を はめて 貰って 其 上 を 大事に 新聞で 包んで 店 を 出た 時 は、 心臓が 高い 昔 を 立て \ 踊って 居た- 

歸り 途に舊 城の 後 を 通った。 御城の 杉の 梢 は 丁度 此繪と 同じ 様な さびた 色 をして、 お 濠の 石 崖 

の 上に は 葉 を ふるうた 椋 Q 大木が、 枯菰 Q 中 Q つめたい 水に 影 を 落して 居る。 溱に 隣った 牧牛 舍 

の 柵の 中には 親 牛と 小牛が 四 五頭、 愉快 さう にから だ を 横に ゆすって はねて 居る。 自分 もなん だ 

か 嬉しくな つて 口笛 をピ ュ ッ くと 鳴らしながら 飛ぶ やうに して 歸 つた。 

森の 鎗が 引出す 記憶に は 限りがない。 竪 一尺 横 一 尺 五寸の 粗末な 額緣の 中には あらゆる 幼時の 

美しい 幻が 疊み 込まれて 居て、 折に ふれて は畫 面に 浮 出る。 現世の 故鄕 はう つり 變 つても 畫 Q 中 

に 寫る廿 年の 昔 はさな がらに 美しい。 外の 記憶が うすれて 來る 程、 森の 緣 Q 記憶 は鮮 になって 來 

る 0 

他鄕に 漂浪しても 此鎗 だけ は 捨てす に 持って来た。 額緣も 古ぼけ、 紙 も 大分 煤けた やう だが、 

「森の 繪」 はいつ でも 新しい。 「明治 四十 月、 ホトド ギス) 


少し 肺炎の 徴候が 見える やう だから 能く 御注意なさい、 いづれ 今夜もう 一遍 見に 來 ますから と 

云 ひ 置いて 醫 者は歸 つてし まった。 

妻 は 枕元の 火鉢の 傍で 縫 ひかけ の 子供の 春着 を 膝への せた ま \ 向 ふの 唐紙の 更紗 模様 をボ ン 

ャリ兑 詰めて 何か考 へて 居た が、 思 ひ 出した 様に、 針 を 動かし 始める。 唐 縮緬 Q 三つ身の 袖に は 

唤き 亂れた 春の 花 車が 染め出されて ゐる。 孃ゃ はと 聞く と、 さっきから 晝寢と 答へ た 切り、 元の 

無言に 歸る。 火鉢の 鐵 瓶の 單調 なかす かな 音を立て、 居る の だけが、 何だか 心 强ぃ樣 な 感じ を 起 

させる。 眼 険に蔽 ひか \ つて 來る米 袋 を 直しながら、 障子の ガラス 越しに 小春の {<.! を 見る。 透明 

な 光 は 天地に 充 ちて そよ との 風 もない。 門の 垣根の 外に は 近所の 子供が 二三 人 集って、 聲 高に 何 

か 云って 居る が、 其聲が 遠くの やうに 聞え る。 枕に つけた 片方 Q 耳 0 奥で は、 動脈 Q 濯る 音が 高 
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く 明に つて 居る。 . 

又 肺炎 かと 思 ふ。 此れ迄 旣に 二度、 同じ 病氣に 罹った 時分の 事 も 思 ひ 出す。 始めての 時 は 未だ 

小舉 時代の 事で、 大方の 事 は 忘れて 仕舞った。 病氣の 苦しみな ど は 丸き り 忘れて しまって、 唯 病 

氣の 時に 嬉しかった 様な 事 だけが、 順序 もな く 浮んで 来る。 ー體 自分 は兩 親に 取って は 掛け 眷へ 

のない 獨り 子で、 我儘にば かり 育った が、 病氣 となると 一層の 我儘で 手が 付けられなかった さう 

である。 藥 でも 中々 大人しく のまぬ。 此れ を飮ん だら あれ を 買って やる からと 云った 様な 事で、 

枕元に は 玩具 ゃ繪 本が 堆く なって 居た。 少し 快くなる 頃 はもう 外へ 遊びに 出ようと する、 それ を 

引き止める 爲 めの 玩具が 叉 増した。 之れ が 例に なって、 其 後 はなんでも 少し 金目の か、 る 様な 欲 

しい 物 は、 病氣の 時に ねだる 事に した。 病氣を 種に 親 を ゆする 様な 事を覺 えたの は あの 時だった 

と 思 ふと、 親の 額が 今更に なつかしい。 二度目に 罹った 時 は 中 學校を 出て 高等 學 校に 移った 明け 

の 春であった。 始めての 他鄕 G 空で、 某 病院の 二階 Q ゴヮ， ^する 寢 臺に寢 乍ら 窓の 櫻の 朧月 を 

見た 時 は 流石に 心細い と S 心った。 丁度 ニ擧 期の 試驗 のす ぐ 前であった が、 忙しい 中から 同 鄕の友 

逹 等が 入り 代り 見舞に 來て くれ、 みんな 足しない 身錢を 切って 菓子 だの rai^ 物 だのと 持って来て は、 

翳 員に 叱られる 樣な 大きな 聲で 愉快な 話 をして 慰めて くれた。 あの 時の 事 を 今から 考へ て 見る と、 び 


或は 自分の 生涯の 中で 最も 幸福 な 時だった かも 知れぬ と 思 ふ。 憎まれ 兒 世に 蔓 ると 云 ふ 諺の 裏 を 

云へば、 身體が 丈夫で、 智惠 があって、 金が あって、 世間 を鬮 歩す る爲 めに 生れた 様な 人 は、 友 

情の 籠 つ た 林檎 を かじ つて 笑 ひな がら 泣く 樣な事 の あるの を 知らす にし まふ かも 知れない。 あ Q 

頃 自分 は愛讀 して 居た 書物な ど G 影響から、 人間 は 別になん にもし なくても、 平和に 綺麗に 一生 

を 過せば それでよ いと 云った 様な 考が 漠然と 出来て 居た ので、 病氣で 試驗を 休まう が、 落第し よ 

うが、 そんな 事 は 一向 心配し なかった。 寧ろ 病氣で 身體が 弱くな つて、 學問 など 出来ぬ 様になれ 

ば、 それだけ 自分の 夢み て 居る 様な 無爲の 生涯に 近づく ので は あるまい かと 考へ たりした。 E 舍 

に 少しば かりの 田地が あるから、 それ を 生計の しろと して 慰みに 花で も 作り、 餘裕が あれば 好き 

な 本で も 買って 讀む。 朝 一遍 田 を 見！！ つて、 歸 ると 宅 溫ぃ牛 a がの める し、 讀 *: に 飽きたら 花 

に 水で もやって ピアノで も 鳴らす。 誰れ に 恐れる 事 も 諛ふ事 も 入らぬ、 唯 我獨尊 Q 生 1^ で 愉快 だ 

らうと 夢の 樣な 呑氣な 事を眞 面目に 考 へて 居た。 それで 肺炎から 紡 核に ならう と、 なるまい と、 

そんな 事 は 念頭に も 置かなかった。 肺炎 は必 すなほる と定 つたわけ でもな し、 一 つ il 違へば 死ぬ 

だら うに、 あの 時 は 不思議に 死と 云 ふ 事 は 少しも 考 へなかった やうで ある。 分 は 夭死す るの だ 

なと 思った 事 はあった が、 死が 恐ろしくて さう 思った ので はない。 夭死と 云 ふ 事が、 何だか 一 稀 
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の 美しい 事の 様な 心 持が したし、 又 そ Q 時考 へて 居た 死と 云 ふ も Q は、 有が 無になる 様な 大事 件 

ではなく、 唯 花が 散って 其 代りに 若葉の 出る やうな ほんの 一寸した 變り 目で、 人が 死んでも 心 は 

そこらの 野の花に なつ て^いて 居る 樣な 事を考 へて 居た。 こんな 心 持であった から、 多少 C 病苦 

はあった にも 拘ら す、 心 は 不思議な 位 愉快であった。 呑氣 にあ せらす よく 養生した 爲 めか、 あの 

後 はから だが 却って 前より は 良くな つた。 そして 醫者ゃ 友達の 勸 める がま、 運動 を 始めた。 テ 一一 

ス もやった、 自轉享 も 稽古した。 食物で も 肉類な ど は餘り 好きでなかった 0 が 蓮 動 を やり 出して 

から、 なんでも 好きに なり、 酒 も あの 頃から 少し 飮 める やうに なった。 前に は 人前に 出る とぢき 

に はにかんだ りした のが、 校友 會で 下手な 獨唱を 平氣で やる 様になった。 なんだか 自分 Q 性情に . 

迄、 著しい 變化 Q 起った 事 は、 自分で もよ くわかった し、 友達な ども さう 云って 居た。 しかし、 

それ は 唯 表面に 現 はれた 性行の 變 りに 過ぎぬ ので、 生れ 付き 消極的な 性質 は 何處迄 も變ら ぬ。 そ 

れ で な. け れ ば 今頃 こ ん な 消極的な 俗吏 になって、 毎日 同じ やうな 消極的な 仕事 を不 思議と も 思 は 

す やって 居る 害 はない かも 知れぬ。 一 體 自分 は 法科な どへ は ひって こんな 俗吏に ならう と 云ふ樣 

な考は 毛頭なかった。 中擧 校に 居た 頃、 先で は 何になる 積り かな ど、 よく 人に 聞かれた 事 は あつ 

たが、 になる 積り だか、 そんな 事 はま だ考 へて 居なかった。 もし 考 へたら 何もなる ものが 無く  8 


て 困った かも 知れぬ。 官吏 はどう かと 云った 人 もあった が、 役人と 云 ふ もの は始 から 嫌だった。 g 

譯も わからないで 無暗に 威張り散らす G が 御 役人 だと 思って 居た。 郵便局の 雇 や、 稅務署 の受附 

などに、 時 をり 權突を 食 はせられ る 度に、 益ミ 厭に なった。 それから 軍人 も 嫌であった。 其頃始 

めて 國の 聯隊が 出來 て、 兵隊 ゃ將 校の 姿が 物珍しく、 劍ゃ勳 章の 目につく うち は 好かった が、 段 

段 厭な 事が 子供の 目に 見えて 來た。 日曜に 村 0 煮寶屋 などの 二階から、 大勢 兵隊が 赤い 顔 を 出し 

て、 近 逢の 娘で も 下 を 通り か、 ると、 好 的々々 杯と 冷 かしたり、 グヅ/ \ -に醉 つて 二三 人 も 手 を 

引き合うて 狭い 田 舍道を 傍若無人に 歩いたり する のが、 非常に 不愉快な 感じ を 起させた。 兵隊 は 

いやな もので も、 將 校と 云 ふ もの はい、 もの だら うと 思って 居た が、 いっか 練兵場で 練兵す るの 

を 見て 居たら、 1  右い 將 校が 一 人の 兵隊 をつ かまへ て、 何か聲 高に 罵し つて 居た。 其 言 紫 使の 野卑 

で 憎らしかった に は、 傍で 聞いて 居る 子供心に も カット 腹が立った。 其 時 許り は 兵隊が 可哀相で、 

反身に なった 士官の 胸倉 へ 飛び付 い て やらう か と m 心 つ た。 其れ 以來 軍人と 云 ふ もの は 凡て あんな 

もの かと 云 ふ 樣な單 純な 考が 頭に 沁みて 今でも 消えぬ。 こんな 譯 だから、 學校 でも 軍人 希望の 者 

など、 はどうしても 肌が 合 はぬ、 さう 云 ふ 連中から 弱 蟲黨と 目指されて、 行軍 や 演習の 時な ど、 

隨分 意地 惡く いぢめ られ たもの だ。 實 際弱蟲 の泣蟲 にはちが ひなかつ たが、 それでも 曲った 事 や 
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無法な 事に 負か される の は大 嫌で あった。 無理の 壓 迫が 劇し い 時には 弱蟲 の. 本性 を 現し てす ぐ 泣 

き 出す が、 P (けぬ 魂 だけ は 弱い 體 魑を驅 つて 軍人 黨と 格鬪を やらせた。 意氣 地な く 泣きながら も 

死力 を 出して、 何處 でも 手當り 次第に 引つ かき 嚼 みつくの であった。 喧嘩 を 慰みと 思って 居る 軍 

人黨 と、 一生懸命の 弱蟲 との 袼鬪に は 大抵 利口な 軍人の 方が 手 を 引く。 これ は どちらが 勝って ど 

ちらが 負けた の だか、 今考 へても 判らない。 

ゥト くこん な 事を考 へて 居た が、 氣が ついて 見る と 垣の 外で はさつ きの 子供 等が まだ 大きな 

聲で 歌ったり わめいた りして 居る。 年 かさら しいの が 何 か大將 ぶって 指揮して 居る。 こんなの も 

大方 軍人 黨 になる だら うと 思って、 過ぎた 我が 小 半生の 影が 垣の 外に ちらつく やうに 思 ふ。 突然 

向 ふ Q 家の 板 辨 へ 何 か 打 つ つ けた 音が したと 思 ふ と 一 齊に驅 け 出し て それ 切り 何處か へ 行って 仕 

舞った。 風のう なりが プン と 聞え て 居る。 熱 は 追々 高くなる らしい。 口が 乾いて 舌が 上顎に 

貼り付く。 少し 眠りたい と 思うて 寢 返り をす ると、 額の 氷袋の 氷が カチ くと 鳴って 袋 は 額 を は 

なれる。 まだ 傍で 針 を 使うて 居た 妻 は それ を當 てな ほしながら 氣分を 問 ふ。 一片の 旨い 氷 を 口に 

入れて 賞 ふ。 

もう 何事 も考 へまい と 思った が、 埶 一の 爲に 亂れた 頭に はさつ き 迄考へ て 居た 樣な 事が うるさく 
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ig き 纏うて 來る。 そして 腦が 過敏に なって 居る 爲か、 不斷 はまる で 忘れて 居た 様な 事 迄 思 出して 

來る。 自分 は 子供の 時から 繕が 好きで、 美しい 総 を 見れば 欲しい、 美しい 物 を 見れば 畫 いて 見た 

い、 新聞 雜 誌の 插畫 でも 何でも 彩色して 見たい。 彩色と 云っても 搶具は 雌 黄に 藍 墨に 代赭 位より 

しかなかった が、 いっか 伯父が 東京 博 覽會の 土産に 水 彩 擔具を 買って 來て くれた 時 は、 嬉しくて 

幾晚も 枕- 兀へ SJ^ いて 寢て、 服が 覺 める や 否や 大急ぎで 蓋 を あけて、 數々 鎗 具を撿 杏した。 夕燒の 

雲 C 色、 霜枯れの 野の 色 を 見て は、 どうしたら あんな 色が 出来る だら うと、 それが 一 つの 胸 を 燕 

かす 様な 望みであった。 伯父 は畫 かきに なったら どう だと 云った 事が ある。 c: 分 も 屮擧に 居た 頃 

父に 其 事 を 話して、 鎗を習 はせ て くれぬ かと 願った 事が 屢、、 ある。 其 度に 父 はいつ でも かう 云つ 

てお た。 俺 はお まへの 行末の 志望に 就いては 少しも 干涉 せぬ。 附け燒 刃と 云 ふ もの は 何にもなら 

ぬ ものである。 何でも CE 分の 好いた 方、 氣に {! いた 事 を やる が 得策 だ。 倂し綺 は それば かり を 職 

業と して、 それで 生活し ようと 云 ふに は餘 りに 不利な ものである。 折角 腕 は 立派で も、 衣食に 追 

はれて 畫く樣 では、 よい 繪は 出来す、 第一 繪に氣 品が なくなる。 何でもい \ が、 外に も 少し 立派 

に 衣食の 得らる、 樣な事 を 修めて、 傍ら 自分の 慰み半分：^ を かく 事に したら どうか。 衣食 足った 

人の 道 樂に畫 いた もの は 下手で も 肉 然の氣 品が あって 尊い もの だ。 とかう 云 ふので ある。 自分 も 
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影の 菊枯 


成程と 3=J つて 其の 方 は あ. きらめた が、 さらば 何 を やって 身 を 立てる かと 考へ て も、 やっと 中擧を 

出ようと 云 ふ 自分に、 どんな 事が 最も 好い か 分り 鼓ね た。 工科 は 數學が 要る さう だから やめた。 

.醫 科 は 死骸 を 解剖す ると 聞いた から 斷 つた。 そして 父の 云 ふま \に 進まぬな がら 法科へ は ひって 

政治 を やった。 父 は 附け燒 刃 はせ ぬく と 思 ひながら、 終に 獨り 子に 附け燒 刃の 政治 科 を 修めさ 

せた 事になる。 併し 之 は 恐らく 誰の 罪で も あるまい。 rtl 分は此 事を考 へる と、 何よりも 年老いた 

父に 氣の毒 だ。 折角 一身 を 立 立 させようと 思へば こそ、 祖先 傳來の 田地 を 減らして 迄 學資を 給し 

て くれた 父 を、 まあ 失望 させた 様な 有様で、 深い m 舍に此 年 迄 燻ぶらせて 居る かと 思 ふと、 何 

となく 悲しい 心 持に なって しま ふの だ。 三十に して 辆 俗吏な りと 云 ふ樣な 句が あつたと 思 ふが、 

自分の 今 は 正に それで ある。 今ハ 牛の 文官 試験に も殘 念ながら 落第して しまった。 課長の 處へ挨 接 

に 行ったら、 仕方がない 乂 やる さと 云って くれた。 分 もさう 思った。 去年の 試驗 にしく じった 

時 も 矢張り 仕方がな いと 思った が、 其 時 仕方がな いと 今度のと は 少し 心 持が 遠 ふ。 去年 0 は 何 

處か 快活な、 希望の 力の 籠った 「仕方がない」 であった が、 今度のに はもう 弱い 失望の 嘆 聲が少 

し 加 はった 様に 思 はれる。 分ながら 心細い。 

四 五日 前 役所で 忘年 會 の廻狀 がま はった。 會費は 年末 賞與 の三プ B セ ント、 伍し 賞與 なかり し 
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者 は 金贰圓 也と あった。 自分 は 試驗の 準備で 大分 役所 も 休んだ 爲に、 賞與は 受けなかった が、 廻 

狀の 但し 書が 妙に 可笑しかった からつ い 出掛ける 氣 になって 出席した。 少し 酒を過ごして Qf 

途 で寒氣 がした が、 あの 時 はもう 旣に 病に 罹って 居た の だ。 歸 つて 寢 たら 熱が 出て それ 切り 起き 

られ ぬ。 醫者は 流行 性で 大した 事 はない と 云って 居た が、 今 曰 来た 時 は 妙に 丁寧に 胸 を 叩いたり 

聞いたり して 首 を ひねって とう. あんな こと を 云って 歸 つた。 愈、、 肺炎 だら うか。 さう 思 ふと 

なんだか 呼吸が 苦しい 樣 である。 熟 は 段々 上る らしい。 天井 を 見る と 非常に 遠く える。 耳が 絡 

えす 鳴って 居る。 傍に 坐った 妻の 顔が 小さく 遠い 處に 居る 様で、 その 顔色が 妙に 蒼く 獨 つて 兑ぇ 

る。 妻 は 氷袋 を氣 にして 時々 さはって 見る が、 始終 無言で ある。 子供 はま だよ く 寢てゐ るか 一：： も 

せぬ。 何となく 淋しい。 人に は 遠く 離れた 廣 問の 眞 中に、 しんとして 寢て 居る 樣な心 持で ある。 

表の 通りで は 砂利 をかん で 勢よ く 駅け る 人車の 矢聲も 聞え る。 晴れ 切った. S か &は、 かすかな、 

そして 長閑な 世間の どよめきが 聞え て來 る。 それ を 自分 だげ が 陰氣な 穴の 中で 聞いて ゐる 樣な氣 

がする。 何處か 遊びに 行って 見たい。 行かれぬ のでな ほさう 思 ふ。 E 端邊 りで も 好い。 廣々 した 

畑地に 霜 解 を 踏んで、 冬枯れの 木立の 上に 高い 蒼. S を 流れる 雲で も 見ながら、 當も なく 歩いて 居 

たいと 思 ふ。 いつも は 毎 s 一日 役所の 殺風景な 薄暗い 部屋に C み 籠って 居る し、 日曜と 云っても 
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餘 計な 調べ物 ゃ內 職の 飜譯 などに 追 はれて、 こんな 事を考 へた 事も少 いが、 ^ん で寢て 見る と、 

急に 戶外 のうら、 かな 光が 戀 しくて 胸 を くすぐられる 樣 である。 早くな ほり 度い。 なほつ たらみ 

ん なを 連れて 一日 位 遊びに 行かう。 いつ 治る だら う。 無論 治る 事 は 吃 度 治る と 思って 見た が、 ふ 

つと 二三 年 前 肺炎で 死んだ 姪の 事 を 思 出す。 姪 は 死ぬ る 少し 前まで、 わたしが 治ったら 何 處へ行 

くと か、 何 を 買 ふと か、 よく そんな 事 を 云って 居た ので、 死んで から は みんなで 其 こと を 云って 

よく 泣いた。 肺炎 は 容易なら ぬ病氣 だと 思 ふと、 姪の 美しく 熱に ほてった、 いまば の 面影が あり 

あり 見える。 併し 自分 は 死にた くても 死なれぬ。 もしもの 事が あったら 老い 衰 へた 兩親ゃ 妻子 は 

どうなる の だと 思 ふと 滿 身の 血潮 は 一時に 頭に 漲る。 悶え 苦し さに 覺ぇ， f 唸り 聲を 出す と、 妻 は 

驚いて さし 覼 いたが 急いで 勝手の 方へ 行って 氷 を 取り かへ て來 た。 一 時に 氷が 增 してよ く 冷える 

と 見えて、 少し 心が 落 付いた が、 次第に 昇る 熱の 爲 めに、 纏まった 意識の 力 は 弱くな り、 それに 

つれて 恐ろしい 執 一 病の 幻像 はもう 眼の 前に 押 寄せて 來る。 いつの 間に か 自分と 云 ふ ものが 一 一人に 

別れる。 二人で は あるが どちらも 自分で ある。 元來ー つで あるべき ものが 無理に 二つに 引き わけ 

られ、 それが 一緒にな らう/ \ 'と 悶え 苦しむ 樣 でも あり、 又 別れよう/ \- とする の を 恐ろしい 力 

で 一 つに しょうくと 責め付けられる 樣 でも ある。 其 苦しみ はとても 名狀 が出來 ぬ。 やっと 其始 
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末が 付いた と s:- ふと 今度 は 手と も 足と も 胸と も 云 はす、 綿の 樣に柔 い、 しかも 紛の樣 に 重い もの 

で、 しっかり 抑へ 付けられる。 藻 凝き 度くても 體は 一寸 も 動かぬ。 共內 に，：：： 分のから だは 深い 深 

い 地の 底へ 靜に 何處迄 もと 運ばれて 行く。 もう 苦しく はない が、 唯 非常に 心細い。 いつの 間に か 

暗い 何もない 穴の 様な 處へ來 て 居る。 自分の 外に は 何物 もない。 何の 物 昔 も 聞えぬ。 环に 響く は 

唯 身 を燒く 熱に 湧く 血の 音と、 せ はしい 自分の 呼吸の みで ある。 何者と も 知れぬ 權 威の 命令で、 

自分 は 未来永劫 此の 闇の 巾に 封じ込められて しまったの だと 思 ふ。 # 界の盡 きる 時が 來て も、 一 

寸も 此の 閱の 外に 踏み出す こと は 出来ぬ。 そしてい っ迄經 つても、 死ぬ と 云 ふこと は 許されない。 

浮世 の 花の香 も せ ぬ 常闇 の國に 永劫 生きて 、 唯 名ば かりに 生きて 居な けれ ば なら ぬかと S 心 ふ と、 

何とも 知れぬ 恐ろし さにから だが すくむ。 生涯の 出 來事ゃ 光景が、 稻 妻の 様に 一. 時に 腦裹に 閃い 

たと 思 ふと それ は 消えて、 身 を 圍る闇 は 深さ も 奧行も 知れぬ。 どうかして 此處を 逃れ出たい。 今 

一度 小春の R 光 を 見れば それでよ い。 霜 解 道 を 踏んで 白雲 を 見れば それでよ い。 恐ろしい 闇、 恐 

ろしい 命と 身 を 悶えた 拍子に、 永 袋が すべって 眼が さめた。 怖ろ しい 夢 は 破れて 平和な 靜 かな 冬 

Q 日影 は斜に 障子に さして 店る。 緣に 出した 花瓶の 枯 菊の 影が うら 淋しく うつって、 今：：！ も II か 

に 暮れ か、 つて 居る。 發汗劑 のき \ めか、 漂 ふ 樣な滿 身の 汗 を、 妻 は 乾いた タオルで 拭うて くれ 
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た 時、 勝手の 方から 何も 知らぬ 子供が カタ コトと 唐紙 を あけて 半分 額 を 出して にこく した- 

時 自分 は 張りつ めた 心が 一時に ゆるむ 樣な氣 がして 心 淋しく 笑った が、 眼から は淚が 力なく 

れ 落ちた。 (明治 四十 年 二月、 ホトト ギス) 


8 

9 

やもり 物語 


唯 取り止め もっかぬ 短夜の 物語で ある。 

毎年 夏 始めに、 程近い 植物園から 此 わたりへ かけ、 ー體の 若葉の 梢が 茂り 黑み、 情ない {め 風が 

遠い 街 Q 塵 を 揚げて 森の 香の 淸ぃ此 處等迄 も 吹き込んで 来る 頃になる と、 定まった 樣に腦 の 工合 

が 悪くなる。 殺風景な 下宿の 庭に I ぉ陶 しく 生 ひくす ぶった 八つ手 0 葉 藤に、 夕闇の 慕が 出る！ 3^ に 

は签、 - 悪くなる ばかりで ある。 何 をす るの も懶 くつ まらない。 過ぎ去った 樣々 の 不幸 を 女々 しく 

悔ん だり、 意氣 地の ない 今の 境遇に 愛想 をつ かすの も此 頃の 事で ある。 E 分の 様な 身 も 心 も 弱い 

人間 は、 孟夏 を迎 ふる 强烈な 自然の 力に 壓 服され て ひとりでに こんな 心 持になる のかと 考 へた 事 

も ある。 . こんな 厭な 時候に、 唯一 つ 嬉し いのは、 心 ゆく 許り 降る 雨の 夕 を、 風呂に 行く 事で ある" 

ひどい 道に 古靴 を 引きす つて 役所から 歸 ると、 .ゅ| れた 服もシ ャ ッ も晚ぎ 捨て 、汗 を ふき、 


語 物り もや 


四疊 半の 中 敷に 腰 を かけて、 森の 葉末、 庭の 苔の 底 迄 もとし み 入る 雨の 音 を 聞く のが 先づ 嬉しい „ 

塵埃に くすぶった 草木の 葉が 洗 はれて 美しい 濃綠に 返る の を 見る と 自分の 腦の淘 り も 一 緒に 洗 ひ 

淸 めら れ たやうな 心 持が す る。 そして じめ /\ す る 肌 Q 汚れ も 洗 つ て 淸淨な 心 になり たくなる の 

で、 手拭 を さげて 主婦の 處へ伞 と 下駄 を 出して 貰 ひに 行く。 主婦 はいつ も此 雨の ふるのに お 風呂 

です かと 聞く が、 自分 は.，.？ が 降る から 出掛ける ので ある。 門 を 出る と伞 をた k く 雨の 音 も、 高い 

足駄 C- 踏み 心地 もよ い。 

下宿から 風呂屋 迄 は 一 町に 足らぬ」 繁陶 しい 程兩 側から 稱の蔽 ひ 重った 暗闇 阪を 降り 盡 して、 

や-に 曲れば 瞎場 である。 雨 Q 日に は 浴客 も 少なく 靜で よい。 は ひって 居る 中に もう 燈 がっく。 疲 

勞も 不平 も 洗 ひ 流して 蘇った 様になって 歸る 暗闇 阪は漆 Q 様な 闇で ある。 阪の 中程に 街燈が 唯 一- 

つ 覺 束ない 光に 邊りを 照らして 居る。  片側の 大名 邸の 高い 土 堤の 上に 茂り 重る 获靑芒 0 上から、 

芭蕉の 廣 葉が 大 わら はに 道へ 差し出て、 街燈の 下まで 垂れ 下り、 風の 夜 は 大きな 黑ぃ 影が 道 一杯 

に ゆ 1 る」 可也に 長い 此阪の 凸凹 道に 唯一 つの 燈 火と 其 ま はり C 茂りの さま は、 唯 さへ 一種の 强 

い 印象 を與 へる ので あるが、 一 層 自分の 心 を 引いた の は 其 街燈に 止った 一 疋の 小さい やもりで あ 

つ.^」。 汚れ 某け た ガラスに 吸 ひ 付いた 樣に 細-おいから だ を 弓形に 曲げた 傣 身じろき もせぬ。 氣味 
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惡く眞 白な 腹 を g 一ら されて さながら 水 Q 樣な 光の 中に 浮いて 居る。 銀の. 雨 は 此前を かすめて 色蕉 

の 背 をた、 く。 立 止って 氣を つけて 見る と、 頭に 突き出た 大きな 眼 は、 怪しい まなざしに 何物 か 

を 呪うて 居る かと 思 はれた。 

始めて 此阪の やもり を 見た 時、 自分 はふと こんな 事 を 思 ひ 出した。 自分が 十九 歳の 夏休みに 父 

に 伴 はれて 上京し 魏 町の 宿屋に 二月ば かり 泊って 居た 時の 事で ある。 と ある 雨の 夜、 父 は 他所 Q 

宴會に 招かれて 更ける 迄歸ら す、 離れの 十疊 はしん として 鐵 瓶の たぎる 音の み 冴える" 外に は 程 

近い 山 王臺の 森から 軒の 板 庇 を靜に そ、 ぐ 雨の 昔も伦 しい。 所在な さに 緣 側の 障子に 背 を もたせ 

て 宿で 借りた 尺八 を 吹いて 居た。 一し きり 襲 ひ 来る 雨の 足に」 m 敷から さす 灯が 映えて、 庭 は金絲 

の 光に 滿 つる。 恍惚と して 居た 時に 雨 を 侵す 傘 の 昔と 輕ぃ 庭下駄の 昔が 入 口に 止んで. c い 浴衣 の 

姿が 見えた。 女中のお 房が 雨戶 をし めに 来たので ある。 自分 は 笛 を 下に 置いて 座敷に は ひった。 

女中 は緣 側の 戶を 一枚々々 としめ て 行って 殘る 一 枚 を 半ばで 止め、 暗い 庭の 方 を じっと見て 居る- 

自分 は 父の 机の 前に 足を投 出した 儘で 無心に 華 車な 浴衣 の 後 姿 から 白 い $： 頸 を 見上げ た 時、 女 は 

肩 越しに チラと 振り向い たと 思 ふ 間に 戶を はたと しめた。 此 時の 女の 顏は 不思議な 美し さに 輝い 

て、 涼しい 眼の 中に 燃 ゆる 樣な光 は 自分の 胸 を 射る かと 思った が、 纏て 緣 側に 手 をつ いて、 ん„„ ^し 
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くば 風呂 を 御召し あそば せと 云つ た 時 はもう 平生 の お 房で あった。 女が 去つ た 後 自分 は 立 つて 雨 

戶を 一 枚 あけて 庭 を 見た。 霧の 様に 細かな 雨が 降って 居る。 何處 かで 轡蟲の 鳴く のが 靜な 闇に 響 

く。 夢から 醒めた やうな 心 持で ある。 戸袋の すぐ 横に、 便所の 窓の 磨 砲 子から 朧な光 Q さすのに 

眼 をう つす と、 瘦せ たや もりが 一疋、 雨に 迷 ふ 蚊 を 吸 ふとて か、 窓の 片側に 黑 いくの 字を畫 いて 

居た。 

其 後田 舍へ歸 つてから も、 再び 東京に 出た 後 も、 つ ひ 一度 もや もりとい ふ もの を 見なかった が、 

駒 込の 下宿に 移って 後、 夏 も 名 殘の或 夜の 雨に 此の 暗闇 阪の やもり を 見つけた 時、 十九の 昔の 丁 

夜が ありく 思 ひ 出された。 あの 後 父が 再び 上京して 歸 つた 時の 話の 末に、 お 房と 云 ふ 女中 は緣 

あって 或る 大尉と かの 妻に なった と 聞いた。 事に よれば 今 も 同じ 東京に 居る かも 知れぬ。 彼 は 云 

は 玉の輿に のった とも 云 はれよう が、 自分の 境遇 は 隨分變 つた。 假令 昔のお 房に 再會 する 樣な 

事が あっても、 今 0 自分 を 十 年の 昔 豪奢 を盡 した 父の 子と は 誰れ が 思 はう。 やもり を 見て 昔 を 思 

ひ 出す と 運命の たよりな さとい ふ 事 を 今更の 樣に 感じる。 そして 折角 風呂に 入って 輕く なった 心 

を 腐らして しま ふので あった。 

やもり は 雨の ふる 夜毎に 暗闇 阪の 街燈に 出て 居る が、 いつ 何處 から 這 ひ 上る とも 知れぬ。 氣を 1 


付けて おた にも 拘らす 一度 も 柱 を 登る 姿 を 見た 事がない。 日の 暮れる 迄 は 影 も 見えす、 夜 はいつ 

の 間に か 現 はれて ガラス に^り 付けた 樣に 身動きせぬ。 朝 出が けに 見る ともう 居ない。 夜 一夜 あ 

の 儘に 貼り付いて 居た のが 朝の 光 と 共 に 忽然と 消える Q で ないかと 云 ふ樣な 事を考 へ た 事 もお る" 

暗闇 阪を 下りつ めた 角に 荒物屋が ある〕 此店は 丁度 自分が 今 C 處に 移る 少し 前に 新しく 出来た 

さう である。 毎日 通り 掛 りに 店 Q 樣も 見れば、 乂阪の 方に 開いた 裏 nQ 竹垣から 家內 の摸樣 もい 

つと なく 知られる。 主人 はもう 五十 を 越した、 人の 好 ささうな 男で あるが、 主婦 は 之れ も 五十 近 

所で、 皮膚の 蒼 黄色い 何處 となく 險の あるい やな 顏 だと 始め 見た 時から 思った。 主人 夫婦の 外に 

は 二十 一 ニニ  Q 息子ら しい 弱さうな 脊の 高い 男と、 それから いつも 銀杏 返しに 結うた 十八 九の 娘と、 

外 に は 眞黑な 猫が 居る やうで あつ た。 亭主と 息子 は 時 々店の 品物に 溜ま ろ 街道 の 塵 を はた いて 居 

る。 主婦 や 娘は臺 所で 立 働いて 居る の を 裏口の 方から 見かける 事が あるが、 ー體 に何處 となく 陰 

氣な 此家內 のさ ま は、 日を經 るに 從 うて 自分の 眼に 映る。 主婦 は 時々 鉢卷 をして 髮を亂 して、 如 

何にも 苦し さう に 洗濯な どして 居る 事が ある。 流し元で 器 皿 を 洗って 居る 娘の 淋しい 額 はいつ で 

も 3® つて 居る 樣に思 はれた。 

一 一三 ヶ月 程た つて 後 息子の 額が 店に 見えぬ やうに なつ て、 店の 塵 を拂ふ 亭主 は 前よりも 忙 がし 
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氣に兑 えたが、 それでも いつも 同じ やうな 柔和な 顏 つきで、 此男ハ みは 裏 木 E に 落つ る 梧葉の 秋 

も 知らぬ 樣 であった。 

やもり はもう 見えぬ 様になった。 冬が 容捨 もな く 迫って 來て木 枯が吹 募る 或 夜、 散歩の 歸り途 

に 暗闇 阪 近くな つた 時、 自分の 數間前 を 肩 を すぼめて 俯向いて 行く 銀杏 返しの 女が ある。 大抵の 

店 は 早く 仕舞つ て、 寂れた 町に. 渦 卷き立 つ 砂 ほこ リ の 中 を 小き ざみ に 行く 後 姿が 非常 に 心細げ に 

見えた。 向 ふから 來か \ つた 老婆と すれちがった 時、 二人 は 急に 立 止って、. 老婆の 方から、 「ホ 

1、 しばらくだった ね、 もう 少し はい、 かえ」 と 聞く。 振りむ いたと き 見る と 荒物屋の 娘で あつ 

た。 淋しい 笑を片 頼に 見せて、 消 入ろ 樣な聲 で 何 か 云って 居る 様で あつたが 凄まじい 木枯が 打消 

してし まって、 老婆の 「ホ ー」 と 云った 寒さうな 聲と、 娘の 淋しかった 笑顔と は 何 かなしに 自分 

の 心に しみ 込む 様であった。 暗闇 阪の 街燈 は木枯 の 中に 心細く 瞬 い て 居た。 

翌る 年の 春、 上野の 花が 散って 仕舞った 頃、 或 夜 膳 を 下げに 來た 宿の 主婦の 問 はす 語りに、 阪 

の 下の 荒物屋の 娘が 亡くなつ たと 云 ふ 話 をした。 今日 葬式が 濟ん だと 云 ふ。 氣 立の 優しい よい 娘 

であった が、 可哀相に お袋が 邪麼 で、 折角 夫婦仲の よかった 養子 を離緣 した。 一 體に 病身で あつ 

た 娘 は、 其 後段々 に 弱くな つて、 とう. （- 廿歲で こんな 事に なった と 話して 聞かせた。 自分 は少 
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し 前に 上野で 此 娘に 會 うたこと を 思 ひ 出した。 其 時 は 隣の 菓子屋の 主婦と 子供 を 二三 人 連れて、 

花吹雪の 竹の 臺を步 いて 居た。 橫顏は 著しく 瘦 せて il 居た が、 やがて 死ぬ 人と も 見えなかった の 

である。 

自分が 年中で 一番 厭な 時候が 再び 來て 暗闇 阪には 又 やもり を 見る やうに なった。 或 夜 荒物屋の 

裏 を 通ったら、 雨戶を 明け 放して 明るい 座敷が 見える。 高く 釣った 蚊屋の 中に しょんぼり 坐って 

居る の は 年と つた 主婦で、 亂 れた髮 に鉢卷 をして 重い 病苦に 惱 むらしい。 亭主 は 其 傍に 坐って 背 

でも 撫で、 居る け は ひで ある。 蚊屋の 裾に は黑 猫が 顏を 洗つ て 居る。 

やもりと 荒物屋に は 何の 緣 もない が、 何物 か を 祝 ふ 様な 此阪の やもり を 行き 通りに 見、 打ち 續 

く 荒物屋の 不幸 を 見聞きす るに つけて、 恐ろしい {4^ 想が 悪夢の やうに 心 を 襲 ふ。 黑， すんだ 血潮の 

色の 幻の 中に、 病 女の 顏ゃ、 死んだ 娘の 顏ゃ、 十 年 昔のお 房の 額が、 呀の息 を 吹く やもりの 姿と 

ー緖に 巴の やうに ぐる/ \ めぐる。 

二三 日經て 後の 夕方、 荒物屋の 座敷に は 隣家の 誰れ 彼れ が 大勢 集って 酒 を 酌んで 居た。 疊屋も 

來て 居る、 八百屋の 額 も 見える。 あかるい ラム プの光 は 人々 の 赤い 顔に 映えて 何となく 陽 氣に見 

える。 臺 所では 隣 Q 菓子屋の 主婦が 忙が しさう に 立 働いて 居る。 知らぬ 人が 見たら 祝 ひの 酒宴と 
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も 見える だら う。 しかし 病める 此 家の 主婦 は 前夜に 死んだ ので ある。 いま はと 云 ふ 時に、 死んだ 

娘の 名 を 呼んだ とも 云 ふ。 

養子に 離れ、 娘に も 妻に も 取り 淺 されて、 今 は 形影 相 弔す るば かり Q 主人 は、 他所 目に は 一向 

悲し さう にも 見えす、 相 變らす 店の 塵 を はたいて 居る。 臺 所の 方 は 近所の 者な どが 交る く 世話 

をして 居る やうであった。 それから 間もなく 新しい 女が 店に 坐る 様になった。 下宿の 主婦 は、 荒 

物 屋には 若い 好い 後妻が 來 たと 喜んで 話した。 肉 分 も 新しい 主婦の 晴れ やかな 顏を 見て、 何とな 

く此 店に 一 樓の 明るい 光が さす やうに 思うた。 

今年の 夏、 荒物屋に は 幼い 可愛い 顔が 一 っ增 した。 心よ く 晴れた 夕方な ど、 亭主 は 此の 幼兒を 

大事 さう に 抱いて 店先 を あちこちして 居る。 近所の ぉ內 儀さん などが 通りが、 りに 兒を あやす と、 

嬉し さうな 色が 父親の 柔和な 顔に 漲る。 女房 は 店で 團扇 をつ かひながら 樂 しげに 此樣を 見て 居る。 

涼しい 風 は 店の 灯 を 吹き、 軒に 吊した 籠 や 箒 や ラム プの笠 を 吹き、 見て 過ぐ る 自分の 胸に も 吹き 

入る。 

,;H 分の 境遇に は 其 後 何の 變り もない。 雨が 降る と 風呂に 行く。 暗 闇 阪 C 街燈に は 今でも やもり 

が 居る が、 元の やうな 空想 はもう 起らぬ、 小さな 細長い 黑影は 平和な 灯影に 眠って 居る 樣に思 は 
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れ るので ある。 (明治 四十 年 十月、 ホ卜ト ギス) 
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障子の 落 書 


平 一 は 今朝 妹と 姪と が 國へ歸 るの を 新橋 迄 見送って 後、 なんだか 重荷 を 下した 様な 心 持に なつ 

て 上野 行の 電車に 乘 つて 居る ので ある。 腰掛の 一番 後の 片隅に 寄り か、 つて 入口の 脇の ガラス 窓 

に 肱 を もたせ、 外套の 襟の 中に 埋る やうに なって 茫然と 往來を 眺めながら、 考 へる ともなく 此間 

屮の出 來事を 思 ひ 出して 居る。 

無病 息災 を賫物 の やうに して 居た 妹婿の 吉 田が 思 ひがけない 重患に 罹って 病院に は ひる。 妹 は 

かよわい 身 一 つで 病人の 看護 もせねば ならす 世話の やける 姪 を か、 へて 家 內の用 もせねば ならす、 

見兼ねる やうな 窮境 を鄕 里に 報じて やつ て も 近親の 者 等 は 案外 冷淡で、 手紙で はいろ く 體の好 

い 事 を 云って 来ても 誰 一 人 上京して 世話 をす る もの はない。 もとより 鄕 里の 事情 も 知らぬ ではな 

いが 餘 りに 薄情 だと 思つ て ； 時 は ひどく 憤慨し 人非人の 樣に 篤つ て も 見た。 時には 此れ も 畢竟 妹 W 


夫婦が あんまり 意氣 地がない から 親類 迄が 馬鹿にす るの だと 獨 りで 怒つ て 見て， どうで もなる が 

い、 など \棄 鉢な 事 を考へ る 事 もあった がさて 病人の 賴み少 い 有樣を 見聞き、 妹が うら 若い 胸に 

大きな 心配 を 抱いて 途方に くれながら も 一 生 懸命に 立 働いて 居る の を 見る と、 非常に 可哀相に な 

つて、 役所の 行き 歸 りに は 立ち寄って 何彼と 世話 もし 慰めても やる。 妻と 下女と を 交る/ \ 手傳 

にやって 居た が、 立 入って 世話して 居る と 又 瘤に さはる 事が 出来て、 罪 もない 妹に 常り ちらす。 

しかし 宅へ 歸っ て考 へる とそれ が 非常に 氣の 毒に なって 矢も榍 もた まらなくなる。 こんな 工合で 

不愉快な 日 を 送って 居る 內に 病人 は 次第に 惡く なって とう/ \> 亡くなって しまった。 病院から 引 

取って 形ば かりで も 葬式 をす ませ、 妹と 姪と を 自宅に 引取る 迄の 苦勞を 今更の やうに 思 ひ 浮べ て 

兑る。 

殺風景な 病室 の 粗末な 寢臺 の 上で 最期 G 息 を 引 いた 人の 面影 を 忘れた ので もない、 秋雨の ふる 

日に 燒 場へ 行った 時の 佗しい 光景 を 思 ひ 起さぬ でもない が、 今の 平 一 の 心 持に は それが 丁度 覺め 

たばかりの 宵の 惡夢 の 様に 思 はれる G である。 

妹 を 引取って 後 も、 鄕 里と Q 交涉 やら 亡き人の 後始末 やらに 忙殺されて、 過ぎた 苦痛 を 味 ふ 事 

は 勿論、 妹 や 姪の 行末な ど G 事 も ゆる. （-考 へる 程 0 暇はなかった。 妻と 下女と で 靜に暮 して 居 
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た處へ 急に 二人 も增 したの みなら ャ、 娃 はい たづら^ りの 年頃で はあり、 家內は 始終 ゴタ す 

るば かりで 殆んど 何事 も 手に つかぬ やうな 有様であった。 それが どうやら 今日 迄で 一先 づ 片付い 

て 妹 は 兎も角 國の 親類で 引取る 事に なった" それで 今朝 汽車が 出て しまって 改札口 へ 引返す と 同 

時に、 なんだか 氣拔 がした 様に、 プラット フォ ー ム の 踏 心 も輕く 停車場 を 出る と { 仝 はよ く 晴れて 

快い 日影 を 隱す雲 もない。 久し 振に- 大氣 のよ い 日曜で ある。 宅へ 歸 つて どうす ると 云 ふ あても な 

いので、 銀座 通り を ぶら/ \> 歩き、 大店 Q ガラ ス 窓の 屮を靦 いて 見たり 雜誌屋 の 店先 を あさって 

見たり、 しばらく は 殆んど 何事 も 忘れて おた。 京 橋から 電車に 乘 つて 此の 片隅へ 腰 を 下してから 

始めて 今朝の 別れ を 思 ひ 起し、 それから それと 此 間中の 事 を 繰返して 見る。 薄情 冷酷と 云 ふで は 

ない が、 苦い 思 や 鋭い 悲も 一 日經 てば  一 n だけの 霞が か、 る。 今 電車の 窓から 日曜 Q 街の 人通り 

をの どかに 見下して 居る 刻下の 心 持 は 只 自分が 一 通りの 義務 を 果してし まった、 此 間中からの 仕 

事が 一 段落をっげたと云ふだけの單純な滿足が心の底に動ぃて居る^Mじ、 過去の 憂苦 も 行末の 心 

配 も吉野 紙を距 てた 繪 ぐら ゐに思 はれて、 只 何となく 寬 ろいだ 心 持に なって 居る。 

すぐ 向 ふの 腰掛に は會 社員ら しい 中年の 夫婦が 十 歳 位の 可愛い 男の子 を 連れて 大方 團子 坂へ で 

も 行く の だら う。 平 一は 此<;1 ほ 社員ら しい 男 を何處 かで 見た 樣に 思った がつ ひ 思 ひ 出せない、 向 ふ 
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でも 時々 こちらの 顏を 見る c 細君 Q 方 は 子供の 帽子 を氣 にして 直して 居る が、 子供 は义 すぐに 1： 

彌陀 にしゃく り 上げる" 子供の 顔 はよ く兩 親に 似て 居る、 二人 C 丸で もがった 容貌が 其兒の 愛ら 

しい 顔の 中です つかり 融和され てし まって どれ だけが 父親、 どれ だけが 母親のと 見 分 はっかぬ。 

兒 Q 顔 を 見 て 後 に 兩親を 見 くらべ ると まるでち がった 二つの 顏 がどう や ら 似通 つて 見える のが 不 

思議で ある。 姪 は 餘り兩 親に は 似ないで 却ってよ く 平 一 に似て 居る と 妹が 云った 事 も 思 ひ 出した。 

妹婿 は 日曜 杯に はよ く家內 連れで 方々 へ 遊びに 出た。 達者で 居たら 今日 あたり は 屹度 團子 坂へ で 

も 行って 居る だら うと 思 ふ。 妹 は 平 一が 日曜で も 家に 籠って 讀 I 曰して 居る の を 見て、 兄さん は ど 

うして さう 出 嫌 ひだらう、 子供 だって あるで はなし、 姊 さんに も 時々 は 外のお 氣を吸 はせ て 上げ 

るが い 、なと 上 K つた 事， ある。 こんな 事 を 思 ひ 出して は 無意味に 微笑して 居る。 

向 ふ 0 子^ づれ は須田 町で 下りた。 其 跡へ は 大きな 革袍を 抱へ た 爺と 美術 學 校の 生徒が 乘 つて 

其 前へ は滿 員の 客が 立ち塞が つてし まふ。 窮屈 さと 蒸された 人 Q 氣息 とで 苦しくな つた。 上野へ 

着く の を 待ち兼ねて 下りる。 山 內へ向 ふ人數 につれ て ぶら 歩く。  ffi 洋 人を乘 せた 自動車が け 

た、 ましく 馳け拔 ける 向 ふから 紙細工の 菊 を 帽子に 插 した 手代ら しい 二三 人 連の 自轉 車が 來る。 

乎に/ \ 紅葉の 枝 を さげた 女學生 C 一群が 目につく。 博 M は 食の 跡 は；、 卞 取り崩されて 居る が、 も 
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と G ー號 館から 四號 館の 邊は、 閉鎖した 儘で 殘 つて 居る。 壁 はしみ に 汚れ、 明り 取りの 窓 硝子 は 

處々 破れ 落ち か、 つて 煤けて 居る。 大方 葉 を ふるうた 櫻の 根に は 取りく づ した 木材が 亂雜に 積み 

上げられて、 壁土が. HI く 散らばった 上に は 落葉が 亂れて 居る。 模造 日本 橋 は 跡 方 も なくなって 兩 

側の 土 堤 も 半ば 崩れた の を 子供 等が 驅け 上り 驅け 下りて 遊んで 居る。 觀覽車 も 今は閬 として 鐵骨 

のべ ンキも 剝げて 赤鏽が 吹き、 土臺 のた.^ き は 破れ こぼちて コ ンクリ ー トの 砂利が 喻み 出して 居 

る。 殺風景と 云 ふより は 只 何となく そ 2^ ろに 荒れ果てた 景色で ある。 

平 一 は 今年の 夏 妹 夫婦と 姪と で 夜の 會 場へ 遊びに 來た 事が あった。 姪の 望む ま&に 一同で 觀覽 

車に 乘り 高い 杉の 梢の 夜風に 吹かれた。 あの 時の 樂隊 の騷 がしい 喇^の はやし はま だ 耳に 殘 つて 

居る。 そこらの 氷 店へ は ひって 休んだ 時には、 森の 中に あ ふる、 人影が ちらついて、 赤い 灯ゃ靑 

い 旗 を 吹く 風 も 涼しく、 妹婿が いつもの 地味な 浴衣 を くつろげ 姪にから かひながら ラ ムネ Q 玉 を 

拔 いて 居た 姿が ありく 浮ぶ。 あの 時の 水 店の 跡な どももう たしかに 其 處 とも 分らぬ。 平 一 は 過 

ぎた 一 夜の 事 を さながらに 一 幅の 畫の樣 に 心に 描いて 見る。 

圖 逢曰 館の 前から 上野 も 奥へ 廻る と 人通り は少 い。 森の 梢に 群れて 居た 鸦 C 一  羽 立ち 二 羽 立つ 羽 

音が 淋しい 音 を 空に 引く。 今更ら しく 死んだ 人 を 悲しむ ので もな く 妹 C 不幸 を 女々 しく 悔 むので 
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もない が、 朝に 晩に 絶 間の ない 煩に 追 はれて 固く 乾いた 胸 C 中が 今日 C 小春 C 日影に 解けて 流れ 

る樣 に、 何とい ふ 意味 Q ない 悲哀の 影が ゆるんだ 平 一 の 心の奥底に 動く G であった」 

宅へ 歸 つて 見る と 妻 は 用達しに 出たら しい。 下女 は 一 寸出迎 へたが すぐ 勝手へ 引 込んで 音 もな 

い。 今朝 迄 あんなに 騒々 しかった 家內 はしん として 餘 りに 靜 である。 平 一は 緣 側に 立った ま、 外 

套 も^が す、 庭の 杉垣に i^- い 日光 を 見て 居た が、 突然 譯の 分らぬ 淋し さに 襲 はれて 座敷へ は ひつ 

た。 机の 前に 坐って 傍 C 障子 を 見る と、 姪が いつ Q 間に か 落 書した ので あらう、 筆太に 塗りつ け 

た覺 束ない 人形 Q 鎗が、 おどけた 額の 横から 兩手を 擴げて 居る。 何とい ふ 罪のない 繪 だら うとし 

ばらく 眺めて 居た が、 名狀の 出来ぬ 暗愁が 胸に こみあげて 來て、 外套の かくしに 入れた ま. -の拳 

を 握りし めて 强く 下臂 をかん だ。 

程近い 踏切 を 過ぎる 汽享の 響が して 义 もとの 靜さ にかへ る。 妹 等 はもう 何 處ら迄 行った かと 思 

つて 手近い 旅行 案內を 取り上げて みた。 ハ 明治 四十 一年 一月、 ホトト ギス) 
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今日 七 軒 町 迄 用達しに 出掛けた 歸 りに 久し振りで 根津の 藍染 町 を 通った。 親友の 黑 田が 先年 迄 

下宿して 居た 荒物屋の 前 を 通った 時、 二階の 擁 干に 青い 汚れた 毛布が 干して あって、 障子の 少し 

開いた 中に 皴く ちゃに 吊した 袴が 見えて 居た" なんだかな つかしい やうな 氣 がした。 黑田 が此處 

に 居た の はま だ學 校に 居た 頃からで、 自分 は 殆んど 毎日の やうに 出 人した から 主婦と も 古い 馴染 

では あるが、 黑 田が 居 なくなつ てから は 妙に 疎くな つてし まって、 今日 も 店に 人の 居なかった の 

を 却って 仕 合せに 聲も かけすに 通り過ぎた。 併し 此 家の 二階 は 何となくな つかしい、 昔の 香が す 

る。 二階と 言って 別に 眺望が 佳い ので もなければ、 虚 敷が 綺麗 だとい ふ譯 でもない。 前に はコケ 

ラ葺 や、 古い 瓦屋根に 草の 茂った 貸 長屋が 不規則に 並んで、 其 向 ふに は 洗濯屋の 物干が 美しい 日 

の 服界を 遮ぎ る。 右 Q 方に 少し 許り 穴 ェ 地が あって、 其の 眞 上に 向 ヶ岡 c,w 宿舍が 聳えて 見える。 


春の 頃な ど 夕日が 本 鄕臺に 沈んで 赤い 空に 此の 高い 建物が 紫色に 浮き出して 見える 時な ど は、 之 

れ がー つの 眺めに なった 位の ものである。 しかし 間近く 上野 を ひかへ て 居る だけに、 何處か 明る 

い 花やかな 處 もあった。 花の 時分な どになる と 何となく 春の どよ みが 森の に 聞え て 窓の 下 を 美 

しい 人の 群が 通る 事 もあった。 欄干に もたれて 何 かしんみ りした 話で もして 居る 時、 程近い 時の 

鐘が 重々 しいうな り を 傅へ/^ て 遠くに 消える こと もあった。 

一 體黑 W は 子供の 時分から 逆境に-育って 隨分 苦しい 思 ひ をして 來た男 だけに 世 問に 對 する 考へ 

も ふけて 居て、 深い 眼の 底から 世の中 を 横に 睨んだ 様な 處 があった。 觀 察の 鋭い そしてい つも 物 

の 暗 面 を 見たがる 癖が ある ので、 人から は 寧ろ 憚 かられて 居た 爲か、 平生 親しく 往来す る 友も少 

かった。 其の ひねくれた 樣な處 が 妙に 自分と 氣が 合った の も 不思議で ある。 自分 はどう かかう か 

世間 並の 坊ちゃんで 成人し、 黑 田の 様な 苦 勞の味 をな めた 事 もない。 黑 田の 昔話 を 小說の 樣な氣 

で 聞いて 居た。 月々 鄕 里から 學資を 貰って 金の 心配 もな し、 此上 氣樂な 境遇はなかった 害で ある 

が、 若い 心に は氣樂 無事 だけで は 物足りなかった。 きまり 切った 日々 C 課業 をして 暇な時 間 を 無 

意味に 過す と 云 ふ 様な 事が 寧ろ 堪へ 難い 苦痛であった。 唯 何 かしら 絶え. や 刺戟が 欲しい。 快樂と 

か 苦痛と か 名の 付く 樣な もので なく、 何んだ か 分らぬ：：：： 的 物 を 遠い 霞の 奥に 望んで、 それ をつ か 
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まへ ようつ かまへ ようとして 居た。 小說 を讀ん だり 白馬 會を 見に 行ったり 义昔 樂會を 聞きに 行つ 

たりして 居る 內には 求めて 居る 物に 近づいた 樣な氣 がする 事 もあった が、 つ い 眼 Q 前の 物に 手 Q 

届かぬ 樣な悶 かしい 感じが 殘る 許りで ある。 こんな 事 を 話す と黑田 はいつ も 快く 笑って 「靑 春の 

贅澤 J は 出来る 時に して 藍く さと： 一 =11 つた。 半日 も！^ 宿に 籠って 厭きた 窒内、 厭きた 庭 を 見て 

居る と堪 へられ なくなって 飛 出す。 黑 ffl を 誘うて 當も なく 歩く，)  > 咲く 花に 人の 集る 處を 廻ったり 

殊更に 淋しい 墓場 杯 を 尋ね 歩いたり する。 黑 W は 之れ を 「浮世の. 5?」 を かいで 歩く の だと： W つて 

居た。 一緒に 歩いて 居る と、 見る 物 聞く 物黑 田が 例 C 奇警な 觀察を 下す のでつ まらぬ 物が 生きて 

來る。 途上 Q 人 は 大きな 小說 中の 人物に なって 路傍 C 石塊に も 意味が 出來 る。 君 は文擧 者に なつ 

たらい 、だら うと 自分 は 言った 事 も あるが、 黑田は 醫科を やって 居た。 

あの 頃よ く 話の種に なった 伊太利 人が ある。 名をヂ ュセ ッボ. ルツ サナ とかいって、 黑 田の 宿 

の 裏手に 小さな 家 を 借りて 何處 かの 語學 校と かへ 通って 居た。 細君 は 日本人で 子供が 二人、 末の 

はま だほん の 赤ん坊であった。 下女 も 置かす に、 W 素と 云 ふより は 寧ろ 極めて 賤 しい 暮し をして 

居た。 日本へ 來て 居る 外 画人に は 珍しい ド 等な 暮し をして 居た が、 しかし 月給 は 可也 澤 山に 取つ 

て 居る とい ふ 噂であった。 H 本へ 来て 居る の は 金 を こしら へる 爲 めだから、 なんでも 出來る だけ 
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儉約 する Q です と 彼. HI 身 入 に^した さう である。 

黑 田のお た 二階の 緣 側に 立って 見る と、 ゾぉ 0 射 越し に 伊太利 人の 家の 庭から 緣側 が 見下 される „ 

一 一 あるかな し Q 庭に、 植木と いったら 拓 か 何 かの 見すぼらし いのが 一 株^の 陰に ある 許りで、 

草花の 鉢 一つ さへ な. い。 今頃なら 霜 解 を 踏み荒した 土に 紙屑 ゃ布片 などが 淺猿 しく 散らばり へ ば 

りついて 居る。 晴れた 日に は 庭 一面に おしめ や シャツの 様な 物 を 干す、 軒ドに は罐詰 C 殼 やら 横 

緒の 切れた 泥塗れの 女 F 駄な どが ころがって 居る。 ..g の 日に は鎵 側に 乳母車が あがって、 古 下駄 

が. ま 垂れに 濡れて 居る。 家の 中 迄 は 見えぬ がきた なさ は 想像が 出来る。 細君から して 隨分 此んな 

事に は 無頓着な 人 だと 見える。 どうせ あんな 異人さん のお かみさんになる 位の 人 だからと 下宿の 

主婦 は說 明して 居た さうな。 しかし 細君 は 極く 大人しい 好人物 だとい ふので 近所の 氣 受け は餘り 

惡ぃ 方ではなかった らしい。 

主人の ヂュ セッボ の 事 を 近所で はヂュ ー ちゃんと 呼んで 居た。 出入の 八百屋が 言 ひ 出してから 

みんな ヂュ ー ちゃんと いふ 樣 になった さう である。 自分 は 折 々往来で 自轉 車に 乘 つて 行く の を 見 

かけた 事が ある。 大きな からだ を 猫背に 曲げて 陰 氣な顏 をして いつでも 非常に 急いで 居る。 眉の 

間に 深い 皺 をよ せ、 血眼に なつ て 行 手 を 見つめて 驅 けって 居る さま は餓 ゑた 熊廳が 小雀 を 追ふ樣 
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だと 黑 田が 評した 事が ある。 休日な どに はよ く緣 側の 日向で 赤ん坊 をす かして 居る。 上衣 を晚ぃ 

でシャ ッ ばかりの 胸に 子供 をシッ カリ 抱いて、 を かしな 聲を 出しながら 狹ぃ緣 側 を 何遍で も 行つ 

たり 来たりす る。 そんな 時で も 恐ろしく 眞 面目で 沈 夢.^ で 一心 不亂 になって 居る 樣に 見える。 こち 

らの 二階で 話し 聲 がして 居ても 少しも H も くれす、 根氣 よく 同じ 樣な聲 を 出して 子供 を ゆすぶつ 

て 居る。 倂し 子供が 可愛くて ならぬ とい ふ 風で もない。 唯 一 心に 何事 かに 凝り固まって 世間の 風 

が 何處を 吹く の も 知る 餘裕 がない といった 樣 である。 自分 は 此んな 場合 を 見かける となんだ か 可 

笑し くも あり 叉氣の 毒な 氣 がした。 黑田は あれ は 此の世界に 金 を 溜める 以外 何物 もない 憐れな 男 

だと 言って 居た。 五 厘 だけ 安いと いふので 石油の 罐 を自轉 車に ぶらさげ、 下 谷 方まで 買 ひに 出 

かける とい ふ 事であった。 八百屋な どが 來 ると 自分で 臺 所へ 出かけて やかましく 値切り 小 切り を 

する。 大根 を齒で 喰ひ缺 いて 見て 此れ はいけ ない と 云って 突 返したり する。 煮 焚の 事で も 細君に 

はやらせないで 獨り で臺 所で 何 か ガチャ つかせ ながら や つ て 居た。 

花 を 尋ねたり、 墓を訪 うたり、 美しい 夢ば かり 見て 居た あの 頃の. e: 分に は、 此の 伊太利 人 は 暗 

い 黄泉の 闇に 荒 金 を 掘って 居る 亡者 か 何 かの 様に 思 はれた。 兎に角 一 種侮蔑の念^^抑へ る譯に行 

かなかった。 日露 戰 ゆの 時分に は 何でも 露西亜の 方に 同情して 日本の 連捷を 呪-ふやうな 口吻が あ 
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つたと かで 或は 露探ぢ やない かとい ふ 噂 も 立 つ た。 こんな 事で ひ どく 近所 屮 の 感 じをHli^^ くし た さ 

うだが、 細君 Q 奵 人物と 子供の 可愛らしい Q とで 幾分 か 融和して 居たら しい。 子供 は 髮が黑 くて 

色が^：くて美しぃ。 上の 男の子 は あの 顷 四つ 位で 名 はヱン リコと かいふ さう だが、 當り前 0 和服 

を 着て 近所の 子供と 遊んで 居る G を 兌て は 混血 兒と思 はれぬ 様であった" 黑 m は 此兒を 大變に 可 

愛が つて ェ ン チャンく と 親しんで 居た。 父親が 金 を こしら へ あげた 暁に 此兒の 運命 はどうなる 

だら うかと 話し合った 事 も ある。 

ヂュ セッボ Q 家 で 時なら ぬ-: 風が 起 つ て 隣家 の 耳 を 鼓 て させ る 事 も 珍しく ない。 アクセントの を 

かしい 伊太利 人の 聲が 次第に 高くなる。 そんな 時 は 細君の こと をァ ナタ がくと 云 ふ聲が 特別に 

耳 立って 聞え る。 嵐が 絕頂 になって、 おしま ひに 細君の 唆り 泣きが 聞え 出す と 与 6 に默 つてし まふ- 

そして 赤ん坊 を 抱いて 下駄ば きで 庭へ 出る。 憤怒、 悲哀、 痛苦 を 一 まとめに した 様な 額 を 曇らせ 

て、 不安ら しく 庭 を あちこち 歩き 廻る ので ある。 異鄕の 空に 語る 者 もない 淋し さ伦 しさから 氣ま 

ぐれに 持へ た，； 1^ 庭に 憂き 雲が 立って 心が 騒ぐ Q だら う。 こんな 時には かたくなな ヂュ セ ッボの 心 

も、 海 を 越えて 逄な 伊太利の 彼方、 オレン ヂの 花^く 野に 通うて 覉旅ひ 思が 動く の だら うと 思 ひ 

やった 事 も ある。 細君 は 珍しい おとなしい 女で、 ロ喧 ましい 夫に か しづく 樣は 寧ろ 人の 同情 を ひ 
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く 位で、 っひぞ 近所 なぞで 愚痴 を こぼした 事 もない。 從 つて 此 Q 變 つた (豕 庭の 成立に 就いても 細 

君の 元の 身分に 就いても、 何事 も 確な 事 は 聞かれなかった。 今は黑 W も 地方へ 行って しまって 伊 

太 利 人 Q 話 をす る 機會も 絶えた。 

こんな 事 を 色々 思 ひ 出して 歸 つて 來 ると 宅の きたない のが 今更の 樣に ほ に 付く。 よごれた 疊破 

れた 建具 を 見 ま はして 居た が、 急に 思 ひついて 端 書 を 書いた、 ク、 し 振りで 黑 田に こんな 事 を 書い 

て やった。 

…… 東京 は 雪が ふった。 千駄 木の 泥濘 はま だ 乾かぬ。 之れ が 乾く と 西風が 砂 を 捲く。 此 泥に 重 

い 靴 を 引きす り、 此の 西風に 逆 ふだけ でも 頰が 落ちて 眼が 血走る。 東京 はせ ちがら い。 君 は 田 

舍が返 屈 だと 言って 来た。 此頃は 定めて 益、、 肥ったら う。 僕 は 毎日 同じ 帽子 同じ 洋服で 同じ 事 

を やりに 出て 同じ 刻限に 家に 歸 つて 食って 寢る。 「靑 春の 贅澤」 はもう 止した。 「浮世 Q 匂」 

を かぐ 暇 もない。 障子 は 風が もり、 疊は毛 立って 居る。 霜柱に あれた 庭 を 飾る も Q は 子供の 糨 

碟 位な もの だ。 此 頃の 僕 は 何だか 段々 に變 つて 來る。 美しい 物の 影が 次第に 心から 消えて 行く。 

金が. ほしくなる。 かって 二階から 見下した ヂュ セッポ にいつ Q 間に か 似て 來る やう だ。 墮落 か、 

向上 か。 どち だか 分らない。 三月 十四日 
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ベ ンで 細字で 考 へ./ \- 書いて しまったの を 懐に して 表の ポストに 人れ に 出た。 そして 今 書いた 

事 を 心で もう 一遍 繰り返しながら、 此れ を 護んだ 時に 黑 田の 苦い 顔に 浮ぶべき 微笑 を 胸に 描いた。 

(明治 四十 一 年 四月、 ホトト ギス) 
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いくつ 位 Q 時であった かたし かに は覺 えぬ が、 自分が 小さい 時 0 事で ある。 宅の 前 を 流れて ゐ 

る 濁った 堀川に 沿うて 半 町 位 上る と 川 は 左に折れて 舊 城の 裾の 茂みに 分け入る。 その 被に 向うた 

此方の 岸に 廣ぃ空 地が あった。 維新 前に は 藩 Q 調練 場であった のが、 其 頃は縣 まの 所屬 になった 

ま、 で 荒 地に なって ゐた。 一面の 砂地に 雜 草が 所 まだらに 生 ひ 茂り 處々 晝顏が 人 あいて ゐた。 近邊 

の 子供 は 此處を 好い 遊び場 所に して 柵 G 破れ か ら 出入 して 居た が 咎める 者 もなかつ た。 夏 Q 夕方 

は銘々 に 長い 竹竿 を 肩に して 空地へ 出かける。 何處 からと もな く澤 山の 蝙蝠が 蚊 を^ ひに 出て、 

空 を 低く 飛び か はすの を、 竹竿 を 振うて は 叩き 落す Q である。 風の ない 煙った 樣な 宵闇に、 蝙幅 


を 呼ぶ 聲が對 岸の 城の 石垣に 反響して 暗い 川上に 消えて 行く。 「蝙蝠 來ぃ. - 水吞 ましよ。 そっち 

の 水に がい ぞ」 と あちらこちらに 聲 がして 時々 竹竿の {4- を 切る 力ない 音が ヒ ュ ー と 鳴って ゐる。 

賑やかな やうで 云 ひ 知らぬ 淋し さが 籠って ゐる。 蝙 幅の 出さ かるの は 宵の口で、 遲 くなる に從っ 

て 一 つ 減り 二つ 減り 何處 となく 消える 樣に居 なくなつ てし まふ。 すると 子供 等 も 散り/ \ に歸っ 

て 行く。 後 はしん として 死んだ 樣な空 氣が廣 場 を 鎖して しま ふので ある。 いっか 塒に 迷うた 蝈蝠 

を 追うて 荒 地の 隅 迄 行った が、 ふと 氣が 付いて 見る と あたりに は 誰も 居ぬ。 仲間 も歸 つた か聲も 

せぬ。 川 向 ふ を 見 る と 城の 石垣の 上 に鬆 然と 茂 つ た禝が 闇の 空 に 物 恐 ろしく 擴 がって 汀の 茂み は 

眞黑に 眠って 25 る。 足 を あげる と 草の 露が ひやり とする。 名狀の 出來ぬ 暗い 恐ろしい 感じに 襲 は 

れて 夢中に^ 出して 歸っ て 來た事 もあった。 廣 場の 片隅に 高く 小 砂 を 盛 上げた 土 堤の 様な ものが 

あった。 自分 等 は 此れ を 天文 臺と 名け てゐ たが、 實は 昔の 射的場の 玉 避けの 迹 であった ので 時々 

砂 の 中から 長 い 紛玉 を 掘り出す 事が あ つた。 年上の 子供 は 此の 砂山に ょぢ登 つて はすべ り 落ち る。 

時々 戰爭 ごっこ もやった。 賊軍が 犬 文臺の 上に 軍旗 を 守って 居る と 官軍が 攻め 登る。 自分 もこの 

軍勢の 中に 加 はる 0 であった が、 どうしても 此の 砂山の 頂き 迄 登る 事が 出来なかった。 いつもよ 

く 自分 を いぢめ た 年上の 者 等 は 苦 もな く 駅け 上って 上から 弱蟲と 嘲る。 「早く 登って 來ぃ、 此處 
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から 東京 力 見える よ」 など、 云って 笑った。 口惜しい ので 懸命に 登り かける と、 砂 は 足元から 崩 

れ、 力 草と 賴む 晝顏は 脆く ちぎれて すべりおちる。 砂山の 上から 賊軍が 手 を 打って 笑うた。 しか 

しどうしても 登り 度い とい ふ 一念 は 幼い 胸に 巢を くうた。 或 時 は 夢に 此の 天文 臺に 登り かけて ど 

うしても 登れす、 藻搔 いて 泣き、 母に 起され 蒲團の 上に 坐って まだ 泣いた 事 さへ あった。 「お前 

はま だ 小さい から 登れない が、 今に 大きくな つたら 登れます よ」 と 母が 慰めて くれた。 其 後 自分 

の 一家 は國を 離れて 都へ 出た。 執 清の ない？；^ 供 心に は 故 鄕の事 は 次第に 消えて 晝 顔の く 天文 臺 

もた V 夢の やうな 影 を 留める ばかりであった。 一 一十 年後の 今日 故 鄕へ歸 つて 見る と 此の 廣 場に は 

町 の 小學 校が 立派に 立 つて ゐる。 大きくな つ たら 登れ る と 思 つ た： 大文臺 の 妙 山 は 取り崩されても 

う 影 もない。 たぐ 昔の 傣を 留めて なつかし いのは 放課後の 庭に 遊んで 居る 子供 等の 勇まし さと、 

柵 の 根元 にかれ ぐに ゆ、 い た晝顏 の 花で ある。 

二 月見草 

高等. 畢 校の 寄宿 舍 に は ひった 夏の 末の 事で ある。 明け^いと いふの は 寄宿 舍 の 二階に 寢て 始め 

て覺 えた 1  一一 口 葉で ある。 寢 相の 惡ぃ 隣の 男に 踏みつけられて 服 を さます と、 時计は a 時 過ぎた ばか ^ 


り だのに、 夜 はしら/ \- と 半分 上げた 寢室 Q ガラス 窓に 明け か，^ つて、 覺め 切らぬ 眼に は 釣り 並 

ベた 蚊帳の 新しい Q や 古い 萌黄色が 夢 Q やうで ある。 窓の 下框 には扁 柏の 高い 稍が 見えて、 其 上 

に は 今眼覺 めた 様な 裏山が 観いて ゐる。 床 は 其 儘に、 そっと 拔け 出して 運動場へ 下りる と、 廣ぃ 

芝生 は 露 を 浴びて、 素足につつ かけた 兵隊 靴 を-濡らす。 ばったが 驚いて 飛 出す 羽音 も 快い。 芝 原 

の 圍りは 小 松原が 取り 卷 いて、 隅の 處々 に は 月見草が 人 孕、 き亂 れてゐ た。 其 中 を 踏み 散らして 廣ぃ 

運動場 を „ 圍 りする 內に、 赤い 日影が 時計 臺を 染めて 賄 所の 井 1：： が 威勢よ く 軋り 始める ので あつ 

た。 其 頃 或 夜 自分 は 妙な 夢を見た。 丁度 運動場の やうで、 もっと 廣ぃ 草原 Q 屮を朧 な 月光 を 浴び 

て 現と もな く彷 Sii うて 居た。 淡い 夜霧が 草の葉 末に 下りて 1： 方 は iUi に. 5J まれた やうで ある。 何 

處 ともなく 草花 Q やうな 香が する が 何 Q 匂と も 知れぬ。 足 許から ra 方に かけて 一面に 月見草 C 花 

が t 、き 連なって ゐる。 自分と 並んで 一 人 若い 女が 歩いて 居る が、 世の 人と 思 はれぬ 蒼. C い 額の 輪 

郭 に 月の 光 を 受けて 默 つて 歩いて 居 る。 薄 鼠色 の 着物 Q 長く 曳 い た 裾に は 矢 り 月見草が 美しく 

染め出されて ゐた。 どうして こんな 夢を見た もの かそれ は今考 へても 分らぬ。 夢が 覺 めて 見る と 

ガラス 窓が ほ Q かに.； r んで、 蟲の 音が 聞え てゐ た。 寢 汗が 出て 居て 胸が しぼる 様な 心 持であった G 

起 き る ともなく： i£ を 離れ て 運動場 へ 下りて 月見草 の唤 いて ゐ る邊 を：^ 遍 と なく あ ち こちと 歩いた。 
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其 後 も 毎朝 の 様に 運動場 へ 出た が、 此れ迄 に 此 處を步 いた 時の 様な 爽快な 心 持 は しなくな つ た。 

寧ろ 非常に 淋しい 感じば かりして、 其 頃から 自分 は 次第に 吾と 吾が 身 を 削る 様な、 憂 な {4! 想に 

耽る やうに なって しまった。 自分が 不治の病 を 得た のも此 頃の 事であった。 

三 栗 の 花 

三年の 間 下宿して 居た 吉 住の 家 は黑髮 山の 麓 も 稍 奥まった 處 である。 (¥ の 後ろ は 狭い 裏庭で、 

其 上 はもう すぐに 崖に なって 大木 Q 茂りが 蔽ひ 重なって ゐる。 傾く 年の 落葉 木實と 一緒に 鹎の鳴 

聲も 軒端に 降らせた。 自分 Q 借りて ゐた離 室から 表 G 門へ の 出入に は 是非共 此 裏庭 を 通らねば な 

らぬ" 庭に 臨んだ 座敷の 外れに 三疊敷 許りの 突き出た 小窒 があって、 洒落れ た 丸窓が あった。 此 

處は 宿の 娘の 居間と 極って ゐて、 丸窓の 障子 は 夏も閉 ぢられ てあつた。 r 度此 部屋 Q 眞 上に 大き 

な 栗の 木が あって、 夏 初の 試驗 前の 調べが 忙 がしくなる 頃になる と、 黄色い 房 紐 Q やうな 花を屋 

根から 庭へ 一面に 降らせた。 落ちた 花 は 朽ち 腐れて 一種 甘い やうな 強い-^ 氣が小 庭に 充 ちる。 此 

處 等に 多い 大きな 蜩が勢 ひの よい 羽 音を立て 、此れに 集まって 居る。 カ强ぃ 自然の 旺盛な 氣が腦 

を 襲 ふやう に 思 はれた。 此 花の 散る 窓の 內には 内氣な 娘が 垂れ 籠め て 讀物ゃ 針仕事の 稽古 をして に 


居る のであった。 自分が 此 家に はじめて 来た ころ はやう く 十四 五位で 桃 割に 結うた 額 髪 を 垂ら 

せて ゐた。 色の 黑ぃ、 顏立も 美しい とい ふので はない が 眼の 涼しい 何處か 可愛 氣な兒 であった。 

主人 夫婦の 間に は 年老っても 子が 無い ので、 親類の 子供 を 貰って 育て」 居た ので ある。 娘の 外に 

大きな 三毛猫が るば かりで 寧ろ 淋しい 家庭であった。 自分 はいつ も 無 n な變 人と 思 はれて ゐた 

位で、 宿の 者と 親しい 無駄話 をす る 事 も 滅多になければ、 娘に もやさし い 曾 葉 を かけた こと もな 

かった。 毎日の 食事時に は此 娘が 駒下駄の 昔 を させて 迎 へに 来る。 土地の 訛った 言葉で 「御飯お 

上がん なさい まっせ」 と 云 ひ 捨て k すた- 歸 つて 行く。 初めは ほんの 子供の やうに 思って ゐた 

が 一 夏々々 歸 省して 來る； 母に、 何處 となく 大人び て來 るの が 自分の 眼に もよ く  ：13- えた。 卒業 試驗 

の ii- の 或 日、 灯と もし 頃、 復習に も 飽きて 離 室 C 緣側へ 出たら 栗の 花の香 は 馴れた 身に もしむ 樣 

であった。 主家の 前の 植 込の 中に 娘が. つぼい 着物に 赤い 帶を しめて 猫 を 抱いて 立って 居た。 自 

分の 方 を 見て いつにない 顏を 赤く したら しい G が 薄暗い 巾に も 自分に 分った。 そして まともに 此 

方 を 見つめて 不思議な 笑顔 を；^ したが、 物に 追 はれ \ ^もした 樣に 座敷の 方に 駔 込んで 行った。 其 

夏 を 限りに 自分 は此 土地 を 去つ て 東京に 出た が、 翌年の 夏 初め 頃 殆ど 忘れて 居た 吉 住の 家から 手 

紙が 屈いた. - 娘が 書いた も Q らしかった。 年賀 C 他に は 便り を 聞かせた 事 もなかつ たが、 どう W め 
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うた もの か、 細々 と 彼 地 Q 模様 を 知らせて よこした。 ^！；：分の元借りてゐた離窒は其後誰も下宿し 

て 居ない さう である。 東京と いふ 處は 定めて 好い 處 であらう。 一 生に 一 度 は 行って 見たい とい ふ 

やうな 事 も 書いて あった。 別に 何とい ふ 事 もない が何處 となく 艷 かし いのは 矢 張 若い 人の 筆 だか 

ら であらう。 一番お しま ひに 栗の 花 も き 候。 やがて 散り 申 候と あった。 名前 は 母親の 名が ま 曰い 

てあつた。  .  • 

四 凌 宵 花 

小學 時代に 一番 嫌 ひな 學科は 算術であった。 いつでも 算術の 點 數が惡 いので 兩親は 心配して 中 • 

學の 先生 を 頼んで 夏休み 屮 先生の 宅へ 習 ひに 行く 事に なった。 宅から 先生の 所 迄 は 四 五町 も ある。 

宅の 裏門 を 出て 小川に 沿うて 少し 行く と 村 は づれへ 出る、 そこから 先生の 家の 高い 松が 近 邊の藁 

屋根 ゃ植 込の 上に 聳えて 見える。 此れに 凌 宵 花が ド から 隙 間もなく 絡んで 美しい。 毎日 晝 前に 母 

から 注意され ていやくながら 出て 行く。 裏の 小川に は 美しい 藻が 澄んだ水 底に うねり を 打って 

搖 れてゐ る。 其 間 を小鲋 0 群が 白い 腹 を 光らせて 時々 通る。 子供 等が 丸裸の 背 や 胸に 泥 を 塗って 

7 

は 小川へ 入って ボ チヤく やって 居る。 附木 C 水 率 を-仕掛けて 居る も あれば、 崖^に 乘 つて 流 ^ 


れて 行く の も ある。 自分 は 羨し い 心 をお さ へ て 川 沿 ひの 岸の 草 をむ しり 乍ら 石盤 を か.^ へ て 先生 

の 家へ 急ぐ。 寒竹の 生籬 をめ ぐらした 冠木門 を は ひると、 玄關の 脇の 评には 席 を. 敷き 並べた 上に 

よく 繭 を 干して あった。 玄關 から 案 內をハ 乙 ふと 色 C 黑ぃ奧 さんが 出て 來て 「暑い のによう 御 精が 

出ます ねえ」 といって 座敷へ 導く。 綺麗に 掃除の いた 庭に 臨んだ 緣惻 近く、 低い 机 を 出して く 

れる" 先生が 出て 米て、 默 つて 床の間の 本棚から 算術の 例題 集 を 出して くれる。 横に 長い 黄表紙 

で 太 版 刷の 古い 本であった。 「甲乙 一 一人の 旅人 あり、 甲 は 一時間 一 里 を 歩み 乙 は 一 里 半 を 歩む… 

;」 といった 樣な題 を 讀んで 其 意味 を 講義して 聞かせて、 これ を やって 御覽 とい はれる。 先生 は 

緣 側へ 出て 欠伸 をしたり 勝手 Q 方へ 行って 大きな 聲で 奥さんと 話 をしたり して 居る。 自分 は 其 問 

題 を 前に 置いて 石盤の 上で 石筆 をコ ッく いはせ て考 へる。 敷 Q 緣側の 軒下に 投網が 釣り下げ 

てあつて、 長 押の 様な ものに 釣竿が 澤 山掛けて ある。 何時間で 乙の 旅人が 甲 旅人に 追 ひ 着く か 

とい ふ 事が どうしても 分らぬ、 考 へて 居る と 頭が 熱くなる、 汗が 坐って 居る 脚に にじみ 出て、 着 

物の ひっつく のが 心 持が 悪い。 頭 を 抑へ て 庭 を 見る と、 笠 松の 高い 幹に は眞 赤な 凌 宵の 花が 熱さ 

うに 唤 いてなる。 よい 時分に 先生が 出て 來て 「どう だ、 六ケ しいか、 ドレ」 といって 自分の 前へ 

坐る"」 羅紗 切れ を 丸めた 石盤 拭きで 隅から隅まで 一度 拭いて そろく r 寧に 說 明して くれる。 恃 
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時 わかった かくと 念 をお して 聞かれる が 大方 それが よく 分らぬ ので 妙に 悲しかった。 俯向い 

て 居る と 水湊が 自然に 垂れ か.^ つて 來 るの を じっと 堪へ て 居る、 いよ/.. - 落ちさう になる と 思 切 

つてす、 り 上げる、 これ も つらかった。 晝 飯時が 近くなる ので、 勝手の 方で は m- 鉢の 音が したり、 

物 を燒く 句が したりす る。 腹の 減る の も つらかった。 繰り返して 敎 へて くれても、 結局 あまりよ 

く は 分らぬ と 見る と、 先生 も 悲し さうな 聲を 少し 高く する ことがあった。 それが 又 妙に 悲し かつ 

た。 「もうよ ろしい、 又 明日お いで」 と 云 はれる と 一 日の 務が鬼 も 角 も すんだ やうな 氣 がして 大 

急ぎで 歸 つて 来た。 宅で は 何も 知らぬ 母が 色々 涼しい 御馳走 を こしら へて 待って 居て、 汗 だらけ 

の顏を 冷水で 淸め、 ちゃほや される のが 又 妙に 悲しかった。 

五 芭 蕉 の 花 

晴れ 上って 急に 暑くな つた。 朝から 手紙 を 一通 書いた ばかりで 何 をす る元氣 もない。 何遍も 机 

の 前へ 坐って 見る が、 ぢ きに 苦しくな つてつ いね そべ つてし まふ。 時々 涼しい 風が 來て 軒の ガラ 

ス の 風鈴が 鳴る。 床の 前に は幌 蚊帳の 中に 俊坊が 顏を眞 赤に して 枕を脫 して うつむきに 寢て 居る。 

緣 側へ 出て 見る と 庭 はもう 半分 陰に なって、 陰と 日向の 境 を 蟻が うろ して 入して 居る。 比 
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間 上田の 家から 貰って 來たダ ー リア はどうし たもの か 少し 芽 を 出し かけた 儘で 大きく ならぬ。 戶 

袋の 前に 大きな 廣葉を 仲した 笆蕉の 中の 一 株に は 今年 花が-^ いた。 大きな 厚い 花瓣が 三つ 四つ 開 

いた 許りで、 とうく 開き 切ら， f に 朽ちて しま ふの か、 もう 少し 萎び か、 つた やうで ある。 蟻が 

二三 匹た かって 居る。 俊坊が 急に 泣き出し たから 覼 いて 見る と 蚊帳の 中に 坐って 手足 を 投げ出し 

て 泣いて 居る。 勝手から 妻が 飛んで くる。 坊は 牛^の 壜を、 投げ出した 膝の 上で 自分に 抱へ て 乳 

首から 呼吸 もっかす ごく，/ \飮 む。 淚で くしゃ. （- になった 眼で 兩 親の 顔 を 等分に 眺めながら 飮 

んで 居る。 飮ん でし まふと 又 思 ひ 出した 樣に 泣き出す。 まだ 眼が 覺 めきらぬ と 見える。 妻 は俊坊 

を 負ぶ つて 緣 側に 立つ。 「芭蕉の 花、 坊や 芭蕉の 花が^ きました よ、 それ、 大きな 花で せう、 實 

が 生ります よ、 あの 實は 食べられない かしら。」 坊は 泣き止んで 芭蕉の 花 を 指して r モ、 く」 

とい ふ。 「芭蕉 は 花 が^くと それき り 枯れて しま ふって 御 父ち やま、 本 當？」 「さうよ、 だが 人 

間 は 花が かないでも 死んで 仕舞 ふね」 といったら 妻 は 「マ ァ」 といった きり 背 を ゆすぶって 居 

る。 坊が眞 似 をして 「マ ァ」 とい ふ。 二人で 笑ったら 坊も 一緒に 笑った。 そして 又 芭蕉の 花 を 指 

して r モ 、 く」 といった。 
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六 野 ■ 薔 僚 

夏の 山路 を 旅した 時の 事で ある。 峠を越してから 急に 風が 絡え て 蒸し暑くな つた。 狭い 谷間に 

沿うて 段々 に 並んだ 山 田の 緣を縫 ふ 小徑に は、 蜻蜓の 羽根が ぎら くして、 時々 蛇が 行 手から 這 

ひ 出す。 谷 を 蔽ふ黑 すんだ 蒼 空に は 折々 白雲が 通り過ぎ るが、 それ は 只 あちこちの 峯に 藍色の 影 

を 引いて 通る ばかりで ある。 咽喉が 渴 いて 堪へ 難い。 道端の 田の 緣に小 溝が 流れて ゐ るが、 金氣 

を帶 びた 水の面 は 蒼い 皮 を 張って 鈍い 光 を 照り返して ゐる。 行く 內に、 片側の 茂みの 奥から 徑を 

横って 田に 落つ る淸 水の 細い 流れ を 見つけた 時は譯 もな く 嬉しかった。 すぐに 草鞋の ま.^ 足 を 浸 

したら 涼し さが 身にしみた。 道の 脇に 少し 分 入る と、 此處 だけ は 特別に 樫 ゃ播が こん もりと 黑く 

茂って 居る。 苔は濕 つて 蟹が 這うて 居る。 崖から しみ 出る 水 は 美しい 羊齒の 葉末から 滴って 下の 

岩の 窪みに たまり、 餘 つた 水 は 溢れて 苔の 下 をく ぐって 流れる。 小さい 竹 柄杓が 浮いた ま \ に t. 

に 打 たれて 居る。 自分 は 柄： £ にか じりつく やうに して、 旨い 冷い はらわた にしむ 水 を 味うた。 少 

し 離れた 崖の 下に 一 株の 大きな 野薔薇が あって 純白な 花が 唆き 亂れ てゐ る。 自分 は 近寄って 強い 

薰りを 嗅いで 小さい 枝 を 折り 取った。 人の 氣は ひがす るので ふと 見る と、 今迄 ちっとも 氣が 付か 
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なかった が、 茂みの 陰に 柴刈りの 女が 一 人 休んで 居た。 背負うた 柴を 崖に もたせて 脚胖の 足を投 2 

3 

げ 出した ま、 じっと 此方 を 見て 居た。 あまり 思 ひがけ もなかつ たので 驚いて 見返した。 繼ぎ はぎ 

の 着物 は 裾 短 かで 繩の 帶を しめ て 居る。 白い 手拭 を 眉 深に かぶつ た 下から 黑髮が 額に 垂れ か k つ 

て 居る。 思 ひも かけす 美しい 顏 であった。 都で は 見る ことの 出來ぬ 健全な 顔色 は 少し H に堯 けて 

一層 美しい。 人に 臆せぬ 黑ぃ隨 で まともに 見られた 時、 自分 は 何んだ か 咎められ たやうな 氣 がし . 

た。 思 はす 意氣 地の ない 御 辭儀を 一 つして 此處を 出た。 輝が 鳴いて 蒸し暑 さは 一 層 烈し い。 今 折 

つて 來た 野薔薇 を かぎ 乍ら 二三 町 行く と、 向 ふから 柴を 負うた 若者が 1 人 上って 來た。 身の 丈に 

餘る柴 を 負うての そりく あるいて 來た。 逞しい 赤黑ぃ 顔に 鉢卷 をき つくしめ て、 腰に は 研ぎす 

ました 鎌が 光って 居る。 行 違 ふ 時に 「どうも 御 邪魔 さまで」 といって 自分の 顏を ちらと 見た。 し 

ばらく して 振り返って 見たら、 若者 はもう 淸 水の 邊 近く 上って 居た が、 向 ふで も 板り かへ つて 此 

方 を 見た。 自分 は 何と いふ 譯 なしに 手に 持つ て 居た 野薔薇 を 道端に 捨て &行 手の 淸水 へ と^ い で 

歩いた。 

七 常 山の 花 
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まだ 小學 校に 通った 頃、 n 比蟲を 集める 事が 友達 仲間で 流行った。 自分 も 母に ねだって 蚊帳の 破 

れ たので 捕 蟲網を 作って 貰って、 土用の 日盛りに も 恐れす、 此れ を 肩に かけて 毎日の 樣に蟲 捕り 

に 出かけた。 蝶 蛾 ゃ甲蟲 類の 一番 澤 山に 棲んで 居る 城 山の 中 を あちこちと 永い 日を暮 した。 二の 

丸 三の 丸の 草原に は 珍しい 蝶 やばった が 夥しい。 少し 茂みに 入る と 樹木の 幹に さまぐ の 甲蟲が 

見つかる。 玉蟲、 こがね 蟲、 米 搗蟲の 種類が かすく 居た。 强ぃ 草木の 香に むせながら、 胸 を を 

どらせ ながら こ んな蟲 を ねらって 歩いた。 捕って 來た蟲 は 埶一湯 や 樟腦で 殺して 菓子 折 の 標本 箱へ 

綺麗に 並べた。 さう して 此の 箱 0 數の增 すの が樂 しみであった。 蟲 捕りから 歸 つて 來 ると、 から 

だは 汗 を 浴びた やうに なり、 顔 は 火の 様であった。 どうして あんなに 蟲 好きであった らうと 母が 

今でも 昔話の 一 つに 數 へる。 年 を經て 面白い 事に も出會 うたが、 あの 頃 珍しい 蟲を 見付けて 捕へ 

た 時の やうな 鋭い 喜び は 稀で ある。 今で も 城 山 の 奥の 茂み に 蒸 さ れた朽 木 の 香 を 思 ひ 出す 事が 出 

來 るので ある。 いっか 城 山の すっと 据のぉ 濠に 臨んだ 暗い 茂みに は ひったら、 一 株の 大きな 常 山 

木が あって 桃色が \ つた 花が 梢 を 一面に 蔽 うて 居た。 散った 花 は 風に ふかれて、 、汀に 朽ち 沈んだ 

泥 船に 美しく 散らばって ゐた。 此樹の 幹 は處々 蟲の食 ひ 入った 穴が あって、 穴の 口に は 細い 木屑 

が蟲の 糞と 共に 零れ か i つて 一種の 臭 氣が鼻 を 襲うた。 樹の 幹の 高い 11； に、 大きな 見事な 兜蟲が 
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いかめしい 角 を 立て \止 まって 居る の を 見付けた 時 は 嬉しかった。 自分の 標本 箱に はま だ 蟲の 

よいの が 一 つもなかった ので、 胸を鍚 かして 網 を 上げた。 少し 網が 届き 兼ね たがやう く 首尾よ 

く 捕れた ので、 腰に つせ て 居た 蟲 籠に 急いで 入れて、 包み 切れぬ 喜び をいだ いて 森 を 出た。 三の 

丸の 石段の 下迄來 ると、 向 ふから 美しい 蝙蝠傘 を さした 女が 子供の 手 を 引いて 樹陰 を 傳ひく 來 

るのに 逢うた。 町の 良い 家の 妻女であった らう。 傘 を 持った 手に 藥瓶を 下げて 片手 は 子供の 乎 を 

引いて 来る。 子供 は 大きな 新しい 麥藁帽 の 紐 を 可愛い 頃に かけて 眞 白な 洋服の 様な も. の を 着て 居 

た。 自分の 提げて ゐた蟲 籠 を 見付ける と 母親の 手 を 離れて 現き に 来たが、 眼を圓 くして 母親の 方 

へ跃 けて 行って、 袖 をぐ い， /\ 引つ ばって 居る と 思 ふと、 叉蟲 籠を舰 きに 來た。 母親 は 早くお 出 

でよ と 呼ぶ けれども、 中々 自分の 側 を 離れぬ。 强 ひて 連れて行かう とすると 道の 眞 中に 踞ん でし 

まって 到頭 泣き出した。 母親 は 途方に くれ 乍ら 叱って 居る。 自分 は 其時蟲 籠の 蓋 を 開けて 兜蟲を 

引出し 道端の 相撲 取 草 を 一本 拔 いて 蟲の角 をし つかり 縛った。 そして、 さあと いって 子供に 渡し 

た。 子供 は 泣き やんで きまりの 惡 いやう に嬸 しい 額 をす る。 母親 は 驚いて 子供 を 叱りながら も禮 

をい うた。 自分 はなんだ か 極り が惡 くな つたから、 默 つて さに なった 蟲籠を 打ち ふり 乍ら 駅け 出 

したが、 嬉しい 様な、 惜しい 様な、 かって 覺 えない 心 持が した。 其 後 度々 同じ 常 山 木の 下へ も 行 
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つたが、 あの 時の 様な 見事な 兜蟲 はもう 見付からなかった。 又 あの 時の 母子に も 再び 逢 はな かつ 

た。 

八 龍膽花 

同じ 級に 藤 野と いふの が 居た。 夏期の H キス 力 ー ショ ンに 演習林へ 行く 時に よく 自分と 同じ 組 

になって 測量な どやって 歩いた。 見ても 病身ら しい、 脊の ひよ ろ 長い、 そして からだの わりに 頭 

の 小さい、 いつも 前屈みに なって 歩く 男であった。 無口で 始終 何 か 茫然 考へ 込んで 居る 様な 風で、 

他の 一般に 快活な 連中から は あまり 歡迎 されぬ 方であった。 然し 極く 氣の 小さい 好人物で 柔和な 

眼に は何處 やら 人 を 引く 力 はあった。 自分 は此 男の 顏を 見る と、 どうい ふ 譯か氣 の 毒な とい ふや 

うな 心 持が した。 此 男の 過去 や 現在の 境遇な どに 就いては 當人も 別に 話した 事 はなし、 他から も 

聞いた 事はなかった が、 何とな しに 不幸な 人と いふ 感じが、 初めて 逢うた 時から 胸に 刻み付けら 

れて しまった。 或る 夏 演習林へ 林道 敷設の 實 習に 行った 時の 事で ある。 藤 野の 外に 三 四 人が 一 組 

になって 山小屋に 二週間 起臥 を 共に した。 山小屋と いっても、 山の 崖に 斜に 丸太 を 横に 立て かけ、 

5 

其 上 を 席 や 杉 葉で 蔽 うた 下に 板 を 敷いて、 銘々 に 毛布に くるまって ごろ/ \寢 るので ある。 小屋 ！ 


の 隅に 石 を 集めた 竈 を 築. いて、 こ V で 木 樵の 人足が 飯 を 炊いて くれる。 一日の 仕事から 歸 つて 來 

て、 小屋から 立 昇る 蒼い 煙 を 姐 道から 見上げる の は 愉快であった。 こんな 小屋で も 宅へ 歸 つた 樣 

な 心 持になる。 夜になる と 天井の 丸太から 吊した ラム プの 光りに 集る 蟲を追 ひ 乍ら、 必要な 計算 

ゃ製圖 をしたり、 時には ビスケットの 罐を眞 中に、 みんなが 腹 這 ひに なって むだ 話 をす る 事 も あ 

る。 いつもよ く學 校の 噂 ゃ敎授 達の 眞 似が 出て 賑 かに 笑 ふが、 又 折々 若 やいだ 艷 かしい 様な 話の 

出る 事 もあった。 こんな 時 藤 野 は 人の 話を聽 かぬ でもな く聽 くでもなく、 何 か 不安の 色 を 浮べて 

考 へて 居る 様で あるが、 時々 かくしから 手 馴れた 手帳 を 出して 樂書 をして EJis る。 一夜 夜中に 眼が 

覺 めたら 山 はしん として 月の 光りが 竈の 處に 差込んで ゐた。 小屋の 外 を 歩く 足音が する から、 蓆 

の 隙から 覼 いて 見る と、 蒼い 月光の 下で 藤 野が ぶら り. （- 歩いて 居た。 毎朝 起きる とき まり 切つ 

た 味 喰 汁 を ぶ つ かけた 飯 を 食 つて セォ ドラ イト や ボ，' ルを檐 いで 出かける。 目的の 場所へ 着く と 

器械 を据 ゑて 交る/ \ -觀測 を 始める。 藤 野 は 他人の I の 時には 切株に 腰 を かけたり 草の 上に ねこ 

ろんだり していつ もの 樣に考 へ 込んで 居る が、 いよ. （- 自分の 番 になる と 急いで 出て 來て 器械 を 

のぞき、 熱心に 度盛り を 讀んで 居る が、 どうい ふ もの か 時々 とんでもない 讀み違 ひ をす る。 ノ ー 

トを控 へ て 居る 他の 仲 問から、 それで は あんまり ちが ふやう だが と 注意され て 讀み違 へた ことに 
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語 物 花 


穿 かつく と 顏を眞 赤に I て 非常に 恥ぢ てお ど./ \> する。 どうも 失敬した-^ と 云ひ譯 をす る。 

な る ベ く 藤 野に は讀ま せぬ 樣 にしたい と 誰も 思 つたら うが、 さう いふ 譯にも 行かぬ ので 矢張り 順 

番で讀 ませる。 すると 五囘に 一度 は 何 かしら 間違へ て 其 度に 非常に 恥ぢて 悲しい 顏 をす る。 そし 

てヅ ボンの 膝 を 抱へ て 一層 考へ 込む ので ある。 こんな 風で 二週間 も 大方 過ぎ、 もう 引上げて 歸ら 

うとい ふ 少し 前であった らう。 一日 大雨が ふって 霧が 渦卷 き、 仕事 も 何も 出来ない ので、 みんな 

小屋に 籠もって 寢て 居た 時、 藤 野の 手帳が 自分の 傍に 落ちて ゐ たの を 何の 氣 なしに 取り上げて 開 

いて 見たら、 山に 夥しい 龍膽の 花が 一 つ 枝 折に 插ん であって、 いろんな 樂書 がして あった。 中に 

銀杏が へしの 女の 頭が いくつ もあって、 それから Fate とい ふ 字が 色々 の 書 體で澤 山 書き散らし 

てあつた。 仰向きに 寝て 居た 藤 野が 起き 上って それ を 見る と、 蒼い 顏を したが 何も 云はなかった。 

九 徕の花 

一 夏、 腦が惡 くて 田舍の 親類の 厄介に なって 一 月 位 遊んで 居た。 家の 前 は 淸ぃ小 溝が 音を立て 

て 流れて ゐる。 狭い 村道の 向 側 は 一面の 靑 田で 向 ふに は德川 以前の 小さい 城趾の 岡が 兒 える。 古 

風な 屋根 門の すぐ 脇に 大きな 煉の 木が 茂った 枝 を擴げ て、 日盛りの 道に 涼し い 陰 を こしら へ てゐ 


137 


た。 通りが k りの 行商ん などが よく 門前で 荷 をお ろし、 門 流れで 顔 を 洗うた 濡 手拭 を 口にく はへ 

て 涼んで 居る 事が ある。 一日 暑い 盛りに 門へ 出たら、 樹陰で 桶屋が 釣瓶 や 桶の 箍 を はめて 居た。 

綺麗に 掃いた 道に 靑 竹の 削り屑 や 鈎 屑が 散らばって 棟の 花が こぼれて ゐる。 桶 屋は黑 い 痘痕の あ 

る 一癖 ありさうな 男で ある。 手拭 地の 肌着から 黑ぃ 胸毛 を 現 はして 逞しい 腕に 木槌 を ふるうて 居 

る。 槌の 音が 向 ふの 岡に 反響して 靜な 村里に 響き渡る。 稻 田に は 强烈な 日光が 眩しい やうに さし 

て、 田圃 は 暑さに 眠って ゐる やうに 見える。 其處へ 羅宇 屋が 一 人來て 桶屋の 側へ 荷 を 下ろす。 古 

いそして 小さ 過ぎて 胸の 合 はぬ 小 倉の 洋服に、 腰から 下 は 股引 脚雜 で、 素足に 草鞋 を はいて 居 

る。 古い 冬の 中折れ を 眉 深に 着て 居る が、 頭 は 綺麗に 剃った 坊主ら しい。 「今日 も 松 魚が 捕れた 

のう」 と 羅宇 屋が 話しかける。 桶屋は 「捕れた かい、 此頃 はなん ぼ 捕れても、 みんな蒸氣でl^ぺ 

積み出す からこ ちらの 口へ はは ひらん わい」 とやけ に 桶 を ボン. （- 叩く。 門の 屋根裏に se^ をして 

居る 燕が 田圃から 歸 つて 來 てまた 出て 行く の を、 羅宇 屋は 煙管 をく はへ て 感心した 様に 眺めて 居 

たが、 「鳥 で も 燕 位 感心な 鳥 はま づ ない ね」 と 前置 をし て こ んな話 を 始めた。 村 の 或る 舊 家に 燕が 

昔から 巢を くうて 居た が、 一日 家の 主人が 燕に 「お前に は 永年う ちで 宿 を 貸して ゐ るが、 時た ま 

に は 土産の 一 つも 持って来たら どう だ」 と 戯れに 云った 事が あった。 そしたら 翌年 燕が 歸 つて 來 
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た 時、 丁度 主人が 飯 を 食って 居た 瞎の 上へ 飛んで 来て 小さな 木實を 一粒 落した。 主人 は 何ん の氣 

なしに それ を 庭へ 投り 出したら、 間もなく 其處 から 奇妙な 樹が 生えた。 誰も 見た 事 もなければ 聞 

いた 事 もない 不思議な 木であった。 其 木が 生長す ると 枝 も 葉 も 一 面に 氣 味の 惡 ぃ毛蟲 がつ いて、 

見る も淺 猿し いやう であった ので 主人 は 此木を 引拔 いて 風呂の 焚き 附 けに 切って しまうた。 其 時 

丁度 町の 醫 者が 通り か、 つて、 それ は 惜しい 事 をした と 歎息す る。 どうして かと 聞いて 見る と、 

それ は 我 邦で は 得難い 麝香と いふ ものであった さうな。 こ 、迄 一 人で 饒舌って しまって 尤もらし 

ぃ窗 をして 煙 を 輪に 吹く。 ボ ンく桶 をた- - きながら 默 つて 聞いて 居た 桶 屋は此 時 ちょっと 自分 

の 方 を 見て 變な眼 付 をした が 、「そして 其 翳 香と いふの は 其 樹の事 かい、 それとも 又毛蟲 かい」 と 

聞く、 「ゥ I ン、 そり や あそ Q、 麝香に も 又 色々 種類が ある さう でのう」 と、 どちらと も 分らぬ 事 

をい ふ。 桶 屋は强 ひて 聞かう ともせぬ。 桶 をた \  く 音 は 向 ふの 岡に 反響して 楝の 花が ほろ くこ 

ぼれ る。 (明治 四十 一年 十月、 ホトト ギス)  . 


まじよりか 皿 


十二月 卅； 日、 今年 を 限りと 木 枯の强 く 吹いた 晚、 本鄕四 丁：：： から 電車 を 下りて 北に 向うた 忙 

がしい 人々 の 中に 唯 一 人忙 がしくない 竹 村 運 平 君が 交じって 居た。 小さい 新聞紙の 包 を 大事 さう 

にか i へ て 電車 を 下りる と 立 止って 何 かま ご. （- して 居た が、 薄汚い 襟卷で 丁寧に 頸から 踬を包 

ん でし まふと 歩き 出した。 ひよ ろ 長い 支那 人の やうな 後 姿 を 辻に 立った 巡査が 肩章 を聳 かして 寒 

さう に 見送った。 

竹 村 君 は 明ける と卅 一になる。 四 年 前に 文學士 になって から、 しばらく 神 田の 某 私立 學校 で英 

語を敎 へて 居た。 受 持の 時間に 竹 村 君が 教場へ は ひると きに 首席に 居る 生徒が 「氣を 付け」 r 禮」 

と號令 をす ると 生徒 一同 起立して 恭しくお 辭儀 をす る。 そんな 事から が 妙に 厭であった。 そして 

肖 分に も 碌に 分らない やうな 事 をい 、加減に 敎へ て 居る と、 次第々 々 に 自分が 墮 落して 行く 樣な 
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血 力' りょじ ま 


氣 がする と 云って 居た が、 一年ば かりで とうく 止して しまった C さう して 月給が なくなって 困 

る 困る とこ ぼしながら ぶら して 居た。 地方の 中擧に 可也に 好い 口が あって 世話しょう とした 

先輩が あつたが、 田 舍は厭 だからと 素氣 なく 斷 つて 了った。 何故 田 舍が厭 だと 人が 聞く と、 田舍 

は厭ぢ やない が 田舍の 「先生」 になって しま ふ Q が 厭 だからと いった。 夫れ で 相 變らす 金 を 取ら 

なくち や 困る といって AJ ぼして 居た。 其 後一 時 新聞社へ も は ひって 居た。 半年 位 通って 眞 面目に 

働いて 居た が、 自分の 骨折って 書いた ものが 一度 も 紙上へ 載らない ので 此方 も 出て しまった。 此 

頃で は あちこちの 飜譯物 を 引受けたり、 少年 雜 誌の 英文 攔 など を 手 俥って、 どうか かう か はやつ 

て 居る。 時々 小說の やうな 物 を 書いて 雜 誌へ 出す 事 も あるが、 兎角 Q 評判 もない やうで ある。 自 

分の 小 說が何 かに 出る と、 方々 の 雜誌屋 の 店先で 小說 月評と いった 樣な攔 を あさって 見る が、 い 

つ で も 失望す るに きま つ て 居た。 

根 津邊の 汚い 下宿屋で 極めて 不規則な 生活 を 送って 居る。 一 日 何もし ないで 煙草ば かり 吹かし 

て寢 たり 起きたり 四疊 半に 轉 がって 居る 事 も あれば、 朝から 出掛けて 夜の 二 時 頃 迄 歸らぬ 事が あ 

る。 さう かと 思 ふと 一 ニニ 日 風呂に も 行かす 夜更迄 机へ すがった 切りで コ ッ./ >\ 何 か 書いたり 讀ん 

だり する。 そんな 時 はいかに も 苦し さうな 溜息ば かりして 何遍と なく 便听へ は ひって 大きな 欠伸 
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をす る 癖が ある。 朝 は 大概 寢坊 をして、 之が 爲 めに 晝 飯を拔 きにする 事が あるが、 其 代りに 夜の 

十 時 頃から 近所の 牛 肉屋へ 上って 腹 一 杯に 食 ふ 事 も 珍しくない。 一 體に食 ふ 方に かけて は贅澤 で、 

金の ある 時には 洋食 だ 鰻 だと 無暗に 多量に 取 寄せて 獨 りで 食って しま ふが、 身なり はいつ でも 見 

窶 らしい 風 をして、 床屋へ 行く の は 極めて 稀で ある。 それでも 机の 抽斗に は 小さな 鏡が 人れ て あ 

つて、 時に よると 一時間 も ラム プ 0 下で 鏡 を 睨めて 居る 事が ある。 風采 は餘り 上らぬ 方で ある。 

酒を飮 まぬ 事と 一度 も 外で 泊った 事の ない の を 下宿の 主婦が 感心して 居た。 友達と いふ もの は殆 

ん どない。 唯一 人 親しく 往來 して 居た 同窓の 男が 地方へ 就職して 行って から は、 別に 新しい 友 も 

出来ぬ。 唯此頃 折々 牛 込の 方へ 出る と 神樂坂 上の 紙屋の 店へ 立 寄って 話し込んで 居る 事が ある。 

此， 紙屋と いふの は 竹 村 君と 同鄕の もので、 主人と は 昔中擧 校で 同級に 居た 事が ある。 いっか 偶然 

に 出く はしてから は 通りが、 りに 聲を 掛けて 居た が、 此頃 では 寄る と ゆる/ \- 店先へ 腰 を 下して 

無駄話 をして 行く。 主人の 妹で 十九になる 娘が 居て 店の 奥の 方で ちらく する 時が ある。 色の 白 

い 女學生 風な 立ち姿の 好い 女で ある。 晴々 とした 顏で奧 から 靦 いて 美しい 眼 を 見せる 時 も あるが、 

又 妙に 冷い 顏 をして 竹 村 君な どに は 目 も かけぬ 時が ある。 娘の 姿の ちらく する 日に は 竹 村 君 は 

面 ，H さう に 一時間の 餘も 話し込んで 居る が、 娘 Q 額 を 見せぬ 日 は 自然に 口が 重くて さう かとい つ 


142 


皿 力 1 リ よじ ま 


て 急に 歸る でもな く、 朝日 を 引 切りな しに 吹かして 眞鍮 のし かみ 火鉢の 片隅へ 吸 殼の山 を こしら 

へる。 一週間に 一遍 位 は 屹度 廻って 來 るが、 いつ 来ても 同じ やうな 話ば かりして 居る。 店へ は鄕 

里の 新聞が 來て 居る ので 話 はよ く鄕 里の 噂になる。 それから 昔の 同級生の 噂になる。 福 見や 河 野 

が 洋行す る 話 や、 櫻 井が 內務 省の 參事官 で 幅 を 利かせて 居る やうな 話が 出る と 竹 村 君は氣 の乘ら 

ぬ返辭 をして ふっと 話題 を轉 する のであった。  . 

今日 も 夕刻から 神樂 坂へ 廻って、 紙屋の 店で 暮の 街の 往來を 眺めて 居た。 店の 出入 は 忙し さう 

であった が、 主人 は 相 變らす 落着いて 相手に なって 居た。 兵隊が 幾 組 も 通る。 「兵隊 も吞氣 でい 

いな あ」 と 竹 村 君が 云 ふと 「あなた 方 も氣樂 でせ う」 といって にやくした。 竹 村 君 は 「さう さ 

な あ、 まあ 兵隊の やうな もの だら う」 といって 笑った。 彼 は 中 學校を 出る とすぐ に生眞 面目な 紙 

屋の 旦那に なって 居る 主人と、 自分の 様な 人間との 境遇の 著しい 違 ひ を 思 ひ 較べて 居た。 そこへ 

外から 此處の 娘が 珍しく 髮を島 田に 上げて 薄化雜 をして 車で 歸 つて 来た。 見 かへ る 様に 美しい。 

いつにな く 少し はにかんだ 様な 笑顏を 見せて 輕 く會釋 しながらい そく 奥へ は ひった。 竹 村 君 は 

外套の 襟の 中で 首 をす くめて、 手 持 無沙汰な 顔 をして 娘の 脫 捨てた 下駄の 派手な 鼻緒 を 見つめて 

居た が、 店の 時計が 鳴り 出す と 与^に 店 を 出た。 
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神 ffl の 本屋へ 廻って 原稿料の 三十 圓を 受取った。 手を切り さうな 五 圓札を 一 重ねに 折り かへ し 

て 銅貨と 一 絡に 財布へ 押し こんだ の を懷に 人れ て、 祌保 町から 小川 町 をし ばらく あちこち 歩いて 

居た。 美し さ を 競うて 飾り立てた 店先 を 軒 毎 に^き 込んで 居た。 竹 村 君 はかう して 店先 を視 くの 

がー つの 樂 しみで ある。 殊に 懷に 金の ある 時に さう である。 陰 氣な根 津邊に 燻ぶって 居て、 時た 

ま 此處ら の 明るい 町の 明るい 店先へ 立つ と 全く^ 世界へ 出た 様な 心 持に なって 何となく 愉快で あ 

る。 時計屋 だの 洋物 店の 硝子 窓 を 子供の やうに のぞいて 歩いた。 吴服屋 に は 美しい 帶が 飾って あ 

つた。 今日 ちらと 見た 紙屋の 娘の 帶 に似て 居る。 正札 を 見る と 百 二十 圓 とあった。 綺 葉書 屋へは 

ひったら 一 面に 散らした 新年の 力 I ドの 中には 賫れ殘 りの クリ ス マ スカ— ド もあった。 誰に 贈る 

あても ない が 一枚 を 五十 錢で 買った。 水 菓子屋の E さめる 様な 店先で 立 止って 足 許の 甘 藍 を 摘ん 

で 見たり して 居た が、 とうく 蜜柑 を 四つば かり 買って 外套の 隱しを 膨らませた。 眼鏡屋の 店先 

へ來 ると 覘き股 鏡が あって 婆さんが 一 人覘 いて ゐる。 此方の レ ン ズを覘 いて 見る と 西洋の 美しい 

街の 大通りが 浮き 上って 見える。 馬車の 往来が 織る 様な 町の 兩 側の 人道の 並木の 下に は 手 を 組ん 

だ 男女の 群が 樂 しさう に 通って 居る。 視 いて 居る 竹 村 君 の 後ろ をヂ ヤンく と 電車が 喧し い 音 を 

立て \ 行 くと、 切る やうな 風が 外套の 裾 を あ ふる。 隣りの文房具店の前へ來るとしばらく^^^ロ の 
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飾り を 眺めて 居た が戶を 押し開けて は ひって 行った。 眩しい 様な 瓦斯 燈の 下に 所 狭く 並べた 繪具 

や 手帳 や 封筒が 美しい。 水色の 壁に 立て かけた 眞. in な 石膏 細工の 上に パ レットが 懸 つて 布 細工の 

橄攬の 葉が 插 して ある。 隅の 方で 小僧が 二人 掛け合 ひで 眞似 事の 英語 を. 饒舌って 居る。 竹 村 君 は 

前屈みに なって 砲 子 箱の 中に 並べた まじよりか 皿 を あれ か是れ かと 物色して 居る が、 頭の 上の 瓦 

斯の光 は 薄汚い 鼠色の 襟 卷を隱 す 所 もな く 照して 居る。 元氣 よく 小 僭 を 呼んで、 手に 取り上げた 

一枚の 皿と 五圓 札と をつ き 出す と、 小僧 は 有難うと いって 竹 村 君の 額 を じろ く 見た。 竹 村 君 は 

小僧が 皿 を 包む の を もどかし さう に 待って 居た が、 包 を 受取る と 急いで 表へ 飛び出した。 さう し 

て 側 目 も 振らす にいき なり 電車へ 飛込んで しまった。 

竹 村 君が 此の まじよりか 皿 を 買 はう と 思 ひ 立った の は 久しい 前の 事で ある。 いっか 同鄕の 先輩 

の書齋 で 美しい 鎗の ついた 長方形 0 淺ぃぺ ン皿を 見. た 事が ある。 其 時 これが まじょり かとい つて 

安くない もの だと 敎 へられた。 其 後 此の 文房具 店で 同じ やうな 色々 の 皿 を 見付けて 一 つ 欲しい と 

思 ひ 立った が、 今日 迄機會 がなかった ので ある。 今夜 買った の は 半月形で 蒼海 原に 帆 を 孕んだ 三 

本 檣の 巨船の 綺 である。 夕日 を 受けた 帆は柔 かい 卵子 色 をして 居る。 海と 空の 深い 透明な 色 を 見 

て 居る と、 何 かしら 遠い ゆかしい 樣な想 ひがす るの を 喜んで 買った。 
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欲しい と 思った 皿 を 買った の は 愉快で あるが、 電車の ゆれる につれ て 腹の 奥底の 方に 何 處か不 

安な 様な 念が 動いて 居た。 竹 村 君は鄕 里に 年老いた 貧しい 母を殘 して ある 事 を 想 ひ 出した ので あ 

る。 五 圓で皿 を 買っても 暮の拂 ひに は 困らぬ。 下宿 や 洗濯屋の 拂 ひを濟 ませても 二十 圓 あれば 足 

りる。 今年 は 例年の 事 を 思へば 樂な暮 であるが、 去年 や 一昨年の 苦しかった 暮に は、 却って 覺ぇ 

なかった 一種の 不安と 淋し さを覺 えて、 膝の 上の まじよりか 皿と、 老い 增 さる 母の 顏とを 思 ひ 比 

ベた。 四 丁目で 電車 を 下りる と 皿の 包 を 脇の 下へ 抱へ て 見た が 工合が 惡ぃ。 外套の 隱し へね ぢ込 

むと 蜜柑が つかへ るから、 又 片手で しっかり さげて 歩き 出した。 木 枯が森 川 町の 方から 大學の 前 

を禍卷 いて 来る 度に、 店 毎の 瓦斯 燈が 寒さう に 溜息 をす る。 竹 村 君 は 此の 空ら 風の 中 を突兀 とし 

て、 忙し さうな 往来の 人 を 眺めて 歩く。 知らぬ 人ば かりで ある。 忙しい 世間 は 竹 村 君に は 用 はな 

い。 何 かなしに 祌 £ で覘 いて 見た 眼鏡の 中の 大通り を 思 ひ 浮べて、 異鄕の 巷 を 歩く 様な 思 ひがす 

る。 高等 學 校の 横 を 廻る 時に 振 返って 見る と本鄕 通りの 夜 は 黄色い 光に 包まれて、 其 底に 歳暮の 

世界が 動搖 して 居る。 彌生 町へ 一歩 踏 込む と 急に 眞 暗で 何も 見えぬ。 此の間の 中 を 夢の 様に 歩い 

て 居る と、 暗い 中に 今夜 見た 光景が 幻影と なって 浮き出る。 まじょり かの 帆船が 現 はれて 蒼い 海 

を 鬼 もな く 帆 かけて 行く。 海に も 空に も 船に も歲は 暮れ か、 つて 居る。 逝く 年の あらゆる 想 ひ を 
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乘 せて 音 もな く 波 を、 u つて 行く。 船に は 竹 村 君 も 小さくな つて 乘 つて 居る。 紙屋の 娘 も 水々 しい 

島 田で 乘 つて 居る。 淋し さうな 老母の 顏も 見える。 默 つて じっとして 居る 人々 の顏 にも 年が 暮れ 

か& つて 居る。 

竹 村 君 は 片手の 皿 0 包 を 胸に 引きし める 樣 にして 歩いて 居た が、 突然 口の 中で 「三百 圓も ある 

とい、 な あ 一と 眩いた。 (明治 四十 二 年 一月、 ホトト ギス) 


先生 へ の 通信 


ゲェ 二 スから 

お 寺の 鳩に 互 を 買って 遣る こと は 日本に 限る こと、 思つ て 居ました が此 處のサ ン マルコ 0 お 寺 

の 前 でも 同じ こと を やって 居ます。 祖し 豆ではなくて 玉蜀黍 を 細長い 圓錐形 の 紙袋に つめたの を 

|買 つ て 居ます。 

大道で 鍋 を 煮立た せて、 茹 章魚 を寶 つて 居る 男が 居ました。 

ヴ. 1 ニスの 町 は 朽ち 汚れて 居る が、 それ は 美しく 朽ち 汚れて 居る ので 壁の 刹 がれた の も、 乃至 

は 窓 から ぶら下げ た 洗 い 物 迄 も、 悉く 云 ふに 云 はれぬ 美 しくく す んだ 好い 色彩 を 示して 居ます。 

霜枯れ時 だのに、 美しい 常 磐 木の 綠と、 靑 王の やうな 水の 色と が 古びた 家の 黄 や 赤 や 茶に よくう 
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つります。 

ゴンドラ も 面白く、 貧しい 女 も 美しく 見えます。 (明治 四十 ミ年 一月、 東京 朝日 新開) 

羅 馬から 

羅馬へ 來て累 々たる 廢墟の 間 を 彷徨して 居ます。 今日は 市街 を 離れて ァ ルバ ノ の 湖から a ッ 力 

ディ パパの 方へ 古い 火山の 跡 を 見に 參 りました。 到る 處の 山腹に は オリ ー ヴの實 が 熟して、 其 下 

に は 羊の 群が 遊んで 居ます。 山路で、 大原 女の 様に 頭の 上へ 枯 枝と 蝙蝠傘 を 一度に 束ねた の を 載 

つけて、 靴下 を あみながら 歩いて 來る 女に. I: ひました。 角の 長い 牛に 村 木 車 を 引かせて 來 るの も 

あれば、 驢馬に 炭俵 を 積んで 來 るの も ありました。 蜜柑の 木 も あれば 竹 もあります。 眼と 髮の黑 

い 女が 水 溜の ま はりに 集って 洗濯 をして 居る 傍に は鷄が 群れ遊び、 豚が 路傍で 鳴いて 居ます。 -ヴ 

チカ ンもー 部 見ました が、 此處の 名物 は 旨い 物 許りの 様で 有ります。 

(明治 四十 111 年 二月、 東 1. が 朝：：： 新聞) 

:E 林から (一) 


14Q 


今此處 のべ ルリ イナ ァ 座で 「タイ フン」 と 云 ふ 芝居 を やって 居ます。 作者 は 匈牙利 人で、 日本 Q 

の留攀 生の こと を 仕組んだ もの ださう です。 大變 人氣が 好い 相であります。 主人公 Q 日本人 Q 名 

が ドクトル - タケ ラモ . ニト ベと 云 ふの ださう で、 此の タケ ラ乇 だけで も 行って 見る 氣 がしな く 

成ります。 人の 話に よると 中々 能く 日本人の 特性 を 穿って ゐて、 寧ろ 日本人の 美點を 表現して 居 

る 相です が、 タケ ラモに 恐れて まだ 見ません。 (明治 四十 11 一年 四月、 東京 朝日 新聞) 

伯林から (二) 

今度の 旅行 中 は 天 氣の惡 い 日が 多くて、 殊に 瑞西 では 雨 や 霧の 爲に アル ブスの 雪 も 見えす、 割 

合に 詰まりませんでした。 それでも モ ン ブランの 氷河 を 見に 行った 日 は 天氣が 好くて 面白う 御座 

いました。 寒暖計 を 一本 下げて 氣溫を 測ったり して 歩きました。 鶴嘴の 様な 杖 を さげて 繩を 肩に 

擔 いだ 案內 者が、 英語で ガイド は 入らぬ かと 云 ふから、 お前 は 英語 を 話す かと 訊く と、 い. - えと 

云 ひました。 ヒら ない 用心に 靴の 上へ 靴下 を 穿いて、 一人で 氷河 を 渡りました。 好い 心 持でした。 

氷河の 向 側はモ 1 'ヴェ .パー とい ふ險路 で、 高山植物が 山の 間に 花 を 綴り、 處々 に 瀧が あります。 

此處 から 谷へ 下りる 途中に、 小さな タヴァ ン といった 様な 家の 前 を 通ったら、 後から 一 人 追つ か ， 
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けて 來て、 お前 は 日本人で はない かと 訊きます から、 然 うだと 答へ たら • 私は英 人で ゥ H ス トン 

と 云 ふ もの だが、 日本に は 八 年間 も 居て あらゆる 高山へ 登り、 富士へ は六囘 登った ことがあ ると 

話しました。 其 細君 は 宿屋の 前の 草原で 靴下 を 編んで 居ました。 其處 から 谷底へ 下りて シャ モ 一一 

の 村まで 歩き ましたが、 道端の 牧場に は 首へ 鈴 をつ けた 牛が 放し 飼 ひに してあって、 其 鈴の 音が 

非常に メ n ヂァス に 聞え ます。 又 番人の 子供 や 婆さん も 本當に 総の やうで 愉快でした。 日本に も 

ある 樣な 秋草が 咬いて 居たり、 踏切番の 小屋に 菊が^い て 居たり、 路傍の マリヤの 御堂に 花が 供 

へて あるの も 見ました。 シャモ 二の町へ 這 入る 頃に は、 もう 日が 暮れ か& つて、 眞 紅な 夕陽が ブ 

ゾンの 氷河の 頂 を 染めた 時 は實に 綺麗でした。 村の 町に は 名物の 瑪？ ^細工 やら 牛の 角細工 を 並べ 

た 店 許り 連なって、 斯うい ふ處に はお 極り の キネ マが 自働 ピアノで 客 を 呼んで 居ました。 巴里邊 

りから 來て 居る らし い 派手な 服装 をした 女が 散歩して 居ました。 

シャモ 一一 から ゼネ ヴへ歸 つて、 郊外に 老學 者サラ サン 氏 を 訪ねました。 大變 喜んで 迎 へて くれ、 

自分 0 馬車に のせて 町中 を案內 して 吳れ ました。 晝釵を 招 ばれてから 後に 其廣ぃ 所有地 を 見て 歩 

きました。 此 人の 細君が 私 ども Q 論文 を佛譯 して 此處の 學術雜 誌に 載せて 吳れ たの ださう です。 

此處 はもう 佛蘭 西の 國境 近くで、 邸の ベランダから 牧場 越しに 國 境の 森が 見え、 又ヴ オル テ ー ァ 1. 


の 住って 居た と 云 ふ 家 も 見えます。 毛氈の 様な 草原に 二百 年も經 つた 柏の 樹ゃ、 百年 餘の 栗の 木 

が ぼつく 並んで、 其 間 をう ねった 徑が 通って 居ます。 地所 Q 片隅に 地中から 氣を 吹き出した 

り 吸 ひ 込んだり する 井戸が あって、 其 處で其 理窟 を說 明して 聞かせました。 俄氣壓 が來る 時には 

噴出が 盛に 成って 麥藁惰 位 噴き 上げる 杯と 話しました。 それから 小作人 Q 住宅 や 牛 小舍、 豚 小 舍- 

糞堆迄 見て 歩きました。 小作人 等に 一 々了  3  I と聲を 掛けて、 一 言 一 1 言 話して 居ました。 農家の 

建 方な ど 古い 昔の 儘 だ 相です。 

邸 Q 人口から 玄關 迄は橡 Q 並木が つに いて 居ます。 其 兩脇は 林檎 畑で 丁度 林擒が 赤く 熟して 居 

ました。 書齋 には羅 馬で 買って 來 たとい ふ 大理石の 半身像が 幾つ も ある。 サラ サン 氏 は 一 々其 頭 

を 撫で 其 顔 を さすって 見せる Q でした。 其 中に 一 つ 頭の 大きな 少年の 像が あって 大變に 好い顔 を 

して 居る。 先生の 一番 目の 嬢さん が 未だ 子供の 時分 此 半身像に すっかり ラヴして しまって、 お 父 

さんの 椅子 を踏臺 にして は 石像に 接吻した さう です。 其樣を 油： li に畫 かした 額が 客間に か" つて 

居ました。 霧が あって 小雨が 降って、 誠に 靜 かな 日でした。 

ゼネヴ からべ ルン、 チュ ー リヒ、 ルツェルン など を 見て 廻りました。 ルツェルンに は 戰爭と 平 

和 Q 博物館と いふの があって、 日露 戰 ハサ の 部に は 俗 惡な錦 搶が澤 山 陳列して あつたので 少し 厭に 
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成りました。 到る 處の谷 や 斜面に は 牧場が 列な り、 林檎が 實 つて、 美しい 國 だと 思 ひました。 

それから ス トラ ス ブルク を 見て、 一一 ュ ル ンべ ルク へ參 りました。 中世の 獨逸を 見る 樣な氣 がし 

て 面 .一! う 御座いました。 市 廳の 床下の 囚獄を 見た 時 は、 若い 娘さんが ラム プを 下げて 案內 して 

吳れ ました。 罪人 は 藁 も 何も 無い 板の 寢床 にね かされて、 パン も 水 も 貰へ なかった と咄 しました 一 

一 緒に 行った チ a ル帽の 老人が 色々 質問 を 出す けれども、 娘の 案 內者は 詳しい 事 は 何も 知らない 

Q で 要領 を 得ませんでした。 此れから 地下の 廊下 を 十五 分 も 行く と 深い 井戸が あるが 見に 行き ま 

すかと いふ。 しかし 老人の 細君が 不贊 成を唱 へて とうく 見す に 引返しました。 それから 畫伯ヂ 

ュ ラ ー Q 住居の 跡 も 見ました が、 其處の 入場券が 富札に 成って 居ます。 名高い 古城の 片隅に は 昔 

の 刑具 を 陳列した 塔が あります。 色の 蒼い 小さい 女が 說 明して 歩く。 一緒に 見て 歩いた 學生 風の 

男が 此案內 者に 「お前さんの 様に 毎日 朝から 晩まで 身の 毛の よ 立つ 様な 話 を 繰返して 居て それで 

何ともありません か」 と 意地の 悪い こと をき くと 女 は 唯 苦笑して 居ました。 私 は其埋 合せの やう 

な 積り で、 槍 葉書 を少々 許り 買って やりました C さう して 白銅 一 つ 遣って 逃げて 來 ました。 ミュ 

ン へ ン では 四日 泊り ました。 ピナ コ テ I クの畫 堂で はムリ 口 ゃヂ ュ ラ ー やべ クリン など を 飽く程 

見て 來 ました。 夫から ドレスデン やら H ナヘ 行って 後、 ワイ マ ー ルにニ 時 問 許り 止まって、 ゲ— 
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テ と シ ラ ー Q 家 を 見 ま した C ゲ ー テが 死ぬ 前に 庭の 土 を 取 寄せ て 皿へ 入れて 分析しょう として 居 

たら、 急に 悪くな つた Q ださう で、 書齋の 窓の 下の 高い 書架の 上に 土 を 入れた 孤が 今でも 置いて 

あります。 隣の 寢窒 へ擔ぎ 込んだ が、 寢臺の 上へ 横に 成る ことが 出來 なくて 肱掛 椅子に 凭れた 儘 

だった さう です。 椅子の 横の 臺の 上に は藥 瓶と 急須と 茶碗と が當 時の ま、 に 置いて あります。 書 

齋 の 机で も寢窒 で も 意外に 質素な も の で 驚きました。 二階の 窒々 に は 色々 な 遣 物な ど 並べ て あり 

ますが、 私に は ゲ.. 'テの 實驗に 使った 物理 器械 や 標本な どが 面 S う 御座いました。 シラ ー の 家 は 

一 層 質素と 云 ふより は 寧ろ 貧しい 位でした。 ゲ，' テの 家に は 制服 を 着けた 立派な 番人が 數人居 ま 

したが、 シラ IQ 方に は 猫背の 女が 唯一 人番 して 居ました。 裏庭の 向 側の 窓 はもう 他所の 家で、 

職人が 何 か 細工 をして 居た やうです。 シラ I 町の 突當 りの 角 は 大きな 當世 風の カツ フエ，' で、 硝 

子 窓の 中から 廿 世紀の 男女が、 通り か、 つた 毛色の 變 つた 私 を 珍し 相に 昆 物して 居ました。 町 も 

辻 も 落葉が 散り敷いて、 古い 煉 一.:^ の 壁に は 血の 色 をした 蔓が 絡み、 溫 かい 日光 は 宮城の 番兵の 

に 光って 居りました。 

私 はもう 十日 許りで 伯林 を 引上げ、 ゲッ チン ゲン へ參 ります。 

(明治 四十 一一 一年 十月、 東ハぉ 朝：； "新 開) 
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ゲッ チン ゲン から 

去年の 降誕 祭 は 旅で しました。 維納で 夜 遲く街 を うろついて、 クン ネン バウ ムを寶 つて 居る の 

を 見た 時に 丁度 門松と 同じ だと 思った のと、 ヴ ェ ネ ディ ヒ で廿 五日の 晚 夥しい 人が 狹ぃ 暗い 町 を 

只 ぞ ろ く 歩く の を 見て 淋しい 想 をした きりで したが、 今年 は此處 の田舍 で田舍 らしい 純粹 Q 降 

誕 祭を經 験し ました。 廿 二日の 晚 宿の 主婦から、 天主 敎の 幼稚園で 降誕 祭式が あるから 行かぬ か 

と 誘 はれた ので 行って 見ました。 主婦と 娘と、 家事の 見習 ひ 旁"、 手傳 ひに 來て 居る とい ふ スチュ 

1 バ ー 孃と四 人で 行きました。 狹ぃ窒 に 玩具の 様な 小さい 俄い 机と 椅子 を 並べて、 夫に 一杯 子供 

がうよ くして 居る。 みんな 貧し 相な 兒ば かりで、 中には 風邪 を 引いた のが 大分あって、 可哀相 

に絕 えす 咳 をして 騷々 しい。 白の 頭巾に 黑 服で 丸く 肥った 尼 達が 一 一人 傍に 立って 監督して 居る。 

.窒 の 後方の 扉が 開いて 居る 外側に は、 此邊の 貧民が 一杯 立って 騒々 しく 話して 居る。 机に 並べら 

れた 子供の 中には 延び 上って 後の 群集 を 珍し 相に 眺める の もあります C すると シュ H スク I が 立 

つて 行って、 頭 を パクく と 叩いて 向 ふむきに 坐ら せる。 其內に 一 人の子が、 群集の 屮 から 阿 母 

の顏を 見付けて 、急に 戀 しくな つて 泣 出した。 シュ. ヱ スタ ー が 抱いて 母親の 處へ つれて 行って や 
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つと すかして 席へ つかした が、 矢張^ 面 をして は 後 を 向いて 居る。 大勢の 子供の 中には 欠伸 をし 

てゐ るの も ある。 眠くて コ クリ/ \ ^す るの もあります。. 堂の 隅に は 大きな ク ンネン バウ ムが 立て 

てあつて シ ュ H スタ ー が 蠟燭に 火 を點け 始める とみんな 其方 を 見る。 樹の 下の 小さな お 堂の 中に 

人形 G 基 哲孩兒 が 寝て 居る。 纏て 背中に 紗の翼 Q 生えた、 頭に 金の 冠 を 着た 子供の 天使が 二人 出 

て來て 基督 孩兒 の兩 側に 立つ。 天使の 一人 は大變 咳が 出て 苦し さう で 背中の 翼が 顫 へて 居る が、 

それでも 我慢して 一 生 懸命に すまして 居る。 そして 大きな 可愛い 眼 をして 私の 額 を 珍し さう に 見 

て 居ました。 其內 老僧が 出て 來て 挨拶 を 始めました。 あまり 立派で ない 外套 を 着た ま、 で、 眼鏡 

Q 上から 子供と 御 客と を 等分に 見ながら、 鼻へ 褂 つた 聲で 大分 長く 述べ立てました。 ワイ ナハト 

の 起原 杯から 話し ましたが、 子供の 咳 は 絶え間な しで 騷々 しく、 咳の 出ない 子 は 大分 返 屈して 居 

る やうでした。 今日 子供の 贈物に する 人形の 着物 を 殆んど 一 手で 縫うた シ ュ H スタ ー 何某が、 病 

氣で缺 席され たの は遣憾 であります とい ふやうな 挨拶 も ありました。 此挨 移が 濟 むと、 監督の 尼 

さんが 音頭 をと つて、 子供の 唱歌が 始まり、 それから 正面の 壇へ 大きい 子供が 交る く 出て 譜誦 

をす ると、 尼さん が 心配して 下から 小さい 聲で 一緒に 諳誦す るので した。 それから ワイ ナハ トマ 

ン が 袋 を か ついで 出て 來て おどけて 笑 はせ て、 それで 式が 濟み お客さん は みん な刖室 へ 入って、 
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此處へ 陳列した 子供へ G 贈物 を ー覽 する 譯 でした。 成程 此れ は 子供が 喜ぶ こと だら うと 思 ひまし 

た。 式が 濟 むと、 室の 外に 居た 貧民が 一時に 押 込んで 施與を 受けよう とする ので、 中々 の 大混雜 

で、 やっとの 事で 出て 来ました。 

降誕 祭 前 一週間 程、 市役所 前の 廣 場に 歳の市が 立って、 安物の 玩具 や 駄菓子な どの 露店が 並び 

ましたが、 何時 行って 見ても 不景氣 で 御客さん は餘り 無い やうでした。 賣 手の 爺さん や 婆さん も 

長い 煙管 を 吹かしたり 編物 をして 居る ので 有りました。 素 見して 居る と、 「ドクトル Qrc; 那 さん、 

降誕 祭 贈物 は 如何です」 と 呼び掛け るの も 有りました。 町の 店屋へ 買物に 行く と、 お前さん Q 故 

國 でも ワイ ナ ハ トを祝 ふか なぞと 訊く のが 大分 ありました。 

降誕 祭の 初の 日に は、 主婦さん が、 タン ネン バウ ムを 飾る から 手 傅って 吳れ ぬかと 云 ふので、 

御手 傳ひ しました。 大層 古くな つた 御菓子 を黃 色い リボンで 縛った のが 一 箱あって、 此れ も 吊す 

0 だとい つて、 縱の樹 へ 外の 飾 物と 一緒に 吊しました。 此れ は 十四 年 前にお 祖母さん が 買った お 

菓子 だとい ふこと でした。 同じ 宿に 居る 女優の ス タルク 壤も、 前垂な どかけ て 三階から 降りて 來 

て 手 傅 ひました。 一番 高い 枝に 吊す に は 梯子が 入用でした。 危ない と 云った が 諸かないで、 スタ 

ルク 嬢が 吊しました。 其 夜の 十一 時の 汽車で 主婦さん の 息子が 歸 つて 來 ると 云 ふこと でした。 此 
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息子 も 娘 も 主婦さん の繼子 ださう です。 息子 は H 1 ベル フ H ルド の電氣 工場に 勤めて る さう で- 

それが ヮ イナ ハ トには 久し 振で 歸 ると 云 ふので、 此 間中から 妹娘が 贈物に する 襟 飾 を 編んで 居 ま 

した。 到頭 出來 上らない とこ ぼして 居ました。 都合で 夕食後に バウ ムに灯 をつ けました。 綺麗で 

した。 室の 片側へ 机 を 並べて、 皆 一同の 贈物が 陳列して ありました。 二人 Q 下女 も 夫々 反物 を 貰 

つて 喜んで 居ました。 親子が 贈物 を 取り か はし 「ムック I」 「へ レ I ネ」 とお 互に 接吻す る の は 

一寸 不思議に 思 はれました。 主婦が ピアノの 前に 坐って、 なで ワイ ナハト の 歌 をうた ひました- 

雪の ふるのが 本當 ださう です が、 此晚は 暴風雨の 様な 雨が 降って ひどい 天氣 でした。 記念に バウ 

ムの 寫眞を 撮り 度い と 思って、 町へ マグネシウム を 買 ひに 出ましたら、 街の 家々 の 窓に もソ イナ 

ハト バウ ムの 光が 映って、 處々 音樂も 聞え て 愉快 さう に 見えました。 十一 時 過ぎに 息子が 歸 つて 

來 ましたが、 私 はもう 窒へ歸 つて 床の 中で 新聞 を 見て 居ました から、 其 夜 は會. ひませんでした。 

夜更ける 迄 隣 Q 窒で 低い 話聲が 聞え て 居ました。 息子 は それから 三日 目の 晚 食後に 歸 つて 行き ま 

したが、 其の 晚 食の 席で 主婦が サンド ウイ ツチ を 持へ て 新聞に 包んで やりました。 汽享の 着く の 

は 夜半 だからといって、 一番 厚い パンの 片を 選って 居ました。 食事が 濟んで 汽車の 出る 迄 大分 間 

が あるので、 息子 は ピアノの 前へ 坐って ワイ ナハト の 歌な ど彈 いて 居ました。 主婦さん と 息子 は 
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始終 色々 話して 居り ましたが 兄妹の 間に は 一向 何の 話 もありませんでした。 それでも ネクタイ 

はやつ と 出来 上った さう でした。 

昨夕はジルヴ^^ スタ， 'ァ ー ベンドと いふので、 又 バウ ムに孅 燭を點 しました。 そして 食後に 溫 

ぃプ ンシ ュ を 呑んで、 御菓子 を かじりました。 食堂の 棚に 飾って ある 葡萄が 毎日 少し づ、 なくな 

るの は 不思議 だとい ふ 話が 出ました。 今日はた つた 四つに なった といって わざく 見せて くれ ま 

した。 或る 主婦が 盜み食 をす る 下女 を 懲す爲 に 御菓子の 中 へ 吐劑を 入れて おいた 話 も 聞きました。 

ス タルク 孃は 下稽古で 遲く なって やって来ました。 此人は 何時でも 忙し いくとい つて 居ます。 

田舍 芝居で 毎日 變 つた 物 を演， ずるので、 下讀 みが 忙しい さう です。 或 日、 いつも 外出す る 時間に 

出ないで 窒に 居ましたら、 隣の 食堂で 下讀 みが 始まって 一寸 驚きました。 後で 聞いたら レツ シン 

グ Q  r ミ ンナ. フォン. バ ルン ヘルム」 とかであった さう です。 

此 大晦日 Q 晚 十一 一時に 日本へ 送る 年賀 狀を 出しに 出ました。 町の 辻で 子供が 一 一三 人 雪 を 往来の 

人に 投げ付けて 居ました。 市役所の 邊迄 行く と 暗闇の 廣 場に 人が 大勢よ つて 居て、 町の 家 G 二階 

三階から は 寒い のに 窓 を あけて 下を观 いて 居る 人々 の 顔が 見える。 市役所の 時計が 十一 一時 を 打つ 

と 同時に 隣の ョ ハ ン會 堂の 鐘が 鳴 出す。 群集が 一 度に プ U 1 ジ ット. ノィャ I ル、 くと 叫ぶ。 
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爆竹に 火 をつ けて 群集の 中へ 投げ出す。 赤 や 青の 火の玉 を 投げ上げる。 後れて 來る 人々 も あち こ 

ちの 横町から プ 口，' ジット . ノィャ ー ルと 口々 に 叫ぶ。 町の 雪 は 半分 泥の 様になった 上 を 爪立つ 

て 走る 女 も あれば、 五六 入隊 を 組んで 歌って 通る 若者 も ある。 巡 茶 もに こ./ «\ して、 時々 プ al 

ジット の 返答 をして 居る。 舉 生が 郵便配達 をつ かまへ て、 ビ ー ルの 息と シガ ー の 煙 を 吹き かけな 

がら、 今年 も 亦 うんと 書留 を 持って 來て くれよ 杯と 云って 困らせて 居る。 ふざけて 抱き合 ふ 拍子 

に銜 へた シガ ー が 泥の 上へ 落ちた の を 拾って は 又 吸って 居ます。 プラッ ッ の 隅の 方に 銅壺 をす ゑ 

て プンシ ュを寶 つて 居る 男 も ありました。 寺の 鐘 は 十五 分 程 鳴って 居ました。 歸 つて 来る 途中の 

淋しい 町で も處々 窓から 外 を 見て 居る 人が ありました。 歸 つて 寢 ようと 思ったら 窓の 下で 誰か ブ 

口 ー ジット - ノィャ ー ルと 大きな 聲 がして、 向 ふの {バ^ から プロ  T ジ ット/ \- とそれ に 答へ て： lig る 

のが 聞え ました。 

書いて 居る 間に 日が 暮れました。 一向 元日ら しい 處 はありません。 今日から 隣の 空室へ 判事 試 

補 マイヤ ー 君が 宿 をと りました。 法科の ベ ルナ，' 君 や 理科の デフ レ ッ ガァ 君な ど は 目下 鄕 里へ 歸 

つて 大 ii 靜 かであります。 

永々 と 蚩 曰いた もの 、 一 向 詰らなく 成りました。 (明治 SI 十四 年 二月、 東京 朝日 新聞) 
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巴 里から (一) 

私の 宿 は オペ ラ Q 近くで 一 寸引 込んだ 裏町に あります。 一 ニニ 町 出る とブ ルバ I ル デジ タリ ァ ン 

の大 通です。 大抵 毎朝 此處へ 出て 角で 新聞 を 買 ひます。 初めて ノ 1- トルダ ー ムに 行った 日 は此處 

から 乘合 馬車に 乘 つて 先づバ スチ ー ルの辻 迄 行きました。 音に 聞いた 囚獄は 跡 方 もありません。 

七月の 碑と いふ 高い 記念碑が 聳えて 居る 許りです。 頂上に は 自由の 神様が 引きちぎった 鎖と 松明 

を 持って 立って 居ます。 恐ろしい 風の 强ぃ 日で 穴. 一 にはち ぎれ た 雲が 飛んで 居る ので、 仰いで 見て 

居る と此祌 像が 穴 i を驅 ける 様. に 見えました。 辻の 廣 場に は 塵 や 紙片が 渦卷 いて 居ました。 

.廣 場に 向って All  canon とい ふ 料理屋が あって、 軒の 上に 大砲の 看板が 載せて あります。 此 

處 から 又 馬車の 一 一階に 乘 つて ォテ ルド ヴィ ー ュ まで 行きました。 通りの 片側に は 八百屋 物 を 載せ 

た 小 車が 並んで 居ます。 賣子は 多く 婆さんで 黑ぃ頰 冠り 黑ぃ 肩掛 をして 居ます。 巿廳の 前で 馬車 

を 降りて ノ ー トルダ ー ム迄， 渦卷の 風の 中 を： 冰 いで 行きました。 何處 でも 名高い お 寺と いへば 皆な 

一 遍 煤で 篇 して いぶし 上げて それから ざっと さ、 らで洗 ひ 流した 様な 感じが します 力 此ぉ寺 も 

さう です。 外の 名高い 伽藍に くらべ て 別に 立派な とも 思 ひません が兩 側に 相對 して 聳えた 鐘樓カ 


161 


一寸 變 つた 感じ を與 へます。 入口 を は ひると 此處に 限らす 一時 眞 暗になる。 足 許から 不意に 銳ぃ 

聲でプ ー ル . レ • ボ ー ヴルと 呼びかける。 眞 白い 大きな 頭巾 を 着た 尼さん が 袋 を 差 出して 居る。 

袋の 底から 銀貨が 光って 居ました。 は ひって 來る 信徒 等 は 皆 入口の 壁 や 柱に ある 手水 鉢に 指の 先 

を 一寸 入れて、 額へ 持って行って 胸へ 下して それから 左 の^から 右 Q 乳へ 十字 を畫 く。 堂の 脇の 

マドンナ や クリストの 御 像に は 御 臘が點 火って 二三 人づ、 其 前 に跪づ いて 祈って 居る。 懺 燭を寶 

る 婆 さ んがじ ろ と 私 を 見る。 堂 の 眞中 へ 立って 高 い 色 硝子 の 窓から 照す 日光 を 仰 いで 見る の 

はや はりよい 心 持が します。 午後で したから 御 勤めはありません。 然し 時々 オルガンの 低い t むり 

が 響いたり 消えたり して 居ました。 右側の 廻廊の 柱の 下に マド ンナの 立像が あって 其 下に 處々 沾 

版 指の 祈禱の 文句が 額に なって かけて あります。 此祈禱 を 此處で すれば 大僧正から 百日 問の ァ ン 

ヂ ュ ルヂャ ン スを與 へ ると ある。 「年 ふる 御 像の 御前に ひれふし ノ ー トル ダ ー ム の 御名に よりて 

祈り まつる、 我が 神の 御 母よ …… 」 とい ふやうな 文句であります。 數 世紀の 問 巴 里の 喜び 悲しみ 

を 我等の 祖先が 此 處に此 像の 前に 喜び 悲しんだ とい ふ 様な 文句が ある。 若い 女が 黑ぃ紗 で 顏をか 

くして 手に 長い 蠟燭を 持って 像の 前に 立った。 そして 欄に もたれて 跪づ いて じっとして 居る。 美 

しい 肩が 時々 波 を 打って、 帽子の 黑ぃ 鳥の 羽が ふるへ る 様に 見えました。 マドンナの 直ぐ 脇に 
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ジ ヤン ダ ー ク Q 石膏像が ある。 この 像の 仕上げの 爲に 喜捨 を 募る とい ふ 張 札が して ある。 廻廊の 

引 込んだ 所に は、 僧侶が 微悔 をき く 所が 幾つ も ある。 一昨年 始めて 伊太利のお 寺で この 懺悔 をし 

て 居る 所 を 見て 嫌な 感じが してから、 此 仕掛 を 見る 毎に 僧侶 を惡み 信徒 を 可愛く 思 ひます。 奥 Q 

廊下の 扉の 脇に r 寶藏 見物 Q 方 は 此處で 番人 を 御 待ち 被 下 度」 とい ふ 張 札が して ある。 其 前で 坊 

さんが 一 一人 立 話 をして 居る。 

門 を 出る と 外 は 空っ風が 吹き あれて 居ました。 堂の 前 を 右へ 週る と 塔へ 上る 階段が ある。 

薄暗い 螺旋 形の 狭い 階段 を 上って 行く。 壁に は 一面の 樂書 がして ある。 大抵 見物人の 名前ら し 

い。 登りつ めて 中段の 廻廊へ 出る。 少し 霧が か \ つて は 居る が、 サン デニから ボアの 方まで も 見 

渡される。 鐘樓の 下の 扉が 開いて 女が 顔 を 出した。 そして 塔へ 上ります かとい つて 塔の 入口の 扉 

を 開く。 

「下りて 來 たら 此處を 叩いて 下さい」 といって、 ドンく 扉 を 叩いて 見せて、 私 を 塔の 中へ 閉 

ぢ こめて しまった-) 眞 暗な 階段 を 手探りながら 登って 行って 頂上に 出る。 ひどい 風で 帽子 は 着て 

居られぬ。 暢 子を脫 ぐと 髮の毛 を 吹き 亂す C やっとべ デ 力の 圖を 開いて 巴 里 中 を 見下す。 塔の 頂 

^^洗ひさらされた石材には貝殼の化石が 一面に ついて 居る。 寺の 歷史ゃ 巴 里の-膝 史も 面白い が、 
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この 太古の 貝殼の 歷史も 私に は 面白い。 屋根の 纷扳 にも 石に も 一 面に 名前 や 日附が 刻みつ けて あ 

ります。 塔 を 下りて 扉 を ドン. （-た \ く。 しばらく 待っても あけて くれぬ。 义 ドン， 靴で 敏 る- 

し ばらく 待って 居る とやつ  と 開けて くれた。  入れち が ひに 叉 一人 塔へ 上る 人が あって、 之に も 同 

じ 事 をい つて 外から 錠 を 下す。 「セ バスト ボ I ルの鐘 を御覽 なさい」 と 先き に 立って、 反 對の側 

の 鐘樓へ 導く。 黑の頻 冠り、 黑の 肩掛けで、 後の 裳 は ぼろく にきれ か、 つて 居る。 攔 千から 恐 

ろしい 怪物の 形が いくつ も 巴 里 を 見下して 居る。 

「この 怪物 を御覽 なさい。 penseul.o 年中 斯う やって 頰杖 をつ いたま、 考 へて 居ます」 とい ふ- 

叉 鐘樓へ もどって は ひる。 左側に ある Q が クリミ ャ から 持って きた 所謂 セバ スト ボ ー ルの 鐘、 右 

側の が此 處のブ ー ルドン 目方が 幾キ n グラム ある、 中に さがった 舌が いくら.，^ と說 明す る。 鐘 

を ゆり 動かす 仕掛 け を 見 せて くれる。 側に あった 鐵の 棒で ガン と輕く 鳴ら して 見せました。 

特別の 祭日でなくて はこの 鐘 は本當 には撞 かぬ さう です。 ュ ー ゴ ー の 小說の 種に した 希臘 文字の 

謹 曰 は本當 にある かと 訊いて 見ましたら、 「今 はもう ありません。 あなた も 力 シ モ ド Q 話 を 御存じ 

です ね」 といって、 蒼い 顔 をして 笑 ひました。 

もとの 入口の 處へ歸 ると、 さきに 塔へ 上った sf^ が乂 私と 问 様に 內 から ドン^,^ 叩いて ゐる。 御 


164 


信 通のへ:^ 先 


免なさい といって 開けて やって 叉 鐘 を 見せに 連れ て 行き ま し た。 

义 次に 御 報いた します。 今日は カルネ バ 几の Mardi-ch.as ですから 賑 ふこと だら うと 思 ひま 

す。 (， 明治 四十 四 年 三月、 東京 朝日 新聞) 

巴 里から (二：) 

此 間此處 〇 ュ ー ゴ ー 博物館と いふ Q を 見ました。 ュ ー ゴ ー の 住まって ゐた 家で 遣 物な ど 陳列し 

て 公衆に 見せて 居る C です。 ュ ー ゴ ー の 描いた 槍が 澤 山あって 中々 うまい も Q だと 感心し ました。 

此 人の 作物 中の 光景 を 描いた 色んな 畫 家の 搶 もあります。 「ミゼラブル」 の 中で ファ ン ティ ー ヌ 

が 往来で 亂 暴な 男に 肩へ 雪の 塊 をお つつ けられる 處 もあります。 是は ュ，' ゴ ー が實 際に 見た 出來 

事 だ 相です。 案內 者が 萌黄色の 背廣を 着た 英！： 人らしい Q に說 明して 居ました。 萌 黄の 背 廣に萌 

黄の 柔 かい 帽子 を 着た かう いふ 男に 大抵な 處 で出會 すの は 不思議な 位です。 諾 威の 船で もこん な 

男に 合った し、 ヴ H ス I ゲ Q 火山で も 舎 ひました。 何れも 卷 舌の 様な 調子で 「ゥェ ル」 とか 何ん 

とか 云って 居る C です。 階段の 壁に 額 を 懸けた 印刷物の 前に 脊の 俄い 肩の 怒った 男が 三人 立って 

5 

大きな 聲 で讀ん では 何 か 饒舌って 居る。 是は 果して 獨 逸人でした。 細かい 活版 を 一 々讀ん で 居る 1 


處 がどうしても 獨 逸人ら しいと 思 ひました。 色んな 面. ni いも G も ありまし たが 急いで 見た ので 何 

だか 纏まった 記憶が ありません。 暇が あったら も 一 度 行って 見たい と 思って 居ます。 

今日 (三月 二十 三日) はミ カレ， 'ムの 祭日 ださう です。 巴 里 中の 洗濯 女の 中で 一番 美しい の を 

女皇 に選擧 して 盛んな 行列 を やる と 云 ふ Q でした から、 晝 過ぎに 近所の 大通迄 出て 見ました。 人 

道の 傍に は 到處コ ンフ ェ ツチ を 包んだ 紙袋 を賣 つて ゐ ます、 假面ゃ 紙の 塵 拂ゃ雞 の鳴聲 をす る 笛 

など を 寶 つて 居る。 息 を 吹き込む とヒョ 口- (-と 象の鼻の やうに 伸る 玩具 も賽 つて ゐる。 町は大 

層な 人出で 巡査が 大勢 出て 警戒して 居ます。 天氣が 好くて 暖 くて 何だか 東京の 花見時 分の 心 持で 

した。 高い 家の 窓から 皆 往來を 見物して ゐる。 派手な 女 帽子が 目に 立つ。 窓から 瞎々 コン フェツ 

チを 投げる のが 丁度 櫻の 散る 様な 心 持が します。 時々 長い 紙 紐 を 投げる 者 も ある。 いろんな 假裝 

をした 群 も 通る。 子供が 多い。 其內 行列の 前驅に 騎兵が 來 ました。 ピカく 光る 兜に 黑ぃ髮 の 毛 

を 垂らして ゐる、 キ ュ イラ シ H と 云 ふ Q ださう です。 其 後から 樂 隊が來 る。 停った きりに なつ て 

居る 電車の 屋根の 上 は 一 杯の 人で そこから も 盛に コンフ H ッ チを 投げる。 樂隊の 後から 奇妙な 山 

車が 來る。 大きな 龜 Q 頭に 煙突が 立って 背に 鐵 道の 役人の 人形が 載って 居る。 是が 左右に グ ラグ 

ラ搖れ 動きながら やって 來る。 是は國 有 G 西部 鐵 道の 悪口 ださう です。 夫から 段々 に各區 の女皇 
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の 車が 來る。 女 皇達は 皆に こ して 道 Q 兩 側に キッ スを 投げ かけて 居る。 ヮァ. /.\ と 見物人が 

囀す。 日光が 强 いので 暑さう に顏を しかめて 居る の も ある。 色々 Q 商業 團體 Q 旗も來 る。 それ か 

ら 古代 Q 騎士の 風 をした 行列が 續く。 繪畫、 音樂、 詩な ど を 代表した 花 車 も 来る。 赤十字の 旗 を 

立てた 救護 隊も 交って 居る。 すっと 後から 「女 皇 中の 女皇 J マ ドム 了ゼル なにがしと 云 ふ Q が 花 

車の 最高 段の 玉座に 冠 を 頂いて 坐って ねる。 それからい ろく 廣吿の 山車が 澤山來 て、 最後に 又 

騎兵が 警護して 居ました。 行列 は是 から リボリ Q 大 通シャ ンセ リゼ ー の 方へ 押出す 0 ださう です" 

大通は 非常な 混雜 で、 私 も 時々 コン フェツ チを 投げ付けられました。 粗末な 力 フ 二 1 へ 這 人って 

休んで 居る と、 奥の 方の 卓 を 圍んで 四 五 人の 男女が マンドリン を彈 いて 歌って 居ます。 一昨 年始 

めて 西洋の 土地 を 踏んだ 晚ゲ ノアの 宿屋で 夜更けに 窓の 下で マ ン ドリ ンを彈 きながら 歌 ふ 者が あ 

つた、 其 歌の 調子が 如何にも 感傷的と 云 ふの か 卑俗と 云 ふの か 妙な 感じが しました が 今日の も 矢 

張り 同じ 感じが しました。 かう 云 ふ 調子 は獨 逸で は 聞きませんでした。 歸 つて 外套 を ふるったら 

窒 中へ コンフ H ツチが 一 杯に 散らばりました。 

四 五日 前ォ ペラで グノ I の ファゥ スト を 聞きました C  メ フィス ト 音が 氣に 入りました。 道 

具 立の 立派で 眞に 迫る こと、 光線の 使用の 巧な こと は何處 でも 感心し ます。 音樂の 始まる 前の 合 
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圖にガ タン/^ と 板 Q 間 を 叩く 様な 音 をさせる のは獨 逸のと 違つ て 居て 滑稽な 感じが しま. した。 

最後の 前の 幕に バレ きがあります。 國に 居た 時分 「ス チュ ディ ォ」 か 何 かに 載せた ドガ I の 踊り 

子 Q パステル 搏を 見て、 何んだ か 馬鹿 氣た つまらな いも Q  、様な 氣 がしました が、 其 後 パレ ー と 

云 ふ もの も 見、 夫から ドガ 1Q 本物の 綺も 見てから 考 へて 見る と、 兎に角 此 人の 檜 はかう いふ 一 

種の 光景、 運動、 色彩、 感じと 云 ふ樣な もの を 可也 眞實に 現した もの だと 思 ひました。 

役者 の 唱歌 は 昨年 維也納 で 聞いた 方が 寧ろ 可かった と 思 ひます。 此事を 同宿 の獨 逸人 に^した 

ら、 オペラ は獨 逸に 限る の だと 云って 意 張って 居ました。 此處 では ワグネル 物 を 例へば 四 幕の も 

のなら 一 一幕 位に 切つ て 演じたり、 勝手な 事 をす ると 云って ひどく 愤慨 して 居ました。 

(明治 四十 四 年 五月、 東京 朝 n 新 聞.> 
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物理 學の應 用に 就て 


物理 寧 は 基礎 科學 G 一  であるから 其應 用の 廣ぃ Q は 怪しむ に 足らぬ" 生命と か 精神と か 云 ふ も 

0 を 除 い た 所謂 物質 を 取扱 つて 何事 かしょうと いふ 時にはす ぐ に 物理 學的 の 問題 に 逢着す る。 吾 

人 が 口 常 坐 臥 の 間に 行って 居る 事で も 細か に觀 察し て 見る と、 面白 い 物理 攀應用 の 實例は いくら 

でも ある。 唯 其 等 は 習慣の 爲に 殆んど 常識的に なって 居る ので、 それと 氣が 付かない だけで ある- 

例へば 臺 所に 於け る 物理 學の應 用 だけで も、 一 々列擧 すれば 一冊の 書物が 出来ようと 思 ふ。 

純粹な 科. 學の 各種の 方面で も 物理 學を應 E= し 或は 物理 學 Q 研究方法 を轉 用す る 事が 盛になる。 

天文、 氣象、 地質、 海洋 等に 關 する 自然 科學 研究に 物理 學應 用の 發 達して 行く の は 寧ろ 當然の 事 

であらう が、 普通 の 意味 に 於け る 物質 と は 餘程緣 の 遠い 生理 學ゃ 心理 學に 迄 も 段 々應 用が 開けて 

行く 様で ある。 
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工業に 於け る 應用も 事新しく 述べ る 迄 もない 事で ある。 獨 逸の 工業が 著しい 長足 Q 進歩 をした 

の は、 其 基礎と なるべき 物理 學、 化學の 研究に 歸因 するとい ふ 事 は 識者の 認めて 居る 所で ある。 

叉醫學 Q 方で も 物理的 療法と いふ 言葉が 出来て、 其方の 專鬥家 も ある 位で ある。 叉 近年 目 ざまし 

い 進歩 をした 所謂 航空 術な ども 矢張り 應用 物理 學の 一 つと 云って 差 支 は あるまい。 

以上に 述べ たと は 少しく 異 つた 殖産 事業 Q 方面に 於ても、 將來 非常に 有望な 物理 舉應 用の 新區 

域が ある 樣に思 はれる。 先づ 農業の 方面で は 夙に 農藝 物理 學と いふ 擧 科が 出来て 居る 位で あるが、 

今後 まだ どれ 丈け 發展 する か豫 期し 難い 様に 見える。 自分 Q 知って 居る 狭い 範圍 だけで も 面. H い 

問題が 澤山 ある。 例へば 穀物の 研究で も 少し 詳細に すると すれば、 米粒の 堅さと か、 比重と か を 

測定す る 必要が 起る。 又 穀物 Q 生長に 及ぼす、 光、 熱、 電氣 等の 影響と か、 土壌の 物質的 性質と 

かいふ 問題で も、 一として 物理 學の應 用 を 待たぬ もの はない。 又 農具の 研究 並に 其 改良 等 も從來 

の 型 を 離れ て 新し い 發展を しょうと する に はどうして も 物理 學、 カ擧 Q 應用 に 依る 外 はない 樣に 

思 はれる。 近年 安藤 農 學士が 植物の 霜害に 關 する 研究 をされ たが 此等も 面白い 物理的 研究の 一例 

であらう。 

我 邦 の 產業中 で 農業に 劣らす 重要な 水産 漁業 Q 方面 で も 物理 學的 研究 0 必要 は 段 々 に增 し て 來 
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る樣 である。 是れに は先づ 海洋 其れ 自身 Q 研究 0 必要な 事 は 勿論で ある。 海洋に 關 する 物理的 事 

項 Q 重なる ものに 就いては 近頃 出版した 拙著 「海 Q 物理 學」 に 其 梗概 を 述べて 置いた。 尙 直接 水 

產 方面に 關 して、 自分 Q 知って 居る だけ Q 僅少な 例 を 擧げて 見る と、 第一 に 漁具 殊に 網 Q 研究で 

ある。 各種 Q 網絲 Q 强弱彈 性 や 其 溫度濕 度に よっての 變化 とか、 網に 付ける 浮標 Q 浮力、 浸水の 

度 や 其耐壓 度と か、 或は 網 面に 當る 潮流の 抵抗 Q 研究と か、 いづれ も 物理 離、 力 學の應 用に よつ 

て 解決 せらるべき 問題で ある。 次に 太陽 ゃ燈火 0 光が 海中 に 入 り 込む 程度 は 漁業 上 重要な 問題で 

あるが、 此れ を 要するに 光學上 Q 問題に 歸着 する。 上層と 下層に 於け る 魚類の 色 を 自然淘汰 によ 

つて 說 明した 動物 學 者が あるが、 其 基礎と する 處は 海中に 於け る 光の 吸收 Q 研究で ある。 叉 海岸 

Q 森林が 魚類に 如何なる 影響が あるかと いふ 問題が あるが、 此れ も 所謂 魚 視界と 名 づける 光 寧 上 

の 問題が 多少 關 係して 来る。 叉鹽 魚類 鏗 節の 乾燥と か 寒： 大 Q 凍結と かいふ 製造 方面の 事柄に も 物 

理學應 用 0 範圍は 意外に 廣大 で あ る樣 に 見受けられる。 近頃 藤 原理 學士が 乾燥 に關す る 面. HI い 物 

理學 的の 理論 を 出された。 恐らく 此方 面の 先驅と 見て よから うと 思 ふ。 

以上 は 自分の 狭い 知識の 範圍內 で 僅少な 實 例を擧 げたに 過ぎない が、 要するに 此 等の 產業 方面 

でも 意外な 物理 學應用 〇 區 域が あ る 事 は 疑の な い 事で あ る。 
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今 一 般に實 際 上の 問題に 物理 學を應 用しょう とする 時に、 第 一 着手と してし なければ ならぬ 事 

は 問題 自身の 分析 的硏究 である。 實際 上に 起る 問題 を 一 寸見 ると 簡單な 様で も 通常 非常に 複雜な 

も Q である。 同時に 範圍の 判然せ ぬ 問題が 多い。 例へば 光線が 海中に 入り込む 深さ は 幾何 かとい 

ふ 問題が 起った とする。 此 問題に 答へ る 前に 先づ 問題から 研究して 掛ら ねばならない。 第一 光線 

に は 色々 種類が ある。 太陽の 光線 なれば 其 成分 も 略 明で あるが、 人工の 燈光 なれば 其 光の 色ゃ燭 

力の 分布な ど を 展刖 して 考 へなければ ならぬ。 次に は 海水 自身 を區 別して 其 凝 分の 多少、 混濁 物 

や 浮游 生物の 多少な どに よって の 差を考 へ ねばな ら ない。 叉 海面 の靜 平で あ るか 波立 つて 居る か 

によって 如何な る 相違が あ るかと いふ 事も考 へねば なるまい 。此れ だけの 15!: 別 をしても まだ？ i 题 

は瞹昧 である。 光線が 海水 中に 進入して 行く 時には 其 光力 は 光の 色に よって 其れく 一  定の規 週 

によって 吸収され 段々 に 減じて 行く が、 何處 迄と いふ 境界 はない 害で ある。 人 il の 眼に 感 する 極 

限と いっても！： 然 たる もので はない。 又 寫眞の 種板に 感す るの も 照射の 時 問に よって 色々 になる 

ものである。 それで 問題 も 物理的に 明白な 意味の ある ものにす るに は、 例へば 海面に 於け る 光度 

の 百 分 一 とか 千分 一 に 減す る 深さ 幾何と かいふ 事に しなければ ならぬ。 此樣に 問題の 分析が 出來 

てし まへば、 それから 一 つくの 問題に ついて 刖々 に 研究し 其 結 菜 を 綜合して 初めて 實 際の 場合 
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に應 用が 出 來る譯 であ る C もし 問題の 分析 をせ す に 研究 すれば い つ 迄た つ て も 要領 を 得な いで 五 

里 霧中に 迷 ふ 様な 事に なって しまぶ。 甲の場合に試驗した結£^こ乙の結果と全然齟||したりする 

の は 畢竟 此爲 である。 此れ は餘 りに 明白な 平凡な 事で は あるが、 全く 新しい 方面に 物理 學を應 W 

しょうと する 場合に は 特に 重要で ありながら、 往々 閑却され る 事 かと 思 はれる。 

實際 的の 問題 は往々 意想外に 複雜 であるから、 一 通り 以上に 述べた 様な 分析 をして 其 結果 を綜 

合しても 事實 上さう 思った 通りに ならぬ 場合が ある。 さう いふ 時に I 人 はよ く 理論と 實 際と いふ 

常套語 を 持 出 し て 科舉者 の 迂遠 を 冷笑す るの が 例で ある。 世俗 人情に 關 した 理論な どはい ざ 知ら 

す、 物理， 學 上の 方 則 は 事實を 煎じつ めて 54- たもので 嘘の ある 害 はない。 もし 上記の 様な 場合が あ 

れば 其れ は 理論の 適用 を 誤って 居る か、 さう でなければ 問題の 分析が 不充分な 爲 である。 もし 此 

等が 完全で、 しかも 實 際と 合 はぬ 様な 場合が あれば、 此れ は 何 か 吾人の 夢想し ない 様な 新しい 事 

柄が 其 間に 伏在して 居 る證據 であって、 古來 多くの 發見 な どは此 様な 處 から 生れて 來 たので あ る。 

複雑な 實際 問題 を 研究し て 先づ 其 眞相を 明 にしよう とい ふ 場合 に は先づ 其 大體を 明 にして 枝葉 

を 後に する のが 肝要で ある。 此れ も 多くの 人に 取って は 平凡な 事で あらう が、 世人から は往々 忘 

れられ る 事で ある。 渾沌と した 問題 を處理 する 第 一 着手 は先づ 大きい 處に眼 を 付けて 要點を 攫む 
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にある ので、 所謂 第一 次の 近似で ある。 しかし 舉 者が 第一 次の 近似 を 求めて 眞理 の^ 光 を 認めた M 

時に 世人 は 直ちに 枝葉の 問題 を 並べ 立て ^ 抗議 を 申込む。 例 へ ば 天氣豫 報な ども 或 意味に 於て さ 

うで ある。 第一 次の 近似 だけで も 其 積り で 利用 すれば 非常に 有益な ものである。 第二次 第三 次と 

. 進 むに は 多大の 努力と 時日と を 要する 事 は 云 ふ 迄 もない。 此れ も學 問を應 用しょう とする 擧 者と、 

應用 の 結果 を 期待す る 世間 と を 離間す る 誤解 の 原因で あらう と 思 ふ 。 

眼前の 小利 害に のみ 齷齪せ す、 眞 に殖產 工業の 發達を 計り、 世界の 進歩に 後れぬ やうに しょう 

と 志す 人 は、 もう 少し 基礎的 科學の 研究 を 重んじ、 又 此れ を應 用しょう とい ふ 場合に は 少し 氣を 

永く して 餘 りに 急な 成效を 期待し ないやう にしなければ ならぬ と 思 はれる。 

叉 物理 擧を 修めて 後 各種の 實 務に從 事す る 人 は、 物理 學は單 に 机上の 學 問ではなくて、 到處に 

活用の 途のぁ る學問 だとい ふ 事 を 忘れす、 新し ぃ應用 方面の 開拓に 盡カ さ れた いも Q であ る。 

(大正 二 年 一一 丌、 學界) 


て 就に 則 方 


方 則に 就て 


科 學の方 則 は 物質 界に 於け る 複雑な 事象の 中に 認められる 普遍的な 連絡 を 簡單な 言葉で 總 括し 

たもので ある。 事 實の言 ひ 表 はしであって 權利も 義務 も 訓戒 も 含まれて 居ない。 併し 今 兹で方 Be 

の 定義 や 法律と 方 則と C 區別 など を 喋々 しょうと は 思 はぬ。 唯 此の 如き 方 則と いふ ものが 如何に 

して 可能で あるかと いふ 事に 關 して 淺 薄ながら 半面 觀を 試みたい。 

方 則が 可能で ある 爲には 宇宙の 均等と いふ 事が 必耍 である。 時と 空間に 對 して 不變な 事 實が認 

め 得られる 事が 必要で あ る。 此の 如き 事實が 吾人に 認め 得られる と いふの は 不思議な 事で は ある 

まい か。 

華 嚴經に 萬 物相關 の理 とい ふの が說 いて ある さう である。 誠に 宇宙 は 無限大で 其 中 に 包含す る 

萬 象の 數は 無限で ある。 而 して 此等は 互に 何等かの 交涉を 有せぬ もの はない。 風が 吹いて 桶屋が 
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喜ぶ とい ふ 一場の 戲^ も强ち 無意義な 事で はない。 厳密に 云へば 孤立 系 (isolated  system) など 

とい ふ もの は 一 つの 抽象に 過ぎない ものである。 例へば 今 一 本のべ ンを 床上に 落せば 地球の 運動 

延いては 全 太陽系 全 宇宙に 影響す る 害で ある。 一 本の マッチ を すれば 其 光 は 全 宇宙に 瀰漫 して 其 

光壓は 天體の 運動に 幾分の 變化を 生じなければ ならぬ 苦で ある。 少 くも 吾人の 科舉 に信據 すれば 

さうな る 害で ある。 又 全天 體の 片隅で 行 はれて 居る あらゆる 變化 は必. f 吾人の 身邊 にも 幾分の 影 

響 を 及ぼして 居る 害で ある。 宇宙 間 無限 の 物象の 影響 を 受け て 居る 身邊の 現象に 就いて 如何にし 

て 有限な 言葉 を もって 何事 か を 云 ひ 表 はす 事が 出来る であらう か。 況んゃ 無限 無 翁の 空間と 時と 

に 通じて 普遍的な 方 則な ど、 いふ ものが 如何にして 可能で あらう か。  - 

此れ は必 しも パ ラドッ タス ではな い。 

數學の 方で 收敛 級數 とい ふ ものが ある。 第 一 項に 第一 一項 を 加へ 更に 第三 第 四と 無限の 項 を附け 

加へ ると 其 總和は 有限な ものになる。 例へば 

 ad  iuf. 

に」 3 に 

の 如き ものが ある。 數に 於て 無限な ものが 蓄積しても 其 結 は 有限で ある。 併し 此の 如く 收斂す 
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て 就に 則 方 


る 爲には 逐次の 各項の 間に 一 定の條 件が 滿 足されなければ ならぬ。 同じ 様な 級數 でも 

？す 卞卞  ...r 

は 無限大と なる。 

掌中 Q ぺ ンに 働く 力 は 種々 ある。 第一 に 重要な もの は 地球の 全 質量が 此れに 及ぼす 重力で ある。 

卽ち 普通に 所謂べ ン の 目方で ある C 精し く 云 へ ば此 中には 身邊 にある 可動性の 器物 や 人間 や 一 切 

の もの 、引力 も 加 はって 居て 此 等が 動けば それだけの 影響 は ある 害で ある。 唯此 等の 影響 は 地球 

全體 に比べ て 小さい 事 も確實 である。 次に は 雰圍氣 0 引力から 起る も 0 であるが 此れ は 地面に あ 

る 物に 對 して は 大體に 於て 零と なる 害で ある。 次に は 月 太陽 諸 遊星 を 始め あらゆる 天體の 引力 も 

加 はる。 此等は 質量が 犬なる 代りに 距離が 遠い ので 影響 は 矢 張 小さい ものである。 例へば 比較的 

最も 著しい 月の 影響で も 目方の 變りは 百 萬 分の 一 を 超える こと はない。 星 は 其數に 於て は 甚だ 

多い が 其 距離の 莫大な のみなら す 又 其 引力の 方向が 區々 である 爲に總 和 は 幾何 擧 的の 和で ある。 

假 りに 恆 星の 全 質量が； 大球 上に 一様に 分布され て 居る とすれば 總和は 零と なる。 此れに 反して 谊 * 

星が 地球 を 通 やる 一 直線 上に 羅列して 居たら ば どうで あらう か。 若し 各個の 質量が 同 一 で 間隔 も 
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同 一 ならば 此 等の 引力の 總和は 丁度 前に 出した 收斂 級数で 表 はされ 從 つて 有限な ものになる。 若 

しも 重力が 距離の 自乘に 反比例せ すして 距離 自身に 比例す るので あったら 結果 は牧斂 しないので 

ある。 

若し 物質 間の 引力が 距離に よらす 同 一 であったり 或は 距離の 大 なる 程 犬で あつたと 假定 したら 

天地 萬 物 Q 運動 は 凡て 人間に は 端倪す る 事の 出来ぬ 渾沌た る ものになる であらう。 如何なる 强度 

の 望遠鏡で も 窺 ふ 事の 出来ぬ 様な 遠い 天體の 上に 起る 些細な 出来事 も 直ちに 地球上の 物體に 有限 

な 影響を及ぼす となれば 人間 の 見た 自然 の 運動 に は 恐らく 何等 の 方 則 を 見出す こ とも 出来な い だ 

らう。 否 方 則と い へ ば 唯 偶然の 方 則が 支配す るば かりであって 要するに 科舉は 成立し さう もない 

ので ある。 

上に 述べた ぺ ンに 働く 力 は 此れに 止らぬ。 ぺ ンに 微量の 荷電が あれば、 或は 自身に はなくても 

他に 荷電 體が あれ ば 其感應 によって 周圍の 物との 間に 引 斥力が 起る。 又 地球 磁場 等 の 影響 は 此れ 

に 偶力 を 及 ぼす 事に なる。 其 磁場 は 諸天體 にも 感應 し反對 に 諸天體 の 磁場 も 亦 此れ に 影響す る。 

假 りに 周圍ゃ 天體の 荷電 や 付磁が 悉く 恆 同で 旣 知であって も 事柄 は複雜 であるのに 況んゃ 此等相 

互の 位置 狀 態の 變 化から 生す る 相互の 影響 を考 へなければ， ならぬ となれば 愈、、 而 倒な になって 
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て 就に 則 方 


しま ふ。 若しも 此 等の 影響が 牧斂 級數を 作らなかったなら 鬼して どうで あらう か。 

ベ ンに 働く 力 はま だ 此れに 限らぬ。 { 仝 氣の 浮力 は 可也の 影響が ある。 而 して 此れに は 其 室內の 

氣溫 氣壓濕 度が 直ちに 關係 する。 义 微弱な 氣流 でも 其 落下の 方向 速度 を變へ る 事 は 明白で ある。 

然るに 此 等の 溫度ゃ 氣流等 は 又 窒內 のみなら す 室外 全 宇宙の 現象の 影響 を 受けぬ 譯には 行かぬ。 

なほ 此樣な 影響を及ぼす もの を列擧 すれば 卷を更 へ て も 盡す事 は 出来まい。 

それならば ぺ ン の 目方 を 指定し 其 落下の 狀 況を豫 知す るに は單に 緯度 や 高さ や 溫度ゃ 氣壓を 知 

るの み ならす 全 宇宙 の 現狀 を 知悉す る 事が 必要で あらう か。 カ舉 物理 學 の 敎科書 を繙 いて 見る と 

極めて 簡單な 言葉で 重力の 方 則 ゃ落體 運動の 方 則が 述べ て ある。 吾人 は此 等の 方 則に 信賴 して 目 

方 を 比較し 時計 を 使用して 別に 著しい 不都合 を 感じない。 此れ は 不思議で は あるまい か。 若し 此 

れが 何でもない 事で 分り切った 事であった ならば 世俗の 人が 科 事 を 誤解し 學者を 唐 變木視 する 氣 

遣 は 更にない 害で ある。  ■ 

次に ゼン マイ 秤で 物の 目. を衡る 場合 を考 へて 見よう。 不 斷に變 化する 宇宙 全 體が秤 皿に 影響 

して 其 總效果 が牧斂 しなかったら 一物の 目方と いふ 定まった 觀念を 得る 事 は 出来まい。 此れ だけ 

でも 第 一 目方と か 質量と か 云ふ言 葉 は 意味 を 失 ふに 相違ない。 が 唯 それば かりで ない。 
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前に 擧 げた 例で は 歷史の 影響と いふ 事が 餘り 問題に ならなかった" 卽ち 現在の 狀況が 主として 

現在 だけで 定まる 場合であった。 しゼン マイ 稗の 場合に はもう 一 つ 面倒な-歴史と いふ 事が 現 は 

れて來 るので 事柄 は 更に 紛斜の 度 を 加へ て來 る。 假 りに E 方の 方が 不變 であると しても 此れ を 比 

較 すべき 彈 條の彈 性と いふ ものが 中々 厄介 千 萬な ものである。 此れ は 第 一 溢 度に よって 變 化する * 

此れ は 主要な 影響で あるが なほ 少し 立ち入って 考へ ると 此れ は氣壓 にも 濕度 にも 其他雜 多の 外界 

の狀況 によって 變り 得べ きものと 考 へられる。 又 肝心の 溫 度なる ものが 或る 度 以上に は 正確に 測 

れぬ ものである。 若しも 溫 度の 影響が 大きく 其 他の 微細な 雜多 Q 影響が 牧斂 しなかったら ゼン マ 

ィ 秤で 目方 を 測る の は瓢簞 で餘を 捕へ る 以上 Q 難事で あらう。 今假 りに 更に 一歩 を讓 つて 此 等の 

ffl 難 を 切り 拔 けられる として 見ても 未だ 彈性體 に 通有な 「履歷 の 影響」 とい ふ 介な 事が 淺 つて 

居る。 

履歷 の 影響と は何ぞ や。 定ま つ た 彈條に 定ま つ た 重量 を 吊し 定ま つ た 溫度其 他 0 同時 的 條件を 

一 切 一 樣 にしても 其 長さ は 一 定 しない Q である。 卽ち 過去に 於て 受けた 取扱 如何によ つて 種々 の 

長さ を與 へる ので ある。 一 匁の 分銅 を 一 分 間 吊した 後と 一 時間 或は 一 晝夜 He して 置いた 後と は 幾 

分 C 差が ある。 又豫め 百匁 を 五分 間 吊した 後 十 匁 を かけた のと 一 匁 を 同じく 五分 Si 吊した 後 同じ 
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十 匁 を 懸けた Q とで も 若干の 相違が ある。 叉 溫度を 一 旦 百度 迄 上げて 十 度に 冷却した Q と 零度 か. 

ら 十 度迄溫 めた Q とで も 同じで はない。 此の 如き 履歷の 影響 は嚴密 に 云へ ぱ 何時 迄 も 全く は 消滅 

しない も Q と考 へられる。 百年 前の 取扱 も 些少ながら 其 印象 を 止めて 居る 害で ある。 それで 唯 現 

在の 重 * や 溫度其 他の 外界 條件 一 切 を 羅列しても 一 條の 彈條の 長さ は 決定す る もので はない。 彈 

條に 限らす 凡て Q 彈性體 の形狀 大小に 就いても 全く 同様で ある。 從 つて 一つの 針金の 長さな ど \ 

いふ 言葉 自身が 旣に 無意味で はない 迄 も 漠然たる ものに なり はしまい か。 此瞹味 さ 加減 を 最も 明 

に 吾人に 示す の は綿絲 Q 燃り 絲 である。 一條の 燃り 絲を與 へ られ て 其 長さ を 精密 に 測らう と 企 て 

た 人 は玆に 述べた 困難 を 切 實に味 ふ 事が 出来ようと 思 ふ。 約 三尺 Q 絲は 測る 度 毎に 一分 二分 時に 

は 寸餘の 相違 を 示す ので ある。 それに も 拘らす 三尺の 絲と 云へば 吾人の 頭 腦には 一 定の觀 念 を與 

へ る 樣な氣 がして： 一目 葉 咎め をされ る 虞 は先づ ない。 此れ は 何故で あらう。 若し 此れが 分り切った 

事で あれば 凡ての 世人 は 皆科學 者で なければ ならない。 

燃り 絲も 針金 も あらゆる 彈性體 否 形狀 大小 を備 へた 物體は 皆同樣 である。 若しも 履歷 Q 影響が 

時と 共に 速に 漸進 線 的に 收斂 しなかったら どうで あらう か。 凡ての 物體は 雲煙の 如く 叉 妖怪 變化 

と 類 を 司 じうす る だら う。 
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重量 約 一 匁と か 長さ 約 一 寸 といへば 通例 衡り方 度り 方の 粗 雜な事 を 意味す る。 丁度 一 匁と かキ 

ッ チリ 一 寸 など 云へば 大變に 正確に 聞え るが 精密と か粗雜 とかい ふの も 給 局 は相對 的の 言葉で あ 

る。 人智の 測り 得る 所 いづれ か粗雜 なら ざらん やで ある。 丁度と 云 ひキッ チリと いふの も 約と い 

ふの も 根本的の 相違 はない。 一尺の 竹の 尺度 を 百 本 比較 すれば 百 本ながら 違って 居る。 丁度； 尺 

とい ふ 長さ は 抽象であって 現實に はない。 一 米の 標準 尺度の 二つの 目盛りの 中心の ii を單 位と す 

れば 一 米の 尺度 は それ 唯 一 つで ある。 そして 頼みに 思 ふ 其 唯  一 0 長さ は實は 前に 煩 はしく 述べた 

やうな 譯で餘 り 一定な もので はない ので ある。 

有難い 事に は 萬 物 相關の 影響 は收斂 級数で 表 はされ 履歷の 影響 は 漸進的に 消滅し 而 して 人 問の 

官能に は 限界が 存 して 居る。 それで 一 匁と か 一 尺と かいふ 言葉が 通用して 1.0023 でも 1.0012 で 

も 一尺 差で ある。 天氣が どんなで も 一尺 差 は 矢 張 一尺 差であって 吳服 商が 一 々寒暖計と 相談す る 

必要がない。 物理 舉 者が 尺度の 比 絞 をす る 時には 寒暖計 を 八 かまし く 云っても 天王星 や シリア ス 

の 位置 を 帳面に つける 必要 はま だない。 若しも さう でなかったら 假令 一 米の 標準 尺度 を 力 ドミゥ 

ム 線の 波長と 比較しょう としても 光の 波長 自身が どうして 頼みになる であらう： 

測定と いふ 事が 可能で あり 測定した * の 間 に 幾分で も 1= 遍な關 係が 兑 出さ れ簡單 な u 葉で 方 則 
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が 述 ベ 得られ る の は 畢竟 孤立 系 とい ふ ものが 考 へられる とい ふ 事に もなる。 乂 無限の 項から 成る 

級數 0 初め の 數項 以下 を 省略し て も 吾人 の 宫能上 差別 を 感じない とい ふ 事に もなる。 或は 自然界 

の 現象が 有限な 項から 成る 方程式で 或る 程度 迄 代表され 得る とい ふので ある。 無限に あるべき 害 

の 淺餘の 項の 效果が 微小と なる の は强ち 最初に 出した 簡單な 級數の 様になる とい ふので はない。 

彼の 級數は 收欽の 仕方の 遲 いも Q である。 此處で 云 ふ 殘餘の 項 は 多く はもつ と 速に 急に 收斂 する 

ので ある。 叉 一 つ 忘れて ならぬ 事は此 等の 微小な 殘餘の 項が 多く は 所謂 偶然の 方 則に 從 つて 分布 

され ブラ スと マイナス とが 相 消去す る 爲に結 菜が 蓄積せ ぬ 事で ある。 一 定の 位置 並に 寒暖計の 示 

す溫 度に 於て 測った 金屬 棒の 長さ は 不可 測 的の 雜 多な 微細な 原因の 爲に 種々 異なる 價を與 へ て も 

多數の 測定の 平均 は 或る 程度 迄 一 致す ると 考 へられる の は 矢張此 偶然の 御蔭で ある。 かう いふ 風 

に考 へれば 長さと いふ 言葉の 意味 も 略 定まって 來る。 

かう いふ 風に 考へ て來 ると 方 則と いふ もの 、見方が 色々 ある 様に 思 はれる。 吾人が 或る 有限な 

條件を 限って 此れ を 指定し 他の 影響 は 全くない と假定 した 場合の 結 鬼 を 云 ひ 表 はす も Q とも 云 は 

れる。 此れ は簡單 明瞭で あるが 抽象的で ある。 此考 では 方 則 を 云 ひ 表 はす 方程式 は 初めから 有限 

の 獨立 變數を 含む 有限 の 項から 成る ものである。 併し 嚴密 に 云へば 此の 如き 柚 象 的 の 狀況 は實現 
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する 事の 出来ぬ ものである。 もう 一 つの 見方 は此 方程式の 後尾へ 其れ 自身に 小さく 又澤 山の 場合 

の 平均が 零に 漸進す る 様な 無限 級 數を附 加して 考へ るので ある。 平たく 云へば 方 則と いふ もの を 

1 種の 平均の 近似 的の 云 ひ 表 はしと 考へ るので ある。 さう すれば 方 則と いふ もの は餘 程現實 的な 

意味 を 持つ 樣 になって 來る。 此 樣な區 ^は 甚だつ まらぬ 事の 樣 であるが 自分 は强ち さう と は 思 は 

ない。 

瓦斯 體の方 則な ど は 瓦斯 を 均質な 連 續體と 見做す 時 は 至極 簡單な 意味の ものであるが 此れが 澤 

山な 分子の 集合 體 であると 見做せば 此 等の 方 則 は複雜 多様な 關 係の 平均の 云 ひ 表 はしと いふ 外に 

は 意味 はなくな つてし まふ。 電氣の 如き も近來 量子 的の ものと 考 へられる 以上 は 例へば 靜電氣 分 

布に 關 する 舊來の 理論 も 畢竟 一種の 統計的の 意味し かない 様になって 來る。 光な どで も單 一 な 球 

面 波 の 如き もの は實 現し 難い ものであって 實 際の 光 は 矢 張複雜 多様な 要素の 集圑 であって 光の 强 

度と いふ 樣な 概念 も 多く は 唯 平均 的の 意味 を 有つ のみで ある。 

併し 入 ii が 超 顯微鏡 的の 眼 を 有って 居ない 以上 は 分子 や 電子 を 直接 見る 事が 出来ない。 それで 

多くの場合に は 此樣な もの を考 へなくて 却て 事柄 は 簡單に 明瞭に 處理 される ので ある。 若し 量子 

的の 考を W ゐ すして 凡ての 現象が 矛盾な しに 說 明され 得る の であつ たら 何 を 苦しんで 殊^ に複雜 
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な 統計的 Q 理論 を撸 出す 必要が あるで あらう か。 數擧 的の 興味 は 十分に あると して も 自然 科學 と 

は 交 涉の少 いもので あらう。 實際は 幸か不幸か さう でな. い。 化舉的 現象 は 勿論の 事 ブラウン 運動 

等の 研究 は 益、、 分子 原子の 實存 を證す る樣に なり 眞 {4! 管 や 放射性物質 の 研究 はどうして も 電子 の 

存在 を 必然と する 様になって 來た。 人間が 簡單を 要求しても 自然 は 其れに は 頓着し ない。 唯複雜 

な變 化の 微小な 事 又 ボア ン カレ ー の 謂 ふ 如く 複雜 さが 十分 複雜 である 爲に 「偶然の 方 則」 が 行 は 

れ、 多く Q 場合に は 簡單な 平均 的の 云 ひ 表 はし を 抽象的に 考 へる 事が 出來 るので あらう。 

それで 方 則の 云 ひ 表 はす 言葉 は不變 でも 其 意味 は 場合によって 色々 に考 へられる ので ある。 此 

れは方 則の 中に 含まれた 概念の 變 化であって 其れが 元来 云 ひ 表 はす 當 面の 事 實の變 化で はない。 

唯 此の 概念の 變化 によって 新しい 事 實の發 見され る 毎に 一 々新しい 方 則 を 捻出す る 事が 避けられ 

る Q である。 

•  口に 方 則と は 云 ふ もの 、物理の 方 則で も 色々 の 種類が ある。 フック の 方 則 ボイル の 方 則な ど 

の 様に 適用の 範圍の 明白に 限定され て 居る もの も あり 重力の 方則ク ー a ン の 方 則の 如き 餘程 普遍 

的な もの も ある。 近似 的の 方 則 を 何 處迄も 適用 せんとして 失敗し 「理論と 實 際の 齟齬」 とい ふ標 

語を眞 向に かざして 舉者を 毛 嫌す る 世人の 少 くないの は此 等の 方 則の 近似 的な 事 を 忘れて 居る 爲 
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である 場合 も ある。 それ は 別問題と して 嚴密な 意味に 於て 普遍的な 正確な 方 則が 可能で あらう か。 

方 則と いふ もの k 成り立ちが 前に 述べた やうな ものであって 見れば 凡て の 方 則 は 近似 的の ものと 

云 はなければ なるまい。 少く共 近似 的で 無い とい ふ證據 はない やうで ある。 重力の 方 則 は 海王星 

の 軌逬以 內には 適用され るが 固體 分子 間の 距離に 於ても ：！； 様で あらう か。 此 距離に 於て は 吾人 は 

種々 の 場合に 別の 方 則に 從ふ 凝集力 を考へ 度くなる。 此 凝集力と 重力と は 如何なる 關 係が ある だ 

らう か。 荷電 導體內 部に 於け る 電場の 零なる 事から ク— a ンの方 則の 厳密な 事を證 する が 常で あ 

る が 吾 人 の 實驗し 得る 導 體の大 さに 制限の ある 事 を 忘れて はなるまい。 此方 則が 電子 問の 距離 迄 

適 ffl される だら うか。 銀河の 近 邊迄も 同様で あらう か。 此れに 對 する 確答 はま だない。 

此等 の 引 斥力 が自乘 反比 と い ふ 簡單な 一一 目 葉で 表 はさ. れ るの は 驚くべき 事で あると いふよ り は 寧 

ろ此 Q 如く 簡單に 云 ひ 表 はし 得る 言葉が あるの が 驚くべき 事 だと ピア ゾ ンは 云って 居る。 併し 或 

は此 等の 力の 方 則 を 表 はすべき 數 式の 第 一 項に 對 して 第一 一項 以下の 小さい 事に 驚く と 云 はねば な 

らぬ 事に なり はしまい か。 少く ともさう いふ 風に 考 へる 方が 自然 科舉 者の 今 U の 立場と して 寧ろ 

安當で は あるまい か。 併し 此 疑問 以 上 に 立ち 入る 事 は 科學者 の 領域 以外に 踏み出す と 思 ふ。 

..... こんな 事 を 書いて 公に しょうと いふに 就いて 一 っ考 へなければ ならぬ 事が ある。 卽ち 此の 如き 
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漠然たる 議論 を 並べた 結 架 一 部の 讀 者に は 誤解 を 生じ 又 一 部 0 舉 者から は 獨斷 の邪說 として 攻撃 

される 虞が 甚だ 少 くない 様に 思 ふ。 或る 讀者は 益-或は 始めて 所謂 精密 科 M ネの 基礎の 案外 薄弱な 

事を考 へて 其價 値と 效果を 疑 ふか も 知れない。 併し 自分が 此處迄 述べ て 来た 事 は 正に 此點に 就い 

て 疑 を 解かん が爲 である。 此 疑に 對 して は 今迄 述べた 事 をもう 一遍 繰 返す 外 はない。 そして 此の 

如き 基礎の 上に 立った 學 問の. 效果は 眼前の 科學的 文化で ある 事 を附け 加へ たい。 次に 學 者の 方 か 

ら 見れば 重力の 方 則 等 迄 も 近似 的と 見做した りする 様な 考は 幾多の 非難が あるか も 知れない。 實 

際 かう いふ 樣な考 は 或る 意味に 於て 甚だ 危險 である。 往々 考が 形而上 的に 走り 罷り 違へば 誇大 妄 

想 狂と 何等 選む 所の ない 様な 夢幻 的の 思索に 陷 つて 何時の間にか 科學 Q 領域 を 逸する 虞が ある。 

此 意味 の 危險を 避ける 爲に 何處迄 も科學 の 立脚地た る 經驗的 事實を 見失 はぬ 様に しなければ なら 

ない。 論理の 絲を 手繰って 闇黑な 想像の 迷路 を 彷徨して 居る 內に 何處 かで 新しい 出口 を 見付け 其 

處で 事實の 日光に まともに 出く はす 迄 は 何事 も 主張す る權利 はない 事 を 心得て 居なければ ならな 

い。 併し 懐疑と 想像と は 科學の 進歩. に 必要な 衝動 刺戟で ある。 疑 ひ 且つ 想像 をめ ぐらす 前に 先づ 

現在の 知識の 限界 を 窮めなければ ならぬ 事 は 勿論で ある。 現在 科舉の 極限 を 見極めす して 徒らに 

奇說を 弄す る は白晝 提灯 を 照らし て 街頭に 叱 呼す る 盲者 の 亞類 であ る。 方 則 を 疑 ふ 前に は先づ 此 
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れを 熟知し 適用の 限界 を 窮めなければ ならぬ。 其 上で 疑 ふ 事 は 止む を 得ない。 疑って 活路 を 求め 

るに は 想像の 翼 を 鼓す るの 外 はない ので あらう。 

現在の 科學の 基礎 方 則 を 疑 ふの は危險 であっても 社會 主義が 画家 主義に 危險 であったり 靑 年の 

思潮が 老人に 危險 であるのと は 趣 を 異にする。 此說明 は歷史 がして くれる ので ある。 ブト レミ— 

派の 學者は 地球 を 不動と 考へ て 太陽 は 勿論 其 他の 遊星 も 皆 其 周圍を 運行す る ものと 考 へた。 後に 

コ ペルー 一力 スの地 動說が 出て 前說 よりも 遙に 簡單に 天 體の 運動 を說 明し 得る 事が 分り、 ケプ レ ル、 

二 ュ ー トン を經て 愈、、 簡單 な； 連動の 方 則で 天 體の諸 現象 を 述べ 盡す 事が 出来た。 併し 今 c: では 或 

る 簡單な 問題 を考 へる 場合に は 依然として ブト レミ I の考を 使用して 怪しまない。 叉 一 1 ュ ー トン 

の カ舉の 基礎 は輓 近相對 原理の 發展. につれ て ぐらついて 來 たに は 相違ない。 併し 此 原理の 研究が 

何程 進んでも 二 ュ I トンの 力 學が廢 滅に歸 するとい ふ譯 では あるまい。 日常 普通の 問題に 此れ を 

應 用して 少しも 不都合 はない 害で ある。 精巧な 測 器が 具備して 居る 今日で も、 場合によって 科學 

者が 指 や 歩數を もって 長さ を 測る 事 を 恥と しない。 それで 科學 0 方 則が 如何に 變 つても 人 §1 社會 

の 幸福 は 損 はれぬ Q みなら ゃ增 すば かりで ある。 科學が 此れに よって 進歩す る 事 は 申す 迄 もない。 

此れに 聯關 して 起る 問題 は 科學の 基礎 や 方法に 關 する 事柄 を初舉 者に 吹き込む 事の 可否で ある。 
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中學 校で 物理 學を敎 へる 場合に 方 則の 成立 や 意義 や 弱點を 暗示す る Q は 却て 迷 を 生じ 誤解 を 起す 

と 云 ふ說も ある。 自分 は 教育家で ない が 唯 自分 一 己の 經驗 から 推して 考 へれば 旣に 初學の 時代に 

此種 Q 暗示 を與 へる 方が 却て 理解と 舆味を 助長し 研究 的 批評 的， Q 精神 を 鼓吹す るで はない かと 思 

ふ。 實際 物理 敎科 書に ある 方 則と 寄宿 舍の 規則と Q 區別 を自覺 して 居る 生徒が どれ だけ あるか 疑 

はしい。 方 則が 日常 身 邊に行 はれて 居る 現象と 如何なる 交涉が あるか も吞 込む の は 容易で ない 樣 

に 見える。 今此等 Q 事柄 を 生徒に 敎 へようと すれば 如何に 敎 ふべ きかと いふ 事が 困難な 問題で あ 

る。 併し 中學 校で は旣に 倫理 道德 など & いふ 事す ら敎 へて 居る ではない か。 生徒の 老成 後の 倫理 

道德觀 が中學 校で 敎 はった 所と 如何程 懸隔しても 仕方がない。 矢 張中學 校の 倫理 は 無益で はない。 

自分 は科學 とい ふ もの X 方法 や 價値ゃ 限界な ど を 多少で も 暗示す る 事が 却て 百 千の 事 實方則 を 暗 

記させる よりも 有益 だ と 信じ 度 い。 さう すれば 今日 程 世人 が 科學 の 眞 面目 を 誤解す る やうな 虞が 

少く なり、 又 一方で は科學 的の 研究心 を もった 人物 を 養成す るに 效 ral^ が あり はしない かと 考 へる 

ので ある。 (大正 四 年 十月、 理 學界) 
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物理 學は 他の 科. 學と 同様に 知の 擧 であって 同時に 叉 疑の 舉 である。 疑 ふが 故に 知り、 知る が 故 

に 疑 ふ。 暗夜に 燭を秉 つて 歩む 一 歩 を 進 むれば 明 は 一 歩 を 進め 暗 も 亦 一 歩 を 進める。 而 して 暗 は 

無限大であって 明 は 有限で ある。 暗 は 一 切であって 明 は 微分で ある。 悲觀 する 人 は玆に 到って 自 

棄 する。 微分 を 知って 一切 を 知ら ざれば 知る も 何の 5. 斐 あらん やと 云って 舉問を 嘲り 舉者を 罵る- 

人 問と は 一 つの 微分で ある。 併し 人智の 究め 得る 微分 は 人間に 取って は 無限大なる ものである- 

一塊の 遊星 は 宇宙の 微分 子で あると 同様に 人間 は 其 遊星の 一個の 上の 微分 子で ある。 此れ は大さ 

だけの 事で あるが 知識の dimgsions は 此れに 止らぬ。 空間に 對 して 無限で あると 同時に 時 問 に 

對 しても 無限で ある。 時と 穴.^ 間で 織り出した Minkowski の Welt に は 此虚迄 以上に は 手の： S か 

ぬと い ふ 限界 はない ので ある。 


疑 と 知 


疑 は 知の 基で ある。 能く 疑 ふ 者 は 能く 知る 人で ある。 南洋 孤島の 齒長 東都 を訪 うて 鐵道馬 率の 

馬 を 見、 驚いて あれ は 人 食 ふ 動物 かと 問 ふ、 聞いて 笑 はざる 人な し。 笑 ふ 人 は 馬の 名 を 知り 馬の 

用 を 知り 馬 0 性情 形態 を 知れ 共 遂に 馬 を 知る 事 は出來 ぬので ある。 馬 を 知らん と 思 ふ 者 は 第一 に 

馬 を 見て 大に 驚き、 次に 犬に 怪しみ、 次いで 犬に 疑 はねば ならぬ。 

寺院の 懸燈 G 動搖 する を 見て 驚き 怪しんだ 子供が 伊太利 ピサに 一 人あった ので 振子の 方 則が 世 

に 出た。 林檎の 落ちる を 怪しむ 人が あつたので 萬 有 引力の 方 則 は 宇宙の 萬 物 を 一 つの 絲 につない 

だとい ふの は 人の 能く 云 ふ 話で ある。 基礎的の 原 理 原則 を 探 り當 てる 大 科舉者 は 常 に 最も 無知な 

最も 愚な 人で なければ ならぬ。 學 校の 敎科書 を鶴吞 にし、 先人の 研究 を 其 孫 引に よって 知り、 更 

に 疑 ふ 所な くして 此れ を 知り 博 學多識 となる もの は 此の 如き 仕事 は 仕遂げられな いので ある。 

然れ 共大に 驚き 犬に 疑 ふ 無知 者 愚者と なる 爲には 又 博く 知り 深く 學ば ねばなら ぬので ある。 上 

述の ガリ レ ー、 一一 ュ ー トンの 發 見に 關 する 逸話 は其實 信す るに 足らぬ 俗說 であるが、 併し 此 等の 

發見 をす る 爲には 又 非凡な 準備 素養 を 要した 事 は 云 ふ 迄 もない。 ル ベリ H が 海王星 を發 見した の 

も、 天王星の 蓮 動 を 精細に 知り 其 運動の 說 明し 難き 小 不規則 を 怪しんだ から Q 事で ある。 近年 力 

學 物理 學 を根抵 より 改造す る 氣運を 生じた 所謂 相對率 の 原理 Q 如き も、 もし 電子 の 運動に 關す る 
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實驗 上の 事實が 知られな かつ たなら ば 恐らく 今日 の 如き 進境 を 示す 事 もなか つたで あらう。 

知る に は 又 種々 多様の 知る が ある。 地球上の 物體が 地面に 向って 落ちる 事 は 三尺の童子 も 此れ 

を 知る C 此れ も 知る である。 签氣の 抵抗 其 他 をな く すれば 略 一 秒 間 九 . 八 米の 加速度 を 以て 落つ 

る 事 は 中等教育 を 受けた 者 は 兎も角も 一 度 物理 學 教科書に 敎 へられる。 併し 此れ だけの 簡單な 方 

則の 意味 を 本當に 理解して 何時でも 應 用し 得る 程度 迄に 知る 人 は 甚だ 稀で ある。 更に 此方 則を實 

際に 應 用す るに 當 つて 空氣 の 抵抗が 如何なる 程度の 影響 を 及 ぼす や を 知る 人 は 更に 少ぃ。 更に 义 

自ら 器械 を 取 つ て 此れ を實驗 し、 自然 其 物から 確實 Q 知識 を 得ようと す る 人は更 に 更に 义少 いの 

である。 

古 來邦畫 家 は 先人 Q 畫風を 追從す るに 止って 新機軸 を 出す 人 は 誠に 寥々 たる 晨 星の 如き ものが 

ぁづ た。 此等は 皆 知って 疑 はぬ 人であった とも 云 はれよう。 疑って 考へ a つ 自然に 就いて 直接の 

師を 求めた 者に 到って 始めて 一新 天地 を 開拓して 居る の觀が ある。 

讀書 固より 甚だ 必要で ある、 唯 だ 一 を 讀んで 十 を 疑 ひ 百を考 ふる 事が 必要で ある。 人間の 知識 

を 一 歩 進めん とする 者 は 現在の 知識 Q 境界線 迄 進む を 要する 事 は 勿論で ある。 旣に 境界線に 立つ 

て線：？^〇自然を握まんとするも0は、 徒に 眼 を 塞いで 迷 想す る だけで は駄： ：！ である。 眼 を 開いて 
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疑と 知 


自然 其 物 を 凝視し なければ ならぬ C 此れ は 手に 取って 右 轉左轉 して 見なければ ならぬ。 さう して 

大に疑 はねば ならぬ。 此 際に 唯 注意すべき 事 は 色眼鏡 を かけて 見ない 事で ある。 自分が 色眼鏡 を 

かけて 居る か 居ない か を 確かめる 爲に は、 更に 翻って 旣 知の 自然 を 省み 叉 大に疑 はなければ なら 

ぬ 事 は 勿論で ある。 

疑 はぬ 人 は 甚だ 多い。 欠レ 知の 甚 しきもので 叉 無知の 甚 しきもの である。 雨の 降る 日 は 天氣が 

悪い とい ふの は事實 である、 雨が 降って 天氣 のよ い 日の ある 事 を 知る 人 Q 少ぃ 所以で ある。 一に 

一 加へ て 一 一となる は當り 前で ある。 それ だから 一に 一 加 へて 二に ならぬ 事 を 知る 人が 少ぃ。 

或る 老人に 液 體空氣 の 事 を 語る。 老人 曰く 「空 氣が 水になる の は 何も 珍しい 事 はない。 夏コッ 

プに 井水 を 盛れば 器 外に 點 滴の 付く のは卽 ちそれ ではない か」 と。 

疑 ふ 人に 凡そ 一 一種 ある。 先人の 知識 を 追究して 其 末 を 疑 ふ もの は 人智の 精 を 究め 微を盡 す 人で 

ある 0  . 

何人も 疑 ふ 所の ない 點を疑 ふ 人 は 知識 界に 一 時機 を 劃す る 人で ある。 

一 人に して 其 二 を 兼ぬ る 人 は 甚だ 稀で ある、 此れ を 具備した 人に して 始めて 碩學の 名 を 冠す る 

に 足らん か。 r 大正 四 年頃) 
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物質と エネ ルギ ー 


物に は必す 物理が ある。 兹に 所謂 物と は何ぞ や、 直接 ii 接に 人間 五感の 對象 となって 萬 人其存 

在 を 認め 或は 認め 得べき もの を 指す。 故に 幽靈 は玆に 所謂 物で はない。 夢中の 寳玉も 物で はない。 

物理 學者は 通例 物質と H ネル ギ ー とい ふ 二つの 物 を 認める。 物質の 定義が 困難で ある。 敎科 書な 

ど に は 質量 を 有す る ものと も 書いて あ るが 此れ は 言葉 を換 へたに 過ぎない。 質量と いふ 考を 明に 

する に はどうしても 力と いふ 考を 固めなければ 工合が 惡ぃ。 力と いふ 一一 一一：： 葉の 起原 はつ まり 人 ^ の 

筋力の 感覺 から 發 達し て 来た も の に 相違な い。 さう して 此の 考を 押し 擴げ て 吾人 の 身邊を 阐繞す 

る あらゆる 變化を Hral- を 以て 律しょう とい ふ 了見から 何 か 其の 變 化の 原 H となる もの を考 へたい 

ので、 此の 原因に 力と いふ 語を轉 用す るに 至った Q であらう。 普通に 云 ふカ舉 上の 力 は卽ち 所謂 

機械的の 力で 直接 乂は 間接に 吾人の 筋力と 比較 さるべき ものである。 此れが 或 物に 作用した 時に 
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—ギル ネ、 ェと質 物 


此れが 有限な 加速度 を 以て 運動 すれば 其 物 は卽ち 物質で 質量 を 具へ て 居る と 云 ふ。 其の 質量の 大 

小 は 同じ 力の 働いた 時の 加速度に 比例す ると 考へ るので ある。 否 寧ろ 此の 如き 方 則に 從 つて 力に 

反應 する 物 を 物質と 名け るので ある。 かう いふ 考で 自然界の 運動 を解釋 して 矛盾す る處 がない の 

で、 力の 考は 愈、、 明と なり 質量の 考も愈 * 確になる C 此の 考を 更に 押し 擴め 直接 筋力と 比較す る 

事の 出来ぬ 種々 の 引力 斥力 を考 へて 森 羅萬象 を 整然たる 規律の 下に 整理す るの が 物理 擧の 主な 仕 

事の 一 つで ある。 

力の 考 から 仕事の 考が 導かれる。 力の 作用せ る 物が 動けば 力 は 其 物に 對 して 仕事 をし 又 仕事 を 

受ける。 其の 仕事 は 力と 距離の 相乘 積で 計る。 此れが 現在 カ學の 中の 重要な Begrife の 一 である。 

此れ はしかし 力の 如き 人間 感覺に 直接 の 交涉を 有せ ぬ 量であって 自然現象 を 整理す るに 便 {且 な 尺 

度の 一 つと 考 へなければ なるまい。 仕事の 考が 定まれば H ネル ギ ー の考は 此れから 導かれる。 卽 

ち 仕事 をな す 能 を H ネル ギ ー と 名け る。 或 現象が 起って 其の 間に 甲 か 乙に 仕事 をした とすれば 甲 

は エネ ルギ ー を 有って 居た と考 へ、 其の 一 部 叉 は 全體が 仕事と して 費され たと 考 へる。 仕事 を受 

けた 方は义 それだけの H ネル ギ ー を 受取った と考 へて よい。 此れ も 亦 一 つの 便. {且 上の wegrife で 

あって 自然 其 物は此 wesTife の 中には 少しも 含まれて 居らぬ ので ある。 此の 如く 定めた euergy 
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なる ものが あらゆる 變 化に 際して 總 和に 於て 變ら ぬと いふの が 所謂 勢力 不滅 則で ある。 

仕事と 云 ひ H ネル ギ ー と 云 ふの は 何 處迄も 人 問 特に 物理 學 者が 便宜上 採用した 觀念 である。 力 

とい ふ 語 や 速度と い ふ 語が 世俗に 通じ 易く て 仕事 H ネル ギ ー の 解し にく いのは 其の. 爲 である。 此 

の 樣 な觀念 の 結合 連鎖に よって 組み立て たカ學 物理 學 は 吾人に 取って 非常に 便 まな ものであるが、 

しかし 又 此の 建設 物が 唯一 な 必然な もの だと は 信じられない。 現在と 全く 異 つた 一 つの カ學 系統 

を 構成す る 事 は 不可能で は あるまい。 現在の 系統 は 一朝一夕に 發 達した もので はなく、 ガリ レ ー 

以來漸 を 追うて 發 達して 来た もので、 種々 な觀念 も 段々 に變 遷し擴 張され て來 たも Q である。 從 

つて 將來は 又 どの 様 な變化 をし 义 どの 様な 新しい 觀 念が 採用され る 様になる か、 今日 此れ を豫言 

する 事 は 困難で ある。 

光と 名け 音と 名け る 物 は H ネル ギ ー の 一 つの 形で あると 考 へられる。 此等は 吾人の 五官 を 刺戟 

して 萬 人 其の 存在 を 認める。 しかし 「光 や 昔が H ネル ギ ー である」 とい ふ 言葉で は 本當の 意味 は 

盡 されて 居ない。 昔 一一 ュ ー トン は 光 を 高速度に て 放出 さる- ^物質の 微粒子と 考 へた。 後に は ェ，' 

テルと 稱 する 假想 物質の 彈性 波と 考 へられ、 マ タス ゥェ ルに 到って は 此れ を H 1 'テル 中 0 が 迅磁的 

歪み C- 波狀傳 播と考 へられる に 到った。 其 G 後 アインスタイン 一派 は 光の 波 狀傳播 を 疑った。 义 
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—ギル ネ ヱと 鶴 


現今の 相對 原理で は H  J テ ルの 存在 を 無意味に してし まった 様で ある。 それで 光と 稱 する 感覺は 

依然として 存 する 間に 光の 本 體に關 して は 今日に 到る も 何等の 確かな 事 は 知られぬ ので ある。 そ 

れ にも 關らす 光が 一 種の H ネル ギ ー であると いふ 考は 少しも 動かされない。 光が ェ ネル ギ ー を搬 

ぶと 考へ ると 光 Q あらゆる 物理的 化. 學的 性質 を說 明し て 矛盾す る處 がない。 

音の 場合 は 光 程 六 かしく はない 樣 である。 此の 場合に は 音 を搬ぶ ものが 吾人の 直接 感覺し 得る 

{仝 氣 だからで ある。 此 Q 場合に は 吾人 は 直接 签氣の 振動 を 認める 事が 出来る。 此の 音が 傳 はって 

行く 際に ヱ ネル ギ ー が搬 ばれる と考へ ると 少しも 矛盾な く 諸般の 現象 を說 明す る 事が 出来る。 光 

は 熱 を 生じ 化學 作用 を 起し 又 壓カを 及ぼして 機械的の 仕事 をす る。 昔 も 鼓膜 を 動かして 仕事 をし 

义執 一に も變 する。 然るに 此の 如く 搬 ばれ 彼の 如く 變 化する H ネル ギ I  Q 本體は 何物 か。 此れ は 吾 

人 C- 宫 能の 外に ある もので つまり 一 つの 觀念 では あるまい か。 物質の 觀 念が 未開人に も あるのに 

H ネル ギ— の考が 俗人に 通ぜ ぬの は 其の 爲 では あるまい か。 

かう いふ 風に 考へ れば 物質 其 物 も 亦 分らぬ ものである。 物質 諸般の 性質 を說 明す るに は 物質が 

凡て 分子 原子から 成立して 居る と考へ る 事が 必要な 計りで なく、  乂 分子 9 赏在は ブラウ ン速動 等 

から 見ても 最早 疑 ひ 難い 事で ある。 义此 等分 子が 义原 f から 成立して 居る 事 も 疑 ひない 事で、 分 
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子 中に 於け る 原子 結合の 狀況に 就いても 各方 面から 推定 を 下す 手掛 りが 出来て 居る。 前世紀の 末 

頃 迄 は 原子 迄で 事が 足りて 居た が、 眞空中 放電 Q 研究 や 放射能 性 物質 Q 研究から 更に 原子の 內部 

構造 を考へ なければ ならぬ 破目に なって 玆に エレクト 口 ン なる ものが 發 見され る 事に なった。 今 

日 では 殆んど 此の 電子の 實在を 疑 ふ 者 はない。 放射性物質 ゃ眞空 放電の 現象に 止ら す、 あらゆる 

方面に 亙って 電子に よって 始めて 說 明され る 新しい 現象 も發見 さる k に 至った。 今日で は 電子 の 

數を かぞへ る 事 も 出来る。 各種 物質の 出す 光の スぺ ク トル の 研究から 原子 內に 於け る 電子の 排列 

を 探る 様な 有樣 である。 

電子が 一 定量の 陰電氣 を帶 びて 居る 事、 其の 質量が 水素 原子の 質量の 凡そ 千 八 百 分の 一 に當る 

事 も 種々 の 方面から 推定され る。 此の 如き 電子の 性質が 次第に 閬 明され、 此れが 原子 を 構成す る 

模様が 明になる 時が 来ても、 電子 其 物 は 何物 ぞと いふ 疑問 は殘 るので ある。 

一 體 電子 を 借りなければ 說 明の 出来ない 様な 諸 現象が 未だ 發見 されす、 物赏の 最小 部分が 原子 

だとして 充分であった 時代に 於て、 原子 は 更に 一層 微細なる 部分より 成る と 論す る 人が あつたと 

すれば 其の 人 は 空想家 か哲學 者であって 少 くも 實 驗科擧 者で はない。 實驗 科擧は 形而上 舉 ではな 

い。 取极ふ もの は 自然の 經驗 的事實 である。 或る時 代に は 物理 學は 事柄が 如何に 起る かとい ふ 事 
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一 ギル ネェと 質 物 


を 論す るの みで、 何故かと いふ 事 は 論じない と 云 ふ 一一 一一 口 葉が 流行して、 其の 眞の 意味が 誤解され た 

事が あった。 今日 多くの 物理 學 者に 云 は せれば 何故と いふ 言葉と 如何に と い ふ 詞も相 去る 事餘り 

遠く はない ので ある。 如何にと いふ 事が 分れば 何故 も 分り、 何故と いふ 事が 明に なれば 其の 結果 

は 同時に 「如何に」 に對 する 答で ある。 それで 原子の みで は 分らぬ 現象が 知られる に 至って 何故 

とい ふ 問題が 起り、 其の 結果 「如何にして」 の 答案が 上述の 如き 電子の 出現と なった ので ある。 

しかし 科舉 者に は. 沒交涉 である 害の 物の 本性に 立ち入らう とする 人間 自然の 欲求 は 更に 電子 は 何 

かとい ふ 疑問 を發 して 止まぬ ので ある。 

前世紀に 於て 電氣は 何物 ぞ、 物質 か H ネル ギ ー かとい ふ 問題が 流行した。 電氣竊 取 罪の 鑑定人 

として 物理 學 者が 法廷に 立った 事 も ある。 一 一十 世紀の 今日に 於て は 電氣の 疑問が 電子に 移った。 

電子 は 連續的 の ものでなくて 粒から 成り立って 居る。 一 電子の 有す る 電子 以下 の 少量 の 電氣は 何 

處 にも 得る 事が 出来ぬ。 あらゆる 電氣は 此の 微 粒の 整數倍 であると いふ 事に なった。 それで 電氣 

を盜 むの は 此の 電子の 莫大な 粒 數を盜 むので ある。 そこで 其の 電子 は 物質 か H ネル ギ ー か。 

電子 は 質量 を 有する 様に 見える。 それで 前の 物質の 定義に よれば 物質の 様に 見える。 同時に 此 

れには 一 定量 Q 荷電が ある。 荷電の 存在 は 一 體何 によって 知る 事が 出來 るかと いふと 此れと 同様 
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の 物 を 近づけた 時に 相互 間に 作用す る 力で 知られる。 其の 力 は 間接に 普通の 機械 力と 比較す る 事 

が 出來る ものである。 旣にカ を 及ぼす 以上 此れ は 仕事 をす る 能が ある、 卽ち H ネル ギ ー を 有して 

居る。 しかし 此の エネ ルギ I は 電子の 何處に 潜んで 居る ので あらう か。 フ ァラデ I、 マ タス ゥェ 

ル の 天才 は 荷電 體 H ネル ギ ー を 其 物の 內 部に 認めす、 却て 其の物 體の 作用 を 及ぼす 勢力 範阐卽 ち 

所謂 電場 に^する ものと 考 へた。 此の 考は 更に 電波の 現象に よって 確かめら る、 に 至った。 此の 

考 によれ ば 電子 の 荷電 の H ネル ギ ー は 電子 其 物 に存 すると 考へ るより は 寧ろ 其 の 範圍の {4j 間に 存 

すると 思 はれる ので ある。 卽ち 空間に 電場の 中心が ある、 それが 電子で あると 考 へられる。 此れ 

が 他の 電子 又は 其の 集團の 電場に おかれる と 力 を 受け て 自由の 狀態 に あれば 有限な 加 運 度 を も つ 

て 蓮 動す る。 卽ち 質量 を 有する ので ある。 

然るに 一方に 於て 荷電 體が 動く 時 は 其の 周圍の 電場き 引 連れて 動く。 その 時 此の 電場の？^ 動の 

爲に 所謂 磁場が 起る、 電流の 通す る 針金の 周圍に 磁場き 生じる の は卽ち 此れで ある。 此の 如くし 

て 起る 電磁場 は 一種の 惰性 を 有する 事が 實驗 上から 知られる、 卽ち 荷電 體を 動かし 始める 時には 

動くまい とし 動いて 居る 0 を 止める 時には 運動 を i 一 I けようと する、 丁度 物質と 量と 同様な 性質 を 

有して 居る ので ある。 質量 の 定義に 從 へ ば 荷電 體從 つ て 電子 は 其れが. m 氣を帶 び て £5 る爲に 一 械 
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の 質量 を 有す る と 云 は ^5;^け れば なら ぬ。 從 つて 上の 物質の 定義に 從へ ば電氣 は卽ち 物質と 云 は な 

ければ ならない。 但し 其の 質量の 少 くも 一 部分 は 其の 周圍 電磁場の H ネル ギ I に歸 21 する もので 

ある。 然 らば H ネル ギ ー は卽ち 物質 か。 かう いふ 疑問が 自ら 起らぬ を 得ない ので ある。 吾人が 通 

例 取り扱って 居る 物質の 質量なる もの は 其 物 の 速度 如何 によって 變ら ない。 然るに 荷電 體 の 電磁 

的 質量 は 速度に よって 變る ものである。 今 電子の 質量が 純粹な 電磁 的の もの か 或は 一部分 は 速度 

に 無關 係な も Q であるかと いふ 問題 を 決す るに は 速度 種々 に 異な る 電子 が 電磁場 で 其の 徑路 を變 

へ る 模樣を 見れば 分る 害で あるので、 カウ フマ ン 以後 種々 0 人が 精密な 實驗を 行うた 其の 結 架 は 

電子の 質量 は 殆んど 全部 電磁 的の も Q であるら しい。 さうな ると 勢 ひ 吾人が 從來 物質の 質量と 考 

へて 居る もの も 矢 張 同様に 悉く 電磁 的な も のでない かとい ふ 疑. を 起さ る を 得ない。 もし さう で 

あらば H ネル ギ I と 物質と は 打して 一丸と なり、 物質 卽ち エネ ルギ， "となる 譯 である。 しかし 此 

の 疑問 は 未だ 中々 解決が つかぬ。 陰電子と 共に 物質 を 構成して 居り 然も 物質 質量の 大部分 をな し 

て 居 る 陽電子 なる もの \ 性質 本體 がま だ 分らぬ 內は 前途な ほ 遠し と 云 は なければ なる ま い。 

物理 學の根 原 は實驗 的の 事實 で、 其 Q 基と なる もの は 人間の 五感で ある。 しかし 物理 學の 進歩 

す る 程 其 の 基と なる 五感 は 閑却され て來 るので ある。 昔の 物理 學 では 五感 の 立場から 全く 別物と 
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して 取扱った ものが 段々 ー緖 になって 來る。 電波 や 熱 や 光 や X 線 や？. 線 や、 人 問 を 離れて 見れば 

全く 同じ 物で 波の 長さと いふ 事の 外に は 本質的の 差異 を 認めない。 六十 餘 種の 原素 も 恐らく は 唯 

陰陽 電子の 異なる 排列に 過ぎぬ と考 へられる。 愈" 進んで 物質と H ネル ギ ー は 二 兀に歸 しょうと 

する 傾向 さへ 生じて 居る。 從來 不可解の 疑問た る 萬 有 引力なる もの も 亦 光との 間に 何等かの 連鎖 

を ほ Q めかして 居る ので ある。 

物理の 理の字 は 正に 此の 如き 總括を 意味す ると も 云へ る。 直接 五感に 觸れる 萬 象 を 悉く 偶然と 

考 へない とすれば、 經驗が 蓄積す るに つれて 概括 抽象が 行 はれ 箇々 の 方 則 を 生じ、 此 等の 方 則が 

蓄積 すれば 更に 一段 上層の 槪 括が 起る。 さう なれば 最早 人間と いふ もの は 宇宙の 片隅に 忘れられ 

てし まって、 少數 Q 觀 念と 方 則が 獨り幅 を 利かす 様になって 來 るので ある。 然も 此の 大系 統は結 

局 人間の 產 物であって 人間 現在の 知識の 範園內 にの み 行 はる \も ので ある。 ボアン カレ ー は 「方 

則 は不變 なり や」 とい ふ奇 ii. を發 して 居る。 (大 lii 四 年頃) 
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科學 上に 於け る權 威の 價 値と 弊害 


科學上 に 於け る權威 の 效能 は殆ん ど 論す る 必要 の な い 程 明白な も ので ある。 殊に 今日 Q 如く 备 

方面の 科學は 長足の進歩 を 遂げて 其の 間口の 廣ぃ事 奥行の 深い 事 旣往の 比で ない。 屮々 風來 人が 

門外から 窺 ひ 見て 其の 概要 を 知る 事 も 容易で はない、 のみなら. f 各 ： 獨 立の 名稱を 有って 居る 科 

擧の 分派 例へば 物理と か化學 とかい ふ もの 、中に 又 色々 の 部門が 各" 非常な 發達 をして 居る。 假 

令 日進月歩の 新 知識 を 統括す る 方 則 や 原理の 數は それ 程增 さない としても 此れに よって 槪括 せら 

れ るべき 事 實の數 は 次第に 增 加して 來る ばかりで ある。 從 つて 勢 ひ 物理 學の 中で も 段々 に專 門の 

數が增 加し 其の 範圍が 狭くなる。 此 勢で 進んで 行けば 物理 學 を學修 するとい ふ 事 は 中々 困難な 事 

になる。 人間の 能力が 此れに 比例して 增進 しない 限り は 十人並の 人間 一 生の 間に 物理 學の 全般に 

亙って 一通りの 知識 だけで も 得ようと する の は屮々 容易な 事でなくなる。 もし 全般に 通じようと 2 


すれば 勢ひ淺 薄に 流れ、 もし 蕴奥を 極めん とすれば 勢 ひ 全般の 事 は 分らす にし ま はなければ なら 

ぬ やうな 有樣 である。 

此 様な 時代に 於ても しある 科學の 全般に 亙って 間口 も 廣く臭 行 も 深く 該博 深遠な 知識 を もった 

學^<?がぁって、 それが 攀習者 を 指導し 各部 分の 專門的 研究者 ゃ應 ffl 家の 相談 相手に なって 行く と 

すれば 實に此 上 もない 事で ある。 しかし 其 樣な權 威 は 今後 益、、 少數 になる だら うと 思 はれる。 さ 

うなる と 止む を 得す 間口の 廣ぃ 方の 權威 者と 間口が 狭くて 奥行ば かり 深い 權威者 か 二つに 一 つよ 

りしかない やうな 場合がない とも 限らない。 此樣な 云 は 一元的 (ョ e  dinlellsiorsl な權 威と 雖 

も 學修者 研究者に 取って 甚だ 必要な も Q である 事 は 勿論で ある。 

今玆に 夏休みに 溫 泉に 出かけよ うとす る 人が あ る。 其 人 にと つて は先づ 全國 の 溫泉 案內書 0 や 

うな もの は 甚だ 重寳 である。 それで 調べ ていよく ある 溫 泉に 行く となると 今度 は 其の 溫 泉の 案 

內 に 明るい 人の 話が 聞きた くなる ので ある。 前に 述べた 一 一種の 權威者 は 丁度 此れに 似た もので あ 

る。 前者に ついては 一 つ 一 つの 溫 泉の 詳しい 事 は 分らない が各溫 泉 0 特徵 について は 明瞭な 知識 

を 與 へ 選擇 Q 乎よりに なる。 後者で は 其の 溫 泉と 他との 比較 は 明に ならな い。 

兎も角も * 術 上 Q 權威 者の 一 つの 役目 は 丁度 旅行者に 對 する 案. 2： 者の 役目で ある。 京都 見物 を 
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一定 時日の 間に 最も 有：^ にしようと いふに は適當 な 案 內者或 は 此れに 代るべき 案內 書が あると 便 

利で ある。 さう でない と往々 重耍な もの を 見落す 虞が ある。 近頃 流行る 高山 旅行な どで は 猶更で 

ある、 案內ん なしにい 、加減な 道 を 歩いて 居る と 道に 迷うて とんでもない 災難に 會 はなければ な 

ら ない。 

案內 人と して 權 威の 價値は 明で あるが 同時に 案內 人の 弊害 も ある 事 は 割合に 考 へる 人が 少ぃ。 

通りすがりの-旅人が 金閣寺， を 見物しょう とする に は 案內の 小儈は 甚だ 重寳な ものであるが、 本 

當に 自分の 服で 充分に 見物しょう とする に は 甚だ 不都合な ものである、 一 通りの 定まった 版行で 

押した 項目 だけ を 暗誦 的に 說 明して しま へ ば それでも うおし まひで in 様 御代りで ある。 少し 詳し 

く 立 止まって 見たい と 思 ふ 者が あって も 大勢に 追從し て 素通り をして しま はなければ ならない。 

吾人が 學 校で 學 問を敎 はるの は 丁度 此樣な ものである。 此れ はつ まり 大勢 G 人間に 同時に 大體を 

見せる 爲には 最も 適當で 有效な 方法に は相逮 ない。 しかし 此の 案內人 流儀 を餘り 1 底 させて は 

本當 に科學 を峯修 しょうと いふ もの、 爲には 非常な 迷惑で ある 事 は 申す 迄 もない。 

嘗て a ン ド ン 滯 在中 某氏と ハ ムプ トン コ，' ト 0 離宮 を 拜觀に 行った 事が あ る。 某氏 はべ デ 力 の 

案內 記と 首 引で 一 々引き合 はして 說 明して くれたので 大に 面白かった。 其內に 或る 室で 何番目の 
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窓から どの 方向 を 見る と 景色が い 、とい ふ 事を敎 へたの があった。 其 時 自分 はこん な 事 を 云った- 

「此れで は 自分 で兑 物す るので なくて ベ デ 力 の 記者に 見物 さ せられて 居る やうな もの だ。」 .3: 分 

は 同行者の 溫 順な 謙讓な 人柄から 其 人が べデ 力の 權 威に 絕對 的に 服從 してべ デカを 通しての 宮園 

のみ を 鑑賞す る 態度 を 感心 もし 义齒が ゆく も 思った。 しかし 考へ て 見る と 多くの 自然 科 學の攀 生 

が 其の 研究の 對象 とする 自然 を 見る のに 或は 教科書 を 通し 或は 教師の 講義 錄を 通して 見る のみで- 

自分 の 眼で 自分 の 頭で 自然 を觀 察す る ものが して 幾何 あ る だら うか と いふ 事を考 へざる を 得な 

かった。 

擧 生に 取って は 教科書 や 敎師の ノ，" トは 立派な 權威 である。 此 等の 權威を 無批刺 的に 過信す る 

弊害 は 甚だ 恐るべき もので なければ ならない。 もし ノ ー トゃ 教科書の 敎 ゆる 所 を 其 儘に 受け取り 

其れ 以上に ついて 考へ る 所 も 見る 所 もなかったら どうで あらう、 其 人 は單に 生きた 教科書で あつ 

て 自然 科舉其 物に ついては 何の 得る 所 もない ので ある。 

自然 科學の 目的と する 所 は 結局 自然 其 物で ある 以上 は 本 當の事 は 直接 自然から 學 ばねば 分る も 

ので はない。 敎科 書ゃノ ー トは 丁度 案內 者に 過ぎない、 其れが 間違って 居ない 限り は 丸で 方角の 

分らぬ 者に は 必耍缺 くべ からざる ものである。 京都 見物の 人が 土産話の 種と すると 同様、 n 常常 
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識 として 結構で あるか も 知れぬ が 畢竟 は繪で 見た 景色と 同様で 本當の 知識で はない。 况んゃ 折角 

案內 者が 引っぱり 廻しても 汗 心の 見物人が 良 EI では 何の 甲斐 もない。 

案內者 のい ふ 所が 凡て 正しく 少しの 誤謬がない と假定 して も 其れ ばかり に 頼る 時 は 自身 の 觀察 

力 や 考察 力 を麻摔 させる 弊 は 免れ 難い。 何でも 鶴 呑に して は 消化され ない、 齒の 咀嚼 能力 は 退化 

し、 食った もの は榮 養に ならない。 然るに 如何なる 案內 者と， 雖も 絕對 的に 誤 謹の ない とい ふ 事 は 

保證し 難い、 假 りに 如何に 博 學多識 の 學者を 案內 として 名所 見物 を するとしても、 其 人の 所說に 

は それ-^ 何 か 確かな 根據は あるか も 知れない が 其 等の 根 據をー つ 一 つ 批判的に 嚴密に 調べて 見 

て も 一 點の 疑の ない とい ふ 場合 は 寧ろ 稀で あらう。 歷 史上の 遣 蹟ゃ古 美術品の 案內ゃ 紹介なら ば 

鬼 も 角、 科學上 Q 權 威に 於て は そ Q やうな §1  一) isnity はあり 得べ からざる 事で はない かとい ふ 

人が ある だら うが、 不幸に して 科擧 上の 事柄で も 畢竟 五十歩百歩 である。 

權 威と いふの は 元 來相對 的な ものである。 小擧 校の 生徒の 科學 知識に 對 して は 中等教育 を 受け 

た 者 は 大抵 は權 威と なり 得る 資格が ある 害で ある、 大學 卒業 者 は 其の 專門 では 先 づ社會 一 般の權 

威と なり 得る 害で ある、 物理 擧 者と 稱 せらる k ものな ど は 其の 修 むる 專 門の 知識に 於て は 萬 人の 

權 威で あるべき 譯 である。 然 らば あらゆる 大學 敎授の 舉殖は 凡て 同 一 であるかと いふに さう いふ 
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事 は 不可能で あるが、 同じ 物理 舉 0 屮 でも それぐ の 方面に それぐ の權 威が あって 此 等の 人々 

の 集圑が 一 つの 理想的な 權威團 を 形成す ると 考 へても よい。 此の 權 威の 財 團 法人と いった やうな 

もの \權 威の 程度 は どの やうで あらう。 此れ とても 決して 絕對 的な もので はない。 

つまり 各部 門に 於て 現在 旣 知の 知識の 終點を 究め、 同時に 未来の 進路に 對 して 適當の 指針 を與 

へ 得る ものが 先づ 理想的の 權 威と 稱 すべ きもので は あるまい か。 . 

現在 旣 知の 科學的 知識 を少 し の 遣 漏 もな く 知悉す ると いふ 事が 實 際に 首 葉 通 り に 可能 であるか 

どうか。 恐らく 此れ は 六 かしい 事で あらう。 しかし 特殊の 題 EE について 重なる 學術國 の 重なる 研 

究 者の 研究の 結 Mi^ を .=p  to  date に 調べ 上げて 其の 題目に 對 する 旣得 知識の 終點を 究める 事 は 可 

能で ある。 此れ を 究めて 何處 迄が 分って 居る かとい ふ 境界線 を 究め、 しかる 後 其の 境界線 以外に 

一 歩 を 進め ると いふの が 多く の 科學者 の 仕事で ある。 科學上 の 權威 者と 稱せ らる k 者 はなるべく 

廣ぃ 方面に 亙って 此の 境界線の 鳥瞰 圖を 持って 居る 人で ある、 そして 各方 面から 此の 境界 を 踏み 

出さう とい ふ 人々 に 道し るべ をす るので ある。 しかし 何 處迄も 信 ffl の 出来る 案- S 者 はあり 得べ か 

ら ざる も Q である、 如何に 精密なる 參謀 本部の 地圖 でも 一 木 一 草の 位置 迄も寫 した もの はない。 

假令 測量の 際に は 正確に 寫し たもので も 山の 中の 木こり 徑 など は 一 一三 年の 中には どうなる かも 知 
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れ ない、 其 處迄地 圖 を あてに する の は あてに する 方が 悪い ので ある。 權威 者の 片言隻語 迄 も 信す 

るの 弊 は 云 ふ 迄 もない 事で あるが、 權威を 過信す る 弊害 は あながち 此 等の 枝葉の 問題に 止まらな 

い、 もっと 根本的な 大方 針に 於ても 亦然 りで ある。 

あらゆる 方面で 偉大な 仕事 をした 人 は 自信の 强ぃ 人で ある。 科學 者で も同樣 である、 しかし 千 

慮の 一 失 は 免れない。 其 人の 仕事 や 學說が 九十 九 迄 正鵠 を 得て 居て 续る 一 つが 誤って 居る やうな 

場合に 其の 一 つの 誤り を 自認す る 事 は 案外 速 かで ない ものである。 一方 無批判 的な 群小 は 九-十九 

プ 口 セント の 偉大に 打 たれて 一 プ 口 の 誤り を も 一 緒に 呑み込ん でし まふの が 通例で ある、 權 威の 

犬なる 危害 は此處 にある ので ある、 此樣 な實例 は科學 史上 枚擧に 暇ない 程で ある。 ニュ ー トンが 

光の 微粒子 說を 主張した とい ふ 事が どれ だけ 波動 說の 承認 を 妨げ たかは 人の 知る 所で ある、 义ラ 

プ ラ ス が 熱 を 物質 視 した 爲に ヱ ネル ゲチッ クの 進歩 を 阻害した 事も少 くない 事 は 史家の 認める 所 

である。 敢て 昔に 限った 事 はない、 現在で もさう いふ 例 は澤山 あらう と 思 ふ。 大家と 稱 せらる \ 

人の 所說 ならば 隨分 如何 はし い 事で も 過信され るの は 日常の 事で ある、 甲 某 は 何々 のォ ー ソリチ 

I である となれ ば 其 人 の 所 說は神 の 託宣の やうに 誤りない と 思 はれる のが 通例で ある。 想 ふに 此 

等 はま 威 者の 罪と いふより は 寧ろ 權威 者の 絕對性 を 妄信す る 無批判な 群小の 罪 だと 考へ なければ 
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なるまい c 固より 一 般 から 權 威と 認められる 人が 其の 所 說を發 表し 主張す るに 就いては 愼 S でな 

ければ ならぬ 事 は 勿論で あるが、 如何なる 人で も 千慮の 一 失 は 免れ 難い。 萬に 一 つの 誤り を も 恐 

る、 ならば 寧ろ 一 切 意見の 發表を 止めねば ならない。 萬 一 の 誤り を敎へ てなら ない となれば 世界 

中の 學校敎 員 は 悉皆 辭職 しなければ ならない。 萬 一 の 危險を 恐れ \ ば 地震 國 Q 日本な どに は 住 は 

ぬがよ いとい ふと 一般な ものである。 恐るべき は權 威でなくて 無批判な 群衆の 雷同 心理で なけれ 

ばなら ない。 

本當の 科輋を 修める のみなら す 其の 研究に 從 事しょう とい ふ もの 、忘る ベ からざる 事は此 様な 

雷同 心の 变除 にある。 換首 すれば 勉めて 旋毛 を 曲げて か、 る 事で ある。 如何なる 人が 何と 云って 

も 自分の 腑に 落ちる 迄 は 決して 鵜吞 にしない とい ふ 事で ある。 此の 旋毛 曲り の 性質がなかったら 

科學の 進歩 は 如何な つたで あらう か。 

ス コ ラ學派 時代に 科學の 進歩が 長い間 全く 停滞した の は 全く 此の 旋毛 曲り が 出なかった 爲に外 

ならない。 レネ サン スは卽 ち 偉大な 旋毛 曲り の 輩出した 時代で ある。 ガリ レ ー は 其の 執拗な 旋毛 

曲り Q 爲に繩 H の 苦しみ を 受けなければ ならなかった。 一一 ュ ー トンが デカルト 派の 形 而ヒ學 的 宇 

宙觀 から 割り出した 物理 學を 離れて nypotlieses  noii  flns.o とい ふ 立場から あの 樣な 偉業 をし 
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たの もさう である。 Huyg-heus,  ^.oung- が 微粒子 說を 打破した の も フ ァラデ ー が actiou  of 

distance を 無視した ので も、 アインスタインが 時と 空間に 關 する 傅 習 的の 考を 根本から 引つ く 

り 返して 相對率 原理 の 基礎 を 置いた ので も、 いづれ にしても 傅 習の 權 威に 囚 はれない 偉人の 旋毛 

曲り に 外なら ない ので ある。 

美術家 は畫 法に 囚 はれて 自然 を 見なくな り、 宗敎 家は經 典に 囚 はれて 生きた 人間 を 忘れ、 學者 

はォ ー ソリチ ー に囚 はれる、 そして 物質 界を 赤裸々 のま、 で 見る 事 を 忘れる。 美術家 は 時に 原始 

人に 立 返って 自然 を 見なければ ならない、 宗敎家 は 赤子の 心に か へらねば ならない、 同時に 科學 

者 は 時に 無學 文盲 Q 人間に 立 返って 考 へなければ ならない。 吾々 が 物理 學の 可也 深い 處を 探究し 

て 居る 積り でも、 時々 子供 や 素人から 受ける 質問が 往々 にして 意外に 根本的な 物理 學の弱 點にふ 

れる事 を 見る ので ある。 

H ネル ギ ー 保存 說の 開祖 a ベルト • マイヤ I は當 時の 物理の 世界から 見れば 寧ろ 旋毛 曲り の 頑 

固な 田舍 親爺で あつたに 相違ない。 (大正 四 年顷) 
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藝術家 にして 科舉を 理解し 愛好す る 人 も 無 いで はない。 乂科學 者で 藝術を 鑑賞し 享樂す る 者 も 

隨分 ある。 しかし 藝術 家の 中には 科 學に對 して 無頓着で あるか、 或は 場合によって は 一 種の 反感 

を 抱く もの さへ ある 様に 見える。 又 多くの 科舉 者の 巾に は藝 術に 對 して 冷淡で あるか、 或は 寧ろ 

嫌忌の 念 を 抱いて 居る かの やうに 見える 人 も ある。 場合によって は 藝術を 愛する 事が 科學 者と し 

ての 墮落 であり、 又 恥辱で ある 樣に考 へて 居る 人 も あり、 或は 文藝 とい ふ 首 葉から 直ぐに 不近德 

を 聯想す る 潔癖 家 さへ 稀に は ある 様に 思 はれる。  . 

科擧 者の" 大地と 藝術 家の 世界と は それ 程 相 容れぬ もので あちう か、 此れ は 自分の 年来の 疑問で 

ある。 

夏 目漱石 先生が 嘗て 科學 者と 藝術 家と は、 其 職業と 嗜好 を 完全に 一致 させ 得る とい ふ點に 於て 
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共通な も ので あると い ふ 意味 の 講演 をされ た 事が あ ると 記憶して £g る。 勿論 藝術家 も 時 として 衣 

食の 爲に 働かなければ ならぬ と； ^様に、 科 學者も 亦 時として 同様な 目的の 爲に 自分の 嗜好に 反し 

た 仕事に 骨 を 折らなければ ならぬ 事が ある。 しかし 其 様な 場合に でも、 其 仕事の 巾に 自分の 天與 

の 嗜好に 逢着して、 何時の間にか 其れが 仕事で あると いふ 事 を 忘れ、 無我の境に 入り 得る 機會も 

小ノ くない 樣 である。 況んゃ 衣食に 窮 せす、 仕事に 追 はれぬ 藝術 {¥ と科舉 者が、 それ. <\- の 製作と 

硏究 とに 沒 頭して 居る 時の 特殊な 心的 狀態 は、 其 間に 何等の 區別 をも兒 出し 難い 様に 思 はれる。 

しかし それだけの ことならば、 或は 藝術 家と 科學 者の みに 限らぬ かも 知れない。 天性の 獵 師が猹 

物 を 狙って 居る 瞬 問 に經驗 する 機微な 享樂 も、 樵 夫が 大木 を 倒す 時に 味 ふ 一種の 本能 滿足 も、 此 

れと 類似の 點 がない とはい はれない。 

しかし 科擧 者と 藝術 家の 生命と する 所 は 創作で ある。 他人の 藝 術の 模倣 は 自分の 藝術 でない と 

同様に、 他人の 研究 を 繰 返す のみで は科學 者の 研究で はない。 勿論 兩 者の 取扱 ふ對 象の 內容に は" 

それ は 比較に ならぬ 程の 差別 は あるが、 其 處に叉 可也 共有な 點 がないで もない。 科舉 者の 研究の 

= 的 物 は 自然現象であって 其屮に 何等かの 未知の 事 實を發 見し、 未 發の新 兑解を 見出さう とする 

ので ある。 藝術 { 愈の 使命 は多樣 であらう が、 其 中には 廣ぃ 意味に 於け る- 大然の 事象に 對 する 見方 
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と 其 表現の 方法に 於て、 何等かの 新しい もの を 求めよう とする の は 疑 もない 事で ある C 义科學 者 

が 此樣な 新しい 事實に 逢着した 場合に、 其 事 實の實 用的價 値に は 全然 無頓着に、 其 事實の 奥底に 

徹底す る 迄 此れ を 突き止めよう とすると 同様に、 少 くも 純眞 なる 藝 術が 一 つの 新しい 觀察 創見に 

出逢うた 場 八：； に は、 其の 實《= 的の 價値 などに は 顧慮す る 事な しに、 其の 深刻なる 描寫 表現 を 試み 

るで あらう。 古来 多くの 科擧 者が 此爲に 迫害 や 愚弄の 焦點 となった と 同様に、 藝術 家が 其 爲に悲 

慘な 境界に 沈淪 せぬ 迄 も、 世間の 反感 を 買うた 例 は 齢く あるまい。 此樣 な科樂 者と 藝術 家と が 相 

逢うて 阡膽相 照らす ベ き 機 食が あ つ たら、 一 一人 は 恐らく 會 心の 握手 を 交す に禱^ しないで あらう- 

1 一人の in 差す 所 は 同 一 な眞の 半面で ある。 

世間に は科舉 者に 一種の 美的 享樂が ある 事 を 知らぬ 人が 多い やうで ある。 しかし 科 者に は 科 

學者 以外 Q 味 ふ 事の 出来ぬ やうな 美的生活が ある 事 は事實 である。 例へば 古來 Q 數 * 者が 建設し 

た 幾多 Q 數理 的の 系統 は 其 整合の 美に 於て 恐らく あらゆる 人間の 製作 物 中の 最も 壯麗な も Q であ 

らう。 物理 化學の 諸般の 方 則 は 勿論、 生物 現象 中に 發見 される 調和 的 普遍的の 事實 にも、 單に理 

性の 滿足 以外に 五：； 人 Q 美感 を 刺戟す る 事は少 くない。 -ーュ ー トンが 一 見 捕捉し 難い 様な 天 體の運 
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動 も 簡單な 重力の 方 則に よって 整然たる 系統の 下に 一括され る 事 を 知った 時には， 實 際ヴォ ルテ 

1 ァの 謳った 様に、 祌 Q 聲 と共に 渾沌 は 消え、 闇の 中に 隠れた 自然の 奥底 は 其 帷帳 を 開かれて、 

玲瓏たる 天界が 目前に 現 はれた 様な も ので あつ たらう。 フォ ー グト は 其 結晶 物理 學 Q 冒頭に 於て 

結晶の 整調の 美 を 管敍樂 に譬へ て 居る が、 叉 最近に ラウ H や プラグ Q 研究に よって 始めて 明に な 

つた 結晶 體 分子 構造 Q 如き ものに 對 しても、 多くの 人 は 一種の 「美」 に醉 はされ ぬ譯に 行かぬ 事 

と 思 ふ。 此 種の 美感 は、 例へば 壯麗な 建築 ゃ崇 重な 音樂 から 生 ネ る ものと 根本的に 可也 似通った 

ところが ある 樣に思 はれる。 

又 一方に 於て 藝術家 は、 科學 者に 必要な と 同程度、 若しくは 其れ 以上の 觀察カ や 分析 的の 頭腦 

を もって 居なければ なるまい と 思 ふ。 此事は 或は 多くの 藝術家 自身に は自覺 して 居ない 事 かも 知 

れな いが、 事實 はさう でなければ なるまい。 如何なる 空想的 夢幻 的の 製作で も、 其 基底 は 銃 利な 

觀察 によって 複雜な 事象 を 其 要素に 分析す る 心の 作用がなければ なるまい。 若し さう で なければ 

一 木 一 草 を 描き、 一 事 一 物 を 記述す ると 云 ふ 事 は 不可能な 事で ある。 そして 其觀 察と 分析と 其 結 

果の 表現の 仕方に よって 其 作品の 藝術 としての 價 値が 定まる ので は あるまい か。 
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或る人 は 科學を 以て 現 實に卽 した ものと 考へ、 藝 術の 大部分 は 想像 或は 理想に 關し たものと 考 

へる かも 知れない が、 此區別 は餘り 明白な もので はない。 廣ぃ 意味に 於け る假說 なしに は 科學は 

成立し 得ない と 同様に、 厳密な 意味で 現實を 離れた 想像 は 不可能で あらう。 科學 者の 組み立てた 

科舉的 系統 は 畢竟す るに 人間の 頭腦 Q 中に 築き上げ 造り 出した 建築物 製作 品であって、 現 實其物 

でない 事 は哲學 者を俟 たす 共 明白な事 である。 又 一 方に 於て 藝術 家の 製作 物 は 如何に 空想的の も 

ので も 或る 意味に 於て 皆 現實の 表現であって 天然の 方 則の 記述で なければ ならぬ。 俗に 綾 そら 事 

とい ふ-百 葉が あるが、 立派な 科舉の 中に も 嚴密に 詮索 すれば 鎗 そら 事 は數へ 切れぬ 程 ある。 科畢 

の 理論に 用 ゐらる \ 方便 假說が 現實と 精密に 一 致しなくても 差 支へ がないならば、 所謂 總 そら 事 

も 少しも 虚僞 ではない。 分子の 集團 から 成る 物體を 連續體 と考へ て 此れに 微分方程式 を應 用す る 

のが 不思議で なければ、 色の 斑點を 羅列して 物象 を 表 はす 事 も 少しも 不都合で はない。 

もう 少し 進んで 科 寧 は客觀 的、 藝術 は主觀 的の ものであると 云 ふ 人 も あらう。 しかし 此れ もさ 

う 簡^な Irn 葉で 1511^ の 出来る わけで はない。 萬 人に 遍 であると いふ 意味での 客觀 性と いふ 事 は 
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必 しも 科學 の 全部に は 通用 しない。 科擧が 進歩す るに つれて 其 取扱 ふ 各種の 概念 は 段 々に 吾人の 

五官と 遠 かって 来る。 從 つて 普通人 間の 客 觀とは 次第に 緣の 遠い ものに なり、 云 は 科學 者と い 

ふ 特殊な 人間の 主觀 になって 來る やうな 傾向が ある。 近代 理論 物理 學の 傾向が ブラ ンク 等の 云 ふ 

如く 次第に 一 人間 本位の 要素」 の 除去に あると すれば 其 結 菜 は 一 面に 於て 犬に 客觀 的で あると 同 

時に 又 一 面に 於て は大 に主觀 的な ものと も 云 へ ない 事 はない。 藝術界 に 於け るキ ュ —ビズ ムゃフ 

ッ リズム が 直接 五官 の 印象 を 離れた 概念 の 表現 を 試み て 居る の と 可也 類した 所がな いで もない。 

次に、 自然 科學に 於て は其對 象と する 事物の 「價 値」 は 問題と ならぬ が、 其 研究の 結果 や 方法 

の學 術的價 値に は 自ら 他に 標準が ある。 藝 術の 爲の藝 術で は 其 取扱 ふ 物の 價 値より 其 作物の 藝術 

的價 値が 問題になる。 さう して 後者の 價 値と いふ 事が 六 かしい 問題で あると 同様に 前者の 價 値と 

いふ 事 も 嚴密に は 定め 難い ものである。 

科 學の方 則 や 事實の 表現 は 此れ を 云 ひ 表 はす 國語ゃ 方程式の 形の 如何 を 問 はぬ。 しかし 藝術は 

事物 其 物より は 此れ を 表現す る 方法に あると も 云 は 云 はれぬ 事 は あるまい。 しかし 此れ もさう 
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簡單 ではない-」 成程 科 學の方 則 を 日本語で 譯 しても 英語で 現 はしても、 それ は 問題に ならぬ が、 

しかし 方 則 自身が 自然現象の 一種の 云 ひ 表 はし 方であって 事實其 物で はない。 唯 云 ひ 表 はすべき 

事柄が 比較的 簡單 である 爲に、 表 はし 方が 多様で ない ばかりで 必 しも 唯一 つで はない。 藝術 0 表 

現しよう とする は、 寫 して ある 事物 自身ではなくて 其れによ つて 表 はさるべき 「或 物」 であらう" 

唯 其 或 物 を 表 はすべき 手段が 一様で ない、 國 語が 一定し ない。 しかし 强 ひて 云へば、 一 つの 藝術 

品 は 或る 言 紫で 表 はした 一 つの 「事 實」 の 表現で あると も 云 はれぬ 事 はない" - 

然 らば 植物 事 者の 畫 いた 草木の 寫生圖 や、 地理 舉 者の 描いた 風景の スケッチ は藝術 品と 云 はれ 

得る かとい ふに、 それ は 勿論 逮っ たも Q である。 何故と ならば 事實 0 表現 は必 しも 藝 術で はない- 

繪を 描く 人の 表 はさう とする 對 象が 違 ふからで ある C 科學 者の 描寫は 草木 山河に 關 した 或る 事實 

の 一 部分で あるが、 藝術 家の 描かう とする も Q はもつ と 複雜な 「或 物」 0 一面であって 草木 山河 

は 此れ を 表 はす 言葉で ある。 しかし 其 或 物 は 作家 だけの 主 觀に存 する ものでなくて 或る 程度 迄 は 

他人に も 普遍的に 存 する 物で なければ、 鑑賞の 目的物と しての 所謂 藝術は 成立せ す、 從 つて 此れ 

の 批評な ど 、 い ふ 事 も 無意味な も の となる に 相違ない。 此或 物を强 ひて 言語 や 文學 で 表 はさう 

としても 無理な 事で あらう と 思 ふが、 自分 は 唯 密かに 此 「或 物」 が科學 者の 所謂 「事實 J と稱し 
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「方 則 一 と稱 する ものと 相 去る 事 遠から ぬ もので あらう と 信じて 居る 

しかし 此樣な 問題に 深入りす るの は 此篇の 目的で はない。 唯もう 少し 科舉 者と 藝術家 Q コ ンヂ 

エー I アルな 方面 を列擧 して 見たい と 思 ふ。 

觀察 力が 科學 者藝術 家に 必要な 事 は 勿論で あるが、 此れと 同じ様に 想像力 も兩 者に 必要な もの 

である。 世に は往々 科學を 誤解して 唯 論理と 解析と で 固め 上げた もの 、様に 考へ て 居る 人 も ある 

が 此れ は 決して さう ではない。 論理と 解析で は 其 前提に 於て 旣に 包含され て 居る 以外の 何物 を も 

得られない 事 は 明で ある。 綜合と いふ 事がなければ 多くの 科學は 恐らく 一  歩 も 進む 事 は 困難で あ 

らう。 一見 何等の 關係 もない 様な 事象 Q 間に 密接な 連絡 を 見出し、 箇々 別々 の 事 實をー つの 系に 

纏める 様な 仕事に は 想像の 力に 待つ 事 は 甚だ 多い。 叉科學者には直感が必耍で^^る。 古来 第一流 

0 科學 者が 大きな 發見 をし、 優れた 理論 を 立て V 居る の は、 多く は 最初 直感的に 其 結果 を 見 透し 

た 後に、 其れに 達する 論理的の 徑路を 組み立てた ものである。 純粹に 解析 的と 考 へられる 數學 0 

部 『一」 於て すら、 實際 0 發展は 偉大な 數學 者の 直感に 基く 事が 多い と 云 はれて 居る。 此 直感 は藝 


219 


術 if  Q 所謂 インス ピレ ー ショ ン と 類似 の ものであって、 此れに 關す る 科學者 Q 逸話 等も少 くな い。 

- 水い 間考 へて 居て どうしても 解釋の 付かなかった 問題が、 偶然の 機會に 殆んど 電光の 様に 一時に 

隈なく 其 究極 を示顯 する。 其 光で 一度 目標 を 認めた 後に は、 唯 それが 誰れ にで も 認め 得られる 樣 

な 論理的 或は 實験的 の 徑路を 開 塾す る 迄で ある。 尤も 屮 に は 直感的に 認めた 結 菜が 誤謬 である 場 

合 も墙" あるが、 兎に角 此 等の 場合に 於け る科學 者の 心の 作用 は藝術 家が 祌來の 感興 を 得た 時 Q 

と 共通な 點が少 くないで あらう。 或る 科 學者は 此の 如き 場合に 餘り甚 しく 與裔 して 暫く 心の 沈靜 

する 迄 は 筆 を 取る 事 さへ 出来なかった とい ふ 話で ある。 ァ ルキメ ー デスが 裸體で 風呂桶から 飛び 

出した C も 有名な 話で ある。 

それで 藝術 家が 神來 的に 得た 感想 を 表 はす 爲に使 ffl する 色彩 や 筆觸ゃ 和聲ゃ 旋律 や 脚色 や 事件 

は 云 は 藝術家 の 論理 解析 Q やうな ものであって、 科學者 の 直感的に 得た 默示を 確立す る 爲の論 

理的 解析 は 或る 意味に 於て 科舉 者の 技巧と も 見ら るべ きもので あらう。 

尤も 此樣な 直感的 の 傑作 は 科學者 にと つて は 容易に 期し て 出来る もので はない。 其れ を 得 る 迄 

は 不斷の 忠實な 努力 が 必要で ある。 勉めて 自然に 接觸 して 事實の 細査に 執着し なければ ならない。 

常 入が 見逃す やうな 機微 の 現象に 注意し て先づ 其の 正しい スケッチ を. 取る Q が 大切で ある。 此樣 
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にして 一 見 甚だつ まらぬ 様な 事象に 沒 頭して 居る 間に 突然 大きな 考が 閃いて 來る事 も あるで あら 

ラ 0 

科學 者の 中には 唯忠實 な窗々 の スケッ チを 作る のみ を 以て 科學者 本来の 務と考 へ、 凡ての 綜合 

的 思索 を 一 概に 投機的と し 排斥す る 人 も あるか も 知れない。 又 反對に 零細の スケッ チ を無惯 値と 

して 輕侮 する 人 も あるか も 知れない が、 科學 とい ふ もの \ 本来の 目的が 知識の 系統 化 或は 思考 Q 

節約に あると すれば、 先づ此 等の スケッチ を 集め 此れ を 基と して 大きな 製作 を 纏め 渾然たる 系統 

を 立てる のが 理想で あらう。 此れと 全く 同じ 事が 藝 術に ついても 云 はれる であらう と 信す る。 

. 或る 哲祟 者の 著書の 中に、 小 說戲曲 は 倫理的の 實 驗の樣 な も Q だと 云 ふ 意味の 事が あった。 

實際 例へば 理論 物理 學で 常に 使用 さる \ 所謂 思 考 實 験と 稱 する もの は 或る 意味に 於て 全く 物 

理學 的の 小說 である。 嘗て 何人も 實驗 せす 叉將 來も實 現す る 事の ありさう もな い 抽象的な 條件 の 

下に 行 はるべき 現象 Q 推移 を、 旣 知の 方 則から 推定し、 それから 更に 他の 方 則に 到達す る 様な 筋 

道 は、 或は 小說 以上に 架 的な ものと も 云 はれぬ 事 はない。 唯 小說の 場合に は 方 則が 餘 りに 複雜 

であって 演釋の 結果が 單義 的で なく、 答 解が 幾通りで も あるに 反して、. 理學 Q 場合に は それが 唯 

一 つ だとい ふ點に 著しい が ある。 それ は 兎に角と して 小說 家が 架 穴 h- の 人物 を 描出して 其 等 相 " 


互の 間に 起る 事件の 發展 推移 を 脚色して 居る 時の 心の 作用と、 科學 者が 物質と H ネル ギ ー を 抽象 

して 來て其 間に 起るべき 現象の 徑路 を演鐸 して 居る 時の それと は餘程 似た ものである 樣に思 はれ 

る。 少 くも 此種 Q 科 學者は 小 說家を 捕へ て 虚言 者と 罵る 權利は あるまい。 小說戲 曲に よって は 現 

食に 遠 い 神 祕的或 は 夢幻 的な も の も あるが、 しかし 此れが 文學的 作品と して 成立す る 爲には 矢 張 

讀 者の 胸裡に 自ら 存在す る 一種の 方 則 を 無視し ない もので なければ ならない。 此れ を 無視した も 

のが あれば 其れ はつ まひ 瘋癲 病院の 文學 であらう。 

藝術家 科舉者 は其藝 術科學 に對 する 愛着の 餘 りに 深い 結 * として 逮" 互に 共有な 弱點を 有って 

居る。 其の 一 つ は 卽ち褊 狭と いふ 事で ある。 勿論 稀に は 卑しい 物質的の 利害から 起る 事 もないで 

は あるまい が、 其 等 は 別問題と して、 科 學者藝 術 家に 多い 病 は、 他 を 容れる 度量に 乏しくて 互に 

苦々 しく 相排 する ことで ある。 此れ も兩 者の 心理に 共通な もの 、ある 事 を 示す 一 例と 見做される。 

畢竟 褊狹 娟嫉は 執着 の 半面で あると すれば、 此れ は藝 術と 科學の 愛が 如何に 人の 心の奥底に 深く 

喧 ひ 入る 性質の もので あるか を 示す かも 知れない。 一寸 考へ ると、 少 くも 科學 者の 方 は、 學 問の 

性賈上 極めて 博愛 的で 公平な もので ありさう なのに 事 實は必 しも さう でな いのは 謎理的 Q 様で あ 
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る。 しかしよ く考 へて 見， ると、 科 舉者藝 術 家 共に 他の 一面に 於て 本來 一種の 自己主義 者た るべき 

素質 を備 へて 居るべき もの \樣 にも 思 はれる。 此れ は 惜しむべき ことで あるか も 知れない が、 或 

は 止み難い 自然の 現象で あるか も 知れない。 一 面から 見れば 兩 者が 往々 此弱點 を 暴露して 其れが 

爲に 生す る 結 の 利害 を 顧慮す る 暇がな い と いふ 事が 少く とも 兩 者に 共通な 眞劍な 熱情 を 表明す 

るので あるか も 知れない。 

科學 者と 藝術 家が 刖々 の 世界に 働いて 居て、 互に 無頓着で あらう が、 或は 互に 相反 rn したと し 

た 所が、 それ は 別に 大した 事で もない かも 知れない。 科 舉と藝 術 そわ， の 發展に 積極的な 障害 

は あるまい。 しかし 此の 二つ Q 世界 を 離れた 第三者の 立場から 見れば、 此のニっの階級は^^外に 

近い 肉親の 間柄で ある やうに 思 はれて 來 るので ある。 (大正 五 年 一月、 科學と 文藝) 
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自然現象の 科 學的豫 報に 就いては、 舉 者と 世俗との 間に 意志の疏通 を缺 く爲、 往々 にして 種々 

の 物議 を 釀す事 あり。 又 個々 の 場合に 於け る豫 報の 可能の 程度 等に 關 して は、 舉者 自身の 間に も 

意見 は必 しも 一 定 せざる 事 多し。 左の 一 篇は、 一 般に豫 報の 可能なる 爲の條 件 や、 其の 可能の 範 

圍 程度 並に 共の 實 用的價 値の 標準 等に 就きて 卑見 を 述べ、 先覺 者の 示敎を 仰ぐ と 同時に、 乂； 面 

には學 者と 世俗との 間に 存 する 誤解 の 溝渠 を埋 む る 端緒 ともなさん とする ものな り。 ：： 儿來此 種の 

問題の 論議 は 勢 ひ 抽象的に 傾く が 故に、 外 觀上往 々形而上 的の { や： 論と 混同 さる k 虞 あり。 科峯者 

にして 此の 如き 問題に 容喙す る 者 は、 其 の 本分 を 忘 れて邪路に陷るも^-として 非難 さ る 、 事 あ り。 

然れ共 實際は 科. 寧 者が 科學の 領域 を 踏み外す 危險を 防止す る爲に は、 時に 此 等の 反省 的 考察が 却 

て 必要なる べし。 特に 豫 報の 問題の 如き 場合に 於て は然 りと 信す。 余が 不敏 を 顧みす 玆に 二三の 
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問題 を 提起して 批判 を 仰ぐ 所 因 も 亦 此れに 外なら す。 唯 徒らに 冗漫の 辭を 羅列して 問題の 耍 旨に 

觸る X を 得ざる は 深く 自ら 漸づる 所な り。 此れに 依って 先覺 諸氏の 示教に 接する 機 を 得ば 實に望 

外の 幸な リ。 

I 

或る 自然現象の 科舉 的豫 報と 云へば、 其の 現象 を 限定すべき 原因 條件を 知りて、 該 現象の 起る 

と 否と を 定め、 叉 其 Q 起り 方 を 推測す る 事な り。 此れ は 如何なる 場合に 如何なる 程度 迄 可能な り 

や。 此の 問題が 直ちに 又 一般 科學の 成立に 關 する 基礎 問題に 聯關 する 事 は 明な リ。 併し 因 ra^ 律の 

解釋 や、 認識論 學 者の 取扱 ふ 如き 問題 は、 余の 玆に 云爲 すべき 所に あらす。 唯 物理 學 上の 立場よ 

り 卑近なる 考察 を 試むべし。 

嚴密 なる 意味に 於て 「物理的 孤立 系」 なる ものが 存 せす、 卽ち 「萬 物 相關」 とい ふ 見方より す 

れば、 一 つの 現象 を 限定すべき 原因 條 件の 數 は殆ん ど 無限なる べし。 其れに 拘らす 現に 物理 學の 

如き もの \ 成立し、 且つ 實 際に 應 用され 得る は 如何。 此れ は 要するに 適當に 選ばれた る 有限の 獨 

立變數 にて 或る 程度 迄 所謂 原因 を 代表し、 所謂 方 則に よりて 結 E^o 一部 を豫 報し 得る に 依る。 此 
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れ に は 所謂 原因 と稱す る もの k 概念の 抽象 選擇 の 仕方が 問題と なる。 此れ は 結局 經驗 によって 定 

まる ものにして、 原因の 分析と いふ 事 自身が 旣に經 驗的方 則の 存在 を豫 期す る 事 は 明な り。 物理 

的 科 學發展 の 歷史に 遡れば、 到る 處 此の 如き 方 則の 豫想 によって 原因の 分析、 卽ち 最も 便 {Hj なる 

獨立 變數の 析出に 勉め たる 痕跡 を 見出し 得べ し。 而 して 此 試みが 成效 して 今日の 物理的 自然 科舉 

となれ り。 カ學に 於け る 力、 質量 等の 如き、 熱 カ舉に 於け る 温度 H ン トロ ピ ー の 如き 是れ なり。 

此 等の 概念と 定義と が 方 則の 云 ひ 表 はしと 切り離し 難き は此爲 なり。 物理的 自然現象 を 限定す ベ 

き條件 等が 凡て 此 等の 有限なる 獨 立變數 にて 代表され 得る や 否や は 別問題と して、 現在の 物理 學 

的科舉 の 程度に 於て、 從 来の 方法に よりて 豫報 をな し 得る 範圍は 如何なるべ きか 當面 の 問題な 

り 0 

先 づ從來 の 旣知方 則 の 普遍な る 事 を 假定せ ば、 凡. て の 主耍條 件が 與 へ ら るれば 結 栗 は 定ま る と 

考 へらる。 併しながら 實 際の 自然現象 を豫報 せんとす る 場合に、 此の 現象 を定 むべき 主要 條件を 

遣 漏な く 分析す る 事は必 しも 容易なら す。 故に 各種 原因の 重要の 度 を 比較して、 影響の 些少なる 

もの を 度外視し、 所謂 「近似」 を 求む る を 常と す。 而 して 此等 原因の 取捨の 程度に 應 じて 種々 Q 

程度 Q 近 a を 得る ものと 考ふ。 此の方 法 は 物理的 科舉 者が 日常 使用す る 所に して、 擧 者に 取りて 
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は 恐らく 自明 的の 方法なる も、 世人 一般に 對 して は 必 しも 然ら す。 學 者と 素人との 意思の 疏 通せ 

ざる 第 一 の 素 H は旣に 此處に 胚胎す。 學者は 科學を 成立 さする 必要 上、 自然界に 或る 秩序 方 則の 

存在 を豫 想す。 從 つて 或る 現象 を定 むる 因子 中より 第 一 に 所謂 偶發 的突發 的なる も Q を 分離して 

考 ふれ 共、 世人 は 此の 區 別に 慣れす。 一例 を擧 ぐれば、 學者は 掌中の 球 を 机上に 落す 時 此れが 垂 

直に 落下す べしと 豫 首す。 然るに 偶然 窓より 强き 風が 吹き込みて 球が 横に 外れたり とせよ。 俗人 

の 眼より 見れば 此の 豫-百 は 外れたり と 云 ふ 外な かるべし。 併し 學者は 初め 不首裡 に 「此 Q 如き 風 

なき 時 は」 と 云 ふ 前提 をな し 居た るな り。 此の 前提が 實用上 無謀なら ざる 事 は數囘 同じ 實験を 繰 

返す 時 は 自ら 明なる べき も、 鬼に 角 玆に豫 一 百 者と 被豫言 者との 期待に 一 種の 齟齬 ある を 認め 得べ 

し 0 

次に は 近似の 意義に 關 する 意見 G 齟齬が 問題と なる。 學 者が 第一 次 近似 を 以て 甘ん する 時、 世 

人 は 却て 第一 一次 近似 或は 數學的 Q 精確 を 期待す る 場合 も あり。 此れ は 後に 詳說 する 天氣豫 報の 場 

合に 於て 特に 著し。 此の 如き 見解と 期待との 相違より 生す る 物議 は 世人 一 般の 科學的 知識の 向上 

と共に 減す る は 勿論 なれ 共、 一方 學 者の 側に 於ても、 科學 者の 自然に 對 する 見方が 必 しも 自明 的 

先験的 ならざる 事 を 十分に 自覺 して、 然る 後世 人に 對 する 必要 も あるべし。 (此點 は、 單に豫 報 
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のみの 問题に 限らす 一 般科學 敎育を 施す 人の 注意すべき 點 なるべし と 信す。 中學 校に て 始めて 物 

理學 を學ぶ 際に 「何故に 此の 如く 考へ ざるべからざる か」 との 疑問が 暗々 裡に學 生の 腦裡に 起り 

て 何人も 此れが 解決 を與 へざる が 故に、 力と 云 ひ、 質量と 云 ひ、 仕事と 云 ふが 如き 言葉 は、 恰も 

別世界の 言葉の 如く 聞え、 しかも 此等 0 考が 先驗的 必然の ものなる に 拘らす 自分 は 此れ を 理解し 

得すと Q 悲觀を 懐かしむ る 傾向 あり。 世人 一 般 Q 科 擧に對 する 理解と 興味と を增 進す るに は少く 

も 中等教育に 於て 科學的 認識論 方法論の 初歩 を授 くる も 無用に は あらざる べし。) 

扱て 從來の 科學の 立場より 考 へ て， 凡ての 主要 原因が 與 へ られ たりと 假定 すれば 結果 は 常に 單 

義， 的に 確定す ベ きか。 此れ は 稍 注意 深き 考慮 を 要する 問題な り。 

所謂 精密 科學に 於ても 吾人 は 偶然と 名づ くる もの を 許容す。 是れ 一般に 部分的の 無知 を 意味す- 

卽ち條 件 を 悉く 知らざる 事 を 意味す。 如何なる 測定 をな す 際に も 直接 間接に 定め 得る 数量の 最後 

の 析には 偶然が 隨 伴す。 多く Q 世人 は 精密 科學の 語に 誤られて 此點を 忘却す る を 常と す。 

ー&? 偶然 Q 著しき 場合 は、 例へば 纷筆を 尖端に て 直立せ しめ、 此れが 何れ C 方向に 倒る k かと 
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いふ 場合、 或は 賽を 投げて 何 點が現 はる & かとい ふ 如き 場合な り。 此 等の 場合に 於ても 若し 凡 

て の條 件が 何 處迄も 精し く與 へ られ 居れば 結 菜は必 す單義 的に 定まる ベ しとい ふが 所謂 科 學的定 

數 論者の 立場な り。 此れ は 恐らく 大多数の 科學 者の 首肯す る 所なる べし。 併し 實 際に は此 等の 凡 

て Q 條 件が 知り 難き 故に 結果の 單義性 は 問題と なる。 

抽象的 數學 的に 考 ふれば 複義 性なる 函數は 無數に 存在す。 例へば ファ ン 二 アル • ヮ ー ル 等の 理 

論に 從 へば、 瓦斯 體の 壓を與 ふれば 其の 體 積に は 三種の 可能 價 ある 事と なる。 此 Q 理論の 當否は 

問 はざる も 抽象的に 此事は 可能なる べし。 今 此の 如き 場合に も 天然 現象 は必 す單義 的に 起る とす 

れば、 其れ は 如何なる 理由に よるべき か。 玆に 「安定 度」 とか 「公算」 とかい ふ 言葉が 科學 者の 

腦裡に 浮ぶべし。 玆に 吾人 は 科擧と 形而上 學 との 間の 際どき 境界線に 逢着すべし。 執 一力 學に H ン 

ト 口 ピ ー の觀 念の 導入され、 又 H ント n ビ ー と 公算との 結合 を 見る に 至りし 消息 も 亦玆に 至って 

自ら 首肯 さるべ し。 

安定 や ハ厶算 の 意味に 關 する 議論 は 姑く 措き、 種々 の 可能法 ある 場合に も 各、、 の < ム算を 比較す る 

時、 吾人の 經驗は 其 中の 一 つが 特に 犬なる べしと 期待せ しむる 傾向 を 有す。 實際 多くの場合に 此 

0 期待 は 吾人 を 欺かす。 然 れ共豫 報と いふ 事に 聯關 して 重大なる 問題 は それが 「常に 然る か」 と 
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いふ 事な り。 

單義 性と いふ 言葉に も 種々 の 意味 あり。 數舉 的絕對 的の 單義 性と いへ ば、 一 は 何 處迄も 一 にて 

1 一は 必すー 一なる べし。 併し 自然現象に 偶然 を 許容 すれば 吾人の 當 面の 問題 は 公算 的單義 性な り。 

卽ち 公算 曲線の 山が 唯 一 なり やとい ふ 事が 刻下の 問題な り。 扱て 凡て Q 場合に 此れ は 唯 一 なり や _ 

然ら ざる 場合 は 一般に は多數 あるべし。 例へば 馬の 鞍の 形 をな せる 曲面の 脊 筋の 中 點 より 球を轉 

下 すれば 球の 經路に は ニ條の 最大 公算 を 有す る もの あるべし。 又 或る時 間內に 降れる 雨滴の 大さ 

を驗 する 時 は其大 さの 公算 曲線に は數 筒の 山 を 見出すべし。 此 等の 場合 を總 括す るに、 いづれ も 

嘗て ボア ン カレ ー の 述べ し 如く 「原因の 微分 的變 化が 結果の 有限 變化を 生す る 場合」 に 當るを 見 

る。 自然現象 豫 報の 可能 程度 を 論す る 際に 忘るべからざる 標準の 一 つ は 此處に 係る。 後に 更に 實 

地 問題に 就きて 述 ぶる 事と せん。 

次. に 原因 を定 むる 獨立變 數と稱 する もの k 性質が 問題と なる。 變數が 長さ、 時間、 或は 此 等の 

合成に よりて 得らる & ものなら ば 比較的 簡單 なれ 共、 例へば 物 體の溫 度、 荷電 等の 如き 性質の も 

のが 與 へられたり とせよ。 若し 物 體の內 部 構造 等に 立ち入らざる マク n スコ ピック の 見方より す 

れば此 等の 量 は 直ちに 物 體の狀 態 を單義 的に 指定 すれ 共、 此れに 反し 分子 說、 電子 說の 立場より 
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ミク ロスコ ピッ ク の^に て 見れば 此 等の 量に て は 物 體の內 部狀況 は單義 的に は 指定され す 殆んど 

無限に 複義 的に して 吾人の 知り 得る は 實に唯 其の 統計的 單義 性に 外なら す。 此の 場合に 單に溫 度 

を與へ て も 各 分子 箇々 の 運動 を豫 報す ベ くも あらす。 

例へば 又 過飽和の 狀態 にある 溶液より 結晶が 析出す る 場合の 如き、 此れが 何時 結晶 を 始め、 又 

結晶の 心 核が 如何に 分布 さるべ きか を 精密に 豫報 せんとす る 時、 單に 溫度從 つて 飽和 度 を 知る の 

みに て は 的中の 見込 は 極めて 小なる べし。 唯 吾人 は 過飽和 度の 增 加に 伴うて 結晶 析出 を 期待す る 

公算 を 增す事 を 知り、 又 結晶 中心の 數 にっきても 公箅 的に 或る 期待 をな す 事 を 得る に 過ぎす。 然 

るに 若し 人 問 以上の 官能 を 有する 所謂 マ クスゥ H ルの 魔の 如き もの ありて、 分子 一つ 一 つの 排置 

運動 を 認め 其の 運動 や 結合の 方 則 を 知りて 計算す る を 得ば、 少 くも 吾人が 日蝕 を豫 報す る 位の 確 

かさ を 以て 此 等の 現象 を豫 報す る を 得べ し。 

今 天然に 起る 現象 を豫報 せんとす る 際に 感 する 第一 の 困難 は、 其の 現象 を 限定すべき 條 件の 複 

雜 多様なる 事な り。 - 
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實験窒 に 於て 行 ふ簡單 な る 實驗 に 於て は 此等條 件 を 人爲的 に ま 配し 制限し 得る 便 あり。 しかも 

最も 簡單 なる デモ ンス トレ ー シ ョ ン的 實驗に 於て すら、 用意の 周到なら ざる 爲、 條 件の 唯 一 つ を 

看過 すれば 實 験の 結果 は 全く 豫 期に 反する 事 ある は 吾人の 往々 經験 する 所な り。 此 等の 失敗に 際 

し て實験 者當人 は、 必要 條件を 具備 すれば、 結果 は豫 期に 合すべ きを 信す るが 故に 敢て惑 ふ 事な 

しとす る も、 未だ 科學的 Q 思辨に 慣れす 原因 條 件の 分析 を 知らざる 一般 觀者 は不 滿を禁 する 能 は 

ざ る ベ し。 又 場合によ り實驗 の 結果が 半ば 或は 部分的 に 豫 期に 合すれば 赏験 者た る 擧者は 其 0 適 

合せる 部分 だけ を 抽出して 自己の 所說を 確か むれ ども、 此の 如き 抽象的 分析に 慣らされざる 世俗 

は 了解に 苦しむ 事 も あるべ し。 

此 Q 如き 困難 は 天然 現象 Q 場合に 最も 著し かるべし。 試に 先づ天 氣豫報 0 場合 を考 へん。 

太古 0 時代より 天 氣豫報 Q 試み は 行 はれ たれ ども、 分析 的 科 學の發 達せ ざり し 時代に は、 天氣 

を 限定す と考 へられし 條件、 或は 獨立 變數が 極めて 亂雜 なる 非 科學的 Q ものな りしな り。 尤も 雲 

の形狀 運動 や、 風向、 氣溫 Q 如き 今日の 所謂 氣象 要素と 名づ くる もの X 表示に 據 りたる 事 も あれ 

ど、 同時に 又 動物の 擧動ゃ 人間 Q 生理 狀 態の 如き 綜合 的の 表現 を も 材料と したり。 此 Q 如き 材料 

も 場合 によりて は敢て 非科學 的と は稱し 難き も、 兎に角 物理 學的 方法 を應 用す る 場合 Q 獨 立變數 
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として は 不適 當 なる ものな りしな り C 今日 0$學 に 於て 所謂 $耍 素と 稱 する もの は 此れに 反 

して 物理， 學の 基礎の 上に 設定され たる も のにして、 此等を 材料と せる 豫報は 純然たる 物理 舉 的の 

豫 報に 外なら す。 從 つて 物理 舉 上の 豫 報に 就きて 感ぜら る i 困難 も 亦 同時に 隨 伴し、 殊に 條 件の 

多數 なる 爲に 其の 困難 は 一層 增 加すべし。 此の 如き 場合に は 所謂 主耍條 件の 選擇が 重要なる は旣 

に 述べた るが 如し。 現今の 物理的 氣象學 の 立場より 考 へて 今日の 所謂 要素の 數は 大體に 於て 理論 

上 主要の 項を悉 したりと 考 へらる。 然るに 實用 上の 問題 は 如何なる 程度 迄此 等の 要素 を實 測し 得 

るかと いふ 事な り。 測候所の 數には 限り あり、 觀測 Q 範圍、 囘數 にも 限定 あり。 特に 高層 觀 測の 

如き 一層 此の 限定 を受 くる 事甚 し。 其れに も 拘らす 現に 天氣豫 報が 其の 科 學的價 値 を 認められ、 

實際上 或る 程度 迄 成效し 居る は 如何なる 理由に よるべ きか。 

數十 里數百 里.. ；^距 てた る 測候所の 觀測を 材料と して 吾人 は 所謂 等 溫線等 壓線を 描き、 或は 風の 

流 線の 大勢 を 認定す。 此際 吾人の 行爲に 裏書きす る根據 は何處 にあり やとい ふに、 第一 に 此等耍 

素の 空間 的 時間 的 分布が 規則正し きとい ふ 事な り。 換言すれば 此等 要素の 時間 的 空間 的 微分 係數 

が 小な りと いふ 事な り。 此れが 小なる 時に 等温線 や 等 壓線は 有意義と なり、 此れに 物理. 學上 方 

則か應 W さる \ なり。 
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今 鋭敏なる 執 一 電堆を 以て 氣溫を 測定す る 時 は、 如何なる 場合に も 一 尺を距 てた る 一 一 點の溫 度 は 

一般に 同じから す。 此差 は數秒 或は 數分 Q 不定なる 週期 を 以て 急激に 變 化する を 見出すべし。 卽 

ち 小規模、 短 週期の 變化を 特に 注意 すれば 上の 微分 係數は 決して 小なら す。 此の 如き 眼より 見れ 

ば實 際の 等 溫線は 大小 無数の 波狀 凹凸 を 有し 此れが 寸時 も 止ます 蠭動 せる ものと 考 へざる ベ から 

す。 此 Q 如き 狀態を 精密に 豫報 する 事 は 如何なる 氣むづ かしき 世人 も敢て 望まざる べし。 併し 今 

少しく 規模 を 大きく して 一 村、 一市 街の 幅員と 同程度なる 等溫 線の 凹凸 や 其の 時 問的變 化と なれ 

ば旣に 世人の 利害 に 直接 間接 の 交涉 を 生. f るに 至る 事 あり。 積雲の 集團が 或る時 間內に 或る 村の 

上 を 多く 過ぐ るか 少く 過ぐ るか は、 時には 其の 村民に 取りて は 可也 重大なる 場合 も あるべし。 小 

區 域の 驟雨が 某 市街 を 通過す るか、 其 Q 近郊の み を 過ぐ るか は 其の 市民に 取りて は 無差別に は あ 

らす。 然 れ共此 G 如き 小規模 Q 現象の 豫報 をな し 得る 爲に は、 (此の 豫 報が 可能と しても) 少 くも 

測候所 の數を 現在の 數 百倍 數 千倍に 增加 せざる ベから す。 

現在の 天 氣豫報 は 此の 如き 要求 を 充す爲 の ものに あらす。 各 測候所の 平均 領域の 幅員に 比して 

微細なる 變化は 度外視し、 定時 觀測 期間の 長さに 比して 与心激 なる 變化 をも将 略して 近似 的 等溫線 

或は 等 壓線を 引く に 過ぎす。 例へば 土地 山 高低 圖を 作る 際に 道路の 小 凹凸、 山腹の 小さき 崖 
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： を 省略す るに 同じ。 此れ を 省く とも 鐵道 運河の 大體の 設計に は 何等の 支障 を 生す る 事な かる 

べし-」 此れに 反して 荷車 を 挽く 勞働 者に は 道路の 小 凹凸 は 無意味に あらす。 墓地の 選定 をな さん 

とする 人に は 山腹の 崖崩れ は 問題と なる ベ し。 

世人の 天 氣豫 報に 對 する 誤解と 不平 は 畢竟 此點に 係る。 二十 萬 分 0 1 の 地圖を 手に して 道路の 

小 四凸を 索め、 物 體の溫 度 を 知りて 其の 分子 各箇の 運動 を 知らん とすると 1^ 様なる 誤解に 起： a す。 

次に 地震 豫 報の 問題に 移りて 考 へん。 地震の 豫報は 茶して 可能な り や。 天氣豫 報と 同じ 意味に 

於て 可能な り や。 

地震が 如何にして 起る や は 今 も獍ー つの 疑問 なれ ども、 鬼 も 角 も 地穀內 部に 於け る彈 性的 平衡 

が 破る \ 時に 起る 現象なる が 如し。 此れが 起る と 否と を定 むべ き條 件に つきて は 吾人 未だ 多く を 

知らす。 卽ち 天氣の 場合に 於け る氣象 要素の 如き ものが 未だ 明に 分析され， や。 此點に 於ても 旣に 

天氣の 場合と 趣 を 異にする を 見る。 

地殼 Q 歪が 漸次 蓄積して 不安定の 狀態に 達せる 時、 適當 なる 第二次 原因 例へば 氣 壓の變 化の 如 
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きものが 働けば 地震 を誘發 する 事 は 疑な きもの \ 如し。 故に 一方に 於て 地殼の 歪-を 測 知し、 又 一 

方に 於て は 主要なる 第 一 一次 原因 を 知悉す る を 得れば 地震の 豫報は 可能なる らしく 思 はる。 此の 期 

待 は 如何なる 程度 迄實 現され 得べ きか。 

地下の 歪の 程度 を 測 知す る 事 は 或る 程度 迄 は 可能なる ベく、 又 主なる 第一 一次. 原因 を 知る 事 も 可 

能なる べし。 今假 りに 此 等が 凡て 知られた りと 假定 せよ。 

更に 事柄 を簡 軍に する 爲、 地殼の 弱點は 唯一 箇所に 止り、 地震が 起る とせば 必す 其點に 起る も 

のと 假定 せん。 且つ 叉 第二次 原因の 作用 は 毫も 履歴 效 5^ を 有せす、 卽ち ial- に 現在の 狀況 のみに よ 

りて 事柄が 定まる と假定 せん。 此の 如き 理想的の 場合に 於ても 地震の 突發 する 「時刻」 を豫 報す 

る 事 は 可也 困難なる べし。 何と なれば 此の 場合 は 前に 述べし 過飽和 溶液の 晶 出の 如く、 现 象の 發 

生 は 吾人の 测 知し 得る マク n スコ ピック の狀 態より は、 寧ろ 吾人に 取りて は 偶然なる ミク ロスコ 

ビック の狀 態に 依りて 定まる と考 へらる、 が 故な り。 換言すれば マク D スコ ピッ ク なる 原因の 微 

分 的 變化は 結果の 有限なる 變化を 生す るが 故な り。 此の 場合 は 重量 を 加へ て絲を 引き 切る 場合に 

類す。 併し 鬼 も 角 も 歪が 增 すに 從 つて 現象の 發生を 期待す る 公算の 增加 する は 勿論に て、 從 つて 

歪が 或る 程度に 達する 迄 は 現象 は 起ら すと 安心すべき 根 據を與 ふべ し。 此の 場合に 當り、 時と 共 
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に 現象の 發 生に 對 する 期待 0 增加 する 狀況を 示す 線が 與 へられたり とせよ。 而 して 此の 曲線の 傾 

斜が 甚だ 緩に して 十 年 一 一十 年 或は 人間 一 代の 間に 著しき 變化を 示さぬ 如き ものなら ば 如何なるべ 

きか。 此の 場合に は箇々 の 人間に 取りての 豫 報の 實用的 價値は 極めて 少 かるべし。 

次に 上の 假想 的の 場合に 於て 現象の 發生 する 時期が 或る 程度 迄 知られた りと 假定 せよ。 此の 場 

合に 起る 地震の 強弱の 度 を 如何程 迄豫 知し 得べき か。 單に絲 を 引き 切る 場合なら ば簡單 なれ 共、 

地殼 Q 如き 場合に は 破壞の 起り 方に は 種々 の 等級 あるべし。 破壞が 唯一 囘に 終らす、 數囘の 段階 

的變 化に よると すれば、 此 等の 推移 中に 歪の 變化は 複雜に 起り、 場合によりて は 4 餘囘 地震の 強度 

は 微弱なる 事 も あるべく、 又 時には 其 中に 强震を 生す る 事 も あるべし。 此の 如き 差^が 偶然 的 局 

部 的の 異同に 支配 さる \と せば、 廣區 域に 亙る マク a スコ ビック の 平均 狀態を 知る のみに て は 信 

憑すべき 實用 的の 豫報は 不可能に 近し。 

上記の 如き 地殼 の弱點 がー 箇所に 止ら す、 多數に 分布され 居る 場合に は 更に 困難な り。 此の 場 

合に は 第一に 此 等の 分布 を 知り、 叉 凡ての 弱 點に對 する 歪の 限界 値 を 知り、 同時に 凡ての 弱點に 

於け る 歪の 刻々 の 現狀を 知る を 要す。 假 りに 此 等が 知られたり とする も、 多數の 弱點が 同時に 不 

安定に 近づく 時、 其 何れが 先づ變 化を始 むべき か は 所謂 偶然の 決する 所なる べし。 此の 場合に 於 
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ても豫 報の 意味 は 世人の 期待と 甚 しく 離反すべし。 

實 際の 地殻に 於て は 其の 弱點の 分布 は必 しも 簡單 ならす、 而も 备" の 弱點は 相互に 獨 立なら す、 

何等か G 關；^ を 有すべく、 特に 一層 事柄 を複雜 にす る は、 地殼 岩石の 彈性 履歴 效果の 著しき 事な 

り。 此 等が 悉く 知られたり とする も、 現象 Q 性質 上、 原因の 微分 的變 化に 對 して、 結 菜の 變化は 

有限に して 且つ 其の 單義性 も 明なら す。 具體 的に 云へば 地、 U り 等が 或る 限界 內に 止れば、 其れ だ 

けにて 止む も、 少し にても 此れ を 超 ゆれば 他の 弱點の 破壤を 誘起して 更に 大 なる 變動を 起す 事 も 

あ る ベ く、 其 際 如何な る 弱點が 誘發さ る、 や は 义 偶然 的なる 地下の 局部 的 構造 によると 考 へらる- 

此の 如き 場合に 普通 G 簡單 なる 公算 論の 結 3^ を應用 せんとす るに は 至大の 注意 を 要する 事 は 明 

なるべし。 

五 

豫 報の 可能 不可能と いふ 事 は、 考へ 方に よれば 餘 りに 無意味なる 言葉な り。 例へば 八， 月 屮少く 

も 各 一 囘の 雨天と 微震 あるべし とい ふ 如き 豫報は 何人も 百發百 中の 成效を 期して 宣言す る を 得べ 

し。 玆に 問題と なる は豫 報の 實^ 的價値 を定む ベ き 標準な り。 
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豫報 によりて； a 接 間接に 利便 を感 すべき 人間の 精神的 物質的 狀態は 時 並に {4! 間と 共に 變 化しつ 

つ あり。 從 つて 天然 界の 或る 狀 態が 其の 人間に 有利なる か 不利なる か は 時と 場所と によりて 變化 

す。 例へば 水草 を 追って 移牧 する 未開人に 取りて は 時と 共に 利害の 係る 土地の 範圍を 移動す。 又 

1 つの 都府の 市民と いふ 如き 抽象的の 團 體を考 ふる 時 は 其の 要素た る 各個 人と は獨 立に 時と 共に 

不變 なる 標準 も考 へら るれ 共、 一 般 には必 しも 然ら す。 例へば 一 般 Q 東京 市民に 取りて は、 夜半 

の 小^ は敢て 利害 を 感ぜざる べき も晝 間の 雨に は 無頓着 ならす。 叉 平日 一般の 日本 國民は 京都市 

の 晴雨 に對 して は 冷淡 な る も 御大 典當時 は必 しも 然ら ざるべし。 

數學 的の 言葉 を 借りて 云へば、 各個 人、 市民、 或は 國 民が 或る 現象に 對 して 利害 を感 する 範圍 

は 時 と 空間と より 組成され たる 四- 兀空 間中に 於て、 或る 面に て圍 まれた る 部分に て 示す 事 を 得 

べし。 此 Q 部分 は單獨 なる 場合 も、 數箇 なる 場合 も あるべし。 

自然現象の 豫報も 亦 同様に、 時と 空間の 或る 範圍內 に 指定す る 時に 始めて 意義 ある ものと なる • 

例へば 明日 中 某々 地方に 降雨 あるべし とい ふが 如し。 此等 Q 豫 報が 普通 世人に 取りて 實用 的價値 

を 有する 爲の條 件 は、 思 ふに 「其 Q 現象 Q 爲に 利害 を感 すべき 個人 或は 圑體の 利害 を感 する 範圍 

領域 Q 大 さに 封して、 豫 報の 指定す る範 圍の大 さが 比較的 大 ならす、 つ 前者に 對 する 後者の 位 
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置の 公算 的變化 Q 範圍の 小なる 事」 なり。 

具體 的に 列を擧 ぐれば、 東京 市民に 取りて は 「明日 正午 迄京濱 地方 西北の 風晴」 と 云 ひ、 或は 

「本日 午後 驟雨 模様 あり」 とい ふが 如き は 多數の 世人に 有用 有意義な り。 又 若し 「一週 問 內に東 

海道の 大部分に 降雨 あるべし」 との 豫報 をな し 得たり とせば、 東京 市民に 取りて は 極めて 漠然た 

る 印象 を與 ふべ し。 是れ豫 報の 範圍が 東京 市民 0 日常生活 上 雨に 關 して 利害 を感 する 範圍に 比し 

て餘 りに 犬なる が 故な り。 然れ共 連日 雨に 渴 する 東海道の 農民に 取りて は 此の 豫報は 非常の 福音 

たるに 相違な かるべし。 

次に 地震の 場合 は 如何。 若し 假 りに 「来る 六 七月の 頃、 柬京 地方に 破 壌 的 地震 あるべし」 との 

豫 報が 科學的 になし 得られた りと 假定 せよ。 此れが 十分の 公算 を 有する 事が 明 なれば 市民 は 十分 

の覺 悟， を 以て 變に備 ふべ し。 次に 「今後 五十 年內に 日本 南海 岸の 中 一 部分に 强震 あるべし」 とい 

ふ 事が 餘程 確實 なりと 假定 せよ。 此の 豫報は 各箇の 市民に 取りて は 幾分 漠然たる 豫言 者の 聲を聞 

くが 如き 思 あるべし。 五十 年 は 個人の 生命に 對 して 餘 りに 短から す。 其 間に 個人の 生命 も 住所 も 

如何にな るべき か 明なら ざるな り。 然れ共 日本 政府の 眼より 見れば 五十 年 は 決して 長から す、 南 

海岸 は 邦土の 一部分な り。 此の 豫 報が なし 得ら るれば 此れに よりて 國 家が 享 くべき 直接 間接 Q 利 
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签は少 からざる べし。 . 

噴火 Q 場合 も 此れに 同じ。 假 りに 科學 的に 信憑すべき 根據 よりして、 来る 六十 年 乃至 七十 年間 

に 某 火山 系に 活動 を豫 期し 得る とせば、 個人に 對 して は 兎も角、 ー縣 一道の 爲政 者に 取りて は 多 

犬の 參考 となるべし。 

豫報者 と 被 豫報者 と Q 意志 の疏 通せざる 乎 近き 原因 は、 豫報 Q 指定す る範圍 と 被 1^ 報 者 の 利害 

範 圍の大 さの 相違と 其の 公算 的 不整合 を 許容す る 程度の 差異に 歸 すべし と 思 はる。 

最後に 卑近なる 例 を 擧げて 所 說を補 はん。 木の葉 をった ひ 歩く 蟻に 取りて は 一 粒 一 粒の 雨滴の 

落つ る範圍 を方數 粍の 內に 指定す る 事が 必要 なれ 共、 吾人 人間に は 多くの場合に 唯 雨量と 稱 する 

統計的の 數 量が 知ら るれば 十分な り。 

以 上述へ たる 所に 基き、 現在 科學の 進歩 程度に 鑑みて 天氣豫 報と 地震 豫 報と を對照 すれば 其 間 

に 多大の 差異 あ る を 認め ざ る を 得す。 

S 在の 氣象觀 測 制度 を 以てすれば 各氣象 直 域に 於け る 大體の 天氣の 推移 を豫 知す る 事 は 十分 可 
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能に して、 觀 溯の 範 固の 擴 張に つれて 的中の 公算 を增 すべし と考 へらる。 然れ共 毎 平方 里に 於け 

る 雨量の 異同 を豫言 す るが 如き は 望み 難 か る ベ し。 

地震の 場合に 於て は、 未だ 氣象耍 素に 相當 すべき 條件 さへ 明白なら す。 從 つて 解析 的の 方法 を 

取るべき 材料 未だ 具備せ す。 此 等が 一通り 具備した る瞻に 於ても 現象 偶然 性 を 除く 程度 迄 精し 

く 此れ を 知悉す る 困難 は 現象の 性質 上 甚だ 大 なるべし。 此の 如き 場合に は 公算 論の 指示す る 統計 

的 方法 を 取る 外な かるべき も、 公算が 變數 Q 連賴 函數 なりと 斷定し 難く、 又 最大 公算 を 有する 場 

合が 唯 一 ならざる 場合に は 特別に 慎重なる 考慮 を 要すべし。 

地震 豫報 をして 天氣豫 報の 如き 程度 迄有效 ならしむ るに は 如何なる 方向に 研究 を 進む ベ きか は 

重要なる 問題な り。 物理 學 上の 問題と して は、 地殼 岩石の 彈 性に 關 する 各種の 實 験の 如き は 極め 

て 肝要なる べし。 一方に 於て は 統計的に 所謂 第二次 原因の 分析 を 試む る も 有 茶： なり。 然れ共 統計 

に信賴 する 爲には 統計 の 基礎 を 固む る 必要 あ るべ し。 普通 公算 論 の 適用 さる、 簡單 なる 場合に 於 

て も 場合の 數が 小なる 時 は 自然の 表現 は 理論 Q 指示す る 所と 犬なる 懸隔 を 示す 事. あり。 此れ も 忘 

るべ からざる 事な り。 なほ 一 般彈性 體の破 壤に關 して 其の 弱點の 分布 や 相互の 影響 或は 破 壌の 段 

階 的 進歩に 關 する 實驗的 研究 を 行 ひ、 破 壌と いふ 現象に 關 する 何等かの 新しき 方 則を發 見す る 事 
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も- ゼ， しも 不可能なら ざるべし。 卽 ち從來 普通に 考 ふる 如く、 彈性體 を 等質なる も Q と考 へす 複雜 

なる 組織 體と考 へ て 其の 內 部に 於け る 弱點の 分布の 狀況 等に 關し 全く 新しき 考 よりして 實驗的 研 

究を 積む も 無用に あらざる べき か。 (大正 五 年 三 =:、 現代 之 科學) 


時の 觀念と エントロピ ー 並に プ 口 バ ビ リ ティ 


時の 觀 念に 關 して は、 哲學 者の 側で 色々 昔から 六 かしい 議論が あった やうで ある。 自分 は 其 等 

の 諸說に 就いて 詳しく 調べ て 見る 機會を 得ない が、 簡單な 言葉で しかも 其れ 自身 旣に 時の 概念 を 

含んで 居ない 樣な言 葉で 「時」 に 定義 を 下さう とい ふ 様な 企て は 大抵 失敗に 歸 して 居る 様で ある- 

「 一 様に 流れる 量」 であると か、 「逸しつ & ある 擴 がり」 だと かいふの は 勿論 時の 定義で もな けれ 

ば說 明と も 思 はれぬ。 Si  non  rog.as  iutclli,q-o とい ふ 方が 至當の やうで ある。 時の 前後の 觀念は 

兎に角 直感的な も Q であって、 何等か の 自然現象に 關し て 方 則 を 假定す る 事な しに 定義 を 下 し 得 

ベ き 性質の も G ではない と 思 はれる。 

吾人が 外界の 事象 を 理解し 系統 化する 爲 Q 道具と して、 所謂 認識の 形式の 一 つと して 「時」 を 

昆 做す 事に は 多くの 科 學者も 異論 はないで あらう が、 それ 丈け では 「時」 の觀 念の 內容 について 
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一 ピロ トン ェと 念 觀の時 


は 何事 も說 明され ない。 近頃べ ルグソ ンが 出て 來て、 力 ント ゃ科擧 者の 考 へた 「時」 とい ふ も Q 

は 「穴.^ 間 化された 時」 であって 「純な 時」 とい ふ ものが 外に あると 考へ、 彼の 所謂 形而上 擧の重 

要な 出發點 Q 一  つと して 居る やうで ある。 其 等の 議論 は 六 かし 過ぎて 自分に は 呑 込めない が、 兎 

に 角 我々 が カ學ゃ 物理 學で 普通に 用ゐる 時の 概念 は {4! 間の 概念 を擴 張した も Q だとい ふ 事 は 疑 も 

ない 事で ある。 カ學 はつ まり 幾何 學 Q 擴張 である。 空間 座標の 外に 時 を 人れ \ は 運動 學が 成立し" 

此れに 質量 を 入れて 經 験の 結 を 導入 すれば 力 寧が 出来る。 此等 Q 數學 的の 式に 於け る 時間 * が 

空間 a;  と 殆んど 同様に 取扱 はれ 得る 事 は ミンコフ スキ， 'の 四 元 問 Welt の 構成され る Q を 

見ても 分る 事で ある。 

此樣に 時 を 空間 化して 取扱った 爲に 得られる 便利 は 多大な ものであるが、 しかし 人間の 直感す 

る 「時」 の 全部 は * の 符號に 含まれて 居ない。 

一一 ュ ー トンの 考へ たやうな、 現象に 無關 係な r 絕對 的の 時」 は マッハ によって 批評され たのみ 

なら. す、 鋭 近 相對性 原理の 研究と 共に 更に 多くの 變 更を餘 儀な くされた。 此 Q 原理の 發展 以来 

「時」 Q 觀念 は餘程 進化して 来たが、 其れ は 矢 張 幾何 學の 「時」 の 範圍內 での 進歩で ある。 

吾人の 直感す る 「時 一 の觀 念に 隨 伴して 來る 重大な 要素 は 「不可逆」 と 云 ふこと である。 此の 
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耍 點 は 時 を 空間 化す る 爲に往 々閑却され る も Q である。 空間 の 前後 は觀者 の 位置 を更 へれば 逆に 

なる が 時間 は 一方に のみ 向って 流れて 居る。 抽象的な 數學 から 現實の 自然界に 移って 其の 現象 を 

記載しょう とする 時には 本； 間 化された 時 だけで は 用の 辨じ ない 場合が 起る。 それ は 所謂 不可逆 現 

象の 存在す る爲 め、 熱カ學 第二 方 則 Q 成立して 居る 爲 である。 

此 Q 方 則の 設立、 H ン トロ ピ ー の槪 念の 導入と いふ 事が 物理 學の發 達 史上で 如何に 重大な もの 

であった かとい ふ 事 は 種々 の 方面から 論す る 事が 出来よう が、 此處で 述べたい と 思 ふの は、 穴丄間 

化された 「時」 だけで は 取扱 ふ 事 Q 出来ぬ 現象 を 記載す る爲に 最も 便利な 「時」 の 代用 物 を 見出 

した 事で ある。 

若し 假に 宇宙 間に 唯一 つ、 摩擦の ない 振子が あって、 此れ を 不老不死の 仙人が 見て 居る、 そし 

て根氣 よく 振動 を數 へて 居る とすれば どうで あらう。 此 Q 仙人に 取って は 「時」 の觀 念に 相當す 

る もの は 唯一 つの 輪の 様な も Q であって、 振動 を數 へる 數は 一で も 二で も 一 萬で も 悉く 異語 同義 

に 過ぎまい。 よしや それ 程 簡單な 場合で なく 共、 有限な 個體の 間に 有限な 關 係が ある だけ Q 宇宙 

ならば、 萬 象 は 何時か は 昔時の 狀 態せ ハ 儘に 復歸 して、 少 くも 吾人の 所謂 物理的 世界が 若返る 事 は 

可能で ある。 此 様な 世界 Q 「時」 では、 未来 Q 菜 は 過去に 繼 がって しま ふか も 知れぬ。 
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一 ピロト ンェと 念 觀の時 


吾人の 宇 苗 を 不可逆と 感じる 事 は、 「時」 を 不可逆と 感 する 事で ある。 全 H ント a ピ I は 寺と 共 

に 增す共 減す る 事 はない とい ふの が事實 であると すれば、 逆に H ント u ピ— を 以て 「時」 を弋表 

させる 事 は 出来ない であらう か。 普通の 「時」 と H ントロ ピ I との 歩調が 如何に 一 蒙で ない とし 

て も、 其處に 一 つ Q 新ら しい 「時」 Q 觀 念が 成立し 得る ので は あるまい か。 

ェ ント ：>  ピ 10 概念 自身に は 「時」 が 含まれなくても よい。 此れが 時と 關聯 して 來 るの は 自然 

の 經驗の 結 架で ある。 吾々 の 普通 日常 用ゐる 時計の 針の 廻る 角度が 適 * 時の 代用と なる の も 矢 張 

自然の 經驗に 外ならぬ。 少 くも 此點に 於て は 時計の 「時」 と H ント。 ピ，， 'の 「時」 とは對 等の も 

ので ある。 

今 若し 此處に 宇宙の H ント a ピ ー の 量 を 指示す る 時計が あると 想像す る。 此の 時計の 示す 時刻 

は 何 を 示す かとい へば、 それ は 宇宙の 老衰の 程度 を 示す ものである。 H ネル ギ ー の 全量 は 不變で 

も、 それ は 此の 時計 Q 進む につれ て 墜落し 廢頹 して 行く。 此の 時計 程 適切に 不可逆な 時の 進み を 

示す もの はない ので あらう。 併し 實際此 様な 時計が あつたと しても、 其れが 吾人の 日常 普通の 目 

的に 適當 した もので はない かも 知れぬ。 第 一 に 種々 Q 個體 の集團 から 出来た 一 つの 系を考 へる 時、 

其の 個體 各個の H ント n ピ，' の 時計の 步 調は必 しも 系 全體の もの \步 調と 一 致しない。 從 つて 固 
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體 相互の 問で 「同時」 とい ふ 事が 餘程 複雜な 非常識 的な ものに なって しま ふ。 しかし 其處 に叉此 

の 時計の 妙味 も あるので ある。 譬瑜を 引けば 浦 島 太郞が 龍宮の 一 年 は 此の世界の 十 年に 當る とい 

ふやうな 空想 や、 五十 年の 人生 を 刹那に 縮めて 嘗め 盡す とい ふやうな 言 紫の 意味 を、 つまり r 此 

の H ント a ピ ー の 時計で 測った 時の 經 過と 普通の 時計と 比べて 一年と 十 年 又 五十 年と 一 瞬と に當 

る」 と說明 すれば よい かも 知れぬ。 此れ は 唯 通俗的な 譬喩に 過ぎない が、 鬼に 角 心理的に 感 する 

時の 長短が 人間 自身 並に 周圍の 物質的 ヱ ント a ピ ー の增 加の 多少と、 幾分 か相應 じる やうに 見え 

るの は舆 味の ある 事で ある。 冬眠の 狀態 にある 蛙が 半年の 間に 增大 させる H ン トロ ビ ー の 量 は、 

覺醒 期間の それに 比べて 著しく 少 いに 相違ない。 

次に エントロピ I は 一つ の 系 全體に 亙る 積分と して 與 へらる、 性質の もので あつ て、 それが 指 

定 されても 系 を 組織す る 各個 體の 現狀は 指定され ない。 此 * は 此の 時計の 不便な 點 であって 问時 

に 優れ 一た 點 である。 瓦斯 體の 分子 や H レクト „! ン の集圑 或は 光束の 集合 場に：^、 て 各個 部分の 狀態 

を 論ぜん としても 並 "通の 「時」 を 使 ふ カ學は 役に立たなくなる 場合が ある。 さう いふ 場合に 此 Q 

ェン トロ ピ ー の 有難 味が 始めて 明白に なって 來 るので ある。 

かやう に、 エントロピ ー の 役に立つ 場合に は、 必 す 其處に 所謂 「分子 的に 混亂 した (molelslar 
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—ピロト ンェと 念 觀の時 


un ま ordnet) 系」 が ある。 分子 や エレクトロン の數が 有限で ある 間 は H ン トロ ピ ー は 問題に なら 

す、 變化 は單義 的で 可逆で あるが、 此れが 無限に なって カ學が 無能と なる 時に、 始めて H ン トロ 

ビ，， 'が 出て 來る。 ボル ツマ ンが此 様な 混亂 系の 內 部の 排 置の 公. 算を H ン トロ ピ ー と 結び付けた 

の は 非常な 卓見で 物理 學 史上の 大偉 業であった。 プランクば 更に 此れ を 無限な 光束の 集 團に擴 張 

して 有名な 輻射の 方 則 を 得た の は 第二の 進歩であった。 卽ち 系の 複雜 さが 完全に 複雜 になれば 統 

計と いふ 事が 成り立ち、 公算と いふ ものが 數 量的に 確定した ものになる。 そして 系の 變化は 其の 

狀態 Q 公算の 大 なる 方へ 犬なる 方へ と 進む とい ふ 事が、 卽ち ヱント a ピ I の增大 とい ふ 事と 同義 

になる Q である。 

「時」 の 不可逆と いふ 事に も 亦 分子 的混亂 系の 存在が 隨 伴して 居る。 前に 擧げ たやうな、 仙人 

と 振子と だけの 簡單な 世界で は、 可逆な 「時」 が 可能で あるが、 吾人の 宇宙 は 或る 意味で 分子 的 

混亂 系で ある。 或る 學 者の 考 へて 居る やうに 森 羅萬象 を 悉く 有限な 方程式に 盛って、 あらゆる 抽 

象 前提 なしに 現象 を確實 に 豫 言す る こと は 不可能であって、 其 故に こ そ 公算 論 の 成立す る餘 地が 

存 して 居る。 其爲に 吾人の 「時」 に は 不可逆の 觀 念が 伴って 来る。 其爲に 未来と 過去の 差別が 生 

じる ので は あるまい か。 未 來に關 し て 吾人の 云 ひ 得る 事 は 系 の 公算の 增す と い ふ 事 だけで は ある 
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まい か c 未来 は 「であらう」 で 卽ちプ ロバ ピリ ティの みで ある。 此の 宇宙 系の プロ.. ハビリ ティの 

流れ は卽ち H ント 0 ピ I の 流れで、 卽ち 吾人の 直感す る 不可逆な 時の 流れで は あるまい. か。 

H ント a ピ ー に隨 伴して 來る觀 念 は 一 溫度」 である。 例へば 簡單な 完全 瓦斯 體の 系で は 容接を 

保定し て 置け ば、 H ネル ギ ー G 增す 時に 其 Q  H ント。 ピ ー の 增加は r 溫度」 に 反比す る。 前 の や 

うな 通俗的の 譬を 引けば、 人間の H ント 。ピ 1G 增大と 「精神的の 時」 の 進みが 伴 ふと 假定 すれ 

ば、 叉 一定 Q 物理的 H ネル ギ ー を與 へられた 時に 其 人の 「時」 の 進み 方 は 其 人の 感覺の 鋭 鈍に よ 

る ものと 假定 すれば、 此の 場合の 「溫 度」 に相當 する もの は、 卽ち 其の 鋭 鈍 を 計る 尺度の 讀 取に 

當る ものである。 尤も 此れ は 唯 譬喩に 過ぎない。 物理 學 上の 言葉の 濫用 かも 知れぬ。 しかし 眞面 

目な 物理 學 上の 事柄で H ント a ピ ー ゃ溫 度の 考を擴 張して 行く 餘地は 十分に ある やう 忙思 はれ 

る。 卽 ち何處 でも moldslal.  lsg.8rdnct の狀 態が 入り込んで 來る處 に は、 此 等の 觀 念の 幅 を 利 

かす 餘 地が ある。 例 へ ば 液體の 運動で も 所謂 混亂 運動 (turlnlleut  motion) を 論す る 時には ォ ス ボ 

ル ン . レ ー ノル ヅが 行った 様な 特殊な 取扱が 必耍 になって 来る。 此處 にも、 H ン トロ ピ ー ゃ溫度 

の觀 念の 擴張 さるべき 餘 地が あるので は あるまい か。 此れ に 類した 問題 は液體 Q 交流に 關す る も 

ので ある。 
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一 ピロ トン ェと念 の 時 


現今 物理 學 Q 研究 問題 は、 分子、 原子、 エレクトロン、 H ネル ギ， '素 量と なって、 到る 處に混 

亂 系が 跳梁して 居る。 プ a バビリ ティの 問題、 エントロピ ー の 時計の 用途 は 存外に 廣 いとい ふ 事 

を 想 ひ 出す に 恰好な 時機で は あ るまい か。 

時。 ェ ン トロ ピ—。 プ n バビリ ティ。 此の 三つ は 三つ巴の 樣に繼 がった 謎の 三位 一 體 である。 

此 謎の 解かれる 未 來は豫 期し 難いが、 此れ を 解かん と勉 める の も强ち 無駄な 事で は あるまい。 

(大正 六 年 一 月、 理 學界) 
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物理 學と 感覺 


人間が 其の 周圍の 自然界の 事物に 對 する 知識 經驗の 基になる 材料 は、 いづれ も 直接 間接に 吾人 

の 五感 を 通じて 供給され る ものである。 生れ 付き 盲目で 視神經 の 能力 を缺 いた 人間に は 色と いふ 

言葉 は 何等の 意味 を 持たない、 物體の 性質から 色と いふ 觀念を 柚き 出して 考 へる 事が どうしても 

出來 ない。 トル ストィの御伽噺に牛^^^の白色とぃふ觀念を盲者に理解させょぅとして無駄骨折を 

する 話が ある。 雪の やう だと 云へば そんなに 冷たい かと 應へ白 兎の やう だと 云へば そんなに 毛深 

ぃ柔 いの かと 聞き かへ した。 

それで 若し 生れ 付き 盲目で 其 上に 簡 な 人間が あったら、 其 人の 世界 は 唯 觸覺、 嗅覺、 味覺 並に 

自分の 筋肉の 運動に 聯關 して 生す る感覺 のみの 世界であって、 吾々 普通な 人間の 時間 や 間 や 物 

質に 對 する 觀 念と は餘 程異 つ た觀念 を 持って 居る に 相違ない。 もし 世界中の 人間が 殘らす 盲目で 
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覺感と 學理物 


聾啞 であったら どうで あらう か。 此樣 な觸覺 ばかりの 世界で も此 様な 人間に は 一 種の 知識 經驗が 

成立し 其れが 段 々 に發 達し 系統が 立 つて そして 一 種の 物理的 科擧が 成立し 得る 事 は 疑な い 事で あ 

らう。 併し 其の物 理學の 內容は 一寸 吾人の 想像し難い やうな ものに 相違ない。 例へば 吾人の 時間 

に 封す る觀念 の 源で も實は 吾人の 視覺に 負 ふ 所が 甚だ 多い。 日月 星辰 の 運行 晝夜 の IeM 別と かいふ 

ものが 視 覺の缺 けた 人間に は 到底 時間の 經過を 感じさせる 材料に はなるまい。 それでも 寒暑の 往 

來 によって 晝夜 季節の 變化を 知る 事 は 或る 程度 迄 出来る。 振子の 如き 週期 的の 運動に 對 する 觸感 

と 自分の 脈搏と を 比較して 振動 Q 等時性と いふ やうな 事を考 へ 時計 を 組立て る 事 は 可能で あるか 

も 知れぬ。 併し 自分の 手足の 届く だけの 狭い 空間 以外の 世界に 起って 居る 現象 を 自分の 時計に 賴 

つて 觀測 する 事 は餘程 困難で ある。 此 様な 人に は 時 や 空間 は 唯 自分の 周圍、 例へば 方 六尺の 內に 

限られた、 そして 自分と 一 緖 に附隨 して 歩いて 行く もの、 やうに しか 考 へられぬ のか も 知れぬ。 

此 人に 取って は 自分の 觸覺と 肉感が あらゆる 實 在で、 自分の 存在に 無關 係な 外界 の 實在 を 假定す 

る 事 は 吾 々 程容 でな いか も 知れな い。 象と 盲者の 譬 話は實 によく 此點に 觸れて 居る。 

此れ は 唯 極端な 一 例を擧 げたに 過ぎない が、 此の 假想 的の 人間の 世界と 吾人の 世界と を 比較し 

て も 分る 様に、 吾人の 所謂 世界の 事物 は、 吾々 と 同様な 人間の 見た 事物であって、 其れが 其の 事 


253 


物の 全體 であるか どうか 小, しも 分らぬ。 

哲舉者 の 中に は 吾 々 が 普通 外界 の 事物と 稱す る もの \ 客觀的 の 實在を 疑 ふ 者が 多數ぁ る やう で 

あるが、 吾々 科學 者と して は 其 處迄は 疑 はない 事に する。 世界 Q 人間が 全滅しても 天然の 事象 は 

其 倦に 存在す ると 假定 する。 此れが 凡ての 物理的 科學の 基礎と なる 第； の 出發點 であるから であ 

る。 此 Q 意味で 凡て Q 科 擧者は 幼稚な 實在 派で ある。 科學 者で も 外界の 實在を 疑 はう と 思へば 疑 

はれぬ 事 はない が 多く 0 物理 攀 者の 立場 は、 此れ を 疑 ふより は、 一種の 公理と して 假定し 承認し 

てし まふ 方が 所謂 科學を 成立させる 筋道が 簡單 になる。 元来 何物 かの 假定 なしに 擧が 成立し 難い 

ものと すれば 此處に 第一 の 假定を 置く のが 便宜で あると いふ 迄で ある。 絕對 とか 窮極の 眞理 とか 

とい ふ も Q \ 存在 を 信じて 其れ を 得ようと 努力す る 人 は 此點で 第 一 に 科 寧と いふ ものに 失望し な 

ければ ならない。 科 學者は 何等の 辨證 なしに 吾人と 獨 立な 外界の 存在 を假定 してし まふ。 仍し必 

しも 此れ を 信 1^ る 必要 はない、 科學 者が 個人と して 此れ 以上の 點に立 入って 考 へる 事 は 少しも 差 

支へ はない が、 唯 其 人の 科學 者と して Q 仕事 は 此れ を假定 した 上で 始まる ので ある。 尤も マッハ 

Q 如き は感覺 以外に 實在 はない と 論じて 居る が、 彼の 所謂 感覺の 世界 は 普通 吾人の いふ 外界の^ 

名と 考 へれば 此處に 述べ る 所と は敢て 矛盾し ない。 
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覺感と 學现物 


外界の 事物の 存在 を 吾人が 感す るの は 前述べ た 通り 直接 間接に 吾人の 五感の 助けに よる もので 

ある C 此 等の 官能が 刺戟され た爲に 生す る箇々 の 知覺が 記憶に よって 連絡され ると 此れが 一 つの 

經驗 になる。 此樣な 經驗が 幾 囘も幾 囘も繰 返されて 居る 間に 其處に 漠然とした 知識が 生じて 來 る。 

此の 原始的な 知識が 更に 經験 によって 段々 に 吟味され 取捨され て 個人的 一 時 的から 段々 に 普遍的 

な ものに 進化して 來 ると 此れが 科學の 基礎と なる 事實 とい ふ ものになる ので ある。 

然るに あらゆる 經 験の 第 一 の 源と なる 人間の 五感が どれ 程 鋭敏で 又確實 であるかと いふ 事は是 

非 共考へ て 見なければ ならぬ。 

人間の肉 眼が 細かい もの を 判別し 得る 範圍は 大凡 どれ 位 かとい ふと 先づ 一 耗の數 十分の 一 以上 

の ものである、 最強 度な 顯微 鏡の 力 を 借りても 其の 數 千分 Q 一  以下に 下る 事 は 出来ぬ (尤も 細か 

いもの 見える 見えぬ は 其 物の 光度と 周圍 Q 光度との 差^より 叉大 さより は 寧ろ 視角に よるが)。 

そして 其 物から 來る 光の 波長が 一 粍の 二 千分 Q 一  乃至 三千 分の 一位の 範圍內 にある のでなければ 

最早 網膜に 光の 感じ を 起させる 事が 出来ない。 波長が 此の 範圍 にあっても 其の 搬ぶ H ネル ギ ー が 

一 定の 限度 以上で なければ 感じる 事が 出来ない。 なほ 厄介な 事に は 所謂 光舉 的錯覺 とい ふ ものが 

ある。 周圍の 狀況で 直線が 曲って 見えたり、 色が異 つて 見えたり する。 もう 一 つ 立 入って 考 へれ 
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ば 甲の 感じる 赤色と 乙 c 感じる 赤色と は どれ だけ 一 致して 居る もの か不 確で ある。 

音に ついても 同様な 限界が ある、 振動 數ニ 三十 以下 或は  一 二 萬 以上の 音波 は 最早 昔と して 聞く 

事 は 出来ぬ。 振幅が 一 定の 限度 以下で も 同様で ある。 叉 振動数の 少し 位異 つた 音の 高 ffi の 區別は 

到底 分らぬ ものである。 

觸感 によって 溫度ゃ 重量の 判斷 をす る 場合に も 一 層不 確な ものである。 冷 熟の 感覺は 其の 當人 

の狀 態に もより 叉溫度 以外に 其の物 體の傳 導 度 によるの である。 寒暖計の 示度に よらないで 冷溫 

を 云 ふ 場合に は 其 Q 人に よって 丸でち がった 判定 を 下す 事になる。 これで は 普遍的の 事實 とい ふ 

も Q は 成り立たぬ。 又 甲乙 一 一物 體の溫 度の 差で も觸覺 で區別 出来る 差 は 寒暖計で I5il 別 出来る 差よ 

り は遙に 大きい。 次に 物體の 重量の 感覺 でも 同樣 で、 十 匁の ものと 十一 匁の ものとの 差 は 中々 分 

る もので はない。 

此樣に 外界の 存在 を 認め 其の 現象 を 直接に 感す るの は 吾人の 感官に よる 外 はない のに 其の 感官 

が 頗る 粗雜な ものであって しかも 人々 箇々 に 一 致せぬ ものである。 それで 各人が 自分の 感覺 のみ 

を賴 つて 互に 矛盾した 事 を 主張し 合って 居る 間 は 普遍的 卽ち 誰れ にも 通用の 出来る 事實は 成り立 

たぬ、 卽ち 科學は 成り立ち 得ぬ ので ある。 
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それで 物質 界に關 する 普遍的な 知識 を 成立させる に は 第 一 に 吾人の 直接の 感曼卽 ち 主觀的 0 標 

準 を 一 旦 放棄して 自分 以外の 物質 界 自身に 標準 を 移す 必要が ある。 此れが 現代 物理的 科學に 漲り 

亙って 居る 非人間的 自然 觀 の 根元で ある。 

此樣に 外界 を 標準と して 外界 を判斷 する 事 は 何も 物理 學者を 俟 たない、 誰れ でも 日常 不知 不識 

に 行って 居る 事で ある。 或る 生れ 付き 盲冃の 人が 生長 後手 術 を 受けて 服險を 切開し、 始めて 浮世 

の 光 を 見た 時に、 服界 にある 物象 は 凡て 自分の 眼の 表面に 糊 着した ものと しか 思へ なかった さう 

である。 かう いふ 無經驗 な純粹 な感覺 のみに たよれば 一 問 前に ある 一 尺の 棒と 十 間の 距離に ある 

同様な 棒と は 全く 別物と しか 見えない に 相違ない。 仰向けた 茶碗と 俯向けた 同じ 茶碗と が 同 一 物 

である 事 を 自得す る 迄に は 可也な 經驗を 重ねなければ ならぬ。 吾人 普通の 感官 を備 へた 人間が 此 

樣な 相違に 氣の 付かぬ の は 遣傳ゃ 永い 間 Q 經験 によって、 外界の 標準 を 外界に 置いて 非常に 複雜 

な 修練と 無意識的の 推理 を 經て來 た 結果に 外ならぬの であらう。 

吾人の 理性に 訴 へて 描き出す 幾何 的の 空間、 到る 處 均等で 等 向 的な 性質 を備 へた 空間 は 吾人の 

視感に 直接 訴 へる 空間と は 恐ろしく 懸け離れた ものである。 視感的 空間で は 仰向きの 茶碗と 俯向 

きの 茶碗、 一里 を距 てた 山と 脚下の 山と は餘 りに 相違した ものである。 紙面に 畫 いた ra 角で も 其 
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の 傾き 方で 全く 別な 感覺を 起しても よい 害で ある。 然るに 此 様な 相違 を 怪しま， f 當 然として 居る 

の は、 吾人が 主觀を 離れた 幾何 學 的の 空間と いふ 標準 を 無意識 或は 有 意識的に 持って 居る 爲 であ 

る 0 

同様な 事 は聽官 についても ある。 雷鳴の 音の 波の 振幅 は 多くの場合に 耳の 近くで 雨戶を 繰る 音 

に比べ て 大きな も Q ではない のに 雷の 音 は 著しく 大きい と考へ るの は 矢 張 直接の 感官 を 無視して 

昔 響の 強度の 距離と 共に 感 する 物理的 方 則 を 標準と して 居る ので ある。 

此 様な 事 は 別に 取り立て 土 K ふ 程で ないか も 知れぬ が 併し 此の 主觀を 無視す る 程度 は 人間の 文 

明の 程度に よって 段々 に變 化して 來る ものである。 繪畫に 陰影 を 施し 或は 透視 畫法を ffl ゐる事 は 

或る 國 民に は 普通 であるのに 他の 國 民に は 容易 に 了解が 出来な い の も 其 の 根元 は 直接 感覺 に據る 

のと、 感覺を 離れた 觀念 によるとの 差と 考 へる 事 も 出来る ので、 少 くも 此點 だけに 於て は 未開人 

種 や 子供の 描く 觀念 的な 畫 は 泰西 名匠 の繪畫 より も 或 る 意味 で科擧 的で あると 謂 はねば ならない- 

ffll し 其の 概念が 人 々 隨 意に 異なり 普遍的 でない 事は爭 はれぬ。 

以上の 程度 迄 は 物理 學者も 素人 も 餘り變 り はない やうで あるが、 物理 學 者と 素人と 異なる 所 は 

普通人 間に も存 する 此 様な 感覺を はなれた 見方 を 何 處迄も 徹底 させて 行く 點 にある。 物理 學發達 
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の 初期に は 物理 學者の 見方 はま だ それ 程 世人と 離れて 居なかった。 例へば 音響と いふ 様な 現象で 

も 昔 は 全く 人間の 聽 官に訴 へる 感覺 的の 音を考 へて たのが、 段々 に 物體の 振動 並に 其爲に 起る 

氣 波と いふ 客 觀 的な もの を考 へる やうに なり 「聞えぬ 音」 とい ふ 様な 珍奇な 言葉が 生じて 来た。 

今日 純粹 物理 學の 立場から 云 へ ば感 覺に關 した 音と いふ 槪念は 最早 消滅した 譯 であるが 因習の 惰 

性で 今日で も 音響 學と いふ 名前が 物理 學の 中に 存 して 居る。 今日で は 寧ろ 彈性體 振動 學と でもい 

ふべき であらう (生理的 昔 響 學は刖 として)。 光 Q 感覺 でも 同様で ある。 光 覺に關 する 問題 は 生 

理學の 領分に 讓 つて 物理 學 では 非人間的な 電磁波 を考 へる のみで ある。 熱の 輻射 も 無線電信の 電 

波 も 一 つの 連續 系の 部分に なって しまって 光と いふ 言葉の 無意味な 爲に 今では 幅 射 線と いふ 言葉 

に 蹴落されて しまったの である。 

今日 0 やうに 非人間的に 徹底した 樣に 見える 物理 學 でも 未だ 徹底し ない 分子 を搜 せば いくらで 

も 殘 つて 居る。 例へば 力と いふ 觀念 でも 非人間的 傾向 を 徹底させる 立場から 云へば 何等の 具體的 

の もので はなく、 唯 「物質に 加速度が 生じた」 とい ふ 事 を、 此れに 「力が 働いた」 とい ふ 言葉で 

象徴的 に 云 ひかへ るに 過ぎない が、 普通 此 の 首 紫が 用 ゐられ る 場合 に は 何 か其處 に 具體 的な 「力」 

とい ふ ものが ある やうに 了解され て る。 此れ は 人 II として 止み難い 傾向で 叉 さう 考へ るの が 便 
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宜 である。 叉 他の 例 を 取れば 物理 擧でも 右左と いふ 曾 葉 を ffl ゐる、 併し 此れ も 人間と いふ もの か 

ら 割り出した 區 別で 空間 自身に は 右 もなければ 左 も ある 答 はない。 もし 何 處迄も 非人 的な 態度 

で 行けば 物理 學の 書籍から 此樣な 言葉 を 除去し なければ ならぬ 害で あるが、 實際は 平氣で 此れ を 

使用して ゐる、 此の 一事で も 非人 間 主義の. 物理 學が 人間の 便宜の 爲に膝 を 屈して 居る 事 は 分る だ 

らラ。 

或る人 は 著者に 物理. 舉の敎 科 書 を 幾何 舉敎科 書の やうな 畫 一 的な ものにし 度い ものであると 云 

つたが、 自分 は それ は 六 かしから うと 考 へる。 數學の やうに 最初 全く 任意に (尤も 經驗 から 暗示 

される もので は あるが) 一 つの 概念 を與へ あと は 解析ば かりで 其の 內容を 展開す るのと、 物理 學 

で 0 己 以外の 實在 として 與 へられた 外界の 現象 を 系統 立てる のと は餘程 趣が ちが はなければ なる 

まい。 例へば 一 つの 自動車 を 作って 其の 機械の 自己の 作用で 向 ふ 處に何 處迄も 向 はせ る 場合に は 

便宜と か 選擇の 問題 は 起らぬ、 車 は 行く 處に しか 行かぬ ので あるが、 此れが 解析 的な 數學の 行き 

方と すれば 物理 擧の はさう でない。 此 様な 自動車の ハ ン ドル を 握って 四通八達の 街頭に 立って 居 

る やうな ものである。 同じ in 的 地に 達する ので も 道筋の 取り 方は必 しも 一 定 して 居ない。 其處で 

徑路 の選擇 とい ふ 問題が 起り、 此の 選擇の Sli 準と する もの はつ まり 人 の 便 である、 思想の 節 
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約で ある。 此際 もし 車掌が 或る 一 つの 主義 を 偏執して 例へば 大通りば かり を 選ぶ とすると 其れ を 

徹底させる 爲には 時には 大變な 迂路 を 取らねば ならぬ 様な 事が ある だら う。 唯一 筋の 系 就に よつ 

て 一 絲亂れ ぬ 物理 學の 系統 を 立てようと いふ 希望 は 決して 惡く はない が、 人間の 便宜と いふ 點か 

ら考 へる とそれ は 寧ろ 不便で ある。 大通りが 縱橫に 交叉して 其 間に は 乂多數 の 「抜け裏」 の ある 

樣な、 さう いふ 複雜な 系統と して 保存し 發 達さるべき もので はない かと 考 へる。 

近年 プランク など は從來 勢力の あった マツ ハ 一 派の 感覺 卽實在 論に 反對 して、 科學 上の 實在は 

人 il の 作った 便宜 的相對 的の もので なく もっと 絕對 的な 「方 則」 の 系統から 成立した 實在 である 

と考 へ、 所謂 世界 像の 銃 一 とい ふ 事 を 論じて 居る。 併し 退いて 考へ ると 或は 此れ は餘り 早まり 過 

ぎた 考 ではなから うかと 疑. はざる を 得ない。 ブラ ンクは 物理 學を人 11 の感覺 から 解放 するとい ふ 

勇ましい 喊聲の 主唱 者で あるが、 一方から 考へ ると 人間の 感覺を 無視す ると 稱 しながら、 畢竟 は 

感覺 から 出發 して 設立した 科 擧の方 則に 餘り 信用 を 置き 過ぎる ので は あるまい か。 もし 現在の 科 

學の 所得 は、 旣に 科學の 究極 的に 獲得し 得る 凡ての 大部分で あると 考へ、 吾人の 殘務は 唯 其處彼 

處の 小さい 穴 を 繕 ふに 過ぎぬ と考 へれば ブラ ンク の說は 尤もと 思 はれる。 併し さう 考へ る だけの 

確な 根據が あるか どうか 自分に は 疑 はしい。 物理 學の 範阐內 だけで も 近頃 勢力 を 得て 来た 量子 說 
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が 古典的な 物理 學と 矛盾して 居て、 まだ どうしても 其 間の 融和が とれない 所 を 見ても ブラ ンクの 

望む やうな 統一 はま だ 急に 達せられ さう もない。 

今の 處 では 生物界の 現象に 關 して は 物理 學は 大抵 無能で ある。 レ I ブ G 如き 一 派の 舉 者が 熱心 

に 努力して 居る にも 拘らす 今の 處 到底 目鼻 もっかぬ 様で ある。 生物 現象が すべ て 現在の 物理 舉で 

說明 出来ようと は 思 はれぬ が、 併し プランクが 無生物 質界 の^ 則の 統一 を 理想と するならば、 も 

う 一 歩 を 進めて 物理 生理 或は 心理 學迄も 包括して 渾然たる 一 つの r 理擧」 とい ふ 系統が 何時か は 

設立 される とい ふ 理想 を 懷く事 も 出來な い 事で はない。 それが もしも 可能 で あ る とすれば さ う な 

る 迄に は 今の 物理 學は まだく 餘程 根本的な 改革 を 受けなければ なるまい と 思 ふ。 

此 樣な考 から も 自分 は マツ ハ の說 により 多く 共嗚 する 者で ある。 卽ち 吾人に 直接に 與 へられる 

實在 は卽ち 吾人の 感覺 である、 所謂 外界と 自身の 身體と 精神との 間に 起る 現象で ある。 此 樣な單 

純な 感覺が 記憶 や 聯想に よって 結合され て經驗 になる。 此 等の 經驗を 綜合して 知識と し 知識 を綜 

合して 方 則 を 作る 迄に は 種 々 な 抽象的 概念 を 構成し 其れ を 道具 立 てと して 科舉を 組み 立 て 、 行く 

ものである。 此の 道具になる 槪 念は必 しも 先験的な 必然的な もので なくても よい。 W 上の 如く 科 

を 組み立て、 知識の 整理 をす るに 最も 便利な もの を 選べば よいので ある。 其の 便 不便 は 人間 Q 
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便 不便で ある、 卽ち 思考. の 節約と いふ 事が 選擇の 標準になる ので ある C 

選擇 とい ふ 言語 は 多く は 眼前に 種々 の 可能が 排列され て 居る 時に 用 ゐられ る ものである。 實際 

科學 上の 概念に 其 様な 選 擇の餘 地が あるで あらう か、 此れ は 大切な 問題で ある。 自分 は 現在の 物 

理學の 概念 を 悉く 改造して 從來 よりも 一 層 思考の 經濟上 有利な 體 系が 出来 得る かどう か 到底 想像 

する 事 は 出来ない が、 併し 少 くも 物理 學 の從來 の歷史 から 見て、 斯學 の發展 と共に 種々 の 概念が 

改造 され 或は 新に 構成され 叉 改造 されて 來た事 は事實 である。 光 や 昔の 觀 念の 變化 は 前 にも 述べ 

た 通りで ある。 温度 の觀 念で も 昔の 觸感 によった 時代から 特殊 物 質の 膨脹に 據 つた 時代 を 經て今 

日の 熱カ學 的の 絕對溫 度に 到着す る 迄の 徑路 を通覽 すれば、 或る時 代に 夢想 だ も 出来ぬ 樣な考 が 

將來に 起り 得る 事 は 明で ある。 もっと 新しい 例 を 取れば 質量に 關 する 觀 念が ある。 質量 は 物體に 

含まる \ 實體の 量 だと V ふ 様に 考へ たは 昔の事で、 後に 寧ろ 力の 概念が 先にな つて、 物體に 力が 

働 い た 時に 受ける 加速度 を 定め る 係数と い ふ 風に 解釋 した 實證 論者 も あ る。 電子 說が勢 を 得て か 

らは蓮 動せ る電氣 が卽ち 質量と 考 へて 凡ての 質量 を. 電氣 的に 解釋 しょうと した。 更に 相對性 原理 

の 結 * として 凡ての H ネル ギ I は 質量 を 有する と 同等な 作用 を 示す 所から、 逆に 凡ての 物質 は卽 

ち ェ ネル ギ I であると 考へ ようとい ふ 試み も ある 位で ある。 
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原子 內 部に 關 する 研究に 古典的 力 學を應 w しょうとして 失敗 を 重ねた 結果 は 大膽な 素量說 0 提 

出 を 促した。 今日の 處中々 兩 者の 調停 は 出来さう もない。 併し あらゆる 方 則 は 元 來經驗 的な もの 

で 前世の 約束事で も 何でもない 事 を 思 ひ 出せば 素 量 假說が 確立した 方 則と なり 得ぬ とい ふ 道理 も 

ない。 もし 素 量說が 勝利 を ト：： めて 舊 物理 學 との 問の 橋渡しが 出来れば どうで あらう か。 恐らく 其 

爲に從 来の 物理， 學が 悉く 駄： EC になる 様な 事 は あるまい が、 從来用 ねられた 諸 概念に 少 からぬ 變動 

が來る であらう と豫 想す る の は至當 であ るまい か。 

少 くも 吾等 は 從來經 験 的 事 實の耍 求に 應 じて、 物理 舉的 概念の 內容に 度々 改革 或は 修繙を 施し 

て 来た。 此 等の 經驗的 事實の 集まり 方 は 其れ 迄の 歷史 に無關 係で はない。 甲の 事實 は、 乙 丙の 事 

實の發 見 を 促す。 而 して 乙が 先に 發 見され るか 丙が 先に 發 見され るかに よって 其 次に 來る丙 丁の 

事實の 解釋を 異にする 場合 は 可能で は あるまい か。 其れ はどうで もよ いとして、 一 つ 極端な 想像 

をして 見れば. E 分の 今 云 はんとして 居る 事を說 明す る 事が 出来よう。 卽ち假 りに 兹に 微小な 人 n 

があって 物質 分子の 間に 立 交り 原子 內の エレクト 口 ンの 運動 を目陪 して 居る が 其の 視力 は 分子 距 

離 以外に 及ばぬ と 想像す る。 此 様な 人間の カ舉が 吾人のと 同様で あれば 吾人の 原子 的 現象の 說明 

は 比較的 容= ^であらう が、 赏際 素量說 などの 今日 勢 を 得て 来た ことから 考 へても 原子 距離に 於け 
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る 引 斥力の 方 EC, を 二 ュ J ト ンゃク I  口 ン の 方 則と：！ じ ものと は考へ 難い。 さう すれば 此の 原子 的 

人間の 物理の 方 則 は 吾人の 方 則と 餘程異 つた 發展 をす るに 相違ない。 

前に 選擇 といった の は 必 しも 吾人に 取って 選擇 の多樣 なと いふ 意味で はない。 唯 人間と いふ 特 

別な もの \ 便宜 を 標準と して 選擇 するとい ふ 意味で ある。 それで 斯う 云 ふ 意味で 現在の 物理 舉は 

糙に 人工的な 造營 物であって 其の 發展の 順序に も 常に 人間の 耍求ゃ 歷史が 影響す る 事は爭 はれぬ 

事實 である。 

物理 學を 感覺 に無關 係に するとい ふ 事 は 恐らく 舉に 一 つの 見方 を 現 はす 見掛けの 意味で あらう。 

此の 簡單な 曾 葉に 迷 はされ て感覺 とい ふ もの 、基礎的の 意義 效用を 忘れる の は 寧ろ 極端な 人間 中 

心 主義で 却て 然を 蔑視した ものと も 云 はれる ので ある。 (大正 六 年 十 一 月、 東洋 學藝雜 誌」 


賴戶內 海の 潮と 潮流 


瀨戶內 海 は 其 Q 景色 の 美しい 爲に 旅行者 の 目 を 喜ば せ 、 詩人 ゃ畫家 の 好い 題目になる ばかりで 

はありません。 又 々な 方面の 舉 者の 眼から 見ても 面お い 研究の 種になる やうな 事柄が 澤山 あり 

ます。 ー體、 あ Q 様に 込み入った 面. 21 い 地形が どうして 出来た かとい ふ 事 は 地質 學 者の 議論の 種 

になって 居る Q です。 又 瀨戶內 海の 沿岸で は ー體に 雨が 少 かったり、 又 夏になる と 夕方 風が すつ 

かり 风 いでし まって 大變に 蒸 暑い 所謂 夕风が 名物に なって 居ります。 此等は 此の 地方が 北と 南に 

山と 陸地 を控 へて 居る 爲に 起る 事で、 氣象學 者の 研究 問題になります。 しかし、 兹に は； 5# は唯少 

しばかり 瀨戶 内海 Q 中の 水の 運動の 事に ついて 御〉.. i しし ませう。 

ー體、 海の 面 は何處 でも 一 晝孜に 二度 づ-- 上り下り をす る もので、 それ を 潮の 滿 干と 云 ひます。 

これ は 月と 太陽との 引力の 爲に 起る もので、 月 や 太陽が 絕 えす 東から 西 へ 迥 るに つれて 地球上の 
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流 潮と 潮の 海 內戸瀨 


海面の 高く 膨れた 満潮の 部分と 低くな つた 干潮の 部分 も 亦 大體に 於て 東から 西へ 向って 大洋の 上 

を 進んで 行きます。 この 様な 潮の 波が 內 海の 樣な處 へ 人って 行きます と、 色々 に變 つた 事が 起り 

ます。 殊に 瀨戶內 海の 様に 外洋との 通路が いくつ も あり、 内海の 屮 にも 亦瀨 戶が澤 山あって、 い 

くつ もの 灕に 分れて 居る 處 では、 潮の 滿干 も屮々 込み入って 來て之 を 詳しく 調べる の は 中々 難 か 

しいので す。 しかし、 航海の 頻繁な 處 であるから 潮の 調査 は 非常に 必要な ので 海軍の 水路 部な ど 

では 澤 山な 費用と 時日 を 費して 之 を 調べ て 居られます。 東京 邊と 國の 南側の 海岸と では 滿 潮の 

時刻 は 一時間 位し か 違 はない し、 滿 干の 高さ も そんなに 違 ひません が、 四國の 南側と 其の 北側と 

では 滿 潮の 時刻 は 大變に 違って、 處 によって は 六 時 聞 も 違 ひ 一方の 滿 潮の 時に 他の 方 は 干潮に な 

る 事 もあります。 又、 內 海で は滿 干の 高さが 外海の 倍に もなる 處 があります。 この 様に 或る 處で 

は滿 潮で あるのに 他の 處 では 干潮に なったり、 內 海の 滿 干の 高さが 外海の 滿 干の 高さの 倍になる 

處の あるの は、 潮の 流れが 狭い 海峡 を 人る 爲に 後れ、 又、 方々 の 入口から 入り 亂れ、 重り 合 ふ爲 

であります。 

こ の 様な 譯 ですから 廣ぃ灘 と灘を 連絡す る 海峡の 兩 側の 海面の 高さが 時刻に よって 著しく 違 ふ 

やうな 處も 出来ます。 さう すると 水面の 高い 方から S い 方へ 海の 水が 盛に 流れ込む Q で强ぃ 潮の 
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流れが 出来ます。 瀨戶內 海に は 此樣な 場所が 澤山 にあります。 中で も 早 吸の 瀬 尸な ど は 神武 天皇 

が 東征の 時に 御 通りに なった とい ふので、 歷史で 名高く 其 名 も 潮流の 早い事 を 示して 居て 大變に 

面白い 名であります が、 今では 唯豐後 海峡と 呼ばれて 居ます。 伊豫の 西の 端に 指の 様に 突き出た 

佐 ffl 岬 半島と 豐 後の 佐 賀の關 半島と は、 大昔に は四國 から 九州に つながった 一 つの 山脈であった 

のが、 海 峽の邊 の 大地が 落ち込んだ 爲 にあの 様な 半島と この 豐後 海峡が 出來 たとい ふ 事です。 今 

でも 此の 海峡に は 海の 底に 狭い 敷居の やうな 淺ぃ處 が 連って 其の 兩側は それより 百尋 以上 も 深く 

掘れ 建んで 居ます。 此の 海峡 は 大洋から 瀬戶內 海に 通す る 入口の 中で 一番 廣 いから 內 海に 出 人す 

る 海水 も 主に 此處 から 出入す る ので、 潮流 も屮々 早く 通例 一 時間 三 g 海里 位の 速度であります。 

此樣な 流れが 海の 底の 敷居 を 越える 時には、 丁度 橋 代な どの 下流が 掘れく ぼむ と 同じ やうな 譯で、 

敷居の 下流の 處が 段々 に 深くな つたので あらう とい ふ說 があります。 

此外 名高い 燕戶ゃ 普通の 人の 知らぬ 瀨戶で 潮流の 早い 處は澤 山あります が、 しかし、 何とい つ 

て も 阿波と 淡路の 間の 鳴戶が 一番 著しい もので せう。 この 海峽は 幅が 僅か 十五 町 位で、 しかも 其 

內に 淺瀨の 部分が あるので 深い 處は幅 五町 位な ものです。 こ の 瀬戸の 兩側 では 潮の 滿 干が 丁度 反 

對 になる ので、 兩側の^^面が 一番 喧ひ違 ふ 時 は 高さが 五 尺 程 違 ひます。 
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流 潮と 潮の 海内 戶瀨 


兹に 出した 地圖で 左佣の 陸地が 阿波 右側の 陸地が 淡路 です。 A の邊は 深さが 四 五十 尊です が、 

邊は淺 くて 十尋 以下です。 海の 底の 泥な ど は 潮流に 洗 ひ 流されて 岩が あら はれて 居ます。 圖 

は 上げ潮の 時の 有様です から、 潮流 は D の 方から A B を 通って CQ 方 

へ 流れて 行きます。 A B と C の 間に 波形の 模樣を 描いた の は 流れの 早 

い 部分の 有様 を 示した ものです。 A B の邊 では 流れの 早 さは 最も 盛な 

時で 一時間 十 海里 位、 C の邊 でも 餘り 之に 劣りません。 しかし 上流の 

D の邊 では 一時間 二三 海里 位の ものです。 流れの 最も 强ぃ 下流の 方に 

は 方々 直 徑七八 間 程 Q 漏斗 形の 大渦卷 が 出来ます。 漁船な ど 之に 卷込 

まれたら 容易に 出られなくなる さう です。 汽船な どで も 流れの 急で な 

い 時 を 見計らって になければ 通りません。 圖は 前に も 云った 通り 上げ 

潮の 時の 有様です が、 下げ潮の 時には 反 對に圖 の 下 倒の 方へ 同じ 樣な 

流れと 渦卷が 出来ます。 

これから 段々 暑くな ります から、 田圃の 小 流れの やうな 處で、 板片 などで 水 を堪き 止めて 早 吸 

C 瀬戶ゃ 鳴戸の 模樣を こしら へて 見る の も 面白から うと a ひます。 (大 li! 七 年 五 A、 。，マ 字 少年) 
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物理 學實驗 の 教授に 就て 一 


理化學 の 進歩が 國 運の 發展に 緊要で あると いふ 事 は、 水い 問 一部分の 識者に よって 唱 へられて 居 

たが、 時機の 熟せなかった 爲め 一向に 世 問に は 顧みられなかった。 歐洲 の大戰 が爆發 して 以來は 

却て 世間 一 般 特に 實 業者の 側で 痛切に 此の 必要 を感 する やうに なった と兑 え、 公私 各種の 理化學 

的 研究所が 續々 設立され る やうに なった。 それと 同時に 文部省で も 特に 屮等敎 育に 於け る 理化學 

教授に 重き をお かれる やうに なって、 軍に 教科書の 講義 を控 くるの みならす、 生徒 自身に 各種の 

實験を 行 はせ る 事に なり、 此爲に 若干の 補助 費 を 支出す る 事に なった。 此れ は 非常によ い 企てに 

ある。 どうか 此の 折角の 企て を 出来るだけ 有 效に途 行したい ものである。 

自分 は 中等教育と いふ ものに 就いては 自分で 此れ を 受けて 来たと いふ 以外に 何等の 經験も な い 

ものであるが、 唯 年 來大擧 其 他 專門舉 校で 物理 實驗を 授けて 來た狹 ぃ經驗 から 割出して 自分 だけ 
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て 就に 授敎 の驗實 學理物 


の 希望 を 述べて 見たい と 思 ふ。 勿論 我 m 引水 的の 處も あらう が、 唯 此れ も 一 つの 參考 として 敎育 

者の 方々 に 見て 頂けば 大幸 である。 

,.4 ふ 迄 もな く、 物理 學で 出逢 ふ 種々 の 方 則 等 は 或る 意味で 非常に 抽象的な ものであって、 吾人 

の 眼前に あ る 具體 的な、 有の 儘の 自然 そ の ものに 直接 そっくり 當て 嵌められる やうな もの は殆ん 

どない とも 云 はれる。 rA が あれば B が 生す る」 とい ふやうな 簡單な 言葉で 云 ひ 表 はして ある 方 

則て は、 通例 「唯 A だけが あって 其 他の 因子， A,A …… 等がないならば」 とい ふ 意味 を 含めて ある- 

例へば 「落體 が 或る 場所で 九 . 八 米 秒 秒の 加速度 を もって 垂直に 落下す る」 とい ふので も、 實は 

地球 Q 重力の み 働き 空氣の 抵抗 ゃ電 氣磁氣 など 0 作用がない とした 場合の 事で ある。 然るに 實際 

物體を 落す 場合に 完全 な眞 空で 完全に 他の 力 を 除外し て 實驗 する 事 は 中 々 面倒で あ る。 實際 重力 

加速度 クを 定める に は 此の やうな 直接の 方法に よらす、 却て 間接に 振子の 週期と 長さから 定め、 

空氣の 抵抗の 影響 は 必要に 應 じて 理論から 計算した 補正で 除去す る 事が 出来る ので ある。 天體の 

影響な ど は 云 ふに 足らぬ し、 普通の 場合なら ば 電氣ゃ 磁氣の 影響 は 小さいで あらう が、 併し 若し 

不注意に も鐵の 振子 を强ぃ 磁石の 傍で 振らせたり、 或は 輕ぃ 振子の 場合に 箱の ガラ スが 荷電して 

居たり して は决 して 正しい 結 51^ は 得られる 害 はない。 箱の 屮で なく 3^ の ある 部屋で むき 出しの 振 
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子 を 根ら せても 同樣 である。 それで 一 つの 方 則を實 験しょう とい ふなら ば、 其の 實驗を 支配し 得 

る 種々 Q 原因 要素 を 分解して、 其內 から 特に 其の 方 則に 指定した 要素の み を 抽出し、 他の もの を 

除く やうに しなければ 豫定の 結 菜 を 得る 事 は 出来ない。 少し 極端な 云 ひ 分で は あるが、 物理 擧の 

方 則と いふ もの は 決して 完全に は實 現し 得られ な い 抽象的 事實 の 云 ひ^はし であって、 唯 條件を 

「方 則の 條件」 に 近く すれば する 程、 結果 も 漸近 的に 何 處迄も 「方 則の 結 裂」 に 近 よるとい つた 

方が 却て 穩當 かも 知れない。 

かう い ふ 事 を 全く 考へ すに、 唯 物理 學敎科 書の みに よって 物理 學を 畢んで 居れば 事柄 は 至極 簡 

單で、 太平 無事で あるが、 一と 度 書物 以外に 踏み だして 實驗を するとい ふ 事に なり、 始めて 有の 

儘の 自然に 面する となると、 誠に 厄介な 事に なって 來る。 若干の 柔道の 型を覺 えて 居ても 敵と 組 

打 を やる となれば 敵の 方で 型の 通りに なって くれないと 一 般、 眼前の 自然 は敎科 n 曰の 自然の やう 

に 注文通りに なつ て 居て くれぬ から 難儀で ある。 

例へば 早い話が 敎科書 ゃ試驗 問題に は 長さ 一 米の 物差と か 一 瓦の 分銅と かいふ： 一目 葉が 心配：： 颯も 

なく 使って あるが、 實 際に は 決して 精密に 一 米と か 一 瓦と かいふ 量に 出逢 ふ 機會は 皆無と 云って 

よい。 唯 必要に 應 じて 差しつ か へ のない 程度 迄單 位の 長さ や 重さに 近い やうに 作った ものに 過ぎ 
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ない。 生徒に 實驗を 授ける 際に 一度 は必 すかう いふ 點 にも 注意 を 喚起し なければ ならぬ と 思 ふ。 

紙の 尺度 や 竹の 尺度な ど を 比較 させて 見る もよ からう し、 义十瓦 Q 分銅 二つと 二十 瓦の 分銅 一 つ 

と を 置換して 必 しも 问 じで ない 事 を 示し、 精密なる H 的に は 尺度の 各 分 劃、 分銅の 各個に つき 補 

正 を 要する 事 や、 溫度 による 尺度の 補正な どの 事 も、 少く もさう いふ ものが ある 位 は、 中學 校で 

も 授け て 置き 度い と 思 ふ。 少 くも 精密 の 度と いふ もの は 比較的 の もので あ る 事 をよ く 理解 させ る 

が 肝要で あると 思 ふ。 

又 「大さ 一 様なる 棒」 とか 「平面」 とか 「球面」 とかい ふ もの も 厳密に は實 現し 得られない 事 

も 忘れて ならない。 長い ガラスの 圓 筒の 直 徑を カリ パ ー の やうな も Q で 種々 の點で 測らせ、 其の 

結 を 適； 富な 尺度に 圖 示して 徑の 不同 を 目立た せて 見る の もよ い。 此れ はつ まらぬ 實驗の やうで 

あるが、 實際 自分の 經驗 ではお 外 生徒の 費 驗的 趣味 を 喚起す る效 si- が ある やうで ある。 或は 顯徴 

鏡の デッキ グラスの 厚さ を测微 計で 測らせ、 乂 後に 光. 學の 部で 再び 此れ を 試驗用 平面に 重ね、 單 

色 光で 照らして 干涉の 縞 を 示す も有签 であらう" 

液體 靜カ學 の 實驗例 へ ば 浮 秤で 水 ゃ固體 の 比重 を 測る 時で も 毛管現象が 如何に 多大の 影響 を 有 

する かとい ふ 事 を 見せる 爲に、 液：.. W に石驗 Q 片を 觸れて 比重計の 浮上る 樣を 見せる 事な ども 必要 
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と M ふ。 或は 夏季 水道 Q 水 を说ん だま ^ で赏驗 して 居る と 溶けた 空氣 が 出て 来て 器械に 附着し 著 

しい 誤 を 生， f る 事な ども 實驗 させた 方が よいと 思 ふ。 

其 他 「完全なる 剛體」 とか 「摩擦な き 面」 とか 「 一 定の溫 度」 とか 一 々枚 擧に遣 はない が、 か 

う い ふ 言葉 を 如何 に 理解し 如何に 自然界に 適用す べき かとい ふ 事 を實驗 の ま で 漸次 に 理解 さ せ 

るが 肝要で あらう と 思 ふ。 此れ を 誤解 すれば、 物理 學を 神の 掠の. やうに 思って 妄信して しま ふか" 

さもな くば 反對に 物理 擧の價 値 を 見損なって 輕 侮して しま ふかの 一 一つに 一 つで ある。 

物理の 實驗で 或る 豫定の 結 51^ に 到達しょう とする に は、 其の 結果 を 支配し 得べき あらゆる 條件 

要素 を考 へて 見て、 眼前の 目的と する 原 a Q み を 特に 作 S させ 他の 耍素 は出來 得る 限り 此れ を 除 

き、 簡單 にし 或は 一定に しなければ ならぬ。 しかるに 此の 種々 な 要素の 數は屮 々多くて 此れに 注 

意 を 配る の は餘り 容易な 事で はない。 必然に 成效 する 爲には 凡て の 點に對 する 注意が 圓滿に 具足 

しなければ ならぬ。 誠に 簡單 なやうな 實驗 でも 其の 成效を 妨げる やうな 條件 は無數 にあって、 成 

效の途 は 唯一 つし かない。 少し 油斷 をす ると 思 ひがけない 掃除 口から 泥棒が はいる やうな ことに 

なる。 例へば 天秤で 重量 を测 るに しても、 箱の 片側に 日光が 當 つて 箱の 中の 空 氣の對 流 を 生じた 

り、 腕の 比が 變 つたり、 一. 隙間から 風が はいったり、 刃の 處に 塵が たまって 居たり、 皿に 水滴 
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が 付いて 居たり する のに、 此樣な 事に は 一 切 構 はす、 唯 機械的に 「物理 實験 法」 に #1 いて ある 方 

式 通りの 測り 方 をす る やうで は 實驗を 練お する 甲斐 は殆ん どない。 此れで は 小 使に でも やらせて 

其の 結 W^Q 報吿を 聞く だけで もよ いやうな もので あらう C ビ ー 力 ー に 水 を 汲む ので も、 マッチ 一 

本す るので も、 一 見つ まらぬ やうな こと も 自分で やって そして さう いふ ことにまで も觀察 カ判斷 

力 を 働かす のでなければ 效 能は少 い。 使^す る 器械が 精巧な ほど 使用の 注意 も複雜 になる から、 

不注意に 機械的 申譯 的に やる ので は 却て 粗末な 方法です るよりも 惡ぃ 結果になる ことが 往 々ある- 

先生の 方で 全部 裝置 をして やって、 生徒 は 唯 先生の 注意す る 結果 だけに 注意し 其れ 以外に どんな 

現象が あっても 默 つて 居る やうな やり方で は效 力が 少 いのみなら す、 寧ろ 有害になる 虞が ある。 

御瞎を £ して やって、 其 上に 箸で 口 へ 持ち込ん で やって 丸呑み にさせる とい ふ 風な 育 て 方よりも 

生徒 自身に 箸 をと つてよ く 選り分け、 よく 味 ひ、 よく 咀 t! させる 方が よい。 すぐ 消化され 吸牧さ 

れる ものば かりで なく、 折々 は 不消化物 も與 へない と 胃の 機能が 衰 へる やうな もので、 赏驗 中に 

起るべき 種々 の 困難に 出来るだけ 遭遇 させ、 漸次 此れ を 除いて 最後の 結果に 到着す ると 同時に、 

目的 以外の 現象に も 注意して 其れ を 等閑に 附 せない やうな 習慣 をつ け 度い ものである。 

數十 種の 實驗を 皮 和 的 申譯的 にやって しま ふよりも 小 ノ數の 實驗 でも 出来る だけ 徹底的に 練習し" 
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出来るだけ あらゆる 可能な 困難に 當 つて 見て、 必 成の 途を 明に する やうに 勉 める 方が 遙に. 水久的 

の 效果が あり、 本當 の科擧 的の 研究方法 を覺 える 助けになる かと 思 ふ。 實驗ぃ を 授ける 效 rol- は 唯 若 

干の 事實 をよ く 理解し 記憶 さ せる とい ふだけ ではなく、 此れに よって 生徒の 自發的 研究心 を 喚起 

し、 觀察カ を 練り、 叉 困難に 遭遇しても ひるま. f 此れに 打 勝つ 忍耐の 習慣 も 養 ひ、 困難に 打 勝つ 

た 時の 愉快 を も 味 はしめ る 事が 出来る。 其外觀 察の 結果 を 整理す る 技倆 も 養 ひ、 正直に 事 實を記 

錄 する 癖 をつ ける 事ゃ此 様な 一 般 的の 效果が 中 々重要な もので あらう。 

物理 實験を 生徒に 示す の は 手品 を 見せる ので はない。 手際よ くやって 驚かす 性質の もので はな 

く、 寧ろ 如何に すれば 成效し 如何に すれば 失敗す るか を 明に する 方に 效果が ある C それが 爲には 

敎師は 寧ろ 出來る だけ 多く 失敗して 最後に 成效 して 見せ る 方が 教授法 として 適當で あるかと 3 心 ふ- 

此處に 一寸 デリ ケ I トな 問題が 起る。 此 様な 點 から 考へ ると 物理 實驗 を投 けるべき 敎員 は、 敎へ 

る 前に 自分で 十分に 凡ての 實驗を 練習し、 あらゆる 場合に 遭遇し、 あらゆる 困難 を 切り 拔 けて 來 

なければ ならない かとい ふ 疑問が 起る。 しかし 此れ は 云 ふべ くして 行 ひ 難い 注文であって、 其 様 

な 人 を 求めた 所で それ は 無理な 事で ある。 相 當な專 門 家で も 凡ての 場合に ぶつつ かって 少しも ま 

ごつ かぬ とい ふ 人 は 甚だ 稀で あらう。 しかし 此點は 少しも 心配す る こと はない と 思 ふ。 もと；， - 
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實驗の 教授と いふ もの は、 軍隊 Q 敎練ゃ 昔の 漢學 者の 經 書の 講義な どの 様に 高壓 的に するべき も 

ので はなく、 教員 は 唯 生徒の 主動的 經驗を 適當に 指導し、 或は 生徒と 共同して 新しい 經驗 をす る 

やうな 心算です べき ものと 思 ふ。 簡單 な實驗 でも 何遍も 繰 返す 內には ra 圍の 狀況は 種々 に變 化す 

るから 結 sl^ に 多少の 異同 や 齟齬 を來 すの は 常の 事で ある。 此樣な 場合に 於け る敎 員の 措置 如何 は 

生徒の 科學的 精神 の 死活に 關 する やう な 影響 を 有する もの と 思 ふ。 此 の 場合に 結果 を 都合 のよ い 

やうに こじつけたり 或は 有耶無耶の 中に 葬ったり、 或は 豫期 以外の 結 * を 故意に 囘 避したり する 

やうな 傾向が あ つ て はならぬ。 却て 意外な 結果 や 現象に 對 して は 十分な 興味 を もって まともに 立 

向 ひ、 判らぬ 事 は 刺らぬ として 出来る限りの 熱心と 努力 を もって 其の 解決に 勉 めなければ なる ま 

い。 此れ は 一 見 生徒の 前に 自分の 無知 を 表白す る やうに 見える。 殊に 中舉 程度の 生徒に は敎 員の 

全知全能 を 期待す る やうな 傾向が あると すれば 猶更敎 員の 立場 は 苦しい 譯 であらう。 しかし それ 

はほんの 一時の 困難で あらう と 思 はれる。 一通りの 知識と 熱心と 忍耐と 誠實が あらば、 さう/ \\ 

解決の つかぬ やうな 困難の 起る 事 は 普通の 場合に は 稀で ある。 其內に 生徒の 方で も實驗 とい ふ も 

の \ 性質が 段々 分って 來 ようし、 敎 員の 眞價も 自ら 明に ならう と 思 ふ。 さう いふ 事 を 理解す る だ 

けで も 其の 效能は 中々 大きい もので あらう。 此れに 反して 誤った 傾向に 生徒 を 導く やうな 事が あ 
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つて は 生徒の 科擧的 の 研究心 は 蕾の ま、 で 無慘 にもぎ 取られる やうな 事 になり はしない かと 恐れ 

るので ある。 

以上 は 唯一 個の 擧究の 私見で 一 つの 理想に 過ぎない。 多 數の學 者 殊に 教育者の 側から 見れば 不 

都合な 點も 多く あるか も 知れない し、 自分 でも 十分に 意 を盡 さぬ 爲に 誤解 を 生じ はせ ぬかと 思 ふ 

點も あるが、 兎も角も 思 ふ 儘 を 誌して 大方の 叱正 を 待つ ので ある。 (大正 七 年 六月、 理 學界) 
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俗に 明 盲と いふ ものが あります。 雨の 眼 は 一人前に あいて 居ながら、 肝心の 視祌經 が 役に立たない 

爲に 何も 見る 事が 出來 ません。 又た とひ 眼 開きで も、 觀察 力の 乏しい 人 は 何 を て も 唯 ほんの 上面 を 

見る とい ふ 迄で、 何 一 つ 確な 知識 を 得る でもな く、 物事 を 味って 見る でもない。 此れ は先づ 心の 明 盲 

とで も 云 はなければ ならたい。 よく 「自然」 は 無翕藏 だと 云 ひます が 此れ は强ち 品物が 澤 山に あると 

いふ だけの 意味で はない。 たと ひ 一本の 草、 一塊の 石で も 細かに 觀 察し 研究 すれば、 數限リ もない 知 

ii の 泉になる とい ふので す。 又 例へば 同じ 景色 を 見る にしても、 唯 美しい なと 思 ふだけ では 直きに 飽 

きて しま ふでせ うが、 心の 眼の よく 利く 人なら ば、 いくらでも 眼 新しい 處を 見付け出す から、 決して 

退 J 如す る 事 はないで せう。 それで 觀察 力の 弱い 人 は、 云はヾ 一生 を 返" 5 して f:* す やうな もの かも 知れ 

ません。 諸君 も 今の 内に 此 S 觀察カ を 養って 置く 事が 肝耍 だら うと 思 ひます。 それで 差 常り 此の 夏 休 

み に 海岸 へ でも 行かれる 人？ 爲に 何か觀 察の 材料に なり さうな 事 を 少しば かり 御 話しし ませう。 

誰でも 海邊に 出て 一番 見 飽かす 面白い と 思 ふの は、 遠い 沖の^ から 寄せて 來ては 濱に碎 ける、 
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あ Q 波で せう。 見馴れない 人の 眼に は、 海の 水 は、 まるで 生きて ゐる もの、 やうな 氣 がする と 云 

ひます。 實際波 は 或る 意味で 生きて ゐる。 卽ち 物理 學 などで 云 ふ 「仕事」 をす る 能力が あります „ 

併し、 惜しい 事に は、 此の 能力 は 人間に 都合の よい 方に は 餘り使 はれないで、 却て 海岸 を 破壞し 

たり、 叉 折角 築いた 港 を 砂で 埋めたり する 方に 使 はれて ゐ ます。 海岸の 崖な ど は 大抵 陸地 を壞し 

てゐる 場所です から、 よく 氣を つけて 御覽 なさい。 この やうな 能力 を 何 か 有！ 1„ ^な 事に 利 おしたい 

と 思って、 工夫した 人 は あるが、 まだ 餘り 成效 した 人はありません。 

波の 勢力の 源 は 風であります。 時には 數百里 も 遠い 大洋の 眞 中で 暴れて ゐる殿 風の 爲に 起った 

波のう ねりが、 此處ら の 海岸まで 寄せて 來て、 暴風雨の 先觸れ をす る 事 もあります。 この やうな 

波の 進んで 行く 速さ は、 波の 峯 から 峯、 或は 谷から 谷までの 長さ 所謂 「波の 長さ」 の 長い 程 早く、 

又淺ぃ 處へ來 ると 遲く なります。 見馴れない 人 は 波の 進む につれ て 水 全 體が押 寄せて 來る やうに 

思 ふ 事 も ある さう です が、 實際は 唯 あの やうな、 波の 形が 進んで 來る だけで、 水 は 唯、 前後に 少 

しづ 、動搖 して ゐ ると いふ 事 は 水面に 浮んで 居る 物 を 見て 居ても 大體 はわ かります。 若し 淺ぃ處 

で、 波の 中に 立って ゐられ る やうな 機會が あったら よく (淋 をつ けて 御覧なさい。 波の 峯が來 た 時 

に は 身體が 持ち上げられ ると 同時に、 波の 進む 方に 押される が、 ハ介を 通る 時 は 反對に 引き 戾 され 
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日 半' j  、の 夏. 


ます。 もう 少し 詳しく 水に 浮んで 居る 木片 か 何 かの 運動 を 注意して 居る と、 波が 一 つ 通る 毎に， 

榜圓形 Q 輪を畫 いて 居る 事が 分ります。 此れ は 水の 表面に 限らす、 底の 方で も 同様です が、 唯 だ 

底へ 行く 程此 Q 楕圓 形が 平たく 叉 小さくな り、 いよいよ 底の 處 では 唯 だ 僅かに 直線 G 上 を 往復す 

る 運動に なって しま ひます。 大波 Q 時には、 二三 十尋の 底で も ひどく 搖れ るが、 少し Q 波なら ば、 

潜航艇に でも 乘 つて、 それ 位 沈めば、 もう 動搖は 感じなくなります。 

波が 濱へ 打ち上げてから 次の 波が 來 るまでの 時間 は 時に よって 色々 です が、 私が 相 州の 海岸で 

計った ので は、 波の 弱い 時で m 五 秒 位、 大波の 時で 十四 五 秒 位でした。 鬼に 角、 波の 高い 時 程此 

の 時間が 長くな ります。 

遠淺 0 濱邊で 潮の 引いた 時、 砂 Q 上に 綺麗な 漣の やうな 模様が 現 はれる 事が あります。 此れ は 

細かい 砂の 上で、 まが あちらこちらと 往復 運動 をす る爲に 出来る も Q です。 何 か 淺ぃ箱 か 患の や 

うな ものが あったら、 其 底へ 細かい 砂 を 少し 人れ、 其 上に 水 を 入れて 靜に ゆさぶって 見る と 大凡 

こ 〇 やうな 模様の 出來 方を實 験す る 事が 出来ます。 叉 機會が あったら 水の 底に 出来て 居る 此の 波 

形の 波長 を 計って 御覽 なさい。 通例、 深い 處程 波長が 短くな つて 居る でせ う。 

波頭が 砂 濱を這 ひ 上 つて 引いた すぐ あとの 濕 つた 細 砂の 表面 を 足で 踏む と、 その 周圍 二三 尺 程 
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の處が 急に すうと 乾く が、 其 ま、 立ち止まって 居る と、 すぐに 又 漁って 來 ます。 此れ はどうい ふ 

譯 かとい ふと、 砂粒が 自然の 儘に 落着いて 居る 時 は、 粒の 間の 空隙が なるたけ 少 いやう になって 

居る が、 足で 踏んだり すると、 其の 周 圍の處 は 少し 無理が いって 空隙が 多くな り、 近 邊の水 を 吸 

ひ 込む からです。 試みに 此の やうな、 充分 水 を 含んだ 細 砂を兩 掌で 急に 强く 握りし める と、 濕氣 

が 失せて 固くなる が、 握った ま \ でゐ ると 段々 柔 かくな つて ダラ ダラ 流れ出します。 足で 踏んで 

も、 踏んだ 時 は 固い が、 段々 足が めり 込んで 行きます。 餘程面 いもの だから、 忘れす に 試して 

御覽 なさい。 

濱邊に は 通例 大きい 砂 も 細かい 砂 も あるが、 大抵 大き いのは 大きい の、 細か いのは 細かい のと 

類 を 以て 集って 居る の は、 考 へて： 15- ると 不思議で はないで せう か。 波が 砂 を 攪伴ぜ て 居る のに、 

どうして 一様に 交らない でせ うか。 よく 考 へて 見る と、 此れ は 矢 張 波が 砂 を 選り分ける 役 をして 

. 居る のです。 水の 底で は 波の 爲に 砂が 斷 えす おだてられて 居る が、 此れが 落ちる 時 は 大きい 粒の 

方が いつでも E 十く 落ちる から、 永い 間に は 大き いのは 段々 底に なり、 細かい のが 上に 殘る 事に な 

る。 此の やうに して 出來た 砂の 層が 大嵐な どの 時に 叉 剝れて 濱へ打 上げられる 時で も、 細かい の 

と 大きい ので は 水に 搬 ばれる のに 遲速 があって、 い つで も 選り-分けられる やうな 倾 きがある でせ 
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日 牛 小の 夏 


う C 

海岸で は 晴れた 夏の 日の 午前に は 大抵 風が 弱くて、 午後に なると 沖の 方から 涼しい 風が 吹き出 

します。 此れ は 海 軟風と 稱 へる もので、 地方に より 色々 な 方言が あります。 陸地の 上の空 氣は海 

上よりも 强く溫 まり、 膨脹して 高い 處の 空氣が 持上がる から、 其處で 海の 方へ 溢れ出す ので、 其 

れを 補ふ爲 め、 下で は 海面から 陸の 方へ 空氣が 流れ込む のが 卽ち此 風です。 それ だから 海 軟風の 

吹く 前に は、 空の 高い 處 では 逆の 風が 吹き出す 譯 です。 

海 軟風 は 沖の 方から 吹き始め、 段々 陸に 近よ つて 来ます。 濱邊 はま だ 風が なく 蒸 暑くて 海面が 

油 を 流した やうに ギ ラギラ して、 空 を 映して 居る 時、 沖の 方の 海面が 際立って 黑く なって 來 るの 

がよく 見える 事が あります。 此れ は 沖から 寄せて 來る 風の 爲に、 海面が 漣 立って 空が 映らな くな 

り、 其 代り 海水の 色が 透いて 見える 爲 であります。 此の 黑ぃ處 が 濱邊に 近づいて 來 ると、 もう そ 

よそよ とまし い 風 を 感じる やうになります。 

濱邊 で： a られる 面白い 現象 もま だ 色々 あります が、 また 何日 かお 話しし ませう。 

(大正 七 年 八月、 n  I マ 字 少年) 
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津田 靑楓君 の畫 と南畫 の藝術 的價値 


私 は 永い 前から 科 學と藝 術、 或は 寧ろ 科擧 者と 藝術 家との 素質 や 仕事 や 方法に 相互 共通な 點の 

多い 事に 深い 興味 を 感じて 居る。 それで 嗜好 趣味と いふ 事 は 別と して、 科舉 者と して 藝術を 論じ 

ると いふ 事 も それ 程 不倫な 事と は 思 はれない。 のみなら す 自身に 取って は藝術 上の 問題 を 思索す 

る 事に よって 自分の 專 門の 事柄に 對 して 新しい 見解 や 暗示 を 得る 事も少 くないの である。 それと 

同時に、 科學 者の 藝術 論が 專 門の 藝術 評論家の 眼から 見て 如何に 平凡 幼稚な ものであって も、 藝 

術 家の 藝術 論と 多少で も 異る處 が あらば、 それ は少 くも 或る 藝術 家の 爲に 何等かの 參考 にならぬ 

とも 限らない。 若し さう だと すれば 自分が 玆に敢 て 此の ー篇を 公に する の も强ち 無意味で はない 

かも 知れない。 例へば 山出しの 批評 も 時には 三越 意匠 部の 人の 參考 になる かも 知れす、 生蕃 人の 

東京 觀も 取り 様で は 深刻な 文明 批評と も 聞え る 事が あるか も 知れない。 
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此稿を 起した もう 一 つの 理由 は、 友人と して Q 津田 君の 隠れた 藝術を 幾分で も 世間に 紹介した 

いとい ふ 私 の 動機から である。 此れ も 一 應 最初に 斷 つて 置いた 方が よいと 思 ふ。 

津田君 は 先達て 催した 作畫展 覽會の 目錄の 序で 自. S して 居る やうに 「技巧 一 點張 主義 を 廢し新 

な る 眼 を 開いて al 然を 見直 し 無技巧 無 細工の 自然 描寫に 還り」 度い とい ふ考を もって 居る 人で あ 

る。 作 畫に對 する 根本 Q 出發 點が旣 にかう いふ 處 にある とすれば 津 W 君の 畫を 論す るに 傳說的 の 

技 巧 や 手法 を 盾 に 取って する の は 抑 も 見當違 ひな 事 である。 小 笠 原 流 Q 禮法を 標準と し て 露西亞 

Q 百姓の 動作 を 批評す る やうな も Q かも 知れない。 或は 寧ろ 自分 Q やうな 純粹な 素人の 評の 方が 

却て 適切で あり 得る かも 知れない。 一 體津田 君 Q 主張す る やうに 常に 新な 眼で 自然 を 見直す とい 

ふ 事 は科學 者に とっても 甚だ 重要な 事で ある。 科學の 進歩の 行き 止り になら な いのは 全く さう い 

ふ 態度の 賜物で ある。 科學は 決して 自然 を ありの 儘に 記載す る もので はない。 自然の 顔に は敎科 

書 Q 文句 は 書いて ない。 自然 を 如何に 見て 如何に 表現すべき かとい ふ 事 は 全く 自由で はない がし 

かも 必 しも 絕對 に單義 的な もので はない。 例へば 晝 夜の 交代 太陽の 運行 を觀测 した 時に 地球が 動 

いて 居る とする か 太陽が 動いて 居る とする か は 唯 此れ だけの 現象の 說明 をす るに は いづれ でも 差 

しっかへ はない。 併し 太陽が 地球 の 周 圍を動 いて 居る とすると 外の 遊星の 蓮 動 を 非常に 複雜な も 
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のと 考 へなければ ならす、 义 重力の 方 則な ども 恐ろしく 難儀な も Q になる に相逮 ない。 科 學の場 

合に は 方 則の 普遍性と か 思考の 節約と かいふ 事が 標準と なって 科學 者の 自然に 對 する 見方 を 指導 

し 其の 價値を 定めて 行く Q である C 此れに 比べ て藝術 家が 自然に 對 する 見方 は 非常に 多様で あり 

得る 事 は 勿論で ある。 科學者 はなる たけ E 分と いふ もの を 捨て-^ か、 らうと する。 一方で 藝術家 

は專ら 自己 を 主張しょう とする。 而 して 其 0 區々 な 表現の 價値を 定める もの も 科學の 場合と は 無 

論 ー樣 でない。 併し 鬼 も 角 も藝術 家の 內で 自然 其 物 を 直接に 見て 何物 か を 見出さう とい ふ 人が あ 

れば其 の 根本の 態度 や 採 る ベ き 方法に は 自ら 科學 者と 共通 點を 見出す 事が 出來 て もよ ぃ譯 である。 

新しい 目で 自然 を 見る とい ふ 事 は 存外 六 かしい 事で ある。 吾人 は 生れ 落ちて 以來 馴れ 切って 居 

る 周 圍に對 して、 ちゃんと 定まった、 しかも 極めて 便 {ni 的な 型 や 公式ば かり を當て 嵌めて 居る。 

朝起きて 額 を 洗 ふ 金盥の 置き 方から、 夜寢る 時の 寢 衣の 袖の 通し 方 迄、 無意識な 定型 を 繰返して 

居る 吾人の 眼 は、 如何に 或る 意味で 憐れな 融通の きかぬ も Q であるかと いふ 事 を 知る 爲の、 一 つ 

の 面白い、 しかも 極めて 簡單 な實驗 は、 頭 を 倒に して 股間から 見馴れた 平凡な 景色 を囅 いて 見る 

事で ある。 たつ た それだけ の 眼の 向け 方 で も 今迄 見逃し て 居た 自然の 美し さ が 今更 の やうに 目に 

立つ ので ある。 寫眞 機の ピント ガラスに 映った 自然 や、 望遠鏡の 視野に 現 はれた 自然につ いても、 
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時に 意外な 發見 をして 驚く の は 何人に も 珍しくない 經驗 である。 

藝術 家と して どう すれば 新しい 見方 をす る 事が 出来る かとい ふ 事 は 一 概に 云へ ない、 それ は 人 

人つ 犬^ f 頃 向に もよ る 事で あらう が、 一 つに は 叉 絶えざる 努力と 修練 を 要する 事 は 勿論で ある „ 

然るに 現今 幾 百を數 へる 知名の 畫家殊 に 日本 畫 家中 で 少 くも 眞劍 にかう いふ 努力 をして ゐる 人力 

何人 あるかと いふ 事 は、 考 へて 見る と 甚だ 心細い やうな；；^ がする。 それで 津 E 君の 此點 に對 する 

努力の 結 架が 旣に 何處迄 進ん で るか は 別問題と しても、 さう い ふ 態度と 之を實 行す る勇氣 と に 

對 して 先づ 共鳴 を 感じ ない. では 居られな いので ある。 

尤も どの 畫家 でも 相當な 人なら ば 或る 程度 迄 はさう いふ 事 を考へ ぬ 人 は 無い かも 知お なレカ 

併し さう 考 へる 計りで 何時 迄 も 同じ 谷間の 徑路を 往復しながら 對 岸の 自然 を 眺めて 居る ので は 到 

底 駄目で あらう。 一度 も 二度 も 馴れた 道 を 捨てなければ ならない、 時には 頭 を 倒に して 見る だけ 

の 手 數も敢 てし なければ ならない、 時には 又 向 ふの 峯へ 上って 見下す 事 もしなければ ならない。 

かう いふ 事 を 現に 少しで も赏 行して 居る らしい 少 數の畫 家の 作 畫に對 して 自分 は 常に 同情と 期待 

を 以て 注意して 居た。 其の 作品が どれ 程 自分の 嗜好から は 厭な と 思 ふ もので も、 叉餘 りに 生硬と 

a ふ もので も、 それに 枸らす 一種の 偷 快な 心 持 を もって 熟視す る 事が 出来た。 毎年の 文展 ゃ院展 
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を兑 に 行っても かう いふ 自分の 所謂 外道 的 鑑賞 眼 を 喜ばす も の は 極めて 稀であった。 多くの 繪は 

自分の 眼に は 唯 一 種の 空虚な 複製品と しか W 心 はれなかった。 少 くも 畫 家の 頭 腦の 中に しまって あ 

る 取って置きの 粉本 を 其 僚 紙 布 の 上に 投影して 其 上 を 機械的 に 筆で 塗 つて 行った ものと しか 思 は 

れ なかった。 ぺ ンキ屋 が 看板の 文字 を 書く やうに それ は何處 から 筆 を 起して どうい ふ 方向に 運ん 

で 行っても 沒交涉 な もの、 やうに 見えた。 適に は 複製で ない 本當の 原.^ と 思 はれる 繪を 見出して 

愉快 を 感じる 事 もあった が、 動もすれば 其の 獨創 的な 點 がもう そろく 一  種の 安心した やうな、 

此れで い、 と 云った やうな を さまり 方に 變 化す る の を 認め て 失望 した。 どうかし てもう 少し 迷つ 

て 居る 畫 家の を さまらぬ 作品に 接し 度い と 希望して 居た。 さう して 偶然に 逢着した Q が津田 君で 

あった。 

洋畫 家並に 圖案 家と して の 津田君 は旣に 世間に 知られて 居る。 併し 自分が 日本 畫家 或は 南畫家 

としての 津 ffl 君に 接した Q は 比較的に 新しい 事で ある。 そして 段々 其の 作品に 親しんで 行く 巾に- 

同 君の 天 品が 最も よく 發 揮し 得られ る は 正しく 此の 方面 で あ る と 信， f る やうに なった ので ある- 

津 S 君 は 嘗て 桃 山に 閑居して 21^ た 事が ある。 其處で 久しく 人間から 遠 かって 朝暮唯 鳥聲に 親し 

んで 居た 頃、 音樂 とい ふ もの は此鳥 Q 聲の やうな ものから 出發 すべ きもので はない かと 考 へた 事 
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が ある さう である。 津田 君が 今 曰 其 作品に 附す る 態度 は 矢 張 こ れ と 同じ やうな も ので あるら しい。 

出来るだけ 傳統的 Q 型 を 離れる に は 一 度 あらゆる もの を 破壞し 投棄して 原始的の 草昧 時代に 歸り、 

原人 の 眼 を もつ て 自然 を 見る 事が 必要で あ る。 かう いふ 主張 は 實は葷 なる 言詞 として は 決して 新 

しい もの はないだ らうが、 日本 畫 家で 實 際に 此點に 努力し 實行 しつ 、ある 人が 幾人 あると いふ 事 

が 問題で ある。 

原始的 無 技 巧と いふ 點で は 野蠻人 の 搶ゃ 子供の 繪は 最も 代表的 の もので あらう。 彼等の 繪は概 

念 的 抽象的 或は 寧ろ 科擧 的な ものである。 併し アカデミックな 藝 術に 食傷した もの 、眼に は不思 

議な 慰安と 憧憬 を 感ぜし める。 此れ は 唯 牛肉の 後に 澤庵 とい ふやうな 意味の もので はなく、 もつ 

とすつ と 深い 內面 的の 理由に よる 事と 思 ふ。 美 學者ゃ 心理 學者は 此れに 對 して どうい ふ 見解 を 下 

して 居る か 知らないが、 鬼に 角 東洋 畫 殊に 南畫と いふ もの i 藝術 的の 要素の 中には 此れと 同じ や 

うな ものが ある 事 は 疑ない。 

リブ a ダ クン ヨン 

複 製の 技術と しての 繪畫 は疾の 昔に 科 學の壓 迫 を 受けて 滅亡して しまった。 筆觸用 墨の 技巧 

は 未だ 一 般の 鑑賞 家に は 有難 がられて 居る であらう が、 本 當の藝 術と しての 生命 は 旣に且 夕に 迫 

つて 居る。 其 樣な事 は 職人 か 手品師の 飯の 種になる べき もので は あるまい か。 筆の 先 を 紙に なす 
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りつけ、 それが 數 11^ のごまめ を 現 はし； て 生動の 妙 を 示した 處で 此れ は餘 りに 職工 的な 或は 寧ろ 

ァク a バチッ ク Q 藝 .：=5 であって 本當 の藝 術^と して 寧ろ 恥づ べき 事で は あるまい か。 i 舉 にして 

も 枕詞 やかけ ： 百 葉 を 喜 ぶ やうな 時代 は 過ぎて 居る。 地口 ゃ駄 1^ 落 は 床屋 以下に 流通して 居る 時代 

では あるまい か。 

日 本畫 の 生命 は 此樣な 保 級な 藝當 にある と は 思. は れ ない。 近代 西洋 畫 が； 1^ 在の 危機に 瀕した 時 

に 唯一 の救濟 策と して 日本 畫の 签氣を 採り 入れた の は 何故で あらう。 raf に 眼 先を變 へる とい ふや 

うな 淺 薄な 淫. a による だら うか。 自分 はさう は 思 はない。 日本 畫には 到底 科學 などの 爲に 動搖さ 

せられない、 却て 或は 科學を 屈服させる だけの 堅固な 地盤が あると 思 ふ。 何故かと 云へば 日本 畫 

の 成立ち 組立て 方に 於て 非常に 科學 的で そして 寧ろ 科學 以上な 處が あるから である。 

師匠の 眞似 ばかりして 居た 古来の 職工 的 日本 畫家は 別問題と して、 何等かの 流派 を 開いた 名畫 

家の 作品 を 見る と、 假令 それが 品. の 悪い 題材 を 取扱った 浮世 鎗の やうな もので あっても、 一 口に 

云って 差しつ かへ のない と 思 ふ 特徴 は、 複雜な 自然人 生の 中から 何等か In 遍 的な： €サ 素 を捉ま へ て 

居て、 そして 其れ を 現 はすに 最も 簡單 明快な 方法 を 選んで 居る 事で ある。 例へば 光琳の 草木 花卉 

に對 する ので も、 歌 麿 や 寫樂の 人物に 對す るので もさう である。 かう いふ 點で C 分が 特に 面. R く 
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思 ふの は 古來の 支那 畫 家の 緒で ある C 尤も 多く は 唯 i:? 眞 などで 見る ばかりで 本物に 接する 事 は 稀 

であるが、 それだけで も 自分 は 非常な 興味 を 感じさせられる。 とい ふの は畫家 各. E の 選み 出した 

要素が それぐ 一 種の 普遍的な 事實 或は 方 則の やうな ものであって、 しかも 相互の 間に 何等の 矛 

盾 もなければ 背 違 もない。 恰も 多様な 見方 の 上に 組立て た 科學的 系統が 相 併 立 して： t5 る やうな 觀 

が ある。 現今の 物質 科學 では かう いふ 自由 は 許されて 居ない。 人 間 性と いふ もの を 出来る だ 

け 除外し ようとい ふ 傾向から すれば 此れ は 當然な 事で あるが、 藝術 では 此點は 勿論ち がふ。 各- - 

の 畫家は それぐ の 系統 を 有し、 其 各、、 が事赏 であり 露 實 でありし かも 互に 矛盾し ない 處が 面白 

く 又 尊い 處 であらう。 

筆 觸ゃ用 墨 を 除いた 日本 畫ゃ南 甕の 根本的の 要素 は 何かとい ふ 事 は 六 かしい 問題で あるが、 n 

分は此 要素の 材料と なる もの は 前にい つた やうな 原始的で 同時に 科學 的な 見方と 表現 法で あると 

思 ふ。 俳し それだけ では 未だ 野 蠻人ゃ 子供の 繪と 異る處 はない が、 それと 大に異 る 處は此 等の 材 

料から 組立て る 一 種の 「思考の 實驗」 である。 科學 者が 旣 知の 方 則 を 材料と して 擴 II 的に 此様 

な 實驗を 行って 一 つの 新しい 原理な ど を 構成す ると 同様に、 南 畫家は 又 一 種の 實験を 行って 其處 

に 一 つの 新しい 藝.. 俯 的の 世界 を 構成し 现 出せし める ので ある。 畫 としての 生命 は 寧ろ 此處 にある 
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ので あるまい か。 科學 者の 仕事の 生命 は 人の 實験を 繰り返す 事で ない と 同様に 畫 家の 價値 も不斷 

に 自分の r 實驗」 を考 へながら 進んで 行く 處に あるので は あるまい か。 

もし 世の中に 全然 新しい も Q が 得られぬ とすれば 在来の 畫の 種類の 中で 此 様な 「思考の 實驗」 

をラ ふに 最も 適した もの は南畫 だとい ふ 事 は敢て 多言 を 要しない 事と 思 ふ。 さう いふ 事 はもう 自 

分の 鼓に 云 ふと はちがつた 言葉で 云 ひ 古る された 事 かも 知れない。 しかも かう いふ 意味から 見て 

繪 畫と稱 すべき 總畫の 我 邦に 存 する 事が 餘 りに 少 いのに 驚く ので ある。 

津田 君の 输は今 非常な 速度 で 變 化し 發 育し っ& あるの だか ら 概括 的に 論す るが 困難で あるの み 

ならす、 又具體 的に 一 つくの 作品に 對 して 批評す るの も 容易な 仕事で はない。 併し 鬼 も 角 も 出 

發點に 於け る覺 悟と 努力 の 向け 方に 於 て は 自分が 本當 の 南畫 の 精祌要 皆 と考 へる ものに 正しく 適 

合して 居る。 狭く 南畫 など \ は 云 はす、 一般に 藝 術と いふ ものが 科學 などの 壓 迫に 無 關 係に 永存 

し 得べ き 肝心 の 要素に 觸 接して 居る やうに 思 はれる ので ある。 

津田 君と 雖も傳 習の 羈雜 を脫 却す るの は 困難で ある。 或は 支那 人 や 大雅堂 ii 村 や 或は 竹 田 の や 

う な 幻像が 絶えす 眼前 を 横行 し て 其 等から 强 い 誘惑 を 受け て 居る やうに 見える。 そして 其 等に 對 

抗し てま 分の 赤裸々 の 本性 を 出さう とする 際に、 從來同 君の 多く 手に かけて 來た圖 案の 筆法が や 


292 


値 價的術 藝の畫 南 と畫 の君楓 靑田津 


や も すれば 首 を 出した くなる C それ をも强 ひて 振り落して 全く 新しい 天 地 を 見出さう と 勉めて 居 

るので ある。 其 努力の 效 果は决 して 仇で ない 事 は 最近の 作品が 證 明して 居る。 

津 M 君が 南畫に 精力 を 集注し 始めた 初期の 作品 を 見る と 一 つの 面. fll い 現象 を發 見す る。 例へば 

樹の 枝に 鳥が 止まつ て 居る。 よく 見る と 樹の枝 は 鳥の 胴 體を貰 通して 居て 鳥 は 恰も 透明な 物 で 

ある やうに 出來 上って 居る。 津田君 は 別に 此れに 對 して 何とも 不都合 を 感じて 居ない やうで ある 0 

樹枝 を畫く 時に 此處へ 後から 鳥 を 止まらせる 用意と して 豫め 書き 殘し をして 置く やうな 細工 はし 

ない ので ある。 此れ は 一見 沒 常識の やうに 見える かも 知れぬ が、 其 處に津 田 君の 出 發點の 特徵が 

最も 明白に 現 はれて 居る ので ある。 さう いふ 遣り方が 寫眞 として 不都合で あっても 繪畫 として は 

それ 程 不都合な 事で はない とい ふ 事が 初めから 明に 理解され て 居る 證據 である。 又 下書きな ど を 

して 其 上 を 綺麗に 塗りつ ぶす 月並な やり方の 通弊 を脫し 得る 所以で あるまい か。 本當の 意味の 書 

家が 例へば 十の 字 を I* く 時に 始め 一 を 左から 右へ 引き 通す 際に 後から 來る ー の 事な ど考へ る だら 

うか、 それ を考 へれば 書の 魂 は拔け はしまい か。 假令 胸中 を 枝の 貫通した 鳥の 鎗は 富豪の 床の間 

の掛 物と して 工合が 悪い かも 知れぬ が、 さう いふ 事 を 無視して 繪を 書く 人が 存在 するとい ふ事實 

自身が 一 つの 注目すべき 啓 示で は あるまい か。 自分 は 少し 見て 居る 內に此 種の 非科學 的な 點は 
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もうす つかり 馴れて しまって 何等の 不都合 を も 感じ なくなった。 恐らく 誰でも 同樣 であらう。 唯 

在來の 月並の 不合理 や 出来合の 矛盾に のみ 馴れて 其れ を 忘れて 居る 眼に ほんの 一 時 的の 反感 を 起 

させる に過ぎない であらう。 

津田 君の 鎗 について かう い ふ 新し い 見馴れぬ 矛盾 や 不合理 を 探せば いくらでも あ る。 かう い ふ 

點の 多い とい ふ 事が 正に 君が 新しい 眼で 自然 を 見つ \ ある 事 實を證 明す るので ある。 在來の 所謂 

稳 健な 異端で ない 畫に對 して 吾人が 不合理 を 感じな いのは、 其處に 不合理がない とい ふ證據 では 

毛頭ない。 唯 其 處には 何等の 新しい 不合理 を 示して 居ない とい ふだけ である。 そして これ は 問 接 

^は 畢竟 新しい 何物 を も 包んで 居ない 事 を 暗示す るので ある。 さう かと 思 ふと 一方で 立 體派ゃ 未 

來 派の やうな 舶來の 不合理 を 其 儘に 鵜吞 みに して 有難が つて 模倣して 居る やうな 不見識な 人の 多 

い 中に、 此樣な 自分の 腹から 自然に 出た 些細な 不合理 は 寧ろ 一 服の 淸涼劑 として 珍重す ベ きもの 

の やうな 感が ある。 

鳥の 足が 變な處 にくつつ いて 居る、 樹の 上で 鳥が カ學的 平衡 を 保ち 得る か は 疑問で ある。 樹の 

斡 や 枝の 彈性は 果して 其 重量に 堪へ 得る や 否や 覺 束ない。 或は 藁苞 Q 様な 恰好 をした 白鳥が 濕り 

氣 Q ない 水に 浮んで 居たり、 睡蓮の 塞と も あらう ものが 蓮の やうに 無遠慮に 長く 水上に 聳えて 居 


294 


値 慣的術 藝の畫 南と 畫 の!^ 靑 m 津 


る 事 も ある。 時には 庇ば かりで 屋根の ない 家に 唐人の やうな 漱石 先生が 居る 事 も ある。 此 樣な不 

思議な 現象 は津田 君の 或る時 期の 畫 中には 到處に 見出される。 在来の 型 以外の ものに 對 して 盲目 

な 公衆の 眼に はどうしても 輕視 され 時には 滑稽 視 される の は 誠に 止む を 得ぬ 次第で あるが、 さう 

いふ 人で も先づ 試に 津田 君の 此 種の 繪と 技巧 一 點 張の 普通の 繪と 並べ て 壁 問に 褐げ、 ゆっくり 且 

つ 虚心に 眺めて 見る だけの 手數 をしたならば、 多分 今迄と ちがった 心 持で 津 m 君の 输を 見直す だ 

けの 餘裕が 出来ようかと 思 ふ。 技巧 を 主と した 繪は 一見 其 妙に 醉 はされ 感服 させられる。 併し 先 

づ 大抵の 縫 は 少しく 永く 見て 居る と 直に それ 程の 魅力はなくなる、 そして 往々 一徹の 堪へ 難い 浮 

薄な 厭味が 鼻に つく 場合 も少 くない。 技巧と いふ ものが 畢竟 それ 限りの ものであって、 それ 以上 

の 何物 を も 有せぬ ものと すれば、 此れ は 當然な 事で は あるまい か。 津田 君の 搶は 正しく 其れに 反 

する。 一寸見た 時には 嘗て 夏 目先 生が 云 はれた ぢ むさい 樣な點 や、 一見 甚 しく 不器用な やうに 

見える 描 方 や、 科學的 幾何. 學 的の 不合理と いふ やうな ものが 目に付き 易い、 其れに 拘らす 何とも 

名狀の 出来ぬ 一 種の 清新な 氣が畫 面に 泛 うて 居る 事 は 極端な 頑固な 人で ない 限り 恐らく 誰でも 

容易に 觀取 する 事が 出來る だら う。 そして 若し 其 際 自分の 本當の 感じ を 押し 隱 したり 僞 つたり す 

る 事 さ へしなければ、 段々 眺めて 居れば 居る 程 前に ぢ むさいと 思った 處ゃ 不合理と 感じた 事 は 
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何でもなくな つて、 從來の 所謂 穩 健な 緒から は 受ける 事の 出来ない 新しい 活氣の ある 面 ir 味 や 美 

しさが 際限 もな く 出て 來る だら う。 技巧 派の 維から は 吾人が 自然 其 物に 就いて 敎 へられ、 又 啓示 

される 事 は 甚だ 稀で あるが、 津田 君の 槍から は 自分 は 常に 樣々 な 暗示 を 受け、 新しい 事 を敎 へら 

れ るので ある。 本當 の 藝術上 の 創作と い ふ もの はかう いふ ものであるべき では あるまい か。 

仕上げの 足りない とい ふ 事 ゃぢ^ むさいと いふ 事 は 自分の 要求す る やうな 意味の 創作と いふ も 

のに は 或は 寧ろ 避くべからざる 附き 物で はない かと 思 ふ。 一 度 草稿 を 作って 其 通りの もの を 丹念 

に 二度 書き上げ たもの は 最早 半分 以上 魂の 拔け たも Q に. なる の は實際 止み難い 事で ある。 津田君 

はさう いふ 魂 Q ない もの を 我慢して 書く 事の 出来ぬ 性の 人で あるから 假 令幾攻 書き改めた 處で逮 

に 「仕上げ」 の 出来る 氣遣 はない ので あらう。 二枚目 は 草稿よりも 兎に角 一歩で も 進まない では 

居られな いので ある。 ー體 職工 的の 「仕上げ」 とい ふ 事が 藝術 品の 價値 にどれ だけ 必要な もので 

あるか 疑 はしい。 惡くを さまった 仕上げ は 其 作品 を 何等の 暗示 も 刺戟 もない ものにし てし まふ。 

完全 和 終ば かりから 構成され たもの は 音樂と はなり 得ない やうに 繪畫 でも 幾多の 不協和音 ゃ雜音 

に相當 する 要素がなければ 深い 面 .R 味 は 生じ 得ないで は あるまい か。 特に 南畫に 於て さう いふ 必 

要が あるので は あるまい か。 然るに 近代の 多數 の南畫 家の 展覽會 などに 出した 作品 例 へ ば 御 定ま 
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りの 齊綠 山水の 如き もの を 見る と、 山の 形、 水の 流れ、 一草 一木の 細に 至る 迄實に ー點の 誤り も 

ない 規則 づ くめに 出来て 居る。 そして 全體の 感じ はどうで あるかと いふと 自分 は 丁度 主和鉉 ばか 

りから 出来た 音樂 でも 聞く か、 或は 甘い も Q づ くめ Q 料理 を 食 ふやうな 心 持が する ので ある。 或 

は 平凡な 織物 の 帶地を 見て 居る やうな もので、 綺麗 は 綺麗 だが 其處に 何等 の 感興 も 起ら なけれ ば 

何等の 刺戟 も 受けない。 此れに 反して 古来の 大家と 云 はれる 程の 人の 南畫は 決して そんな もので 

はない。 自分の 知って 居る 狭い 範圍 だけで も 蕪 村、 高 陽の 如き 人の 傑作に 對 する 時 は 其處に 幾多 

の 不細工 或は 不恰好が 優れた 器用と 手際との 中に 巧に 入り 亂れ 織り込まれて、 丁度 力強い 名匠の 

音樂 Q 演奏 を 聞く やう な 感じが する ので ある。 殊に 例へば 金 冬 心 や 石濤 の 如き 支那 人 の畫を 見る 

がよ いと 思 ふ。 突飛な 題 村 を 無造作な 不細工な 描 方で 畫 いて 居る やうで は あるが、 第一 構 圖ゃ意 

匠の 獨創 的な 事 は 別問題と しても 今兹に 論じて 居る やうな 「不 協和の 融和」 とい ふ 事が 非常にう 

まく 行 は. W て 居る ので、 其處に 名狀の 出来ぬ 深みが 生じ 「內 容」 が 出来て 居る ので ある。 津田君 

の 縫が 正に さう である。 非常に 不器用な 子供の 描いた やうな 處が あると 思 ふと 叉 非常に 巧妙な 鋭 

利な 處が ある。 不細工な 粗放な 線が 出て るかと 思 ふと 又 驚くべく 纖 巧な 神 經 的な 線が 現 はれて 

居る。 云 は^ 一  つの 線の 交 饗樂の やうな もので は あるまい か。 快 Hs、 憂 I お、 謹厳、 戲 fl さまぐ 
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の-も 持が 簡單な 線の 配合に よって 一 幅の 繪の 中に 自由に 現 はれて 居る と 思 ふ Q である。 

津 K 君の 總に は、 どの やうな 輕 快な 種類の もので も 一 種の 重々 しい 處が ある。 戲れに 描いた 漫 

畫風 G ものに 迄 さう いふ 氣 分が 現 はれて 居る。 其 重々 しさ は四條 派の 鎗 などに は 到」^^見ら れ ない 

處で、 却て 無名の 古い 畫 家の 緣起 卷物 などに 朁 見す る處 である。 此れ を 何と 形容したら 適 常で 

あるか、 例へば 此處に 饒舌な 空談 者と 訥 辯な 思索 者と を 並べた 時に 後者から 受ける 印象が 多少 此 

れに 類して 居る かも 知れない。 そして 技巧 を 誇る 一流の 作品 は 前者に 相應 する かも 知れない。 饒 

舌の 雄 辯 固より 惡く はない かも 知れぬ が、 自分 は津 W 君の 檎の納 辯な 雄 辯の 方から 遙に 多くの 印 

象 を 得、 又 貴重な 暗示 を 受ける ものである。 

此樣な 種々 な 美點は 勿論 津 K 君の 人格と； 大品 とから 自然に 生れる もので あらう が、 併し 同 君. H 

全く 無意識に 此れ を發 揮して 居る ので はない と 思 はれる。 斷 えざる 研究と 努力の 結 * である こと 

は 其 作品の 行き方が 非常な 目まぐるしい 速度で 變 化しつ \ ある 事から も 想像され る。 近顷 某氏の 

爲 に 揮毫した 野菜. 類 の 畫帖を 見る と、 其れに は從來 の鎗に 見る やうな 奔放な 處は 少しもなくて 全 

部が 大人しい 謹厳な 描 方で 一貫して 居る、 そして 線描の 落着いた しかも 敏感な 鋭 さと 沒骨 描法の 

豐 潤な 情熱 的な 溫 みとが 巧に 織り成されて、 兹 にも 一種の 美しい 交 饗樂が 出来て 居る。 此 調子で 


298 


値 價的術 藝の畫 南と 畫の 君楓靑 m 津 


進んで 行ったら 或は 近い 內に 「仕上げ」 のか \ つた、 しかも 魂の 拔 けない 作品に 接する 日が 來る 

かも 知れない、 自分 は 寧ろ さう いふ 時の なるべく 遲く來 る 事 を 望み 度い と 思 ふ ものである。 

津田 君の 籍に ついても う 一 つ 云 ひ 落して はならぬ 大事な 點が ある。 それ は 同 君の 色彩に 關 する 

鋭敏な 感覺 である。 自分 は 永い 前から 同 君の 油 畫ゃ圖 案 を 見ながら かう いふ 點に 注意 を 引かれて 

居た。 なんだか 人好き Q 惡る さうな 風景 畫ゃ靜 物 畫に對 する 毎に 何よりも 其 作者の 色彩に 對 する 

獨創 的な 感覺と 表現 法に よって 不思議な 快感 を 促が されて 居た。 それ は 或は 傅 習 を 同 執す るァカ 

デ ミツ クな畫 家 や 鑑賞 家の 眼から は 甚だ 不都合な ものである かも 知れない が、 鬼 も 角 も 自分 だけ 

は. E 然の 色彩に 關 する 新しい 見方と 味 ひ 方を敎 へられて 來 たので ある。 それから 义同 君の 圖案を 

集めた 帖 など を 一 枚々 々見て 行く 內に もさう いふ 讚美の 念が 益. - 強められる。 a: 分 は 不幸に して 

未来派の 畫ゃカ ン ジン スキ ー の シンク n ミ ー など、 いふ ものに 對 して 理解 を 持ち 兼ねる もので あ 

るが、 唯 三色版な どで 見る 此 等の 纔に 就いて 自分が 多少で も 面 {E 味 を感 する 色彩の 諧調 は 津田君 

の 圖案帖 に遣憾 なく 現 はれて 居る。 時には 甚 しく 單 純な 明るい 原色が 支那 人の やる やうな 生 々 し 

• い 或は 烈しい 對照 をして 錯雜 して 居ながら、 其れが 愉快に 無理な く 調和され て 生 氣に充 ちた 長音 

階の 音樂を 奏して ゐる。 或る時 は 複雜な 沈鬆な 混色ば かりが 次から 次へ と 排列され て 一種の 半 昔 
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階 的の 旋律 を 表 はして 居る ので ある。 

此樣な 色彩に 對 する 敏感が 津田君 Q 日本 畫に 影響 を 持たない 害 はない。 尤も 或 る畫を 見る と 色 

彩に ついては 線 法 や 構 圖に對 する 程の 苦心 はして 居ない かと 思 はれる の もないで はない が、 併し 

簡單な 花鳥の 小品な ど を 見ても 一 見 何等の 奇 もない やうな 配色の 中に 到底 在来の 南畫 家の 考へ及 

ばない と 思 はれる 創見 的な 點を發 見す る 事が 出来る。 例へば 一 見 甚だ 陰 管な 綠 色と セピ ァ との 配 

合、 強烈に 過ぎ はしない かと 疑 はれる 群青と 黄との 對照、 或は 牡丹の 花な どに 於け る 有りと あら 

ゆる 複雜な 紫色の 舞踏、 かう いふ やうな ものが 君の 總に 飽かざる 新鮮 味 を與へ 生氣を 添へ て 居る。 

かう いふ 點 だけで も 自分の 見る 處 では 津田 君と 同じ やうな 人が 他に 幾人 求め 得られる か 疑 はしい。 

自分が 他の 種々 の點で 優れたと 思ふ畫 家の 中で も 色彩の 獨創 的な 事に 於て 同 君と 比肩すべき 人 を 

物色す るの は 甚だ 困難で ある。 

津 E 君 Q 搶に ついても う 一 つの 特徵と 思 はれる 事が ある。 君の 緣は 或る 點で 甚だ 無頓 藩に 自由 

に 且つ 吞氣 さう に 見える と 同時に、 又 非常に 神經 過敏に 或は 少しく 病的と 思 はれる 程 氣むづ かし 

い處が ある。 此れ も 同 君の 搶に 就いて 感 する 矛盾の 調和の 一 つであって 繪の 深み を增す 所以で あ 

る。 此樣 な點は 或る 支那 人 や 現代 二三の 日本 畫 家の 作品に も 認められる Q みならす、 又 西洋で も 
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後期印象派の 作な どに 於て 臀見 する 處 である。 或は 却て 古代の 宗敎畫 などに 見られて 近代の ァカ 

デミ ー 風の 畫に は藥 にした くもない 處 である。 ル ー ベ ン スゃゲ I ン スボ 口  ，- や 乃至 は アル マクデ 

マに 無くして セザ ン ヌ、 ゴ ，- ホ 或は セガ ンチ 二 などに 存 する 處の ものである。 

津田 君の 日本 畫とセ ザ ン ヌゃゴ I ホ Q 作品との 問の 交涉は 種々 の點で 認められる。 單に其 技巧 

Q 上から 見ても 津 W 君の 例へば 或る 樹幹の 描 方 や 水流の 寫 法に は何處 となく ゴ ー ホを 想起させる 

やうな 狂 熱 的な 點が ある。 或は 津田 君の 畫に邀 、、出現す る 不恰好な 雀 や 粟の 穗はセ ザ ンヌの 林檎 

ゃ壺の やうな 一 種の 象徴的の 氣分を 喚起す る ものである。 君が 往々 ffl ゐる 黄と 靑の 配合 迄 も 亦 後 

者 を 聯想せ しめる 事が ある。 此樣な 共通 點の 存在す るの は、 根本の 出 發點に 於て 共通な 處の ある 

事から 考 へれば 何の 不思議 も ない 事で は あるまい か。 或は 又津田 君の 塞 默な溫 和な 人格の 內 部に 

燃えて 居る 强烈な 情熱の 焰が 前記 の 後期印象派 畫家 と 似通 つた 處が あると すれば 猶更の 事で あら 

ラ 0 

或る 批評家 はセザ ン ヌ の 作品と ド スト H フ スキ ー の文學 との 肖 似 を 論じて 居る。 自分 も 偶然に 

津田 君の 畫と 此の 露 文豪の 或る 作品との 間に 共軛 點を 認めさせられて 居る。 殊に 彼の r ィ ヂォッ 

ト」 Q 主人公の 無技巧な 人格の 美に 對 して 感じる やうな 快感 を津 W 君の 畫 から 味 ひ 得られる。 そ 3 


して 眞率 朴訥と いふ 事から 出て 來る 無限の 大勢 力の 前に. 21 飾ゃ權 謀が 意氣 地な く 敗亡す る 事 を 痛 

快に 感じない では 居られない。 

以上の 比較 は 無論 唯津 S 君の 畫の 或る 小さい 部分に 就いて 當て 嵌る ものであって、 全體に 就い 

て 云 へ ば津 £ 君の 畫は 固より 津田 君の 畫 である 事 は 申す 迄 もない。 同 君の やうな 出 發點を 有する 

人の 畫を 論す るに 他人の しかも 外國 人の 畫 など を 引合に 出し 度く はない。 併し 外阈 人の 事と 云 へ 

ば、 此れ を 紹介し 祖述す る 事に 敏捷な 人々 の 多い 世の中に、 津 w 君の 畫を 紹介しょう とする 人の 

少 いのは 不思議 である。 遂に 自分の やうな もので も 差し出口 をき かなければ ならない やうな 事に 

なる Q はどう い ふ譯 であらう。 

此處迄 書いて 來て 振り返って 見る と 自分ながら 隨分 臆面もなく よくこれ だけ 書いた もの だと S わ 

ふ。 併し 自分と して 云 ひ 度い と 思 ふ 事 は 未だ 屮々 十分の 一 も盡 されて 居ない。 一^ 云 ひ 度い と 思 

ふやうな 主要な 第 一 義の 事柄 は 此れ を 云 ひ 表 はす だけの 言葉が 中々 見付からない。 それで やっと 

述べ 得た 事す らも 多く は 平凡で なければ 不得要領 であ つ たり 獨り 合. 點に 終って 居る かも 知れな い- 

靑楓 論と 題しながら 遂に 一 種の 頌辭の やうな も Q になって しまった。 併し あら を搜 したり 皮肉 

をい ふば かりが 批評で も あるまい。 少しで も不 滿を感 する やうな 點が ある 位なら ば 始めから 此樣 
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な 畑 違 ひの もの を 書く 氣に はなり 得なかった に 相違ない 

津 S 君の 畫は 未だ 要するに X である。 何時 如何なる 邊に 赴く かは津 W 君 自身に も 恐らく 分らな 

いだら う。 併し 其 出 發原點 と 大體の 加速度の 方向と が 同 君と して 最も 適切な 處に 嵌って 居る 事 は 

疑 もない 事で ある。 そして 旣に 現在の 作品が 群 を 祓いた 立派な ものである 事 も 確で ある。 それで 

自分 は 特^な 興味と 期待と 同情と を 以て 同 君の 將來 に囑 目して 居る。 そして 何時までも 安心した 

り を さまった りする 事な しに、 何時 迄 も 迷って 煩悶して 進んで 行く 事 を 祈る ものである。 藝術 Q 

世界に 限らす 科學の 世界で も 何 か 新しい 事 を 始めようと いふ 人に 對 する 世 の輕 侮、 冷笑 乃至 迫 

害は往々にして勇¥を沮喪させたがるも0でぁる。併し^^分の知って居る津闷君にはそんな事は 

あ る ま い と 思 ふ。 嘗 て 日露 戰 役に 從 つて あらゆる 痛苦 と缺 乏に堪 へた 時 Q 話 を 同 君の 口から 聞か 

さ れ て から 以來 はかう い ふ 心配 は先づ あるまい と 信す る やうに なった ので ある。  、 

(大正 七 年 八 0:、 中央 公 諭) 
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理科 敎授 にっき 教師の 最も 注意し て ほしいと 思 ふこ と は兒童 の 研究 的 態度 を 養成す る ことで あ 

る。 與 へられた 知識 を覺 える だけで は 其の 效は 極めて 少ぃ。 今日 大舉 の專 門の 學生 でさへ 講義ば 

かり 當て にして 自分から 進んで 研究し ようとい ふ氣 風が 乏しく 知識が 皮相 的に 流れ 易 いのは、 小 

學校 以来の 理科 敎授 がた 與 へられた 知識 を覺 えれば よいと いふ やうに 敎 へこまれて 居る 結 wi- で 

あらう。 これに は 最も 必要な こと は兒 童に 盛に 質問させる ことで ある。 何の 疑問 も 起さな いのは 

恥 だとい ふ 風に、 訓練す る ことが 必耍 である。 さう して 兒 童の 質問に 對 して 教師のと るべき 態度 

に 就いて 二つの 場合が あると 思 ふ。 其の 一 は兒 童の 質問に 答 ふることの 出来なかった 場合で ある- 

其の 二 は敎師 がよく 知って 答へ 得る 場合で ある。 

前者の 時には 往々 否 多く Q 場合に 敎師 はよ い 加減に 誤 問 化して 答へ ようとす る 傾が ある。 之 は 
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甚だよ くない こと はいふまで もない。 かくて 兒 童が 誤った、 又 全然 誤って ない にしても 淺 薄な 

解釋 しか 出來 ない ことになる。 此の 時 は 寧ろ 進んで、 先生 は 之 を 知らない、 よく 調べて 來 ませう、 

皆さん もまた よく 考 へ て お出でなさい、 いろ^ 六ケ しい また 面.！ II い ことがある だら うと 思 ひま 

すと いった 風に 取扱って ほしい。 鬼に 角兒 童に は、 知らない ことが 恥で ない、 疑 を 起さない こと 

乂之を 起しても 考 へ なかったり 調べ なかった りする ことが 大 なる 恥. である、 わるい ことで あると 

いった 精神 を 充分 鼓吹して ほしいと 思 ふ。 教師が 此の 態度になる ことの 必要 は 申す まで もなから 

ラ。  , 

第二の 場合に は、 敎： 帥 は、 そんな こと を 知らない のか、 それ はかう だとい つた 風に 事 も なげに 

答へ てし まふ 傾が 叉少 くない やうに 見受ける。 これ は 又 理科 敎育上 極めて 惡 いこと である。 何と 

なれば 兒童は 知らない と い ふ 事が 大變惡 い 事と 思 つ て 恥ぢ 恐れ て それき り "史に 何等の 疑問 を 起し 

たり 調べたり しない やうに なって 仕舞 ふからで ある。 處が 如何なる 簡單 なること でも 實際 よく 調 

ベ て 見る とな か，^ 六ケ しい ことが 多く、 世界中の 攀 者が よっても 解決の 出來 ないやうな ことが 

少く はない ので ある。 たと へば ビ ー 力 ー を アル コ 1 ルラ ンプで 下から 熱する と 水 蒸氣が 出て それ 

がビ ー 力 ー の 外側に あたって 冷却され、 水 粒が ビ I 力 I に 附着す る。 之 を て兒童 はどうして 出 W 


來 るかと 質問した ときに、 敎師 がそれ をい，^ かげんに 答へ るの はいふまで もな く 悪い が、 之 を 知 

つて 居る 場合に、 何でもな いこと だ、 アル コ ー ル Q 燃える 際に 生す る 水 蒸 氣がビ I 力 ー にあた つ 

て 露に なって 着く の だとい つて、 餘り 無造作に 片 づけて 仕舞 ふ G は 面白くな いと 思 ふ。 此の 時で 

も 水 蒸 氣が露 Q 如く 水滴になる に は 何 か 塵の 如き 微細な 所謂 凝縮 核が 必要で あるし、 ガラ ス の 表 

面の 性質に よってつ きかたに いろく 異 つ た狀 態が あ つ たり、 其の 他 色 々 此の 水に 聯關 した 面白 

い 問題が あるので ある。 此等 のこと を 全く 考 へないで 居て 唯一 口で 凡て Q 現象 を說 明し 得る， ^ い 

ふやうな 感じ を 起させる の はよ くない。 そこで かう いふ 場合 は、 いろ/ \H ハケ しい ことがあ るが- 

簡單 に說明 すれば かう だ、 $1 さん 此の 外 どうい ふ ことがあ るか 考へ て御覽 なさい といった 風に し 

て、 彼等の 求 知 心を强 からしめ、 研究 的 態度に 出で しむる やうに ありたい。 科學 的の 知識 はさう 

さうた やすく 終局に 達せら る \ も 0 ではない 事 を 呑み込ませて 欲しい ものである。 時には 更に 反 

問して 彼等に 考 へ させる こと も 必要で ある。 勿論 兒童 Q 質問が ある 毎に かやう に 話して 居る わけ 

に は ゆかない が、 敎師の 根本 態度が、 此の 考 であって ほしい Q である。 

それから 小學 校で は 少し 無理 かも 知らないが、 科 學の敎 へ 方に 時々 歷 史的の 色彩 を 加味す るの 

も 有益で ある。 勿論 科 擧全體 の 綜合 的歷史 はとても 敎 へる こと は出來 ない が、 或 事項に 關 する 歷 
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史で よろしい。 たと へば 太古で は 世界 は 地 (土)、 水、 火、 風の 四から なりたって 居る と考 へたが 

其の後 化學的 元素と い ふ ものが 確定 さ れ、 漸次 に 新 元素が 發 見され 今 は 八十 餘の 元素が いろく 

組合 はされ てあら ゆる 物質 を 構成して 居る と考 ふるやう になった、 つ い 近頃まで は 元素 は 永久 不 

變な ものと 考 へられて 居た が、 ラヂ ゥムの やうな 物質が 發 見され 研究され た 結果、 元素 も 亦變化 

し 得る 事が 明に なり、 同時に 元素の 原子の 內 部の 構造 も考 へなければ ならぬ やうに なった、 そし 

て 其の 構造 は 今日の 處 未解決の 問題で 之 も 今後 學 者の 研究に よって 追々 に 明になる であらう、 皆 

さん も 一 つ 大きくな つたら 先人 未發の 新事實 でも 發見 する 位に 勉強して ほしいと いった 風に すれ 

ば、 彼等 Q 研究心 は 起すまい と 3 心っても 起る であらう。 叉 光と いふ もので も、 昔 は 人の 眼から 何 

物 か 飛び出して 物 體に當 るから 見える と 思った 時代 も ある。 一一 ュ，' トン は物體 から 微粒子が 飛ん 

で來る Q が 光 だと 考 へたが、 ハ ィ ゲン スが 出て 来て 波動 說を稱 へ 此れが 承認され るに 幾多の 年月 

がか & つた。 それ も 始めは ェ， I テル の彈 性的の 波で あると 考 へられた のが 後に は 電磁 氣 波で たけ 

れ ばなら ぬと 考 へられる ことにな つた。 しかし 物理 舉の 非常に 進歩した 今日で も、 光 G 本性に つ 

いて は 未だ 解決の つかない 事 はいくら も ある： 此 等の 歷史を 幾分で も兒 童に 了解させる やうに 敎 

授 する 事 は それ 程 困難で は あるまい。 かやう にして いって、 科 學は絕 對のも Q でない、 尙 いくら 
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も 研究の 餘地は ある. •  子の 研究 を 待って 居る とい ふ 風に したいと 思 ふので ある。 唯一 っ兒 意に g 

誤挥を 起させて はならぬ 事が ある。 それ は 新しい 研究と いふ 事 はいくら も出來 るが し 力し それ 

をす る に は 現在 の 知識の 終點を 究めた 後でな け れば、 手が 出せない とい ふ 事 をよ く \ ^み 込ま さな 

いと、 從來の 知識 を 無視して 無闇に 突飛な 事 を考 へる やうな 傾向 を 生 する 恐が ある。 此の 種の 人 

は 王 式の 敎育を 受けない 獨 的 I 湫 分の 勝った 人に 往々 見受ける 事で 甚だ 惜しむ ベ き 事で ある。 兎 

に 角 簡單な ことに 就いて 1  わ 史的に 敎 へ る こ とも 幾分 加味した 方が 有ハ兪 だと 確信す るので ある。 

(大 K 七 年 十 H -、 理科 教育) 


學象氣 と爭戰 


戰爭と 氣象學 


ュ ー ゴ 1- は 「哀 *n の 一 節に ゥォ ー タ ー ル ー の 戰を教 して かう 云って 居る。 「若し 一八 一 五 年 

六月 十七 日 Q 晩に 雨が 降らなかったら、 歐羅巴 0 未 來は變 つた らう」 と。 雨が 降って 地面が 柔 

くな り、 奈 翁が 力と 賴む 砲兵の 活動に 不便な 爲 に戰鬪 開始 を 少し 延ばした ばかりに ブリュ ヘルが 

間に合って 戰 局が ー變 したと 云 ふので ある。 之 は文學 者の 誇張で あるか も 知れない が、 かう いふ 

例 は 史上に 珍しく は あるまい。 同じ 筆法で 行け ぱ弘 安四 年 六月 卅 日から 七月 一 日 へ かけて 玄海灘 

を 通過した 俄 氣壓は 我 邦 の 存亡に 多大 0 影響が あ つたので ある。. 若し 當時 元軍に 現 時の 氣象學 の 

知識が あったなら あの 攻撃 は 或はもう 數 ヶ月 延期した かも 知れない。 

日露 戰 役の 際で も 我 軍 は 露 兵と 戰ふ ばかりでなく、 滿洲 Q 大陸 的な 氣 候と 戰 はなければ ならな 

かった。 n 本 海 C 海戰 では 霧の 爲に 蒙った 損害 も 少なくなかった。 かう いふ 場合に 氣象舉 ゃ氣候 
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舉 の 知識が 如何に 貴重 であるか は 人 の 餘り氣 の 付か ぬ 事で あ る。 

歐洲 大戰が 始ま つ て 以來 あらゆる 科學が 徵發さ れて 居る。 氣象學 の 知識 を惜 りなければ ならぬ 

事柄 も 少なくな いやう である。 例へば 毒 瓦斯の 使用な どで も 適當な 風向の 時 を 選ぶ は 勿論、 其 風 

向が 使用 中に 逆變 せぬ やうな 場合 を 選ばなければ ならない。 本年 四月 十日と 五月 十一 一日に 獨 軍の 

使用し た 毒 瓦斯 は 風向 急變 の爲に 却て 獨逸 側へ 飛んで 行った とい ふ 記事が ある。 乂 四月 英國 Q 閉 

塞隊 が白國 海岸の 獨逸 潜水 艇 Q 极據地 を 襲撃した 場合に も 味方の 行動 を 掩蔽す る爲に 煤煙の 障屛 

を 使用しょう としたの が 肝心の 時に 風が 變 つて 非常の 違算 を來 たした とい ふ 事で ある。 此 等の 場 

合に 充分な 氣象觀 測の 材料が 備 はって 居て 優秀な 氣象學 者が 之に 據 つて 天候 を 的確に 豫報 する 事 

が 出来れば 如何に 有利で あるか は 明で ある。 

叉 一 例 を擧げ ると、 三月 十六 日パ レ ス タイ ンで强 風が 砂塵 を 立て 、居る に乘 じて 土 耳 古の 路駝 

隊を 襲撃し 全 減 させた と 云 ふ 記事 も ある。 其 他各戰 線に 亙つ て 天 氣の爲 に 利 を 得 叉 損害 を 受けた 

實例は 枚擧に 暇ない 程 ある。 殊に 飛行隊の 活動な ど は 著しく 一大 氣 0 影響 を 受けて 居る 事 は 日々 の 

新聞記事に 徵 しても 明で ある。 

獨逸側 は.^ 論、 聯合 軍 側 で も 氣象學 者 が どれ だけ 活動して 居る かに 就いて は 寡聞 にして 何等の 
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報吿 にも 接しない が、 獨逸 C 如き 國柄 では 平生から 推して 考 へても 略 想像 は出來 る。 -ゼ； f 此方 面 

にもぬ かりなく やって 居る に 相違な い、 敵國. 1 の觀 測 材料 を 得る 事 にも 苦心して 居る か. と 想像 さ 

れる。 殊に ツェッペリン の襲英 などに 際して は 氣象狀 態に 最も 慎重な 注意 を 拂ふは 勿論で あらう" 

それに は 英國惻 の觀 側が 重要で あるから、 在英 獨探中 に は 此方の 係り も必す ある だら うと 想像 さ 

れる。 

つ ぃ此頃 Q 雜 誌で 見る と、 英國 Q 氣象 局長 シ ョ ヲ氏は 軍事上に 必要な 顧問と なる 爲に 同局の 行 

政 的 事務 を 免除され 專ら 戰爭の 方の 問題に 骨 を 折， る 事に なった と ある。 之 は 寧ろ 餘り遲 きに 過ぎ 

ると 思 はれる が、 一 體英國 Q 流儀と して は 怪しむ に 足らぬ かも 知れない。 獨逸 では 一 八 九九 年以 

來 高層-;^ 象 觀測所 を 公設し、 殊に カイゼル 自身が 此方に 力瘤を入れて 獎勵 した。 カイゼルの 胸裡 

に は 其 時旣に 空中 襲英の 問題が 明に 畫 かれて 居た と稱 せられて 居る。 之に 反して 英國で 高層 觀測 

事業が 一 私人 ダ インスの 手から 政府に 移った Q はすつ と 後の 事であった。 又 近頃 H  , "ルシ ヤイア 

の 或る 地に 航承隊 の 練習場 を 設け か- - つた。 豫め 氣象舉 者の 意見 を徵 すれば よいのに、 ェ舉者 や 

軍人 だけで 土地 を 選定し いよ ノ\ 工事 を 始めて 見る と氣象 方面の 不都合な 點が 出て 來て 中止す る 

事と なり、 約 五 百 萬圓： MQ 金 を 棒に振つ たとい ふ 事で ある。 ネチ ユア ー の 記者 は 之に 就いて 大に 
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當 局の 迂愚 を 攻擊 して 居る の は 尤な事 で， め る 。 

近頃 叉ァ メリ 力で は 飛行機で 大西洋 を 飛び越し、 運送船 C 力 を 借らす 航本： 隊を戰 場に 輸送し よ 

う と い ふ計畫 が 大 分眞面 目に 研究され て 居り、 それに 就いては 大西洋 Q 氣 5^ とい ふ 事が 重 耍な問 

题 になる ので ある。 此 事に 就いては n 1 マ 字 世界の 十一 一月 號に 詳しく述べ る 積で あるから 御 き- 

を 願  ひ 度い。 

日本軍が 西 比 利 亜 へ 出征 するとい ふ 場合で も、 氣象 Sll 上の 知識 は 非常に 必要で ある。 彼-の 地に 

於け る 各 時季の 氣溫 や、 風向、 晴雨 日の 割合な ど は 勿論、 些.！ な點に 就いても 知識の 有無に 從っ 

て 其方 面 の 準備 の 有無 は 意外の 結果 を來 たす であらう と考 へられる。 

(大正 七 年 十二月、 理科 敎 W) 
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萆 鳴の 蛙 


蛙の 鳴聲 


何年 頃で あつたか 忘れて しまったが、 先生の 千駄木 時代に、 晚舂の 或 日、 一緒に 音 樂學校 Q 演 

奏會 に 行った 歸 りに、 上野の 森 を ブラ/ \- あるいて 歸 つた。 

其 日 の 曲目の 內に管 絃樂で 蛙の 鳴 聲を眞 似す るの があった、 それ は餘程 滑稽 味を帶 びた も の で 

あった。 先生 は あるきながら、 その 蛙の 聲を眞 似して 一人で 面白がって はさ もく すぐった い 様に 

笑って居られた。  . 

それから 神 H の寳亭 で、 先生の 好きな 靑 豆の ス ー プと 小鳥の 口 ー スか何 か 食って そして  一 二 杯 

の 酒 に 顔 を 赤く し て、 例の 蛙の 鳴聲 の 眞似 をし て 笑って ゐた。 

考 へ て 見る と、 あの 時分の 先生と 晚 年の 先生と は 何だか 大分ち がった 人の やうな 氣 がする ので 

ある。 (大正 七 年 十二 《^、  ^^柿〕 
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科學上 の 骨董趣味と 温故知新 


骨董趣味と は 主として 古 美術品の 翫 賞に 關 して 現 はれる 一種の 不純な 趣味であって、 純 粹な藝 

術 的 Q 趣味と は 自ら 區^ さるべき ものである。 古畫ゃ 器物な どに 「時」 Q 手が 加 はって ； 種の 

「味 一 が 生じる。 或は 時代の 句と いふ やうな ものが 生じる。 乂其 品物の 製作者 や 其 時代に 關 する 

歴史的 聯想 も 加 は る。 或は 昔の 所藏 者が 有名な 人 であった 場合に は 其 人に 關す る 聯想 が 骨费的 の 

價値を 高める 事 も ある。 或は 叉 單に其 物が 古い 爲に 現今 稀 有で ある、 類 品が 少 いとい ふ 考に伴 ふ 

愛着 Q 念が 主要な 點 になる 事 も ある。 此 趣味に 附帶 して 生やる 不純な 趣味と して は、 かやうな 珍 

品 を何處 からか 掘 出して 來て 人に 誇る とい ふ 傾向 も 見受けられる。 此點に 於て 骨董趣味 は 叉 所謂 

宽集 趣味と 共有な 點が ある。 マッチの 貼 紙 や 切手 を 集め 或は ボタン を 集め、 達磨 を 集め、 甚 しき 

は 蜜柑の 皮 を 鬼 集す るが 如き、 此 等は必 しも 時代 Q 新舊と は關係 はない が 4 ノし いもの を 集めて 自 


新 知 故 s と 味趣董 骨の 上 TO 


ら樂 しみ 人に 誇る とい ふ 點は矢 張 骨董趣味と 共通 で あ る 。 

科擧 者の 修得し 研究す る 知識 は 其 本質 上^に 其れが 新しく 發 見され たか 舊 くから 知られて sig る 

かによ つて 價値 を定 むべ きも 0 ではない。 科學 上の 眞理は 常に 新鮮なる ベ きもので 骨董趣味と は 

沒交涉 であるべき やうに 見える。 しかし 實際 は科學 上に も 一 種 Q 骨董趣味 は 常に 存在し 常に 流行 

して 居る ので ある。 

若し 科擧上 Q 事 實ゃ方 則 は 人間 未 生 以前から 存 して 居て、 唯科學 者の 此れ を發 見し 掘 出す の を 

待つ て 居る に 過ぎぬ と考 へ る 者の 立場から 見れば 此位 古い 物 はない 道理で ある。 かう い ふ 意味 か 

ら すれば 科學 者の 探求 的 欲望 は 骨董 狂 Q 掘 出し 慾と 類す る點が あると 云 はれ 得る。 しかし 又 他の 

半面の 考へ 方に よれば 科學者 Q 知識 は 「物 自身」 の 知識ではなくて 科學 者の 頭腦 から 編み上げた 

製作 物と も 云 はれる。 さう 考 へれば 科擧 者の 欲求 は 藝術家 Q 創作的 欲望と 軌をー にす る譯 である。 

しかし かう いふ 根本 問題 は 別と しても 未だ 種々 な 科學的 骨董趣味が 存在す る Q である。 

一 口に 科學 者と はいふ もの &、 科學 者の 中には 種々 Q 階級が ある。 科 學の區 別 は^ 問題と して、 

其 人々 0 科學と いふ ものに 對 する 見解 や 又 此れ を 修得す る E 的に 於ても 十人十色と 云って よい 位 

に 多種多様 である。 實際 其爲に 各.、 自己の 立場から！ a- た 科 學以： ^に 科學 はない と考 へる 爲に 種々 


315 


の 誤解が 生じる 場合 も ある。 此 等の 種類 を列擧 する の は 本文の 範圍 以外になる から、 此れ は 他 H 

に讓 ると して、 鼓に は專ら 骨董趣味と いふ 點 から 見て 一 一つの 極端に 位する 一 一種の 科學 者を對 照し 

て 見ようと 田 3 ふ。 

科舉 者の 中には 其 專修學 科の 發 達の 歷史に 特別の 興味 を 有って 居る 人が 多數 にある。 此れが 一 

歩 進む と 其-  歷史 に關 した あらゆる 記錄 古文書 古器 物に 對 して 丁度 骨董 家が 有つ やうな 愛好の 念 を 

もって 此れ を i 集す る 人 も ある。 此れ は 先 づ純粹 な 骨董趣味と 名け 得られる もので あらう。 乂少 

し 種類が 違って 居る が、 品物 を 集め るので はなくて 古 い 書物 や 論文 を 愛讀し て 其 巾 か ら其價 俯 の 

如何に よらす 人の 餘り 知らぬ 研究 や 事 實を掘 出して 自ら 樂 しみ 叉 人に 示す を 喜ぶ 趣味 も ある。 此 

れは 多くの 讀書 家に 通有な 事で あるが 此れ も 一 種の 骨薰 趣味と 名け 得られない 事 はない。 科學の 

方面で 云 へ ば 例 へ ば 或る 方 則 又は 事實 Q 發兒前 幾年に 誰れ が旣に 此れに 類似の 事 を 述べ て 居る と 

云った やう な 事 を 探索し て樂 しむ Q である。 

次に もう 少し 類 を 異にした 骨董趣味が ある。 一 體科舉 者が 自己の 研究 を發 表する に當 つて その 

當 面の 問題に 聯關 した 先人の 研究 を 引用し 批評す るの は當 然の務 である 事 は 申す 迄 もない。 L か 

し 此れが 往々 にして 甘 的 傾向 を帶 びる 事が ある。 卽ち當 面 Q 問題に 多少の 關 さ へ あれば 此れ 
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が 如何に 目下の 研究に 緣が 遠く 乂 如何に 古く 乂無價 値 乃至 は 全然 間違った もので も 無 差刖無 批評 

に列擧 するとい ふ 風の 傾向 を 生じる 事 も ある。 この 傾向 は 例 へ ば獨 逸の 物理 舉者 など Q 中に 屡" 

見受ける 所で ある。 別に 待むべき 事で もない と 5 心 ふが 鬼に 角 骨董趣味に 類した 一種の 「趣味」 と 

見ても 差 支 はなから う。 

此れと 正 反對の 極端に ある 科 學者も ある。 その 種類の 人に は歷史 とい ふ 事 は 全く 無意味で ある。 

古い 研究な ど はどうで もよ い。 最新の 知識 卽ち眞 である C 此れに 達した 徑路は 問 ふ 所ではない 0 

である。 實 際科學 上の 知識 を絕對 的乂は 究極 的な も Q と 信じる 立場から 見れば 此れ も 當然な 事で 

あらう。 又應 用と いふ 點 から 考 へても それで 十分ら しく 思 はれる ので ある。 しかし こ Q 傾向が 極 

端になる と、 古い もの は 何物で も無價 値と 考へ、 新しき もの は 無差別に 尊重す る やうな 傾向 を 生 

じ 易い ので ある。  . 

此 れ程 極端で な い 迄 も實際 科學者 として は 日 進 月 歩 の 新 知識 を 修得す る だけで も 可也に 忙しい 

Q で歷 史的の 詮索 迄に 手の 屆か ぬの は 普通の 事で ある。 

しかし 自分の 見る 所では、 科學 上の 骨董趣味 は それ 程輕視 すべき もので はない。 この 世に 全く 

新しき 何物 も 存在せ ぬと いふ 古人 G 言葉 は 科 學に對 しても 必 しも 無意義で はない C 科學 上の 新 知 
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識新事 實新學 說と雖 も 突然： 大 外から 落下す る やうな もので はない C よくく 議 すれば 何處か に 

その 因って 来るべき 因緣 系統が ある。 例へば 現代の 分子 說ゃ 開闢 說 でも 古い 形而上 擧 者の 頭の 中 

に 彷徨して 居た 幻像に 脈絡 を 通じて 居る。 瓦斯 分子 論の 分子 はルク レチ ウス Q 夢み た 所で ある。 

一一 ュ ー トンの 微粒子 說は 倒れた が 此れに 代るべき 微粒子 輻射 は 近代に 生れ 出た。 破天荒と 考 へら 

れる素 量說の 如き も 二十世紀の 特産物で はない やうで ある。 ェピ ナスの 古い 考はケ ルビン、 クム 

ソ ンの 原子 說を 産んだ。 デカルトの 荒 唐な 假說は 渦動 分子 說の因 をな して 居る とも 見られる。 植 

物學者 ブラウン 0 物 好な 研究 は 一 且 世に 忘れられ たが 近年に 到って 分子 說の 有力な 證據 として 再 

び 花が ゆ、 いたので ある。 實用 方面で も 幾多 Q 類例が ある。 ガリ レ I の空氣 寒暖計 は 發明後 もな 

く棄 てられた が、 今日の 標準 は 又 昔の ガス 寒暖計に 逆戾 りした。 シ ！■  メンスが 提出した 白金 抵抗 

寒暖計 は 一旦 放棄され て 二十 年後に カレンダ ー、 グリフィスの 手に よって 復活した。 此樣な 類例 

を 探せば まだ いくらでも ある だら う。 新しい 藝術的 革命 蓮 動の 影に は 却て 古い 藝 術の 復活が 隨伴 

する やうに、 新しい 科舉が 昔の 研究に 暗示 を 得る 場合 は 甚だ 多い やうで ある。 此れに 反して 新し 

い 方面の みの 追究 は 却て 陳腐 を 意味す る やうな パ ラ ドック ス もないで はない。 此の 如くに して 科 

寧の 進歩 は往々 にして 遲滯 する、 そして 此れに 新しき 衝動 を與 へ る もの は往々 にして 古 き^の 餘 
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儘から 產れ 出る ので ある。 

現今 大戰 Q 影響で あらゆる 科 擧は應 用の 方面に 徵發 されて 居る。 應用 方面の 刺戟で 科學の 進歩 

する 事 は 日常の 事で あるから 此爲に 科學が 各方 面に 進歩す る 事 は 疑 を容れ ない。 此れ は 誠に 喜ぶ 

ベ き 事で ある。 しかし 其 半面の 隨伴 現象と して 所謂 骨董趣味 を 邪道 視し 極端に 排斥し 終に は 功利 

を 度外視した 純 知識 愁に 基づく 科. 學的 研究 を輕ん する やうな 事が あって はならぬ と 思 ふ。 直接の 

應用は 眼前の 知識の 範圍を 出 づる事 は 出来ない。 從 つて 此れに は 一 定の 限界が ある。 豫想 外の 應 

用が 意外な 閑人 的 擧究の 骨董 的 探求から 產出 する 事 は 珍しくない。 自分 は 繰返して 云 ひ 度い。 新 

しい 事 はやが て 古い 事で ある。 古い 事 はやが て 新しい 事で ある。 

温故知新と いふ 事 は科學 上に も 意義 ある 言葉で ある。 又 現代 世界の 科學 界に對 ずる 一 服の 緩和 

劑 として 此れ を 薦める の も强ち 無用の 業で はない ので ある。 (大正 八 年  一 s、 理學界 ) 
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大正 八 年 十二月 五日 晴 金曜 

. 二三 日 前から 風 心 持で あつたが、 前日 は 午前に 氣 象と 物理の 講義が あつたから 屮： 勤した。 午 過 

ぎから 歸る 積り で 居た が 案外 氣分 がい， - し天氣 もい、 から 白木屋の 俳畫展 覽會を 13- に 行ったら も 

うすんで 居た。 それから 丸 善へ 行って；； 冊ば かり 敎窒 へ屆 けさせる やうに した。 胃の 工合が 餘り 

よくなかった が氣 分が い、 ので 乘合 自動車で 銀座へ 行った、 そして 例の やうに 風月 へ はいって コ 

1 ヒ ~ を吞ん だ。 胃が よくない と 思って 一杯で よしたの であった。 五 曰の 朝 は 風邪 もよ くな つた 

やう だし 胃 もい、 やうな 氣 がした。 しかし 朝 は 授業がない から ゆっくりして 日の よく 當 つた 居間 

の 障子の 內で 坦 燒 にあたり ながら 何 かして 居た。 十 時半 頃に 擧 校へ 行ったら 「數 物」 の 校正が 來 

て 居た からすぐ に 訂正して 木 下せ； の 部屋 へ 持って行った。 自分の 窒へ歸 つて. H 日！： 民 美術 協會で 
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やった 講演 「雲の 話」 の 擎記を 校正して 居た"  一 二 頁 見て 居る 內に 急に 全身が 熱くな つて 來 た。 

蒸 風呂 にで も はいった やうで-: 至 -2: の 〈八 丄氣が たまらなく 壓 しっける やうに 思 はれた。 すぐに 立って 

左側の 窓 を あけた が 風 を 引き か へして はいけ ない と 思つ てす ぐに 又 締め切った。 上衣 を脫 いで 右 

側の 机の 上に 投げ出し 杌の 前に 歸 つたが 同時に 名狀の 出来ない 胸苦し さを覺 えた。 横臥した いと 

思った が寢る 所がない から 机 0 上に 突 伏して 右に 左に 頭 を もたせて 見た が 胸苦し さは 增す ばかり 

で 全身 は 汗ばん で來 た。 窒の向 ふの 隅に 毛布が あるの を 思 ひ 出し て 席 を 立 つ て それ を 取りに 行 つ 

た。 毛布に 手 を かけた 瞬間に 眼界が 急に 眞 暗にな つてから だが 左右に ゆらぐ を覺 えた。 何とも 知 

ら. f しまったと いふ 氣 がした。 次の 瞬間に は 自分の 席の 背後の 扉の 前に 倒れて 居た。 どうして 此 

處迄來 た か は 全く 覺 えて 居ない： 何とも 云へ ぬ 苦悶が 全身 を壓へ 付けて 冷い 汗が 額から 流れた。 

其の 苦しみ を 少しで も輕 くす る 唯一 の 方法と して 大きな 唸き 聲を 出しつ けた。 二三 曰 前 靴を修 

繕に やった ので 古い ゴ ッく Q 靴 を はいて 居た がそれ が 邪魔で 堪らない。 足 を 悶える 度に それが 

コ ッ， （-戶 棚 や 扉に 當る 堅い 冷い 不愉快な 感覺が 非常に 誇張され て 苦しみ を 助けた C 窒 Q 人口 Q 

壁に 立って 居る スチ ー ムヒ —タ ー の 上に 當る 白壁が 黑く 煤けて 居る のが 特に H 立 つ て 不愉快で あ 

つた。 妙な 事に は 此の 汚い 床の 上に 打倒れ てうめ いて 居る 自分と は 刖に叉 自分が あって 倒れて 居 ^ 


る 自分 を 冷に 傍觀 して 居る やうな 氣 がした 事であった。 

助手の 淺利君 は 部屋に 居なかった、 W 勤して 居る 事 は 帽子 掛 Q 帽子と 外套で わかって 居る が 朝 

から 顏を 見なかった。 平 曰で も 自分の 窒の前 はめった に 人の 通らない 處 である。 呼 鈴 を 押しに 立 

つ 事 は 到底 出来ない から 淺利 君が 歸る迄 待って 居る 外に はどうす る 事 も 出来ない のであった。 ガ 

ラ ン とした 窒の 天井 を 見る のが 心細かった。 ふる へ る 手で 當も なく 手掛 りの ない 扉の 面 を 撫で 廻 

しながら 動物 Q やうな 吟 わり 聲 をつ にけ て 居た。 何分 位 此の 狀 態が 續 いたか 分らない が 自分に は 恐 

ろしく 長い ものに 思 はれた。 其 內に輕 い 足 昔が 廊下に 聞え て淺利 君が 這 人って 來 たので 急いで 呼 

びかけ た。 入口から 自分の 寢て 居る 處は 見えない から 返事 はした が 自分が 何處に 居る かわから な 

かった やうであった。 一 一 聲三聲 呼んで 居る 內に 自分の 倒れて 居る の を 見付けて 急いで やって 來た。 

驚いて 寄って 來た。 机の 上に 胃 活の鍾 が あるから 取って くれと 賴ん だら すぐに 取って 來て 呑ませ 

ようとした。 しかし 水がなくて は \ ^めない からどう か 水 を 一杯 くれと 云った。 淺利君 はすぐ に 小 

使窒へ 茶碗 を 取りに 行った。 それ を 待って 居る 內に 急に 嘔氣が 込み上げて 來 たので 右 向きに 頭 を 

傾けて 吐いた。 吐かう と 思ふ驟 間に 吐く ものが 黑ぃ血 だな とい ふ 豫感が 頭に 閃いた。 吐いて 見た 

ら黑ぃ 血が 泥 だらけの 床の 上に 直 徑十極 位の 圓形を 染めた。 引 緩いて 吐いた の は 稍 赤い 中に 何 だ 
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か 白い も 交った ので、 前の \ 側に 不規則な 形 をして 二倍 位の 面積 を 染めた。 淺利 君が 水き 持 

つて 来たから 醫者を 呼んで くれと 賴ん だ。 吐いて しまったら 胸苦し さは なくなつ たが 急に 力が 拔 

けた やうな 氣 がして 其 ま、 動か. やに 天井 を 見て 居た。 脈搏 を 取って 見た がた しかであった。 なん 

だか 早く 宅へ 歸 つて 寢 たいと 思った。 宅へ 電話 を かけて もら はう かと 思った がま あ 急く 事 はな い 

と 思ったり した。 

其內に 見知らぬ 醫 者が 来た. - (後で 聞いたら 學生監 の醫者 ださうな C) 脈 を 取ったり 血 を檢査 

したりし たが、 刖に 何も 云 はない から、 自分で 胃 潰 癌 だとい ふ 事 を 話して 吐血 前の 容體を 云 はう 

としたが 聲を 出す 力がなくて、 其 上に n が 粘って ハツ キリ 云 ふ 事が 出来なかった。 木 下 君も來 た、 

金子さん ゃ眞 鍋さん も 来て くれた" 杉 浦さん が學 校の 毛布 を 持って来て くれて 其 上へ ねかされた。 

其內に んが やって 來 た。 えんの 顏には 驚きと 落着きと が 一緒にな つて 居る やうに 見えた。 此の 

敎窒 Q 壁の 中に 妻の 姿 を 見出した 感じ は餘程 妙な ものであった。 一 一十 年来 切り離されて 居た 敎窒. 

と 家庭と いふ 二つの 別な 世界が 急に 入り 交った 樣な氣 がした。 妻が 枕元 へ 寄って 来た 時にはなん 

だか はりつめて 居た 心が 弱くなる やうな 氣 がして 淚が 出さう になった。 同時に 自分 は 「其處 に. m 

が ある、 血が ある」 といって 新聞紙 ひ蔽 つた 血痕 を 指して 云った、 自分の 聲が 恐ろしく 邪慳に E 
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分 C - 斗に 響いた。 眞 鍋さん はしき りに 例の n 調で 指. 2! して 湯 た ん ほ を 取りよ せたり 氷袋 をよ こ さ 

せたり した、 そして 助手 を 一人よ こして つけて くれた。 ，：；1 い 着物 をつ けた 助手 は 自分の 脚の 方に 

椅子へ 腰 を かけて 默っ て脇を向ぃて居たが斷ぇ^^此方に注意して居た。 看護婦 も 一 人 來て頭 Q 方 

に默 つて 控 へて 居た。 M 丸 先生が 時々 はいって 來て默 つて 様子 を て 行かれた。 先生の 顏が 非常 

にやさし くな つかしく 5 心 はれた。 藤澤 先生 もソ ッ ト這 入って 来られた から 挨接 しょうと する の を 

手で 押 へ る眞似 をして 脚 元 G 椅子に 腰 を かけて 居られた。 

床の 上に 寢て 仰ぎ見る 凡て の 人の 顏が 非常に 高い 所に ある やうに 思 はれた。 そして 凡ての 人の 

好意 と 同情が 自身 の 上に 注がれる やうな 氣 がした。 落寞 たる 冷 い 此の 部屋の 中が 溫ぃ住 心地の よ 

い 所に 思 はれた。 K 君 も 時々 硯 きに 来たが 此 人の 堅い 顔が 少し 赤味 を帶 びて 大層 柔に 或は 寧ろ 愉 

快 さう にも 見えた。 窒の入 nr の 外の 廊下に は 色々 の人聲 がして 居た、 -4^ 岡 先生の いつもの やうな 

元氣 のい \改 まった 言葉 も 聞え た、 眞 鍋さん が 何 か 云 ふと 佐 野さん の 愉快 さう に 笑 ふ聲も 聞え た。 

金子さん も 時々 見に 來て くれて 親切に 世話 を やいて くれた。 三浦內 科に 空室が あるので 午後 三時 

頃 入院 するとい ふので んは 準備に 歸 宅した。 まちが 代りに 来て 枕元に 控 へて 居た。 

柔ぃ 毛布に くるまって 上に は， んの 持って 來た 着， 列 を かけられ、 脚部に は 湯 婆が 溫 くて い 、ま 
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持に なつ て 殆んど 何も 考 へないで ゥト， /\- して 居た が 眠られ はしなかった。 寒く はない かと 皆が 

聞いた が 寒い とも 暑い ともさう いふ 感じ は 何處か へ 逃げ去って しまって、 唯靜 寂な そして 幽遠な 

やうな 感じが 全身 を領 して 三時の 来る のが 別に 待 遠し く 思 はれなかった。 

寢臺 車に 自分 をのせ る 方法に ついて 色々 Q 議論が ある やうに 閜 えた。 いよく 寢 臺が來 た、 同 

時に 職工 や 小 使が ドャ く 室內に 入 つて 來た。 室の 眞中 にある 分析 臺 の 上に 置いた 品物が 何處か 

へ 片付けられた。 自身 は 毛布 を 敷いた 儘で 寢臺に 移され それから 寢 A が 大勢の 手で かき 上げられ 

た。 職工の 中に 吉江 敎授が 交って 寢畺に 手 を かけて 居られる の も E に はいった。 窒 外の 廊下に 出 

て 見る と 高木さん ゃ屮 川さん の顏も 見えた。 みんな 外の 方 を 向いて 自分の 顏を 見ない やうに 勉め 

て 居る らしく 思 はれた。 此處 で幌を 着せられ たから 自分の 眼界 は 唯 方幾寸 位の セル 。イドの 窓に 

かぎられて しまった。 寢臺は 又靜に 持ち上げられて 廊下 を ゆられて 行った。 廊下の 曲り角 を 廻る 

時にはよ くわかった。 北の 階段 を 下りる 時には 何だか 少し 氣 分が 悪かった。 いよく 玄關を 出る 

時、 何となく 大勢の 人が 好奇 や 同情 やい ろくの 眼で 見送って 居る やうな 氣 がした。 いよ/ \ 出 

かける 時に なって 始めて 中 村 先生の 聲 がすぐ 側に 聞え た、 松 本 君の 元氣 Q い &聲も 聞え た。 車が 

そろ./, \\ 動き 出す とついて 來る 人の いろ，/ \ の 足音が 聞え 出した。 セル ロイド C 窓から： える. 
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は實に 眞靑で 美しかった。 高い 梢の 祜 枝が 時々 此の 美しい きに 浮き出して 見えた。 車の 中は暖 で、 

身 體には 何 G 苦痛 もなかった、 何の 爲 にかう して 送られて 行く のかと いふ 氣 もした。 自分が 死骸 

になって 送られて 居る と 想像して 見た。 病窒 迄の 道は豫 想に 反して 長く 何處を どう 通って 居る Q 

かぢ きに 分ら なくなって しまった。 つ ぃ此間 通り か-^ つた 時 病室の 端に ある 斜面から 寢臺享 が 引 

き 上げられ 病室の 窓から 大勢の 人が 親いた 時の 光景 を 思 ひだした. - 車が 止まって 寢臺 がかき 上げ 

られ た。 廊下 を 通って 居る 時 はもう 少し 靜 にやって 貰 ひ 度い と 思った。 かついで 行く 人々 は H 的 

地 C 近付いた 爲に 無意識に 急いで 居る の だと 思って 默 つて た。 幌が 取り除かれ ると 同時に 狭い 

.^H を 通って 病窒 にかき 込まれた 時 一 番に 目についた C は 灰色 C 壁であった。 不愉快な 灰色 C- 高 

い 壁 は 上 Q 端で 曲面 を 形作って 天井に つながって 居た。 天井の 眞 中に 白く 塗った 空氣拔 窓が 唯 

一 つ ある だけであった メ なんだか 「壙 穴」 とい ふ 文字が すぐに 頭に 浮んだ。 (大正 九 年 一月) 
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病院の 夜明けの 物音 


朝早く 眼が さめる ともう 中々 二度と は寢 つかれない。 此の 病院の 夜は餘 りに 靜か である。 二つ 

の 時計 I . その 一 つ は 小形 Q 置 時計で、 右側 Q 壁に くっつけた 戶 棚の 上 にある、 もう 一 つ は懷屮 

時計で く ソ トの 頭の 手すりに 吊して ある- 此 Q  二つの 時計の 秒 を 刻む 音と、 ^元の 方から 聞 こ 

えて 來る附 添 看護婦の 静かな 寢 息の 外に は 何もない。 唯餘 りに 静かな 時に 自分の 頭の 中に 聞こえ 

る 不思議な 雜音 や、 枕に 押しつけた 耳に 響く 律動 的な ザック くと 物 をき ざむ やうな 脈管の-血液 

の 音が、 注意 すれば する 程 異常に 大きく 强く 響いて くる。 しかし それ はぢ きに 忘れて しまって 

世界 はもとの 悠久な 靜 寂に 歸る。 ところが 五 時 頃になる と 奇妙な 音が 聞こえ 出す。 先づ 病室の 長 

い 廊下 Q 遙に遠 い 彼方で 時々 力 チャン と 物 を 取り 落した やうな 音が する、 それから 輕くパ グく  7 

くと 列/ば 草履で 廊ー卜 を 歩く やうな 音 も 聞こえる。 此等 のかす かな、 しかし 原因の 分らない 


何だか 此 世の あらゆる 現實の 物音 と は 比較の 出来な い やう な雜 音が 不規則な 問 隔を置 いて 響いて 

來る。 それが； 大 井の 高い、 長い 廊下に 反響して 何となく 空虚な しかも 重々 しい 音色に 間 こえる の 

である。 少時 止まって 居る かと 思 ふと 又 始まる。 そして 今度 は 前に 聞こえた と は 少し 違った 見當 

に、 しかも 前より は 大分 近い 處で 聞こえ 出す。 近よ るに 從 つて 此の 音 は 前の やうな 不思議な 性質 

を 失って、 もっと 平凡な 現實 的な 音色に 變 つて 來る。 それ は 丁度 鐵 鍾 で鐵 管の 端 を 縱に敲 くやう 

な 音で ある。 不意に 自分の ベットの 脚 元の 方で チヨ 口/ \ ^^と 水の 湧き出す やうな 昔が しばら 

くっ^いて、 又ば つたり 止む。 鐵管 をた-くやうな 昔が 段々 近くな つて 來 ると、 今度 は 隣 {fj との 

境の 壁の 下 かと 思ふ處 で、 强 くせ はしな くガ チン-^ と 鳴り 出す。 例へば それ は 小さい しかし 恐 

ろしい 猛獸が やけに 檻に ぶつつ かる かと 思 ふやうな 音で ある。 すると 今迄 鈍い 眠りに 包まれて 居 

た 病窒が 急に 生々 した 活氣 を帶 びて 來る。 更に 此の 活氣に 柔か味 を 添へ るの は、 鐵 をた-^ く 音の 

屮に 交って ザブく ザブ くと 水の 溢れ出す やうな 昔と、 噴氣孔 から 蒸氣の 吹き出す やうな、 勿 

論 かすかで あるが 底に 強い 力と 熱との 籠った 昔が 始まる。 此 Q やうな 色々 の騷 がしい 音 は 少時す 

ると 止まって、 それが 次の 窒に 移り行く 頃に は、 脚 元の 壁に 立って 居る 蒸氣 暖房器の 幾 軍に も 折 

れ 曲った 管の 中 を かすかに く 囁 いて 通る 蒸氣の 音ば かり が 快 い 暖まり を {1?^： 內に 漲らせ る。 する 
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と 今迄 針の やうに 銳く なって 居た 自分の 神經は 次第に 柔 らいで、 名狀の 出来ない 穩な 伸びやかな 

心 持が 全身に 行き渡る。 始めて 快い 欠伸が 二つ 三っつ けて 出る。 丁度 其 頃に 枕元の 砲 子 窓 —— 

無闇に 丈の 高い、 そして 淺 忍に 冷い 白の 窓掛を 垂れた 窓の 外で、 キ ュル、 キュル くくと、 絲 

車 を 繰る やうな 濁った しかし 銳ぃ聲 が 聞こえ 出す。 多分 それ は 雀ら しい。 ー體此 寒い 夜中 を ど 

んな處 にどう して 寢て 居た ので あらう か。 今一 夜の 長い 冷い 眠りから さめて、 新しい 日の 漸く 明 

ける Q を 心から 歡喜 する やうな 聲 である。 始めの 一 聲ニ聲 はま だ 充分に 眠りの さめ 切らぬ らしい 

口籠った やうな 聲 であるが、 やがて 極めて 明瞭な 晴れ やかな 囀りに 變る。 窓の 外 はま だ眞 暗で あ 

るが 「もう 夜が 明ける 〇 だな」 とい ふ 事が 非常に 明確な 實感 となって 自分の 頭に 流れ込む。 重 苦 

しい 夜の 壓 迫が 今 漸く 除かれる の だとい ふ氣 がする と 同時に 硬ば つて 寢苦 しかった 肉體の 端から 

端 迄が 急に 柔く 快くなる。 しばらく 途絶えて 居た 鳥の 聲が又 聞こえる。 すると どうい ふ もの か 子 

供の 時分の 田舍の 光景が ありく 眼の 前に 浮んで 來る。 土藏の 横に ある 大きな 柹の 木の 大枝 小枝 

が眞 蒼な 南 國の空 一 杯に 擴 がって 居る。 すぐ 裏の 冬 田 一 面に は 黄金色 Q 日光が 漲り わたって 居る。 

さう かと 思 ふと、 村 外れのう すら 寒い 竹 蒙 Q 曲り角 を 鳥刺し 竿 を もった 子供が 一 一三 人 そろ，/ \> 歩 

いて 行く。 こんな 幻像 を 夢現の 界に 繰返しながら 何時の 問に かゥト く^って しま ふ。 看護 51 が 


そろく 起き 出して 室內を 掃除す る騷 がしい 音な ど は 全く 氣に ならないで、 好い 氣 持に 寢っ いて 

しま ふ Q である。 

此 Q やうな 朝 をい くつと なく 繰返した。 しかし 朝の 五 時 頃に 何時でも 遠い 廊下 Q 彼方で 聞こえ 

る 不思議な 音 は果し て 人の 足音 や 扉 の 音で あるか、 それ とも 蒸 氣が遠 ぃボ イラ ー から 段々 に 寄せ 

て來る 時の 雜音 であるか、 とう/ \- 確め る 事が 出来ないで 退院して しまった。 今でも あの 昔 を 思 

ひ 出す と 何となく 一  種の 1. 神秘的と いふの は餘り 大げさ かも 知れぬ が、 しかし 矢張り 一 種の 神 

祕 的な 感じが する。 何故 そんな 氣 がする のか 分らない。 遠い 慮から 來る 音波が 廊下 Q 壁 や 床 や 1K 

井から 何遍と なく 反射され る 間に 波の 形を變 へて、 元來は 平凡な 音が あらゆる 現實の 手近な 昔と 

はちがつた 音色に 變 化し、 その 爲 にあの やうな 不可思議な 感じ を 起させる Q か、 或は 熱い 蒸氣が 

外氣の 寒冷と 戰 ひながら、 徐々 にし かし 確 實に鐵 管を傳 はって 近寄って 來る のが、 なんだか 「運 

命  一 迫って 來る 恐ろし さと 同じ やうに、 何 かしら 避くべからざる もの 上 g 兆と して 自分の 心に 

不思議な 氣 味の わるい 影 を 投げる のか、 考へ て もやつ ばり 分らない。 

此れと は 何 Q 關係 もない 事 だが、 自分の 病 氣の經 過 を考へ て 見る となんだ か 似よ つた 點 がない 

でもない。 氣 味の わるい、 不安な、 しかし 不 確な 前兆が 永く つ いて 居る 間に 段々 に 何物 か、 ^ 近 
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よって 来る。 それが 突然 破裂す ると 危險 はもう 身に 迫って 居る。 しかし 危險 が現實 になれば もう 

少しも 氣 味の わるい 恐ろし さはない。 

病院の 蒸氣 スト ー ヴは數 時間 經 つと 段々 に 冷えて 來る。 冷え切った 頃に は 叉 前の やうな 昔が し 

て 再び 送られて 來る 蒸氣で 暖められる。 しかし 晝間 は、 あの 遠い 處で する 妙な 昔 は 色々 な 周圍の 

雜 昔に 消されて しま ふの か、 唯す ぐ 自分の 室の 隅で ガチャ ン くと 鳴る 極めて 平凡で 騷々 し い、 

いくらか 滑稽 味 さ へ帶 びた 音 だけが 聞こえる。 夜明け 前の 寂寞 を 破る あの 不思議な 昔と 同じ もの 

だと はどうしても 思 はれない。 

自分 Q 病氣 と蒸氣 スト I ヴは 何の 關係 もない が、 しかし 自分の 病氣 もなん だか 同じ やうな 順序 

で 前兆、 破裂、 靜穩と 此の 三つの 相 を 週期 的に 繰返して 居る やうな 氣 がする。 少 くも、 これで も 

う 二度 は 繰返した。 一番 厭な の は 此の 「前兆」 の 永い 不安な 間隔で ある。 「破裂 一の 時 は 絶頂で、 

最も 恐ろしい 時で あると 同時に 又、 適當な 言葉が ないから 强 ひて 云へば、 それ は 最も 美しい 絶頂 

である。 不安の 壓 迫が とれて 責 重な 靜穩に 移る 瞬間で ある。 あらゆる 暗黑の 影が 天地 を 離れて 萬 

象が 一度に 美しい 光に 照され ると 共に、 永く 望んで 得られなかった 靜穩の 天 國が來 るので ある。 

假令 此の 靜穩が 若し や 「死 一 の靜穩 であっても、 或は 寧ろ さう であったら 此の 美し さは 數倍 も、 


もっと/ \« 美しい もので は あるまい か。 (大正九年三月、 ^1|柿) 
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病室の 花 


發病 する 四 五日 前、 三越へ 行った 序に、 ベ コ 一一 ァの 小さい 鉢 を 一 つ 買って 來た。 書齋の 机の 上 

へま 曰 架と 並べて 置いて、 毎夜 電燈の 光で 眺めながら、 暇が あったら 此れ も 一 っ寫 生して おき 度い 

と 思って 居た が、 つ ひ 果たさす に 入院す る やうに なった。 

入院の 日に 妻が いろくの 道具と 一 緖に 此の 鉢 を 持って来た、 そして 寢臺 のす ぐ 横に ある 大理 

石 を 張った 藥瓶臺 Q 上に 載せた。 灰色の 壁と 純白な 窓掛 とで W まれた きりで、 色彩と いへば 唯 純 

ぃ紅殼 塗の 戸棚と、 寢臺の 頭部に 光る 眞鍮の 金具の 外に は 何もない、 陰戀に 冷い 病室が 急に 溫く 

賑 かにな つた。 寳 石で 作った やうな 眞 紅の 荅と 天 鵞弑の やうに つやの ある 綠の 葉と を、 ^ながら 

灰色の 壁に 投射して 見る と 全く 目 Q さめる やうに 美しかった。 

いつでも 33 ふ 事で は あるが、 如何に 精巧 を 極めた 造花で も、 此れ を 天然の 花に 比べて は、 到底 


333 


比較に ならぬ 程 粗雜な ものである。 いっか アメリカの 何處 かの 博物館で、 有名な 製作者の 透った 

とい ふ 砲 子の 花 を 見た が、 それ も 天然の 花に 比べて は 丸で 話に ならぬ 程つ まらない、 しかも 厭な 

感じの する も Q であった。 此の やうな 差 刖の根 原 は 一 體何處 にある だら う。 色彩 や 形態に 關 する 

あらゆる 抽象的な 概念 や 言葉 を 標準に して 比較 すれば 造花と 生花の 外形 上の 區別は 非常に 困難な 

不得要領な ものに なって しま ふ。 「一方 は 死んで 居る が 他方 は 生きて 居る」 とい ふ 人が あるか も 

知れない。 併し それ は 唯一 つの 疑問 を 他の 言葉で 置き 換 へたに 過ぎない。 實 際の 明白な 區別 は、 

矢張り 兩者 を顯微 鏡で 撿 杏して 見て 始めて 分る ので は あるまい か。 一 方 は 唯 不規則な 乾燥した そ 

して 簡單 な纖 維の 集合 か、 或は 不規則な 凹凸の ある 無 晶體の 塊で あるのに、 他方 は複雜 に、 しか 

も 規則正しい 細胞の 有機的な 圑體 である。 美しい ものと、 此れに 似た 美しくない ものとの 差別に 

は、 何時でも 此の やうな、 人間 普通の 感覺 の範圍 外に ある 微妙な 點が あるので は あるまい か。 人 

間で も 意識の 奥に 隠れた 自己と いった やうな ものが、 其の 人柄の 美し さ を 決定す る 要素で は ある 

まい か。 こんな 事を考 へながら ベ コ 二 ァの花 をし みぐ 見つめて 居る と、 薄弱な 自分の 肉眼の 力 

で すら、 花瓣 Q 細胞 Q 一  つ./.^ から 出る 生命の 輝き を 認める やうな 氣も する。 

入院の 翌 S A 君が 菜の 花 を 一 束 持って来て くれた。 適當な 花瓶がなかった からしば らく 金 斑へ 
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入れて 置いた」 きで あるせ ゐか、 あの 雲雀 Q 聲を思 はせ る やうな 强ぃ 香がなかった。 間 もな 

く 宅から 持って来た 花瓶に それ を さして、 室の 隅の 洗面 臺に のせた。 同じ 日に 甥の N が 西洋 種の 

蘭 0 鉢 を 持って来て くれた。 代 緒 色の 小鉢に 盛り上がった 水苔から、 靑竹篦 の やうな 厚い 幅の あ 

る 葉が 數葉、 對稱 的に 左右に 擴 がって、 其の 眞屮に 一輪の 花が 稍うな だれて 立って 居る。 大部分 

は唯綠 色で、 それに 濃い 紫 G 刷毛目 を 引いた 花冠 は、 普通の 意味で は餘り 美しい もので はない が、 

併し 其の 代りに 極めて 品 Q い \靜 かに 落着いた 美し さがあった。 此れ を、 花やかに 美しい、 例へ 

ば 御伽 噺の 王女の やうな ベ コ 一一 ァと 並べて 見た 時には、 丁度 重々 しく 沈 管な しかも 若く 美しい 公 

子で も 見る やうな 氣 がした。 花冠 Q 下半に 垂れた 袋 Q やうな 瓣の 上に かぶ さる やうに なった 一 片 

Q 瓣は、 何時か 上に 向き 直って 袋の 口 を 開 くだらう と 思って 居た が、 とうくい つ 迄 も 開かな か 

つた。 

其內に T 君 夫妻が 又 大きな ベ n  -ーァ Q 鉢 を 持って来て くれた C それ は 宅から 持って来た C に 比 

ベて 數 倍大き く 見事な も Q であった。 此の 花が 来て 見る と 今迄 あつたべ コ 一一 ァは 急に 見すぼらし 

い 見 る 影 もない も Q になって しまった。 宅の は 花の 色 ももう 實 際に いくらか 薄くな つた G だら う、 

此れに 較べ て 見る と 今度の は 全く 眼 Q さめる やうに 鮮 かであった。 古い 方の は窒 0 隅の 洗面 臺の 
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上に やって しまって、 此の 新しい ベ コ 一一 ァを 枕元に 飽かす 眺めた。 しかし 不思議な 事に は 蘭の 淋 

しい 花 は 此れに 比べ てもちつ とも 見劣りが しないの みか、 却って 今迄よりも 強く 此の 花の 特徵 を 

主張す るかと 思 はれた。 古い 小さい ベ コ 一一 ァは それでも 捨てる の は 惜しかった。 自分 は 時々 頭 を 

ねぢ 向けて 洗面 臺の 上に 眼 を やって、 花 も 葉 も 日々 に 色の 褪せて 行く 哀れな 鉢 を 見ないで は 居ら 

れ なかった。 淋しい 花瓶の 菜の 花 も 其の 度に 淡い あはれ Q 情趣 を 誘うた。 

今度 は I 君が サイ クラ メ ンと ボイ ン セ チア を 届けて くれた。 ボイ ン セチ了 は 此れ迄 花屋で 見 ^ 

けた 事 は あるが、 名 は それ迄 は 知らなかった。 貰った 鉢に 插 して ある 木 札で 始めて 知った。 藥瓶 

臺に 載せて 始めて よく 見る と、 葉 鶏頭に 似た 樹 冠の 燃える やうな 朱 赤色 は 實に强 い 色で ある、 ど 

うしても 執 一 帶を想 はせ る 色で ある。 花より は 寧ろ 鳥類の 飾 毛に でも ふさ はしい 色 だと 思 ふ。 頂に 

を 見る と 黄色が、 つた 小さい 花が 簇生して 居る が、 それ は 極めて 謙 逸な、 有る か 無き かの もので 

ある。 一 體 自然 はどうして いつもの 習慣に 背いて 此の 植物の 生殖器 を こんなに 見すぼらし くして- 

其の 代りに 呼吸 同化の 機關 たる 葉 を 此れ程 迄に 飾った の だら う。 植物 學者ゃ 進化論者に 聞いたら 

何 かの 學說は あるか も 知れない が、 それにしても 不思議な 心 持が しないで は 居られない。 自分 は 

此 Q やう な 植物 の 茂って 居る 執ー帶 の 樹林 を 想像 し て 居る 內に新 嘉坡に 遊ん だ 日 を 想 ひ 出した。 椰 
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子樹の 森の 中 を 縫 ふ紅殼 色の 大道に 馬車 を 走 しらせた 時の 名狀の 出来ない 心 持 だけ は 今でも あり 

あり 胸に 浮んで 來 るが、 細かい 記憶 は 夢の やうに 薄れて、 唯 綠と赭 の 地色の 上に 染め出された 更 

紗 模様の やうに 混雑して しまって 居る。 それでも 此の 寒く 冷い 寝床の 上で、 强烈な 日光と 生命の 

漲った 南國の 天地 を 想 ふの は此上 もない 慰藉であった。 

サイ クラ メンの 方 は 少し 生育が 充分でなかった。 花に も 何だか 生 氣が少 く、 葉 も 少し 縮れ 上つ 

て、 端の 方 はもう 鳶色に 朽ち か X つて 居た。 自分 は 此の 花に 就いて 妙な 聯想が ある。 それ は 伯林 

に 居た 頃の 事で ある。 ァカチ ー ン 街の 語學の 先生の 誕生日に、 何 か 花で も 贈物に し 度い と 思って _ 

ァ ボス テル • パ ウルス. キルへ の 前の けちな 花屋へ 寄って、 あれ かこれ かと 物色した 末に 買った 

のが 此の 花であった。 日本から 輸入され たらしい 桃色の 縮緬紙で 鉢 を 包んで 貰って、 すぐ その 近 

所の 先生の 宅へ 持って行った。 其の 時に 先生が 此れ は アルべ ン 董 とい ふ 花 だと 敎 へて くれた。 

そのせ ゐ だか 自分 に は サイ クラ メン とい ふ 名前 より 此の 名の 方が 何 となく 相應 はしい やうな 感じ 

がする。 あ Q 女 先生 は 其 後 どうした のか。 日本の 留舉 生ば かり を 弟子に して 生活して 居た のが、 

大戰 の爆發 と共に 留學生 は 皆 引き上げ るし、 同時に 日本人に 對 する 市民の 反感が 高まった 時に、 

何等かの いやな 經験 をした ので は あるまい か、 其 後の 生計 を どうして 立て \行 つたら うか。 此れ 
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は 何 かの 折に は 時々 思 ひ 出す 事であった。 先生 は 結婚 後 間もなく 夫の ドクトルに 死なれ、 退役 軍 

人の 父親と、 夫の 忘れ 形 身で、 當時 十四 位であった 娘の ヒルデ ガルトと 二人で 淋しく 暮 して 居た 一 

よく は 分らぬ が 父親と は餘り 仲が よくない らしかった。 或 日 吾々 御 弟子 仲間 一 一三 人で 此 Q ヒルデ 

ガルト を 連れて、 ルイ ゼン 座の 御伽 芝居 を 見に 行った 事が ある。 芝居 は 一雪 姬」 であった。 觀客 

の 大部分 は 無論 子供であった ので、 吾々 異國の 大供連 は 何だか 少し 極り が惡 いやう であった。 王 

妃に扮 した 女優 は 恐ろしく 肥った 女で あつたが、 美しい 聲で 「鏡よ 鏡よ」 を 歌った。 其れから 二 

三日 經 つて 聞いて 見る と、 丁度 其の 晩に 先生 は 激烈な 腹部の 痙攣 を 起して 大騷ぎ をした との 事で 

あった。 先生の 眼の 周 園に は 碧黑ぃ 環が 歷 然と 淺 つて 居た。 自分 は 何とい ふ 理由な しに、 此の 病 

氣を 起させた 責任が 自分 等に ある やうな 氣 がして 仕方がなかった 。兎に角 御伽 芝居へ 行った の は 

唯 あの 時 一 度 だけであった。 

五 歳になる 雪 子が 姉に つれられて 病院へ 見舞に 來た。 始めの 內は 大人しく して 看護婦の 顔ば か 

り 見て 默 つて 居た が、 段々 に 馴れて 來て、 おしま ひに はとうく 寢臺の 上 迄 上り 込んで 來た" そ 

して 枕元の 花 鉢 を观き 込んで、 葉陰に かくれた 木 札 を 見付け、 假名で 書いた 花の 名 を 一 つく 大 

きな 聲" で讀み 上げた、 其の 讀 方が を かしい ので 皆が 笑った。 近頃 片 假名 を覺ぇ たもの だから、 何 
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でも 片 假名 さ へ 見れば 讀んで 見なくて は 居られな いので ある。 其れから 後 は 來る度 毎に 寢臺に 坐 

り 込んで、 此の 花の 名を讀 まない 事はなかった。 自分 は 今更の やうに 「文字」 とい ふ もの、 不思 

議な 意味 を考 へさせられ、 又 人間の 知識の 未來 とい ふやうな 事に ついても 色々 の 事 を考へ させら 

れた。 

ボイ ンセ チアと は 一 體 どう 綴る のか 知りたい と 思って 居た。 偶然 丸 善から 取り寄せた 「近世 美 

術」 を 見たら、 其の 中に 口 ー ジャ ー . フライと いふ 人が 此の 花 を 主題に して 描いた 水 彩が あった 

ので それが 分った。 此の 緣に附 した 解說 にこん な 事が 書いて ある。 「此の 総 は 本當に 特徴の スク 

ディと 呼ばるべき ものである。 物 を 其 儘に 見て、 そして 偏兑 なしに 描かう とする 近代の 試み Q 好 

適例で ある 云々。」 壁に 布片ゃ 皺くちゃの 紙片 を だらしなく 貼りつ けたの を バックに して、 平凡 

な 牛 孰 罎にー 一本の ボイ ンセ チアが 無雜 作に 突き 插 して ある だけで ある。 全體の 感じ はなる 程 悪く 

ない が、 今 枕元に ある 正物と 比べて 見る と、 どうも なんだか 葉の 排列の 仕方が を かしい。 植物 擧 

者の 眼で 見れば これ は 確に 間違って 居る。 しかし 前の 解說を 書いた 美術 批評家 は 上の やうな 讚辭 

を呈 して 居る。 此の 批評家の いって 居る 事は隨 分い、 加減 Q やうに も 思 はれる が、 叉考へ 直して 

見る と 本當の やうに も 35 はれた。 
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看護婦 は 毎朝 此 等の 花 鉢 を 室外へ 持ち出して 水 を やって くれた。 其 度 毎に 廊下で 誰れ か^ 「マ 

ァ 綺麗な 花です こと」 と 仰山に ほめる 聲が閒 こえた。 ベ コ 一一 ァゃ 蘭の 勢の 妤 いのに 較べて、 ボイ 

ン セ チア は 次第に 弱る やうに 見えた。 眞 直に 長い 壁の ま はりに 規則正しい 間隔 をお いて 輪生した 

綠の 葉が 段々 に黄綠 色に 變 つて 來 るので あった。 水 を やり 過ぎる 爲 ではない かと 思 はれた から 看 

護婦 にも 妻に もさう 注意した。 併し 積極的に 指圖 をす る だけの 知識 はない から 其 儘に 任せて おい 

た。 其 內に葉 は 次第^つ やが 無くなり、 黃 味が 勝って 来て、 とうく 下の 方の 葉が 一 つ 二つ 落ち 

始めた。 錢 つた 葉 もほんの 一 寸 指先で さはる だけで 脆く 落ちる 0 であった。 何 かしら 强ぃ 活力で 

幹から 吹き出して 居る やうに 見えた 威勢の よかった 葉が 極めて 僅かな 壓カ にも 堪 へす、 譯も なく 

落ちる のが 不思議な やうに も 思 はれた。 此の やうに して 根元に 近い 方から 順序 正しく 段々 に脫落 

して 行く のであった。 

S 君が 又べ コ 二 ァを屆 けて くれた。 大 さは 前に T 君から 貰った のと 同じ 位であった。 しかし 前 

のに 比べ て 花の 色 も 葉 Q 色 も 一 體に 薄くて 何となく 淋しかった。 其の 代り 乂何 となく あっさりし 

た 野， の 花の やうな 趣 はあった。 同じ 種類の 花で ありながら 培養の 方法 や 周圍の 狀況の 相違で 此れ 

程に もちが つた ものが 出来る かと 思った。 土の 性質、 肥料 や 水の 供給、 それから 光線 ゃ溫 度の 關 

0 
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係で 同じ 種から 貴族と 平民が 生れる のであった。 花の 責 族と 平民と は 物 を 言 はない から 爭鬪 はな 

い。 こんな 事を考 へたり した。 

次に は 0 君から 淺ぃ 大きな 鉢に 色々 の 草花 を 寄せ 植に したの を 届けて くれた。 中心に なって 居 

るの は 矢張りべ コ 一一 ァで、 其 周圍に は綠色 Q 紗の片 々と 思 ふやうな アスパラガスの 葉が 四方に 擴 

がり、 其 下から 燃える やうな ゼラ ニゥ ムが覼 き、 低い 處には アル ヘイ 糖の やうに 蟹 シャボ の 花が 

幾つか 鉢の 緣に 垂れ 下って 居た。 一 つくの 花 は 綺麗で あるが 此の やうに 人工的に 寄せ集めた 處 

に 何となく 物足りない 不自然 さがあった。 しかし 鬼 も 角も賑 かに 花やかな ものであった。 眠られ 

ぬ 夜中 の數 時間 は 此の 花の 爲に もどれ 程 か 短 かくされた。 眠られぬ ま X に 色々 な 事を考 へ た 中に 

も、 N 先生が 病氣 重態と いふ 報知 を 受けて 見舞に 行った 時の 事 を 想 ひ 出した。 あの 時に 江戶 川の 

大曲 りの 花屋へ 寄って 求めた のが 矢張りべ コ ニァ であった。 紙で 包んだ 花 鉢 を 大事に ぶら下げて 

車に も 乘らす 早 稻田迄 持って行った。 あの 頃から もう 大分 悪くな つて 居た 自分の 胃 は 其 日 は 特に 

固く 突 張る やうで 苦しかった。 後から 考へ て 見る と あの 時分から 自分の 胃 はもう 少 しづ \ 出血 を 

始めて 居た ので ある。 さう とも 知らす 僅かの 車賃 を儉 約す る 積り で 我慢して 歩いて 行った。 重態 

の 先生に は 面會は 許されなかった。 しかし 持って行った 花 は 夫人が 病床へ 運んで くれた。 夫人 は 
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やがて 病室から 出て 来て 「綺麗 だな と 云って 居ました よ」 と 云った。 考 へて 見る と 此れが 先生 か 

ら 間接に でも 受けた 最後の 言葉であった。 今 自分 は 先生の 生命 を 奪 ひ 去った 病と 同じ 病で 入院し 

て 居る。 幸に 今度ば 大して 危險 もなくて 濟 みさう である。 同じ 季節に 同じ 病氣 をして 同じべ コ 一一 

ァ の 花 を 枕元に 見る とい ふの は 偶然の 事と い へば 偶然で あるが、 よく 考 へて 見たら 其 處に何 か Q 

必然の 因果が ある Q ではない かとい ふ氣 がした。 普通に 偶然の 暗合と 見られる 事で も、 實 はさう 

でない 場合が 可也 廛、 、ある。 先生と 弟子との 間に 或る 共通な 點が あらば、 其れ は單に 精神的 Q も 

Q でも 此れが 肉體の 上に 多少の 影響を及ぼ さない と は 云 はれない。 或は 逆に 肉體に 共通な 點のぁ 

るの が 原因で それが 精神に 影響して 二人 Q 刖々 な 人間の 間に 師 第の 關係を 生じる 一 つの W 緣 にな 

らな いと は 限らぬ。 若し さう だと すれば 先生と 弟子と が 同じ 病氣に 罹る 確率 は、 全く 緣 のない 

一 一人が さうな るより 大きい かも 知れない。 病氣が 同じなら ば 同じ 時候に 餘 計に 悪くなる の は 寧ろ 

有り さうな 事で ある。 こんな 事を考 へたり した。 そして 其 時には 此れが 大變に 確實な 理論で ビも 

ある やうな 氣 がした Q であった。 

退院す る 頃に は 蘭 Q 花 もす つかり 枯れて 葉ば かりにな つた。 ボイ ンセ チア も 頂上の 赤い 葉 だけ 

が 鳥 毛の やうに なって 淺 つて 居た。 サイ クラ メ ンも 大方 萎びて しまった。 併しべ コ 二 ァ だけ は 三 
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つと も 色 は 褪せながら も 未だ #u ヒ续 つて 居た。 それで 兎も角も みんな 退院の 荷車に 載せて 持ち 歸 

るつ もりで 居た が、 生憎 其 日 雨が 降り出した、 そして 荷車に は 雨 覆 ひがない とい ふ Q で 人力車で 

荷物 を搬ぶ 事に なった。 其れが 爲に花 鉢 は皆殘 して 行く 事に した。 看護婦に、 迷惑 だら うが どう 

にか 始末 をして 貰 ひ 度い と賴ん だら 「頂きます」 と 答へ て 二 コ/ \ して 居た ので 安心した。 唯 0 

君から 貰った 寄せ 植の鉢 だけ はま だ 花の 色も鮮 かで あるから 惜しい と 云って、 妻が 膝の 上に のせ 

て 持ち 歸 つた。 しばらく は それ を應接 間へ 出して あつたが、 後に は緣 側の 外の 盆栽 臺に 置かれた 

儘で、 毎夜の 霜に 曙され て 居た。 ベ コ ユア はすつ かり 枯れて 堂 だけが 折れた 杉箸の やうに なり、 

蟹シ ャ ボ の 花 も 葉もう だった やうに ベ ト. （-に 白くな つて 鉢に へ ばり 付いて 居る。 アスパラガス 

• の紗の やうな 葉 だけ はま だ 一 部分 濃い 綠を 保って 立って 居る。 

三 週間 餘り 入院して 居る 間に 自分の 周圍 にも 內部 にも 色々 の 出来事が 起った。 色々 の 書物 を讀 

んで 色々 の 事も考 へた。 色々 の 人が 來て 色々 の 光 や 影 を 自分の 心の奥に 投げ入れた。 しかし それ 

に 就いては 刖に 何事 も 書き 续 して 置くまい と 思 ふ。 今 かう して 唯病窒 を賑 はして くれた 花の 事 だ 

け を 書いて 見る と 入院 中の 自分の 生活の あらゆる ものが 此れで 盡 された やうな 氣 がする。 人が 見 

たら 何でもない 此の 貧しい 記錄も 自分に 取って は あら ゆ る 忘れ 難 い 貴重な 經験 の 總 目次 になる や 
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うに 思 はれる。 (大正 九 年 五月、 ァ ララ ギ) 
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電車と 風呂 


電車の 中で 試に 同乘の 人々 の 顔 を 注意して 見渡して みると、 餘り 感じの 好い 愉快な 顏 はめった 

に 見當ら ない、 顏 色の 惡ぃ事 や、 眼 鼻の 形狀 配置と いった やうな もの は 別と しても、 顏全體 とし 

ての 表情が 十中八九 迄 鬼 も 角 も 不愉快な ものである。 晴れく と 春めいた 氣 持の 好い 表情 は、 少 

くも 大人の 中にはめ つたに 見付からない。 大抵 祌經 過敏な 緊張 か、 左 もな くば 過度の 疲勞 から 來 

る 不感が 人々 の 眼と 眉の 間 や 口 Q 周 圍に殘 忍に 刻まれて 居る。 適に は 面白さう に 笑って居る 人が 

あっても その 笑 は 多くの場合に は 笑 はない よりも 一 廢 氣 持の 悪い 笑で ある。 此 等の 澤 山の 不愉快 

な顏が 醜す 一種の 雰圍氣 は 強い 傳染性 を 持って 居て、 外から 乘り 込んで 来る 人の 心に、 すぐさま 

暗い 影 を 投げない では 置かない、 そして 多くの 人の 腹の 蟲の 居所 を へさせようと-十 る 傾向が あ 

る 0 
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自分が 此ぅ いふ 感じ を 始めて はっきり 自覺 したの は外國 から 歸 つた 當 座の 事であった。 一 一年 振 

りで 横濱 へ 上陸して、 埠頭から 停車場 へ 向 ふ 途中で 寛闊な 日本 服 を 着て 素足で 歩いて 居る 人 々 を 

見た 時には、 永い 間 カラ I や 力 フ スで 責めつ けられて 居た 旅の 緊張が 急に 解ける やうな 氣 がした 

-が、 此 Q 心 持 は 間もなく 裏切られて しま はねば ならなかった。 其 夜 東京の 宿屋で 寢 たら 敷 蒲團が 

妙に 硬くて、 まるで 張り 板の 上に でも 寢 かされる やうな 氣 がした。 便所へ 行く とそれ が： 1^: しく 不 

潔で 顏 中の 神 經を 刺戟され た。 翌朝 久し 板り で 足駄 を 買って 履いて 見る と、 此れが 乂妙 にぎ ごち 

ない ものであった。 そして 春 田の やうな 泥濘 0 町 を 骨 を 折って 歩かなければ ならなかった。 其內 

に 天氣が 好くなる と 今度 は强ぃ 南のから 風が 吹いて、 呼吸 もつ まり さうな 黄塵の 中 を： 冰ぐ やうに 

して 驅けま はらねば ならなかった C そして 帽子 を さら はれない 爲 に間斷 なき 注意 を餘 儀な くさせ 

られ た。 電車に 乘 ると 大抵 滿員 11 それが 日本 特有の 滿 員で、 意地 惡く 押され もまれて、 其 上に 

足 を 踏みつけられ、 おまけに 踏んだ 人から 「間 拔め氣 を 付けろ い」 など、 罵られて 默 つて 居な け 

れ ばなら なかった。 此 Q やうな —— 當り 前なら ば 多分 何でもな いと 思 はれるべき 事が、 しばらく 

忘れて 居た だけに 非常に 强く當 時の 自分の 頭に 印象され た。 その 時分から 妙に 電車の 乘 客の 顔が 

不愉快に 陰 澄に 或は 險惡に 見え 出した 0 である。 そして 色々 な 事 を 者へ て 見た C 餘り確 實な事 は 
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云 はれない が、 西洋の 電車で はこん な 心 持 Q した 事はなかった やうに 思 ふ。 勿論 疲れた 眠い 顏ゃ、 

中には 隨分 緊張した 顏も あるに はあった らうが、 別に それが 爲に今 0 やうに 不愉快な 心 持 はしな 

かった。 人種の 差から 免れ 難い 顏の 道具の 形 や 居す まひ だけが 此の やうな 差別の 原因で あらう か、 

何 かもつと ちがった 處に 主要な 原因が ある Q では あるまい かと 考へ て 見た。 

先づ 堅 い 高 足駄 を は いて 泥 田 Q 中 を こ ね 歩か なけ れ ば ならな い 事、 それから 空風と 戰ひ 砂塵 に 

惱 まされなければ ならない 事、 この やうな 天然の 道具 立に かて、 加へ て、 文明の 產み 出した 此 Q 

滿員 電車 に 割り込んで 踏まれ 押され 罵られなければ ならない 事、 唯此 Q 三つ Q 條件 だけ でも 自分 

の やうな 弱い者に は 可也に 多く 神經の 不愉快な 緊張 を 感じさせる。 此れが 毎日 日課の やうに 繰 返 

される 間に は、 自分の 顔の 皺 Q 一  つや 二つ は增 すに 相違ない。 

近頃 アメリカの 學 者の 書いた もの を 讀んで 居たら、 其の 中に、 r 英國 人に 比べ て 見る と 米國人 Q 

顔な り擧 動な り は餘り 緊張し 過ぎて 居る。 此れ は 心に 餘裕 のない 事 を 示す。 其の 原因 は氣 候の 險 

惡 など- - いふ 爲 ではなくて、 人と 人との 間に 養成され た 習慣が 第二の 天性に 變 化した G である。 

此れ を 治療す るに は 矢張り 餘裕の ある 人 を 模倣す る 事に よって 習性 を 改める 外 はない」 と 論じて 

居る。 此れ を 讀んで 成程と 感心した。 


347 


併し まだ どうも 此の 說には 充分に 腑に 落ちない 處が ある。 もし 東京に あの 風が 吹かなかったら、 

もし 東京の 街の 泥と 塵がなかったら、 そして 電車の 數を增 すか、 或は いっその 事に 全部 無くして 

しまったら、 それだけ でも 東京 市民の 顔 は 幾分 か柔 かく 快い ものに なり はしまい かと 思 はれる。 

かう 考 へる 理由が 一 つ ある。 

東京 市民の 顏の 緊張が や、 弛んで 見える 場所が ある、 それ は 外で もない 風呂屋で ある。 日本に 

特有な 此 Q 有難い 公共 設備の 入口 Q 暖簾 を 潜って 中へ はいると、 先 づ番臺 からか けられる 聲 から 

が 旣に餘 程 ゆるやかな ものである。 そし て柔 かく 溫か に 濕 つ た湯氣 の 中に 動いて 居る 人の 顏に も、 

鏡の 前に 裸で 立ちはだかって 頰を 膨らして 見たり 腹 を 撫で \ 見たり して 居る 人の 顏 にも、 湯槽の 

水面に 浮んで 居る デモ クラ チックな 顏 にも、 美醜 老若の 別な く、 一様に 淡く 寛舒の 表情が 浮ん 

で 居る。 

此 Q 有難い 設備と 習慣と がなかったら 東京 市民の 顔 は 今頃 どんな ものに 變 化して 居る だら う。 

錢 湯の 湯船の 中で 見る 顔に は帝國 主義 もなければ 社會 主義 もない。 

若し 東京 市民が 申し 合せ をして 私宅の 風呂 を 悉く 撒廢 し、 大臣で も 職工で も 皆 同じ 大 浴場の 湯 

氣に うだる やうに したら、 存外 六ケ しい 世 Q 中の 色々 Q 大 問題が ヤスく 解浓 される 端緒に もな 
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り はしまい か。 此んな 事を考 へて 見た こと も ある。 

風呂場が 人間に 與へ る 微妙な 影響の 中で 面白い 0 は、 多くの 人が 歌を唱 ひたくなる 事で ある。 

英國の 有名な 物理 學 者が 近頃 倫敦の n 1 ャル インス チチュ ー ショ ンで やった 講演 Q 中で 「人 は 何 

故 浴場で 歌 ひたくな るか」 とい ふ 問題 を 提出したら 聽衆は 犬に 笑った さう である。 して 見る と 浴 

場で 歌 ふとい ふ 傾向 は江戶 ツ子に 限らない と 見える。 此の 學者 の說 によると、 第一 に 水の 流出す 

る 音が 人の 聲を誘 ふ、 第二に は 浴場の 壁 は 普通の 家 0 やうに 音波 を擾亂 する ものがない 爲 によく 

反響して 聲 が充實 して 聞え る爲 だとい ふ。 しかし 此の 說が 日本の 浴場に も 通用す るか どうか 少し 

疑 はしい。 自分の 考 では 温浴の 爲に 血行が よくな り、 肉體從 つて 精神の 緊張が 弛んで 聲帶の 振動 

も 自由になる のが 主な 原因で あるまい かと 思 ふ。 緊張した 時には 咳拂ひ をし なければ 聲が 出に く 

いのは 誰れ も 知る 通りで ある。 いっか 伯林で 見た 歌劇で 幕が あくと タン ホイ ゼ ル が 女神 Q 膝 を 枕 

にして 寢て 居る、 そして Zu  vicll  zu  viel! と 歌 ひながら 起 上る 時に 咽喉が つかへ て 妙な 聲 にな 

りさうな Q で 咳 拂ひを 一 つして 始末 をつ けたの を 記憶して 居る。 專門 家で さへ さう である。 自分 

の經 験で も 風呂から 出た すぐ 後で 唱歌 を やる と、 自分の 聲 かと 思 ふやう に樂に 大きな 聲が 出る。 

そして 平生は 出ない f の 音が 骨 を 折らす に 自由に 出る。 
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電車の 走る 音の 中^も 種々 な樂 音が 含まれて 居る 事 は 少し 注意して 見れば 分る。 モ ー タ ー の 早 

い 規律 正しい 廻轉 から 起る 音の 中には 可也 純 粹な樂 音が いくつか ある。 しかし 電車の 中で 歌 ひた 

くなる 人は餘 りな ささう である。 假令 取締 規則が 此れ を 許しても、 又 二三の 變り 者が 實例を 示し 

て 鼓吹した にしても 餘り 流行 はし さう もない、 しても あの 緊張した 空氣 0 中で 好い 聲が樂 に 出よ 

うと は 思 はれない。 

電車の ゴゥ- (-と 鳴る 昔の H ネル ギ ー の 源 を 段々 に 捜して 行く と 思 ひ 掛けない 甲 州の 淋しい 山 

屮の 谷川に 到着す る。 氣持 のい、 谷川の 瀨の 音と 電車の 昔と は 實は從 兄弟で ある。 それから 電車 

のボ ー ルの 尖端 か ら 出る 氣味 の 悪 い 火花 も、 日本 アルプス を 照す 崇嚴 な稻妻 の 曾孫 位 の ものに 過 

ぎない。 併し 同じ 源から 出た H ネル ギ ー はせ ち 辛い 東京 市民に 驅 使され る 時に 苦しい 唸き 聲を出 

し、 いらだ、 しい 火花 を 出しながら 驅 使者の 頭上に 黑ぃ祝 を 投げて 居る。 

科學 の 示す 可能の 範圍は 多くの 人の 豫想 意外に 廣 いもので ある。 それに も 拘らす 現代 の 應用科 

擧の產 み 出した 文化 は 天地 間の エネ ルギ ー を驅 使して 多くの 唸り 聲ゃ 吼聲を 製造す るに 忙 がしい。 

此の H ネル ギ， 'の 小 部分 を 割 い て 電車の 乘 客の 顏を柔 らげる 目的に 使用す る 事 は 出来な いもの だ 

らう か。 科學が キヤ ピタ リズ ムゃミ リク リズ ムゃ 乃至 ボル シ H ヴィズ ムの 居候に なって 居る 內は、 
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まあ 當分 見込が なさ さう に 思 はれる。 

滿員 電車に ぶら 下って 居る 人々 の 傍 を 自動車で 通る 人が あるから 世の中に 社會 主義な ど、 いふ 

ものが 出來 ると いふ 人が ある。 ー應尤 らしく 聞え る。 何とかい ふ 芝居で 鑄 掛屋の 松と いふ 男が、 

兩國 橋の 上から 河 上 を 流れる 被 歌の 聲を 聞いて 飜、 然 大悟し 其 場から 盗賊に 轉 業した とい ふ 話が あ 

る 位 だから、 昔から 似よ つた 考 はあった に 相違ない。 しかし 义昔 は隨分 人の 榮華を 見て 奮發心 を 

起して 勉強した 人 も澤山 あって、 さう いふ 事の 方が 多く 讚美 さ れ獎勵 さ れて 居た やうで も ある。 

南 向いて 居る 豚の 尻 を 鞭で た、 けば 南へ 驅け 出し、 北 向いて 居る 野猪 を ひつば たけば 北 へ， M い 

て 突進す る。 同じ 鑄 掛屋が もしも 一風呂. 浴びて 此處を 通り か、 つたの だったら、 同 t 絲 歌の 音 は 

却って 彼の 唱歌 を 誘 ひ 出した かも 知れない。 かう 考へ ると 日本の 或る 種の 過激 思想の 發 生に は 滿 

員 電車 も少 からす 責任が ある やうな 氣 がする。 不幸に して 多くの 文明の 利器 は 時々 南 向いた 豚 さ 

へ も 北へ 向かせる やうに 出來て 居る のが 多い。 況んゃ 北へ 向いて 居る の を驅け 出させる やうな 刺 

戟は 到る 處 にころ がって 居る。 此の 刺戟 を 柔らげ るに は、 どうも 風呂が 一番 有效 なやう に 思 はれ 

る 0 

こんな 話 を 友人の A 君に 話したら、 A 君の いふのに、 昔羅 馬を滅 したの は 風呂場で ある、 餘り 
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風呂場 を 鼓吹す るの ぼ危險 ではない かと。 しかし 叉考へ て 見る と昔羅 馬に は滿員 電車と いふ もの 

のなかった 事 も 確で ある。 

獨 逸に 居た 時 は、 どうい ふ もの かいつ も 心 持が 緊張し 過ぎて 困った。 交際した 學生 でも 下宿の 

婆さんでも 皆 それぐ に 緊張して 居た。 他の 國を 旅行して 歸 りに 獨 逸の 圃境を 超える と 同時に、 

此の 緊張が いつも 著しく 眼に ついた、 凡ての ものが カイゼル 0 髭の やうに 緊張して 居た。 英國へ 

渡る となんだ か 急に 吞氣 になった、 巡査 を 見ても 牛^屋 を 見ても 誰れ を 見ても 一 様に 呑 氣な顔 を 

して 居た。 餘り 緊張が 弛んだ 爲に 眠くな つて 困， つた。 米國へ 渡っても 矢張り 人 0 顔が 間延びが し 

て 呑氣に 見えた。 前に 引合に 出した 米 國の學 者が 緊張し 過ぎて 居る といつ てるのが 自分に はよ く 

分らない。 此れ は 多分 自分が さう いふ 社 會に顏 を 出さなかった 爲 かも 知れない。 東京へ 歸 ると 英 

國人 Q やうに 呑 氣な顔 も 少ない が獨逸 式に 緊張した 顔 も 少ない。 何と 云って 形 (谷したら い、 か 分 

らな いが、 鬼に 角滿員 電車の 上り口に つかまって ぶら 下って 居る やうな 一 種の 緊張が 到る 處に見 

出された。 例へば 飛行機に 乘 つて 此れから 蒼 { 仝へ 飛び出さ うとい ふやうな 種類の 緊張 は餘り 見つ 

からなかった。 

日本で も 田舍へ 行けば、 東京と ちがった 顔が 見られる かも 知れない。 此れから 旅行す る 機 きが 
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あったら 其 積り で 注意 t て 見たい と 思って 居る。 尤も 田舍に は滿員 電車の ない 代りに 完全な 風呂 

がない。 どうかす ると 風呂場が 肥溜と 一 つに なって 居る。 併し W 舍には 又 人工的の 風呂の 代りに 

美しい 自然に 圍 まれた 日光浴 場が ある。 如何に 鐵 道が 擴 がっても 製絲 工場が 增 しても、 未だ/ \ 

そこらの 山陰 や 出口に は 此んな 浴場 はいくら も殘っ て罟る だら う。 

此んな 取り止め も 付かぬ事 を 色々 な 人に 話して 見た。 

二三の 先輩 は 怒った やうな 顏 をし、 或は 苦笑して 何とも 云はなかった。 B 君は默 つて 聞いて し 

まつてから 物價 騰貴と 月給の 話 をした。 C 君 は 日露 戰爭 と歐洲 大戰を 引合に 出して 緊張と 寬舒の 

害 を 論じた。 D 君 は 現在 敎育 制度の 缺陷を 論じて、 日本人 は小擧 から 大學迄 唯滿員 電車に ぶら 

下る 術を敎 はるば かりだと 云った。 E 君 は、 國 民の 哲學的 宗教 的 背景が 缺 けて 居る 事 を 痛論した。 

X 君と Z 君 だけ は 自分の 大 浴場 說に贊 成した" しかし 浴場に 附屬 した 禮拜 堂と 圖書 館と 畫廊と 

音樂 堂と 運動場の 建築が 必要で あると 云って、 それで 三人で 此 Q 假想的 浴場の ブラ ンを畫 いて 見 

たりした。 併し 其の 費用の 出處 について は 誰に も 何の 目 あても ない ので、 おしま ひに はとうく 

三人で 笑 ひ 出して しまった。 (大正 九 年 五月、 新 小說) 
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子供の 時分から 「丸 善」 とい ふ 名前 は 一 種 特別な 餘韻を もって 自分の 耳に 響いた ものである。 

田 舍の小 都會の 小さな 書店に は氣の 利いた 洋書な ど は 同より なかった、 何 か 少し 特別な 書物で も 

欲しい と 云 ふ と 番頭 は 早速 丸 善 へ 注文し て やります と 云った。 中學 時代 の 自分 の 頭に は 實際丸 善 

とい ふ ものに 對 する 一 種 Q 憧憬の やうな ものが 潜んで 居た ので ある。 注文して から 書物が 到 若す 

る 迄の 數 日間 は 何事よりも 重大な 期待と 何とも 知らぬ 一 種の 不安の 戰 であった。 そして 其れが 到 

着した 時に 感じた あ Q 鋭い 歡 喜の 情 は 最早 一 一度と 味 ふ 事の 出来ない 少年 時代の 想 ひ 出で ある。 

東京へ 出る やうに なつてから は 時々 此の 丸 善の 二階に 上って 棚の 查曰 物 を 隅から 隅へ と 見て 行く 

のが 樂 しみの 一 つであった。 欲しい 本は澤 山あって も 財布の 中 はいつ も 乏しかった。 併し 唯 書棚 

の 中に 並んで 居る 書物の 名 を 砲子戶 越しで 眺める だけで も 自分に は 決して 無意味ではなかった、 


越 三と 善 丸 


唯 それだけで 一 種 Q 與奮を 感じ 刺戟と 鞭撻 を感 する Q であった。 神社 や 寺院の 前に 立つ 時に 何 か 

しら 名狀の 出来ない 或 物が 不信心な 自分 Q 胸に 流れ込む と 同じ やうに、 此 等の 書物の 中から 流れ 

出る 一 種の 空氣の やうな もの は 知らぬ 間に 自分の 頭に 滲み込んで、 丁度 實 際に 讀 書す る 事に よつ 

て 得られる 感じ Q 中から 具體 的な 凡ての もの を 除去した ときに 殘 るべき 或る 物 を 感じさせる ので 

あった。 今でも 覺 えて 居る が あの 頃 此處の 書棚 0 前に 立って 物色して 居る 時には 自分 Q 眼が 妙に 

上 釣りに なって 顏全體 が 緊張す るの を 明に 自覺 した。 そ 1M!>* 棚 Q 砲 子 戸に 朧氣に 映る 自分 G 顔 を 

ひそかに 注意して 見た 事 も ある。 それから 又 或る時 自分に して は 比較的 高 價な本 を 買った 時に 應 

接した 店員の 顏 が何處 かに ちらと 閃いた と 思 はれた 冷笑の 影が 自分に 不思議な 興奮 を與 へた 事 も 

想 ひ 出される。 あの 頃に は 書物の 値段 は 正札で なく 一種の 符徵で 記して あった。 尤も 其の 符徵は 

大抵 誰れ でも 知って 居た Q で、 祕密 0 暗號 でも 何でもなく 唯數字 Q 代りに 片 假名 を 使った とい ふ 

だけ 〇も0 であった。 例へば アン カナと いふの は 一圓 二十 五錢の 事で あつたが、 此れが 自分 Q 頭 

によく 殘 つて 居る。 伊太利の 地名の やう だと 思った 事が あるから 其のせ ゐ だか、 或は 此の 符號の 

ついた 本 を 比較的に 多く 買った 爲 だか、 鬼に 角 此の ァ ン カナの 四 字が 丸 善 其 物の 象徵 Q やうに 自 

分の 腦隨の 隅 Q 方に 刻み付けられて 居る。 
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昔の 丸 善の 舊式 なお 店 風の 建物が 改築され て 今の 堂々 たる 赤 煉瓦に 變 つたの は 何時頃であった 

か 思 ひ 出せない。 多分 自分が 二 年ば かり 東京に 居なかった 間の 事で あらう と 思 ふ。 元の 薄暗い 窮 

屈な 窒に 較べて、 天井の 高い 窓の 多い 今の 二階の 窒は 比較に ならない 程 明るく 氣持 がい \c 併し 

自分に はどうい ふ もの か 昔の 陰氣な 方が、 少 くも 自分の 頭に 巢 くって 居る 「丸 善」 とい ふ觀 念に 

ほ相應 はしい。 今の 室は餘 りに 明るく 餘 りに 樂 に廣々 として 居る 爲 其 處に 陳列され た 書物が 普 

通の デバ ー トメ ント ストアの 商品の やうな 感じが しないで もない。 此れに 反して 以前の 窮屈な 窒 

へ はいった 時には、 何となく 學 者の 私有 文庫 を 見せて 貰 ふやうな 氣 がした。 此れ は、 或る 友人が 

評した やうに、 つまり 自分 Q 頭が 舊 式であって、 書物と 其 內容を 普通の 商品と 同様に 見做し 得る 

程に 現代化し 得ない 爲 かも 知れない。  . , 

色々 の 理由から 所謂 散歩と いふ 事に 舆味を 持たない 自分の 日曜日 C 生活 は 殆んど 型に はまった 

やうに 單 調な ものである。 晝飯 をす ませて 少し 休息す ると、 僅ば かりの 紙幣 を 財布に 入れて 出掛 

ける。 三 田 行の 電車 を 大手 町で 乘り換 へたり、 或は 其處 から 歩いたり して 日本 橋の 四つ角 迄 行く- 

.R 木 屋に繪 の 展覽會 でも あると 這 入って 見る 事 も あるが、 大概 はすぐ に 丸 善へ 行く。 刖 にどう 云 

ふ 本 を 買 ふ あてが ある 譯 ではない が、 唯 何 かしら 久し振りで 仲の い 、友達 を 尋ねて 行く 時の やう 
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な 漠然とした 期待 を懷 いて 正面の 扉 を 押し あける。 

正面 を はいった 右側に 西洋 小間物 を賣る E 劃が あ る が 自分 は つ ひぞ此 處を覼 いて 見た 事がない- 

どうい ふ もの か 自分 は此處 だけ、 他所の 商人が 店借りして 入り込んで 居る 氣 がする。 どうして 此 

の 洋品 部が 丸 善に 寄生 或は 共生して 居る かとい ふ 疑問 を 出した 時に P 君 はこん な 事 を 云 つ た。 

「書物 は 精神の 外套で あり、 ネクタイ であり ブラシで あり 齒 磨きで はない か、 或 人に は 猿股で あ 

り ステッキ ではない か c」 かう 云 はれて 見れば さう であるが、 自分 は 唯 何となく 此處を 覼く氣 に 

ならないで 何時でも すぐに 正面 Q 階段 を 登って 行く、 そして 一 一階の 床に 兩足 をお ろす と 同時に 輕 

い 呼吸 切れと 舆奮を 感じる Q である。 

階段 を 上って 右側に 帳場が ある。 或 人 は 此れ を宫衙 Q 門衛の やう だと 云った が、 自分 もど ちら 

かと 云へば 多少 そんな 氣 がしない でもない。 此れ は 建築 者の 設計の 中に 神經 過敏な 顧客 Q 心理と 

いふ 因子 を 勘定に 入れなかった 爲 であらう。 

自分 は 何時でも 此の 帳場の 前 を 通って 先づ獨 逸書の 在る 處へ 行く。、 此處は 一 寸ー つの 獨 立な 區 

劃に なって 居る、 戰爭 前に は 哲學、 美術、 科學 とそれ，？ Q 部門に 亙って 系統的に 分類して 陳列 

されて 居た のが、 此頃 ではもう 目 欲しい やうな 物 は 大槪賣 り 切れて しまって、 色々 な 部門の もの 
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が雜 然と 入り 亂れて 居る。 獨逸 自身の 缺乏 と混亂 とが こんな 處迄も 波及して 居る かとい ふ氣 がす 

る。 實際 鶏卵 や 牛乳 や 靴 Q 缺乏は 聞く も氣の 毒な 狀態 であるら しいが、 唯 驚く の は 彼の 國の 科舉 

者、 特にべ ンと 紙の 外に は 物質的 材料 を 要しない 種類の 科學 者が 依然として 極めて 重要な 研究の 

：^^ を 着々 發 表して 居る 事で ある。 

獨 逸書の 棚の 前で 數分を 費した 後に 佛蘭西 0*1 物の 處へ 出た 時 は 丁度 伯林から 夜汽車で 巴 里 へ 

着いた とい ふやうな 心 持が する。 此れ は 恐らく 唯 簡單に 自分 だけの 或る 經驗 から 生じる 聯想の 爲 

ばかりで は あるまい。 獨 逸書の 裝幀 なり 印刷な りに は獨 逸人の あらゆる 歷史と 切り離す 事の 出來 

ない ものが あると 同様に 佛蘭 西の 本に はどうしても パリジ ァ ン と パリジ H ンヌ Q 句 ひが 浮動して 

居る。 假令 一字 も讀 めない 人に 見せても 此の 著しい 區刖は 感じられない では 居られまい。 自分 は 

獨 逸で 出版され た佛 文の 本 を もって 居る。 可也 佛蘭西 臭く こしら へて あるが、 併し どう 見ても そ 

れは 矢張り 獨 逸の 本で ある。 表紙に 畫 かれた 人物に も クラ ナツ 〈や ヂュ ラ I の 影法師が 見える。 

何時だった か 此の 佛 書の 處で i 西の 飛行 將 校が 小 說か何 か を ひやかして 居る の を 見かけた 事 

が ある。 其 時 唯 何とな しに 好い 氣持 がした。 此の 將 校の 顔から 髮 から 髯 からべ ー ジを橾 る 手付き 

から、 大きく 肥った 指先まで が、 其の 書物と 自然に 調和して 全體 がー つの 纏まった 綺 になって 居 
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た。 今の 日本の 書物 は何處 となく 英吉 和. や 亞米利 加 臭いと ころが ある、 そして 昔の 經書ゃ 黄表紙 

がち よん 髭 や 梓に 調和して 居る やうに 今の 日本人に は 矢張り 此れが ふさ はしい やうな 氣 がする。 

佛蘭西 0 文學 美術書が 科擧 書と 一 緒に 露店 式に 並べ て ある 處が ある、 シ. ャ、. ヮ ンヌゃ 口 ダ ン が微 

分 積分と 雜 居して 其れに 隨分 塵が 積って 居る 事 も ある。 それ はい、 が 其 隣り にガラ ス の蔽蓋 をし 

て 西洋 向き の 日本 書 を 並 ベた のが ある。 あれ を 見 る と 自分 はいつ でも 獨逸 で 模造 し た 九 谷 燒を思 

ひ 出す。 

自分の 專 門に 關 係した 科學の 書籍 を 漁って 歩く 時の 心 持 は 一 種 特^な ものである。 眞 面目で あ 

ると 同時に at  heme といった やうな 心 持で あるが、 しかし 其 處には 自分の 頭に ある 「日曜日の 

丸 善」 とい ふ ものが 生す る 幻影はなくて 寧ろ 常住な 職業的の 與 味が あるば かりで ある。 

英米の 新刊書 を 並べた 露店 式の 臺が 二つ 並んで 居る。 此 處を覼 いて 見る と 政治、 經濟、 社會其 

他 あらゆる 方面に 瓦 一って 重大な 問題 を 取り扱つ たらしい ま E 物が 並んで 居る。 ロイド ジョ ー ヂ とか 

ウィル ゾ ン とかい ふ 名前が 眼に つく。 さう かと 思 ふと 飛行機. の 通俗 講義が あったり 探偵 小 說がぁ 

つたり、 ヘッケルの 「宇宙の 謎」 の 英譯の 安値 版が ころがって 居たり する。 此 Q 露店の 處へ來 る 

と 自分の 頭が 急に 混雜 して 餘り 愉快で ない 一 種の 壓迫を 感じる。 そして 自分の 日曜日の 世界と は 
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餘り にかけ 離れた 爭鬪 Q 世界 を視 いて 見る やうな 氣 がして、 つい 落着いて 見る 氣 になれ ない。 又 

實 際此處 はいつ でも 人が 込み合って 居て ゆる^ f\> 見て 居られな いので ある。 考へ て ると 近頃 世 

間で 騒がしく なって 來た 色々 な社會 上の 問題が 一 部の 人の 信す る やうに 主に 外國 から 流れ込んで 

來た とすると、 其の やうな 問題 や 思想の 流れ込んだ 少数な 樋 口の 內 でも 大きな の は 此の 丸 善の 方 

數 尺の 書籍 臺 であるか も 知れない。 其れにして は餘 りに 貧弱な 露店の やうな 臺 では あるが、 併し 

熟 海の 間歇 泉から 噴出す る 熱湯 は 方 尺に も 足りない 穴から 一 晝夜 僅に 一 ー囘 しかも 毎囘數 十分 出る 

だけで あれ だけの 溫泉宿 の 湯槽 を充 して 居る 事を考 へれば 此れ も 不思議で はない かも 知れない。 

此處 から 流れ出す ものが 澤 山な 樋に 分流し 其れに 色々 の井戶 から 出る 水 を 混じて 書物に なり 雜誌 

になつ. て 提供され る。 溫 度の 下らない 內 にと 忙 がしい 人の 手で 忙 がしく 書かれた 著書 や 論文が 忙 

がしい 讀者 によって 電車の 中 や 床屋の 腰かけで 讀 まれる。 それで 一 ニニ ヶ月 も勉强 すれば 誰れ でも 

ラッセル とか マルクス とかい ふ 人の 名前 位は覺 える 事が 出来る の だら う。 

街路に 向った 窓の 內 側に 淋しい 路 次の やうに なって 哲學 や 宗敎ゃ 心 理に關 す る 書棚が 並ん で 居 

る 0 

不思議な 事に 自分 は 毎年 寒い 時候が 來 ると 哲學ゃ 心理が X つた 書物が 讀み 度くなる。 一 體 自分 
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の 病弱な 肉體 には氣 候の 變 化が 著しく 影響す る。 それで 冬が 來 ると 身體は 全く いぢけ てし まって 

活動の 力が 減退す る 代りに 頭の 方 は 却って 冴えて 來て、 心が 兎角に 內 側へ 向きたがる、 其のせ ゐ 

かも 知れない。 こんな 氣 分の 時には 此處の 書棚 を 物色す る 事が 屡、、 ある。 讀んで 見たい 本 はいく 

ら でも あるが、 時間と 金との 缺 乏を考 へる 爲に、 めったに 買って 讀む事 はない。 唯 色々 の學 者の 

名前と 本の名 前 を 一 とわたり 見る だけで 滿足 する 場合が 多い。 誰れ か 「過去の 產 出物の 內で、 

眼に 見られ、 手に 觸れる 事の 出来る 三つの もの」 の 一 つと して 書物 を 數 へて 居る が、 此の 言葉 を 

此處で sr 想 ひ 出す。 そして 書物に 含まれて 居る もの は 過去ば かりではなくて、 多くの 未来の 種 

が滿 載され て 居る 事を考 へる と、 此 等の 澤 山の 書物の まだ 見ぬ 內容が 雲の やうに 又 波の やうに 想 

像の 地平線の 上に 沸き 上って 來る。 其 雲 や 波の 形 や 色が 何で あっても それ は 構 はない。 唯 それ だ 

けで 何 かなしに 自分の 眼 は 遠い 處 高い 慮に ひきつけられる。 考へ て兒 ると 自分 も 結： e は 一 種の 偶 

像 崇拜者 かも 知れない。 しかし 此んな 偶像 さ へ も 持たなかったら 自分 は どんなに 淋しい 事 だら う。 

P 君 は moral とい ふ 文字と ethics とい ふ 言語に 對 して 不思議な 反感 を 抱いて 居る。 そして 此 

れ に相當 する 日本語に 對 して は 一 層 烈しい 殆んど 病的 かと 思 はれる 程の 嫌惡を 感じる やうで ある。 

それで 自分 は 丸 善の 書棚で 此の 一 一つの 文字 を 見る とよく P 君 を 想 ひ 出す ので ある。 P 君は此 等の 
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言語 を 見る か 聞く か —— 特に 或る人 達の 口から 此れ を 聞く 場合に は 反射的に 直ちに 非常に 醜惡な 

罪と 汚れ を 聯想す る さう である。 自分 は 充分に 其の 異常な 心 持 を 酌みと る 事 は 出来ない が、 唯 昔 

の宗敎 革命 者な ど、 いふ 人の 內には 存外 P 君 Q やうな 型の 人が あつたの ではない かとい ふ氣 がし 

て 居る だけで ある。 

此 Q 書棚の 次に は 美術に 關 した 書物が ある。 大抵 版が 大きくて 链段も 高い。 自分 は 此處へ 来た 

時に よく 餘 分な 錢が 欲しい と 思 ふ 事が ある。 此 棚の 前に は 安い 小さい 美術書 を 並べた 臺が ある。 

此處で 自分 は 時々 買物 をす るが、 其 度に いつでも 店員の 中の 或る ものが 一 種の 疑の 眼 を もつ て自 

分 を 注目して 居る やうな 氣 がしたり、 或は 自分の 美術に 對 する 嗜好に 同情 を もって 居ない らしい 

或る人 達の 誰れ か^、 不意に 自分の 肩 をた、 いて 「相 變らす やって るね」 と あびせ かけられ はし 

ないかと いふ 氣 がする。 いっか クル イク シャンクの 評傳を 買った 時に、 傍に 立って 居た 年少の 店 

員が、 「クル イクシャ ン ク^^」 と 云って タス- (\ 笑った。 その 時 自分 は 何故か 顏 面が 急に ほてる 

やうな 氣 がした。 此 Q 少年 は 多分 此畫 家の 名前が 可笑しい から 笑った だけ だら うが、 自分 は あの 

時 どうして あんな 氣 がした の だら う。 こんな 感じの する 人 は 外に は 少ない かも 知れない。 併しよ 

く考 へて 見る と、 自分 は 自分の 手近な 「義務」 と餘り 直接の 關係 のない あらゆる 享樂を 味 ふ 時に 
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は、 假令其 事 自身が 卑近な 感覺 的な もので なくても 何だか 一種の 不安 を 感じる 場合が 多い。 いつ 

か田舍 から 出て 來た 親戚の 老婦 人 を 帝劇へ 案內 して 菊 五郎と 三 津五郞 G 舞踊 を 見せた 時に、 其婦 

入が r 餘り 面白くて、 見て 居る 內に、 私 はこん なに 面.； H くても い、 のかし らんと 思って、 なんだ 

か 空恐ろしくな りました」 と 云った。 此 婦人 は隨分 人生 Q 不幸 を 嘗め 盡 したやうな 人で あつたか 

ら、 特に さう 思 はれた のか も 知れない。 併し 此の 一例から 考 へても、 同じ やうな 經驗は 存外 多く 

の 人に 共通な もの かも 知れない。 ウィリアム -ジェ 1 ムス Q 心理 學の 中に 「昔 樂の 享樂に 耽る 事 

でさへ も、 其 人が 自分で 演奏者で あるか、 或は 其の 音樂を 純理 知的に 受け入れる 程に 昔樂 的の 天 

賦を 有する のでなければ、 其 人の 人格 を 弛め 弱める とい ふ 結果 を 生す る だら う。 …… 此 Q 弊を镜 

める に は 演奏 會で 受けた 感動 を、 其 後に 何 か 主動的な 方法で 表現し ないで は 措かない とい ふ 習慣 

をつ ければ い、。 それ は どんな 些細な 事で も 構 はない。 例へば 自分の 祖母に やさしい ず 葉 を かけ 

ると か、 乘合 馬車で 座席 を讓 ると かいふ 位な 事で もい \ が、 兎に角 何 かしないで はおかない やう 

にす るが い \」 とい ふ 一節が ある。 此れ を 讀んだ 時に 成程と 思った。 昔から 世界の 色々 な 人種の 

間に 行 はれた 禁欲主義の 根本に 横 はる 一 面の 眞理に 觸れて 居る とも 思った。 併し 美しい 藝 術が 人 

の 心に 及ぼす 影響 はすぐ 其 の 場で 手 取 り 早く 具體 的な 自覺 的行爲 に兩替 して、 それで 濟 まされる 
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もの だら うか。 それで は餘 りに 物足りない。 假 令昔樂 會の歸 りに 電車の 中で 喧嘩 をし、 宅へ 歸っ. 

て 家族 を 叱ったり する 事が あると しても、 其 日の 音樂 から 受けた 無 自覺な 影響が、 後に 想 ひも か 

けない 機會 に、 或る 積極的な 效果 として 現 はれる 場合が 可也 多い ので は あるまい か。 此れ は 自分 

に 取って は 可也に 痛切な 問題で あるが、 未だ 充分 腑に 落ちる やうな 解釋に 到着す る 事が 出来ない。 

丸 善の 二階の 北側の 壁に は 窓がなくて、 其 慮に は 文 學ゃ藝 術に 關 する 書籍が 高い 處 から 脚 元 ま 

で ぎっしり 詰って ゐる。 文學 書で は、 どちら かと 云へば 近代の 人氣 作家の ものが 多くて それ 等が 

最も 眼に つき 易い 處に 並んで 居る。 中學 時代に 吾々 が 多く 耳に したやうな 著名な 作家の 名前 は此 

處 では 餘り 目に 立たない。 丁度 西洋の 畫廊で 古い 畫 ばかり 見て、 日本へ 歸 つて 始めて キュ ー ビス 

トゃフ ュ チ ュ リスト を 見せられ たやうな 心 持が する 事が ある。 實際今 Q 日本の 文學 者の 前で ホ— 

マ —とか ミ ル トン とかい ふ 名前 を 持ち出す の は 誰れ でも 氣が ひける 事 だら うと 思 ふ。 文學に 限ら 

す 科學の 方面で も 今時べ ー コンゃ 二 ゥト ン の 書いた もの を讀む Q は氣 がさす やうな 周 圍の狀 態で 

ある。 古い もの を 新しい 眼で 見る の や、 新しい もの を 古い 眼で 見る やうな 閑つ ぶしの 仕事 は、 忙 

がしい 今の 時代に は、 閑人の 道樂 でなければ、 能率の 少ない 事業と して 拾 てられなければ ならな 

いと 見える。 
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HV3.ymg、s  Library などの ぎっしり 詰った 棚が 孤立して 昇 風の やうに 立って 居る。 自分が 一 

番 多く 買物 をす るの は先づ 此處ら である。 實際 此んな 有難い 叢書 はない。 容易に 手に入らない か- 

さ もなければ 高い 金を拂 はなければ ならない 物が 安く 得られる  Q  である。  戰 爭の爲 に、 此の 本の 

代價 までが 倍に 近く 引き上げられた 事 は、 自分ば かりで なく 多數の 人の 痛切に 感じる 損失で あら 

うと 田 3 ふ。 

此の 叢書の 表紙の 裏 を 見る と "Everyman.  I  -win  go さ itlvthee  and  be  thy  guide  in  thy  most 

need  to  go  by  thy  side." とい ふ 文句が 記されて ある。 此の 言葉 は 今日の 所謂 專門 主義の 鐵 門で 

閉 された 圍ひ の 中へ は餘 りょく は 聞 こえない。 聞こえて も 其れ はや k も すれ ば惡魔 の 誘惑す る聲 

としか 聞かれない かもしれ ない。 それ だから 丸 善の 二階で も各專 門の 書物 は 高い 立派な 砲 子 張り 

0 戶 棚から 傲然と して 見下して 居る。 片隅に 小さくな つて 居る むき 出しの 安つ ぼい 棚の 中に 窮屈 

さう に 此の 叢書が 置かれて 居る。 

例へば、 昔の 人 は、 見晴し Q い \ 岡の 頂に 建てられた 小屋の 中に 雑居して、 四方の 窓から 自由 

に 外 を 眺めて 居た。 今では 宏大な 建築が、 澤 山の 床と 壁と で 蜂の 巢の やうに 仕切られ、 人々 は銘 

銘の窒 Q 唯一 つの 窓から 地平線の 僅かな 一部 を 見張って 居る。 唯 さへ 狭い 眼界 は 度の 強い 望遠鏡 
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で 更に 狭められる。 此 等の 人の 爲に、 此の 大建 築から 離れた 處に、 小さな 小亭が 建てられて 居る _ 

此處へ 来れば 自分 Q 住って 居る 建築が 目 ざ はりに なら. f に、 自由に 四方が 見渡される。 然るに 折 

角 建てた 此の 小 亭が餘 り 利用され ないで 徒に 風雨に 曝されて 居る とすれば 此れ は 惜しい 事で ある _ 

此れ は 人々 が 餘り忙 がし 過ぎる せゐ かも 知れない。 さう だと すれば 此 等の 人々 を驅 使して 居る 家 

主が 責任 を 負 はなければ なるまい。 併し 中には 暇 はあって も 不精で あったり、 叉わざ^ \> 出かけ 

る よ り も { 至 Q 片隅で 茶 を の ん だり 骨牌 でも やる 方が い 、とい ふ 人が あ るなら ば それ は 其 人 々の 勝 

手で ある。 

此の 叢書の 邊迄 見て 來 ると 可也 草臥れる。 特に 此處で 何 か 買 ひで もす ると、 もう 急^ 根氣 がな 

くな つて 地理 ゃ歷史 などの 處 はほん 0 覼 いて 見る だけで おしま ひに する 場合が 多い。 決して 此の 

方面 Q 書物に， 興味がない 譯 ではない が、 唯 自然に 習慣と なった 道順の 最後になる 爲に、 いつでも 

此處が 粗略になる Q である。 一度 位 は、 此の 何の 理由 もな しに 定めた 順序 を變 へ、 或は 逆にして 

もよ ささうな も Q であるが、 實 際に は 其の やうな 試み をした 事 はない。 眞 逆に、 右利きの 人間 は 

右 廻りの 傾向が あると かいふ 譯 でも あるまい し、 體 操の 時に 「廻れ 右」 をす るが 「廻れ 左」 はや 

ら ない 事と 關 係が ある 譯 でもない だら うし、 唯 自分に 限られた 習癖に 過ぎない かも 知れない。 併 
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し 誰れ か 物好きな 人が あって、 丸 善の 二階で 見張って 居て、 澤 山の 顧客の 歩く 道筋 を 統計的に 調 

ベ て 見たら 存外 面白い 結果が 得られ はしまい か。 心理 學者ゃ 生理 學 者の 參考に なるやうな 事が 見 

付からない とも 限らない。 それ 程で なく 共、 少 くも 丸 善 Q 經營 者が 書棚の 排列 を變 へる 時の 參考 

に は 確かになる だら う。 漁業 者が たて 網の 中にはい つた 魚の 廻游 する 習癖 を 知って 居る から、 ： 

度 はいった 魚が 再び 逃げ出さない やうな 網の 形 を 設計す ると 同じ やうに。 

階段 を 下りる 時に、 新刊 雜誌を 並べた 臺が 眼下に 見下ろされる。 此處に は、 同じ やうな 體 裁で、 

同じ やうな 內 容の雜 誌が、 發 音まで 似 かよった 色々 0 名前で 陳列され て 居る。 表紙 だけす りかへ 

て 置いても 人々 は 何の 氣 もっかす に 買って 行 くだらう。 少年 や 幼年 G 讀 物にして もどれ を 開けて 

見ても 中 は 同じで ある。 そして 若い 柔ぃ 頭の 中から、 美に 對 する 正しい 感覺を 追 ひ 出す 爲に わざ 

わざ 考案され たやうな、 如何にもけば くしい、 繪と いふよりも 寧ろ 臓腑の 解剖 圔 0 様な 氣味 Q 

惡ぃ 色の 配合が 並べられて 居る。 此樣な 雜誌を 買 ふ 事の 出来ない 程に 貧乏な 子供が あれば、 其 子 

は少 くも 此點で 幸福で あるか も 知れない。 何とい ふ オリ ヂナリ ティの ない 不健全な 出版界 だら う。 

階下の 日本 書 や 文房具 0 部 は、 大抵もう 草臥れて しまって、 見ないで すます 事が 多い。 それに 

此の方 は、 寧ろ 神 田 あたりで 別な 日に 見る 方が い \ と いふ 氣 がする ので、 すぐに 表の 通りへ 出て 
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しま ふ。 そして 大通りの 風に 吹かれる と、 別の 世界に 出た やうな 心 持に なって ほっとす る G が 通 

例で ある。  • 

丸 善 を 出てから 銀座の 方へ ぶら/ \ 歩いて 行く 事 も あるが、 叉 時々 三越べ 行く 事が ある。 

白木屋の 邊 から 日本 橋 を 渡って 行く 間によ く廣 重の 「江戶 百景」 を 想 ひ 出す。 あの 繪で 見る と 

白木屋の 隣り に 東 橋 庵と いふ 薪 麥屋が ある。 今 は^ 木屋の 階上で 養 麥が食 はれる。 こんなつ まら 

ない 事を考 へたり する。 「駿河 町」 の總を 見る と、 正面に 大きな 富士が 聳えて、 前景の 兩 側に は 

丸に 井桁に 三の 字.^ 染め出した 越後 屋の 暖簾が 紫色に 刷られて ある。 繪 に記錄 された 昔の 往來の 

人の 風俗 も、 吾々 の 眼に は 珍しく 面白い、 中で も 著しく 自分の 眼に つくの は 平和な 町の 中 を兩刀 

を插 して 歩いて 居る 武士の 姿で ある。 

富士山の 見える 日本 橋に 「魚河岸」 があって、 其の 南と 北に 「丸 善」 と 「三越」 が相對 して 居 

るの は 何だか 面白い 事の やうに 思 はれる。 丸 善が 精神の 衣食住 を 供給して 居るならば 三越 や 魚 河 

岸 は肉體 Q 丸 善で あると 云っても い \譯 である。 

三越の 玄 關の兩 側に ある ライオン は、 丸 善の 入口に ある 手長と 足 長の 人形と 同様に、 寧ろない 

方が よい やうに 田 3 はれる。 玄 關の兩 脇に は 何 か 置かなければ いけない とい ふ规 則で も あるの なら- 
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さう いふ 規則 は 改めた 方が い K と 思 ふ。 

入口 を はいると： 大 井が 高くて、 頭 Q 上が ガランと して 居る のは氣 持が い、。 櫻の 時節 だと 此處 

のさに 遣 花が 一 杯に 飾って あったり して、 正面の 階段の 下で は 美しい 制服 を 着た 少年が 合奏 を や 

つて 居る 事 もあった。 色々 な 商品から 出る 匂 ひと、 多數の 顧客から 蒸し 出される 瓦斯と で、 すつ 

かお 入場者 を 三越 的 Q 氣分 にして しま ふ。 

自分が 用の あるの は 大概 五 階 か 六 階で あるから、 多くの場合に すぐ 昇降機で 上って しま ふ。 し 

かし、 時には 凡て Q 階 を 隅から 隅 迄 歩かせられる 事 も ある。 歩いて 見る と 矢張り 歩いて 見る だけ 

の 價値は 充分に ある。 隨分 色々 の 物 を覺ぇ 色々 の 問題に ぶっかる、 そして 色々 の 人間の 色々 の 現 

象 を 見せて 貰 ふ 事が 出来る。 

世の中に は隨分 色々 な 事が 自慢になる もの だと 思 ふ。 或る 婦人 は 月に 幾囘 三越に 行く とい ふ 事 

を、 時と 場所と 相手と にか ま はす 發 表して 歩く。 又 或る 學者 は、 未だ 一度 も 三越に 行った 事が な 

いとい ふ 事 を 宣言す るの を、 其 Q 人の 或る 主張 を發 表する 簡易な 方法の 一 つと して 選んで 居る や 

うに 思 はれる。 併し 自分の みならす 多くの 人 は、 三越に 行く 事 を 別に 名譽 とも 恥と も 思って は 居 

まい。 
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正面の 階段の 上り口の 左側に 商品 切手 を 賫る處 が ある。 此處は 何時でも 人が 込み合つ てお て數 

百 圓のを 持って行く 人 も あれば 數十圓 の を 數十枚 買って 行く 人 も ある。 さう かと 3 心 ふと 一 圓のを 

一 枚 威張って 買って 行く 人 も ある。 鬼 も 角 も 此處に は 人間の 好意が 不思議な 天秤に かけられて、 

先づ 金に 換算され、 次に 切手に 兩替 される、 現代の 文化が 發 明した 最も 巧妙な 機 關が据 ゑら れて 

ある。 此の 切手 を 試に 人に 送る と、 反響の やうに 速に、 反響の やうに 弱められて 反って 來る。 田 

舍 から 出て 來た 自分の 母 は 「東京の 人に 物 を 贈る と、 まるで 狐 を 打つ やうに 還して 來 るよ」 とい 

つて 驚いた。 此れに 關 する 例の P 君の 說は 矢張り 變 つて 居る。 「切手 は 好意の 代表 物で ある。 し 

かし 其の 好意と いふの は、 可也 多くの場合に、 自己の 虚榮 心を滿 足す る爲に 相手の 虚榮心 を 傷け 

ると いふ 事になる。 それで 敵から 砲彈を 見舞 はれて 默 つて 居られな いと 同様に、 侮辱に 對 して 侮 

辱 を 贈り 返す ので ある。 速射砲 ゃ機關 鋭が 必耍 であると 同様に、 切手 は 最も 必要な 利器で ある。」 

如何にも P 君の 云 ひさうな 事で は あるが、 若し や 此れが 幾分で も眞實 だとしたら、 それ は 何とい 

ふ 情ない 事實 だら う。 

一 階から 一 一階へ 人 を 搬ぶ爲 に H ス カレ I タ I を運轉 して 居る 時が ある。 或 人 は 聞 違へ て 此れ を 

ライス カレ ー といった。 此れ は 餘り氣 持の い、 物で はない。 あの 手 欄の 上 を、 U つて 行く ゴムの 帶 
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も 何だか 蛇の やうで 氣 味が 惡 いと 云った 人 も ある。 自分 は 或る日 此處で 妙な 聯想 を 起した 事が あ 

る。 自分の 子供 を小擧 校へ 入れて やる と、 何時 QSi にか 文字 を覺 える 算術 を覺 える、 六 年 位 は 瞬 

く 間に 經 つて、 子供 はいつ の 間に か 一 かど 小さい 擧者 になって 居る、 實に 有難い も Q だと 思 はな 

いで は 居られない。 丁度 ヱス カレ ー タ ー Q 最下 段に 押して 入れて やれば、 あと は獨 りで、 少 くも 

一 一階 迄 は 持って行って くれる Q と 同じ やうな ものである C 此頃は 中學ゃ 高等 學校 Q 入學が 大分 困 

難に なって 来たが、 それでも 一 度入學 さへ すれば 兎に角 無事にせ り 上って 行く Q が 通例で ある。 

此れから 見る と、 昔の 人 は、 不完全な 寺子屋の 階段 を 手 を 引いて 貰って やっと 上る と、 それから 

先き は 自分で 階段 を 刻んだり、 蔓に すがって 絶壁 を 攀ぢる やうな 思 ひ をし なければ ならなかった。 

それで 大概の 人 は 途中で 思 ひ 切って しまったに らうが、 登りつ めた 人の 腕 や 脚 は鐵の やうに 鍊へ 

られ たに 相違ない。 

三越の 商品の 主なる もの は 何と 云っても 吳服 物で ある。 かう いふ 物に 對 する 好尙と 知識の 極め 

て 少ない 自分 は、 反物 ゃ帶地 やえり の處を 永い 時間 引き 廻 はされ るの は 可也に 迷惑で ある C そし 

て 此れ程 迄に 吳 服と いふ も Q が 人間に 必要な もの かと 思って、 驚き 怪しんだ 事 も 一 度 や 一 一度で は 

ない。 「東京の 人 は 衣服 を 食って 居る か」 と 云った 田舍の 或る 老人の 奇矯な-百 葉が 思 ひ 出される。 
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何番と いふ 番號の つ いた 賫 場に 妻子 を つれて 買物に 來て 居る 人が 幾 組 も ある。 細君の 品物 を 選 

り 分ける 顔付き ゃ擧動 や、 其れ を默 つて 見て 居る 主人の 表情 は樣々 である。 色々 な 家庭 Q 一面が 

此處に 反映して 居る。 所謂 寫實 小說を 見る より は 此の方が 遙 かに 舆 味が あり、 ためになる。 s: じ 

陳列 臺の前 を 行ったり 來 たりして 居る 女の 顏に は、 どうかす ると 迷ゃ悶 やの 氣の 毒な 表情が あり 

あり 讀 まれる 事 も ある。 

婦人 Q 美服に 對 する 欲望 は、 通例 虚榮 心と いふ 簡單な 言葉で 說 明され て 居る やうで ある。 嘗て 

何 かの 雜 誌で 「萬 引の 心理」 とい ふ 題目で 大いに 論じた もの を 讀んだ 事が ある、 其の 屮 にも 此の 

虚榮心 Q 事が 大層 長たら しく 書いて あった やうに 記憶して 居る。 それ を 見ても 通例 女の 虛榮 心と 

いふ もの は、 人間の あらゆる 本質的 欲求の 圑塊 Q、 ほんの 表面の 薄膜に 生す る徵 位の も Q 、やう 

に 取扱 はれて 居る やうで あるが、 果して そんな も C- だら うか。 此の やうな 婦人が、 美服に 對 した 

時に、 あらゆる 理知の 束縛 を 忘れ、 當然な 因果 を考 へる 暇 もな く、 盗賊の 所行 を敢 てす る やうに 

なる 衝動 は それ 程淺 薄な 不眞 面目な ものば かりと も 思 はれない。 其 衝動の 背後に は、 卑近な 物質 

的 C- 欲望の 外に、 ^外廣 い 意味に 於て 道德 的な 理想に 對 する 熱烈な 憧憬が 含まれて 居る かも 知れ 

ない C 若し 例へば 社會 Q 組織 制度に 關 する 或る 理想に 心醉 して、 それが 爲に奪 ひ 殺し 傷け る 事 を 
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敢て する 團體が あると すれば、 何處か 其れと 共通な 點 がないで もない。 此の 婦人の 行爲は 利己的 

である、 社會的 理想 はそんな ものと 根本的に ちがって 居る と  一 口  \2云 つてし まっても い、 もの だ 

らう か。 ー體 普通に 使 はれる 利己と 利他と いふ 雨つ Q 言葉 程 無意味な 言葉 は 少ない。 元來 無い も 

のに 附 せられた 空虚な 言葉で あるか、 さもなければ 同じ 物 Q 別名で ある。 唯 人 を 非難したり 辯 護 

したりす る 時 や、 或は 金 を 集めたり 出したり する 時に 使 ひ 分けて 便利な も Q だから 誰れ でも 日常 

使って は 居る が、 今 自分の 云って 居る やうな 根本の 問題に は 何の 役に も 立たない ものである。 誰 

れか 此の 疑 に對 して 自分 Q 腑に 落ちる やうな 解釋 をして くれる 人 はない も Q だら うか。 例へば 

所謂 共産主義 を 論じる 學者 達が 現在の 社 會に行 はれて 居る 此の 萬 引と いふ もの を 如何に 取扱 ふか 

が 聞きたい ものである。  " 

三越へ 來て、 數千圓 の 帶地ゃ 數百圓 の 指輪 を 見たり、 或は 萬 引の 事を考 へたり して 居る と 誰れ 

か 云った 寢首 0 やうな 謎の やうな 言葉に、 多少 Q 意味が ある やうな 氣 がする。 「富む 事 は美德 

である。 富者 は 其の 美 德を餘 り 多く 享有す る 事の 罪 を自覺 する が 故に、 其 贖罪の 爲に 種々 の 痴呆 

を 敢行して 安心 を 求めん とする。 貧乏 は惡德 である、 貧者 は 其の 自覺の 抑壓に 苦しみ、 富の 美德 

を 獲得 せんと 焦慮す る爲に 働き 或は 盜み奪 ふ • ： … 」  . 
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"JK 服の 地^の 種類 や 品位に ついては 全く 無 知識な 自分 も、 染織の 色彩 ゃ圖 案に 對 して は 多少， の 

興味が ある。 それで 注意して 見る と、 近頃 特に 歐洲 大戰が 始まって 後に、 三越な どで 見かける 染 

物の 色彩が 妙に 變 つて 來 たやうな 氣 がする。 或 人 は 近頃 はこん な 色が 流行す ると 云った。 併し 或 

人 は 叉戰爭 の爲に 染料が 缺 乏した から 據 なく あんな 物ば かり 製造して 居る の だと も 云った。 もし 

此の 一 一人の いふ 事が どちらも 本當 であると すると、 吾々 の 趣味 や 好尙は 存外 外面 的な 事情に よつ 

て 自由に 簡單に 支配され 得る もの だと S 心 ふ。 もし 試に 十 年 位の 期間で もい-^ から、 あらゆる 染料 

の 製造と 贩賣と 使用 を 停止して 見たら、 吾々 の 社會的 生活に どんな 影響が 生じる だら う。 實行は 

六ケ しいが、 此ぅ いふ 假設を 前提と して 一 つの 思考 實驗を 行って 見る 事 は、 甚だ 面白く も あり 有 

益で あり はしまい か。 尤も そんな 事 はもう 社 會學者 や 經濟學 者 達が 疾 の 昔に やって やり 古した 事 

かも 知れない。 多分 さ うだらう と 思 はれる。 さう でなくて は 成り立ち さう もない 舉說ゃ イズムが 

吾々 の 眼に 觸れる 程 だから。 

三越の 四 階に 食堂が ある、 たしか 以前 は 小さな 室であった のが、 其後擴 張され て 今の やうな 大 

きな 部屋に なった と 思 ふ。 一 寸淸 潔に 簡便に 食慾 を滿 足させ、 さう して 時間 をつ ぶす に適當 なや 

うに 出来て 居る。 普通の 日本人 Q 食事時 間で ない 時で も不 斷に賑 はって 居る。 草花 鉢 を 飾ったり、 
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夏 は 花 を 封じ込めた 氷塊が いくつ も据 ゑら れて 居て、 天井に は 大きな 爆風 器が 廻って 居る。 田舍 

から 始めて 來た 人な どに、 此處で 汁粉 か アイス 一杯で も 振舞 ふと 意外な 滿足を 表せられる 事が あ 

る。 此處の 食卓へ 座 をと つて、 周圍の 人達、 特に 婦人の 物 を 食って 居る さま を 見る と 一種の 愉快 

な 心 持に なって 來る、 或 人の いふ やうに 淺 猿し いなど & いふ 感じ は 自分に は 起らない。 吳服賣 場 

や 陳列棚の 前で 見る やうな 恐ろし ぃ險し い 顏は餘 りなく つ て、 非常に 人 問ら し い 親しみの ある 顏 

が 大部分 を 占めて 居る。 此の 食堂 を發 案した の は 誰れ だか 知らないが、 其 人 は 色々 な 意味で えら 

い 人の やうに 思 はれる。 

食堂 の 外に は 食品 を販賣 する 部が 階下 にある。 人に よると 近處の 店屋で 得られる と 同じ 罐 詰な 

と を、 わざく 此處迄 買 ひに 來る とい ふこと である。 買物と いふ 行 爲を單 に 物質的に のみ 解釋し 

て、 かう いふ 人 を 一概に 愚弄す る 人が あるが、 自分 は 其れ は 少し 無理 だと 思って 居る。 

伯林の カウ フ ハウスで は 穀類 や 生魚 を賣 つて 居た、 倫敦の 三越の やうな 家で は 犬 や 猿 や 小鳥 0 

生きた の を 賣. つて 居た。 生魚 はすぐ 隣り に 魚河岸が あるから い、 が、 併し 三越で も 猫 や 小 猿 や 力 

ナリヤ を贩賫 したら 面白い かも 知れない。 少 くも 子供達に 對 する 誘惑 を 無害な 方面に 轉 じる 事に 

なる だら うし、 大人に 對 しても 三越と いふ もの- 觀 念に 一 つの 新しい 道德 的な 隈取り を與へ はし 
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まい か。 生き物 だから 飼って 置く の は 面倒 だら うが。 

「三越に 大概な 物 は あるが、 R 本 刀と ピストルがない」 と 何 かの 機會 に大變 興奮して P 君が 云 

つた 事が ある。 r 帶 刀の 廢止、 決闘の 禁制が 生んだ 近代 人の 特典 は、 何等の 罰な しに 自分の 氣に 

人らない 人に 不當な 侮辱 を與へ 得る 事で ある。 愚弄に 酬 ゆるに 愚弄 を 以てし、 當 てこす りに 答へ 

るに 當て こすり を 以てする 事の 出来る 場合に は 用 はない が、 無言な 正義が 饒舌な 機智に 富んだ 不 

正に 愚弃 される 場合の 審判 者と して 此の 二つの 品が 必要で ある。」 此れに は 自分 は 大分 異論が あ 

つた やうに 記憶す る。 併し 其 時 自分の 云った 事 は 忘れて 唯 P 君の 此の 言葉の みが 記憶に 殘 つて 居 

る 0 

五 階に は 時々 各種の 美術展 覽會が 催される、 今の 美術界 0 趨勢 は 帝展ゃ 院展を 見なくても 幾分 

は此處 だけで も 窺 はれる、 のみなら す さう 云 ふ 大きな 展覽會 に 出ない 人達の 作品まで 見られる 便 

利が ある、 そして 入場 は 無料で ある。 

此處 では 又 色々 の 新 美術品が 陳列され て 居る。 陶磁器 漆器 鑄 物 其 他 大概の もの は ある。 此れ も 

今 代の ェ藝 美術の 標本で あり 又 一 般の 趣味 好尙の 代表で ある。 何でも どちら かと 云へば あらのな 

い、 滑つ こい 無疵な ものば かりで ある。 いっか 此處 で大變 面. H いと 思 ふ 花瓶 を 見つけて 序の ある 
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度に 覼 いて 見た。 それ は 少し 薄ぎ たない やうな もので あつたせ ゐか 永い 間 買 ザ もっかす 其處に 

陳列され て 居た。 此れと 始めの 內に 同居して 居た 澤 山の 花瓶 は 段々 に 入り 代って 行く のに、 此れ 

だけ は 木 守の まお 柹の やうに 续 つて 居た。 ところが 此間 行って 見る と、 もう 此の 自分の 好きな 花瓶 

も 見え なくなって 居た。 何だか やっと 安心した やうな 氣 がした が 鬼して 賫れ たの か、 或は 餘り賨 

れな いので どうにか 處 分され たの か、 其れ も 分らない と 思った。 

六 階に あった 所謂 {41 中庭 園 は、 近頃 取り 拂は. れて、 今では 玩具の 陳列 所に なって 居る C 一階 か 

ら五階 迄の 間に 群がって 居る 澤 山の 人の 皮膚 や 口から 出る 色々 の 生溫ぃ 瓦斯が 此處迄 登りつ めた 

の を、 上から 蓋 をして しまったせ ゐか、 此 處へ來 ると 空 氣が惡 くて 長く 居る と 此れが 頭に 利いて 

來る。 其のせ ゐ でも あるまい が 自分 は此處 にある 玩具に 對 して 餘り 好い 氣持 はしない。 例へば セ 

ル 口 イドで 作った キ ュ I ピ I などの て か-^ した 肌合 や、 ブリキ 細工 の 汽車 や 自動車な ど を 見て 

もなん だか 心 持が 惡ぃ。 それでも 年に 一 度 位 は 自分の 子供 等に こんな 玩具 を奮發 して 買って やら 

ない 譯 ではない。 玩具 其 物の 效果 について は 時 々教育家 や 心理 學 者の 講話 を 新聞 や 雑誌で 讀んで 

見る が、 具體 的に 何 商店の どの 玩具が い、 とい ふ 事を敎 へて くれな いのは 物足りない。 實際買 は 

うと 思って 見渡す 時に、 自分が 安心して 此れなら と 思 ふ 品が 誠に 少ない。 こんな 親父 を 持った 子 
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供 等 は不仕 合で ないかと 思 ふ 事 も ある。 自分の 子供の 時代に 田舍で 弄んだ 自然界 の 玩具に は 充分 

な 自信 を 以て 子供 等に 與へ 度い と 思 ふ ものが 澤山 あるが、 此 Q 三越に ある やうな 玩具に ついては- 

悲しい 事に 積極的に も 消極的に も 自信がない。 玩具と い ふ もの に關し て 書いた 書物 も隨分 ある だ 

らうと 思 ふが、 誰れ かえらい 人 C さう いふ 著書が あれば 讀んで 見たい ものである、 序に 「大人の 

玩具」 に 迄 も 論及した ので あれば 猶更 面. H く 有益で あらう。 

六 階で 以前の 儘な もの は 花卉 分 を 並べた 溫窒 である。 自分 は 三越へ 来て 此窒を 見舞 はぬ 事 は 

めったにない。 何時でも 何 かしら 美しい 花が 見られる。 宅の 庭に は 何も なくなった 霜枯れ時 分に 

此 處へ來 ると 生れ か はった やうに 好い 心 持が する。 一 階から 五 階 迄 ありと あらゆる 人工的 商品 を 

こまごま 見せられて 疲れ 渴 いた 眼に は 特に 此 等の 草花が 美しく 見える。 花ば かりで なく 色々 美し 

い 熱 帶の觀 葉 植物の 燃える やうな 紅 や、 汚れ Q ない 綠の色 や、 典雅な 形態 を 見れば 誰れ しも 蘇生 

する 心地の しない 入 は あるまい。 そして 此の 吾々 の 衣食住の 必要品 や 贅澤品 を 所 狹く煩 はしく 置 

きなら ベ だ 五 暦樓の 屋上 に 此の 小樂 園を設 くる 事 を 忘れな か つた 經營 者に 對し て假令 無自覺 にし 

ろ 一 片 Q 感謝 を 表しない 人 はないで あらう と 思 ふ。 

併し 此頃 段々 色々 0 人に 聞い て 見る と、 中には あの 溫窒へ はいると 氣持 がわる くなる とい ふ 人 
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もあった、 花 だって 貧弱な のば かり ぢ やない かと 云った 人 も ある。 

丸 善から 三越へ 廻って 歸る 時には、 大抵い つも 日本銀行 迄 歩いて 其處 から 外濠 線に 乗る。 どう 

かして 電車が しばらく 來 ない 時には、 河岸 Q 砂利 置 場 へ はいって 御堀の 水 を ながめたり 吳服橋 を 

通る 電車の 倒影 を 見送った りする。 丸 善の 二階で 得た 色々 な 印象 や、 三越で 受けた さま， <\- な 刺 

戟が 此の 河岸の 風に 吹かれて 緊張 C 弛んだ 時に、 色々 Q 變 つた 形 や 響に なつ て 意識の 上に 浮び 上 

つて 来る。 豫 てから 考 へて 居る 著書 を 早く 書き初めなければ ならぬ と 思 ふ 事 も ある。 或は 鄉 里の 

不幸 や 親戚に 無沙汰 をして 居る 事 を 思 ひ 出す 事 も ある。 

併し 义 時として 向 ふ 河岸 に繁 つ て 居る 荷物 船から 三菱 の 倉庫 へ 荷 上げ をし て 居る 人足の 機 枝 的 

に 動く の を 見た リ、 船頭の 女房が 艫で 菜 Q 葉 を 刻んだり 洗ったり する の を 見たり、 或は 若芽 を 吹 

いた 柳の 風に ゆらぐ の を 見たり して 居る と、 丸 善 だと か 三越 だと かいふ ものが 世に もつ まらない 

無用の長物 だとい ふ氣 がする 時 も ある。 

電車に 乘 つて 歸 つて 宅 0 門 を 潜る と、 もうこんな 事 はすつ かり 忘れて しまって、 其れで 自分の 

：= 曜曰、 或は 日曜日の 自分 は 消えて しま ふので ある。 (大正 九 年 六月、 屮央 公論) 
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四 月の 始めに 山 本 鼎 氏 著 「油繪 のスケ ツチ」 とい ふ 本 を 讀んで 急に 自分 も 油 椿が やって 見た く 

なった。 去年の 暮 に病氣 して 以來 は、 殆んど 毎日 朝から 晚迄 床の 中で 書物ば かり 讀んで 居た が、 

段々 暖く なって 庭の 花壇 一 0 草花が 芽 を 吹き出し て來 ると、 いつ 迄 も 床 0 屮 ばかり にもぐ つて 居る 

Q が 急に 嫌に なった。 同時に 頭の 工合 も 寒い 時分と は 調子が 違って 来て、 餘り 長く 讀 書して 居る 

板氣が なくなった。 今迄 は內 側へ^ \- と 向いて 居た 心 Q 眼が 急に 外の 方へ 向く と、 其 處には 冬の 

眠から さめて 一 時に 活氣づ いた 自然界が 勇み立って 自分 を迎へ て くれる やうな 氣 がした。 丁度 そ 

こ へ 山 本 氏 G 著書が 現 はれて 自分の 手 をと つて 引き立てる Q であった。 

巾學 時代に 少しば かり 油搶を 描いて 見た 事 は ある。 圖畫の 先生に 賴んで 東京の 飯 田と かいふう 

ちから 道具 や 槍 具 を 取り寄せて 貰って、 先生から 借りた 御手 本 を 一 生 懸命に 摸寫 した。 力 ン.. ヮ ス 


など は 使 はす、 黄色い ボ ー ル 紙に 自分で 膠 を 引いて それに ビチュ ー メンで 下圖の 明暗 を 塗り 分け 

て か、 ると いふ やり方であった。 可也 澤山 描いた が 實物寫 生と いふ 事 は 遂に やらす にし まった。 

そして 他鄕 に遊學 すると 同時に やめて しまって、 今日 迄つ ひ ぞ繪筆 を 握る 機會 はなかった。 もと 

使った 繪具箱 や パレット ゃ畫 架な ども、 數年前 國の家 を 引拂ふ 時に、 もうこんな もの は 要るまい 

と 云って、 自分の 知らぬ 間に、 母が 屑屋に やって しまった 位で ある。 

其 後 都へ 出て 洋畫の 展覽會 を 見たり する 時には、 どうかす ると 中學 時代の 事 を 思 ひ 出し、 :e 時 

にあの 繪 具の 特有 な 臭 氣と當 時 描 きながら 口癖に 鼻聲 で 歌った 或 唱歌と を 思 ひ 出した、 さう して 

再び 此の 享樂に 耽りたい とい ふ 欲望が 可也 強く 刺戟され るので あった。 併し 自分の 境遇 は 到底 そ 

れ だけの 時間の 餘裕と 落着い た 氣分を 許し て くれないので 實 行の 見込 は 少なかった。 唯 展覽食 を 

見る度に さう いふ 望 を 起して 見る だけで も 自分の 單 調な 生活に 多少の 新鮮な 風 を 入れる とい ふ效 

果 はあった。 

中學 時代に は、 油獪 といへば、 先生の かいた もの 以外に は 石版 色 刷の 複製品し か 見た 事 はな か 

55 つた。 いっか 英國 人の 宣教師の 細君が 舊 城跡の 公園で テ ントを 張って 幾日も 寫 生して 居た 事が あ 

像 つた。 どんな ものが 出来て 居る か观 いて 見たくて こ はぐ 近づく と、 十二 三位の 金髮の 子供が や 
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つて 來て 「ァ マリ、 ソバ クルト 犬クヒ ツキ マ ー ス」 など、 云った。 赏際 傍に は 見た 事 もない やう 

な 大きな 犬が ちゃんと 1^ をして 居る のであった。 

それから 一 一十 何年の 間に 自分 はかなり 多くの 油 输に目 を さらした。 數 からい へ ば 恐らく 莫大な 

もので あらう。 兑て 居る 內に 自分の 眼 は 段々 に 色々 に變 つて 來た。 そして 藝術 としての 油输 とい 

ふ ものに 對 する 考も 色々 に遷 つて 行った。 唯 其の 間 に不 斷に懷 いて 居た 希望 はいつ か 一度 は 「肉 

分の 描いた 繪」 を 見たい とい ふ 事であった。 世界中に 名 畫の數 が どれ 程あって も それ は 構 はない。 

どんなに 拙劣で もい & から、 生れて まだ 見た 事の ない 自分の 油綺 とい ふ ものに 對 して 見 度い とい 

ふので あった。 ， 

此の やうな 望 は 起って は 消えく 十數 年も續 いて 來た。 それが 今年の 草木の 芽 立つ と 同時に 强 

い 力で 復活し. i^。 そして 其 望を滿 足させる 事が、 问 時に 病餘の 今の 仕事と して 適當 であると いふ 

事に 氣が 付いた。  ■ 

それで 早速 櫓 具 や 筆 や 必要品 を 取り 揃 へ て 小さな スケ ッ チ板 へ 生れて 始めての ダップ レナ チュ 

I ルを 試みる 事に なった。 新しい パ レ ッ トに 押し出した 鎗 具の なまく しい 光と 匂 は 强烈に 昔の 

記憶 を 呼 起さ せた。 長い 筆の 先に 粘い 総 具 を こねる ときの 特殊な 觸感 も： 史 に 強く 二 十 餘年前 の 印 
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象 を 成 凰り 返して、 其當 時の 自分の 室から 庭の 光景 や、 殆んど 忘れ か、 つた 人々 の顏を 眼の あたり 

に 見る やうな：！^ がした。 

先づ 手近な 盆栽 や 菓子 ゃコ ッ プ など、 手當り 次第に 描いて 見た。 始めの 內 はうまい のか まづぃ 

のか そんな 事 は 丸で 問題に ならなかった。 さう いふ 比較的な 言葉に 意味が あらう 害はなかった。 

畫：； 豕の數 は 幾 萬 人あって も 自分 は 一 人し か 居ない のであった。 

思 ふやう に 描け な いのは 事實 であった。 其 代り 自分の 思 ひがけ もない やうな ものが 出来て くる 

の も 面白くない 事はなかった。 とて も 描け さう もない と 思 つ たも のが 存外 どうにか 物に なった と 

思 ふ 事 も あり、 譯 もない と 思った ものが 屮々 六ケ しかった りした。 それよりも 面な いのは 一色の 

壁 や 布の 面から ありと あらゆる 色彩 を 見付け出したり、 靜 止して 居る と 思った 草の葉が 動物の や 

うに 動いて 居る のに 氣が ついたり する やうな 事であった。 そして 输を 描いて 居ない 時で も かう い 

ふ 事に 對 して 著しく 敏感に なって 來 るのに 氣が ついた。 寢 ころんで 本 を 讀んで 居る と 白い 頁の 上 

に 投じた 指の 影が、 恐ろしく 美しい 純粹な コバルト 色 をして、 其 側に 黄色い 補色の 隙 を 取って 居 

るの を 見て 驚いて しまって それき り讀書 を屮 止した 事 も あ る。 又 或 時 花壇 の 金 蓮 花 の 葉 を 見 て 居 

る內 に、 曇った 空が 破れて 急に 强ぃ 日光が さすと、 澤 山な 丸い 葉 は 見る 間にす くくと 向き を變 
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へ、 隔と 配置 を變 へて、 我れ 勝ちに 少しで も 多く 日光 を 貪らう とする やうに 見えた。 一 つ/ \ 

の 葉が それぐ 意志の ある 動物の やうに 思 はれて 何だか 恐ろしい やうな 氣 もした。 

手近な 靜物ゃ 庭の 風景と やって 居る 內に、 描く 物の 種が 段々 に 少なくな つて 來た。 本當は 同じ 

靜物 でも 風景で も 排列 や 光線 や 見方 をち が へれば いくらでも 村 料に ならぬ 事 はない が、 素人の 初 

擧 者の 自分と して は、 少 くも 一 わたり は 色々 ちがった 物が 描いて 見 度かった。 一番 描いて 見たい 

の は 野外 Q 風景で あるが 今の 病體 では 其れ は斷 念す る 外 はな かつ た。 それ で とうく 自畫像 で も 

始めねば ならない やうに なって 來た。 ー體 自分 はどうい ふ も Q か、 從來 肖像 畫と いふ ものに は餘 

り 興味 を 感じない し、 殊に 人の 自畫 像な どに は 一 種の 原因不明な 反感の やうな もの さへ もつ て 居 

るので あるが、 其れに も 拘らす 遂に 自分の 顏 でも 描いて 見る 氣 になって しまった。 

それで 或 日 鏡 Q 前に 坐って、 自分 Q 顏を つく， <\> 見て みると、 顏 色が 惡 くて 頰が たるんで 眼 か 

ら 眉の 邊ゃ 口許に は 名狀の 出来ない 暗い 不愉快な 表情が 泛 うて 居る ので、 描いて 見る 勇氣が 一 時 

になくな つてし まった。 其內に 又天氣 Q い \氣 分の 好い 折に 小さな 鏡 を 机の 前に 立て、 見たら、 

其 時 は 鏡の 中の 顔が 晴れく として 居て 眼 も何處 となく 活 氣を帶 びて、 前と は 別人 Q やうな 感じ 

がした。 それで 早速 一番 小さな ボ，， 'ル 板へ 寫生を 始めた。 纷 筆で ザット 下圖を かいて 見た が屮々 
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似さう もなかった、 しかし 構 はす 綾 具 を 付けて 居る 內に 間もなく 鬼 も 角 も 人の 顔ら しい ものが SS 

来た。 Q みならす 矢張り いくらか は 自分に 似て 居る やうな 氣 もした。 顏の 長さが ニ寸 位で 塗りつ 

ぶすべき 面積が 狹 いだけ に 思った より は雜 作な く顏 らしい ものが 出来た、 と 思って 一 寸 愉快で あ 

つた。 そんで 早 W 家族に 見せて 廻る と、 似て 居る とい ふ 者 も あり、 似て 居ない とい ふ もの も あつ 

た、 無論 此れ は どちらも 正しい に 相違なかった。 

此の 始めての 自畫像 を 描く 時に 氣 のつ いたの は、 鏡の 中に ある 顏が 自分の 顔と は 左右 を 取りち 

がへ た 別物で あると いふ 事で ある。 此れ は 物理 學 上から は 極めて 明白な事 であるが 寫生 をして 居 

る內に 始めて そ Q 事實 が本當 に體驗 される やうな 氣 がした。 衣服の 左り 前な 位 はい k としても、 

又髮の 毛の 撫で付け 方ゃ黑 子の 位置が 逆にな つて 居る 位 はどうで もなる としても、 もっと 微細な- 

しかし 重要な 眼の 非 對稱ゃ 鼻の 曲り やそれ を 一 々左右 顚 倒して 考へ ると いふ 事 は 非常に 困難な 事 

である。 要するに 一 面の 鏡 だけで は 永久に 自分の 顏は 見られな いとい ふ 事に 氣が 付いた ので ある- 

一 一枚の 鏡 を 使って 少し 斜に 向いた 顏を 見る 事 は 出来る だら うが それ を實 行す るの はおつ くう であ 

つたし、 又 自分の 技量で 左右 Q 相違 を 描き 分ける 事 も 出来さう になかった。 そんな 事を考 へな く 

て も 唯 鏡に 映った 顏を 描けば い 、と 思って やって 居る 內に 着物の 左 衽の處 で 又 一 寸迷 はされ た。 
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自分の 科 學と藝 術と は 見た 儘に 描け と 命す る 一 方で、 何だか 総と して 晃た 時に 不自然で はない か 

とい ふ氣 もす るし、 年取った 母が 嫌がる だら うと 思った ので、 とうく 右 枉に胡 魔 化して しまつ 

たが、 それでも やっぱり 不愉快であった。 

此の 自畫像 511 は 恐ろしく 皺 だらけ Q しかみ 面で 上 眼に； 止 面 を 睨み付けて 居て、 如何にも 性急 

な肝瘕 持の 人間ら しく 見える が、 考へ て 見る と 自分に もさう いふ 資質がない と は 云 はれない。 

それから 一 一三 日た つて 又 第一 一 號の自 畫像を 前のと 同大の 板へ 描いて 見た。 今度 は 少し 顏を斜 に 

してやって 見る と、 前と は 反對に 大變溫 和な、 のつ ベり した、 若々 しい 顔が 出來 てし まった。 妻 

や 子供 等 は みんな 若 過ぎる と 云って 笑った が 母 だけ は 此の方が よく 似て 居る と 云った。 母親の 眼 

に 見える 自分の 影像と、 子供 等の 見た 自分の 印象と に は、 事に よったら 十 年 以上 も 年齢の 差が あ 

るか も 知れない。 それで 思 ひ 出した が 近 頃 自分 の 高等 小學校 時代 に敎 はった きりで 逢はなかった 

先生方の 寫眞を 見た 時に 一 寸 それと 氣 がっかなかった。 寫眞の 顏が餘 り 若す ぎて 子供の やうな 氣 

がした からで ある。 よくく 見て 居る と ありく と 三十 年 前の 記憶が 呼び返された。 此れから 考 

へ ると 吾々 Q 頭の 中に ある 他人の 顏は 自分と 一 緖に、 しかも ちゃんと きまった 年齢の 間隔 を 保存 

しつ \ 段 々年 をと るので は あるまい か。 
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同じ 自分が 同じ 自分 Q 顏を 描く つもりで やって 居る と、 其の 時々 で 此樣に 色々 な 額が 出来る" 

此れ はつ まり 寫 生が 拙な 爲には 相違ない が 兎も角も 面白い 事 だと 思った。 5^1 にも にも 何處 

か 自分に 似た 處が ある 害で あるが、 1 と リー を 並べて 比較して 見る と、 どうしても^ 人 Q やうに 見 

える。 さう して 見る と 1 と 2 がそれ-^ 自分に 似て 居る の は、 顏の 相似 を 決定すべき 主要な 本質 

的の 點で 似て 居る のでなくて 第一 一義 以下 Q 枝葉の 點で 似て 居る に過ぎない だら うと W 心 はれる。 

此れに ついて 思 ひ 出す 不思議な 事實が ある。 或 時 電車で 子供 を 一 人 連れた 夫婦の 向 側に 座 を 占 

めて 無心に 其の 二人の 顏を ながめて 居た が、 固より 夫婦の 顏は 全くち がった 顔で、 流：： 通の 意味で 

少しも 似た 處は なか つ た。 其內に 子供の 顏を 注意して 見る と 其 子 は 非常によ く "袖 親 の い づ れ にも 

似て 居た。 父親の 何處と 母親の 何處 とを傳 へ て 居る かとい ふ 事 は 容易に 分り さう もなかつ たが、 

兎に角 兩 親の 丸でち がった 顔が、 此 子供の 額の 屮で渾 然と 融合して それが 一 つの 完全な 獨 立な 極 

めて 自然 的な 顏を 構成して 居る 0 を 見て 非常に 驚かされた。 それよりも 不思議な 事 は、 子供 0 顏 

を 注視して 後に 再び 兩 親の 顏を 見較べ ると、 始め 全く 違って 見えた 男女の 顔が 交互に 似て 居る や 

うに 思 はれて 來た 事で ある。 此の-やうな 現象 を 心理 學者 はどう 說明 する だら うか。 たしかに. 向..：： 

い 問題に はなる に 相違ない と 思った。 それから 义 一 方で は 親子 0 關 係と いふ もの 、深刻な 意味 を 
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今更の やうに 考 へたり した。 もう 一 つ、 此れ は K 君の 話 だが、 同 君の 友人の 二 男が、 父親よりも 

生母よりも 却って 父の 先妻、 しかも 亡くなった 先妻に そっくり なので、 始めて 見た K 君 は、 一種 

名狀の 出来ない シ ョ ッ クを 感じた さう である。 K 君の 認めた 相似が 全く ォブヂ クテ イヴ だとす 

ると、 現在の 科學は 此の 說明を 持て あます だら うと 思 はれる。 

一 體 二つの 顔の 似る と 似ない を 決定すべき 要素の やうな もの は 何で あらう。 此の 要素 を 分析し 

抽出す る科學 的の 方法 はない もの だら うか。 自分 は 自畫像 を 描きながら いろんな 事 を考へ て 見た" 

同じ 大きさに 同じ 向き Q 像 を 何十 枚 も 描いて 見る。 そして 其れ を 一枚々々 寫眞 にと つて、 其 各、、 

を 重ね 合せて 重ね 撮り 寫眞を こしら へる。 若し 各、、 の 鎗が實 物と ちが ふ 「違 ひ 方」 が 物理 舉 など 

でい ふ 誤差の 方 則に 從 つて 色々 に 分配せられ ると すれば 重ね 撮りの 結果 は 丁度 「平均」 をと る 事 

にな < て そ れが實 物 の 寫眞と 同じに なり はしまい か。 もし それが 實 物と 違へ ば 其 の 相違 は 描き 手 

に 固有な 所謂. ps.sollal  equation を 示す か、 或は 其の 人の 自分の 顏に對 する 理想 を 暴露す るか 

も 知れない。 それ は 鬼に 角 何十 枚の 肖像 を大體 似て 居る 度に 應 じて 二つ か 三つ 位の 組に 分類す る- 

さう して 其 一 つ./, \Q 寫眞を 本物の 寫眞と 重ねて 見て よく 一  致す る點 としない 點とを いくつかの 

箇條に 分って 統計表 を こしら へる。 こんな 方法で やれば 「顔の 相似 一 とい ふ 不思議な 現 "^を 系統 
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的に 硏究 する 一 つ Q 段階に はなり さう である。 

自畫像 は でしば らく やめて 又靜 物な ど を やって 居る 內に 一 日畫 家の T 君が 旅行から 歸 つた 

と 云って わざく 自分 G 畫を 見に 來て くれた。 有り 丈け Q 緣を みんな 出して 見て 貰って 色々 の 注 

意 を 受け、 色々 な 面白い 事を敎 はって 大變 に啓發 される やうな 氣 がした。 自畫 像の 二 枚に ついて 

は、 餘り 色が 白 過ぎる とい ふのと、 もっと 細かに 見て、 色 や 調子 を 研究して 根氣 よく 描かな けれ 

ばいけ ない とい ふ 0 であった。 成程 さう 云 はれて 見る と 自分の 描いた 顏は 普通の 油籍 らしくな く 

て 淡彩の 日本 畫の やうに 白つ ぼい ものである。 尤も 鏡が 悪い 爲に 實際 幾分 顔色が 白け て 見えた に 

は 相違ない が、 さう 云 はれて 後に 鏡と 畫と 較べ て 見る と畫 像の 方 はたし かに 色が 薄くて 透明に 見 

えて、 上蔟 期の 蠶の やうな 肌 をして 居た。 そして 如何にも ぞんざいで 薄っぺらな ものに 思 はれて 

来た。 それから T 君 は 色々 Q 話 Q 內にト ー ンと いふ も Q  \ 大切な 事 を 話した。 眼 を 細く してよ く 

見極め をつ けてから 一 筆 毎に 新しく 緣具を 交ぜて は 置いて 行く の ださう である。 或 人 は 六尺 も あ 

る 筆の 先へ ちょっと 繪具 をく つつけ て、 ， お でも 刺す やうに して ー點 くっつけて は 又 眺めて 考へ込 

むと いふので ある。 此 Q 話 を 聞いて 居る 內に 何だか 非常に 愉快に なって 來た。 さう いふ 仕事 をし 

て 居る 畫 家と、 非常に デリ ケ ー トな 物理 Q 實験を やって 敏感な 螺子 を いぢって は 眼鏡 を观 いて 居 3 


る學 者と 全く 兄弟分 やうな 氣 がして 面白くな つて 來た、 そして どうい ふ譯か 急に 可笑しく なつ 

て 笑 ひ 出す と T 君 も 一 緒に 笑 ひ 出して しまった。 

それから 一 一三 日經 つて T 君の 宅へ 行って 同 君の 昔 描いた 自畫像 を 一 一枚 見せて 貰った。 それ は 小 

さな 板へ 描いた 習作で あつたが 成程 濃厚な 鎗具 をべ ク. （- ときたな らしい やうに 盛り付け たもの 

であった。 しかし 自分の のつ ベり した 鰭と 比べて 見る と 此の方が 比較に ならぬ 程い きくして 居 

て眞 黑な繪 具の 底に 熱い 血が 通って 居さうな 氣 がした。 

尤も 考 へ て 見る と 此の 位の 事 は 今 始めて 知った 譯 ではない。 此の 自分の 自畫 像が もし 他人の 输 

であった としたら 恐らく 始めから まるで 問題に ならないで 打つ ちゃって しま ふ 程つ まらない もの 

かも 知れない。 唯 それが 自分の 描いた 0 であるが 爲に 此んな 分りき つた 事が 分らないで 居た の を 

T 君の 像 を 眺めて 居る 內 にやつ と Q 事で 明白に 實認 したに 過ぎない。 一 體 自分 は、 多くの 人々 と 

同様に、 自分の 理解し 得ない もの を 「つまらない」 と 名 づけたり、 自分と 型の ちがった 人 を 「常 

識 がない」 と 思ったり する やうな 事が 可也 ありさう であるが、 幸に 或は 不幸に して、 自分の 繪を 

一 つの 單 純な 繪 として 見て 黑 人のと 比較す る 時に、 自分の 方が い k と 思 ひ 得る 程の 自信がない と 

見えて、 T 君の 畫と說 とに すっかり 感心して しまった。 さう して 頭 を 新しく 入れ 換 へて 第三 號の 
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自畫 像に 取り か、 る 事 にした。 

T 君の す、 めに 從 つて 今度 は 力 ン、. ヮス へやる ことにした。 六號 とい. ふ大さ Q 畫布を 枠に 張った 

の を 買って 来た。 同時に 畫架も 買って 来て 此れに 載せた。 なんだか いよ./. \ 本式に なって 來 たと 

思 ふと 少し 氣 味の 惡 いやうな 氣 もして すぐに は 手 を 付けられなかった。 居間の 隅の 箪笥の 脇に あ 

る鏡臺 Q 前へ 坐って 左から 来る 光に 半面 を 照らさせ、 そして 鏡に 映って 居る もの は畫 架で も 背後 

の簞笥 でも 其 上に ある 本 や 新聞で も、 見える だけの もの は みんな 其 儘に 描いて 見ようと 思って や 

り 始めた。 

今度 はなる ベ く顏を 大きく する 積り で 下圖を 始めた ので あるが、 どうい ふ もの か 下圖を 描いて 

居る 內に 思った より 小さくな つてし まった。 自分が 大きく しょうと 思って 居る のに 乎と 鈴 筆と が 

其れ を 押さ へくて 顏を 縮めて 行く やうに も 思 はれた。 實 物に 近い 程に 書く 積り のがい つ の 間に 

か 半分 足らす 位の も Q になった。 實 物と 思って 見て 居る のが 實は 鏡の 中の 虚像で 鏡より 一 一倍の 距 

離に あるから 視角 は 可也 小さくな つて 居る。 それに 畫 布の 方 は 手近に ある もの だから、 假令 映像 

と緣と 同じ 視角に しても 寸法 は實 物の 半分 以下になる 譯 だと 思 はれる。 それにしても 人が 鏡 を 見 

て 自分の 顏と いふ もの \觀 念 を こしら へて 居る が、 左右 顚倒. の 事實は 別と して 顏の大 さとい ふ も お 


の に對 しても 正 當な觀 念 を 得る 事 は 恐らく 非常に 困難 だら うと 思 はれ 出した。 つまり 吾々 は本當 

の. E 分の 顔と いふ もの は 一 生 知らす に濟む Q だとい ふ氣さ へした。 自分の 事 は顏さ へ 分らない の 

だ。 誰れ か V 「自分の 背中 だけ は 一 生觸 れられ ない」 と 云った 事 を 思 ひ 出す。 

下圖 をす つかり 消して 描き 直す の も 面倒で あつたし、 又 此の 位の 大 さの も 一 枚あって い ， ^と 思 

つて 共 儘 進行す る 事に した。 妻と 長女と に 下圖を 見せ て 違った 所を搜 させる とぢ きに 色々 な 誤が 

發 見され た。 他人が 見れば そんなに 容易く 見付かる やうな 間違が、 描いて 居る 自分に は 中々 分ら 

ない のであった。 

下圖 はとう/ \餘 り よく 似ない ま、 で 输具を つけ 始めた。 描いて 行く 中 によくなる だら う と 思 

つたが、 中々 さう 行かない 事 は 後で 段々 に 分って 來た。 

勿論 顔から 塗り 始めた。 始めに 大體の 肉色と 影 をつ けて しまった 時には、 似て は 居ない が大變 

感じの い、 やうな 額が 出來 たので 此れ は 調子が い-. と 思って 多少 氣乘 りが して 來た。 そして 段々 

に 細かく 筆 を 使って 似せる 方と 色の 調子と に氣を 配り 始める とそろ/.. \ 六ケ しくなる 事が 豫覺さ 

れる やうに なって 來た。 先づ 第一 に 困った 事 は 局部々々 を 見て 忠實 に寫 して 居る といつ の gi にか 

局部 相； の 位置 ゃ權衡 が亂れ てし まふ。 右の 眼の 恰好 を 一 生 懸命に 描いて 大體 よくな つたと 思つ 
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て 少し 離れて 見る と 其 眼 だけが 顔と は獨 立に 横に 脫 線したり 釣り 上り 拾れ などした。 どうも 右 を 

描いて 居る 時と 左 を 描いて 居る 時と で 顔の 傾斜が 變る 癖が あるら しかった。 其爲に 左右の 眼 は 互 

に 自由 行動 をと つて どうしても 一 つの 顏 Q 中に 融和し ない、 仕方がな いから 何れ か 一方 をき めて 

から 他の 一 方 を服從 させる 外 はない と 思って 先づ 比較的 似て 居る らしい 向って 右の 眼 を 標準に す 

る 事に 決めた、 そして 左 を 描く 時 は 一 生 懸命に 右との 關 係を考 へく 描いて 行った。 

コ ム パス や 物差し を 持って来て 寸法の 比例 を 取ったり したが、 鏡が 使って ある だけに 此 仕事 は 

靜物 などの 場合の やうに 簡單 でない。 なにしろ 本 當の顏 と 鏡の 顔と、 本當の 物差しと 鏡 Q 中の 物 

差しと 此 四つ の もの、 內の 二つ を 比較す るの だから 時々 頭の 中が 錯雜 して 比較すべき 物 を 間違へ 

たりす る。 それからもう 一 つ 鏡の 工合の 惡ぃ事 は、 靜物 など \ 同じ 積り で、 眼 を 細く して 握った 

掌の 穴から 靦 くと、 鏡の 中の 顏も其 通り 眞似 をす るから 結局 眼の 近邊を 描く 時には 此方 法 は無效 

になる のであった。 

右の 眼 を 標準に して 段々 に 進行して 行く 內に 間もなく 鼻から 顏全體 Q 輪郭 迄大 改造 を やらな け 

れ ばなら ない 事が 分って 來た 〇 で 此れ は 大變 だと 思った。 顏全體 が 大分 傾斜し なければ ならぬ 事 

になる らしい。 それで は 困る から 結局 阡腎の 右の 眼 をもう 一遍 打ち 壤 して、 すっかり 始めから や 
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り s す 外 はない と 思 ふと はりつめた 力が 一 時に 拔 けて 繪筆を 投げ出し てし まひ 度くな つた。 一 先 

づ屮 止と して 力 ン、， ヮ スを窒 の 隅へ 立て かけて 遠方から 眺めて 見る と顏中 妙に 引き 釣り ゆがんで、 

始めに 感じの よかった 眼 も 恐ろしく 險 相な 意地 惡る さうな 光 を 放って 睨んで 居る ので、 どうも 其 

儘に して 明日 迄 置く Q は堪 へられな いやうな 氣 がした。 それで、 もう 大分 肩が 凝って 苦しくな つ 

て來 たけれ ども 奮發 して 直し 始めた。 

其れから 殆んど 毎朝 起きて 部屋の 掃除が すむ とすぐ に 此の 自畫 像" 3 に 手 を 入れる。 餘り 凝り 

過ぎても 身體に 障る から 午前 だけにし 度い と 思った が、 午前中に 一 段 片付けた 積り で 晝飯を 食 ひ 

ながら 眺めて 居る と 間違った 處が 眼に 付いて 氣 になり 出す、 もう 一 筆と 思ふ內 にとう/^ 午後の 

時 Si が 容赦な く經 つてし まふ。 

それでも 少 しづ \ は 似て くる やうであった。 時として は 描きながら 近くで 見る と 非常によ くな 

つて、 殆ん どもう 手 を 付ける 處 がない やうな 氣 がして 愉快になる。 しかし 畫 架から 外して 長 押の 

上に 立て かけて 下から 見上げ ると 丸で 見 違 へ る やうな 變な顏 にな つて 居る のでび つ くりす る。 ど 

うかす ると 片方の 小鼻が 途方 もな く 垂れ 下って 居る の を 手近で 見る 時には 少しも 氣 付かなかった 

りする。 
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不思議な 事に は 此の やうに 毎日 見詰めて 居る 畫の中 Q 顔が 段々 に 頭 Q 中に 渗み 込んで 来て 其れ 

が 兎に角 一 人 Q 生きた 人間に なって 來る。 其れ は 自分の やうで も あるし 乂 他人 0 やうで も ある。 

時として は 畫の顏 の 方が 本當の 自分で 鏡の 中の が 嘘 Q やうな 氣 がする。 特に 鏡と 畫面 とから 離れ 

てみ： で考 へる 時には、 鏡 顏 はいつ でも 影が 薄くて 畫の顏 の 方が 强ぃ/ \實 在と なって 頭の 巾に 

浮んで 來る Q である。 此れで は駄： n だと 思った。 畫を 見詰める 時間 をなる ベく 減じて 鏡 を 見る 時 

を 永く しなければ いけない と 思った。  . 

畫の 中に 居る 人間と 描いて 居る 自分との 間に は 知らす/ \ の 間に 一 種の 同情の やうな ものが 生 

じて 來る やうな 氣 がし 出した。 畫 像が 口 を ゆがめて 來 ると、 なんだか 自分 も 口 を ゆがめなくて は 

居られなくなる やうであった。 自分が 眼 を 細く して 居る と 畫像も 何時の間にか さう する やうに 思 

はれた。 畫の 顏が氣 持の い \ 日 はなんだ か 愉快で あるが、 さう でない 日 は 自分 も 機嫌が よくな か 

つた。 

調子の 極々 い.^ 日に は 好い加減に 交ぜる 綠 具の 色 や 調子が 面白い やうに うまく はまって 行く。 

檎具 の 方です つ かり 合點し てよ ろしく やってくれ るの を、 自分 は 唯其處 迄搬ん で くっつけて やつ 

て 居る だけの やうな 氣 がする。 こんな 時には 可也 無雜 作に 勢よ く 筆 をた X き 付ける と 面白い やう 
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に 眼が 生きて 來 たり 頰 G 肉が 盛り 上ったり する。 繪 具と 筆が 勝手 氣 俊に 檎を 描いて 行く の を 自ハ刀 

は あっけに 取られて 見て 居る やうな 氣 がする ので ある。 こんな 時には 愉快に 興奮す る。 庭 を 見て 

も 家內の 人々 の顏を 見ても 愉快に 見え、 さう して 不思議に 腹が よく へ つて 來る。 

此れに 反して 工合の 悪い 日 は 繪具も 筆 も、 申し 合せて 反逆 を 企 て 自分 を惱 ます やうに 見える。 

色が 濃す ぎた と 思って 直す と 吃 度 薄 過ぎる。 直して 居る 內に 輪郭 も 崩れて 來 るし、 一 筆 毎に 額が 

段々 無慘に 情なく 打ち こ はされ て 行く。 其 時の 心 持 は隨分 厭な ものである。 早く 中止 すれば ぃ& 

と 思 はない 事 はない が、 さう いふ 時に 限って 未練が 出て 止める に 忍びない。 丁度 來客 でもあって 

止む を 得す 巾 止す る 時には、 困った とい ふ 感じと、 丁度い、 時に 來て くれたと いふ 考 とが 一緒に 

なる。 客が 歸 ると 出来損なった 畫 をす ぐに 見ないで は 居られない。 

餘り 自分が 教 一中して 居る もの だから、 家內の もの は 戲れに 「此繪 は 魂が はいって 居る から 夜中 

に拔け 出す かも 知れない」 など、 云って 笑って居た。 ところが 或る 晚 床の 中にはい つて 鴨居に か 

けた. S 畫像を 眺めて 居る と、 畫の顏 が 思 ひがけ もな くまた \ きをす る やうな 氣 がした。 此れ は 面 

白い と 思って 見詰める と 何ともない。 しかし 眼 を 外へ 轉 じょうと する 瞬間に 又 すばやく 瞬く やう 

に 見えた。 此れ は 多分 有り勝ちな 幻覺 かも 知れない。 プ ー シキ ン Q 短篇に も 骨牌の ス ベ I ド の 女 


396 


像畫自 


王が 瞬 をす る 話が あるが、 兎に角 吾々 の 神經が 特殊な 狀 態に 緊張され ると、 こんな 錯覺が 生じる 

ものと 見える。 其れよりも 不思議な 錯覺 は、 夜 床の 中で 眼 をね むって 闇の 中 を 見詰める やうに す 

ると、 そこに 畫 Q 顔が 見えて 來る 事で ある。 始めて 氣の ついた 時はハ ル シネ ー シ ョ ン の やうに は 

つきり 見えた が、 其 後 は 唯 ぼんやり、 しかし それが 畫 像の 顏 だとい ふ 事が 分る 位に 現れたり 消え 

たりした。 生理 光學 でよ く 研究され て 居る？^ 像と いふ 現象 は あるが、 それ は 通例 實物を 見詰めた 

後 極めて 少時 間 だけに 止る し、 又 通例 陽 像と 陰 像と が 交互に 起る ものである。 此の やうに 長時間 

の 後に 殘存 してし かも 陽 像 Q み 現 はれる とい ふの はま だ 讀んだ 事 も 聞いた 事 もなかった。 恐らく 

此れ は 生理的ではなくて、 病理 的に 祌經の 異常から 起る ハル シネ ー ショ ン 0 類 だら うが、 それに 

しても 妙な ものである。 人殺し をした ものが 長い 年月の 後に 熱病で も ゎづら つた 時に 殺した 時の 

犠牲者の 顏を あり/ \ 見 ると いふが、 それ は 恐らく 自分の 見た 幻覺と 類した 程度の ものが 見える 

ので は あるまい かと 思った。 

もう 一 つ 不思議な 錯覺の やうな ものが あった。 或る日 例の やうに 少 しづ、 眼 を いぢり 口元 を 直 

しして 居る 內に、 描いて 居る 顏が 不意に 亡父の 顔の やうに 見えて 來た。 丁度 畫の 中から 思 ひがけ 

もな く 父の 顏が靦 いて 居る やうな 氣 がして 愕然として 驚いた。 しかし 考 へて 見る と 此れ は 敢て不 
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思議な 事 はない らしい。 自分 は 可也に 父に よく 似て； 1$ ると 云 はれて 居る、 自分 はさう と は 思 はな 

いが 何處 かによ く 似た 點が あるに 相違ない。 自分の 顔の 何 處かを 少しば かり どうか 修 * 化すれば 父 

の顏に 近より 易い 傾向が あるの だら う。 それで 毎日い ろ に 直したり 變 へたり して 居る 內には 

偶然 其の 「何處 か」 にうまく ぶっかって、 主要な 鍵に 觸れ ると 同時に 父の 顏が 一時に 出現す る Q 

であらう。  . 

それから 考 へ て 見る に 自分が 毎日 筆の さきで 色々 さま- f> の 顔 を 出現 させて おる 內には 自分の 

見た 事の ない 祖先の 誰れ やそれ の 額が 時々 そこから 顿 いて 居る ので はない かとい ふ氣 がし 出した。 

實際 時々 妙に 見た やうな 顏 だとい ふ氣. のす る 事 さ へ ある。 

人間の 具體 的な 個々 の 記憶 や 經驗は 其 儘に 遣傳 する もので はないだ らうが、 それ 等 を 煎じつ め 

た 機微な 或 物が 遣 俥して 居る ので、 其の 爲 にこの やうな 心 持 を 起させる ので は あるまい か。 淞石 

先生の 「趣味の 遣傳」 は 正に かう いふ 點に 觸れ たもの.^ やうに も はれる。 ラフ 力 ヂォ- ハ I ン 

の 書いた も 0  、 中に も此 Q やうな 考が 論じて あった。 吾々 Q 祖先 を 千年 前に 遡る と、 今の {n 分と 

いふの は 其の 昔の 一 一千 萬 人の 血 を 受け 繼 いで 居る 勘定 ださう である。 さう して 見る と 自分が 毎 

こしら へて 居る 色々 の顏 は、 此の 二 千 萬 人の 誰れ か Q 顏 に相當 する かも 知れない。 こんな 事を考 
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へて 可笑しく も 思った が、 同時に 「自分」 とい ふ もの、 成り立ち を かう いふ 立場から、 もう 一度 

よく 考へ て 見なければ ならない と 思った。 なんだか 獨 立な 自分と いふ もの は 微塵に 崩壤 してし ま 

つて、 唯 無數の 過去の 精靈が 五體の 細胞と 血球の 巾に うごめいて おる とい ふ 事に なり さう であつ 

た 0 

此 第三 號の 自畫像 は先づ どうにか、 かう にか： a 上げて しまった。 本 常の 意味で は 何時 迄 か、 つ 

て も 「仕上がる」 見込の ない 事が 分って 來 たから、 此處ら で先づ 一 段落っぃた^5|„-にしてしばらく 

放置して 見る 事に した。 バックに 綠 色の 布の か、 つた 箪笥が あって、 其 上に 書物 や 新聞の 雜 然と 

置いて あるの が 如何にも うるさくて 畫全體 を俗惡 にして しま ふから、 後から すっかり 塗りつぶし 

て 其 代りに 暗綠 色の 幕 を 垂れた やうな 工合に 直して 見た。 さう したら 顏 が^に 引き立って 浮き 上 

つて 來た。 のみなら すそれ 迄は雜 誌の 口総に でも ありさうな 感じの あった 繪が、 この 改造の 爲に 

いくらか 落ちついた 古典的と いった やうな 趣 を 生じた。 そして 色の 對 照の 效 で 顔の 色の 赤味が 

強められる のであった。 しかし 又 同時に 着物が 矢張り 赤つ ぼく 見え 出して M. に 入ら なくなつ たが- 

もう それ を 直す だけの 根氣が なくなって 其 儘に してし まった。 

すぐに 第 四號の 自畫像 を 同大の 畫布 にやり 始める 事に した。 今度 は. f つと 顔 を 大きく して そし 
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て 前よりも 細かく 調子 を 分析して やって 見ようと 思った。 ところが 下圖を 描き 始めに は， 巧 也 大き 

く 描いた のが、 眼 や 鼻 を 直しく して 3$ る內に 知らす /\ 段々 に 顔が 縮小して 行く のが 實に不 思 

議 であった。 大體 出来た 頃に 寸法 をと つて 見る とやつ と實 物の 四 分の 三位の ものに なって 居る 事 

が 分った。 それ をもう 一 度す つかり 消して やり直す 勇氣 がなかった から 今度 も 亦 其 儘で やり 續け 

た。 

最初 の 日 は 影と 日向と を 思 ひ 切って 强く區 別 し て 大體 の 見當 をつ け て 見た。 其 時に 出来た 顏は 

不思議に 前の 第三 號の顏 に似て 居た。 何 かしら 自分の 頭の 奥に こびり ついた 誤謬が 強い 力で^ 在 

を 主張して 居る と 見える。  . 

此の 畫は とう，/^ 廿日 餘り いぢり 廻した が、 結局 矢張り 物に ならないで 中止して しま はねば な 

ら なかった。 顏の 面積が 大きくな つた だけに 困難 は 前よりも 一層 大きかった。 局 都に 囚 はれて 全 

體の 權衡を 見失 ふ 事 もい よ/ \多 かった。 セザ ンヌが 「解ります か、 ダラ ー ル君。 輪郭線が 見る 

人から 逃げる」 と 云った 本當の 意味 はよ く は 分らぬ が、 仝く さう 云った やうな 氣の する 事が 屢" 

あった。 右の 頰を つかまへ たと 思 ふ 間に 左の 頰 はする く 逃げ出した。 すっと 前にい つか 或る 畫 

家が $1： 像 を 描いて 居る の を 見た 事が ある。 其 時に 畫家 の 擧動 を 注意 して 居る と 素人の 自分に は 了 
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解の 出来ない やうな 事が いろ/ \ あった， 例 へ ば 肖像の 顋の 尖端 を そろ/^ 塗って 居る と 3 め ふと 

丸で 電光の やうに 不意に 筆が 眼臉に 飛んで 行ったり した。 油斷 もす きもなら ない と 云った 風に 眼 

を 光らせて 筆 を あちらこちらと 飛ばせて 居た。 羊の 群 を 守る 番犬が ぐる/ \驅 け 廻って、 列 を 離 

れ ようとす る 羊 を 追 ひ 込む やうな 様子が あった。 今にな つて 考 へて 見る と あれ は 矢張り 輪郭線 や 

色彩が 逃げよう/ \ とする の を 見張って 居た の だと 思 はれた。 かう いふ 風に やらなければ ならな 

いとなる と 中々 大變 だと 思った。 

實際 輪郭線が 僅に 一 粍 だけど ちらか へ すれても 顏の 恰好が 丸で 變 つてし まふの は 恐ろしい やう 

であった。 或る 場所に つける 一 點の繪 具が 濃す ぎても 薄す ぎても 顔が いびつに 見えた。 その やう 

な效果 は畫に 接近して 見て 居て は 却って 分らな く 少し 距れて 見る と 著しく 見えた。 六尺の 筆 を 使 

ふ 意味が 少し 解り かけた ので ある。 

どうにか 顏 らしい ものが 出来た 時には それが 奇妙に も 自分の 知って 居る 某 〇 學者 によく 似て 居 

た。 さう とも 知らす 家內の ある 者が 此畫を 見て 「大工 か 左宫の やうな 顏だ」 といった。 

それから 毎日い ろ/ \ と 直して 變 化させて 居る 間に、 い つ の 間に か 又 此の 同じ 大工の 顔が ひよ 

つ くり 復歸し て來 るの が 不思議 であった。 逢 ひ 度くな いと 思って つとめて 避け て罟る 人 に 偶然 出 
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く はす やうな 氣が ST した。 或 日 思 ひ 切って 左の 頻を うんと 切り落してから 後 は 此の 不思議な 幽 

靈に 脅かされる 事 は 一 一度と なくなった。 

何時 迄 やっても 遂に 出來 上る 見込 はなさ さう に 思 はれ 出した。 或 日 K 君に 此頃 得たい ろ， の 

經驗を 話して 居る 內に同 君が 次の やうな 事 を 注意した。 「 一 體 人間の 顏は 時々 刻々 に變 化して 居 

るの を 或る 瞬間の 相 だけつ かまへ る 事 は 第 一 困難で も あるし、 かりに それ を 捕へ て 表現した とし 

て も、 それ は 其 人の 像と 云 はれる だら うか」 とい ふやうな 意味であった。 さう いふ 風に 考 へて 見 

ると、 單に早 取 寫眞の やうな ものなら ば 技巧の 永い 習練に よって 仕上げられ 得る もの かも 知れな 

いが、 或る 一 人の 生きた 人 聞の 表現と しての 肖像 は 結局 出來 上る とい ふ 事 はない もの だと も 思 は 

れた。 或は 其の 點に 行く と 却って 日本 畫の 似顔と か 或は 漫畫の カリ カチュ ァの 方が 見込が ありさ 

うに 思 はれた。 それ 程で はなくても 險毛 一本 も見殘 さす 描いた、 金屬 製の 顔に H ナ メル を 塗った 

やうな 堅い/, \ 肖像より は、 後期印象派 以後の 妙な 顔の 方が 少 くも 狙ひ處 だけ は本當 であるまい 

かと 思 はれて くる。 此の 考を 段々 に 推し 擴げて 行く と 自然に 立 體派ゃ 未来派な どの 主張 や 理論に 

落ちて 行く ので は あるまい か。 

仕上がる とい ふ 事 Q ない 自然の 對象を 捕へ て綺を 仕上げる とい ふ 事が 出来る とすれば、 其處に 
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は 何 か 手品の 種が ある。 ー體顏 ばかりでなく、 靜物 でも 何でも 餘り 輪郭 を はっきり かくと 縐か 

堅 過ぎて 却って 實感 がなくなる やうで ある。 例 へ ばのう ぜんの 葉 を 一 枚々 々はっきり 描いて 見る 

と、 どうも ブリキ 細工に ペンキ を 塗った やうな 感じが する。 此れ は 自分の 技巧の 拙な 爲 かと 思 ふ 

が、 しかし 存外 大家の 描いた ので も そんなの が あり 易い。 此れに 反して わざと 輪郭 を 崩して 描く 

と 生氣が 出て 來て 運動 や 遠近 を 暗示す る。 此れ はたし かに 科學 的に も 割合 簡單 に說 明の 出来る 心 

理的 現象で あると 思った。 同時に 普通の 意味での デッサンの 誤謬 や、 不器用 不細工と いふ やうな 

ものが 繪畫に 必要な 耍素 だとい ふ 議論に 稍 確な 根據が 見付かり さうな 氣 がする。 手品の 種 は此處 

にかくれ て 居さう である。 

セザ ン ヌは 矢張り 此の 手品の 種を搜 した 人らしい、 しかしべ ルナ，" ルに云 はせ ると 彼の 理論と 

目的と が 矛盾して 居た 爲に 生涯 仕上げが 出来なかった とい ふので ある。 それにしても セザ ンヌが 

同じ 「靜 物」 に 百 囘も對 したと いふ 心 持が どうも 自分に は 分り かねて 居た が、 どうしても 出來上 

らぬ 自分の 自畫像 を 描いて 居る 內に ふと 此んな 事を考 へた。 想 ふ 乂セザ ンヌに は 一 つ ，（-0 「林 

擒の顏 j が はっきり 見えた に 相違ない。 自分の 知った 人の 中には 雀の 顏も 見分ける 人 は あるが、 

それよりも 一 層銳ぃ 此の 畫 家の 目に は 生きた 個々 の 梨 物の 生きた 顏が 逃げて 迥 つて 困った ので は 
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あるまい か。 其の 結果が あの 角ば つた 林檎に なった ので は あるまい か。 

こんなさま，^ の事を考へ ながら、 毎日 熱心に 顏を 見詰めて は 描いて 居る と、 自分の 顔の みな 

らす、 誰れ でも 對 して； 15 る 人の 顔が 一 つの 立體 でなくて 畫 布に 表れた 繪の やうに 見えて 来た。 人 

と對 話して 居る 時に 顔の 陰影と 光が 氣 になって 困った。 或 夜 顔色の 美しい 女 客の 顏を 電燈の 光で 

しみ.^ 見て 居る と頰ゃ 額の 明るい 處 がどうしても 未だ 乾かぬ 生の 緣具 をべ つと り 盛り上げ たや 

うな 氣 がして 仕方がなかった、 そして 其の 光った 處が 額の 運動に つれて 色々 に變 るの を 見惚れて 

居る 內に、 相手の 話の 筋道 を 取り外し さう になる 事が 一度なら すあった。 其 後に、 或 日 K 君と 靑 

山 Q 墓地 を 散歩しながら、 若葉の 輝く 樹 冠の 色彩 を 注意して 見て 居る 內に、 此事を 3 心 ひ 出して 話 

すと、 K 君 は 次の やうな 話 をして くれた。 ゴンク ー ル の小說 に、 或る 女優が 舞臺を 返いて 某 貴族 

と 結婚した が、 再び もとの 生活が 戀 しくなる とい ふの が ある。 其の 最後の 條に、 夫が 病氣で 非常 

な 苦悶 をす るの を 見た すぐ あとで、 しかも 夫の Si 前で 鏡へ 向って 其の 動作の 復習 を やる 場 而がぁ 

る。 失が それ を 見て お前 は 藝術家 だ、 戀は 出来ない と 云って 突きとば すので お 仕舞に なって is る- 

K 君 は 此れ を 讀んだ 時に 餘 りに 不自然 だと 3 心った が、 自分の 今の 話 を 聞く とそん な 事 もない と は 

限らない やうな 諷 がする と 云った。 此の やうな 特殊な 場合 だけ 考へ ると、 實際世 .ぱ で 純 粹な藝 術 
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が 人倫に 魔 類的效 梁を與 へる といって 攻擊 する 人達 0 いふ 事 も 無理で ない と 思 はれて 來る。 併し 

さう いふ 不倫な 藝術 家の 與へ る 藝術其 物は必 すし も效 鬼の 悪い ものば かりと は 思 はれない。 つま 

り、 かう いふ 藝術家 や 此れと よく 似た 科 學者等 は、 極端な ィ ー ゴィ ストで あるが 爲に結 《^ に 於て 

は 却って 多 數の爲 に 自分 を犧牲 にす る 事になる 場合 も ある だら う。 さう いふ 時に いつで も 結局 一 

番得 をす るの は、 かう い ふ 犠牲者の 死屍に 鞭う つ パリ サイ あたりの 舉 者と 僧侶 達 かも 知れない。 

こんな 事 を考へ て 居る 內に、 それなら 金儲けに 熱中して 義理 を 缺く人 はどう かとい ふ 問題に ぶつ 

かって 小ノ し六ケ しくな つて 來た。 

毎日 同じ 顔 を いぢり 廻して 居る 內に 時々 は 要領に うまくぶ つかる 事 もあった。 何だか 違って 居 

るに は 相 t 一ない が、 どう 遠って 居る か 分らないで 困って 居た やうな 處が、 何 かの 拍子に うまく 直 

つて 來る 時には 妙な 心 持が した。 樂 器の 絃の 調子 を 合せて 行って ぴったりと 合った やうな、 或は 

嵌まりに くい 器械の ねぢが やっと はまった 時の やうな、 何とい ふ 事な しに 肩の 凝りが すうつ と 解 

ける やうな 氣 がする ものである。 

さう いふ！？ にうまく 行った 處 はもう 一 一度と いぢる のが 恐ろしくなる。 それ を 構 はす 筆 をつ ける 

時には 可也 ヒ 0 イツ クな氣 持になる。 しかし それ を やる と 吃 度 手が 堅くな つて いぢけ て 失敗す 
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る 場合が 多い。 進歩と いふ 事に さへ 構 はなければ 手 をつ けないで 其 儘に 安んじて おく 方が 所謂 處 

生の 方法と も 暗合して 安全で あるか も 知れない。 

それで 自畫像 第四號 もとう/ >\ 仕上げす にやめ てし まった。 第三 號は 第一 號の やうに 意地の 惡 

ぃ顏 であった が 此の 第 四號は 第一 ー號の やうに 溫厚 らしく 出来た。 一 一重 人格者の 甲乙の 性格が 交代 

で 現 はれる やうな 氣 がした。 

今度 は 横顔で もやって 見ようと 思って 鏡 を 二つ 出して 眞撗 から 輪郭 を寫 して 見たら 實に 意外な 

顔であった。 第 一 鼻が 思って 居た よりもす つと 高く 如何にも 憎く， /\、 しい やうに 突き出て 居. て、 

額が そげて 顋が こけて、 おまけに 後頭部が 飛び出して 居て 何とも 云 はれない 妙な 顏 であった、 何 

處か 口べ スピ ー ル に似て 居る やうな 氣 がした。 兎に角 正面の 自分と 横顔の 自分 を 結びつける のが 

一 寸 困難に 思 はれた。 嘗て 寫眞屋 のァ ルバ ムで 知らぬ 人 Q 顏に ついて 同じ やうな 經驗 をした 事 は 

あつたが、 生れて 四十 餘年來 自分の 肩の 上に ついて 居る 顔に 就いて こんな 經驗 をしょう と は 思 は 

なかった。 

これから 思 ふと 刑事 巡査が 正面の 寫眞 によって 罪人 を 物色す る やうな 場合に は、 目前に 居る 橫 

顔 Q 當人を 平氣で 見逃がす プ a バ ピリ ティ も 可也に ありさう だと 思った。 場合によって は 抽象的 
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な 人相 書に よった 方が 却って 安全 かも 知れない c 或は 寧ろ 漫畫 家の 描いた 鳥 羽 鰭が 一番 有效 かも 

知れない。 上手な カリ カチュ ァは實 物よりも 以上に 實 物の 全 體を現 はして 居る から。 

此れと 聯關 して 自分が 前から 懷 いて ゐる 疑問 は、 人間の 額が 往々 動物に 似たり、 反對に 動物の 

顔が 或る人 を 思 ひ 出させる 事で ある。 實際 骼駝に 似た 人 や ペリカンに 似た 人が ある。 河豚、 饍、 

噹螂、 龍の 落し子な どに 似た 人 さへ ある。 古い スト ランド 雜誌 にいろん な 動物の 色寫 a- をう まく 

色々 の 人間に 見立てた のがあった。 或る 外 國人は 日本の 相撲の 顏を 見る と 必す何 かの 動物 を 思 ひ 

出す と 云った が、 其の 人の 顏 自身が どうも 何 かの 獸 に似て 居る のであった。 レヴィンの 描いた ト 

ル ス トイの 顏 など はどうしても 獅子の 顏 である。 

さう して 見る と 吾々 が 人 Q 顏を 見る 時に 頭の 中へ 出来る 像 は 決して ュ ー ク リツ ド 幾何 學的 G も 

ので はない と 思 はれる。 唯 或る、 割合に 少數な 項目の、 多數な 錯 列 によって 色々 Q 顏の 印象 

が 出来て 居る。 其 中に 若干 「相似」 を 決定す る爲に 主要な 項目の 組み合せ があって 此れ だけが 具 

i すれば 殘 りの 排列な ど はどうで もい 、の だら う。 此の 主要の 組み合せ を 分析 するとい ふ 事 は 可 

也 面白い しかし 六ケ しい 問題 だら うと 思ったり した。 渾 天に 散布され た 星の 位置 を覺 える のに、 

星の 間 を 適當に 直線で 連ねて 色々 0 星座 を こしら へ る。 それ を 一 度覺 えてし まへば いつ 見ても 其 
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れ だけ c 星が 纏まって 見える し、 此れと 大體に 似た 點の 排列 を 見れば 其れが 實 際に はかなり いび 

つに なって 居ても すぐに それと 認められる。 吾々 の 顏に對 する 記憶 も 此れと 似た もので は ある ま 

いか。 星座の連結法は寧ろ任意的だが顏^^場合には其れが必然的で凡ての人間に共通でぁるとす 

れば 此れ も 一 つの 不思議な 問題になる。 

色々 の 「學」 と 名のつ く擧 問、 殊に 精神的 方面に 關し たもので、 事物の 眞を 探究す ると は 云 ふ 

もの，.、 よく 考 へて 見る と 物の 本来の 面目 は 矢張り 分らないで、 つまり は 一 種の 人相 書か 鳥 Mil 

を 描いて 居る 場合 も 多い やうに 思 はれる が、 其の やうな 不完全な 「像」 が 非常に 人間に 役に立つ 

て 今 曰の 文明 を 築き上げ たと 思 ふと 妙な 氣持 がする。 唯 W 乙 一 一人の 描いた 人相 書が ちが ふ 場合に 

何方も 自分の 描いた 方が 「正しい」 と 云って、 主張す るの はい、 としても おしま ひに は 苦々 しい 

喧啤 になる C は どんな もの だら う。 物理 學 では 相 對 原理 0 認められた 世の中で あるのに。 

横顔 は 鬼に 角 中止と して 今度 は スケッチ 板へ ー氣呵 成に 正面 像 を やって 見る 事に した。 廿日 間 

苦しんだ 後 だから 少し 氣を變 へ て 見 度い と 思った ので ある。 今度 は 似よう が 似まい がどうで もい 

いとい ふ 位の 心 持で 放膽 にやり 始めて 唯一 一日で 顏 だけ はものに してし まった。 ところが 却って 此 

方が 一番 顔が 生きて 居て そして 一番 藝術 的に 見えた。 其 上 此れが 今迄 G 內で 最もよ く 似て 居る と 


408 


像畫 1=1 


いふ 者 もあった。 なんだか 餘り あっけなくて、 前の 繪 にいつ 迄 も かじりついて 居た のが 馬鹿々々 

しい やうな 氣 がした が、 實は 矢張り 前の 繪で 得た 經驗の 效果が 此の スケッチに 現 はれた かも 知れ 

ない。 

第； 號 から 最後の 五號 迄なら ベて 見る と、 隨分 色々 な 顔で ある。 そして いづれ も 偶然の 產 物で 

ある。 此の 偶然の 行列の 中から 必然 をつ かまへ るの は 容易な 事で はない と 思った。 凡てに 共通な 

の は 眼が 二つ あると かい ふやうな 抽象的な 點 ばかり かも 知れない。 尤も 顏 自身の 日々 の 相が 偶然 

の もので は あらう が。 

毎日 變 つて 居る 顔の 歷史を 順々 に 手繰って 行けば 赤ん坊の 時 迄 一 つの 「連 續」 を 作って 居る が- 

此れ を間斷 なく 見守 つて 居ない 他人に 向って 子供の 時 の 顔と 今 の 顔と を 切り離し て 見せて 其れが 

同人 だとい ふ 事 を 科學的 理論的に 證 明しょう としたら 隨分 困難な 事 だら う。 何十 年来 一 つ 家に 暮 

した 親に でも、 自分が 或る 夜中に 突然 入れ 換っ たもので ない とい ふ 事 を 「證 明」 しなければ なら 

ない としたら 困る だら う。 第 一 自分自身 にさ へ 子供の 時と 今との 連鎖 を 完全に 握って 居る 人 は あ 

りさう もない。 こんな 「證 明」 Q 必要 はめった に 起らない から 安心して 居る だけで ある。 しかし 

例へば 生れた ばかりで 刖れて 三年 後に 逢った 自分の 子供 を 嚴密な 意味で 確認し 得る 人が ある だ ら 
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う 力。 仕 合せな 事に は 世の中で は 論理的の 證明は 割に 耍求 されないで、 ォ I ソリ ティの 證 一目が 代 

用され 其の おかげで 物事が^ 滞な く進涉 する ので あらう。 

自畫像 を 描きながら 思 ふやう に 描け ない 苦し まぎれに、 隨分 いろんな 事を考 へた ものである。 

それ をもう 一 遍 復習す る やうな 積り で 書いて 見る と隨分 下らない 事を考 へた もの だと 思 ふ 事 も あ 

るが 乂 中にはもう 少し 深く 立ち入って 考 へて 見 度い と 思 ふ 事 もないで はない。 

(大正 九 年 九月、 中央 公論) 
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小さな 出来事 


一 蜂 

私の 宅 Q 庭 は、 割に 脊の 高い 四つ目垣で、 東西の 二つ Q 部分に 仕切られて 居る。 東側の 方の は 

應接 間と 書齋と 其の上の 二階の 座敷に 面して 居る。 反對の 西側の 方 は 子供部屋と 自分の 居間と 隱 

居 部屋と に 三方 を圍 まれた 中庭に なって 居る。 此の 中庭の 方 は、 垣に 接近して 小さな 花壇が ある 

だけで、 方 三 間ば かり 0{ 仝 地 は 子供の 遊び場 所に もな り、 又 夏の 夜の 涼み 場に もな つて 居る。 

此の 四つ目垣に は 野生の. m 蓄薇 をから ませて あるが、 夏が 來 ると、 此れに 一 面に 朝 顏ゃ花 豆 を 

這 はせ る。 其 上に 自然に 生える 烏瓜 も溺ん で、 殆んど 隙間の ない 位に 色々 の 葉が 密生す る。 朝戶 

を あける と 赤、 紺、 水色、 柹色 さま/^ の 朝顔 が^き 揃って 居る の は 可也 美しい。 夕方が 來 ると 
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烏瓜の 煙の やうな 淡い 花が 繁み Q 中から 颯 いて 居る の を 蛾が せ、 りに 来る。 薔薇の 紫な ど は隱れ 

て 見えない 位で あるが、 垣根の 頂上から は 幾 本と なく 勢 Q 好い 新芽 を 延ばして、 此れが 眼に 見え 

る やうに 日々 生長す る。 此れに 叉 朝顏ゃ 豆の 蔓 がから み 付いて 何 處迄も 空へ /\ と 競って 居る や 

うに 見える。 

此の 盛んな 勢で 生長して 居る 植物の 葉の 茂りの 中に、 枯れ か、 つた やうな 薺 薇の 小枝から 煤け 

た 色 をした 妙な ものが 一 つぶら 下って 居る。 それ は 蜂の sel- である。 

；?! が 始めて 此の 蜂の 巢を 見付けた の は、 五月の 末 頃、 垣の 白蔷 薇が 散って しまって、 朝顔 や 豆 

が やっと 二葉の 外 の 葉 を 出し 始めた 頃で あった やうに 記憶して 居る。 花の 落ちた 小枝 を 剪 つて 居 

る に氣が 付いて、 よく 見る と、 大 さは やっと 拇指の 頭 位で、 まだ ほんの： り 始めの もので あつ 

た。 此れに しっかり しがみ付いて、 黄色い 强 さうな 蜂が 一. 匹 働いて 居た。 

蜂を兑 付ける と、 私 は 中庭で 遊んで 居る 子供達 を 呼んで 見せて やった。 都會で 育った 子供に は- 

こん な もので も 珍ら しかった。  蜂の 毒の 恐ろしい 事 を 擧んだ 長子 等 は 何も 知らない 幼い 子に いろ 

、 、 

んな 事を云 つて 警めたり おどした りした。 自分 は 子供の 時に 蜂 を 怒らせて 耳 た^を 刺され さん 

しちの 葉 を もんです りつけ た 事 を 想 ひ 出したり した。 あの 時分 は アム モ ユア 水 を 塗る とい ふやう 
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な 事 は 誰も 知らなかった ので ある。 

鬼に 角 こんな 處に 蜂の 巢 があって は あぶない から、 落して しま はう と 思った が、 蜂の 居ない 時 

0 方が 安全 だと 3 心って 其 日 は其傣 にして 置いた。 

それから 四 五日 はまる で 忘れて 居た が、 或 朝 子供 等の 學 校へ 行った 留守に 庭へ 下りた 何 かの 序 

に、 思 ひ 出して 观 いて 見る と、 蜂 は 前日と 同じ やうに、 嫗を 逆様に 巢の 下側に 取り付いて 仕事 を 

して 居た。 二十 位 も あらう かと 3 心 ふ 六角の 蜂寫の 一 つの 管に 繼ぎ 足し をして 居る 最中であった。 

六稜柱 形の 壁の 端 を 顎で く はへ て、 ぐる/ \ 廻って 行く と、 壁 はニミ リメ！ トル 位 長く 延びて 行 

つた。 其の 新に 延びた 部分 だけが 際立って 生々 しく 見え、 上の 方の 煤けた 色と は 著しくち がって 

居る のであった。 

一 廻り 壁が 繼 ぎ 足された と 3 心 ふと、 蜂 は 更にし つかりと からだの 構へ をな ほして、 そろ/ \ と 

自分 の 頭 を 今 造 つた 穴 Q 中へ 摘し 入れて 行った 。如何にも 用心深く 徐々 と 身體を 曲げ て 頭の 見え 

なくなる 迄插し 入れた、 と 思 ふと 間もなく 引き出した。 穴の 大さを 確め て 始めて {文 心した と 云つ 

たやう に 見えた。 そしてす ぐに 隣の 管に 取り か、 つた。 

私 は此歲 になる 迄、 蜂の 此の やうな 擧動を 詳しく 見た 事がなかった ので、 强ぃ 好奇心に 驅られ 
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て 見て 居る 內に、 此の 小さな 昆蟲の 巧妙な 仕事 を無殘 に破壤 しょうと いふ 氣に はどうしても なれ 

なくなって しまった。 

其れから は 時々、 庭へ 下りる 度に わざく 靦 いて 見た が、 蜂の 居ない 時 は 寧ろ 稀であった。 見 

る 度に 六稜 柱の 壁 は 段々 に 延びて 行く やうであった。 

或 時 は 顎の 間に 灰色の 泡立った 物質 を 一 杯 溜めて 居る 事が 眼に ついた。 そして 壁 を 延ばす 代り 

に 穴の 中へ 頭を插 しこんで 內 部の 仕事 を やって 居る 事 もあった。 しかし それが どうい ふ： in 的で 何 

をして 居る の だか 自分に は 分らなかった。 

其 內に私 は 何 かの 仕事に まぎれて、 しばらく 蜂の 事 は 忘れて 居た。 多分 半月 程經 つてから と 思 

ふが、 或 日 ふと 想 ひ 出して 覼 いて 見る と 蜂 は 見えなかった。 のみなら す 集の 工事 は 前に 見た 時と 

比べて ちっとも 進んで 居ない やうであった。 なんだか 豫 想が 外れた とい ふだけ でな しに 一 種の 

—— 極く 輕ぃ 淋し さとい つた やうな 心 持 を 感じた。 

其れから 後 は 何時 迄經 つても、 もう 蜂の 姿 は 再び 見えなかった。 私 はどうした Q だら うと 色々 

な 事 を 想像して 見た。 往来で 近所の 子供に でも 捕 へられた か、 それとも 私の 知らない やうな 自然 

界の 敵に 殺された のかと も考 へて 見た。 しかし 乂 此の 蜂が 今 現に 何處か 遠い 處で 知らぬ 〔氷の 庭の 
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木立に 迷って あてもなく 飛んで 居る やうな 氣 もした。 

私 は 親しい友達 などが 死んだ 後に、 獨 りで 街の 中 を 歩いて 居る と、 ふと 其の 友が 現に 同じ 東京 

の何處 かの 町 を 歩いて 居る 姿 を あり/ \ 想像して、 云 ひ 知れぬ 淋し さを感 する 事が あるが、 此の 

蜂の 場合に も 此れと よく 似た 幻 を 頭に 描いた。 そして 强ぃ 眩しい 日光の 中に キラく して 飛んで 

居る 蜂の 幻影が 妙に 淋しい ものに 思 はれて 仕方がなかった。 

或 日 何 かの 話の 序に S に此 Q 話 をしたら、 S は 私と は 丸でち がった 解釋 をした。 蜂 は 場所が 惡 

いから 斷 念して 外へ 移轉 したの だら うとい ふ 0 である。 さう 云 はれて 見れば 或は さう かも 知れな 

い。 實際兩 側に 廣ぃ 空地 を控 へた 此の 垣根で は 嵐が 吹き通したり、 雨に 洗 はれたり、 人の 接近す 

る 事が 頻繁であった りする ので 蜂に 取って は餘り 都合の い， - 場所で はない。 しかし 果して 蜂が 其 

の 本能 或は 智慧で 判斷 して 一 日 一 選定した 場所 を、 作業の 途中で 中止して 他所へ 移轉 するとい ふや 

うな 事が ある もの か、 ない もの か、 此れ は專 門の 學 者に でも 聞いて 見なければ 判らない 事で ある。 

若し S の判斷 が本當 であった としたら、 つまり 私 は 自分の 想像の 中で 强 ひて 憐れな 蜂 を 殺して 

しまって、 其 死 を 題目 にした 小さな 詩に よって 安直な 感傷的 の 情緒 を 味 つ て 居た 事 になる かも 知 

れ ない。 しかし いづれ にしても 私 0 幻想 を無雜 作に 事務的に 破って しまった S に對 して、 輕ぃ不 
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平 を 抱かない では 居られなかった。 そして 此んな 些細な 事柄に もォプ チミ ストと ベ シ ミ ス ト の 差 

刖は現 はれる もの かと S 心ったり した。 

今日 舰 いて 見る と 蜂の 巢 Q すぐ 上に は 棚 蜘蛛が 網 を 張って、 其 上に は 枯葉 や 塵埃が 一 杯に きた 

なくた まって 居る。 蜂の # 、と 云 ひながら、 矢張り 住む 人がなくて 荒れ 菜て た 廢屋の やうな；！^ がす 

る。 此の 巢の すぐ 向 側に 眞 紅の 力 ン ナ の 花 が^き 亂れて 居る のが 一 層 蜂の 巢を みじめな ものに 

せる やうであった。 

私 は 鬼 も 角 も 此の 巢を來 年の 夏 迄此儘 そっとして 置かう と 思って 居る。 來年 になったら 此の f:: 

ぃ巢 に、 もしゃ 何事 か 起り はしない かとい ふやうな 豫感が ある。 

二 乞 食 

或 朝 Q が 訪ねて 來た。 

此 Q 男 は、 私 C 宅へ 来る 時には、 吃 度 何 か 一 つ 二つ 皮肉な そして 私 を 不愉快に する やうな 暗示 

に 富んだ 言詞を 用意して 來る やうに 見える。 そして 話して 居る 內に 適當 或は 不適 當な機 會を捕 へ 

て 其の： 一目 詞を 吐き出し て しま ふ 迄 は 落ち 付く 事が 出 米な いやう に 見える。 鬼 も 角 も 其れ を 云 つ て 
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しま ふと、 其れ 迄 ひどく 緊張して きつい 表情 をして 居た 彼の 顔が 急に 柔 かにな つてく る、 そして 

平生 氣持 の 悪 い やうな 靑 黑ぃ顏 色に は 少し 赤味 さ へさして 來て、 見る から 快い やうな 感じに 變 化 

する ので ある。 

私 は 此の 男の 癖 をよ く 知って 居て、 可也 久しく 馴らされて 居る し、 又 そ 0 やうな 特殊な 行爲 Q 

動機 も 充分に 諒解して 居る ので、 別に 大して 氣 にしない つもりで は 居る が、 それでも 此の 男と 話 

した 後で は 何 m か 平常と はちがつた 心 持に なって 居る ものと 思 はれる。 さう だとい ふ 事が、 其の 

後に 自分の 身邊に 起る 些細な 事柄に 對 する 自分の 情緒の 反應 によって 證 明され る 場合が ある やう 

に 見える。 

此日 Q が 用意して 來た 材料 は、 私の 病 氣に關 した 事であった。 つまり 私が、 わざ 自分の 病 

氣を わるく して 長引かして は密に 喜んだり する 一 種の 精神病 者に 似た 心理 狀 態に あると いふ 事 を 

巧に 暗示す ると 云 ふより は 寧ろ 露骨に 押しつけようと いふので あった。 自分 は Q に 云 はれる 前 か 

ら 自分の 頭の 奥底に どこか 此 Q やうな 不合理な 心理 狀 態が 潜んで 居る ので はない かと 疑って 見た 

事が あった だけに 此の Q の 暗示 は 可也の き、 めが あった。 

Q が歸っ てから 晝飯を 貧 つ た。 それから 子供部屋 へ 行って オル ガ ンを ひい た。 


417 


其 日 はよ く 晴れて 暑い H であった。 子供部屋の 裏の 緣先 にある 花壇に は、 強烈な 正午 過の n 光 

が 眩しい やうに 輝いて、 草木の 葉もう なだれて 居る やうであった。 花 豆の 赤い 花が 火の やうに 觅 

えた。 併し 此の 部屋 は 一番 風が よく 吹き通す 0 で、 みんなが 此處に 集って 居た。 子供 等 は 寢轉ん 

で 本 を 見て 居る 0 も あれば、 緒 具 箱 を 出して 總を 描いて 居る の もあった。 老人 は 襖に 背 を もたせ 

て 御伽 噺の本 を 眼鏡で たどって 居た。 私 は 裏庭 を 左に した 壁の オルガンの 前に 腰かけて、 指の 先 

Q 鍵盤から 湧き上る 快い 樂 昔の 波の 中に 包まれて、 しばらく は 何事 も 思はなかった。 

涼しい 風が、 食事 をして 汗ばんだ 顔 を 撫で、 行く と 同時に 樂譜の 頁 を 吹き 亂 した。 そして 頭の 

中の あらゆる^つ たもの を 吹き 拂 ふやうな 氣 がした。 

手頃な 短い 曲 を いくつか 彈 いてから、 何時もよ くやる ベ ルゴ レシの <;juando  corpus  morietur 

とい ふの を やり 始めた。 此れ は Stabat  mater の 一 節 だとい ふから、 いづれ 十字架の 下に 立った 

聖母の 悲痛 を 現 はした もので あらう。 私 は 此れ を ひいて 居る と、 歌の 文句 は 何も 知らないのに 拘 

らす、 いつも 名狀の 出来ない やうな 敬虔と 哀愁の 心 持が 胸に 充 ちる のを覺 える。 

此 Q 曲の 終りに 近づいた 頃に、 誰れ か 裏木戸の 方から はいって 來て緣 側に 近よ る氣は ひがした _ 

, 扳リ 向いて 見る と 花壇 0 前 Q 日向に 妙な 5?！ が 突っ立って 居た。 
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三十 前後 かと 思 はれる 脊の 俄い 男で ある。 汚れた 小 倉の 霜降りの 洋服 を 着て、 脚に も 泥 だらけ 

のゲ ー トル を まき、 草鞋 を 履いて 居る。 頭髪 は 長く はない が 踏み荒された 草原の やうに 亂れ よご 

れ、 顎に は虎髯 がもぢ やく 生えて 居る。 しかし 顔に は 寧ろ 柔和な、 人の 好 ささうな 表情が あつ 

た。 唯 額の 眞 中に 斜に 深く 切り込んだ やうな 大きな 創痕が、 見る も 恐ろしく 氣味 悪く 引き 釣って 

居た。 よく 見る と 右の 腕 はっけ 元から なくて 洋服の 袖 は 空し くだらり と 下って 居る。 一足 二足 進 

み 寄る の を 見る と 足 も 片方 不隨 であるら し い。 

彼 は 私の 顏を 見て 何遍と なく 頭 を 下げた。 そしてし ゃ暖れ た、 胸に つまった やうな 聲で、 何事 

かしきりに 云って 居る のであった。 顔 一 杯に 暑い 日が 當 つて 汚れた 額の 創の ま はりに は 玉の やう 

な 汗が 湧いて 居た。 

よく 聞いて 見る と 或る 會 社の 職工で あつたが 機械に 哙ひ 込まれて 怪我 をした とい ふので ある。 

そして 多くの 物 貰 ひに 共通な やうに、 國へ歸 るに は 旅費がない とい ふやうな 事も訴 へて 居た。 

幾度と なくお じぎ をして は 私 を 見上げる 彼の 悲しげ な 眼 を 見て 居た 私 は、 立って 居室の 用箪笥 

から 小. 紙幣 を 一 枚 出して 來て 下女に 渡した。 下女 は臺 所の 方に 呼んで それ を やった。 

私が 再び オルガン の 前. に 腰 を 掛ける と 彼 は 又 緣惻へ 廻って 來て 幾度と なく 禮を 云った。 そして 
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rs: 那樣、 どうぞ、 御から だ を 御大 事に」 と 云った。 更に 老人 や 子供 等に も 一 人々々 丁寧に 禮を 

云って から、 とぼ /\ と片 足 を 引き， f りなが ら出 て 行く のであった。 

「どうぞ、 御から だ を 御大 事に」 と 云った 此の の 一 言が、 不思議に 私の 心に 强く 溶み 透る や 

うな： g がした。 此れ程 平凡な、 餘 りに 常赛 であるが 爲に 殆んど 無意味に なった やうな-〉 II 葉が、 ど 

うして 此 時に 限って 自分の 胸に 喰 ひ 入った ので あらう か。 乞食の 眼 ゃ聲は 可也に 哀れつ ぼい もの 

であった が、 唯 それだけで 此の やうな 不思議な 印象 を與 へたの だら うか。 

® れた聲 に 力を入れて、 絞り出す やうに 云った 「どうぞ」 とい ふ 言葉が、 彼の 胸から： si ちに 自 

分 0 胸へ 傳 はる やう な氣 がす る と 同時に、 私 Q 心の 片隅 の 何處か 急に 柔 かくなる やうな ハ湫 がし 

た。 そしてもう 一度 彼 を 呼び返して、 何 かもう 少し くれてやり 度い やうな：： 艰さ へした。 

默 つて 乞食の 擧動を 見て 居た 子供 等 は、 彼が 歸 つてし まふと、 額の きす や、 it: 手の ない 事な ど 

を 小聲で ひそく と 話し合って 居た が、 間もなく、 それ/^ の仕事ゃ遊びに氣を奪はれてしまっ 

たやう である。 子俱 等の 受けた 印象 は 知る 事 は出來 ない。 

乞 貧 は 私の 病氣の 事な ど は 固より 知って 居る 害はなかった。 恐らく 彼 は 誰の 前に も it 返す ぉ定 

まり 01  一一 ロ詞を 繰返した に過ぎない だら う。 唯 其れが 0" の 冷 篤と ベ ルゴ レ シ の音樂 とのす ぐ 後に 出 
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く はした ばかりに、 偶然 自分の 子供ら しい ィ I ゴ チズ ム に迎ム 口した のか も 知れない 

併し 私が 彼の 歸 つて 行く 後 姿 を 見た 時に 突然 閃いた 感傷的な 心 持の 中には、 後から 考へ ると 可 

也に 色々 な ものが 含まれて 居た やうで ある。 例 へ ば 自分が 彼の 乞食で あつ て 門から 門 へ と 貰つ て 

歩く とする。 何處の 玄關ゃ 勝手口で も 疑と 輕侮 Q 眼で 睨まれ 追 はれる。 其の 屈辱の 苦味 を かみし 

めて 歩いて 居る 內に 偶然 或 る 家へ はいると、 其處は 冷やかな 玄關 でも 臺所 でもな くそ こに 思 ひ 力 

けない 平和な 家庭の H 欒 があって、 そして 誰れ かに オルガン を ひいて 居た とする。 その 瞬間に 乞 

食と しての 自分の 情緒が いくらかの 變化を 受け はしない だら うか。 少 くも 此の 時 Q 此の 男 はそん 

な 心 持が したので はない かとい ふ氣 がする。 彼の 顔の 表情に は 私が 此れ迄 見た あらゆる 乞食に 見 

られ ない 柔 かく 溫 かい 或 物が あった。 

彼 は それ り來 ない。 もう 一 度來 ないか しらと も 思 ふが、 矢張りもう 來て くれない 方 力い 

三 蓑 蟲 

八月の 或 日、 { 八， 一 は 鼠色に S つて 雨 氣を帶 びた 風の 涼しい 

K 君に 端 書 を 書いて 居た。 端 書の 面の 五分の 四 位 迄 書く と 


晝 過であった。 私 は 二階の 机に 凭れて 

、 もう 何も 書く 事が なくなった ので、 
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萬 年 筆 を 握った ま、、 しばらく ぼんやり、 緣 側の 手 欄 越しに 庭の 楓樹の 梢 を 眺めて 居た。 すると 

私の すぐ 服の 前に 突き出て 居る 小枝に 蓑蟲 のぶら 下って 居る のが 眼に 付いた。 それ は 此の 蟲 とし 

て は 可也 大きい ものであった。 よく 見る と簑は 主に 紅葉の 葉の 切れ はしゃ 葉柄 を 綴り 集めた もの 

らしかった が、 其 中に 一本 圖拔 けて-おい 小枝が 交って 居て、 其の 先の 方 は簑の 尾の 尖端から 下へ 

一 寸程も 突き出て 不恰好に 反り か へって 居た。 其れが 此の 奇妙な 妨錘體 の 把 柄と でも 云 ひたい や 

うな 八" 好 をして 居る のであった。 枝に 取り付いて 居る 上端 は 眼に 見えない 程 小さい 絲 になって 居 

るので、 風の 吹く 度に 簑 はさまぐ に 複雜な 振子 運動 をし 义 垂直な 軸の ま はりに 廻轉 もして 居た „ 

今にも 落ちさう に 見える が實は 中々 しっかりして 居る Q であった。 簑蟲 自身 は 眠って 居る のか、 

或は 死んで 居る のか、 鬼 も 角 も 此の 干からびた 簑を 透して 中に 隠れた 生命の 斷片 を 想像す るの は 

困難な やうに 思 はれた。 それで 私 は 今 書き かけた 端 書の さきへ こんな 事 を 書き 加へ た。 

「今 僕の 眼の 前の 紅葉の 枝に 蓑蟲が 一 匹 居る。 僕 は 蟻 や 蜂 や 毛蟲ゃ 大概の 蟲に 就いて 其の 心 持 

と 云 つた やうな も Q を 想像す る 事が 出來る と 3 心 ふが、 此簑蟲 の 心 持 だけ はどう しても 分らない o」 

此れ だけで 端 HI の餘白 はもう なくなって しまったが、 これが 端緒に なって 私 は 此の 蟲 について 

色々 C 事を考 へ たり 想像した りした。 
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昔の 學者 などの 屮 に. は殆ん ど 年中、 或は 生涯 貧し い 薄暗い 家の 中に 引 籠った きりで 深い 田 h 索 や 

瞑想 二 耽って 居た やうな 人 もあった らしい。 此んな 人達 はすぐ 隣に 住んで 居る ゴ シップ 等 0 眼に 

は 或は 丁度 此の 簑蟲 C やうに 氣の 知れない、 又 存在の 朧氣な ものと しか 見えなかった かも 知れな 

い。 晃肚と は 唯 僅かな 絲 でつな がって、 飄々 として 風に 吹かれて 居る やうな 趣が あつたか も 知れ 

ない。 唯箦蟲 とちが ふの は、 幾年 かの 後に 思索 研究の 結 を發 表して、 斗 6 に 或は 徐々 に 世間 を 驚 

かした 事で ある。 しかし 中には 纏まった 結果 を 得なかったり、 又 得ても それ を發 表しないで 死ん 

でし まった 者 も澤山 あるか も 知れない。 そんな 人 は 脇目に は 此の 簑蟲 と變 つた 處 はなかった かも 

知れない。 

此んな 空想に 耽りながら 見て 居る と、 簑 Q 上に 隙間な く 並んで 居る 葉柄 Q 切片が、 なんだか 此 

の 隱れた 小 哲學者 の 書棚 に 背 皮 を 並 ベ た 書物 でドも ある やう. な氣 がした。 

此 Q 簑 について 思ひ 出す の は、 私が 子供の 時分に、 母 か 誰かに 敎 はった ま. -に、 養蟲の 裸に し 

たの を 細かに 刻んだ 色々 の 布片と 一 緒に マッチの { 登 箱の 中に 入れて、 五色の 簑を 作らせよ うとし 

た 事で ある。 此の 試験 Q 結桀は 熱心な 期待 を 裏切って、 蟲は 死んで しまった。 それに も拘ら す、 

美しい 五彩の 簑を 纏うた 蟲 Q 心 „^ だけ は 今 も 頭の 中に 呼び出す 事が 出来る。 ところが、 つい 近頃 
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私の 子供 等が 矢張り 祖母に 此の 話 を 聞いて 私の 失敗した 經驗を 繰返して 居た やうで ある。 一 體此 

の 話 は桌實 であらう か。 事實 であると しても 稀 有な 事で あるか、 それ 共 普通な 事で あらう か。 私 

の 母 自身に も赏際 自分で 經驗 したので はない かも 知れない が、 つ ひ 今迄 それ を 確め て は 見な かつ 

た。 乂 別に 今す ぐ 確め ようと も 思って 居ない。 さう いふ 種類 Q 事が 容易く たしかめられようと は 

思 はない からで ある。 

此んな 事から つぎ/,, \ に 空想 をた どりながら、 私 は 人間の あらゆる 知識に 關 する 所謂 ォ ー ゾリ 

ティと いふ もの- -價 値に 考へ 及んだ。 そして 考 へれば 考 へる 程、 今迄 安心 だとば かり 思って 居た 

色々 の 知識の 根柢が、 脚 元から ぐらついて 來る やうな 氣 がした。 しかし 其の 時考 へた 事 は兹に mm 

くに は餘 りに 複雜で そして デリ ケ— トな、 そして 纏り のっき かねる ものであった。 

此の やうな 事を考 へた 翌日の 同じ 時刻に 私 は 例の やうに 二階の 机の 前に 坐った。 そして 昨日の 

簑蟲 はと 3 心って 大凡 此の 逢と 思 ふ 見 當を搜 して 見た が 見付からない。 其內 にす つと 高い 處の 大き 

な 枝に 何 か 動く も のが ある と 思 つ て よく 見 ると、 それが 昨日の あの 把 柄 のつ い た蓑蟲 であった。 

唯 意外な 事に は、 昨日 生死 も 分らない やうに 靜 まり 返って 居た あの 小哲學 者と は 思 はれない やう 

に 活動して 居る のであった。 簑の 上端から 黑く 光った 頭が 出て 居た。 それが 波 を 打って 動く につ 
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れて 紡錘 體は 一 刻み、、 つ.^ 枝 C 下側に 沿うて 下りて 行った。 時々 休んで 何 か搜す やうな 様子 をす る 

かと3心ふと又^^ゎぃで下りて行く、 とう /\ 枝の 二 叉に 別れた 處迄來 ると、 其處 から 別の 枝に 移つ 

て 今度 は 逆に 上の 方へ 向いて 彼の 不細工な 重さうな 簑を 引き やりく 這って 行く のであった。 把 

柄の 樣な 長い 棒が 如何にも 邪魔 さう に 見えた。 

見て 居る 內に 段々 滑稽な 感じが して 來 てつ ひ 笑 はないで は 居られ なくなった。 そして 昨日 K 君 

に 書いた 端 書 は 訂正し なければ ならない と 思った。 昨日の 哲學者 も 今日は やっぱり 自分の 家 を 荷 

厄介に 引きす りながら、 長過ぎて 邪魔な 把 柄 を もて 扱 ひながら、 あくせくと 歩いて 居た。 ー體何 

うい ふ 目的で 歩いて 居る の だら うと 考へ て 見た が、 多分 矢張り 食ふ爲 だら うとし か 思 はれな かつ 

た。 

其 日 Q 夕方 a 心 ひ 付いて 字引で みのむしと いふ Q を 引いて 見る と、 此の 蟲 Q 別名と して 「木 螺」 

とい ふの があった。 成程 這って 行く 様子 は 如何にも 田螺 か 或は 寄居蟲 に似て 居. る。 それから 叉 

「避 債蟲」 とい ふ 字 も ある。 此れ も 中々 面白い と 思った。 それから 手近な 動物の 事 を かいた 書物 

を搜 したが、 此の 蟲の 成蟲 であるべき 蝶峨が どんな もので あるか 分らなかった。 英語で は 何とい 

ふかと 思って 和英 辭書を 開けて 見た が C1 の 一 種と あるば かりで 耍領を 得なかった。 一 體 此の 蟲が 
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西洋に も 居る だら うか。 もし 居れば、 こんな 面 .H い 蟲の事 だから、 隨分 色々 な 人が 色々 な 事を此 

れに 就いて 書いた Q が ありさうな もの だと 考 へたり した。 昆蟲攀 者に 會 つたら 聞いて 見たい もの 

だと S 心って 居る。 

「簑蟲 鳴く」 とい ふ 俳句 Q 季題が ある Q を 3 心 ひ 出した から、 調べ 序に 歳 事 記 を あけて 見る と淸 

少納 言の 枕 草紙から として 次 G やうな 話が 引いて ある。 「簑蟲 Q 父親 は 鬼であった。 親に 似て 恐 

ろしから うとい つて、 親 Q わるい 着物 を 引き かぶせて やり、 秋風が. 吹く 頃に なったら 來 るよ とだ 

まして 逃げて 行った Q を、 さう と は 知らす、 秋風 を 音に き& 知って、 父よ.， と戀し がって 鳴く 

〇 だ」 とい ふので ある。 どうい ふ處 から 出た 傳說 だか、 或は 才女の 空想から 生み出された 事 だか. 

鬼に 角 現代人の 思 ひも 付かない やうな 事を考 へた ものである。 併し 此の 淸少納 言の ォ，' ソリ ティ 

が 九 百年 も 其 ま \ に 保存され て來 たと すると、 自然界に 對 する 日本人の 知識が 如何に 長い間 平和 

安 であった かとい ふ 事 を 物語 つて 居る。 

其 後 も 二階へ 上る 度に 氣を つけて 見る と、 養 蟲の數 は 一 つや 二つで はない。 大小 さまぐ のが 

少 くも 七つ 八つ は 居る らしい。 長い 棒の 付いた Q はま だ 外に も 居た。 中には 丁度 一本 足の 案山子 

に 似た Q も ある。 或は 二 本の 長い 捧を橫 へた 武士  Q やうな Q も 居る。 皆 大概 はじつ として 居る が- 
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午 頃に は 時々 活動して 居る の を 見受ける。 彼等に も 一 定の勞 働 時間 や 食事の 時間が ある Q かと 思 

つたり した。 或 時 大きな のが 丁度 紅葉の 葉 を 食って 居る 處を 見付けた が、 頭 を さしのべて 高い 處 

の 葉 を 引き 曲げ 蠶が桑 を 食 ふと 同じ やうに して 片 はしから 貪り食うて 居た。 近 邊の葉 はもう 大分 

哈ひ 荒されて 居る のであった。 此ん な處を 見て 居る 內に簑 蟲に對 する 自分の 心 持 は 段々 に變 つて 

來 た。 そして 蟲の 生活が 次第に 人間に 近く 見えて 來 ると 同時に、 色々 の 詩的な 幻覺は 片端から 

消えて 行った。 

M 君が 来た 時に、 此の 話 をしたら、 M 君 は 笑って、 「大分 暇 だと 見える ね」 と 云った。 併し M 君 

自身 も 矢張り 大分 暇 だと 兑 えて、 此間 自分で 蟻の 巢を底 迄 掘り返して 見た 經驗を 話して 聞かせた _ 

四 新星. 

毎年； OS.! になって そろ 夕方 の 風が 戀 しい 頃になる と、 物置に しまって ある 竹製の 涼み 臺が屮 

庭へ 持ち出される。 此れが 持ち出される 日 は、 私の 單 調な 一年中の 生活に 一 つの 著しい 區 切り を 

付ける 重要な 日に なって 居る。 もう 明日 あたり は 涼み 臺を 出さ うぢ やな いかと い ふ 事が 誰か の 口 

から 云 ひ 出される。 しかし 其の 翌日が 雨で あったり、 さう でなくても 色々 の 事に 紛れたり してつ 
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い 一 日 二日と 延びる。 其內 にいよ，^ 今日はと 云 ふ 事に なって 朝の 內に 物置の 屋根裘 から 臺が取 

り 下され、 一年中の 塵埃 ゃ徵が 濡れ 雜 巾で 丁寧に 拭ひ淸 めら れ、 それから 裏庭の 日蔭で 乾かされ 

る。 そしてい よ/ \ 夕方に なつてから 中庭に 持ち出され ると、 それで 始めて 私の 家に 本當に 夏が 

來 たとい ふ 心 持になる ので ある。 

涼み 臺の 外に 折り 疊み 椅子が 三つ 同時に 並べられて 一同が 中庭へ 集る。 まだ 明るい 宵の 內には 

繩 飛び をす る 者 も あれば、 寫生帖 を 出して おばあさんの 後 姿 を かいて 居る の も ある。 明朝^く 朝 

顔の 荅を數 へ て 報告す るの も ある。 幼ない 女兒ー 一人 は緣側 へ いろ/ \> なお 花 を 並べ て 花屋さん ご 

つ こ をす る 事 も ある。 暗くなる と 花火 をしたり、 ぉ伽噺 をしたり、 おばあさんに 「ぉ國 の 話」 を 

させたり して 居る。 幼ない 子等に は、 未だ 見た こと Q ない 父母 0 鄕國 が、 お 伽噺の 中の 妖精 國の 

やうに 不思議な 幻像に 滿 たされて 居る やうに 思 はれる らしい。 例 へ ば鄕 里の 家の 前の 流れに 家鴨 

が澤山 遊んで 居て、 夕方に なると 上流の 方の 飼主が 小船で 連れに 來る とい ふやうな 何でもない 話 

でさへ、 何 かしら 一種の 夢の やうな もの を 幼ない 頭の 中に 描かせる と 見える。 それでい つも 「お 

くにの 話」 をね だって はおし まひに 「あたし もお 國へ 行きたい な あ」 と 一人が 云 ふと、 もう 一 人 

が 同じ-一 一一：！ 葉 を 繰 返す ので ある。 子供 等の 亡祖父の 若かった 頃の 昔話 も ST 出る。 私^31身が子供の 
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時分に 幾度 も 聞かされた 話が、 又 同じ 母の 口から 出る の を 聞いて 居る と、 それが もう 遠い 昔 

Q 出来事であって、 數年前 迄 生きて 居た 私の 父に 關 する 話と は 思 はれない やうな 氣 がする。 まし 

て 祖父 を 見た 事の ない、 或は 朧氣 にし か覺 えて 居ない 子供 等に は、 き津戰爭ゃ西南戰^^時代の昔 

話 は 書物で 見る 古い 歷史の 斷片の やうに しか 響かない だら う。 そして 其れ だけに 却って 祖父に 對 

するな つかしみ は淨 化され 純化され て 子供 等の 頭の 中の 神殿に 收 めら れる * たらう と 思ったり する- 

今年 Q 夏 始めに、 涼み 臺が 持ち出されて 間もなく、 長男が 宵の 內に 南方の 签に 輝く 大きな 赤味 

が k つた 星 を 見付けて あれ は 何かと 聞いた。 見る とそれ は 黄道に 近い 處 にある し、 チラ-— 瞬き 

をし ないから いづ れ 遊星 にはちが ひない と 思った。 そして 近刊の 天文の 雜誌を 調べ て 見る とそれ 

が 火星 だとい ふ 事が すぐに 判った。 星座 圖を 出して 來て あたって 見る とそれ は 處女宮 の 一等星 ス 

ピ 力の 小ノし 東に 居る とい ふ 事が わかった。 それで 其圖の 上に 纷 筆で 現在の 位置 をし るし、 其 脇へ 

日附を かいて 置いて、 此の 夏 中の 此の 遊星の 軋 道 を圖の 上で 追跡して 見ようと いふ 事に した。 

其れ が 動機に なつ て 子供 は {4! のよ く はれた 晚には 時々 星座 圖を 出し て 目立つ た 星宿 を 見較べ て 

居た。 其 頃 は 未だ 織女 や 牽牛は 宵の 內には 可也に 東に あった。 西の方の 獅子宮に は 白く 大きな 木 

星が 屋根 越しに 氷の やうな 光 を 投げて 居た。 
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星座 圖 にある r 變 光星」 とい ふ Q は 何かとい ふ 疑問 も 出た、 私 は簡單 な說明 をして やって 丁度 

見えて 居た 「織女」 のす ぐ 隣り のべ ー タ. ライラの 面白い 光度の 變化を 注意 させた。 それから 夜 

毎に 氣を 付けて 見て 居る と 果して 天文 雜誌 にある 豫 報の 通りに 光が 變 ると いふ 事實が 子供の 頭に 

どうい ふ 風に 感ぜられ たか、 それ は 私に は 分らなかった。 

空 を 眺めて 居る 內に 時々 流星が 飛んだ。 私 は 流星の 話 をす ると 同時に、 熱心な 流星 觀測 者が 夜 

中 穴  1 を 見張って 居る 話 をして、 それから 所謂 新星の 發 見に 關 する 話 もして 聞かせた。 主だった 星 

座 を 暗記して 居れば 素人で も 新星 を發 見し 得る 機會は あると いふ 事 も 話した。 

一 秒 時間に 十八 萬 六 千哩を 走る 光が 一 ケ年 か、 つて 達する 距離 を單 位に して 測られる やうな 莫 

大な 距離 を へだて 散布され た 天 體のー 一 つ が 偶然 接近して 新星の 發現 となる 機會 は、 例 へ ば釋迦 

C 引いた 譬喩 G 盲 纏が 百年に 一 度 大海から 首 を 出して 孔の あいた 浮 木に ぶっかる 機 \ ぼ にも 比べら 

れる程 少な さう であるが、 天 體の數 の 莫大な 爲に 新星の 出現 は それ 程 珍ら しい もので はない。 唯 

光度の 著しく 强 いのが 割合に 稀で ある。 

此んな 話よりも 子供 を 喜ばせた の は、 新星の 光が 數十 百年の 過去の もの だとい ふ 事であった C 

我家の 先祖の 誰れ か に何處 かで どうかして 居た と 同じ 時刻に、 遠い/ \ 宇宙の 片隅に 突發 した 事 
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變の 報知が、 やっと 今 に 此の世界に 屆 くと いふ 事で ある。 

併し さう 云へば ー體 吾等が 「現在」 と 名け て 居る ものが、 唯-水 劫な 時の 道程の 上に 孤立した 一 

點 とい ふやうな ものに 過ぎない であらう か。 よく 考 へて 見る とそん なに 切り離し て 存在す る も 

のと は 思 はれない。 つまり は 遠い昔から 近い 過去 迄の あらゆる 出来事に それぐ の 係 數を乘 じて 

ィ Irtl^ した總 和が 眼前に 現 はれて 居る に過ぎないの では あるまい か。 

こんな 事を考 へたり しながら、 もう 聞き古した 母の 昔話 を 今迄と は 別な 新しい 興味 を もって 閬 

く 事 もあった。 

ri^ 月に なつてから 雨天 や 曇天が しばらく 鑌 いて 谅み臺 も 片隅の 戶 袋に 立て かけられ たま" に 幾 

日も經 つた。 

或 朝 新聞 を 見て 居る と、 今年 卒業した 理學士 K 氏が 流星の 觀測 中に 白鳥 星座に 新星 を發 見した 

と 云 ふ 記事が 出て 居た。 其 日の 夕方に なると 涼み 臺へ 出て 子供と 共に 其の 新星 を 捜したら すぐ 分 

つた。 しばらく 見なかった 間に 季節が 進んで 居る 事 は 織女 牽 牛が 宵の 內に眞 上に 来て 居る ので も 

知られた。 そして 新星 は 可な り 天頂に 近く 白鳥座の 一番 大きな 二等 星と 光 を爭ふ 程に 輝き また V 

いて 居る のであった。 
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「しばらく 怠けた ので 新星の 發見 をし 損なった ね」 と 云ったら、 子供 はどう 思った か 額 を眞赤 

にして、 そして さも 面. 2： さう に 笑って居た。 

私は冗談^: つもりで 云った の だが 子供に は 私の 意味が よく 分るまい と 思った。 それで 誤解 をし 

ない 爲に 次の やうな 說明 をして 置かなければ ならなかった。 

新星の 出現す る 機會は 極めて 少ない。 吾々 素人が 星座の 點檢 をす る 機 會も亦 甚だ 少ない。 從っ 

て先づ 新星が 現 はれて、 それから 吾々 がそれ を發見 するとい ふブ 確率 は、 二つの 小さな 分 數の相 

乘積 であるから、 つまり 極く 小さい もの、 まだ 小さい 分數 に過ぎない。 此れに 反して 毎晚缺 かさ 

す {4! の 見張して 居る 専門家に 取って は、 「偶然」 は 寧ろ 主に 星の 出現と いふ 事の みに あ つて、 吾 

吾の 場合 Q やうに 星と 人と に關 する 二重の 「偶然」 ではない。 强 ひて 云へば 天氣 の晴晷 II や 日常の 

支障と いふ やうな 偶然の 出来事の 爲に 一 曰 早く 見付ける かどう かとい ふ 事が 問題になる だけで あ 

らラ a 

此の 說明は 子供に は、 よく 分らない らしかった。 

其 0 うちに 又 曇天が 續 いて 朝晩 はもう 秋の 心地が する。 どうかす ると 夜風 は 涼し 過ぎる。 涼み 

臺も つい 忘れられ 勝に なった。 從 つて 星の 事 ももう 子供の 頭から は 消えて しまって 居る らしい。 
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新星の 今後の 變化を 研究すべき 天文 學 者の 仕事 は 此れから 始まる ので、 擧者達 は毎晚 曇った 空 を 

眺めて は 晴間を 待ち 明して 居る 事で あらう。 

五 幼ない Ennui 

夏休み 中に 一 度 は 子供 等 を 連れて 近くの 海岸へ 日 返りの 旅 をす るの が 近年の 常例に なって 居た。 

其の 以前に は 一 週間 位 泊り がけで 出かける 事に して 居た が、 さう すると 屹度き まった やうに 誰れ 

かに 轉地 先で 病氣 をした。 或 年 は 母が ひどい 腸 加 答兒に 罹って 半年 程 後 迄 も 祟られた。 又 或 年 は 

父子 三人と も 熱が 出たり 腸 を 害したり して、 不安心な 怪しげな 醫 者の 手に か \ら ねばなら なかつ 

た。 其內に 知人の 或 者 は 保養地で 疫痢の ために 愛兒を 亡くした りした。 それでもう 海水浴と いふ 

ものが 恐ろしく なって、 泊り がけに 行く 氣に はなれ なくなって しまった。 それでも 一度 も 行かな 

いのは 子供 等に 氣の 毒な やうな 氣 がする ので、 日 返り 旅行と い ふ 事を考 へ つ いて それにき めて 居 

たので ある。 子供 等 は それでも 十分に 滿 足して 居た やうで ある。 

今年 は 自分が 病氣で 行かれない 事に なった。 のみなら す 一 一人の 男の子 も 健康に 故障が あって 旅 

行 は餘り 望ましくなかった ので、 とう/ \ 何 處へも 行かない 事に きめた。 其 代りに. 銘々 に 何 か 望 
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みの 本 や 玩具 を 買って やる 事に して、 それで 現代が 生み出した 此の 一種の 新しい 父親の 義務と い 

つた やうな もの を 免して 賞 ふ 事に した。  . 

年と つた 方 Q 子供 等 は 書籍 を 買った。 近頃 繪が 面白くな つた. 末から 一 一番 目の 八重 子 は 水 彩繒具 

と 筆と を I 貝って 規定の 金額 は 一 度に 使って しまった。 末の 冬 子 は 線香花火 や 千代紙 や こま/. \ し 

た 品を少 しづ \ しか 買 はない ので、 配當さ れた 僅かな 金が 割 八：： におく 使 ひで が ある やうであった C 

さう い ふ 事實は 多少 小さな 姉 や 兄 の 注意 を ひい て 居る らしかった。 

學校 へ 出て 居 る 子等 は 毎朝 復習 をし て 居た。 まだ 幼稚園 G 冬 子 は 其の 時 il 中 相 乎 になって くれ 

る 人がない ので、 仲間 はづれ C 佗し さとい つた やうな もの を 感じて 居る らしかった。 それで 内分 

も 祖母の 膝の 前へ 縫雜 誌な ど を ひろげて 矢張り 一 極の 復^ をして 居る 事 もあった。 

此の 四 五月 頃から 父親が 毎日 緣を描 いて 居た の が 子供 等に 影響し て、 みんな が 熱心な 自. m 畫家 

になって しまった。 誰れ の發案 だか 小さな r 鎗の雜 誌」 を こしら へた。 五 人 G 子供が 銘々 に隱し 

あって 描いた の を 長女が 纏めて つた 後に 發 表する 事に して 居た。 「みそ さ い」 とい ふ々.；： 前 を 

つけて」 週間に 一 囘位づ --發 行した が 存外 持續 して 最近に は 第 九號が 刊行され たやう である。 

表紙 畫は 順釆 E で 受け持つ 事に なって 居る らしい。 ， 
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出品 畫を 書いて 居る 內は， ひどく 人の 見る Q を 厭が つて みんな 方々 G 部屋の 隅へ 頭 をつつ こ 

んで 描いて 居た。 時々 兄さん 達が 無理に 観き に來 ていけな いとい ふ訴が 小さい 子等から 母 や 祖母 

の 前に 提出され て 居る やうであった。 畫 家の 中には 未成品 を 人に 見られる 事 を 厭が る 人が 隨分多 

いやう であるが、 此れに は 無論 種々 な 複雜な 實際的 G 理由 も あるに 相違ない、 しかし 其 外に 矢 張 

り 子供の 時から 旣に 有って 居る 一 種の 妙な 心理 作用 も 手傳 つて 居る 場合が ありさう に 思 はれた。 

五 人 Q 描く 槍が 五 人ながら、 それぐ の 小さな 個性 を 主張して 居る のが 可也 目立って 見えた。 

のみなら す銘々 にもう 旣に きまった 一 種の 型の やうな も Q が 芽 を 出し かけて 居る のであった。 何 

と 云っても 一 番 多くの 獨創 的な 點を もって 居る の は 一 番 小さい 冬 子の 自由 畫で あつたが、 その 面 

白い 點が 一 度 認められ 賞め られ ると 其れが もう 十八番に なぐ 一て、 例へば 富士山が. H だすと それが 

如何なる 搶に でも 必す現 はれる の. であった。 今度 は 趣向 を變へ て 驚かして やらう とい ふやうな 氣 

は に 未だ 無かった。 

其 內に义 「みそ さ い」 文章 號と いふの が發 行され た。 私が 讀書 して 居る 隣り の i!^ で、 八重 子 

と宗 二と が ひそ-— 話し合って は、 宗 二が 何 か 半紙へ 書いて 居る と 思ったら、 其れ は 八重 子 作 Q 

御 储噺を 兄が 筆記して 居る のであった。 出來 上った の を 見る と、 隨分 色々 の 文章 や 歌が あった。 
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長男 の は 感想 的 の もので 姉 や 0 の 鰭 や 文章 の 倾 向が 論じて あ つ たりした。 八 甫-子 の H 記に はお や 

つやお かすの 事が 大分 詳しく かいてあった。 冬 子の 「ホ シ」 と 題した 歌の やうな ものが あつたが- 

意味の どうしても 分らない 全く 未来派の やうな ものであった。 

子供 等が. 此んな 事 をして 割合に 仲よ く 面白く 遊んで 居る 內に 夏休み は 容赦 もな く經 つて 行った- 

もう 幾つ 寢 ると 學校ゃ 幼稚園が 始まる かとい ふ 事が 幼ない 子等に よって 毎日 繰 返される やうに な 

つた。 さう 思って 見る せゐ か、 子供 等の 額に は何處 かに 倦怠の 影が うか e はれた。 私 は 親類 や 知 

人の 誰れ 彼れ が 避暑 先から よこした 繪 葉書な ど を 見る度に、 なんだか 子供 等に まだ 何等かの 負債 

をして 居る やうな 心 持 を 打消す 事が 出来なかった。 

或 夕方 一 同が 涼み 臺と緣 側に 集って いろんな 話 をして 居る 間に、 去年 みんなで 或 夜 銀座へ 行つ 

て アイス クリ ー ムを 食った 時の 話が 出た。 それ を 問く と 八重 子と 冬 子が 今年 も 銀座へ 連れて行つ 

て くれと 云 ひ 出した。 實際 昨年 行った 切りで 其 後 一 度 も 行かなかった ので ある。 

翌日の 夕方 は i 仝 もよ く はれ 夕立のお それ も 無 ささう であるし、 風 も 涼しくて 漫歩に は適當 であ 

つたから、 妻に 五 人の子 供 を 連れさして 銀座へ 遊びに やった。 末の 二人 は どんな 好い 處へ 行く か 

と 思 はれる やうに 喜んで、 そして 自分 等の 好みで 舉校通 ひの 洋服 を 着せて 貰って、 一時間 も 前 か 
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ら靴を はいて 勇んで 飛び 廻って 居た。 私 は此ー 一人の 寧ろ 見すぼらしい 形ば かりの 洋服 を 見比べ て 

居る 內に 一 種の 伦 しさ を 感じた。 其柁 しさ は 恐らく 吾々 階級の 父親が 此の やうな 場合に 感 すべき 

共通の もの だら う。 

子供 等が 出て 行った 後で 私 は 涼み 臺で 母と 唯 一 , 人で 話して 居た。 座敷の 電氣も 大方 消して しま 

つた Q で 庭 は 暗かった。 家中が 珍ら しく しんとして 表 庭の 方で 蟲の 昔が 高く 聞え て 居た。 

十 時 頃に 床へ はいって 本 を 讀んで 居る と 門の 戶が 開いて 皆が どやく 歸 つて 来た。 どうしたの 

か 冬 子が 泣きながら はいって 來て、 着物 をき かへ 床へ はいって もま だしく/ \ 泣いて 居た。 どう 

した かと 聞いて 見ても 何も 云 はない し、 外の ものに も 何故 だか 分らなかった。 

銀座 を步 いて 夜店 を ひやかして 居る 內に冬 子が 「どうして 早く 銀座へ 行かない の」 と 何遍も 聞 

いたさう である。 此處が 銀座 だと 說 明しても 分らなかった。 どうも 銀座と いふの は アイス タリ ー 

ムの ある 家の 事と 思って 居たら しいと いふ 事で ある。 宅の 門 迄 は元氣 よく 歸 つて 來 たのが、 どう 

した か 門 を はいると 泣き出し たさう である。 

私 は 「珍ら しく 繁華な 街へ 行った から 痳でも 起った 0 だら う」 と 云った。 私が 此れ を 云 ふと 同 

時に 冬 子 は 急に 泣き止めた。 そして 何か考 へ て も ©1 る やうな 風で あつたが 問 もな くす や/ \寢 
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鸚鵡の ィズ ム 


此頃ピ エル . ヴィ H ィと いふ 盲目 Q 擧 者の 書いた 「盲人の 世界」 とい ふの を 讀んで 見た。 

私 は 自分の 專門 として 居る 科學 上の 知識、 從 つて 其れから 歸納 された 「方 則 j とい ふ もの \ 成 

立 や 意義な どに ついて 色々 考 へた 結 *、 人間の 五感の それぐ の 役目に 就いて 少し 深く 調べ て 見 

たくな つた。 其の 爲には 五感の 內の 一 っを缺 いた 人間の 知識の 內容が ど Q やうな もの かとい ふ 事 

を 調べる の も、 最も 適當 な手褂 りの 一 つ だと 思 はれた。 それ を 調べた 上で、 もし 出来るならば 世 

界 中の 人 問が 悉く 盲 或は 聾であった としたら 此 等の 人間の 建設した 科學は 吾々 0 科舉 とどう ちが 

ふか、 とい ふ 問題 を考 へて 見たい と 思って 居る。 さう いふ わけで 盲人 ゃ雙 者の 心理と いふ ものに 

多大な 興味 を感 する やうに なった。  . 

其れで 此の間 此の 書物 を 某 書店の 棚に 並んだ 赤 表紙の 叢書の 中に 見附けた 時 は、 犬に 嬉し かつ 
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た。 早速 讀 みか \ つて 見る と 中々 面白い、 丁度 自分が 知り 度い と 思って 55 たやうな 疑問の 解釋が 

到處に 出て 來た。 そして 更に 多くの 新しい 問題 を 暗示され た。 

併し 私が 今兹に 書かう と 思った の は 此の 書物の 紹介で はない。 唯 此れ を 讀んで 居る 間に 出會っ 

た 一 つの 妙な 言葉と、 其れにつ いて 一 寸 感じた 事 だけで ある。 

此の 書物の 第 十五 章 は 盲と 藝 術との 交 涉を 述べた ものであるが、 共 中に、 育で 同時^ 聾のへ レ 

ン . ケラ ー とい ふ 有名な 女の 自敍傅 中に 現 はれた 視感的 美の 記述が どうい ふ 意味の も Q かとい ふ 

事 を 論じた 一節が ある。 その 珍ら しい 自敍傳 中から 二三 小節 を 引用して あるの を 見る と、 例へば 

雪の 降る 光景な どが 恰も 見る やうに 签間 的に 描かれて 居る。 或は 秋の 自然界の 美しい 色彩が.； In 人 

が 書いた と は 思 はれない やうに 實感 的に 述べ て ある。 併し 著者 は 此の やうな 光景 は 固より 盲者に 

とって は 何等の 體驗 にも 相應 しない ヴァ ー バ リズムに 過ぎない とい ふ 事 を 論じ、 其れから 推論し 

て、 ケラ ー が 彫刻 を 撫で 廻せば 其の 作者の 情緒が よく 分る といった 言 紫の 眞實性 を 疑って 居る。 

私 は 此れ を 贖んだ 時に 何だか 少し 物足りな いやうな 氣 がした。 ケラ I の 主張が 本當 であり 得る 

やうな 氣 がする と 同時に、 さう であらせ 度い とい ふ氣 もした。 しかし 自分 は 盲で ない。 ヴィ エイ 

と 云 ふ 優れた 盲の 學 者の 說 に反對 すべ き 何等 の 村 料 も 持ち合せな い 。 しかし 少 くも 此れ だけ の 事 
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は 云 はれる と 思 ふ。 卽ち藝 術に 對 する 感受性 は- ゼ. すし も 各人に 普遍的な もので はない から ヴィ 

エイが 感得し ない 或 物 をケラ ー が 感じる とい ふ 可能性 は殘 つて 居る。 

ヘレン. ケラ ー は 生後 十八 ヶ月 目に 重い 病の 爲に 彼女の 魂と 外界との 交通に 最も 大切な 二つの 

窓 を 釘付けに されて しまったに 拘ら す、 自由に 自國語 を 話し、 其 上獨、 佛、 羅、 希に も 通す る や 

うにな つた。 指先 を輕く 相手の 脣と 鼻翼に 觸れて 居れば 人の 談話 を 了解す る 事が 出来る。 吾々 の 

眼に は 奇蹟の やうな 女で ある。 句 や 床の 振動です ぐに 人を識 S する 女で ある。 . 

併し 私が 書かう と 思った の はケラ ー の 辯 護ではなかった。 ヴィ エイが ケラ ー 自敍傳 中の 記述に 

對 して W ゐた psittacism とい ふ 言葉で ある。 

私 は 此の イズムに は 始めて 出會 つたので、 早速 英辭書 を あけて 調べて 見る と psit、ta-ci  (シッ 

タ サイ) とい ふの は 鸚賴の 類 を さす 動物 學の學 名で、 此れに イズムが ついた の は、 「反省 的自覺 

なき 心 Q 機械的 狀態」 或は r 鸚鹉の やうな 心的 狀態」 とい ふ 意味 だと ある。 

私 は 此の 珍ら しい 言葉 を覺 える 爲に 何遍も 口の 中で、 シック シズ ム，. —と 繰り返した。 其れで 

すっかり 記憶して しまったが 其れから は 何 かの 拍子に 此の 妙な 言葉が 意外な 時に ひよ つくり 頭に 

浮んで 來る。 此 Q やうな 私の 頭の 狀態も 矢 張 此の イズムの 一例 かも 知れない。 
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さう 云 へ ば 近頃 世上で 大分 もてはやされる 色々 の社會 的の 問題に 關 する 辯 論 や 主張 や 傅屮の 

一 一 ーパ ー セ ント、 或は 一 一三. 十パ ー セ ント、 事によると もっと 意外に 大きい パ I セ ントが 矢 張 一 種 

の シ ッ タシズ ム の產 物で は あるまい かとい ふ 疑が 起った。 

秋季 美術展 覽會が 始まって 私 も 見に 行った。 そして 澤 山の 鎗を 見て 居る 內に又 同様な 疑が 起つ 

た。 

それから それ へ と考へ て 行く と、 日本 國中 到處に 此の 妙な ィズ ムが轉 がって 展る やうな 氣 がし 

て來 た。 

最も 意外に 感じた 事 は 自分が 比較的に よく 體驗 し體 得して 居る つもりで 居た 專 門の 學問 上の 知 

識の 中に も よくよく 吟味して 見る と 怪しい 部分が 續々 發 見され た。 他人の 研究 を 記述した 論文 を 

如何によ く精讀 した 處で、 其の 研究者 自身の 頭の 中 迄 潜り込む 事が 出来ない 以上 は、 其 人の i:: た 

結 * を 採用 するとい ふ 事に は 矢 張 此の ィズ ム Q 句が ある。 

併し 其 處迄考 へて 行く と、 人 問の 知識 全體 から 自分の 直接 經 験から 得た もの を 引 去った. 残りの 

全部 は、 結局 同じ やうな もので は あるまい かと 思 はれ 出した。 少く も假 りに 私が 机の 上で 例へば 

大根 C 栽培 法に 關 する 書物 を 五六 冊 も 讀んで 来客に 講釋 する か、 或は 祌 田へ 行って！： 力 働 題に 關 
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する 書物 を 十 冊 も 買 ひ 込んで 來て、 其れにつ， いて 論文で も 書く とすれば ど うだらう。 つまり はへ 

レン . ケラ ー が 雪景色 を 描き、 秋の 自然の 色彩 を敍 すると 同じで は あるまい か。 

此 處迄考 へたが、 事によると 此の 最後の 比較 は 間違って 居る かも 知れな. いと 思 ふ。 もう 一度 始 

めから 考へ 直して 兒る 必要が ある。 併し もし 此れが 當を 得て 居る としたら、 結局 私 は 大根 栽培 法 

を 論じて い \ ものたら うか 悪い もの だら うか。 もし 此れが 悪い となると 困る の は 私ば かりで はな 

いか も 知れない。 

まあ いづれ にしても 私 大根 栽培 法が m 鴨の 作兵衞 氏に 笑 はれる 事 だけ は 確 だら うと 思った。 

此んな 事を考 へたの が 動機と なって、 ふと 大根が 作って 見た くな つたので、 花壇の 鳳仙花 を 引 

つ こぬ いてし まって 其 あとへ 大根の 種 を 蒔いて 見た。 二三 日 するともう 雙 葉が 出て 來 た。 あの 小 

さな 黑の 粒の 中から こんな 美しい エメラルド Q やうな ものが 出て 來た。 

私 はもう 本ば かり 讀 むの はやめて しばらく 大根で も 作つ て 見ようかと 考へ て 居る。 

(大正 九 年 十 一 月、 改造) 
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夏休みが 終って 殘 暑の 幾日 か 鑌 いた 後、 一 曰 二  3 强ぃ 雨で も 降って、 そして からりと 晴れた 

やうな 朝、 淸洌 な空氣 が 鼻腔から 頭へ 渗み 入る と 同時に 「秋」 の 心像が 一度に 意識の 地平線 上に 

湧き上る。 その 地平線の 一方に は 上野 竹の 臺の あの 見窄らしい 展覽會 場 も ぼんやり 浮き 上って 居 

る Q に氣が 付く。 それが 食堂で Y 博士の 顏を 見る と 同時に 非常に はっきりし たものに なって すぐ 

眼の 前にせ り 出して 來 るので ある。 いよく 招待日が 來 ると Y 博士の 家族と 同格に なって 觀覽に 

出かける。 此れが 近年の 年中行事の 一 つに なって 居た。 

ところが 今年 は病氣 をして 外出が 出來 なくなった。 一 一 科 會ゃ院 展も嗥 を 聞く ばかりで 滿 足しな 

ければ ならなかった。 帝 展の開 會が問 近くな つても 病氣は 一向に 渉々 しくない。 それで 今年 はと 

うとう 竹の 臺の 秋に は 御無沙汰 をす る ことに あきらめて 居た。 其處へ 中央 美術の 山路 氏が 訪ねて 


記の る ざ 見 を展帝 


来られて 帝展 Q 批評 を 書いて 見ない かとい ふ御勸 めが あった。 御斷り をした 積り で 居る 內に 何時 

の 間に かっか まって しまって、 とう/ \ 此の 一見ざる Q 記」 を 書く 事に なった。 

見ない も Q \ 批評が 出来よう 害 はない。 と 始めに は考 へたが しばらく すると 此の 考は 少し 變っ 

て來 た。 去年の 秋 一度 逢った 切りで 逢 はない 友達の 批評 をしたり、 三年 前に 見た 西洋 を 論じたり 

する 人 はいくら でも ある。 併し 誰れ も 其の 不合理 を 咎める 人 はない。 帝展も 一 つ Q 有機 體 であつ 

て 生きて 居る も Q である 以上 は 去年と 同じで ある 害 はない。 「生きる とは變 化する 事で ある」 と 

いふ 言葉が 本當 なら、 今年 は 今年の 帝展 とい ふ も Q がなければ ならない。 しかし 此 Q 有機 體の細 

胞 であり 神經 であると ころの 審査員 や 出品者が 全部 入り 代らない 限り は、 變 化と は 云 ふ もの 、、 

寧ろ 同じ もの \ 相 の變 化であって、 よも や 本質の 變化 では あるまい。 それで 今 私が 頭の 中に 有つ 

て 居る 「帝 展の 心像」 を 取り出して、 其れに 就いて 何 か 書き並べ ると いふ 事が それ 程 不都合な 事 

でもない と 思った。 

去年 文 展が帝 展に變 つた 時には 大分 色々 の 批評が あった。 或 人 は 面目 を 一 新した と 云って 多大 

の 希望 を かけた やうで あり、 又 或 人は刖 段の 變り もない と 云って 落着いて 居た。 前者 は 相に 注目 

したので あり、 後者 は 本質の 事 を 云った ので あらう。 今年 も 多少の 相の 變化は あるに 相 遠ない。 
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或る 意味で は變 化し 過ぎて 困る かも 知れない。 何等の 必然性の ない 草 I 花錢 0 やうな 變化は 結 W 本 

質の 空虚 を 意味す る 事に もなる 0 だが、 まさか 帝展 はさう でも あるまい。 

帝展 とい ふ ものに 對 する 私の 心像 を 眺め る 時に 先づ 眼に つくの は あの 竹の 臺の 櫻の 紅葉で、 其 

の 次に は會 場の 前に 並んだ 美々 しい rtn 動 車の 群で ある。 此れが あの 貧弱な 會 場の 雄 築と 對？ i; して- 

そして 其の 中に 陳列され た 美しい も に對 する 或る 豫感を 吹き込む。 アリス トク ジ シ ー 乃.，^ ブ 1 

ルジョ アジ ー と藝 術と 0 或る 關係を 想 はせ る。 此の ET 動 車と 相對 して、 恐らく 我が H 本 だけに 特 

有な 下足 预り 所なる ものが ある。 「ス テツ キはコ チラ デス ョ ー」 など、 いふ 極めて プ 2 レタ リア 

ンな聲 が、 勞働 階級の 細君で にも あるら しい 下足番 Q 口から 響いて 來る。 それから あのい つもの 

漆へ J 細工の 大玄關 を はいって 其 處にフ ロック コ ー トに 襟章で も 付けた 文部お C 人々 の 顔に 逢着す 

ると 义 一 種の 官廳氣 分と 云った やうな もの も 呼び出される。 尤も こんな 事 は 美術と は 何の 關係も 

タイプ 

ない 事で は あるが、 それでも 感受性の 親い 型の 觀覺 者に 取って は、 彼等が 場- s: に はいって 後に 作 

品から 受取る 表象の 同化 異化 作 川に 何等かの 影響を及ぼさな いもの だら うか。 こんな 事 を 考 へ て 

居る とバ 1 リ ン トン ハウス の玄關 や、 シャ ンセ リゼ ー ゃク ー ァ フユ ルス テン ダ ム などの 幻が 聯想 

C 絲に 引かれて 次ぎく に 浮かんで 來る。 
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私の 想像 は 無論 群集に 押されて 第 一 窒へ 流れ込む。 先づ何 かしら 大きな 屛 風の 面に 散布した 色 

彩が 期待に 緊張した 視線に 打つ かる。 近くで 見て はどう も 全體の 統一 した 感じが 得られな いと 思 

つて 引下って 見ようと すると、 其の 繪の 前に 立ちはだかった 人々 0 群が 邪魔に なったり する。 多 

く G 場合 に 此の 窒の 昇 風から は 何物 を も 受取る 事が 出来な いので、 今度 は 其 の 隣り に ある 洋轡： 臭 

い 風景 畫に 移って 行く と、 其の 新しい 描 方に 少時 足 を 止めさせられた りする。 しかし 其れと： ：！： じ 

やうな 縫で、 もっと 好い Q を 前に 何處か 他所で 見た やうな 氣 がし 出して 來 ると、 私の 眼 は 自然に 

其の 隣り の 小型 の 美人 畫ゃ 花鳥 畫に 移つ て 行ったり する。 

二 窒三窒 と 移って 行く 內に、 始めの 緊張した 心 持 は孔の あいた 風船 玉の やうに しぼみ 縮んで 行 

く。 さう して 時々 一寸した スキル ラゃカ リブ ヂスに 遭遇しても 大抵 は 無事に 通過して しま ふ。 最 

後に 私の 頭に 殘 つた 日本 畫全體 の 印象 は、 千から びた 灰色 Q、 無秩序な 些細な 抑揚の 交 鉛で ある _ 

批評で も 書いて 見ようと いふ 成 心 を 持って 居ない、 通り 一 遍の觀 蔑 者の 多數は 恐らく かう いふ 

感じ を 抱いて 洋畫 Q 方へ 移って 行く に 相違ない。 新聞 雜 誌に 現 はれる 短評な どに も隨 分かう いふ 

心 持 を 其 儘に 云 ひ 現 はした 0 が 多い やうに 見える。 それで 多くの 人の n から は 「今年 G もつ まら 

ない 一 とぃふ§^括的な歎^^がもらされる。 出品者に 取って 恐らく 此れ程 殘 念な 張 合の ない 事 は あ 
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るまい と 思 ふ。 かう いふ 批評 は 恐ろしく 無責任な 冷酷な ものと して 祌經 過敏な 出品者の 不快な 反 

感を買 ふか も 知れない。 併し 此の 種の 批評 は必 しも 無責任と は 云へ ない、 唯 當然な 事實の 正直な 

吿白 に過ぎない。 赤と 綠の光 を 混じた もの を 見て 灰色 だとい ふの はどうに もなら ない 科學 的の 事 

實 である。 しかし 全體の 合成 的效 が 灰色で あると いふ 事 は、 其れ を 分光器で 分析した 時に 色彩 

の 現 はれない とか ふ 事に はならない と 同様に、 日本 畫 部に 傑作がない とい ふ 事 はう つかり 云 はれ 

ない。 

可也な 作品が ある Q に 觀覽者 の 印象が 空虚 だと すれば 罪 は 展覽會 とい ふ 無理な 制度に あるの だ 

らう。 かう い ふ 意味で 個人 作品 展覽 倉と い ふ もの 、有難 味が 今更の やうに 深く 味 は  >れ る。 

分光器に かけて 分析した 帝展の 日本 畫が 栗して みんな それぞれに 充 <p 飽和した 特色 を 含んで 居 

る だら うか。 それとも いくら 分析しても 何 處迄も 不飽和な 寢 惚けた 鼠色に 過ぎない だら うか。 此 

の 疑問に 答へ る 前に は先づ 分光器 其れ 自身の 撿査が 必要になる。 

批評 Q 態度に は 色々 ある。 批評家 自身の 藝術觀 から 編み上げた 至 美 至高の 理想 を 詳細に 且つ 熱 

烈に 叙述した 後に、 結論と して 唯一 言 「其れ故に 此 等の 眼前の 作品 は 一 つも 物に なって 居ない」 

と斷定 する の も ある。 さう いふの も 面 {T いが、 餘り 抽象的で 從 つて 何時の 世の ど C 展覽會 にで も 
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通 相す る 批評で ある。 先づ 普通 は 眼前 の 作品 を與 へられた 具體的 の 被與件 として 肯定して からの 

相對 的の 批評で 市が 榮 える とした もので あらう。 

藝 術の 技巧に 關 する 傅統が 尊重され た 時代に は、 藝 術の 批評 權と 云った やうな も は 主に 藝術 

家 自身 か、 さもな くば 博學な 美術 考證 家の 手に 保存され て、 吾々 素人 は 何 か 云 ひたくなる 腹の 蟲 

を 叱り付けて 居なければ ならなかった。 ところが 何時の間にか 傳 統の繩 張が 朽ちて 跡 方 もな くな 

つて、 普通 選 擧の廣 い 野原が 解放され てし まった。 此れ はい、 事 だか 惡ぃ事 だか 見當が 付かない 

が、 兎も角も どうす る 事 も出來 ない 事實 である。 

さうな ると、 批評と いふ も Q  \ 意味 はもう 昔と は 大分 違った ものに なって しま ふ。 民衆 批評家 

は 作品の 容 觀的價 値より は 寧ろ 自分の 眼の 批評 をす るので あり 自分の 要求 を 自白す る、 だから、 

自分 さへ 構 はなければ 何 を 云っても 構 はない と 同時に、 被 批評 者 は 何 を 云 はれて も^に 自分の 信 

條に 衝動 を 感じる 必要 はない かも 知れない。 

さう いふ 民衆 批評家の 一 人と して 何 か 云 ふ 前に 自分の 藝術 觀を內 省して 見た。 

其の 內 省の 結 を 玆に吿 白しょう と は 思 はない が、 唯 此れ だけ 云って 置きたい と 思 ふ 事が ある- 

緒畫が 或る 有限の 距離に 有限な 「完成」 の 目標 を 認めて 進んで 居た 時代 はもう 過ぎ去つ たと 私 
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は 思 ふ。 今の 緣畫の 標的 は 無限の 距離に 退いて しまった。 無限に 對 して は 一 里 も 千里 も價 値は大 

して 變ら ない。 此の やうな 時代に 當 つて 「完成の 度」 に 代って 作品の 價値を 定める も Q は 何で あ 

らう。 それ は譬 へて 云 はぐ、 無限に 向って 進んで 行く 光の 「强 度」 の やうな もので は あるまい 

か。 無限の {41- 間に 運動して 居る 物 Q 「運動量」 の やうな も G では あるまい か。 

かう いふ 立場から 見た 時に セザ ン ヌゃゴ ー ホの價 値が 私に は 始めて 明になる と 同時に、 支那 や 

日本の 古 來の名 畫迄も 今迄と ちがった 光の 下に 新しく 生きて 來る やうな 氣 がする。 

かう いふ 眼で 見た 帝展の 日本 畫 はどうで あらう。 美術 院の 絡畫 はどうで あらう。 完成 を 襟 準と 

して 見た 時に あらの 少ない 鎗は 矢張り 大家の 作に 多い が、 「强 度」 の 大きい 繪が 却って 割合に 無名 

の 若い 作者のに 多い とい ふ 事 は 恐らく 大多數 Q 人の 認める 處 であらう。 前者の 例 は差控 へる 事に 

して、 後者の 例 を 試みに 昨年の 帝展 から 取って 見る と、 例へば 「雪」 とい ふ 題で、 ニ曲屛 風ー雙 

に、 枯 枝に 積った 雪と 其の 陰から 覼く 血の やうな 椿と を 描いた のがあった。 描 方と して は 隨分重 

苦しく 厚ぼったい ものである。 輕 妙な 仕上げ を 生命と する 一 派の 人の 眼で 見れば 或は 頭痛 を 催す 

種類の も Q かも 知れない。 それだけに 作家の 當該の 自然に 對 する 感じ 或は その 自然の 中に 認めた 

生命が 强ぃ强 度で 表 はされ て 居る と 思った。 それから 又 「淸 水」 と 「高瀬 川」 とい ふ题 で、 输馬 
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か覜 きから くり C 櫓からで も 進化した やうな 繪 があった が、 あれに も 矢張り 無限に 近づかう とす 

る 努力の 第一歩がない と は 云 はれなかった。 それから ゴ ー ホを煮 しめたと でも 云った やうな 「深 

草」 や、 田舍 芝居の 書 割 を 思 ひ 出させる 「一力」 や、 此 等の 緣 から あら を搜 せば いくら も ある だ 

らうし、 徒らに 皮相の 奇を 求める とけな す 人 は ある だら うが、 併し 何と 云っても 何處か 吾人 G 胸 

の 奥に 隱れた 或 物、 或る 极强ぃ 要求に 共鳴 をさせる 處が あり はしまい か。 感覺 的な 外觀の 底に か 

くれた 不可 達の 生ん 叩 をつ かまう とする 埶 一望 衝動が 同じ 方向に 動かう とする 吾々 の 心に も 幾分 かの 

運動量 を附與 しないだら うか。 無論 私 は 作家 自身の 心の ァ スピレ I ショ ン と 作品の 上に 現 はれた 

それと を 混同して 居ない 積り である。 努力 だけ を 買 ふとい ふ 意味で はない Q である。 

r 樹を 描く にしても、 畫家 自身が 或る 度 迄 其の 樹 にならなくて はいけ ない。」 こんな 事をェ マ 

I ゾ ンに 云った 畫家 があった。 此の 條 件に 及第す る 樹の畫 が あるかと 思って 見ても 「雪」 0 枯枝 

な どが 矢張り 先づ 心 に 浮か ぶ。 

見て 居る 自分が 「その 繪 Q 中へ 這 入って 行ける」 やうな 槍 は あるまい か。 かう 思った 時に 私 は 

「上 井草 附近」 とい ふ 總を想 ひ 出した。 此れに 反して 大變 評判の よかった 或る 二三の 風景 畫 など 

に は、 餘り にあら はな K 目的な 見せつ け 場所 や、 眼 を 突く やうな 技巧 C 鐵條 網が 邪魔に なって 私 お 


はどう，， i て も 鰭の 中へ 踏み込めなかった。 此れから 思 ふと 例へ ば 大雅堂 や 高 陽な ど の粗雜 なやう 

な畫が 見る 人 を 包み込む 魔力 を 今更の やうに 驚かない では 居られない。 

それにしても 私に はどうして 世 問から 承認され た 大家の 作品の 多くの ものに 共鳴が 出來 ないだ 

らう。 さう いふ 繪の 多く は實 によく 「完成」 されて 居る。 そして 題 村の 採り 方 も 流石に 氣が 利い 

て 居る。 しかし 大概の 場合に しばらく 見詰めて 居る と 吃 度 何 かしら 一 つの 「見付け 處」 が 見つか 

る。 そして 成程と 感心す ると 同時に あらゆる 美しい 夢 は 消えて しま ふ。 何だか 批評 者が それ を 見 

付けて、 そして 簡單な 誰れ にも 分る 概念的な 言葉で 讚美す るに 恰好な やうな 趣向 や 設計が ありあ 

り 眼に つく。 其れ を 見付けた 時には 丁度 鎗搜し を さがしあて たやうな 理智 的の 滿足は 得られても- 

それから 後 は 却って 其の 點ば かりが 眼に， ついて 仕方がない。 此れが 暗碟 になって？！ # の 美しい 幻の 

船 は 難破して しま ふ。 

私 は 作家が 自覺 して 此の やうな 緣を こしら へる と は 思 はない。 併し 私の 望む 處は、 さう いふ 安 

直な 見^ を 寧ろ 故意に なくす る やうに 勉 める 位に して 貰 ひ 度い と 思 ふので ある。 元來簡 sj. な 「言 

葉」 で 云 ひ 現 はす 事の 出来ない 或 物 を 現 はす 爲の 「美術」 では あるまい か。 賞め 度くて 堪らない 

が 賞め 場所 見付からない 綺は 出来 得ない も Q だら うか。 
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反對 にけ なし 度くても 何處と 云って けなす 點の 見付からない 程つ まらない と 思 ふ 維 もないで は 

ない。 例へば 毎年 必す 二つ 三つ は ある 同じ 樹の葉 を 百 枚 も かいた 0 や、 同じ 顔の 人物 を 十 人 も 並 

ベた とい ふだけ の ものである。 さう いふ 繪に 限って 大概 價 値と 反比例に 大きな 壁面 を 占有して 居 

ると 思 ふ 事 もあった。 さう いふ 鎗は 寧ろ 小形の. 下緣を 陳列した 方が い \ かも 知れない。 私 は 或る 

種 Q 装飾的 の 繪は實 際さ う した 方が 審査員に も 作家 に も 叉觀賞 者 にも 雙 方便 直 ではない かと 考へ 

て 居る。 

此 0 やうな 色々 の考を 人に 話した 時に、 私 は 何でも 新しい もの 變っ たもので さ へ あれば い 、と 

する も Q X やうに 思 はれる 事が 多い。 併し 事實は 寧ろ 反對 かも 知れない。 其 Q 證據に はならない 

迄 も、 私 は 所謂 新しい 大和 繪ゃ歷 史畫を 見る と、 折角 頭の 中に もって 居る 「過去 J の 幻影 を無淺 

に破壞 される 場合が 多い。 宗敎ゃ 傳說ゃ 偉人 や 其 他 一 般に 過去 を 題 村と した 新しい 畫 から 「新し 

い 昔の 幻像」 を 吹き込まれた 例を搜 して 見た が 容易に 思 ひ 出せない。 帝展 以外の 方面 も ひつく る 

めて やっと 思 ひ 出した のが 龍 子の 「二 荒 山の 總 卷」、 誰れ かの 「竹 取 物語」、 百穗の 二三の 作、 麥 

傻の 「湯女」 などが ある。 それから 少し 方面 はちが ふが 餘り 評判の よくなかった 芋錢の 「石 人」 

などから も 何事 かを敎 へられた。 まだ 外に も數 へて 見れば 存外 あるか も 知れない。 しかし 例へば 
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神代 や 怫敎を 題 村に とった の や 武將ゃ 詩人 を 題に したので 失望し なかった 例 は w 心 ひ 出せない。 今 

の 人間に は 崇高 ゃ壯大 と名づ けられる 種類の 美 は 何等かの 障礙 Q 爲に 拒まれて 居る の だら うか。 

日本 畫 部から 受けた 灰色の 合成 的 印象 を もって 洋畫 部へ はいって 行く と、 冬枯の 野から 溫窒の 

執ー帶 樹林へ はいって 行く やうな 氣持 がする の は 私ば かりで は あるまい。 製作の ミ リウが ちが ふと 

は 云へ、 培養され た 風土 民俗が 遠 ふと は 云っても 餘 りに 著しい 相違で ある。 同じ やうな 原始的 藝 

術から 進化す る 途中に 偶然 分れた 二つの 道が 幾千 年の 後に 再び 此處 に相會 してお 互に 驚き 合って 

居る やうな 氣も する。 ソ マト，" ゼを 服用した 人と しなかった 人が 十 年 振りで 逢った やうな 處もぁ 

ると、 誰れ か 云った。 

此 Q やうな 差逮の 生じた 原因の 進化論 的 考究 や、 兩 者の 美 學的價 値の 比較 を 此處で 並べようと 

は 思 はない。 さう いふ 六 かしい 問題 は 別と して、 現在 日本の 畫界に 於け る兩 つの 分派の 作品 を對 

照した 時に 感 する 或る デリ ケ ー トな 差別の 裏面に は、 兩 派の 畫 家の 本来の 素質の みならす、 畫家 

の 日常生活に 於け る 精神的 榮養 0 攝 取し 方の 差違が 隠れて 居る ので はない かと 疑 はれる。 無論 個 

人 固 人に 就いて ^ はなく 唯 平均の 上で さう でない かと 思 はれる だけで ある。 併し 此れ は 唯 さう 3 わ 
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はれる だけ Q 事で ある。 

帝展の 洋畫に つ いて は 私 は餘り 取り立て \ 云 ふ 程 Q 變 つた 考を 持ち合せない。 それだけ 私 は 全 

體 として 一種の 輕ぃ滿 足 を 感じて 居る のか も 知れない。 大 槪の繪 から は 或る 程度の 眞 面目 さがう 

か はれ、 或る 程度の 同情が 誘發 される。 日本 畫部 では 好きな のが 除：^ i であるの に反して 洋畫 

部で は惡ぃ 方の が 特に 眼に つく。 此れ は 私 固有の 趣味から 生じる 差別 かも 知れない がどうす る 事 

も 出来ない。 

唯 不思議に 思 はれる の は、 今でも あの 單に 道德 上の 功利的 價値 だけ を 目標と した 歷史畫 や、 最 

もバ ナ ー ルな 題材 を 最も バナ I ルな 技巧で 表現した とい ふだけ Q 無遠慮に 大きな m 園 風俗 畫 など 

や、 一 昔 前の 臨畫帖 から 取り出し たやうな 水彩畫 などが 保：：^ されて 居る 事で ある。 

さう かと 云って 一概に 私 は 嘴んだら 齒の缺 けさうな 林檎 や、 切ったら 血の か はりに 粘土の 出さ 

うな 裸體 や、 夕閱に 化けて 出さうな 樹木 や、 かう いった も G 自身に 對 して 特別な 共鳴 を感 する 譯 

ではない。 併し、 もう 少し どうにか ならない も Q かと 思 ふ 時に 私の 心 は 自然に 作家の 胸に 接近し 

て 行く。 そして 行 手の 闇の 中に また、 く 希望 の 灯影と 云 つた やうな もの を 作家と 共に 認め て さ-. - 

やき 合 ふやうな 氣 がする。 
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明るく 鮮 かであった. Jn 馬會 時代 を：！ 想して 見る と、 近年の 洋畫界 の 一面に 妙に 陰慘 などす 黑ぃ 

而 かも 其の 屮に 一 種の 美し さ を もった もの \ 影が 擴 がって 來 るの を覺ぇ るの は 私ば かりで は ある 

まい。 古い 獨逸ゃ 西班牙 あたり を 思 はせ る やうな 空氣 が、 最も 新しい 西歐藝 術の 香と 混合して 其 

處に 一種の グロ テ スクに 近い も Q が 生れて 居る。 同じ 事 は 或る 派の 日本 畫に ついても 云 はれる。 

露西亜の バ レ ー 作家の マツ シ ンが 或る人の 問に 答へ て、 「見 玉へ。 今の 世界の 大立 物と 云へば 

みんな グ 口 テ ス ク ではない か。 例へば カイゼル でも チヤ ッ プリン でも  」 と 云った さう である- 

それ は 鬼に 角、 グロテスク 美術が 自然 や 文明の 脅威から 生れる ものと すれば、 あらゆる 意味で 不 

安な 現代 n 本で 產， み 出される 綾畫 がかう いふ 傾向 をと る 事 は 怪しむ に 足らない かも 知れない。 今 

の 人間が 鐵と 電氣の 文明から 受ける 脅威 は 未開 時代の 蠻 民が 自然から 受けた ものに 比べ て 「量」 

に 於ても 優るとも劣らぬ ばかりでなく 「質」 に 於ても 更に 怖ろ しい も 0 では あるまい か。 

かう 云 ふ藝術 上の グ " テスタな 傾向が、 循環 的に 吾々 の 倫理 3 心 想 や 人生 觀に與 へる 反應は どん 

な もので あらう か。 此れ も 其の 方面の 人々 の 深く 考 へて 見るべき 問題の 一 つで は あるまい か。 

彫刻 部に 關 する 私の 心像 は 虚 である。 唯 意味の ありさうな 表题と 作物との 關 係を考 へさせら 
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れる だけで ある。 此れ は 多分 私が 彫刻 を 全然 理解し ないた めで あらう。 私に は 古い 希躐か 佛像以 

外の も Q は 分らない。 a ダンで さへ 分らない 位で ある。 それで 帝展の 彫刻から 受取る もの、 總和 

は 寧ろ 矢張り 一 種の 怪奇の 感 だけで ある。 

此處迄 書いた 時に 私 はふと あの 有名な 西鄕の 銅像 ゃ廣瀨 中佐の 群像 を 想 ひ 出した。 それと 同時 

に、 いっか 瑞 西で 某 將 軍の 銅像 を眞 赤に 塗りつぶして 捕 へられ 罰金 を 課せられた 英 國の舉 生 0! 話 

を 想 ひ 出した。 …… 併し 此れ は 帝 展とは 何の 關係 もない 事で ある。 

これで 筆を櫊 かう と 思って ふと 緣 先の 砲 子 障子から 外 を 見る と、 少しもう 色付き か \ つた 紅葉 

の 枝に 雀が 一 羽 止って しきりに 羽根 を 繕って 居る。 午過ぎ Q 秋の 日 を 一 杯に 浴びて 氣持 のよ ささ 

うに 羽根 を ふるはせたり、 可愛らしい 頭 を かしげて 見たり して 居る。 紅葉の 葉に は スペクトラム 

Q あらゆる 光彩が 躍って 居る。 しばらく じっと見て 居た が、 やつば り 天然の 藝術は 美しい と 思つ 

た。 此の 雀 や 紅葉の 中へ なら 何時でも 私の 「私」 を 投げ込む 事が 出来る。 

「お前に は それ 位 Q ものが 丁度い、 だら う」 と 云 はれ \ば それ迄で ある。 私 は それ 位の 績を未 

だ發 見し ない。 (大正 九 年 十一月、 中央 美術) 
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十二月 始めの 或る日、 珍ら しくよ く 晴れて、 そして 風の ちっともない 午前に、 私 は 床から 這 

ひ屮 I して 緣侧で H 向 ぼつ こ をして 居た。 都會 では 滅多に 見られぬ 強烈な 日光が ぢ かに 顔に 照りつ 

ける Q が 少し 痛い 程であった。 そこに 干して ある 蒲團 から は ぼか/ \ と暖ぃ 陽炎が 立って 居る や 

うであった。 濕 つた 庭 Q 土から は、 かすかに 白い 霧が 立って、 それが 僅かな 氣 紛れな 風の 戰 ぎに 

あ ふられて 小さな 渦を卷 いたりして 居た。 子供 等 は皆學 校へ 行って 居る し、 他の 家族 も何惹 で 何 

をして 居る Q か 少しの 音 もしなかった。 實に靜 な穩な 朝であった。 

私 は 無我 無心で ぼんやりして 居た。 唯身體 中の 毛穴から 暖ぃ 日光 を 吸 ひ 込んで、 それが 此のし 

な びた 肉體 の 中に 渗み 込んで 行く やうな 心 持 を かすかに 自覺 して 居る だけであった。 

ふと 氣が ついて 見る と 私の すぐ 眼の 前 Q 緣側 Q 端に 一 枚の 淺 草紙が 落ちて 居る。 それ はま だ 音 
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しい， ちっとも 汚れて 居ない のであった。 私 は 殆んど 無意識に それ を 取り上げて 見て 居る 內に、 

其の 紙 Q 上に 現 はれて 居る 色々 の 斑點が 眼に 付き 出した。 

紙の 色 は 鈍い 鼠色で、 丁度 子供 等 Q 手工に 使 ふ 粘土の やうな 色 をして 居る。 片側 は 滑 かで ある 

が、 裏側 は隨分 ざら くして 荒 筵 Q やうな 縞 目が 目立って 見える。 併し 日光に 透して 見る と 此れ 

と は又獨 立な、 もっと 細かく 規則正しい 簾の やうな 縞 目が 見える。 此の 縞 は 多分 紙 を 漉く 時に 纖 

維 を 沈着させる 簾 Q 痕跡で あらう が、 裏側の 荒い 縞 は 何だか 分らなかった。 

指頭 大 Q 穴が 三つば かり 明いて、 其の 周圍 から 喰み 出した 纖 維が 其の 穴 を 塞がう として 手を延 

ばして 居た。  . 

そんな 事 はどうで もよ いが、 私の 眼に ついた の は、 此の 灰色の 四十 平 方寸ば かり Q 面積の 上に 

不規則. に 散在して 居る さまぐ の斑點 であった。 

先づ 一番に 氣の 付く の は 赤 や 靑ゃ紫 や 美しい 色彩 を帶 びた 斑點 である。 大きい のでせ いぐ 二 

三分 四方、 小さい Q は蟲 眼鏡で も 見なければ ならない やうな 色紙の 片が 漉き 込まれて 居る ので 

ある。 それが 唯一 様な 色紙ではなくて、 よく 見る と 其 Q 上に は 色々 〇 規則正しい 模様 や 縞 ゃ點線 

が 現 はれて 居る。 よくく 見て 居る と 其 Q 屮の或 物 は狀袋 0 たば を 束ねて ある 帶紙 らしかった。 
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又 或 物は卷 煙草の 朝日の 包紙の 一片ら しかった。 マッチの ぺ ー パ ー や 廣吿の 散らし 紙 や、 女の子 

のお もちやに する おすべ 紙 や、 あらゆる さう 云った 色 刷の どれ か を 想 ひ 出させる やうな 片々 が 見 

出されて 来た。 微細な 斷片が 想像 C 力で 補充され て 頭の 中には 色々 な 大きな 色彩の 模様が 現 はれ 

て來 た。 

普通の 白地に 黑 インキで 印刷した 文字 もあった。 大概 やっと 一字、 せいぐ で 二字 位し か讀め 

ない。 それ を 拾って 讀んで 見る と 例へば 「 一 同」 「圓」 など はい、 が r 盪」 など、 いふ 妙な 文字 

も 現 はれて 居る。 それが 何 かの 意味の 深い 謎で も ある やうな 氣 がする のであった。 「：^ かな」 

とい ふ 新聞の 俳句 欄の 一 片 らしい のが 見付かった 時 は 少し を かしくな つて 來て つい 獨 りで 笑った。 

どうして 此んな 小片が、 よくこ なれた 纖 維の 中で 崩れす に 形 を 保って 來 たも C か。 此の 紙の 製 

造 方法 を 知らない 私に は 分らな. い 疑問であった。 或は此等の部分だけ油^^ゃぅなものが濃く浸み 

込んで 居た 爲に とろけないで 殘 つて 来たので はない かと 思ったり した。 

紙片の 外に まだ さまぐ の 物の 破片が くっついて 居た。 木綿 絲 Q 結び 玉 や、 毛髮ゃ 動物の 毛ら 

しい もの や、 ボ I ル 紙の かけら や、 鉛筆の 削り屑、 マッチ 箱の 破片、 此んな もの は 容易に 認めら 

れ るが、 中には どうしても 來歷の 分らない 不思議な 物件 Q 斷片 があった。 それから 或る 植物の 枯 
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れた 外皮と 思 はれる のがあって、 其 植物が 何 だとい ふこと がどうしても 思 ひ 出せなかった りした。 

此等 C 小片 は 動 植物界の ものば かりで なく 鑛物界 からの もの もあった。 斜めに 日光に すかして 

見る と、 雲母 Q 小片が 銀色の 鱗の やうに きら/ \ 光って 居た。 

段々 見て 行く 內に 此の 澤 山な 物 0 かけらの 歷史が 可也に 面白い も Q  i やうに 思 はれて 來た。 何 

の關係 もない 色々 の 工場で 製造され た 種々 の 物品が さま， <\> の 道 を 通って 或る 家の 紙 厨 籠で 一 度 

集合した 後に、 又 他の 家から 來た 屑と 混合して 製紙 場の 槽 から 流れ出す 迄の 徑路 に、 どれ 程 Q 複 

雜な 世相が 纏綿して 居た か、 かう 一 枚 淺 草紙に なって しまった 今では 再び それ をた どって 見る 

やうはなかった。 私 は 唯 漠然と 日常の 世界に 張り 渡された 因 某の 網目の 限り もない 複雜さ を 思 ひ 

浮べる に 過ぎなかった。 

あらゆる 方面から 來る村 料が 一 つの 釜で 混ぜられ、 こなされて、 それから 乂 新しい 一 つ 0 もの 

が 生れる とい ふ 過程 は、 人間の 精神 界の 製作 品に も 其れに 類似した 過程の ある 事 を 聯想 させない 

譯には ゆかなかった。 

その やうな 聯想から 私 はふと エマ ー ソンが 「シ ェ ー ク スピア 論」 の 冒頭に 書いて ある 言葉 を 思 

オリ ヂナリ チイ 

ひ 出した。 「價 値の ある 獨 創 は 他人に 似ない とい ふ 事で はない。」 r 暖大の 天才 は 最も 負債の 多 
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い 人で ある c」 こんな 意味の 言 詞が思 ひ 出された。 

それから 乂 或る 盲目の 學 者が モ ンテ ー 一一 ュ Q 研究 をす る爲に 探った 綿密な 調査の 方法き 思 ひ 出 

した。 モンテ I 一一  ュ の 論文 を 悉く 點 字に 寫し 取った 中から、 あらゆる 思想 や、 警句 や、 特徴 や、 

插 話き 書き 拔き、 分類し、 整理した 後に、 更に 此の 著者が 讀んだ だら うと 思 はれる あらゆる 書物 

を讀ん だり 讀んで 貰ったり して、 共の 中に 見出される 典據ゃ 類型 を 拾 ひ 出す とい ふので ある。 此 

の 盲人の 根氣と 熱心に 感心す ると 同時に、 其の 仕事が 何處 となく 私が 今 紙面の 斑 點を拽 して は 其 

の 出 所を設 索した 事に 似通って 居る やうな 氣 もした。 どんな 偉大な 作家の 傑作で も —— 寧ろ さう 

い ふ 人 Q 作 ほど 豐 富な 文獻上 Q 村 料が？ せ 人して 居る の は 當然な 事で あった。 其れ を 詮索す るの は 

興味 も あり 有益な 事で も あるが、 それ は 作と 作家の 價値を 否定す る 材料に はならなかった。 ！§ ；メは 

資料が どれ だけよ くこな されて 居る か、 不淨な ものが どれ だけ 洗 はれて 居る かにあった。 

作 中の 典據を 指摘す る 事が 批評家の 知識の 範圍を 示す 爲に、 第三者に 取って 色々 の 意味で 舰：^ 

の ある 場合 も 可な りに ある。 該博な 批評家の 評註 は實際 文化史 思想 史の 一片と して 學問 的の 惯値 

が あるが、 さう でない 場合に は 批評され る 作家 も、 讀者 も、 從 つて 批評 者 も 結局 迷惑す る 場合が 

多い やうに 思 はれる。 さう いふ 批評家の 爲に 一 人の 作-; が 色々 互に 矛盾した イズム Q 代 者と な 
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つて 現 はれたり する ので あらう。 

美術 上の 作品に ついても 同様な 場合が ，ま、、 起る C 例へば 文展 ゃ帝展 でも そんな 事が あった やう 

な氣 がする。 それにつ けて 私 は、 ラスキンが 「剽 竊」 の 問題に ついて 論じて あった 事 を 思 ひ 出し 

て、 も 一 度 それ を 讀んで 見た。 其の 最後の 項に はこん な 事が 書いて あった。 

ブ ヂァリ V- ム 

「一般に 票 竊に 就いて 云々 する 場合に 忘れて ならな いのは、 感覺と 情緒 を 有する 眼り 凡ての 

人 は 絶えす 他人から 補助 を 受けて 居る とい ふ 事で ある。 人々 は その 出會ふ 凡ての 人から 敎 へられ、 

そ Q 途上に 落ちて 居る あらゆる 物に よって 富まされる。 最大なる 人 は 最も 厘 " 授けられた 人で あ 

る。 そして 凡ての 人心の 所得 を 其の 眞の源 迄 追跡す る 事が 出來 たら、 此の世界が 一番 多くの 御蔭 

を 蒙って 居る の は、 最も 獨創 力の ある 人々 であった 事を發 見す る だら う。 又 さう いふ 人々 が 其の 

生活の 日毎に、 人類から 彼等が 負 ふ 負債 を增 しながら、 同時に 同胞に 贈るべき もの を增 大して 行 

つた 事が 分る だら う C 何 か Q 思想 或は 何 かの 發 明の 起源 を搜 さう とする 勞カ は、 太陽の 下に 新し 

き 物な しとい ふ あっけない 結論に 終る に 極って 居る。 さう かと 云って 本當に 偉大な ものが 全くの 

借り物で あると いふ 事 も あり やう はない。 それで 何でも 人から くれる も 0 が 善い も C- であれば 何 

もお せっかい な設議 など はしない で單 純に 其れ を 貰って、 い £: 接く れた其 人に 御 禮を云 ふの が、 通 
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例 最も 賢い 人で あり、 何時でも 最も 幸福な 人で ある。」 

此の 文辭の 間に は ラスキンの 癎疲か ら 出た 皮肉 も 交 つて は 居る が、 兎も角も 或る 意味で は 矢 張 

り 思想 上の 淺 草紙の 辯 護の やうに も 2 心 はれる。 

エマ ー ソ ンと ラスキン の 言葉 を 加へ て 二で 割って、 もう 一 遍 此れ を 現在の 或る 過激な 思想で 割 

ると どうなる だら う。 此れ は 割り切れない かも 知れない。 もし 割り切れたら、 其 答 はどうなる だ 

らう。 あらゆる 思想 上の 偉人 は 結局 最も 意氣 地の ない 人間で あつたと いふ 事に でもなる だら うか- 

魔術師で ない 限り、 何もない 眞空 から 假令ー 片の淺 草紙で も 創造す る 事 は 出来さう に 思 はれな 

い。 しかし 紙 Q 材料 を もっと 精選し、 もっとよ くこな し、 もう 一層よ く 洗 滞して、 純白な 平滑な- 

光澤が あって 堅實な 紙に 仕上げる 事 は 出来る 箸で ある。 マッチの ベ I パ，' や 活字の 斷片が 其の ま 

まに 眼に つく 內は まだ 改良の 餘地は ある。 

ラスキン を はふり 出して、 淺 草紙 を 又 膝の 上へ 置いた ま、、 うと/. \t -て 居た 私の 耳へ 午砲 Q 

音が 響いて 来た。 私 は 飯 を 食 ふ爲に 此の やうな 空想 を 中止し なければ ならない C であった。 

(大正 十^ 一  パ、 東京：：；：：！ 新聞 J 
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私 は 自分の 住家の 庭と して は 寧ろ 何もない 廣ぃ 芝生 を 愛する。 吾々 階級の 生活に 許される 程度 

の 僅かな 面積 を 泉水 や 植込み ゃ石燈 籠な どで わざ/ \狹 くして しまって、 逍遙の 自由 を 束縛した 

り、 唯 さへ 不足勝な 空の 光の 供給 を 制限し ようと は 思 はない。 樹木 も 勿論 好きで ある、 美しい 草 

花 以上に あらゆる 樹木 を 愛する。 それで 若し 數千坪 0 庭園 を 所有す る 事が 出来るならば、 思 ひ 切 

つて 廣ぃ 芝生の 一方に は必 すさま^ \. な 樹林 を 造る だら うと 思 ふ。 そして 生氣に 乏しい 所謂 「庭 

樹」 と稱 する 種類の ものより、 寧ろ 自然な 山野の 雜木林 を 選み 度い。 

併し そ Q やうな 過剩の 許されない 境遇と して は、 樹木の 方 は 割愛しても、 芝生 だけ は 作らない 

では 居られな かった。 さう して 木立 Q 代りに 安 價な八 ッ手ゃ 丁子の やうな もの を 垣根 の 裾に 楠 ゑ、 

そ れ を 遠 い 地平線 を^る 常綠 樹林 の 代用と して 冬枯 Q 荒涼 を 緩和す る 外はなかった。 仕 合せに 近 
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所屮 一 體に 樹木が 多い の で、 それが 北 n 景に なって 樹木の 綠には それ 程 磯 ゑる 寨 はない。 

許され 得る 限りの 日光 を吸收 して、 芝は氣 持よ く 生お する。 無心な 子供に 踏み 暴ら されても、 

酷し ぃ氷點 下の 寒さに 曝ら されても、 此^:粘り强ぃ生命の根はしっかりと1*;にからみ合って、 母 

なる 土の 胸に しがみ付いて！： ：5 る。 さぅして父なる太陽が赤^^?」を北に越ぇて囘歸線 へ の 旅 をな ぐ 

になる と、 其の 歸り を豫 想す る 喜び に堪 へない やうに 浮き立って 新しい 綠の 芽 を 吹 き 始め る。 

梅雨期が 來 ると 一 雨 S に綠の 毛氈が 濃密になる のが、 不注意な もの &服 にも 際立って W える。 

靜 かな 雨が 昔 もな く 芝生に 落ちて 吸 ひ 込まれて 居る の を 見て 居る と、 本 常に： 大界 の：；：：： • 露 を 今：： んだ 

一滴々々 を、 數 限り もない 若芽が、 其の 葉脈の 一 つ/, \ を歡 喜に 波打た せながら、 呼吸 もっかす 

に吞み 乾して 居る やうな 氣 がする。 

雨 に S りに 、 午前 に 午後に 芝生の 色 はさまぐ な變化 を 見せ る。 或 時 は 强烈な R 光を斜 に 受け 

て 針の やうな 葉が 金色に 輝いて. 居る。 其 上 を かすめて 時々 何 かしら 小さな 羽蟲が 銀色の 光 を 放つ 

て 流星 の やうに 飛んで 行く。 

それよりも 美し いのは、 夏の 夜が 更けて 家内 も寢靜 まった 頃、 讀み 疲れた 書物 をた、 んで緣 側 

へ 出る と、 . 机の 上に 吊した 電燈の 光 は 明け 放された 雨 PC 隙 ii を 越えて 芝生 一 面に 注がれて 居る。 
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眞 暗な 闇の 中に 擴 げられ た 天 鵞娥が 不思議な 綠色 Q 登尤を 放って 居る やうに 見える。 或 時 は それ 

が乂 底の 知れぬ 深い 淵 Q やうに 思 はれて 來る事 も ある。 此れ を 見て 居る と 疲れ 熱した 頭の 中が す 

うつと 涼しく 爽 かに 柔 らいで 來る。 私 は 時々 庭へ 下りて 行って 色々 の 方向から 此の 闇の 中に 浮き 

上った 光の 織物 をす かして 見たり する。 それから 其の 眞屮に 椅子 を 持ち出して 空の 星 を 點檢し た 

り、 深い 沈 默の小 半時 間 を 過ごす 事 も ある。 

芝の 若芽が 延び 初める と 同時に、 此の 密生した 葉の 林の 中から 數 限り もない 小さな 生き 動く も 

の i 世界が 産れ る。 去年の 夏の 終りから 秋へ かけて、 小さな あはれ な 母親 達が 種屬 保存の 本能の 

命す るが ま &に、 そこらに 産みつ けて あった 微細な 卵の 内部で は、 吾々 の 夢にも 知らない il に 世 

界で 一番 不思議な 奇蹟が- 1;: はれて 居た ので ある。 其 證據に は 今 試みに 芝生に 足 を 入れる と、 そこ 

から は 小さな 土色の 螇離ゃ 蛾の やう.^ ものが 群って 飛び出した。 蟋蜂ゃ 蜘蛛 や 蟥ゃ其 他 名 も 知ら 

な い 昆蟲 の 繁華な 都が、 蟲 の 眼から 見たら H< を 摩す る やうな 綠 色の 尖塔 の 林の 下に 發展し て 居た。 

此の 動植物の 新 世代の 活動して 居る 舞臺 は、 又 人間 Q 新 世代に 對 しても 無 盡藏な 驚異と 歡 喜の 

村 料 を 提供した。 子供 等 はよ く此 等の 小さな 蟲を つかまへ て 白粉の 空罎へ 入れたり した。 何の 爲 

に そんな 事 をして 小さな 生物 を 苦しめる かとい ふやうな 事 は 少しも 考 I て は 居なかった。 それで 
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も蟲の 食物 か 何 かの 積り で、 むしり 取った 芝の 葉 を罎の 中へ 詰め込んで、 それで 蟲は 充分 満足し 

て 居る ものと 思って 居る らしかった。 其 俊 忘れて 打つ ちゃって 置いた の 底に ひっくり返って 死 

んで 居る 軀を 見付けた 時 は 矢張り いくらか 可哀相 だと は 思 ふらしい。 それで 垣根の 隅 や 樹の下 へ 

「蟲 のお 墓」 を 築いて 花 を 供へ たりして、 さう いふ 場合に 大人の 味 ふ 機微な 感情の 胚子に 類した 

もの を 味って 居る らしく 見える。 子供が 蟲を つかまへ たり、 いぢめ たり 殺したり する の は、 矢 張 

り 所謂 種屬的 記憶と 稱 する もの，^ 一  つで も あらう か。 此の やうな 記憶 或は 本能が 人間 粮 族から す 

つかり 消え去らない 限り、 强 者と 弱者の 關係は あらゆる 學說 など、 は無關 係に：；^ 續 する だ. らう。 

子供 等 は 又よ く かやつ り 草 を 芝の 中から 捜し出した。 三角な 楚を 割いて 方形の 枠 形 を 作る と 云 

ふ六ケ しい 幾何 學の 問題 を 無意識に 解いて、 そして 吾々 の 空間の 微妙な 形式美 を 味って 居る 事に 

は氣が 付かな い で 居た。 相撲 取 草 を 見付け て 相撲 を 取らせて は 不可解な 偶然 の 支配に 對 する 怪， 訝 

の 種 を 小さな 胸に 植 ゑつけ て 居た。 

芝の 中から 蒲公英 や 酢 號草ゃ 其 他 色々 の 雜草も 生えて 来た。 私 はなんだ か 其れ を引拔 いてし ま 

ふの が 惜し い やうな 氣 がする の で 其 儘 にして置くと、 何時の間にか 母 や 下女が むしり 取る ので あ 

つた"  . 
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夏が 進む につれ て 芝 は 益 "延びて 行った。 芝生の 單調を 破る 爲に所 々 に植 ゑて ある 小さな 躑蹈 

やどう だん や 薔薇な どの 根元に 近い 處は 人に 踏まれない 爲に 殊に 長く 延びて、 それが 何となく ほ 

うけ 立って うるさく 見え 出した。 母な ど は 病人の 頭髮の やうで 氣 持が 惡 いと. 云ったり した。 植木 

屋へ端 書 を 出して 刈らせようと 云って 居る 內に 事に 紛れて 數日 過ぎた。 

其 內に私 はふと 近く の 街 の 鍛冶屋 の 店に 吊して あつ た 芝 刈 鋏 を S 心 ひ 出した。 例年と ちがって 今 

年 は 閑で ある。 そして 病氣に 障らぬ 程度に 身體を 使って、 過度な 讀書に 疲れた 腦に 休息 を 與へ度 

いと W 心って 居た 處で あつたので、 丁度 適當な 仕事が 見付かつ たと 思った。 芝の 上に 坐り込んで 靜 

に 兩腕を 動かす だけなら ば 私の 腹部の 病 氣には 何の 差 支 もな ささう に 思 はれた。 尤も 一 概に腕 や 

手 を 使 ふだけ なら 腹に はこた へ ない と 云 ふ簡單 な考が 間違 ひだと いふ 事は旣 に經驗 して 知って 居 

た。 例へば タイプライタ，' をた..^ いたり、 ピアノ を彈 いたりす る やうな 動作で もどう かする とひ 

どく 肾 にこた へる 事が 厦、、 あった。 殊に 文句に 絶えす 頭 を 使 ひながら 急き込んで 印字機の 鍵盤 を 

あさる 時、 彈き 馴れない 六ケ しい 樂曲を ものにしよ うとして 努力す る 時、 さう. S ふ 時には 病的に 

： 過敏. になった 私の 胃 はすぐ に 何等かの 形式で 不平 を 申し £山 した。 併し 此れ は 手 や 指 を 使 ふと 云 ふ 

一之  . 

メ よりも 寧ろ 頭 を 使ふ爲 らしく 思 はれた、 芝 を 刈る とい ふやうな、 機械的な、 虛 心で 出來る 動作な 
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らば 恐らく そんな 事 は あるまい と 思 はれた。 少 くも 一 日に 半時 問 か 一 時 問づ、 少しも^い だり ％ 

力したり しないで、 氣樂 にやって 居れば 差 支 は あるまい。 こんな 事を考 へながら 私 は 試みに 兩腕 

を 動か し て 鋏 を 使 ふ眞似 をし て 見た。 ま だ赏 際に は經驗 しない 芝 刈 C 作業 を 強く 頭に 印象 さ せ な 

がら 腕 を 動かして 兒 たが、 腹に 力を入れる やうな 感覺は 少しも 生じて 來な いらし かった。 念の 爲 

に 今度 は 印字機に 向った つもりに なって 兩 手の指 を 動かして 居る と 何時の gl にか 横隔膜の 下の 方 

が 次第に 堅く 凝って 来る Q を 感じた。 

此の やうな 假想 的の 試驗が あてになる かどう か は 自分に も瞹 味で あつたが、 兎も角も 一 っ實物 

に 就いて 試驗 をして 見て、 もし 障りが ありさう であったら、 すぐに 止めれば よいと 思った。 

風の ない 蒸 暑い 或る日の 夕方 私 は 一 番 末の 女の子 を つれて 鉄 を 53： ひに 出かけた。 燈 火の 乏しい 

樹木の 多い 狹ぃ 町ば かりの 此邊の 宵闇 は 暗 か つた。 めったに 父と 二人で 出る 事の ない 子供 は 何 か 

しら 改 つた 心 持に でもな つて るの か、 不 2 心 議に默 つて £5 た。 私も默 つて 居た。 或る 家の 前迄來 

ると 不意に 「山 本さん の ：•：• セ ツ子さん の 御. 5： は此虚 よ」 と 云って 敎 へた。 多分 幼稚園の 友達の 

家 だら うと 思 はれた。 「セ ツ子さん は 毎朝お 父さんが 連れて来る のよ。」 …… 「お父さん は 何時に 

なったら 御 役所へ 出る の。 ；… 出る やうに なったら 幼稚！！ 迄 一緒に 行き ませう ね。 I とんな 事 を 
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ぼつり く 話した。 表通りへ 出る と 流石に 明るかった。 床屋の 砲子戶 から：^、 れる 蒼白い 水の やう 

な 光 や、 水 菓子屋の 店先に 並べられた 綠ゃ杠 や 黄の 色彩 は 暗闇から 出て 来た 眼に 眩しい 程で あつ 

た。 併し その 隣り の 鍛冶屋の 店に は 薄暗い 電燈 がー つついて 居る きりで 恐ろしく 陰氣に 見えた。 

店に はすぐ に 數へ悉 される 位の 品物 11 敏ゃ 鎌、 鋏 や 庖丁な どが 板の間の 上に 並べて あった。 私 

の 求める 鋏 は 唯 二つ、 長いのと 短い のと 鴨居から 吊して あった。 

丁度 夕飯 をす まし て 膳の 前で 楊枝と 團 扇と を 使 つ て 居た 鍰冶屋 Q 主人 は、 袖 無 の 襦袢 のま、 で 

出て 來た。 そして 鴨居から 二つ 鉄 を 取り 下して 稿った 塵 を 口で 吹き 落しながら 兩臂を 動かして ェ 

合 をた めして 見せた。 

柄の 短い 割に 刃の 長く 幅廣 なのが 芝刈專 用ので、 もう 一 つの は 主に 樹の 枝な ど を 剪る の だが 芝 

も 刈れない 事 はない。 芝生の 面積が 廣 ければ 前者でなくて は 追 付かない が、 少しば かりなら 後 Q 

でもい、。 素人の 家庭 用なら 却って 此れが い、 かも 知れない など、 說 明しながら、 其 處らに 散ら 

ばって 居る 新聞紙 を 剪って 見せたり した。 「かう いふ 物 はやつ ばり 呼吸です から …… 。」 そんな 

事 を 云った、 又 幾 枚 も 剪り 散らして、 其の 切 屑で 刃の 塵 を 拭いたり した。 

芝 を 刈る 鋏と 云へば 一 通りし かない ものと 簡 =:Sf に m 心 ひ 込んで： 1$ た 私 は 少し 當 惑した。 此の やう 
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な 原始的な 器械に そんな 分化が あらう とは豫 期して 居なかった。 どちらに しょうかと 思って 交る 

交る 二つの 狭 を 取り上げて 工合 を 見ながら 考へ て 居た。 成程 芝 を 刈る に はどうしても 事 川の もの 

が 工合が 好い とい ふ 事 は 自分に も 明白に 了解され た。 併し それで 枯枝 など を 切る と 刃が 缺け ると 

い ふ 主人の 言葉 は本當 らしかった。 

私 は 何だか 試驗 をされ て 居る やうな 氣 がした。 主人 は圑 扇と 楊枝と を 使 ひながら 往來を 眺めて 

居た。 子供 は 返 屈さう に 時々 私の 顏を 見上げて 居た。 

とうく 柄の 長い 方が 自分の 今の 蓮 動の 目的に は 適して 居る とい ふ 或る カ學 的な 理由 を 見付け 

た、 と 思った Q で 其 Q 方 を 取る 事に した。 

鋏 を 柄に 固定す る 目釘 を 未だ さしてな いから 少し 待って くれと いふので、 それが 出來 るまで 其 

處らを 散歩す る 事に した。 暫く 歩いて 歸 つて 來て見 ると 目釘 はもう さ &れて 居て、 ま點の 軸に 油 

を さして 居る 處 であった。 店先へ 中年の 夫 らしい 男女の 客が 来て、 出刃 疱丁を あれ かこれ かと 

物色して 居た。 …… 私が どう 云 ふ 譯で芝 刈 鋏 を 買って 居る か t- 此の 夫婦に 分らない と 同様に、 此 

の 夫婦が どうい ふ徑路 からどう いふ 目的で 出刃 庖丁 を 買って 居る のか 私に は 少しも 分らな か つた。 

其の 庖丁の 未来の 運命 も 無論 誰れ にも 分らう 答はなかった。 それでも 髮を 橘卷に 結った 顔色の 妙 
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に 黄色い 其の 女と、 眼 付の 險 しい 男と を 此の 出刃 庖丁と 並べて 見た 時 は 何だか 不安な やうな 感じ 

がした。 此れに 反して 私 0 鋏が 何だか 平和な 穩 かなもの i やうに 思 はれた。 

長い 鉄 を ぶら下げて 再び 暗い 屋敷町へ はいった。 今迄 默 つて 居た 子供 は 急に 饒舌に なった。 い 

つ 芝 を 刈り 始める Q か、 刈る 時には 手傳 はして くれと か、 今夜 はもう 刈らない かと か、 そんな 事 

をのべ つに 饒舌って 居た。 父が 自分で 芝 を 刈る とい ふ 事が 餘程 珍しい 面白い 事で も ある やうに。 

しかし 私自身に とっても、 それ は 矢張り 珍しく 新しい 事に は 相違なかった。 

宅へ 歸 ると 家內中 Q ものが いづれ も 多少の 好奇心と、 漠然とした 明日の 期待 を 抱きながら 交る 

交る 此の 新しい 道具 を點撿 した。 

翌日 は 晴天で 朝から 强ぃ 日が 照りつ けた。 餘り 暑くなら ない 內 にと 思って 鉄 を 持って 庭へ 出た。 

何處 から 刈り 始める かとい ふ 問題が すぐに 起って 來た。 それ は 何でもない 事で あつたが 又 非常 

に六ケ しい 問題で もあった。 色々 Q 違った 立場から 見た 答 解 は 色々 に 違って 居た。 出来るだけ 短 

時間に、 出来るだけ 少しの カ學的 仕事 を 費して、 與 へられた 面積 を 刈り 終る とい ふ數學 的の 問題 

芝 もあった。 刈り かけた 中途で 客 問から 見た 時になる ベく 見に く \ ないやう にと いふ 審美的の 要求 

^ もあった。 一番 延び 過ぎた 處 から 始める とい ふ 植物の 發育を 本位に 置いた 者 案 もあった。 こんな 
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事に 迄 現代 風の 見方 を 持 つて 來る とす れ ば、 兎も角も 科學的 に 能率 をよ くす る爲に 前に 擧 げた 第 

一 の 要求 を充す 方法 を 選んだ 方が よさ さう に 思 はれた。 能率 を 論す る 場合に は 人間 を 器械と 同様 

に 見る 0> であるが、 今の 場合に は 其れで は 少し 困る のであった。 もと/ \ 自分の 健康と いふ 事が 

主にな つて 居る 以上、 私 は此際 最も 利己的な 動機に 隨 つて 行く 外 はない と 思った ので、 結局 日蔭 

の 涼しい 處 から 刈り 始める とい ふ 極めて 平凡な やり方に 歸 つてし まった。 

すると 又す ぐに 第二の 問題に 逢着した。 芝生と それより 一 一寸 位 低い 地面との 境界線の 處は 芝の 

生え 方 も亂雜 になって 居る し、 葉の に 土塊な どが 交って 居る 爲に 刈りに く、 面倒で ある。 其の 

上に 刈り取った 葉が かぶ さったり すると 猶更 厄介で あ つ た。 それ で 先づ 此 の 境界線 の 生 え 際 を 整 

理 した 後に 平たい 面積に 掛る 方が 利口ら しく 思 はれた。 併し 此の 生え際の 整理 は 極めて 面倒で 不 

愉快であって、 見た 處の效 * の 少ない 割の 惡ぃ 仕事であった。 

おしま ひに はそんな 事を考 へて 居る 自分が 馬鹿らしく なって 来たので、 好い加減に、 無責任に- 

だらしなく 刈り 始めた。 

蒼れ い 刃が 垂直に 平行して 密生した 芝の 針 葉の 影に 動く たびに ザ ック/ \ と 氣持 のい 土 音と 手 

ごた へ がした" 葉 は 根-: 儿を 切られても 矢張り 隣り 同志 もたれ 合って 密生した ま \ に 直立して 居る- 
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其の 底 を 潜って 進んで 行く 鉄の 律動に つれて ムク. /\ と 動いて 居た。 鉄 を あげて 飜 すと 切られた 

葉の 塊はバ ラ- に碎 けて 横に 飛び散った。 刈った 跡に は茶揭 色に やけた 朽葉と 根との 網の 上に、 

眞 白に もえた 莖が、 針を植 ゑた やうに 現 はれた。 そして 强ぃ 土の 香が ぶんと 鼻に しみる やうに 立 

ち のぼった。 

無數の 紫の 一 つくが 極めて 迅速に 相次いで 切斷 される 爲に 生す る 特殊な 昔 は 色々 の 事 を 思 ひ 

出させた。 理髮師 の 鉄が 濃密な 髮の 一 束々々 を 剪って 行く 昔に いつも 一 種の 快感 を 味って 居た 私 

は、 今 自分で 理髮師 の 立場から 又 少しち がった 感覺を 味って 居る やうな 氣 がした。 それから 子供 

の 時分に 見世物で 見た 象が、 藁の 一束 を 鼻で 卷 いて 自分の 前脚の 膝へ た ふきつけた 後に、 手際よ 

く 束の 端 を 口に 入れて 藁の はかま を嶙み 切った、 あの 痛快な 音 を 思 ひ 出したり した。 併し 何故 此 

の 種類の 音が 愉快で あるかと いふ 理由 はどう 考 へても 分らなかった。 音の 性質から 考 へれば 此れ 

は雜 音の 不規則な 集合で、 音樂的 G 價値 など は 無論 無い ものである。 併し 或は 此れ は聽感 に對す 

る 音 樂に對 立 させ 得 ベ き 觸感或 は 筋 肉感 に 關 する 樂音 の やうな もので は あるまい か。 昔 自身より 

は 寧ろ 音から 聯想す る 觸感に 一 種の 快を經 験す るので は あるまい か。 それ 共 又もつ と 純粹に 心理 

的な 理由に よる もの だら うか。 或は ひょっとしたら 吾々 の 祖先の 類人猿 時代の 或る 感覺の 記憶で 
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ない とも 云 はれない と 思ったり した。  - 

鋏 Q 進んで 行く先から 無数の 小さな ばった ゃ蟀が 飛び出した。 平和 11 であるか どうか、 それ 

は 分らぬ が、 兎も角も 人間の 眼から 見て は單 調ら しい 蟲の 世界へ、 思 ひがけ もない 恐ろしい 暴力 

の惡 魔が 侵入して、 非常な 目に も 止らぬ 速度で、 空 を 蔽ふ森 を薙ぎ 立てる ので ある。 劇しい 恐慌 

に 襲 はれた 彼等 は 自分の 身長の 何 倍、 或は 何十 倍の 高さ を 飛び 上って すぐ 前面の 茂みに 隱れ る。 

さう して 再び 鋏が 其處に 迫って 來る迄 は そこで 落 付いて 居る らしい。 彼等の 恐慌 は單に 反射的 q 

動作に 過ぎない か、 或は 非常に 短い 記憶し か 有って 居ない の だら うか。 …… 魚の 視感を 研究した 

人の 話に よると 海中で 威嚇され た 魚 は 僅に 數尺 遁げ のびると、 もうす つかり 安心して 悠々 と： 冰ぃ 

で 居る とい ふ 事で ある。 …… 今度の 大戰で 荒らされた 地方の 森に 巢を くって 居た 鸦は、 砲 擊が止 

んで 數日經 たない 內 にもう 歸 つて 来て、 枝 も 何も 彈 丸の 雨に 吹き飛 されて 坊主に なった 樹の 穴>^ 洞 

で、 平然と 子 を 育て、 居た と傳 へられて 居る。 尤も さう 云へば 戰亂 地の 住民 自身 も 同様であった 

かも 知れない。 又 或る 島の 火山の 爆裂 火口 0 中へ 村落 を 作って 居た のが 或る日 突然の 爆 發に签 中 

へ 吹き飛され 猫の 子 一 つ 殘.： なかった 事が あった。 さう して 數 年の 後に は 其の 同じ 火口の 中へ 何 

時 G 間に か 义人問 C 集 が 形造られて 居た。 此んな 事を考 へて 見る と蟲 Q 短い 記憶 11 蟲に とつ 
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て は 長い かも 知れな い 記憶 を 笑 ふ 事 は 出来な かった。 

無數に 群がって 居る 蟲の 中には 私の 狭の 爲に 負傷したり 死んだり する の も隨分 ありさう に 思 は 

^て、 多少 酷たら しい 氣が しないで もなか クた。 併し どうす る 事も屮 I 來な いので 構 はす 刈って 行 

つた。 此 等の 蟲 は害蟲 だか 益蟲 だか 私に は 分らなかった。 

子供の 時分に 私 Q 隣家に 信心深い 老人が 居た。 彼 は 手足に 蚊が とまって 吸 はう とする 0 を 付 

ける と、 靜に 其れ を 追 ひのける とい ふ 事が 金棒 引 Q 口から 傅 へられて 居た。 そして 其れが 一 つの 

笑話 Q 種に なって 居た。 私 も 人並に 笑って は 居た が、 其の 老人の 不 3 心議 な行爲 から 一 つの 謎の や 

うな もの を 授けられた。 さう して 今日に なっても 其 Q 謎 は 解く 事が 出来ないで 其 儘に なって 居る- 

のみなら す 此の 謎 は 長い間に 色々 の 枝葉 を 生じて 益 . 大きくなる ばかりで ある。 

例へ *± 人間が 始まって 以來 今日 迄&曰 て斷 えた 事 Q ない あらゆる 鬪爭 の歷 史に關 する 色々 の 擧者 

•S 'イザイ セ クシ 1. ン 

の解說 は、 一 つも 私の 腑に 落ちない やうに 思 はれた。 ：：： 私に は 牛肉 を 食って 居ながら 生 體解立 口 

に 反 封して 居る 人達の 心 持が 分らなかった。 …… 人間の 平等 を 論じる 人達が 其の 平等 を 猿 や 蝙蝠 

芝 以下に おしひろめない 理由が はっきり 分らなかった。 …… 普通 選擧を 主張して 居る 友人に、 何故 

メ 家畜 にも 同じ 權利を 認めな いかと 聞いて 怒 を 買つ た 事 も あ つ た。 
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今 鋏の さきから 飛び出す 昆蟲の 群 を 眺めて 居た 瞬間に、 突然 或る 一 つの 考が 腦裡に 閃めいた。 

それ は^ 段に 珍しい 考で もなかつ たが、 其 時には それが 唯一 の眞理 である やうに はれた。  

もう：： 比蟲の 生命な ど は 方 則の 前の 「物質」 に 過ぎ なくなった。 私と 私の 鋏 は 其の 方 則で あり 征服 

者で あり 同時に 神様であった。 私 は 吾々 人間の 頭上に 恐ろしい 大きな 鋏 を 振り 廻して 居る 祌樣の 

殘忍 に 痛快な 心 持 を 想像しながら 勢よ く 狭の 把 柄 を 動かして 行った。 

病氣に 障る 事 を 恐れて 初めの 日 は 一一 一尺 平方 位に して 止めた。 晝 過に 行って 見る と、 刈られた 薬 

はすつ かり 乾き 上って、 蒼. E い 干 草に なって 散らばって 居た。 日向に 曙ら された ま、 の 鉄の 刃 は 

觸 つて 見る と 暑い 程に ほてって 居た。 

學 校から 歸 つて 來た 子供 等 は、 少なから ざる 好奇心 を もって 刈られた 部分 を點檢 した あとで、 

我れ 勝に 爭 つて 鋏 を 手に した。 暫くして 見に 行って 見る と、 芝生の 上に は 鼠が 嚼 じった やうに、 

三角形 や、 片 假名 や、 口， 'マ 字な どが^ はれて 居た。 九 歳になる 女の子 は 裁縫 W の 狭で 丁寧に 一 

尺 四方 位の 部分 を 刈り ひらいて、 人差指の 根元に 大きな 可愛い 肉刺 を こしら へて 居た。 

色々 Q 時刻に 色々 の 人が S 心 ひ/ 場所 を 刈って 居た。 -^々 の 個性 は 此んな 些細な 事に も强く 
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刻みつ けられて 居た C. 大まかに 不 揃に 刈り 散らして 虎斑 を こしら へる 者 も あれば、 ； 方から 丁寧 

に 秩序 正しく、 蠶が 桑の 葉 を 食って 行く やうに 着々 進行して 行く もの もあった。 或る 者 は 根元 ま 

で つめて 刈り込まな いと 承知し ないし、 叉 或る 者 は 或る 長さの 綠を殘 す やうに 骨 を 折って 居 るら 

しく 見えた。  . . 

書齋で 聞いて 居る と 時々 狭の 昔が 聞こえた が、 其 昔の 工合で 誰れ が やって 居る か は 大抵 分った _ 

午前に 私が 刈り 初めようと するとよ く來 客が あった。 さう いふ 事が 三四囘 もっ^いた。 來客を 

呼ぶ おまじない だと 云って 笑 ふ もの もあった。 此れ は 無論 直接の 因茶關 係ではなかった が、 しか 

し 全くの 偶然で もなかった。 二つの 事柄 を 制約す る 共通な 條件 はあった。 唯 其の 條 件が 必至 C も 

のでない だけ C 事であった。  ♦ 

毎日 少し づ &鋏を 使 ひながら 少 しづ \ 色々 事を考 へた。 色々 の考 は何處 から 出て 来る か 分ら 

なかった。 前の 考と 後の 考 との 關係も 分らなかった。 昔ミ ダス 王の 理髮 師が顿 いた 秘密 を 蘆の 葉 

が 再び 噃ぃ たやう に、 今 此の 芝の 葉の 一 つ/ \ が、 昔 誰れ かに 聞いた 事 を 今 私に 攝 いて 居る のか 

も 知れない。 

例へば 私 は 自分で 芝 を 刈る 事に よって、 植木屋 の 賃銀 を 奪って 居る ので はない かとい ふ 問題に 
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出會 つた。 そして 色々 もて 扱って 居る 內に、 此れが もう 可也に 古い ありふれた 問題で ある 事に 氣 

が 付いた。 それ かと 云って 此れに 對 する 明快な 解決 はや はり 得られなかった。 

延び 過ぎた 芝の 根元が 腐れ か \ つて 居る の を 見た 時に、 私 はふと 單 純な 言葉の 上の 聯想から、 

餘 りに 榮ぇ 茂り 過ぎた 物質的 文化の 爲に 人間 生活 Q 根本が 腐れ か \ る ではない かと 思って 見た。 

そして 其れ を 救 ふ に は 何とかして 少し 此の 文明 を 刈り 込む 必要が あり はしない かと 考 へた。 併し 

芝と 文化と は 何の 關係 もない。 芝 を 刈る のがい 、といっても 文明 を 刈り取る がい ^ とい ふ 證據に 

も 何もなら ない 事 は 明であった。 餘 りに 皮相 的な 輕卒な 類推の 危險な 事 を 今更の やうに 想って 見 

たりした。 實際 そんな 單 純な 考が 熱狂 的な 少數 G 人の 口から 群集の 間に 潦 原の 火の やうに 播 がつ 

て、 「芝」 を 根元 迄 燒き拂 はう とした 例が 西洋の 歷史 などに ないでも なかった。 文明の 葉 は 刈る 

わけに も 燒く譯 にも 行かない。 

始めの 中 は 面白がって 居た 子供 等もぢ きに 飽きて しまって 誰れ も 鋏 を 手に する もの はなくな つ 

た。 唯 長女と 私と が 時々 少 しづ、 刈って 行った。 其の 內には 雨が 降ったり して 休む 日 も あるので、 

1 番 始めに 刈った 處 はもう 可也に 新しい 芽 を 延ばして 來た。 
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最後に 刈り 续 された 庭 Q 片隅 〇 力 ン ナ G 葉陰に、 一 き は 濃く 茂った 部分 を 刈って 居た 長女 は、 

そこで 妙な も Q を發 見した と 云って 持って来た。 子供 Q 指先 位 Q 大さ をした 何 か 0 卵であった。 

つまんで 見る と 鼓は柔 くて ぶよ/ \ して 居た。 一 つ 鋏に か \ つてつ ぶれた Q を 開けて 見たら 中に 

は蜥嫁 Q 游 りか \ つた Q が は ひって 居た さう である。 「人間 Q おなかの 中に 居る ときと よく 似て 

居る わ I 一  と 傍から 小さな 女 Q 子が 附加 へた C 私 は 非常に 驚いて 此 Q 子供の 知識 0 出 所 を 聞き正し 

て 見る と、 それが 御茶 0 水で 開かれた ある 展覽會 で 見た アル コ ホル 漬 Q 標本から 得た も Q である 

事が 分った。 

子供 等は此 Q 卵 Q 三つ か 四つ を 日當り Q い 、緣側 〇 下 Q 土に 埋めて 置いた。 數日 たった 後に 掘 

つて 見たら もう 何もな かつ たさう である。 兹 にも 大きな 奇壞は あ つ た。 

十日 程に 亙った 芝 刈が やっと 終った = 結果 は 餘り體 裁の い、 方ではなかった。 刈り手 Q 個性と 

刈り 時 G 遲速 とが 芝生 Q 上に 不規則な 斑を畫 いて 居た。 休ます 働いて 居る 自然の 手が 其の 痕跡 を 

p_ 拭 ひ 消す に は 未だ 幾日 か 待たなければ ならなかった。 

芝  1 

^ 保養 Q 目的が 達せられた かどう か は 分らなかった。 大して 身體に 障り もしなかった 代りに 別段 ^ 


のい ひ效 2^ があった とも 思 はれぬ。 その やうな 效果 が、 秤 や 升で はかれる やうに 判然と 分る もの 

だったら、 醫師は 嘸 喜び もし 又 困る 事 だら うと 思った。 il 唯 蜥赐の 卵と いふ もの を 始めて ffw^ 

したの が 恐らく 此 Q 數 日の 仕事の 一 番の 獲物であった らうと 思って 居る。 

(大正 十 年 一 月、 中央 公論) 
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求  艮 

も  ft 


九月 中旬の 事であった e 或 日の 晝頃 堅吉の 宅へ 一封の 小包 郵便が 屆 いた。 大形の 茶袋 位の 大さ 

と：^ 好 をして^ 包の 上に、 ボ ー ル 紙の 切れが 縛り付けて、 其れに 宛名が 書いて あつたが、 差出人 

は 誰れ だか 分らなかった。 拙ない 手跡に 見覺ぇ もなかった。 紙 包 を 破って 見る と、 未だ 新しい 黄 

木綿 G 袋が 出て 來た。 中には 團栗 か椎實 でも 入って 居る やうな 觸感 があった。 袋の 口 を あけて 舰 

いて 見る と赏際 それ 位 Q 大 さの 何 かの 球根ら しい ものが 一 杯 は ひって 居る。 一 握り 取り出して 包 

紙の 上に 1 ベ て點檢 しながら も、 此れ は 何 だら うと 考 へて 居た。 

m 芋 Q 子の やうな 合 をして 居た が、 形 は それより はもつ と 細長く 尖って 居る。 そして 細かい 

棕 桐の 毛で 編んだ 帽子と でも 云った や う な も Q を 冠って 居る。 指で つまむ と 其の 帽子が 其 儘です 

。ほ り と K け 落ちた。 芋 の 横腹 か ら. 突出 し た 子竽 をつ けて 居る G も 澤山ぁ つ た。 
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子供 等が 見付けて やって来て いぢり 廻した。 一 つ./ \ 「帽子」 を脫ぎ 取って 緣 側へ 並べたり 子 

芋の 突起 を 鼻に 見立て \眞 書き 筆で キュ ー ピ ー の 顔 を 描き 上げる もの もあった。 

何 か 西洋 草花の 球根 だら うと 思った が、 何だか 丸で 見當が 付かなかった。 彼 はわ ざ/ \ 其れ を 

持って 直 所で 何 かして 居る 細君に 見せに 行った が、 さう いふ 物に はさつ ばり 與味 のない 細君 は碌 

によく 視る事 もしないで、 「存じません」 と 云った 切り 相手に なって くれなかった。 老母 も 奥の 

隱居 部屋から 出て 來て、 眼鏡で 丹念に 撿査 して は 居た が、 結局 誰れ にも 何だか 分らなかった。 

「ひょっとしたら 私の 病氣 にで も 利く とい ふので 誰れ か 1- 送って くれたの ぢ やない かしら、 前，； 

じて も砍 めと いふの ぢ やない かしら」 此んな 事も考 へて 見たり した。 永い 頑固な 病氣を 持て あ 

まして 居る 堅吉 は、 自分の 身邊に 起る あらゆる 出来事 を 不知 不識 自分の 病 氣と關 係 させて 考 へる 

やうな 習慣が 生じて 居た。 天性から も、 又隱遁 的な 擧者 として 乃 生活から も、 元來ィ ー ゴィ スト 

である 彼の 小 自我 は、 其 上に 蔽 つて 居る 蒼白い 病の ヴ H  I ルを 通して 世界 を 見て 居た。 

尤も 彼が かう 思った Q はもう 一 つの 理由が あった。 大學の 二 年から 三年に 移った 夏休みに、 呼 

吸 器の 病 氣を發 見した 爲に、 丸一年 休學 して 鄕 里の 海岸に 遊んで 居た ST 其病氣 によく 利く と 云 

つ て 或る 親戚 か ら^ 百合と いふ もの、 球根 を 送つ て くれた 事が あ つ た。 それ を 炮洛で 炒 つてお 八 
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つ Q 代りに 食ったり した。 それ は 百合の やうな 鱗片から 成った 球根で はあった が、 大 さや 恰好 は 

今度のと 似た ものであった。 彼 は 其 時分の 事 を 色々 思 ひ 出して 居た。 焦げた 百合の 香ばしい 句 や 

味 も 想 ひ 出した が、 それよりも 其れ を炒 つて くれた の 人々 の 顏ゃ又 それに 附き 纏うた 淡い 口 マ 

ンス など も 可な りに はっきりと 想 ひ 出された。 その 時分の 彼 は 假令少 々の 病氣 位に 罹っても、 前 

途の 明るい 希望 を 胸 一 杯に 懐いて 居た だけに 悲觀 もしなければ^ にあせ り もしなかった。 そして 

一年間の 田舍の 生活 を 寧ろ 貪愁 に享樂 して 居た。 それが 今、 中年 を 過ぎた 生涯の 午後に、 何時 治 

るか 分らない 頑固な 胃病に 苦しんで 居る 彼の 心 持 は、 大分ち がった ものであった …：- のみなら す 

今度の 病氣は 彼の 外出 を 禁じて しまったので 前の 病氣の 時の やうに、 自由に 戸外の 签氣に 觸れて 

心 を紛. らす 事が 出来ない。 使へば 使 はれさう に 思 はれる 身體 を、 なるべく 動かさな いやう にして 

居なければ ならない のが 苦痛であった。 それでも 傍で 見る 程 退屈 はして 居なかった。 彼の 讀書慾 

は病氣 になって 以来 一層 增 進して、 殆んど 毎日 朝起きる とから 夜 寢る迄 何 かしら 讀んで 居た。 そ 

ん なに 本ば かり 讀んで 居て は 病氣に 障り はしない かと 云って、 細君 や 老母が 心配して 注意す る 事 

もあった が、 彼 自身に はそんな 心配 はない と 云 ひ はって 居た。 實際 彼の 頭 腦は病 氣以來 次第に 冴 

えて 來て、 終日 讀書し て 居ても 少 しも 疲れ な いのみな らす、 . 自分で も 不思議 に 思 ふ 程 鋭く 働いて 
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居た。 何 か讀ん でも 其處に 書いて ある 事の 裏の 裏 迄 見通される やうな 氣 がして 居た。 讀んで 行く 

一行々々 に、 あらゆる 暗示が 伏兵の やうに 隠れて 居て、 それが 讀 むに 從 つて、 飛び出して 襲ひ褂 

る Q であつ た。 そ れ 等の 暗示 の どれでも 追求し て 行く と 殆んど 無限な 思索の 連鎖 をた ぐり 寄せ る 

事が 出來 た。 そして 其 等の 考が 殆んど 天啓で も ある やうに 强く 明かに、 無條 件に 眞 であって、 

しかもぃづれもが新しぃぃ^-見で にも ある やうに 彼に は 思 はれた。 新聞の 三面記事 を 讀んで 居る 時 

でさへ 時々 電光の 閃めく やうに その やうな 考が 浮んだり した。 そんな 時には 手帳の 端へ 暗 號のゃ 

う な ： 百 葉 で 其の 考の 端緖を 書き止め たりして 居た。 併し その やうな 狀態 は 何時 迄 も 持 緩す る譯で 

はなくて、 此れと 反對な 倦怠の 妝態も 週期 的に 循環して 來た。 さう いふ 時には 何 を讀ん でも 空虚 

であった。 そこに 書いて ある 表面の 意味 を捉 へる 事 すら 困難であった。 さう した 時に 手帳 を あけ 

て 自分の n 曰いて ある 暗號の やうな もの を 兌る と、 殆んど 何 Q 意味 を も 成さない 囈語 でなければ、 

極めて 月並な 厭味な 感想に 過ぎなかった。 どうして 此ん なつ まらない 考が あれ 程に 自分 を 興奮 さ 

せた か 不思議に 思 はれる のであった。 それで ひょっとすると 自分 は 一 種の 誇大妄想狂に 襲 はれて 

居る ので はない かと 思って 不安 を 感じる 事 もあった。 さう いふ 時の 彼 は みじめな^ 態に あった。 

世界 を 埋め 盡 くした 泥の 底に 自分が 蜜いて 居る やうな 氣 がして 居た。 併し 再び 與窗 の發 作が 來る 
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と 彼の 頭は靈 妙な 光で 滿ち 渡る と 同時に、 服 界を蔽 つて 居た 灰色の 霧が 一度に 晴れ渡って、 萬 象 

が 透き通って 見える ので ある。 

此の やうに 週期 的に 交代す る 二つの 世界の いづ れ が本當 で あるか を 決定した いと 思って 迷って 

居た。 11 恐らく 彼 は 生涯 此の 分り切った やうで、 しかも 永久に 解く 事の 出來 ない 謎き 墓の 中 ま 

で 持ち込む かも 知れなかった。 

彼の 生活が 次第々 々^實 世 問と 離れて 行く の を 自分で も 感じて 居た。 彼と 世間 を距て \ 居る 透 

明な 隔壁が 次第に 厚くなる の を 感じて 居た。 そして 其 壁の 中に 籠って、 唯獨り 落着いて 書物の 屮 

の 世界 を 見 歩き、 空想の 殿堂 も 建て &は 毀し、 毀して はまた 建て、 居る 時に 一番 幸福 を 感じる や 

うにな つて 來た。 彼 は 時々 その やうな 生活の 價値を 疑って 見ない 事はなかった が、 しかし どうに 

もなら ない と 思って 居た。 此の 隔壁 は 自分で 作った もので もなければ 誰れ か ^持って来た もので 

もなかった。 さう して 獨り でに 出来た 此壁を 打ち破る とい ふ 事が 出来る としても、 その 努力 は 今 

の 健康が 許さない と 思って 居た。 さう 思って 寧ろ 安心して 居る 傍で、 又 かう して はならない とい 

ふ 不安の 念が 絕ぇ. f 襲 ひか \ つて 來た" 利己的で あると 同時に 氣の 弱い 彼 は、 少 くも 人目に は大 

した 事で はない と 3 め はれる らしい 病氣 Q 爲に 職務 を 怠って 居る 事に 對 する 人の 非難 を氣 にして 居 
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た。 それで 時々 彼 を 見舞に 來る 友人 等が 何の 氣 なしに 話す 世間話な どの 中から 皮肉な 諷刺 を 拾 ひ 

上げ 讀み 取らう とする 病的な 感受性が 非常に 鋭敏に なって 居た。 例へば 彼と 同病に 褪 つて 1© なが 

ら 盛に 活動して 居る 先輩の 噂な どが 出る と、 それが 彼に 對 する 直接の 非難の やうに 受 取られた。 

さう した 夜 は 夜更ける 迄 其の 話 を 分析したり 綜合した りして、 最後に、 其 Q 先輩と 自分との 境遇 

の 相違と いふ 立場から、 一 一人の 銘々 の 病 氣に對 する 處置を いづれ も 至當な ものと して 辯 明し 得る 

迄 安眠し ない 事 もあった。 又 例へば 或 日 訪ねて 來たー 一 人が 自分 達の 近頃 罹った 病 氣の話 をして 居 

る內 に、 其 一 人が 感冒で 一 週間ば かり 休んで 寢て 居た が、 實に 「好い 氣持」 であった と 云って、 

二人で 顏を 見合せ て 意味 ありげ， に 笑った。 その やうな 事で さへ 彼の 血管へ 一滴の 毒液 を 注射す る 

くら ゐな 效果 があった。 二人が 歸 つて 後に ぼんやり 机の 前に 坐った 切りで、 • 其 事ば かり 考 へて 居 

た。 さう いふ 時には 彼の 口中 はすつ かり 乾き 上って、 手の指が 顫 へて 居た。 さう して 目立って 食 

慾が 減退す るので あった。 彼 自身に も、 其れが 病的で あると いふ 事 を自覺 しないではなかった が、 

其の 自覺は 此の やうな 發作を 止める に は 何 Q 役に も 立たなかった。 そんな 時に 適當な 書物 を讀め 

ばい、 こと も 知って ゐ たが、 發 作の 劇しい 時には 書物 を 開けて 讀ま うと 思って 努力しても、 心 は 

すぐ 書物 を 離れて、 もと Q 暗闇へ すり 落ちて 行った。 寧ろ 其 暗闇へ 向って 飛び込んで 行く と、 或 
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る 時間の 後に は何處 からか 明りが さして 来て 夜の 明ける やうになる のであった。  ， 

じ やうに 人から 來る 手紙の 中の 言葉な ど にも 可也に 敏感に なって 居た。 叉 例へば 繪葉書 Q  M 

や、 見舞の 贈物な どから さへ も、 殆んど 他人に は 想像 も 付かない やうな 「意味」 を 感得す る 事が 

あった。 

さう いふ 狀態 にある 彼 は、 今此 Q 差出人の 不明な、 何. 物と も 知れぬ 球根の 小包 を 受取って 無頓 

着で 居る 譯には ゆかなかった ので ある。 

彼 は 一 度 紙屑籠へ 投り 込んで あった 包紙 や 紐 や 名宛 札 をもう 一 遍檢査 して 見た。 絲に 貼り付け 

た. li^-; 紙片の 上に 貼って ある 切手 0 消印 を讀 まう として 苦しんで 居た が、 消印 は 唯 輪郭の 圓 形が 

ぼし やり 見える だけであった。 「實に 無責任 だな あ」 郵便局に 對 する 不平 を 口の 內で つぶやきな 

がら、 虚な圓 の 中から 何 か を 見出さう として、 ためつ すがめ つ 眺めて 居た。 

失望の 後に 来る 虚心の 狀 態に 歸 つて 考 へて 見る と、 差出人の 大凡の 見當 は、 もう 小包 を 手に し 

た 瞬 問から 付いて 居た のであった。 鄕 里に 居る 二人の 姉の いづれ かより 外に、 かう いふ 物 を 送つ 

て來 さうな 先は考 へられなかった。 去年の 秋 K 市の 姉から 寒竹の 子を途 つて くれた 事、 A 村の 姊 

からい つか 茶の 實 をよ こした 事な どが 思 ひ 出された。 さう 云へば 前に も 今度と 同じ やう な！^ 金 木 
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綿 Q 袋へ 何 か は ひって 來た事 も 思 ひ 出した が、 生 m それ が ど ち ら の 姉 だ つ たか w.^ ひ 出せな 力つ た" 

宛名の 手跡 は 二人 Q 姉 Q と は 丸でち がって 居た。 しかし、 二人共に さう だが、 殊に K.i^ の 姉 は 

よく 孫 の 誰れ かに 手紙 Q 上 封な ど を か 、せる 事が あるから と 3 心って、 戶 棚の 巾から 古 t.^ の 十 A を 

出して 来て、 いくつかの 姉の 手紙 を 拾 ひ 出して tr へて 兑た。 

K 市 C 姉からの 宛名の 手跡の 或る もの は 小：？ 1 のと 似て 居る やうに 思 はれた。 例へば 「東」 の 字 

や、 殊に 「様」 のつ くりの 恰好が よく 似て 居た。 しかし 义 よく 見る と 「町」 Q 字な ど は 可也 著し 

くちが つて 居て、 全く 同人の 手で あると は斷定 しにくい やうな 所があった。 一方で A 村の 姉の は 

殆んど 自筆で、 たまに 代筆が あっても 手跡 は 全くち がって 居て 此の方 は^ん ど i ^題に ならな かつ 

た。 

「まだ 研究して いらっしゃ るの。 …… あなた も 隨分變 な 方ね え。 いまに 手紙 か 端 書が 来れば 分 

るぢ やありません か。」 

臺 所から 出て 来た 細君 は 彼が 一心に 手跡 を兑 比べて 居る の を 見て、 じれった がって、 かう 云つ 

た。 

「手紙の 方が 小包より さきに 來 さうな もの だが。」 
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「だって、 そり や あ、  あとから 来る 事 だって ある ぢ やありません か c」 

「 ：：： 此の 『樣』 の 字 を ちょっと 較べて 見て くれ。 どうも 同じ 手 だと.， 1 心 ふんだ が ：：： c」 

「え、、 さう です よ。  屹度 さう です よ。」 

面倒臭く なった 細君 は 無責任な 同意 を 表し はした が、 それでも 堅吉 はいくら か 安心した らしく、 

散らかした 手紙 を そろく 片付けて 居た。 

K 市の 姉から だとす ると、 一 つ 思當る 事が あった。 彼女が 去年 迄 家 を 貸して あった 中學 教師の 

琉 .3 人が 毎年 い ろん な 草花 を 作 つて 居た。 半分 は樂し みで あつ たらう が 半分 は 内職 にして 居 るら 

しいと いふ 事であった。 なんでも 草花の 種子 や 球根 を 採って は Y 港の 或る 商館へ 賣り 込みに 行く 

らしかった。 其の 西洋人が 去年 上海へ 轉 じて 行く 時に、 姉の 貸家の 畑へ 置 土産に 色々 な もの を殘 

して 行った らうと いふ 事 は、 極めて ありさうな 事で ある。 それが 今年 澤山 蕃殖した ので こちら 

へ も 分けて よこ した もの だら う。 

さう 考 へ ると 堅吉の 頭の 中が 急に 明るくなる やうな； I 澉 がした。 同時に 此の 球根が 何 だとい ふ 事 

. も はっきり 分った やうな 氣 がした。 「さう だ、 フリ I ジァ だ。 フリ ー ジァに 相違ない c」 

^ 彼 Q 意識の 水平線の すぐ 下に 浮いたり 沈んだり して 居た 此の 花の 名が 4.1 に はっきり 浮き 上って 
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來た c 其れと 同時に 彼 は 始めに 小包 を披 いて 此の 球根 を 見た 瞬間から.， 旣 にもう 「フリ I ジァ」 

とい ふ 名が すぐ 乎 近な 處に 隱れて 居た やうに 思 はれ 出した。 音.； 識の 深い 奥の 方から 此れが 出よう 

出ようと する の を、 不思議な、 殆んど 無. E 覺な 意志の 力で 無理に 狎さ へて 居た の だとい ふやうな 

氣 がした。 

何故 「フリ ー ジァ」 とい ふ 名が 突然に 現 はれた か。 それに は 積極的と 消極的と 二つの 理由が あ 

つた。 第 一 前に 云った 瑞 w: 人が 色々 の 花のう ちで も 就中 澤 山に 此の 花 を 作って 居る とい ふ 事 を 姉 

から 聞いて 居た。 其 時に 姉が 此の 名 を 妙な 發 音で 云った 事 も 彼に 特殊な 印象 を强 めた のであった _ 

それで 此の 名が 此の 西洋人と 球根と いふ 組合せに 密接な 連合 をして 居た のであった。 もう 一 つの 

消極的な 理由 はかう である。 

堅 吉はー 一三 年 前に 今 Q 家に 引越してから 裏庭へ 小さな 花壇の やうな もの を 作って 四季の 草花な 

どを植 ゑて 居た。 去年の 秋は祌 W の 花屋で、 チュ —リップと、 ヒア シン スと、 ク a ッ カスとの 球 

根 を 買 つて 來て、 .C 分で 植ゑ もし、 掘 上げ もした ので、 此の 三つの もの はよ く 知って 居た。 其 外 

に まだ ダラ ヂォ ラスの 极 ゃァネ モネの 根 もす つと 前に 見た 記憶が あった。 此れに 反して、 偶然な 

廻り 合せ で フリ ー ジァ C  だけ は 未だ 見た 事が なか つたので あった。 此れ迄 花屋で 鉢植 G  W 十 花な 
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ど を 買 ふ 時に、 此の 花 は 始終に 眼 をつ けて 居た に 拘ら. ず、 いざ 買 ふとなる と、 どうい ふ もの か、 

自分に は 分らない 不思議な 動機で いつも 他 Q 花 を 買 ふので あった。 品 Q い， -、 句 Q い，^ 花 だと 思 

つて 欲しがって 居る くせに、 いつでも 傍の 派手な 花に 引きつ けられて 居た。 それで 彼 は 此れ迄 一 

度 も 此の 花 を 自分の 家の 中に 有った 事 もな く、 それが どんな 根 を もって 居る かも 知らなかった。 

唯 それが 球根で あると いふ 事 だけ を單 なる 知識と して 知って 居た だけで ある。 

今 さう 3 心って 見る と、 此の 球根 は それ 自身で 如何にも、 花と して 彼の 知って 居る フリ I ジァに 

適切な ものら しく 思 はれて 來た。 彼 は 球根の 句 を 喚いで 見たり した。 ， 一種の 香 はあった がそれ は 

花の 句 を 思 ひ 出させる ものではなかった。 

フリ ー ジァ だとす ると、 何 處へ植 ゑた もの だら うと 思って 考 へて 居た。 彼の 過敏に なった 想像 

はもう それが 立派に 生育して 花 をつ けた 樣を 描いて 居た。 某畫 伯の 此の 花を寫 生した 氣持 のい. - 

输の事 を も 思 ひ 出したり して 居た。 

再び 通り か.^ つた 細君に 「オイ 分った よ、 フリ ー ジァ だよ、 此れ は …… 」 と 云って 說 明しょう 

とした。 それから 乂 老母 Q 處へ 行って 植付け 場所 を 相談 したりした。 

翌日に なると 某して 端 書が 来た。 球根 は フリ， "ジァ に 相違なかった が、 差出人 は堅吉 C 思 ひも 
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かけない 人であった。 それはに.1^-ではなくて  <"村の姉{:三5;!が分家して居る先からでぁった。 平 

生 は 年賀 歉以 外に 殆ん ど 昔 信 もし ない 位に お 互に 疎遠で 居た 甥の 事 は、 堅吉の 頭に どうしても 浮 

ばなかった のであった。 

併し かう 事實が 分つ て：3^ると、 堅 吉の頭 は 休まる 代りに 却って 乂 忙しくなら なければ ならな か 

つた。 

第一に は 手跡の 問題であった。 小包の 宛名の 字 は 甥ら しかった。 それが どうして K 市の 姉の 手 

紙の 宛名に 似て 居る か V 不 3 心議 であった。 もし K 市の 姉の 孫 11 此 の 姉 {>H ^子 は 亡くなって 居た 

11 が 手紙の 宛名 を 書いた の だとす ると、 それが どうして 此れ程 迄よ く、 其の 子供の 父の 從^ ^の 

に似て 居る かビ不 W 心 であった。 ^し A 村 甥が K 市の 姉卽ち 彼の 伯母の 爲に狀 袋の 宛名 を 書い 

て やった とい ふ 事 も隨分 可能で 蓋然 であ る やうに W 心 はれた。 しかし 兩 つの 手跡 は 似て 居る と 云 ひ 

ながら 全く 同じで あると は考へ にくい 點 もないで はなかった。 

もう 一 つの 分らない 事 は、 平生 別に 阐藝 など を やって 居る らしく もない —— 堅吉に はさう 思 は 

れた —— 甥が どうして フリ ー ジァの 根な ど をよ こした かに 不 S 心 謹に 思 はれた。 どうも、 此の フリ 

1 ジァ の 種 は、 矢張り K 市の 姉の 方から 緣を 引いた もので はない かと 思 はれて 仕方がなかった。 
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夫婦 暮 しで 比較的 閑散な s 園 生活 を 送 つて 居る 甥 か、 西洋 草花 を 栽培して 居る の は 自然な 事 だと 

思 ふだけ では 何だか 物足りな い やうに 思 はれる の で あった。 

堅吉 はすぐ 甥に あて、 端 書 を 書いて、 受取と 禮の 一一 =n 葉 を 述べた 末に、 手跡の 不思議と ま 板の 系 

圖に關 する 想像 を 書いて やった。 

何とか 返事が あるかと 2 心って 待って KJ たが 十日 經 つても 遂に 來 なかった。 考へ て 見る と 彼は刖 

に 返事 を耍 求す る やうな 風の Am 方 をした 譯 ではなかった。 少 くも 甥の 方で はさう は 取らなかった 

に 相違ない。 

もう 一 度 わざ/, \ そんな こと を 聞いて やる の も、 を かしい と 思って それ 切りに してし まった。 

花壇の 緣に植 ゑた 球根 はぢ きに 芽 を 出して 勢よ く 延び て 行った。 堅吉は 此 の 草の 種 を 絶やさな 

いでお けば、. 何時か は 彼の 「不思議」 を 明かに する 機 舍が來 る だら うと E 心って 居る。 併し それ は 

11 誰れ が 知らう。 

自分 の內 部の 世界の 隅から隅まで を 照らし 盡す やうな 氣 がしても、 外 C 世界と ちょっと でも 接 

觸 する 處に は、 もう 無 際限な 永遠の 圏が 始まる、 とい ふ 事が 朧氣 ながら も 彼の 頭に 芽 を 出し かけ 

て 居た。 (大正 十ギ  一 H 、改ま や) 


495 


ス カン ヂナヴ ィァの 遠い昔の 物語が、 アイスランド 人の 口碑に 殘 つて 傳 へられた Q を、 十二 世 

紀の 終り にスノ ルレ . スッ ー ル .ラ ソンと い ふ 人が 書き 綴 つ た 記錄が Heimskriugla と い ふ 書物 

になって 現代に 傳 へられて 居る。 其の 一 部が 英譯 されて 居る の を 面お さう だと 思って 買って 來た 

ま&、 しばらく 手 を觸れ ないで 打つ ちゃって 置いた。 

今年の 春の まだ 寒い 頃であった。 毎日 床の 中に 寢た きりで、 同じ やうな 單 調な 日 を 繰り返して 

居る， M: に、 ふと 思 ひ 出して 此の 本 を 讀んで 見た。 初めの 半分 は オラ，" フ - トリ ー グヴ H スソ ンと 

いふ 那 威の 王様の 一代記で、 後半 は 矢張り 同じ 國の 王で あつたが、 後に 聖 オラ ー フと 呼ばれた 英 

雄の 物語で ある。 

大概 は 勇ましく 又 殺伐な 戰 鬪ゃ篡 奪の 顚末 であるが、 それが 唯の 歷史と はちがつて、 中に 色々 


寒 春 


な對 話が 簡潔な 含蓄の ある 筆で 寫 されて 居たり、 纖 細な 心理が 素朴な 態度で 穿た れて 居たり する 

の を 面白い と 思った。 それから 一 つの 特徴と して は、 王の 軍 中に 隨 行して、 時々 Q 戰 さの 模様 や 

王の 事蹟 を卽興 的に 歌った 詩人 (scalds) の 歌が 處々 に插 まれて 居る 事で ある。 其れが 爲に 物語 は 

1 層 古雅な 詩的な 與 趣を帶 びて 居る。 

日本に 武士道が ある やうに、 北 歐の亂 世に は 矢張り それなりの 武士道が あった。 名譽ゃ 信仰の 

前に 生命 を 塵埃の やうに 輕ん じたの は何處 でも 同じで あつたと 見える。 女に も 烈婦が あった。 そ 

して 何處 となく イブ セ ン の 描いた のに 似た やうな 强ぃ女 も 出て 來た。 流石に ヮル キリ ー の國 だと 

思 はれたり した。 

オラ ー フ . トリ ー グヴニ スソ ンが 武運 拙く 最後 を 遂げる 船 戰の條 は、 何となく 屋島ゃ 壇の 浦の 

戰に 似通って 居た。 王の 御座 船 「長蛇」 の 周りに は 敵の 小船が 蝗の 如く 群がって、 投槍ゃ 矢が 飛 

びち が ひ、 靑ぃ 刃が 閃いた。 盾に 鳴る 鋼の 音 は 叫 喊の聲 に 和して、 傷いた 人々 は 底知れぬ 海に 落 

ちて 行った。 …… 王の 射手 ヱ ，- ナ，' ル - タム バル ス ケルヴ H は H リツ ク伯を ねらって 矢 を 送る と" 

伯の 頭上 を 掠めて 舵 柄に ぐ ざと 立つ。 伯 は 傍の フィン を 呼んで 「あの 帆柱の 傍 Q 脊の 高い 奴 を 射 

よ」 と 命す る。 フィンの 射た 矢 は、 將に 放たん とする ェ ー ナ ー ルの弓 Q 唯 中に あたって 弓 は兩斷 
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する。 オラ ー フが 「すさまじい 昔 をして 折れ 落ちた の は 何 か」 と 聞く と、 ェ1ナールが 「王 樣、 

あなた Q 手から 那 威が」 と 答へ た。 王が 代りに 自分の 弓を與 へたの を 引き絞って 見て 「弱い/, \、 

大： 土の 弓に は餘り 弱い」 と 云って 弓 を 投げ捨て、 劍と 盾と を 取って 勇ましく 戰 つた。 —— 私は那 

須與市 ゃ義經 の 弓 0 話 を 思 ひ 出したり した。 

私が 此の 物語 を 讀んで 居た 時に、 離れた 座敷で 長女が ピアノ の 練習 を やって 居る のが 聞こえて 

居た。 其 頃 習 ひ 始めた メンデルス ゾ，' ンの 「春の 歌」 の、 左手で 彈く 低音の 方 を 繰返しく さら 

つて 居た。 八 分 一 の 低 昔の 次に 八 分  一 Q 休止が あって 其 次に 急速に 驅け 上る 飾、？ j:: の 付いた 八 分 一 

が 来る。 そこで ペダルが 終って 八 分 一 の 休止の 後に 又 同じ やうな 律動が 繰 返される。 

此の-美しい 音 樂の波 は、 私が 讀んで 居る 千年 前の 船戰さ Q 幻像の 背景の やうに なって 絕 n なく 

っ^いて 行った。 音が 上がって 行く 時に 私の 感情 は 緊張して 戰の波 も 高まって 行った。 一 W 樂の波 

が 下がって 行く 時に 戰も ゆるむ やうに 思 はれた。 投槍ゃ 斧 を 揮 ふ 勇士が、 皆 音樂に 拍子 を 合 はせ 

て 居る やうに 思 はれた。 そして 勇ましい 此の 戰の幻 は 一種の 名狀し 難い、 はかない、 うら 悲しい 

心 持の 霞の 奥に 動いて 居る のであった。 

今 はこれ までとい ふので、 王と 將 軍の コ ー ルビオ ルン は舷 から 海に 躍り 入る。 エリックの 丘 〈は 
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急いで 捕へ ようとし たが、 王 は 用心深く 盾 を 頭に かざして 落ち入つ たので 捕へ る 事が 出來 なかつ 

た。 盾 を 背に して 居た 將軍は 盾の 上に 落ち か-、 り、 沈む 事が 出来なかった 爲に虜 となった。 

王は此 場で 死んだ と 思 はれた。 併し： 冰 ぎの 達人であった 王 は、 盾の 下で 鎖帷子 を脫ぎ 捨て 此處 

を 逃げの びて ヴ H ンド ランドの 小船に 助けられ たとい ふ 噂も傳 へられた。 鬼 も 角 も 王の 姿が 再び 

那 威に 現 はれなかった の は事實 である。 

優れた 英雄の 戰 した 後に、 かう いふ 噂の 生れた の は 何時の 世で も 同じ だと 思 はれる。 此の 戰 

を 歌った 當 時の 詩人の 歌の 最後の 句に も 「人 は その 願 ふ 事 を やがて 信す る」 と 云って 居る。 

ピアノの 音 は 此の 物語の 終り 迄つ にいて 行った。 讀み 終った 本 を 枕元へ 置いて、 蒲圑を かぶつ 

て 聞いて 居る と、 音樂の 波に 誘 はれて 物語の 幻 は 幾度と なく 繰返しく 現 はれた。 そして 此〇 王 

の 運命の 末路の はかな さが 何とな しに 身にしみる やうであった。 

其 後に 又つ にけ て 書物 Q 後半に なって 居 H3 聖 オラ ー フ の 一 代 記 を讀ん だ。 

向 ふ處に 敵な くして 劍の 力で 信仰と 權勢 を植ゑ 付けて 行った 半生の 歷史は それほど 私の 頭に 今 

# 殘 つて 居ない が、 全盛 Q 頂上から 一時に i!= 落して。 シァに 逃げ延び、 再び 僅かな 烏 合の 衆 を 引 連 

0 れて那 威へ 攻め込む あたり からが 何となく 心に： S みて 居る。 其 頃から 王の 周 園に は 一 種の. 砷秘的 
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な 影が 附き 纏って 居て 不思議な 幻 を 見たり、 さま な 奇蹟 を 現 はして 居る。 

スチ クレス ク ー ドの 野の 戰の 始まる 前に、 王 は 部下の 將卒の 圑欒の 中で、 フィン.. アル ネゾン 

の 膝 を 枕に してうた、 寢を する。 敵軍が 近寄る ので フィン が 呼び さます と、 「もう 少し 夢の っ^き 

を 見せ て くれ \ はよ かった のに」 と 云って 其 夢 の 話 をして 聞かせる。 高い ，/\ 梯子 が 立って 其 上 

に； 大の戶 が 開けて 居た、 王が 其れ を 登りつ めて 最後の 段に 達した 時に 起された の だと 云 ふ。 フィ 

ンは、 其 夢が 王の 思 ふ 程好い 夢で はない、 眠りの 不足の せゐ でなければ それ は 王の 身の上に か、 

る 事 だと 云った。 

王 は 黄金 を 飾った 兜 をき て、 .1:1 地に 金の， K 子 を あら はした 盾と 投 槍と を 持ち、 腰に はネ I テと 

名け る 劍を帶 び、 身に は 堅固な 鎖帷子 を 着けて 居た。 

美しい 天氣 であった のが、 戰が 始まる とさと 太陽が 赤くな つて、 戰の 終る 頃に は 夜の やうに 喑 

くな つたと 傳 へられて 居る。 天文 學 者の 計算に よると 其 日に 日蝕はなかった 害 だとい ふ 事で ある- 

戰は 王に 不利であった。 ……王 はト I レ • フ ンドに 切り付け たが、 魔法の 上着 は 切れなかった- 

そして ト ー レの 着た 馴鹿の 皮から ぱっと 塵が 飛び散った。 王は將 軍の ピオ ルン (熊) に 「鋼鐡 の 

嚙 みつけない 此犬 (フ ンド) はお ii が 仕 止めて くれ」 と 云った。 ビ オル ンは斧を揮って其の^！^を 
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鎚 にして 敵の 肩 を 打つ とフ ンド はよ ろめいて 倒れん とした。 ト ー ルス タイン . クナ ー レス メドは 

斧で 王 を 撃って 左の 膝の 上 を 切り込んだ。 …… 王が よろめき 倒れて 傍の 石に よりか、 り、 神の 助 

け を 祈って 居る 處へ敵 將が來 て 首と 腹 を 傷け た。 

戰が 終って ト I レ • フン ドは 王の 死骸 を 地上に 延ばして 上着 を 掛けた。 そして 顔の 血潮 を 拭つ 

て 見る と頰は 紅を帶 びて 世に も 美しい 顔ば せに 見えた。 王の 血が フ ンドの 指の 間 を傳ひ 上って 彼 

の 刽へ屆 いたと 思 ふと、 創 は 見る 間に 癒合して 繃帶 しなくても よい 位に なった。 ：：： 王の 遣骸は 

それから 後 もさ まぐ の 奇蹟 を 現 はすので あった。 

私が 此の 聖 オラ I フ Q 最期の 顚末を 讀んだ 日に、 偶然に も 長女が 前日と 同じ 曲. の 練習 をして 居 

た。 そして 同じ 低音部 だけ を 繰返し. （- さらって 居た。 其の 昔樂の 布いて 行く 地盤 Q 上に、 遠い 

昔の 北國 Q 曠ぃ野 Q 戰が 進行して 行った。 问じ やうに 果敢ない うら 悲しい 心 持に、 今度 は 何 かし 

ら神祕 的な 氣 分が 加 はって 居る のであった。 

忠義な ハル メ ソンと 其 子が 王 Q 柩を 船底に 隱し、 石塊 をつ めた 蟹の 柩を 上に 飾って、 フ ィョル 

春 ドの波 を 漕ぎ 下る 光景が ありく 眼に 浮んだ、 さう して 此の 昔樂の 律動が 櫂の 拍子 を 取って 行く 

. やうに 思 はれた。 
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其 後に も^女 は 時々 同じ 曲の 練習 をして 居た。 右手 C 方で 彈 いて K るメ "ディ だけ を 聞く とそ 

れは 前から. 斗 馴れた 「春の 歌」 であるが、 どうかして 左手ば かりの 練習 をして 居る G を 幾 ii か距 

てた 床の 中で 聞いて 居る と、 不思議に 前の 書中の 幻影が 頭の 中に よみが へって 來て 船戰の 光景 や、 

聖 オラ ー フの 奇蹟が 幾度と なく 現 はれて は 消え、 消えて は现 はれた。 そして 音の 高低 や 弛 張に つ 

れて 私の 情緒 も 波の やうに 動いて 行った。 異國の 遠い昔に 對 する あく がれの 心 持 や、 英雄の 蓮 命 

の 末 を はかなむ やうな 心 持 や、 さう 云った やうな ものが、 何となく 卷の 怨を訴 へる やうな 一 無 語 

歌」 と 一 つに 融け 合って 流れ 漂って 行く のであった。 

そして 今でも 此曲を 聞く と、 蒲團の 外に 出して 書物 を さ、 へた 私の 抬 先に、 しみぐ： めみ 込む 

やうであった 舂寒を も 思 ひ 出す ので ある。 (大正 十 年 一月、 ^^|柳) 
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素 耍的學 科の. 中の 學文 


文學の 中の 科學的 要素 


同 一 の 事象に 對 する 科 學 的の 見方と 藝術 的の 見方との 分れる 點 は何處 にある だら う。 

科 學も藝 術 も 其の 資料と する もの は 同一 である。 其れ を 取极ふ 人間 も 同じ 人間で ある。 どち 

も 畢竟 は 人間の 「創作」 した ものである。 人間の 感官の 窓 を 通して 入り込んで 來る物 を 悟性 ゃ理 

性に よって 分析し 綜合して 織 出された 文化の 華で ある。 それで あるのに 科 學と藝 術と は 一 見沒交 

涉なー 一つの 天地 を 劃して 居る やうに 思 はれる。 此の やうな 區別 は何處 から 來 たもので あらう か。 

吾人が 事象に 對 した 時に、 吾人の 感官が 刺戟 されても、 無念無想の 渾沌た る狀 態に 於て は 自分 

もなければ 世界 もない。 その やうな 狀 態が 分裂して、 能 知者と 所 知者が 出来る 事に よって、 始め 

て 認識が 成立し 始める。 其處 から 色々 な觀 念が 生れ、 觀念は 更に 分裂して より 多く 共通な 耍 素に 

分析され て 其處に 秩序が 出来、 「言葉」 が 出来、 「方 則」 が出來 る。 
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科學 が科舉 以外の 學と 異なる 根本 は何處 にある かと 云へば、 所 知者 をして 所 知者 を 記述 させ 說 

明させる 事で ある。 能 知者から 解放され た 所 知者 相互の 關係 を-取扱 ふ ものと 考 へても よい。 勿論 

能 知者な くして 所 知者の 成立し 得ない 事 は 明で あるが。 此の 如くして 成立した 所 知者 は 能 知者の 

存在に 無關 係な 獨 立の 實 在で あると 假定 する。 さう して その やうな 所 知者の 世界に は 時と {4i 間に 

關 する 整合が 存在し、 普遍に して 必然な 因果 關係 がお 在 するとい ふ 事 を 前提と して、 さう いふ 型 

に はまる やうに 此の 世界 を處理 して 行く。 さう いふ 試みが 或る 程度 迄成效 した 結 * が 今日の 科學 

である。 

從來 哲學の 一 部分であった 科學 が、 近世の 始め 文 藝復舆 期 以来に 長足の進歩 をな した 所以 も 亦 

科舉 の 對 象が 能 知者 か ら 解放 さ れた 事に 起因す ると 云っても よい。 科 學が價 愤道德 の問题 から 離 

れて 自由な 天地 を 得た 爲に 始めて 手足 を 延ばした ので ある。 併し 此の 如くして 出来た 科 擧の別 天 

地 はもと く 便. 冗 上から 所 知者 を 切り離して 出來 たもので あるから、 問題が 能 知者との 關係 にわ 

たる 場 介に は 科 學の範 圍を脫 して、 科學 ばかりで はもう 始末の 付かぬ事 は 明で ある。 此の 點に對 

す る 誤解から 種 々 な 謬見が 生れる 事 は 識者 の 日常 目擊 する 處 であ る。 科學の 何處を 掘り返しても 

「不可 不」 は 出て 來 ないし、 其 Q 繩 張の 中 を 隈なく 搜 しても 「祌」 は 居ない。 さう して 科 學の中 
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に 此れがない とい ふ 事ば、 それが 何處 にもない と 云 ふ 證據に は 少しも ならない。 もし さう いふ 人 

が あれば、 それ は窒 中を搜 して 魚が 居ない とい ふやうな ものである。 

藝 術と は 何で あるか。 此れに ついては 科學の 場合の やうに 簡單な 定義 を與 へる 事 は 困難で ある。 

併し 前述の 考を對 照 させて 次の 如く 考 へる 事 も 出来る だら う。 

藝 術の 成立す る Q は、 云 は^ 個々 の 能 知者が 所 知者の 屮に 入り込む 時に 始まる。 或は 叉 所 知者 

が 能 知者 を 反映す る 事に よって 可能で ある。 しかし まだ それだけ では 美的 藝 術の 水平線に 達する 

事 は 出来ない。 能 知者と 所 知者の 結合 を 包括す る 全體が 更に 大きな 普遍的で 絕對 的な 能 知 を 反映 

する 事に よって 藝術 たる 價 値が 定まる と考 へる 事が 出來る だら う。 

以上 Q 如き 單 純な 側面 觀 によ つ て 科 學と藝 術と の 任務 や 領域 を遣憾 なく 說明 しょうと いふので 

はない. - 此 うい ふ考 から 出發 して、 文藝の 中に 潜在す る 科舉的 要素 を搜 して 見たい と 思 ふので あ 

る 0 

如何なる 文藝 とい へど も 其の 取扱 ふ 資料が 常識 を 具へ た 人 問界の ものである 限り、 あらゆる 知 

識 中の 科學 的な 分子 を 排出す る 事の 出来な いのは 明な 事で ある。 第 一 文， 學は言 語がなくて は 成立 

しない。 ところが 言語と いふ もの 其れ 自身 は それ， <\> 一  つの 小さな 學 である。 一 つの 言葉が 出來 
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る 前に は 人間の 感覺 知覺 は 經驗 と 記 愤 聯想 によって 結合され、 悟性に よって 幾多の 分析 抽象 を 行 

つた 末に 一 つの 觀念 なり 概念な りが 出來 なければ ならない。 それで 云 は 一  つく Q 墓の 中に 

は旣 にもう 論 的經驗 的科學 の 卵子 が 含ま れて 居る こと は 云 ふ 迄 も ない。 しかし 現今 用ゐ らる X 

やう な 意味で の 科舉 はま だ それだけで は 含ま れて 居ない と 云っても よい。 

さう いふ 根本的な 問題 は 暫く 措いて 具體 的に 各種の 文學 0 中に 含まれて 居る 普通の 意味での 科 

舉的 要素の 分布 を考 へ て 見よう。 

あらゆる 文舉の 中で も 最も 著しく 個々 の 能 知者た る 作者が 所 知者た る對 象の 中に 沒 入して 現 は 

れて來 るの は 詩歌 殊に 抒情 的な それで ある。 其 處には 能 知者が 一 杯に 接 透して 所 知者の 問の あら 

ゆる 科學的 背理 や 矛盾 は、 夫に よって 統一 され 融和され る。 さう いふ 點 から 見て 最も 多く 藝 術と 

しての 文擧 の 特 徵を發 揮し て 居る もの は此 種の 詩歌で なければ ならない。 夫 だから 作物 の惯 彼に 

は r 容 の 科擧的 不合理 は 大した 影響を及ぼさない 。 然 らば 其の 價 ft は 何に よ つ て 規定 さ る、 かと 

云へば、 それ は 作者の 能 知が 前に 云った 普遍 絕對の 原型に 近似す る 程度に あると 云 はれる。 換 ：一 目 

すれば 其の 詩 を 味 ふ讀者 各自の 能 知に 內在 する、 其の 原型の 模型に どれ だけ 照應 する かの 程度に 

よって 各 評惯者 の 價做 判斷が 極る の で あらう。 
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以上の 如き 立場から て 此れと 反對な 位置に ある もの は、 色々 の 事實ゃ 事件の 平坦な 敍述的 描 

寫を 主調と した 作物、 例へば 物語 ゃ寫生 文の 如き もので あらう。 其處 では 少 くも 作者 は黑 幕の 後 

に 隠れて、 舞臺の 上で は事實 をして 事實を 語らし め、 物 をして 物 を 描かし めて 居る やうに 見える" 

併し 赏 際に は其處 に 作者の 主 觀が幕 の 後で 活躍し て 居る 事 は 云 ふ 迄 もない 事で ある。 此 等の 場合 

に 於け る 能 知者と 所 知者の 關係を 立ち入つ て考 へ て 行けば、 歴史 は 科 stl- として 成立し 得る かとい 

ふやうな 大 il: 題 や、 寫 生の 意義 如何と いふ 廣ぃ 問題に 逢着す る。 その やうな 大 問題 は 玆に 論す る 

限りで ない。 唯此種 の 作物の 惯 航を定 むる も のとしての 科 攀的耍 素 を考 へて 見よう。 

敍事 的^ 彩の 强ぃ 文學 上の 作品の 中には 對 象が 人 問 以外の ものである 場合 も隨分 ある。 例へば、 

風景の 寫生 的描寫 や、 或は n 比蟲の 生活、 或は 花や 草の 世界 を 主題と した ものが ある。 勿論 それが 

單 なる 地 貌學的 乃至 生物 學 的の 記述で なく、 文學的 作品と 呼ばれ 得る 所以 は、 此 等の 對象 中に 作 

者の 人格が 渗 潤して 居る 點 にある が、 其の 作者から 流出した もの を 成 I るべ き 容器が 科學的 事實で 

ある 限り、 其の 容器に 科學的 破綻が あって は 工合が 惡 いので ある C 尤も 其れ は讀 者の 科學的 知識 

の 水準 次第で、 甲が 此 種の 破綻 や 矛盾 を 感じても、 丙 は 知らす に觀 過す る 事 は める。 其れ は 

鬼に^、 此 tlQ 作品 中に、 W 小 則と して、 科舉的 ^1 理が g おけられなければ ならぬ とい ふ 理由 は何處 
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にある か。 此れ は 前に も 云った 通り、 作物の 舞臺 面に 出て 居る もの は 所 知者ば かりで あり、 所 知 

者ば かりの 世界 は 或る 意味 で 科學 の 世界で あるから である。 此の 舞臺 に 出て 居る 役者が 勝手次第 

に 働けば 場面 は 分裂して 統一 が なくなって しま ふので ある。 

併し 所謂 客觀 的な 物語 ゃ寫生 文の 大部分の 主 資料と なる も Q は 人間で ある。 卽 ち侗々 の 能 知者 

を 捕へ て 此れ を 所 知者と して 取扱 はう とい ふので ある。 此の 點に 於て 人 問 以外の もの を 取扱 ふ 場 

合と は 自ら 異る 取扱 方の 區 別が 生じる。 第一 の 方法で は 村 料に なって 居る 人間 —— 無論 それ は 他 

人と 限った 事 はない 自分で もい \  11 を 其 Q 外部 に 現 はれた 行爲ゃ 言語 のみに よって 敍述 して、 

其の 人間の 能 知者た る內 部に 立ち入らない。 さう い ふ 意味から 云 へ ば 劇 の 如き も此 の 類に 入れら 

れ ない 事 もない。 もう 一 つの 方法で は、 材料た る 人間の 心理に 迄 立ち入って 敍述 する ので あるが、 

しかし 共の 心理の 推移 は 何 處迄も 純 粹な所 知と して 讀 者の 前に 展開され るので ある。 第一 の 方法 

は、 事忭ゃ 行爲の 裏に 進行して 居る 人間の 心理的の 推移 を 直接 讀 者の 刺斷に 推しつ ける ので、 此 

の 場合の 科 學的耍 素 は 寧ろ 讀 者の 方に ある。 作者 は讀 者の 心理 擧的 機關に 衝動 を與 へ、 其の 蓮轉 

を 導く やうな 資料 を 提供す るので あって、 其の 作の 價值は 其の 資料の 選擇 や、 それ を 提供す る 順 

序 や 仕方に よって 規定され る。 此れに 反して 第二の 方法で は 科舉的 要素 は 直接に 作物の 上に 现は 
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れ て 居る か ら、 もし 作者. の 科學 に 誤謬 が あ れば、 それ は 直ちに 作物 の價 値に 影響 を 及 ぼ す 譯 で あ 

る。 唯 幸な 事に は 心理 學上 〇 方 則 は 物質 科學 Q それ 0 やうに 單義 的な 因栗關 係を與 へない。 そこ 

に は 意志と 稱 する 非 科學 的な 要素が 强く作 川して 居る 爲に、 一 定 0 資料に よって 心理 過程 を單義 

的に 豫報 する 事が 出来ない。 從 つて、 作者 Q 心理 過程 C 描寫 C 正否 を判斷 する 標準が 判然として 

居ない。 此れ は 精神科 事が 物質 科擧 程に 堅固な 地盤に おかれて 居ない 所以で ある。 同時に 又此 Q 

如き 文學の 可能な 所以で も ある。 もし 此 等の 問題が 悉く 科學 的に 片付けば、 凡て は、 「學」 になつ 

て、 もう 「術」 はなくな つてし まふ。 併し さう は 云 ふ もの、 人間 Q 心理に は 矢張り 科學 的に 取扱 

はれ 得 る 部分が 可也に ある 事 は 担み 難い 事實で あ る。 それ で 吾人 が 此 種に 屬 する 作品 を 讀む時 に 

明白に 心 理學の 知識と 背反す る やうな 描寫 に出會 つ た 時には 吾人 G 見た 其 Q 作物 の 價値は 著しく 

減殺され る Q である。 そ G やうな 場合の 著しい 實例 は往々 新聞の 三面記事 などに 見出される。 例 

へ ば 或る人の. 自殺の 動機な どに ついて 驚く ベ き 無理解な 叙述に 出會ふ 事が 場、、 ある。 此れに 反し 

て 著名な 作家 の 作品 を 見 れば 如何に 此等 の 場合に 於け る 描寫が 科學的 に 普遍 で 必然 だと 思 はれる 

やうに 表 はれて 居る か 分る だら う。 其れば かりで なく 如何に 多く  Q 新しい 知識 を 吾人 に敎 へて 

居る か 分る だら う。 但し それ は 何も 作家 .〇擧 問 的 知識から 生れた も C でなくて、 藝術 家と して 
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の 鋭利な 直感に よるの が 普通で は あらう が、 鬼 も 角 も 其 處に現 はれて 居る も の は 立派な 科 學的事 

實で しかも 吾人に 取って 新しい ものである。 さう でない 場合に は淺 墓な 三面記事と 選む 處 はない 

ので ある。 

前に 云った 第一 の 方法、 卽ち 心理 過程の 追及 を讀 者に 任せる 方法で も、 其の 讀者を 導いて 普遍 

的な 心理的 經驗を 遂行させる 事が 必要で あるが、 其の 作に 價値 を與 へ る 爲には 其の 經驗が 單に齊 

遍 である Q みならす、 其れが 讀 者に とって 何等かの 意味で 新しい もので あり、 又 Is- に 新しい 問题 

を 提供す る もので なければ ならない。 其れ は必 しも 科， 學 的な も G でなくて もい、 ので、 宗敎的 道 

德 的社會 的の もので い k が、 同様に 科學的 の ものであって もい、 C である。 

ありの ま X の事實 によらす、 作者の 想像 を 多く 混入した 寫實派 或は 自然 派の 小 說ゃ戲 曲の 如き 

もの は 最早 普通の 意味に 於て 事實 の敍述 でない。 併し さう かと 云って それ は又噓 でもない。 或る 

眞資 なる もの . ^描寫 でなければ 何の 惯 値が ある だら う。 此の パ ラドッ ク スは實 は 何でもない 事で 

ある。 丁度 科學 者が 或る 實驗を 想像して 其の 經過 を旣 知の 方 則で 導いて 行く と 同じ やうに、 作者 

は先づ 或る人 間と 其の 瑷 境と を 想定して、 作者の 把へ て 居る と 信. f- る 一 種の 方 則に 照して 事件の 

推移 を 追及して 行く ので ある。 唯此 Q 場合に 科舉 0 場合と ちが ふの は、 其の 「方 則 一 なる ものが 
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明白に 單義 的で なく、 又 所謂 環境なる も 0 範圍が 明白に 制限し 難い 點 にある。 從 つて 共の 實験 

の 結 栗 も 亦 多義 的であって、 其れの 價値 判斷も 困難で ある。 併し 極端な 場合 を 比較して 見れば 作 

者の 「方 則」 や 方法 Q 差別 は 容易に 分る。 齊 通に 批評家が 或る 作物 を 見て、 不自然で あると か、 

さう でない とかい ふの は卽ち 如上の 意味に 於て ある。 此の 場合の 標準になる もの は 勿論 單に心 

理學 的な もの 、外に 非科學 的な ものが 寧ろ 大部分 を 占めて 居る Q は 通例で は あるが、 さう かと 云 

つて 作者 は、 此 種の 作物の 構成 方法が 上の 通りで ある 限り は、 全く 科 學的耍 素 を 度外視す る譯に 

は 行くまい と 思 ふ。 從 つて 此 種の 作者 は © くも 其の 方面の 科 學的事 實に對 して 考察 を 過らない や 

うにす る 必要が あらう と 思 ふ。 寫實派 自然 派に 對し て 理想 派 や 浪曼的 の 作品 を 見る 時 は 餘程趣 を 

異にする 點が 多い。 此等 Q もの-^ 對象は 「在る ところの 世界」 より は 寧ろ 「在るべき 世界一 であ 

るから、 最早 科學 Q 世界 を 離れて 居る。 取扱 はれて 居る 主 資料 は 能 知 を 離れた 所 知ではなくて 寧 

ろ 能 知 自身の 活動で ある。 此の 點に 於て は、 最初に 擧 げた 詩と 相 類す る やうで ある。 併し 抒情詩 

の 如き もので は 個々 の 作者の 感情が 强く 主張され て 居る のに、 此 處に擧 げた も C では 個人 を-超越 

した 普遍的な 能 知の 意志が 活動して 居る と 見る 事が 出来よう。 此 種の 作品の 成效 せる もので は假 

令 科學的 Q 背理が 現 はれて 居ても、 其れ を 包括す る 能 知の 不思議な 雰圍氣 Q 爲 に 其 れ が 邪魔 に な 
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らな いので ある。 此の やうな 不思議な 世界に 讀者を 導き 入れる 爲に は、 特殊な 手段 を耍 する こと 

は 勿論で、 此 種の 作品が 其の 資料 を 遠い 過去 や 異鄕に 探る のみなら す、 其の 文體ゃ ffl 語に 特別な 

選擇 をす る を 便利と する 所以 も 亦兹に 在る ので は あるまい か。 

以上 は 唯 典型的な 二三 種の ものに 就いて、 極めて 概括 的な 考 へ 方 をして 見た に過ぎないので、 

實 際の 作品に 就いて 云へば、 種々 複雜な 問題が 起る の は 當然の 事で ある。 從 つて 前述の 考 にも 幾 

多の 變更ゃ 洗煉 を 加 へ る 必要の 起る 事 も 勿論で ある。 唯 かう いふ 立場から もう 少し 深く 考 へ て！ 

る 事 も 全く 無用の 業で は あるまい と m 心って 居る。 更に 進んで 文學 以外の 藝術 にも 同様な 考 を擴げ 

て 行く の も 面お いだら うと 思って 居る。 (大正 十华ー 》^、 電氣と 文藝) 
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凍雨と 雨氷 


大氣 中の 水 蒸氣が 凍結して 液體 又は^ 體 となって 地上に 降る もの を總稱 して 降水と 言 ふ。 其の 

中で も 水 蒸氣が 地上の 物體 に接觸 して 生す る 露と 霜と 木 花と、 水點 下に 過 冷却され た 霧の 滴が 地 

物に 觸れて 生す る 樹氷 又は 「花 ボ尸」 を 除けば、 あと は 皆 地上 數百 乃至 數千 米の 高所から 降下す 

る ものである。 其の 中で も 雨と 雪 は 最も 普通な ものであるが、 雹 や 霰 も 左程 珍ら しく はない。 霎 

は 雨と 雪の 混じた もので 此れ も 有り ふれた 現象で ある。 

以上 擧げ たもの ^ 外に 稀 有な 降水の 種類と して 凍雨と 雨氷 を數へ る 事が 出来る。 

我 邦で は 岡 田 博士に 從 つて 凍雨の 名稱の 下に 總 括され てゐる もの 、中に も 種々 の 差別が あって- 

その 中には 透明な 小さい 氷 球 や、 砲 子の 截片の やうな 不規則な 多角形 をした もの や、 圓錐 形ゃ圓 

柱 # をした もの も ある。 氷 球 は 全部 透明な もの も あるが 內 部に 不透明な 部分 や 氣泡を 含んで ゐる 
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もの も ある。 北米 合 衆 國の氣 象臺で 定めた スリ ー ト (sleet) とい ふ もの、 定義が 大體 この 凍雨に 

相當 して ゐる。 (英國 で 俗に スリ I トと言 ふの は 我 邦の 簧 である。) スリ ー ト として 擧 げられ て 

ゐるも Q  、中には、 以上の やうな もの、 外に 雪片の つながつ たのが 一 度 溶け かけて 又 凍った 事 を 

明示す る やうな もの や、 水球の 一方から 雪の 結晶が 角 を 出して ゐ るの や、 球の 外側 だけが 氷で 內 

部 は 水の ま、 で 居る Q も ある。 

次に 雨氷と 稱 する もの は、 過 冷却され た 雨滴が 地 物に 觸れて 凍結す る ものである。 此れが 降る 

と 道路 は 勿論 樹木の 枝で も 電線で も 透明な 氷で 蔽 はれる 爲に、 道路の 往來は 困難に なり 電線の 被 

害 も 多い。 蝙幅傘 Q 上な どに 落ちて 凍った 雨滴 を 見る と、 それが 傘の 面に 衝突して 八方に 碎け散 

つた 飛沫が 其の ま、 の 形に 氷に なって 居る。 

凍雨と. 响氷は 略 同様な 氣 層の 狀 態に 歸 因す る。 卽ち 地面に 近く 著る しく 寒冷な 氣層 があって 其 

Q 上に 氷點 以上 Q 比較的 溫 暖な氣 層の ある 場合に 起る 現象で ある。 凍雨の 方 は 上層で 出来た 雨滴 

が 下層 Q.^ 一 冷な 空氣を 通過す る 中に 段々 冷却して 外部から 氷結し 始める とい ふこと は、 內 部に 水 

や 不透明の 部分の ある 事から 推定され る。 叉 中 層の 溫暖な 層の 上に 雪雲が ある 場合に は、 其處か 

ら 落ちる 雪片の 一 部 は 中 層 を 通る 時に 半 融解して 後に 再び 塞 冷な 下層に 入って 氷結し、 前に 擧げ 
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た 特殊の 形になる ものと 考 へられる。 雨氷の 成因に 就いては 岡 田 博士 も 嘗て 其の 研究の 結果 を發 

表された 通り、 矢張り 上層の 雨滴が 下層の 寒氣に 逢うて 氷點 下に 冷却され、 しかも 凝結の 機緣を 

得ない ために 液狀で 落下し、 物體 に觸れ ると 同時に 先づ 一部が 氷結し、 あと は徐々 に 氷結す るの 

である 0  - 

昨年の 一 月下 旬 北米 合 衆國で 數日鑌 いて 廣區 域に S つて 著る しい 凍雨と 雨氷が あった。 其の 當 

時の 氣 層の 狀態を 高層 氣象觀 測 G 結果と 對 照して 詳細に 調査した も が 彼の地 Q 雜 誌に 出て 居る 

の を 見る と、 當 時の 空中の 狀況 がよく 分って 面白い。 氷點 に相當 する 等溫 線が 大陸 を 略 東西に 横 

斷 して 其 Q 以北 は 雪、 以南 は 雨が 降って 居る、 其の 雨と 雪の 境界に 沿うて 帶狀 をな した 區 域が 凍 

雨 や 雨氷に 見舞 はれて 居る。 此の 零度 等溫 線と 略 並行して 風の 境界線が あり、 其の 以北 は 北が、 

つた 風、 以南で は 南風が 吹いて 居る。 此れ は 南から 来る 暖かい 風が 此の 境界線から 地面 を 離れて 

中 層へ あがり 其 Q 下 へ 北から 来る 寒風が もぐり 込んで 居る Q だとい ふ 事 は、 當時 各地で 飛揚した 

測風氣 球の 觀 測から も 確かめられて 居る。 其の 爲に中 層へ は 南方から 暖かい. S 氣が舌 を 出した や 

うな 形に なって 居る。 此の 舌狀帶 下の 部分に 限って 凍雨と 雨氷が 降つ て 居る 事が 分る ので ある。 

此 の やうな 特殊 の 氣層 Q 狀 態を條 件と し て 居る 爲に、 此の 現象が 稀 有で 其 0 區域 Q 割合が 狭い 
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ので ある。 

北米の やうな 大陸で、 殊に 南北の 氣 流の 比較的 s 由な 土地 は 此の 現象の 生成に 都合が 好 ささう 

に 思 はれる。 いくら 米國 でも 此の 天象 を 禁止し 排斥す る 事 は 出来ない ので、 其の 豫 報の 手が、 り 

を 研究して 居る ので ある。 

我 邦に 於け る此 等の 現象の 記錄は 極めて 少數 であるら しい。 しかし 現象の 性質 上から 通例 狭い 

•1511 域に 短時間 だけし か 降らない もの だとす れば、 降る i,! は 降って も 氣象學 者 の 耳 HI に 觸れな い 場 

合 も 可也 あるか も 知れな い。 それで 讀 者の 內で 過去 或は 將來に 類似の 現象 を實 見され た 場合に は、 

其の 時日、 繼績時 問、 降水の 形態 等に ついての 記述 を、 最 寄の 測候所な り 氣象臺 なり、 或は 專 門 

家な りへ 送って やる だけ G 勞を 惜しまな いやう， にお 願 ひし 度い。 

此 等の 天象に 就いて 特に 與味を 感ぜられる 讀 者に は 岡 田 博士 著 「雨」 に 就いて 詳細の 說明ゃ 興 

味 ある 實例を 一 讀 される 事 をお 勸 めし 度い。 (大正 十 年 二月、 東京 朝：：：！ 新聞) 
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漫 畫 と 科 學 


漫畫と は 何かとい ふ 問に 對 して 明確なる 定義 を 下す 事 は 困難で あらう。 又漫畫 とそれ 以外の 緣 

畫 との 間に 截然たる 區 割線 を 引く 事 も 容易で はない。 漫畫家 自身で も 恐らく 人に よって 此れに 關 

する 所見 を 異にする に 相違ない。 今玆で 私が 折角 苦心して 定義 を こしら へても、 それ は 結局 甲 某 

の 定義に しかな りさう もない。 それで 以下に 漫畫 として 論す る もの も 結 周 私の 頭の 中に ある 漫畫 

とい ふ もの 、概念に 過ぎない から、 それが どれ 丈け 普遍的で あるか は 私自身に は 分らない。 

私の 所謂 漫畫 の對象 材料と なる もの は 殆んど 凡て 人間 或は 人間 化された る 非人 間で ある。 猿で 

あらう が IS 子 木で あらう が、 それが 純 粹な猿 ゃ摺子 木と して 取扱 はれて 居る 問 は 漫畫の 領域に 這 

人り 得ない やうに 思 はれる。 次に 其對 象の 見方 及 取扱の 上に 如何なる 特徵が あるかと 考へ て 見る 

と、 其對 象の 形態 的 乃至 心理的の 現象の 中で 或る 特別な 部分 を 抽象して 其 部分 を 誇大し 或は 擧揚 
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して 表示 するとい ふの がー つの 顯 著な 點 である、" 例へば 鼻の 大きい 人の 鼻 を 普通の 計測 的 5 大き 

さの 比 以上に 廓 大して 描いたり、 喜 怒の 感情の 發現を 誇張した 身振りて 示す が 如き は、 最も W: 並 

な 慣用 手段で ある。 もう 少し 進んだ のになる と、 鼻 や 小鼻の 曲線の 或る デリ ケ ー トな 抑揚 をつ か 

まへ て、 此れ を 少し ァク センチ ュ ェ ー ト する 事に よって 效 Ei^ を 擧げ、 或は 手足の 機微な 位置に よ 

つて 複雑な 感情 を 暗示す る もの も ある。 猿が 馬に 乘 つて 居る にしても 其 姿勢な り 態度な りが、 乘 

馬 者の 或る 特異な、 しかし 1 目 葉で は 云 ひ 現 はせ ない 點を 巧に 現 はす 事に よって、 漫畫 として 價 

搜が きまる やうに S ふ。 

以上の やうな もの は、 私の 考 へて 居る 漫畫の 中で 最も 純粹な ものである。 さう して 此種 Q 漫畫 

によって 表現され た 人間の 形態 並に 精神的の 特徵 は、 一 方に 於て 特異な ものであると 同時に 他方 

では 其の 特徵を 共有す る 一 つの 集圑の 普遍性 を 抽象して 其の 集團の 「型」 を 設定す る 事になる。 

かう い ふ對象 Q 取扱 方は實 に科學 者が 其の 科 學的對 象 を 取扱 ふのと 著しく 類似した も G である。 

例へば 物理 學 者が あらゆる 物體の 複雜な 運動 を觀 察して、 此れ を 求心 運動、 等 加速運動、 -止弦 

運動な どに 分解して 其の 中の 一 つ を 抽出し 他 を 捨象す る 事に よって、 其處に 普遍的な 方 則 を 設定 

す る。 物理 舉 教科書に あ る落體 運動 は 日常生活に 於て 目撃す る あら ゆ る 物 SS 0  i?^ 下に そ C 儘 適用 
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する もので はない。 空氣の 抵抗 や、 風の 横壓 や、 周 園の 物體 より 起る 不定な 影響 を 除去した 時に 

始めて 厳密に 適用 さるべ きも Q で あ る。 そして 此 等の 第一 一次 的 影響の 微少なる 限り 近似 的に 適用 

する ものである。 それで 此 種の 方 則 は 具體的 事象の 中から 抽象に よって 取 出された 「眞」 の 宣言 

であって、 其れが 眞 なる にも 拘ら す、 實 際に 日常 目撃す る 現象 其 物の 表示で はない。 

優れた 觀察カ を も つ た漫畫 家が 街路 や 電車 C 中で 十人十色の 世相 を 見る 時に は、 複雜な 歸體が 

分析され て、 其の 中の 或る 型の 普遍的 要素が 自ら 見出される。 そして 其の 要素 だけ を 抽象し、 其 

れを 主として 表現す る爲に 最も 有效な 手段 を 選ぶ ので あらう。 其の 表現の 方法 は 「術」 であるか 

も 知れない が、 此の 要素 をつ かみ 出す 方法 は 「擧」 の 方法に 近い ものである。 

科學 上の 業 縫 は單に 分析に のみよ つて 得られる ものと 考へ るの は、 有り ふれた、 しかし 大 なる 

誤 謹で ある。 少 くも 優れた 科舉 者が 方 則 を發 見したり する 場合に は 直感 Q 力 を 借りる 事 は 甚だ 多 

い。 さう いふ 場合に は 論理的の 證明ゃ 分析 は 寧ろ 後から 附 加され る やうな ものである。 又 一 方に 

於て 漫畫 の 抽象 は必 しも 直感の みに よると は考 へられない。 假令 無意識に しろ、 直感で 得た 暗 

示 をた どって 確かな 或 物 を 把握す る 迄 Q 道筋 は 確かに 一 種の 分析で ある。 それで 此 等の 點に 於け 

る兩 者の 精 祌作川 〇 差へ；^ はあって も 僅少な ものである。 
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漫畫の 目的と する 處は 矢張り 一 種ひ眞 である。 必 しも 直接な 狭義の 美で はない。 唯 それが 眞で 

ある 事に よって、 其處に 間接な 廣義の 美が 現 はれる やうに 思 ふ。 科學の 目的 も 唯 「眞」 である。 

そして 科學 者に 取って は それが 同時に 「美 一 であり 得る。 

漫畫が 食物に 似て 居ない に拘ら す眞の 表現で あると いふ 事 は、 科學 上の 眞と いふ ものに 對 する 

多数の 人々 の 誤解 をと く爲に 適切な 例で ある やうに 見える。 漫 畫が實 物と 似ない 點に 於て 正に 實 

物 自身よりも 實 物に 似る とい ふパ ラド クシ カルな 言明 は 其 儘に 科擧 上の 知識に 適用す る 事が 出来 

る 0 

唯 科學は 主として 物質 界の 現象に 關 係して 居る 爲に、 換言すれば 人間の 能 知と 切り離された 所 

知者 自身の 間の 交 涉に關 して 居る 爲に、 科學 上の 方 則 は 科學者 Q 個性と 切り離され、 從 つて 其の 

表現 は 單義的 普遍的な も のにな つて 居る。 此れに 反して 漫畫 家の 對象は 人間に 關 係した も G であ 

る爲に 此の やうな 分離が 困難に なり 表現 は 十 人 十 種に なって 作者の 個性の 香が 高くなる の は 止む 

を 得ない。 しかし あらゆる 可能な 漫畫家 をー團 として 見る 時には、 各 畫家を 微分と した 無限 項の 

和と しての 積分 は 渾然たる 一 つの 定まった 極限値 を 有する 「眞 J の 一 面と 考へ るに 不都合が ある 

だら うか Q 
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科學 上の 眞を 言明す る爲に 使用す る 言語 や 記號は 純化され 洗練され て、 それん \ 明確な 意味 を 

もって 居る。 換言すれば 有限な 數 Q 言語で 說 明し 盡 さるべ き 性質 Q 概念で ある。 漫畫家 0 言語た 

る！^ や 點ゃ色 は 此れに 反して 多 次 的な 無限の 一連 鑌」 を 形成す る ものである C それで 漫畫家 は 言 

語で は 到底 現 はす 事の 出来ない 觀 念の 表現 をす る爲の 利器 を 持って 居る。 其の 利器の 使 ひ 方の 巧 

拙 は 其の 畫家 0 技能 を評價 する 目標 0 一  つになる が、 それよりも 重大な 標準 は、 それによ つて 現 

はすべき もの、、 眞の 種類 や 程度に ある 事 は 勿論で ある。 科學 者が 其の 方 則 を 述べる 字句の 巧拙 

や 運算 G 器用 不器用 は必 しも 其 Q 方 則の 價 値と 比例 しないのと 一 般 であらう。 

寧ろ 餘 りに 悪達者な 漫畫 家の 技巧が 其 Q 內容と 反比例 を 示す 場合 も 少なくない やうに 見える。 

それ は 技巧が 跳躍して 科 學的眞 Q 圏外に 逸出す る爲 である。 

かう いふ 意味で 私 は 本當の 漫畫と 低級な ボ ン チ 或はく すぐり 畫 とを區 別したい。 後者 0 實例は 

場末の！ > ^具屋 の 店頭で 見られる 安繪本 Q ボ ンチ などが それで ある。 其 處には 尊い 眞は失 はれて 续 

る も Q は 虚偽と 醜 陋な 悪趣味 だけで ある。 美しい 子供の 頭に かう いふ もの、 影 を 宿す 事 は 一 つの 

罪惡 であらねば ならぬ C 

私 ま骨稽 とい ふ 事が 兹に 所謂 漫畫 Q 本質的 要件と は考 へて 居ない。 もし 私 考 へ て 居る 凡て Q 
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漫畫を 滑稽で あると すれば、 それ は 畢竟 人間の 眞 その物が 滑稽な 分子 を 含んで 居る とい ふ 事に な ^ 

る だら うと 思 ふ。 同時に 滑稽と いふ もの は 極めて 眞 面目な 悲痛な もの だとい ふ 結論 も 生れる だら 

ラ-〕 

さう はい ふ もの i 私 は 例 へ ばミ レ I の田圜 風俗 畫と スタン ラ ン の漫畫 との 間に 或る 區別を 感じ 

ない 譯 ではない。 しかし 其の 二つの 世界の 限界 を 定めよう とする 時に ド ー ミ ェ 1 ゃゴャ や。 ー ト 

レ I クの 或る 作物 を いづれ の 領分に 配して い-か を 決定す るのに 迷 ふので ある。 唯 極端と 極端と 

を對 照す る 時に、 「美」 に 專らな ものと、 r 眞」 に 忠なるが 爲に 狭義の 美の 境界線の 內 外に 往還す 

る も Q との 區刖を 認めて 後者 を 特に 一 圑 として 考 へ るに 過ぎない ので ある。 

他の 人間 精神の 所産 物と 比較して 廣義の 藝術的 科學的 乃至 功利的の 價 値を考 へて 見た ときに、 

特に 漫畫を 低級な ものと 考 へるべき 必然な 根據を 見出す 事 は 困難で ある。 劣惡な 美術と 優秀な 漫 

畫を 比較して 見た 時には 困難 を 感じさせられる。 其の 感じ は 丁度お めでたい 新聞 小說と 恐ろしい 

罪悪 を 主題と した 傑作と を讀み 比べ る 時 Q それと よく 似た も ので ある。 

私 は 鳥 羽 僧正の 戲畫を 見る 時に、 そこに 描かれた 動物の 群から 人間の 痴愚 を さしつけられる。 

北 齋漫畫 を 見る 時に 封建時代 社會の 不思議な 心理 を敎 へられる。 ホガ ー スゃド ー ミ HI から は 
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享樂 C- 影に 潜む 恐ろし さ を 味 はされ る。 ハインリヒ. クライの 怪奇 畫 から は 文明 C- 背後に 隱れた 

災厄の 悪魔 Q 呼吸 を 感じさせられる。 バ ン ベリ ー の 「新兵」 Q 繪を 見て 居れば 可笑しい より は 泣 

き 度くなる。 ジャ ン .ヴニ ヴ H の r 錢 投げ」 を 見れば 感情と 姿勢 0 對 譯を敎 へられる。 そして 

それ 等 は單に 見る 人の 知識と なる ばかりでなく、  一 つ/ \ の 生きた 體驗 になる ので ある。 もし 聖 

賢の 敎が 吾々 の 衣服の 表になる も Q であれば、 漫畫の 作品 は 其の 裏地の 一片に はなる、 前者が 健 

胃劑 たらば 後者 は少 くも 下劑 ぐら ゐに はならない 事 はない。 

漫 畫と稱 すべき も Q  中で 所謂 時事 漫畫 と稱 する も Q が ある。 新閜雜 誌に 出る の は 主として 此 

れ である。 此れ は 私の 考 へて 居る 漫畫 として は 稍 純 粹を缺 くも 0 である。 時代と 場所の 限られた 

る範 W の與 味が 高唱 されて 居る だけに 普遍性 を 損じ 易い 傾向が ある。 殊に それが 作者の 或る 特^ 

な政治的社會的^^思見を表明する手段として使用されて居る場合には其の客觀的眞實性は著しく 

限定され て、 寧ろ 一 つの 標本と して Q 價 値に 墮 落し 易い やうに 思 はれる。 しかし 其の 作者が 優れ 

た 作者で あれば 自然に 其處に 時代 や 階級 Q 特性が 印象され て 居る と 同時に 人間と いふ ものに 普遍 

な 何物か^ 記錄 されない 譯には 行かない であらう。 古来の 漫畫の 名家の 作品 は 正に 此れ を證 明す 

る 0 
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一般 緖畫 に對 する 漫畫の 位置 は、 文 學に對 する 落語、 俳句に 對 する 川柳の それと 似た 處 がない 

でもない。 本 l^G; の 上から は 恐らく 同じ やうな も C であり 得る と 思 はれる。 唯 落語 や 川柳に は 低級 

な 或は 卑猥な 分子が 多い やうに 思 はれて 居り、 又實 際さう であるの は、 此等 〇 もの k 作者が 從來 

精神的 素養 Q 乏しい 階級に 屬 して 居た 爲 にさうな つたので、 それ は必 しも 必然な 本質的な 理由 あ 

つての 事で はない とい ふ 事 は、 殆んど 自明 的な 事と 思 はれる。 さう でなかったら ュ I モア I とい 

ふ ものが 美 學の對 象な どに なり やう はない。 しかし その やうな 問題 は 此處に 云 ふべき 範圍 外で あ 

る。 唯 落語 や 川柳に も 前述 の 如き 意味 の 科 學的耍 素 を 中心 として 發展し 得べ き 領域 の ある 事を此 

の 機會に 注意して 置きたい と 思 ふので ある。 (大正 十 年 一一 一月、 電氣と 文藝) 
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旅日記から (明治 士 一年) 

一 上 海 

四月 一 日 

朝の 內に は綠色 をして 居た 海が 段々 に 黄 味を帶 びて 来て おしま ひに は眞 黄色くな つてし まった _ 

船 Q 歩み は 0 ろくなった。 艫の 方で は 引き 切りな しに 測深機 を 投げて 船 脚 を さぐって 居る。 とう 

とう 船が 止った。 推進機で 攪拌 ぜた 泥水が 恐ろしく 大きな 渦 を 作って 潮に 流されて 行く。 右舷に 

遠く 鼠色に 低い. 陸地が 見える。 

日本から 根氣 よく 船に ついて 來た鹞 G 敷が 段々 に滅 つて 今朝 は 僅に 二三 羽 位に なって 居た が、 

いつの W か 又數が 殖えて 居る C 此れ は 多分 支那 の 鶏 だ らう。 


525 


w 月 二  n= 

吳淞で 碇泊して 居る。 兩岸は 目 Q 屈く 限り 平坦で、 何處 にも 山ら しい も G は 見えない。 

支那 人の 乞食が 小船で やって来て 長い 竿の 先に 網を附 けたの を 甲板 へ 差 出す。 小^の 苫屋 g は 

竹で 編んだ 圓 頂で 黑く 煤けて 居る。 艫に 大きな 飯 焚 釜を据 ゑ、 焚きた ての 飯 を 榧に つめて 居る の 

も ある。 其の 飯の 色の 眞 白 なのが 妙に 眼に ついて しゃう がなかった。 そして どうい ふ もの か 悲し 

いやうな 淋しい やうな 心 持 を 起させた。 

テン ダ I に乘 つて 江 を 遡る。 朱 ゃ綠で 塗り立てた ジャ ン クが澤 山に 通る。 兩 岸の 陸地に は處々 

に 柳が 芽 を 吹き 畑に も 麥の綠 が 美しい。 ぺ ンク氏 は 「何 處か エルべ 河畔に 似て 居る」 と 云 ふ C …… 

…… 宿の 小僧に 連れられて 電車で 徐家， 酒の 測候所 を 見に 行く。 郊外へ 出る と 麥の綠 に 菜の 花 盛 

りで 霊 s も唤 いて 居る。 百姓 屋の 庭に、 靑ぃ服 を 着て 坊主頭に 隊尾を 垂らした 小 兒が羊 を 繩で曳 

いて 遊んで 居る。 道 傍に 處々 土饅頭が あって、 其 傍に 谏瓦を 三尺 位の 高さに 長方形に 積んだ 使い 

家の やうな 形 をした ものが ある。 墓場 だと 小僧が 云 ふ。 

測候所 セはニ 時に 來 いとい ふから それまで 近所 を 見て あるく。 向 側に ジ H ス ウィトの 寺院が あ 

る。 僧院の 廊下へ は ひって 見る と、 頭 を 大部分 剌 つて 頂上に 一 握 だけ 逆立った 毛を殘 した、 そし 
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て關 羽の やうな 顏 をした 男が 腕 組 をして コ ッ クリ/ と 廊下 を 歩いて 居る。 默 つて 怒った やうな 

顔 をして 側 目 も ふらす 歩いて 行って 又 引返して 來る。 …… 異 國へ來 たとい ふ事實 がしみ/ i.,^ 腹の 

中へ ffl み 込んだ。 

寺院の 鐘が 晴れ やか な 旋律 で 鳴り響 い た。 會堂 の 窓から 靦 いて 見る と 若い の や 年取ったの ゃ大 

勢の 支那 Q 婦人が みんな 跪いて そして 身 體を搖 り 動かして 拍子 をと りながら 何か唱 つて 居る。 

道 傍で 薄汚ない 支那 人が 大勢 花 崗石を 細かく 碎 いて 篩で 選り分けて 居る。 雨が 少し 降って 來 た。 

柳の ある 土 堤へ 白堊 塗の 反 橋が か \ つて 其 下に 文人 畫の 小船が 繁っ. て 居た。 なんだか 落着いた 好 

い 心 持になる。 …… 

夜 福 州路の 芝居 を 見に 行った。 恐ろしく 美々 しい 衣裳 を 着た 役者が 大勢で はげしい 立 廻り を や 

つたり、 甲高い 悲しい 聲で 歌ったり した。 離しの 樂 器の 音が 耳の 痛くなる 程騷 がしかった。 蓋 を 

： た 茶碗に 茶 を 入れて 持って 來た。 埶ー 湯で 濕 した 顔 拭き を 持って 來た。 …… 少し センチメンタル 

になる。 

歸 りに 四馬路 とい ふ 道 を 歩く。 油 繪の額 を 店に 並べて、 美しく 化粧 をした 童女の 並んで 居る 家 

が處々 にある。 みんな 娼樓 だとい ふ。 藝妓が 奥に 乘 つて 美しい 扇 を 開いて 胸に かざした のが 通る。 
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奥 を 支へ る 長い 棒が じ わ/,, ^しなって 居た。 活動 寫眞の 看板に 「電光 彩戲」 と 書いて ある。 

四月 三日 

電車で 愚 園に 行く。 雨に 濕 つた 園內は 人影 稀で 靜 である。 立樹の 枝に 鸦の巢 が處々 のっかって 

居る。 裏の 方で ゴ /\ と 板の 上 を 何 かころ がす やうな 音が して 居る。 行って 見る と 印度人が W 

ス ナイン ビンスと いふの だら う、 木の 球 を ころがして 向 ふに 立てた 棍棒の 様な も Q を 倒す 遊戲 

を やって 居る。 喑ぃ沈 I おな 顏 をして 默 つて やって 居る。 棍棒が 倒れる と カラン/ \ と いふ 音が し 

て、 其れが 小屋の 中から 靜 かな 園內へ 響き渡る。 リップ .ヴ アン • ウィンクルの 話 を S ひ 出しな 

がら 外へ 出る。 樹の 梢に とまった 一 羽の 鴉が 頭 を 傾けて 默 つて 此方 を 見て 居た。 …… ゴ ：！.，（，-、 

カラン/ \ と いふ 音が 思 ひ 出した やうに 響いて 居た。 (大正 九 年 六 H、 溢 柿) 

二 香港と 九 龍 

夜の 八 時 過に 吳淑を 出帆した。 此處 から 乘り 込んだ 靑島 守備隊の 軍 樂隊が 艫の ¥ 板で 奏樂を や 

る。 上の ボ I ト デッキで ボ ー ィと女 船員が 舞踊 を やって 居た。 十三夜 位 かと 思 ふ 月光の 下に、 默 

つて 音 も 立てす、 フワ リ/, \,A^ 空中に 浮いて 1- も罟る やうに。 
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四月 四日 

日曜で 早朝 樂隊が 讚美歌 を 奏する。 何となく 氣 持が 好い。 十 時に 食堂で ゴッ テス ディ ー ン スト 

が ある。 同じ 事で も 西洋の 事 は 西洋人が やって 居る と 矢張り 自然で を かしくな レ 

M 月 五日 

朝 甲板へ 出 て 見る と 右舷に 島が 二つ 見える.^ 窓 硝子の 掃除 をして 居る 可愛らしい 子供の 船員に 

聞いて 見た が 島 Q 名 も 分らない、 福 州の 沖 だら うとい ふ。 

甲板の 寢臺に 仰向きに ねて 奏樂を 聞いて 居る と 煙突から モクく と 引き 切りな しに 出て 来る 黑 

ぃ垔 も、 舷に 見える 波 も、 みんな 音樂に 拍子 を 合せて 動いて 居る やうな 氣 がする。 どうも 西洋の 

音樂を 聞いて 居る と 何物 か.^ 斷 えす 一方へ 進行して 居る やうに 思 は^る。 

黑服を 着た 顔色の赤 い 中年の 保姆が、 やっと 歩き 出した 位の 子供の 手 を 引いて 歩いて 居る。 其 

の 後 を 赫鬚を 生した こ はい 顔 Q 男が 玩具の 熊 を 片手に ぶら下げて ノソリ くついて 歩く C 獨逸士 

旅 家が 若い コケットと 腕 を 組んで 自分 S 前 を 行ったり 来たりす る。 女 は 通りが、 りに 自分 等の 方 

§ を a 目に 睨んで 口の 內で何 かつぶ やいた、 それ は OS 二 と 云った やうに 思 はれた。 

ら 四月 六日 
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昨夜 雨が 降った と 見えて 甲板が 儒れ て 居る。 嚴 しく 尖った 岩山が 見える。 香港と 九 龍の 間の 海 

峽へは ひるの だとい ふ。 山の 新綠が 美しい。 山腹に は 不規則に 色々 な 建物が 重なり合って 立って 

居る。 みんな 妙に 汚れく すんで 居る が、 それが 又 何とも 云 はれない やうに 美しい 输 になって 居る" 

それ は簿 はがき や 錦繪の 美し さではなくて、 どうしても 油繪の 美し さで ある。  

植物園で は佛相 花、 ベコー 1 ァ、 ダ リア、 力 I ネ ー シ ヨン、 それにつ \ じが滿 開であった。 暑く 

て {E シャ ッ の 胸板のう しろ を 汗の 流れる のが 氣 持が 悪る かった。 兩手を 見る と眞 赤に なつ て 指が 

急に 肥つ たやう に 感じられた。 

ケ ー プ ルカ ー の 車掌 は 何 を 云っても 返事 をし ないです まして 居た。 話 をして はいけ ない 規則 だ 

と 見える。 お 勾配 を 登る 時に 兩 方の 耳が 變な氣 持になる。 氣壓が 急に 下る からだと いふ。 唾を飮 

み 込む と 直る。 ピ ー クで 降りる と ドンが 鳴った。 涼しい 風が 吹いて 汗が 收 まった。 頂上 C 測候所 

へ 行って 案 內を賴 むと 水兵が 望遠鏡 を 脇の 下へ 插んで 出て 來て 色々 な 器械 や 午砲の 装藥迄 見せて 

くれる、 一 シ リング やったら 握手 をした。  

夕飯 後 に 甲板へ 出て 見る と 眞黑な 香港 の 山に は 麓から 頂上へ かけて 色々 の 灯が 點 つて、 寶石を 

ちりばめた； 土 冠の やうに キラ， /\ 光って 居る。 ルビ I や エメラルドの やうな； つ/ の 灯 は 濃密 
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な 南國の 夜の 空氣の 奥に いき として 瞬いて 居る。 こんな 景色 は 生れて 始めて 見る やうな 氣が 

する。 …… 支那 人が 藤寢 臺を賣 りに 來 たの を 買って 涼みながら T 氏と 話して 居る と、 浴 窒ボ ー ィ 

が 船から 出かける Q を 見た から 頼んで 鎗葉 ま曰 を 出して 貰 ふ。 棧 橋へ あやしげな 小船 を 漕ぎよ せる 

者が あるから 見て 居る と 盛装した 支那 婦人が 出て 來た。 白 服に 着か へた 船 C ボ I ィが棧 橋 Q 上 を 

あちこちと 歩いて 居る。 白の エプロン を かけた 船の ナ I スが シェ. ンケで ボル ト酒 かなに か 貰つ て 

なめて 居る。 例の 獨逸 士官の コケッ トも 今日は 涼し さう に 着か へ て 歩き ま はって 居る。 

四， 月 七日 

朝食 後に 上陸して 九 龍 を 見に 行く。 …… 海岸に 石切り場が ある。 崖の 風化した 柔ぃ 岩の 中に 花 

崗 石の 大きな 塊が 嵌って 居る の を 火藥で 割って 出す らしい。 石の 屑 を 方 七 八 分 位に 碎 いて 選り 分 

けて 居る。 此れ を 道路に 敷く の だと 見えて 蒸氣 a 1 'ラ ー が 向 ふに 見える。 其の 煙突から いらだ 

たしく ジリ  と 出る 煙 を 兌ても 暑くて 喉が かわく。 道端 を 見る とそら 色の 朝貌が 野生し て 居 

た。  

美しい 綠の 草原の 中 を眞赤 な點が 動いて 行く と 思ったら 印度人の 頭巾であった。 … … 街の 並木 

の 影で 支那の 女が 可愛 い 西洋人 の 子供 を 遊ばして 居る。 其 隣り で は 佛桑花 の 燃 ゆる やうに き亂 
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れた 門口で シャツ 一 つに なつ た 年老 つた 男が 棺木 水 を や つ て 居た。 

測候所の 向 ひ は兵營 で、 印度人の 兵隊が 體操を やって 居る。 運動場の 隅の 樹陰で は 樂隊が 稽古 

を やって 居る の を 支那 人 や 印度人が 呑氣 さう に 立って 聞いて 居る。 其の後 を 支那 人の 車夫が 空車 

をし ぼって 坂 を 下り て 行く。 

船へ 歸 ると 二等へ 乘り 込む 支那 人 を 見送って、 大勢の 男女が 棧 橋に 來て 居た。 そして 如何にも 

支那 人ら しく 名殘を 惜しんで 居る 様に 見えた。 中には 若い 美しい 女 も 居た。 そして ハ ンケチ や 扇 

に 色々 の.." 衣 情 を 使 ひ 分けて 見せる のであった。 十一 一時 過に 出帆 するとき 見送の 船で 盛に 爆竹 を 鳴 

らした。 

W. 板へ ズックの 日蔽が 出来た。 氣溫は 高い が 風が あるので さう 暑く はない。 チョッキだけ^：ぃ 

のに 換 へる。 甲板の 寢 椅子で 日記 を 書いて 居る と、 十三 四 位の 女の子が そっと 观 きに 来た。 黑奴 

の 子守が 眞 赤な 上衣に 紺青に 白 縞の 人った 袴 を 着て 二人の 子供 を 遊ばせて 居る。 黑ぃ 素足の ま \ 

で 0 

香港から 乘 つた 若い ハイカラの 支那 人の 細君が、 卷 煙草 を ふかして 居た。 良人 も ふかして 居た- 

(大正 九 年 七 =:、 溢 柿) 
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三 新嘉坡 

g 月 t:;- 日 

朝から 蒸し暑い。 甲板で ハ I ス 氏に 會 ふと、 いきなり、 芝の 增上 寺が 燒 けたが 知って 居る か、 

昨日の 香港 新聞に 出て 居た とい ふ。 可な りに もう 遠くな つた 日本から 思 ひがけな く 誰れ かぐ 跡 を 

追って 來て ことづて を 聞かされる やうな 氣 がした。 

船客の 飼って 居る 小鳥が 籠 を 放れて 食堂 を 飛び 廻る の をつ かま へ ようとして 騷 いで 居た。 鳥 は 

此 處が果 もない 大洋の 眞中 だと は 夢にも 知らないの だら う。 

飛魚が 澤山 飛ぶ、 油の やうな うねりの 上に 潮の しづく を 引きながら。 そして 再び 波に 潜る と 其 

處 から 細かい 波紋が 起って それが 大きな うねりの 上 を ゆるやかに 擴 がって 行く。 

昨日 日記 をつ けて 居る 時に のぞいた 子供に、 何處迄 行く と 聞いたら 西班牙へ と 云 ふ、 西班牙 人 

かと 聞く とさう だとい つた。 

全部 白 服に 着か へ る。 

ffls- 九日 
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ハ ー ス 氏と 國歌 c*"- を 話して 居たら、 M 氏が 「君が代」 を譯 した C が あると 云って 日記へ 書き 

i: けて くれた、 そして さびた やうな 低い 聲で、 しかし 正しい 旋律で 歌って 聞かせた。 

卞 日の 西班牙の 少女の 名はコ ン セプ シォ とい ふの ださうな。 自分で はコ ン チヤ といって 居る。 

頸 飾に 聖母の 像の つ いた メダル を 三つ も 下げて 居る。 

晝頃 西貢の 沖 を 通る。 

四月 十日 

朝 十 時の 奏樂 のとき に 西 村 氏が 傍へ 來て 樂隊の スケッチ をして 居た。 ボ I ィがリ モナ 1* テを持 

つて 来たの を 寢臺の 肱 掛け Q 穴へ はめよう としたら、 穴が 大きす ぎた G でコ ップ がすべ り 落ちて 

割れた。 傍に 居た 人々 は 誰れ も 知らん 顏 をして 居た。 却ってき まりが 悪る かった。 

午後に は 海が 純 梓な コバルト 色に なった。 

四月 十 一 日 

ォんテ ルン 

今日は 復活祭 だとい ふ。 朝飯 Q 食卓に は 朱と 綠 とに 染めた 茹で 玉子に 蠟 細工の 兎 を 添へ たのが 

出る。 米國人 Q 御婆さん は 蠟とは 知らす 嗯 じって 見て 變な顔 をした。 ハ ー ス 氏に 聞いて 見る と、 

此れ は 純 粹な獨 逸 Gr;! 習で、 もとは ある 女神の 爲に獻 げた 供物 ださうな。 今日で は 色つ け 玉子 を 


534 


らか記 日 旅 


草の 中へ かくして 子供に 探させる、 そして 此の 玉子 は 鬼が 來て 置いて 行った の だと 敎へ ると い ふ。 

朝飯が 終った 頃 はもう 新嘉坡 間近に 来て 居た、 そして 强ぃ 驟雨が 襲って 来た。 海の 色 は 暗綠で 

陸 近い 方 は 美しい 淺綠色 を 示して 居た。 見事な 虹が 立って 其 下の 海面が 強く 黄色に 光って 見えた。 

右舷の 島の 上に は 大きな 龍卷の 雲の やうな ものが 垂れ 下って 居た。 ミラ ー ジュも 見えた。 凡ての 

ものに 強いぐ 熱國 Q 光彩が 輝いて 居る Q であった。 

船 は クン ジョ ン パガ，' ル G 埠頭に 横 づけになる。 右舷に 見える 懸崖が 眞 赤な 紅殼色 をして 居て、 

それが 强ぃ綠 Q 樹木と 對 照して 鮮に 美しい。 

西 村 氏が 案- 2： をして くれる とい ふので 一 緒に 出かける。 祭日で 店 も 大概し まって 居り 郵便局 も 

休んで 居る。 釣 橋の 袂の 煙草屋 を 見つけて 鰭 葉書と 切手 を 買 ふ。 三錢 切手 廿枚を 七十 五 錢に賫 る 

から 妙 だ と 思 つ て 聞く と 「コム ミツ シ オン」 だと 云 つ た。 

九 龍で 見た と 同じ 道普請 Q  口 1- ラ ー で花崗 石の 屑 をなら して 居る。 其 前 を 赤い 腰卷 をした 印度 

人が 赤旗 を 持つ て の ろく 歩い て 居た。 

エスプラ ネ ー ドを 歩く。 眞黑な 人間が 派手な 色の 布 を 頭と 腰に 卷 いて 歩いて 居る のが、 此處の 

自然界と よく 調和して I© ると 田 3 つて 感、. ：3 した。 
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寶 石屋の 前 を 通る と、 は ひって 見ろ と 無理に す \ める。 見る だけで い、 から は ひれと いふ。 自 

分 Q 持って 居る 蝙蝠傘 を ほめて、 賣 つて くれと 云 ふ。 賫る のが 厭なら 寶 石と 換 へぬ かとい ふ。 T 

氏の 傘 を 見て This  Co  good. とい ふと、 又 一 人が This  good,  but  that  the  best. と 訂正した。 

所謂 日本 街 を 人力車で 行った。 道路に のぞんだ ヴ H ラ ンダに 更紗の 寢 衣の やうな もの を 着た 色 

の黑ぃ 女の 物凄い 笑顔が 見えた、 と 思 ふ 間に 通り過ぎ てし まふ。 

ォ テル ドリ ュ ー n プで晝 食 をく ふ。 藥味 Q さま- 5,,.- に 多い ライス 力 レ I をく つて 氷で 1^ した 蜜 

柑水を のんで、 かすかな 電 扇の 哈り聲 を 聞きながら、 白 服ば かりの 男女の 外國 人の 客 を 見渡して 

居る と、 頭の 中が ぼうとして 來て、 眞 夏の 晝寢の 夢 0 やうな 氣 がした。 

植物園へ は ひる。 芝生 Q 上に 遊んで 居た 栗鼠 は 吾々 が 近よ ると 傍の 樹 にかけ 上った。 樹の 間に 

は 綺麗な 鳥 も 見かける。 合歡花 Q やうな 徘 色の 花の 滿 開した の や、 佛桑 花の 大木 や、 扇を廣 げた 

やうな 椰子の 一 種 も ある。 脊 Q 高い 印度人の 巡査が 居て 道端 G 木の 實を 指し 「猿が 食 ひます」 と 

云った。 人糞 Q 臭氣が あると いふ ドリアンの 樹も ある。 巡査 は 手 を 鼻へ やって 噪ぐ まね をして そ 

して 手 を ふって r ノ ー . グ，' ド」 と 云 ひ、 今度 は 食 ふ眞似 をして r ッ I  • ィ ー ト .グ1 ド」 と 云 

ふ- 動物 は 居ない かと 聞いたら 「虎と 尾長猿、 おしま ひ、 fBishedJ といった。 多分 死んだ とで 
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もい ふ 事 だら うと 思った。 

水道の 貯水池の 處は 眺望が い 、。 暑さうな 霞の 奥に 見える 土地が ジ ョ ホ I ル だとい ふ。 大きな 

枝 を 張った 樹 蔭の ベンチに 人相の 惡ぃ雜 種の 馬來 人が 三人 何 かコソ /.\話 し 合って 居た。 

市場へ 行く。 玉葱 や 馬 鈴薯に 交って 椰子 實 やじ やぼん、 それから 獸肉も 干魚 も ある。 八百屋が 

バイ オリ ンを 鳴らして 居る。 菓 汁の 飲料 を賣る 水屋の 小僧 も 空 罐 をた、 いて 踊りながら 客 を 呼ぶ。 

船 へ 歸 ると やっぱり 宅 へ 歸っ たやうな 氣 がする。 夕飯に は 小羊の 乘 つた 復活祭の 御菓子が 出る。 

夜 は 荷積みで 騒がしい。 

四月 十二 日 

朝から 汗が 流れる。 棧 橋に は 色々 の 物賣が 出て 居る。 藤の ステッキ、 更紗、 貝殼、 貝細工、 菊 

形の 珊瑚礁、 驟鹉 貝な ど。 

出帆が 近くなる と 甲板 は乘 客と 見送りで 一杯に なった。 今朝 乘り 込んだ 二等 客の 子供 だけが 四 

十一 一人 あると ハ 1 'ス 氏が 云 ふ。 神 戶で乘 つた 時 は 全 體で九 人であった のに。 

馬來 人が カノ ー の やうな ものに 乘 つて、 我が 船の 傍へ 群がって 来て 口々 にわめ く。 乘 客が 錢を 

投げる と爭 つて 潜って 拾 ひ 上げる。 I  snyl  Herl-  Moisterl  :Par  awav,  far  away  一  Ghie  dollar. 
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all  dive! など、 云って 居る らしい。 自分 はどうしても 錢を なげる 氣 になれ なかった。 

船が 出る 時棧 橋に 立った 見送りの 一 組が 「ォ I ルド. ラング. サイン」 を 歌った。 船の 上で も 

下で も 雪白の 服 を 着た 人の 群が 眞 白な ハ ンケチ を ふり か はした。 (大正 九 年 八月、 溢 柿) 

四べ ナンと コ p ンボ 

四月 十三 日 

. …… 馬車 を 雇うて 植物園へ 行く 途中で 寺院の 樣な處 へ は ひって 見た。 祭壇の 前に は鐵の 孔雀が 

ある。 參詣者 は 其の 背中に 突き出た 瘤の やうな もの \ 上で 椰子の 殼を 割って、 其の. HI い 粉 を 額へ 

塗る Q ださうな。 どうい ふ 意味で さう する のか 聞いても よく 分らなかった。 眞黑 な鐵の 鳥の 背中 

は 油 を 浴びた 様に 光って 居た。 壇に 向った 廻廊の 二階に 大きな 張りぬ き Q 異形な 人形が あって、 

土人 Q 子供が それ を かぶって 踊って 見せた 。堂の 隅に 露んで 居る 年老った 土人に、 「此處 に 祭って. 

ある ゴッド Q 名 は 何とい ふか」 と 聞いたら 上 n に 自分の 顏を 睨む やうに して 唯一 一一 r"  r スブロ マ 二 

1 ン」 と 答へ た —— やうであった。 しかし 此れ は 自分 に 答へ た Q か、 別の 事 を 云った の だか 

よく 分らなかった。 唯此 Q 尻 上りに 發 昔した 奇妙な 言葉 が 强く耳 Q 底に 刻みつ けられた。 こんな 
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些細な 事で も 自分の 異國的 情調 を 高 める に 充分であった。 

立派な 支那 商人 Q 邸宅が 土人の 茅屋と 對 照して 何事 か を 思 はせ る。 

椰チの 林に 野 羊が 遊んで 居る 處も あった。 整の 垣根が 到處 にあって 故 國を思 はせ る。 道路 は 新 

嘉坡 つ 紅殼 色と 違 つ て 眞 白な 花 3 岡 砂 である。 

植物園に は 柏の やうな 大木が あったり、 一 體 にど こやら 日本の 大庭圜 に似て 居た。 

夜船へ 歸 つて、 3- 板で リ モナ ー デを吞 みながら 棧撟を 見て 居. ると、 其處に 立って 居る ァ ー ク燈 

が 妙な チラ/ \- した 靑ぃ 光と 煙 を 出して 居る。 それが 急に パ ッ と 消える と 同時に 外の ァ ー ク燈 も 

皆 一度に 消えて 眞喑 になった。 船の 陰に 横付けに なって、 淸水を 積んだ 小船が 三艘、 ポンプで 本 

船へ 汲み込んで 居た。 其の 小船に 小さな く 猫 11 鼠 位な 猫が 一 疋 居た。 海面に は 赤く 光る くら 

げが 二つ 三つ 浮いて 居た。 

ハ 1 ス氏 夫妻と 話して 居る と 近くの 時計 臺の 鐘が 面白い メ  B ディ I を 打つ。 あれ は a ンド ン の 

議事堂 の 時計 を模し て 居る の だと ハ I ス 氏が いふ。 西歐の 寺院の 鐘聲と いふ ものに 關 する あら ゆ 

る 聯想が 雜 然と 頭の 中に 群がって 来た。 

昨日の 夕食に 出た ミカ ドア イス クリ I ムと いふの は 少し 日本人の 氣持を 悪る くさせる 性質 0 も 
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ので はない かと ハ ー ス 氏に 云ったら、 「そんな 事 はない、 それより 毒滅 とい ふ藥の 廣吿の 方が 遙 

に獨 逸人に わるく 當 たる」 と 云って 笑った。 

四月 十四日 

夜 甲板の 椅子に よりか \ つて マ ン ドリ ンを 忍び音に 鳴らして 居る 女が あった。 下の 食堂で は獨 

唱會 があった。 

四月 十五 日 

自分 等の 隣り の 椅子へ 子供 づれの 夫婦が 來た。 母親が 何處 かへ 行って しま ふと、 子供 は マ ー ン 

マ ー マ —ンマ ー と 泣聲を 出す。 父親が 子守唄の やうな もの を 歌ったり、 口笛 を 吹いたり しても 效 

能がない。  . 

四月 十六 日 

喫 煙 室で 乘 客の 會議が 開かれた。 一 般の娛 樂の爲 に 競技 や 音 樂會を やる 相談で ある。 

四月 十七 日 

昨日 紛失した 洗濯 袋が 戾 つて 来た。 室の ボ ー ィの 話で は 洗濯屋の 支那 人が 持って 居た の ださう 

な 0 
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WH;- 十八 曰 

顏を 洗って 甲板へ 出たら コ a ンボへ 着いて 居た。 T 氏と 西 村 氏と 三人で 案 內者を 雇うて 馬車で 

見物に 出かけた。 市場で マン ゴスチ ー ンを 買って 居たら、 子供が 大勢よ つて 來て錢 をね だり、 馬 

車 を 追つ かけて 来たが とう/, \ 何 もやらなかった。 埠頭から 七 哩の佛 寺へ 向 ふ。 途中 0 沼地に 草 

が 茂って 水牛が 遊んで 居たり、 河緣 りに ボ ー トを 造って 居る 小屋が あったり、 みんな 面白い 畫題 

になる のであった。 土人の 女が ハ ィ カラな 洋装 をして カトリ ッ ク の敎會 から ゾロ /.\ 出て來 るの 

に會っ た。 

寺へ 着く と 子供が 蓮の 花 を 持って来て 鼻の 先につ きつける やうに して 買へ くと す、 める。 貝 

多羅に 彫つ た經 をす 、める 老人 も ある。 こ、 Q 案內 をした 老年 の 土人 は 病氣で 熱が あると かいつ 

て ョ 口く して 居た が 菩提樹の 葉 を 採って みんなに 一 枚づ 、分けて くれた。 力 ンヂ ー にある とい 

ふ 佛足ゃ 怫齒の 模造が ある。 本堂の やうな 處には アラバ スタ ー の佛像 や、 大きな 花 崗石を 彫って 

黄金 を 塗りつ けた 涅槃 像が ある。 T 氏 は 此れに 花 を 供へ て拜 して 居た。 

歸途 に案內 者の ハ リ I が 色々 の 人の 推薦 狀を 見せて 自慢した りした。 N 氏の 英語 はうまい が T 

氏 0 は ノ，' グ ー ドだ など、 批評した。 年 を 聞く と 十五 だとい ふ。 吾々 は 先祖 代々 の 宗敎を 守つ 
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て 居る Q に、 土人 Q 中に. に 少し 金が 出来る とすぐ 英吉利 入 C 眞似 をして 耶蘇 信者になる G が ある、 

あれ はいけ ない、 どの 宗敎 でもつ まり 屮身は 同じで、 惡ぃ事 をすな、 ヅ，' グ ー ドと云 ふだけ C 事 

だ、 など、 一 人で 論じて 居た。 ヴィク トリ ァパ ー ク C 前の レ ス トラ ンでラ ムネを 飮んで 居たら、 

給仕 0 土人が 貝 多羅の 葉で 作った 大きな 圑 扇で 傍から 爆いだ。 馬丁に も 一 杯飮 ませて やったら、 

亭 前の 花園の 黄色い 花 を 一 輪づ、 とってくれた。 N 氏が それ を 襟の ボタン 穴に 插 したから T 氏と 

自分 も 其の 通りに した。 馬丁 は 嬉し さう に 二 コ./ \- して 居た。 (大正 九 年 九月、 溢 柿) 

五 アラビア海から 紅海へ 

四月 廿日 

昨夜 九 時 頃に ラカヂ ー ヴ島 Q 燈臺を 右舷に 見た。 此れから ァ デ ン迄四 五日 はもう 陸地 を 見ない 

だら うと 思 ふと、 心細い より は 寧ろ ゆっくり 落ちつ いたやうな 心 持が した。 朝食 後甲板で 讀 書し 

て 居たら 眠くな つた Q で 室へ 下りて 寢 ようとす ると、 食堂で 誰れ か 女聲 高音での べつに 唱歌 を 

や-つて 居る。 藝人 だと かいふ 和 蘭人 Q 一行ら しい。 此の 聲が 耳に ついて 中 々寝られなかった。 そ 

テ ノル 

れで晝 食後に. V し 寝たい と ふと、 八， 度 は 叉 男聲の 唱歌 一：」 睡眠 を 妨げら れた。 
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午後 九. 時から 甲板で 舞踏 會を 催す とい ふ捐 示が 出た。 それに 署名され た 船長の 名前が 嚴 しく 物 

物し く 眼に ついた e 夕飯 後から そろ/ \ 準備が 始 つた。 各 國の國 旗で 通風 管 ゃ捧上 器械な ど を 包 

みかくし、 手攔 にも 旗 を 懸け 連ねた。 赤、 靑、 綠、 色々 Q 電球 をズ ッ ク の 天井の 下に 吊し 並べて ィ 

ル ミネ ー シ ョ ンを やる。 一 等 室の 方から も 燕尾服の 連中が 段々 にやって くる。 女 も 美しい 輕羅を 

着て ベ ンチ へ 居並ぶ。 デッ キ へは蟠 かなに かの 粉が ふりまかれる。 樂隊も 出て 來て ハ ツチ Q 上に 

陣取った。 時刻が 來 ると 三々 五々 踊り 始めた。 少し 風が あるので スカ ー フを頰 冠り にして 居る 女 

も ある。 四つの 足が 一組に なって 色々 入り 亂れ るの を 不思議に 思って 見守る のであった。 横濱か 

ら乘 つて 來た英 人の C が 和 蘭 G 女優の 一番 若く 美しい のと 踊って 居た。 何となく 不恰好に、 しか 

し 非常に 熱心に 踊って 居る Q が 可笑しい やうで もあった が、 ハ. ィ カラで うまく 踊る 他の 多くの ダ 

ン ディより 此方が 自分に はい \氣 持 を與 へた。 舞踏と いふ もの は 始めて 見た が、 なる 程 セン- シュ 

ァ ルな 暗示に 富んだ ものである。 此れ を 引 去ったら あとに は 何物が 殘る だら うと 思ったり した。 

反對の 側の デッ キに は、 舞踏な ど 丸で 問題に しないで 談笑して 居る ： 組 もあった。 

四月 廿 二日 

夜 九 時から 屮 板で 音 樂會を やった.」 一 人前 五十 片づ i 集めて。 イド 會 社の 船員 0 寡婦 や 孤兒に 
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やる Q だとい ふ。 

英國 人で 五十 歳 位の 脊の 高い 肥った そして 餘り 品の よくない ブラ ムフィ ー ルド 君が 獨唱を やる 

と、 そ Q 歌 は 誰れ でも 知って 居る の だと 見えて 聽 衆が みんな 一 緒に 歌 ひ 出して 折角の 獨唱は 散々 

に 押しつ ぶされ てし まった。 可笑しく もあった が氣の 毒で もあった。 なんだか 獨 逸人の 群集の 中 

で 英國人 の あ る 特性 そ Q もの が 嘲笑 の 目的物に な つて 居 る やうな 氣 がした。 そして 其 特性 は 自分 

も餘り 好かない ものであるのに 拘ら す、 此の 時 はなんだ か聽 衆の 悪 じゃれ を 不愉快に 感じた。 そ 

れ でも やっぱり 可 笑 しい 事 は を かしかった。 ブラ ムフィ ー ルドと い ふ 名前が 此 の 人と 此の 小事 件 

とに 何となく 調和し て 居る と 思 つ た。 

自分の 窒 付きの ボ ー ィ _s 兄 0 マ タスが 皆から 無理に す、 めら れて 演奏 臺に 立った。 美しい テノ 

ルで唱 ひ 出す と、 今迄 謙 逸であった 彼と は 別人の やうに、 通える 樣な眼 を 輝かせ 肩を聳 かして 勇 

ましい 一曲 を 歌った。 聽衆は 盛んな 拍手 を あびせ かけて 幾度 か 彼 を 壇上に 呼び上げた。 

(此 時から 一 年餘り 後に ハ ンブ ル ヒ で 或る 太 きい 力 フ H  —に は ひったら、 其處の ォ ー ケス トラ の 中で グ 

ィォ リン を ひいて 居る マクス を 見出した。 聲を かけた いと 思つ たが 多勢の 客の 眼前に 氣が ひけて つ ひ 其 

の 儘 別れて しまった。 彼の 額 はなんだ か 少し 窶れて 居た やうな 氣 がした。：) 
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四月 什 三日 

朝食 後に 出て 見る と 左舷に. HI く 光った 陸地が 見える。 一 寸見 ると 雪で も 覆 はれて 居る やうで 

あるが、 無論 雪ではなくて 白い 砂 か 土 だら う。 珍ら しい 景色で ある。 なんだか 吾々 の 「此の世」 

と は 別 Q 世界の 一 角 を 望む やうな 心 持が する。 「陸地の 幽靈」 とで もい ひ 度い やうな 氣 がする。 

Weird とい ふ 英語の 外に 適當な 形容詞 は 思 ひ 付かなかった。 ：：： あれが ソ コ トラの 島 だら うと 

云って 居た。 

朝 九 時 アデンに 着いた。 此の 半島 も 向 ひ の 小島 も ゴ シック 建築 Q やうに 尖り 立った 岩山で ある。 

草 一 本の 綠も 見えない やうで ある。 稍 平坦な 方の 內地は 一 面に 暑さうな 靄 0 やうな ものが 立ち こ 

めて、 其の 奥に 波の やうに 起伏した 砂漠が あるら しい。 此の 氣 味の わるい 靄の 中から 色々 の 奇怪 

な 傳說が 生れた の だら う。 

土人が 色々 の 物を賨 りに 来る。 駝鳥の 卵 や 羽毛、 羽 扇、 藁 細工の 籠、 貝 や 珊瑚の 首 飾、 粉 羊 Q 

角、 鑀の 顎骨な どで、 いづれ も 相當に 高い 値段で ある。 

船の ま はり を 可也 大きな 蟻が 一 匹 泳いで 居る。 其の 腹の 下 を 小さい 魚が 二 尾 御 伴の やうに つい 

て： 冰 いで 居る。 あれが パ ィ n ット フィッシュ だと 誰れ か^ 敎 へる。 和 蘭人で 傳法 肌と 云った やう 
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な 男が シ H ンケ から 大きな 釣針 を 借りて 來て 此れに 肉片 を さし、 拇指 程の 麻繩 のさき に 結びつけ、 

浮標に は ライフ ブイ を 縛りつ けて 舷側から 投げ込んだ。 繕 はつい 近く 迄 来ても 一 向氣が 付かない 

やうな 風で ゆう/ \ と ：冰 いで 行く。 

自分と 並んで 見て 居た 男が、 4. 朝早く 嫁の 潮 を 吹いて 居る のに 逄 つたと 話して 居た。 織 はいつ 

迄 も 釣れ さう にはなかった。 

土人が 二人、 甲板で 手拍子 足拍子 をと つて 踊った。 土人の 中には 大きな 石 齢の やうな 恰好 をし 

た 號珀を 二つ、 布片に 貫いた の を 頸に かけた のが 居た。 矢張り 土人の 巡 杏が、 赤帽 を 着て 足に は 

サ ン ダル を 遷き、 鞭 を もって 甲板に 押し 上らう とする 商人 を 制して 居た。 

一 時に 出帆。 昨夜 電 扇が 止って 暑くて 寝られなかった ので 五 時半 頃迄寢 た。 夜 九 時に バべ ル マ 

ン デブ の 海峡. を 過ぎた。 埶ー帶 とも 思 はれぬ やうな 涼しい 風が 吹いて 船室の 中 も 涼しかった。 

四月せ 五日 

十一 一 使徒と いふ 名の 島 を 右舷に 見た。 それ を 通り越す. と 香爐の 蓋の やうな 形の 島が 見えた が 名 

は 分らなかった。 

一等 各で コ a ンボ から 乗った 英國 人が 今朝 投身した と 話して 居た。 妻と 三人の 子供 を 亡くして 
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獨り 淋しく 故國へ 歸る途 であった さうな。 

g: 月廿 六日  - 

午後 T 氏が わざく 用意して 手荷物の 中に 人れ て來た 前？ 茶器 を 出して 洗ったり 拭いたり した。 

そして ハ ー ス氏 夫妻、 神 戸から 一緒の アメリカの 老嬢 二人、 それに 一等の X 氏と を 食堂に 招待し 

てお 茶 を 入れた。 菓子 はゥ ェ ー ファ ー スと ビスケット であった。 (大正 九 年 十月、 ^柿) 

六 紅海から 蓮 河へ 

四月 廿 七日 

午 i 叫 右舷に 雙 生の 島 を 見た C 一方のに は 燈臺が ある。 丁度 盆 を 伏せた やうな 恰好で 全體が 黄色 

い。 地圖で 見る と 兄弟 島と いふの らしい、 どちらが 兄 だか 分らなかった。 

アデン を 出てから 空に は 一 點の雲 も 見ない が、 { 仝氣が 何となく 濁って 居る。 ハ I ス氏 C 船室 は 

後甲板の 上に あるが、 其處 では 黑 G 帽子 を 一 日お くと 白く 塵が 積る と 云って 居た。 どうも 阿 弗 利 

加の- S 地から 来る 非常に 細かい 砂塵ら しい。 

午後 乘 組の 歸休 兵が 運動 競技 を やった。 綱 引 やら 鬪 鶴 —— 此れ は 一 一人が 帆析 C 上へ 向 ひ 合 ひ 
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に 跨って、 枕で なぐり 合って 落としつ くら をす るので ある。 其れから otil 二  fSucheu  im  JVIChl と 

いふの は、 洗面 鉢へ 盛った メリケン粉の 屮へ顏 を 突 込んで 中へ 隱 して ある 銀貨 を 口で 捜して 取り 

出す Q である。 やっと 捜し出して 眞白 になった 顏を あげて、 口にた まった 粉 を 吐き出して 居る と 

ころ はたし かに 奇觀 である。 Aepfd  Sucheu  im  Wasser とい ふの は、 水 桶に 浮いて 居る 林擒を 

口で 銜 へる 藝當、 Wurst  Schnappen は 頭上に HE した 腸 詰へ 飛び 上り. /(\ して喧 ひお べ遊戲 であ 

る。 將 校が 一 々號令 を かけて 居る のが 滑稽の 感を少 からす 助長す るので あった。 

船首の 突端へ 行って 海 を 見下して 居る と 深 碧の 水の 中に 桃 紅色の 海月が 群に なって 浮游して 居 

る。 すっと 深い 所に 時々 大きな 魚 だか 蜈 だか 不思議な 形 をした 物の 影が 見える が 何 だと も 見定め 

Q つかない 内 に 消えて しま ふ。 

右舷に 見える 赤裸の 連山 はシ ナイに 相違ない、 左舷に はいくつ ともなく さま， の 島 を 見て 通 

る。 夕方に は 左に 阿弗利加の 速 山が 見えた-) 眞に 鋸の 齒の やうに 尖り 立った 輪郭 は 恐ろしく も 美 

しい。 夕 映の 空は控 色から 綠に、 山々 の峯は 紫から 朱に ぼかされて、 此 世と は 思 はれない 崇嚴な 

美し さで ある。 紅海 は 大陸 9 裂 罅 だと 强 ひて 思って 見ても、 眼前の 大自然の 美し さは 增 しても 減 

り はしなかった。 しかし さう 思って 連山 を 眺めた 時に 「地球 Q 大さ」 とい ふ ものが 朧氣 ながら 實 
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認 される やうな 氣 がした。 

四月 廿 八日 

朝 六 時に ス ェズに 着く。 港の 片側に は 赤味 を帶 びた 岩層の ありく 見える 筢 壁が 峙 つて 居る。 

土 耳 古の 國旗を 立 てた ランチ が 来て 撿疫が 始ま つ た。 

土人 G 賫 りに 來 たもの は檎端 書、 竹 飾、 埃 及 模様の 織物、 ジ^- ルサ レム Q 花 を 押した アルバム、 

橄欖樹 で 作った 紙切り ナイフな ど。 商人の 一 人はボ ー トセ イド 迄乘り 込んで 甲板で 店 を ひろげた。 

十 時 出帆 徐行。 運河， の 土 堤の 上 を 眞黑な 子供の 群が 船と 並行して 走りながら 口々 にわめ いて 居 

た。 船で は 誰れ も 相手に しない ので 一 人 減り 二人 減り、 最後に 殘 つた 二三 人が 滑稽な 身 振 をして 

見せた。 そして 暑い 土 堤 をと ぼく 引返して 行った。 兩岸 殊に アラビアの 側 は 見渡す 限り 砂漠で、 

處々 の 窪みに は 乾き 上った 鹽の やうな 眞 白な も Q が 見える。 阿弗利加 G 方に は遙 かに 兀 とした 岩 

山の 懸崖が 見え、 其 は づれの 方 は ミラ ー ジュ で 浮上って 見えた。 苦 海で は 思の 外 涼しい 風が 吹い 

たが、 再び 運河に 入る と 又 暑くな つた。 處々 にある ステ I ショ ン だけに は 流石に 樹木の 綠が あつ 

て樹 蔭に は 牛 や 驢馬が 餘り 執ー帶 らしくない 顏 をして 遊んで 居た。 岸邊に 天幕が あって 駱駝が 一 ニニ 

匹 }iS たり、 アフリカ 式の 村落に 野 羊が 跳ねて 居たり した。 汀に は 蘆の やうな ものが 生えて 居る 處 
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もあった。 砂漠に も 汀に も 風 0 作った 砂 波が 美事に 出来て 居たり、 草の 生えた 處 だけが 風蝕 を 

受けない 爲に 土饅頭に なって 居る の もあった。 

夜獨り ボ ー ト デッキへ 上って 見たら 上弦の 月が 赤く 天 心に か、 つて 砂漠の 眺め は 夢の やうで あ 

つた。 船 梳 の 探 照燈は 稀薄な 沈默 した 靈の 中に 一道の 銀の やうな 光 を 投げて、 船 は 極めて 靜に進 

んで 15 た。 つい 數日前 迄 は 使く 見えて 居た 北極星が、 何時の間にか、 もう 兒 上げる やうに 高くな 

つて 居た。 

スエズで 買った 揃 ひの 土 耳 古惰を 被った ジェ ルサ レム 行 C 一行 十 人ば かり、 -ン, <  ンケの 側の 甲 

板で 卓 を圍ん で、 明 曰 上陸す る 前 祝 ひで にも あるか ビ ー ルを飮 みながら 歌ったり 踊ったり して 居 

た。 (大正 九 年 十 一 ガ、 

七 ボ —トセ イドから 伊太利へ 

四月 廿 九日 

昨夜 遲く 床に は ひ つ たが 蒸 暑くて 安眠が 出來 なか つ た。 …； 際限 もな く 廣ぃ淺 い 泥沼の やうな 

セ  1; に 紅， きの 群が 一 杯 居る と 思ったら、 それ は 夢であった。 時計 を 見る と 四時で あるのに 周 園が 騒 
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がしい。 甲板へ 出て 見る ともう ボ ー トセ イドに 着いて 居た。 夜 明 前の 市街 は 暑さうな 乾いた 霧 を 

浴びて 居る。 粗末な 家屋 の 間にある 僅な 樹木 も 枯れ か 、つた Q が 多かった。 

祌戶 からすつ と 一緒であった 米國 G 老嬢 二人 も、 コン チヤ，" の 家族 も、 いよ/ \ 此處で 下船し 

て、 ジ H ルサ レムへ、 埃 及へ、 思 ひくに 分れて 行く のであった。 老嬢の 一 人 は 懇に手 を 握って 

「又い つか 日本で 會 ひませ う」 など 上 K つた。 

「お早う、 今日は」 と 日本語で 呼びかける ものが ある。 見る と、 若い ス マ ー トな土 耳 古人の 煙 

草賫 であった。 横濱に 居た ことがある とか 云って、 御定まり らしい 御世 辭を 云ったり した。 結局 

は 紙 卷堙草 を ニ函買 はされ る ことにな つた。 

音樂が 水の 上から 聞え て來 る。 舷側から 見下す と 一 隻の 可な り 大きな ボ I トに數 人の 男女が 乘 

つて、 セ レネ ー ド Q やうな もの を やって 居る。 眞 中には 立派な 顏 をした 土 耳 古人 だか ァ ル メニァ 

人 かに 緩やかに 櫂 を 操って 居る。 其 前に は 麥藁帽 Q 中年 Q 男と、 白地に 赤い 斑點 0 入った 更紗 を 

着た 女と が、 もたれ 合って ギタ I を 奏でる。 船尾に 腰かけた 若者 は 俯いて 一 心に ヴァイオリン を 

彈 いて 居る。 其 前に 水兵服 Q 十四 五歲 Q 男の子が 脇見 をしながら 此れ もヴァ ィォ リンの 弓 を 動か 

して Is る。 もう 一 人 鼠色の 地味な 服 を 着た 色の 白い 鼻の 高い 若い 女 は 沈 1^ ノな顏 をして マン ドリ ン 
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を搔き 鳴らして 居る。 船首に 一 人 離れて 靑ぃ服 を 着た 土人の 子供が 丸で 無關 係な 人の やうに^つ 

て 居た。 此の やうな 人々 の 群の 中に 唯一 人立ち 上って、 白 張の 蝙蝠傘 を擴 げたの を 逆さに 高く さ 

し 上げて、 親船 Q 舷側から 投げる 銀貨 や 銅貨 を 受け止めよ うとして 居る 娘が あった。 綠が、 つた 

スコッチの ジャ ケッを 着て、 ちドれ た金髮 を無雜 作に 桃色 リボンに 束ねて 居る。 丸く 肥った 色白 

な顏は 決して 美しい と 思 はれなかった。 少し そばかすの ある 頰の あたりに は 斑に. in 粉の 痕も 見え 

た。 それで 精一杯の 愛嬌 を 浮べて 媚びる やうな しな を 作りながら、 あちらこちらと 活廢に 蝙蝠傘 

を 差 出して 居た C 上から 投げる 貨幣の 或 物 は 傘から はね 返って 海に 落ちて 行った。 時々 よろ けて 

倒れさう になって 眩 や 人の 肩に つかまつ たりした。 さう して 呼吸 を は すませて 居る らしく 肩から 

胸が 大きく 波 をう つて 居た。 樂手 等は銘 々 唯 自分 の 事 だけに 耽つ て^も 居る やうに 又 自分 等 の 音 

樂の 悲哀に 醉 はされ て^も 居る やうに、 みんな 思 ひつめ た樣な 暗い 額 をして 居た。 亡びた 祖國、 

流浪の 生活、 埶ー帶 の 夏の 夜の 戀、 そんな もの を 想 はせ る やうな、 うら 悲しく 艷 かしい 音 樂が黃 色 

く^った 波の 上 を 流れて 行った。 波の 上に は 蜜柑 Q 皮ゃビ ー ル Q 空瓶な どが 浮いたり 沈んだり し 

て 音樂に 調子 を 合せて 居た。 …… 淡い 鄕愁 とで も 云った やうな もの を覺 えて、 立って 反對の 舷側 

へ 行く と、 對岸を 眞黑な 人と 眞黑な 石炭 を 積んだ 船が 通 つ て 行 つ た。 
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七 時に 出帆" レセッ プの像 を 左に 見て 地中海へ 乘り 出して 行った。 レセ ップは 右手 を 運河の 方 

へ 延ばして 「おは ひり」 と 云って 居る やうに 見える。 運河 會 社の 圓頂塔 は 朝日に 輝いて 居た。 

地中海 は 雲 一 つ 見えなかった。 もういよ， --亜 細亞と は緣が 切れた Q だと 思 ふ。 …… 午後 船の 

散 髮屋へ 行く。  r 獨逸 語が お 上手です ね」 など 上 K はれて、 おしま ひに は 又 ドロップ わ 瓶 入 を 買 

はされ た。 *  , 

四月 卅日  - 

朝から もう クリ I ト 島が 右舷に 見えて 居た。 島と いふに は餘 りに 大きい 此の 陸地の 連山の 峯に 

は 雪ら しい ものが 見えて 居た。 眞逆 雪で は あるまい と ハ，. 'ス 氏と 云って 居た が、 とう /-\ES?st 

doch  Sdmec と 云って 承認した。 甲板 は 少し 寒かった。 寒暖計 はそんな でもない のに、、 水い 間 暑 

さに 馴れて 皮膚が 甘やかされて 居る 0 であった。 

午後 三時 十五 分から 子供の 祝宴 Kicderfest を 催す とい ふ揭 示が 出た。 

ハ ー ス 氏が 其 揭示文 を 讀んで 文章の ま づぃ處 を 指摘して 敎 へて くれた。 時刻が 来る と 大勢の 子 

供が 甲板へ 集る。 食卓に は R 本 製の 造花 を 飾り、 皿に ク ラッカ 1- と 紙 旅と をのせ たの を 並べて あ 

る。 03- る だけで も 美しい トル テゃ 菓子 も 出て 居る。 子供 等 は N.  L.  D. の 金文字 を 入れた 黑リボ 
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ン 付の 紙 帽子 を かぶり、 手んで に 各 國の國 旗 を 持ち、 樂隊の 先導で 甲板 を 一周した 後に 食卓に 就 

いた。 大人 等 は 寧ろ 羨し 相に 見物して 居た。 …… T 氏と 館へ は ひって、 カバン を 出して 貰って、 

ハ ー ス 氏に 贈るべき 品物 を 選み 出したり した。 

五月  一 H  . 

午後に はもう 伊太利の 山が 見えた。 いよ/ \ 歐羅 巴へ 來た C かと 思った。 夕食 時には メッシナ 

ぉ.^^の入ロ へ掛かった。 左に エト ナが 見える。 富士山に よく 似て ねる とい ふ 人 もあった が、 自分 

の 感じ は 丸でち がって 居た。 右舷の 山に は 樹木 は 少ない が、 灰白色の 山 骨 は 美しい 淺綠の 草 だか 

灌木 だかで 蔽 はれて 居る。 海濱 には眞 白な 小さい 家が 疎らに 散らばって 居る。 誰れ かの 漁村の 詩 

に 此んな 景色が あった やうな 氣 がした。 もう 「東洋」 と 「埶 ー帶」 の 姿 は何處 にもなかった。 問 も 

なく 右に レツ ヂォ、 左に メッシナの 町の 薄暮の 燈火を 見て 過ぎる。 メッシナ は 大地震の 爲 に破壞 

されて 灯の 數は 昔の 比較に ならない とハ 1 ス 氏が 話した。 

九 時 頃から 喫煙室で N 君ハ， -ス氏 等と 袂 別の 心 持で シャ ンぺ ン G 杯を擧 げた。 …； 十 時 過に ス 

ト ン ボリの 火山島が 見えた。 十五夜 あたりの 月が 明るくて.^  口  Q 光 は 唯 僅に それと 思 はれる 位 

であった。 脊の 低い 肥った バリトン 歌手 0  、 ン 一一 ョル • サル ヴィは 大きな 腹 を 突き出して、 「スト 
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n ンボ ー リ、 スト 口 ンボ ー リ」 とどな りながら 甲板 を忙 がしげ に往 つたり 來 たりして 居た。 故國 

に 近づく、 レの與 奮 を 抑へ 切れない やうに、 或は また 此 C 「地中海の 燈臺」 と 云 はれる 4< 山 を 出来 

--ラ ブル  ァク 

る だけ 多く Q 旅客に 見せ 度い と 思って 居る かの やうに、 最後から 二番目 0 綴 音 一 ホ. I」 に い^ 

ll^i: をつ けて 乂 幾度 か 「スト 口 ンボ ー リ、 スト 口 ンボ ー リ， 一 と 叫んで 居た。 月夜の 海 はす A 第に 波 

が 高くな つて、 船 は 三十 度 近く も搖れ るので、 人々 はもう 大抵. の 毛布に くるまって、 明日 着く 

ナ ボリの 事で も考 へて 居る だら うに。  (大正 九 年 十二 A 、溢 柿) 

八 ナポリと。 ホム ペイ 

五月 二日 

朝 甲板へ 出て 見る と、 もう カプリ Q 島が 見える。 朝日が 厳 壁に 照り映えて 美しい。 やがて ヴュ 

スヴ ィォも 見えて 来た。 遠い 異鄕 から 歸 つて 来た 伊太利 人 等 は、 いそく と 甲板 を 歩き 廻って 行 

手 方 此方 を 指 ざしながら、 あれが ソレント、 あすこが カステラ マレと 口々 に 叫んで 居る。 色 

色の 本で 讀ん だ覺 えの ある、 そして 色々 G 美しい 聯想に 結び付けられた 此 等の 美しい 地名が 一 つ 

1 つ 虽ハ響 を 胸に 傳 へる。 船が 進む につれ て 美しい 自然と 古い 麼史を もった 市街の パ ノラ マが 眼 
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の 前に 押し 擴 げられ るので ある。 子供 時分から 色 刷 石版 畫ゃ 地理 書の 插畫で 見馴れて 居て， そ 

して 東洋の 日本の 片田舍 に 育った 子供の 自分が、 好奇心に みちた 憧憬 0 對象 として、 西洋と いふ 

も 0 を 想像 するとき にいつ も 想 ひ 浮べた 幻像 Q 一  つであった あ Q ヴェ スヴ ィァス が、 今 その 現實 

の 姿 をつ いそこに まのあたり 現 はして 居た。 しかし 思って 居た 程の 煙 は 吐いて 居なかった。 同様 

に畫で 見なれ た 伊太利 松の 笠 を かむ つた やうな のが 丘の 上な どに 並んで 居る 0 もな つかしかった" 

檢疫 がすんで 棧 橋へ つくと、 案内 者が やって 來て しきりに ボム ペイ 見物 をす、 めた。 年取った 

ふとった 案内 者の 顔 は 何 處か佛 蘭 西の 大統領に 似て 居た が" 着て 居る 背廣 は みすぼらし いもので 

あった。 T 氏と ハ 1 ス 氏と 獨逸 大尉 夫妻と 自分と 合せて 五 人の 組 を 作って 此の 老人の 厄介になる 

ことにした。 無蓋の 馬車に ぎし 詰めに 詰め込まれて ナポリの 街 をめ ぐり 歩いた。 

と ある 寺院 へ は ひって 見た。 古びた モザ イツ ク ゃ壁畫 はどうしても 今の 世の ものではなかった „ 

金 光煤爛 た る 祭壇 の 螺塌 Q 灯も數 世紀 前 の 光であった。 壁に 沿うて 交番 小屋の やうな も G がいく 

つかあった、 其 G 中に 隠れた 僧侶が、 格子 越に 訴 へる 信者の 懺悔 を 聞いて 居た。 それ は 主に 若い 

女であった。 此處 でも 罪 を 犯した もの、 方が 善人で、 高德な 僧侶の 方が 惡人 であった。 何となく 

かう いふ 僧侶に 對 する 反感 Q こみ上げて 來 るの を どうす る 事 も 出来な かった。 尼^の 面 會窓 が あ 
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る。 さながら 牢屋 を 想 はせ る やうな 嚴 重な 鐵の 格子に は、 剛く 冷く 尖った 釘が 植ゑ てあつた S 此 

の 格子の 內は、 どうしても 中 世紀の 世界で ある やうな 氣 がした。 

此處を 出て 馬車 は 狭い 勾配の 急な坂 町の 石 道 をガタ /-\ 搖れ ながら 驅 けて 行った。 ハ ー ス氏は 

ベ デカを 片手に 一 人で よく 話して 居た が 大尉 夫妻 は獨逸 軍人の 威嚴を 保って 居る か C やうに 多く 

は默 つて 居た。 1氏と自分もそれ-^ の想に耽ってぉし默って居た。 その -11 土地の人の 眼に は 

定めて 異様であった らうと 思 ふ 吾々 一組 Q 觀 客の 前 を、 美しく よごれた 南歐の 街の 光景が 唯慌た 

だしく 走り 過ぎて 行った。 

停車場へ 着いて ボムべ ィ 行に 乘る C 客車の 横腹に Funiatori と 大きく 書いて あるの を、 行 先 

の驛名 かと 思ったら、 それ は 喫煙車と いふ 事であった。 客車の 中 は 存外 不潔であった。 汽車 は 江 

に 沿うて ヴェ スヴィ ォの麓 を 走って 行った、 麓から 見上げる と 海上から 見た 程 高く は 見えな かつ 

た。 熔岩が 海中へ 流れ込んだ 跡 も 通って 行った。 シャボ テン や 蜜柑の 様な 木 も 見られた。 粗末な 

泥土 塗 の m 舍家も 伊太利と 思 へ ば 面白 か つ た。 古風な 木造 の齒車 Q つい た 粉 磨 車が そ の やうな 家 

の 庭に 轉 がって 居る の も 珍ら しかった。 碧い 海の 彼方に ソレントが 霞んで、 繪 Q やうな 小船が 帆 

を疊ん で 岸に 群れて 居る の も、 みんな それが 伊太利であった。  ト ルレ .* テル . ァヌン チア タ 
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で 汽卓を 下りた。 ァ ンデ ルセ ン の 「卽與 詩人」 を 讀んだ 時に 頭に 刻まれて 居た 色々 の 場面が、 此 

の驛の 名の 響きに 應 じて 强く 新ら しく 蘇つ て來 るので あった。 

馬車が 古い 昔の 町 を通拔 ける と 馬 鈴薯畑 の 中の 大道 を 走って 行った。 處々 に 孤立した 伊太利 松 

と 白く 輝く 家屋 の 壁と は强ぃ 特徵の ある 取合せ であった。 

ホテル- ヅ - ヴ K シ ュ ー ヴと 看板 を かけた 旗亭が 見える。 もう 其 處がボ ム ベ ィの 入口で ある。 

入場料 を拂 つて 關鬥を 入る と、 其 處はニ 千餘年 前の 文化の 化石で、 見渡す 限り 唯 灰白色 をした 低 

い 建物の 死骸で ある。 此の 荒涼な 墓場の 背景に は、 美しい 圓錐 火山が、 優雅な 曲線 を 空に 畫 して 

聳えて 居た。 空に 切れ/ \ な 綿雲の 影が 扇の やうに 遠く 擴 がった 裾野に 蒼い 影 を 動かして 居た。 

過去の 色々 の 年代に 溢れ出し た 熔岩 の 流れの 跡が そ れぐ違 つた 色彩に よって 見分け る 事が 出來 

るので あった。 併し 火山 は 昔の 大虐殺な ど は 夢にも 知らない やうな 平和な 姿 をして、 頂上に 唯 あ 

るかな しの 白い 煙 を 漂 はせ て 居る だけであった。 

狭い 街 は石疊 みに なって、 それに 車の 轍が 深い 溝 をな して 刻みつ けられて あった。 車道が 人道 

に 接する 處に は、 水道の 紛 管が はみ出して 居た。 それが 蒼白く され 鏽 びて、 あがった 鰻 を 思 はせ 

る やうな 無氣 味な 肌 を さらして うねって 居た。 
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富豪の 邸宅の 跡に は 美しい 壁畫が 立派に 保存され て 居た C それに は 狩獵ゃ 魚族 を 主題と した も 

の もあった。 大きな 浴場の 跡 もあった。 多分 温度 を 保つ 爲 であらう、 壁が 二重に なって 居た。 脫 

衣棚が 日本の 洗 湯の それと 似て 居る の も 面白かった。 風呂に 入って は 長椅子に 寢そ べつて、 うま 

い 物 を 食って は 空談に 耽って、 そしてう と ./\ と晝寢 を 貪って 居 た肉愁 的な 昔 の 人の 生活 を 思 ひ 

浮べない 譯には ゆかなかった。 

場 Q 中の 圓ぃ廣 場に は、 綠の 草の 毛氈の 中に 眞 紅の 虞美人草が き亂れ て、 かよわい 花瓣が 

僅な 風に ふるへ て 居た。 よく 見る と 烏 頭の 紫の 花 も ぼつく 交つ て^いて 居た。 此の 死滅した 昔 

の榮 華と 歡樂の 殿堂の 跡に こんな かよわい ものが 生き 殘 つて 居た、 石 や 煉瓦 は。 ほろ， （- になって 

居る のに。 

酒屋の 店の 跡 も 保存され てあつた。 パン屋の 竈の 跡 や、 粉 を こねた おの やうな もの もころ がつ 

て 居た。 娼家の 入口の 軒に は 大きな 石の penis が 壁から 突出て 居た。 大尉 夫人 だけ は此 處で獨 

り 一 行から 別れて 向 ふの 辻で 吾々 を 待ち 合せる やうに 取 計 はれた。 街路の 人道から 入口 へ 踏み込 

むと すぐ 右側に 石 Q ベ ンチの やうな ものが いくつか 並んで 居る だけで、 狹ぃ 使い 暗い 部屋と いふ 

だけであった。 よく 見る と 天井に 近く 壁 を取卷 いてさ まぐ の 壁畫が 描かれて あった。 何十い く 
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つと かの verschiedene  Stellungen を 示した もの だと ハ， 'ス 氏が 說 明して 聞かした。 靑ゃ朱 や 黄 

の 顔料の 色の 美しい 鮮 かさと、 古雅な 素朴な 筆致と は 思 ひの 外の ものであった。 そこに は 少しも 

或る 暗い 恐ろし さがなかった。  . 

少し 喘息 やみら しい 案內 者が No  time,  sirl と 追 ひ 立てる Q で、 フォ ー ラムの 柱の 列 も ュ列館 

の 中 も 落着いて 見る 暇はなかった。 陳列 館に は 一 一千 年 前の 苦悶の 姿 を 其 儘に 止めた 死骸の 化-る も 

あつたが、 それ は悲慘 Q 感じ を强く 動かす には餘 りに 本當の 石に なり 過ぎて 居る やうに 思 はれた。 

それより は 寧ろ、 半ば 黑焦 になった 一 握の 麥 粒の 方が 遙に强 く 人の 心 を 遠い昔の 恐ろしい 現實に 

引き寄せる やうに 思 はれた。 

火山 Q 名 をつ けた 旗亭で 晝飯を 食 つ た。 卓上 に 出て 来た 葡萄酒 の 名 も 矢張り 同じ 名で あ つ た。 

少し はなれた 食卓に 唯一 人 坐って 居る 日本人ら しい 若い 紳士に ハ ー ス 氏が 「アナ タハ 一一 ホン ノカ 

タ デス 力」 と 話しかけ ると Ja! といって 點 頭いて 見せた。 AJ ちらが わざ/. \H 本 語で 話しかけ 

るのに Jal は を かしい と 云って ハ ー ス氏は 私の 耳に つぶやいた C しかし 自分 は 可笑しい と は 思 

へなかった。 それ は 淋しい 旅客の 或る 心 持 を 適切に 語る もの だとし か 思 はれなかった。 名刺 を 貰 

つて 見る とそれ は 某大學 の留學 生で 法 學士の  氏であった。 N 氏の 話に よると 自分の 舊 知の K 氏 
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が 今 丁度 獨 逸から 伊太利 見物の 途上で ナ ボリに 来て 居る との 事であった。 自分 は 逢 ひたかった が 

出帆 前に とても それだけの 時間はなかった。 思 ひも かけぬ 異鄕で 同じ 町に 来 合せながら、 其 儘に 

叉 遠く 別れて 行く の を 侘しく も 亦 面白く も 思 つ た。 

旗亭の 入口に 立って ギタ— を彈く 若者が あった。 其の 曲が、 なんだか ボ ー トセ イドの 小船の 樂 

手 等の や つて 居た のとよ く 似た 心 持 を 浮べ る も のであった。 同じ やうに 切ない 遣瀨 のない やうな 

ものであった。 自分 は 此れ を 聞きながら 窓掛の 外に 輝く 南 園の 日光 を 見詰めて 居る 內に、 不思議 

な 透明な 淋し さとい つた やうな ものに 襲 はれた のであった。 

ナポリへ 歸 つて、 ボ ー シ リツ ボの 古城 も 唯 外から 仰いで 見た だけで 船へ 歸 ると、 色々 の 物賫が 

來て 居た。 古めかしい 油 鎗の額 や、 カメオ や 七寶の 装飾品な どが 眼に ついた。 雙 眼鏡の 四十 志と 

いふの を T 氏が 十 志に つけたら 負けて よこした。 …… 五 時 出帆。 少し 波が 出て 船が 搖れ た。 

(大正 十 年 二月、 sia 怖) 

九 ゲ ノア から ミ ラ ノ 

五月 三日 
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朝乇 ン トク リストの 島 を 見て 通った。 が 潮 を 吹いて 居た。 地中海に 鯨が 居て はいけ ない 理由 

はないだ らうが 何だか 意外な 感じが した。 晝 過から 前方に 陸が 見え 出し 五 時 頃に いよく ゲ ノア 

に 着いた。 

三十 五日 間 世話になった 船員に それ - ト リンク ゲルト を 渡さなければ ならない のに、 丁度 食 

事 時で ボ ー ィ等は 皆 貪 堂へ 出て 居る 0 で 工合が 悪くて 少し 氣を 揉んだ。 狹ぃ 廊下で 待ち伏せして 

一 人々 々渡す のに 骨が折れた。 彼等 は 其れ を かくしに ねぢ 込みながら、 カイゼル 髭の 立派な 顔 を 

しゃくって (aiickliche  lleise  ！ など 上 おった。 

ハ， 1 ス氏 は、 a:.^ 利 C 人足 はする くて、 うっかりして 居る と 荷物なん かさら はれる からと 云つ 

て、 先に 棧 橋へ 下りた 自分 等に 見張 番をさせて 置い. て 船から 澤 山の カバン や 行李 を 下させた。 稅 

關 の撿査 は簡單 に濟ん だ。 自分が ベ ンク 氏から 借りて 持って来た 海 圖の卷 物 を、 何 だと 聞かれた 

から、 い-加 滅の 伊太利 語で カル タマリ ー ナと 答へ たら、 解ったら しかった。  . 

ホテル . 口 マイヤ ー ルと いふの、 馬車で ハ ー ス 氏の 親子 三人と 一緒に 宿へ 着いた。 ハ ー ス 氏が 

安い 部屋 をと かけ 合って くれて、 N?  65 とい ふ 三階の 部屋へ は ひる。 餘り 愉快な 部屋で はない。 

窓から 見下す と 其 處は屮 庭で、 井戶 をの ぞく やうな 氣 がする。 下水 傍に 汚い 木戶 があって、 そ 
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れに 葡萄ら しい ものが からんで 居る。 犬が 一 匹う ろくして 居る。 片隅に は繩を 張って、 つぎは 

ぎ 0 洗？ 欲 物が 干して ある。 表 Q 町の 方で ギタ， I にあ はせ て 歌って 居る 聲も 此の 井戸の 底から 聞え 

て 来た。 遠くの 空の 方から は寺踪 Q 鐘の 旋律 も 聞え て 居た。 夕食に は 自分 等の 外に は 大して 客 も 

なかった。 デセ， -ルの 干葡萄 や 干 無 花 栗 や 蜜柑な ど を、 本場 だから 澤山 食へ と 云って ハ， 'ス 氏が 

す 、めた。 r ェンリ ョは 人り ません」 など 取って置きの 日本語 を 出したり した。 

夜 久し振りで 動かない 陸上 Q 寢窒 で寢 ようとす ると、 窓の 外の 例の 中庭の 底の 方から 男女の 罵 

り 合 ふ聲が 聞え て來 て、 それが 妙に 氣 になって 寢 つかれなかった。 殊に 女の 甲高な ヒステリック 

な聲が 中庭の 四方の 壁に 響け て 鳴って 居た。 夫婦喧嘩で もして 居る のか、 それとも 狂人 だか 分ら 

なかった。 

五月 四日 

朝 八 時 四十 分に 立つ ハ I ス氏を 見送って 停車場 迄 行った。 「今日から 吾等 一 一人 は .vvaisg  (み 

なし 子) になる」 と 云ったら、 「早く 伯林へ ついて、 Woise  :Kill-1er  (賢い 子) におな りなさい」 

と 云って 笑った。 

電車で カム ボ サン トへ 行った。 もっと 淋しみ 0 ある 處 かと 思ったら 意外であった。 堅い 感じの 
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する IBS の〕 i£ も 壁 も 一 面に 棺で 張りつ めて あって、 あくどい 大理石 像が うるさい 程 並んで 居た。 

しかし 中庭の 芝地 C 中に 簡單な 十字架の 並んで 居る のは氣 持が よかった。 そこに は 日本で 見る や 

うな 雜 草の 花な どが 咬いて 居た。 

十一 時の 汽車で ミラノ へ 向 ふ。 しばらく は 山が、 つた 地方の 隧道 をい くつ も拔 ける。 到 處の新 

綠と赤 瓦の 家が 如何にも 美しい。 高い 崖の 上の 家に 藤棚ら しい ものが 咬き 亂れて 居る の もあった" 

やがて ロンバルディの 平原へ 出る。 桑畑 かと 思 ふ ものが あり、 又麥畑 もあった。 牧場の やうな 處 

に は 唯 一 面の 綠 草の 中に 處々 群がって 黄色い 草花が 咬 * いて 居る。 小川の 岸に は 楊 や ポプラ- 1 が 並 

んで 綾いて 居た。 草原に 派手な 色の 着物 を 着た 女が 五六 人車 座に 坐って 居て、 汽車の 方へ 乎 巾 を 

ふったり した。 やがて 遠くに アルプス 綾き の 連山の 雪 を 頂いて 居る の も 見え 出した。 と ある 踏切 

の處 では 谏瓦を 積んだ 荷馬車が 木戸の あくの を 待って 居た。 車の 上の 男 は 赤ら 額の 肩幅の 廣ぃ若 

者で のんきら しく 煙管 をく はへ て 居る のも繪 になって nig た。 魚網 を 肩へ かけ、 布袋 を 下げた 素人 

漁夫ら しいの も 見かけた。 河畔の 綠 草の 上で、 紅白の あらい 堅 縞 を 着た 女の 洗濯して 居る の も 美 

しい 色彩であった。 パ ヴィァ から 先に は 水田の やうな ものが あった。 どんな 塞 村で も、 寺の 塔 だ 

け は 高く 聳えて 居る のであった。 
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二 時 頃 ミラノ 着。 ホテル -ヂュ . パル クに 泊る。 子供の 給仕 人が 日本の 切手 を くれと ねだった。 

伽藍 を 見物に 行く。 案內の 爺さん を 三 リラで 雇った が、 早口の 獨逸語 はよ く閜 取れなかった。 夏 

至の 日に 天井の 穴から 日が 差し込む とい ふ 事 だけ はよ く 分った。 ステ インド ダラ ス Q 說 明に は 年 

號ゃ 使徒の 名な どが Q べつに 出て 来たが、 別に 與味を 動かされなかった。 塔の 屋根へ 登って 見下 

すと、 寺の 前の 廣 場の 花壇が 綺麗な 模様に なって 居る 事が よく 分った。 しかし 寺院 はやつ ばり 下 

から 見る もの だと 思 ふ。 

ダヴィ ンチの 像の 近くの 或る 店先に 日本の 水中花 を 並べて あった。 それに は Fiori  magica と 

いふ 札 を 立て チ あった。 宿 近くの 公園 を 散歩す る。 新綠 Q 美し さは 西洋へ 来て 以來 一 番目に つい 

たもので 乂豫想 以上の ものである。 何 かしら 薄紅の 花が 滿 開して 居る。 其處で 子供が ディアボロ 

を 廻して 遊んで ゐた。 

夕飯 はま づく、 米粒 入りの ス I プは鹽 からかった。 夜义ド ー ムの廣 場 迄 行く。  丁度 滿月 であつ 

た。 蒼 すんだ 空に は眞 白な 漣 雲が 流れて、 大理石の 大 伽藍 はしん として ゐた。 其處 等に ある 電燈 

などの ない 方が よさ さう にも 思 はれた。 ド，. 'ム 前の 露店で 繪 葉書 や アルバム を 買った。 賫子は 美 

しい 若い 女で 輕 快な 佛語を 囀って 居た。 (大正 十 年 三： =:、 溢 柳) 
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+ ミ ラ ノ，^ ら： 

五月 五日 

七 時 卄分發 伯林 行の D-Zug に乘 る。 うっかり バ— ゼル 止り の 客 享へ乘 り 込んで 居た が、 車掌 

に 注意され て 慌て \ 伯林 直行のに 乘り換 へた。 

コ モゃ ルガ ノの總 の やうな 湖 も 見られた。 ボ ー トの 上に 力 ンバ ス を蒲鋅 形に 張った のが cn 本の 

屋根 舟より は 寧ろ 文人 畫屮 の 漁 舟 を 3 心 ひ 出させ た。 綺麗な 小 蒸汽が 碧い 水面 に 八の字な りに 長い 

波 を 引いて 滑って 行く  Q もあった。 

牧場の 周 圍に扳 歌の 岩 ±- を 積んだ 低い 石垣 を繞 らし、 出入口に はタ— ン パイクが こしら へて あ 

つた。 日當 りの い、 山腹に は處々 に 葡萄畑が ある。 そして 道端に マドンナ を 祭る らしい 小 祠は何 

となく 地 藏樣ゃ 馬頭 觀世音 Q やうな、 併しもう 少し 人間臭い 優し みのある 趣の ものであった。 西 

洋 でも 此んな も Q が あるかと 思って 頼 母し いやうな M もした。 山腹から 谷 を 見下す と、 綠の 野に 

眞白な 道路が 眞 一文字に 開かれて、 其 側に は 新綠の 並木が 規則正しく 並んで 居る のが、 如何に 

も 整然と 片付いた 感じ を與 へる のであった。 


566 
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壞國 人で、 日本へ 遊びに 行った 歸り だと 云 ふ 童 顏白髮 の 男と 話す。 富士屋 ホテルの 案內記 Q や 

うな 小冊子 を カバンから 出して 見せたり した。 隣席 0 獨 逸人 も 話しかけて、 これから 通過す る鐵 

路のル ー プの說 明 をして くれたり した。 山の 腹の 中で 隨 道が 大きな 輪を畫 いて 居て、 汽車 は 今 這 

入った 穴の 眞 上へ 出て 來る Q である。 T 氏が 特に 與味を もって 根ほり葉ほり 聞いて 居たら、 其の 

ル I プの プ ラ ン を か い た 圖面を くれて よこした。 

段々 山が 險 しくな つて、 峯は秀 げた 岩ば かりにな り、 谷間の 樅 ゃレル へ ン 0 樹も 疎に なり、 懸 

崖の そこ かしこに は 不滅の 雪が 小 氷河に なって 氷った 瀧の やうに 垂れ 下って 居た。 サン ゴタ —ル 

の 隊道を 通って から 食堂車に 這 入る と 間もなく フ 4 ャ ワルド ス テツ タ I 湖に 近付く。 湖畔の 低い 

丘陵の 丸く 滑 かな 半 腹の 草原に は 草花 が^き 亂れ、 處々 に 李 や 林檎ら しい.： E や 薄紅の 花が、 丁度 

粉で も 振り掛けた 様に 見える。 新 綠の鮮 かな 中に 赤 瓦 白壁の 刖莊 らしい 建物が 排置 よく 人り 交つ 

て 居る。 その やうな 平和な 景色の 傍に は 切り立った 懸崖が 物凄い やうな 地層の 雛 を 露出して 睨ん 

で 居たり する。 湖の 對 岸に は 眞黑な 森が 默っ て考へ 込んで 居る。 

ルツ H ルン も 想像の 外に 美しかった。 此處 から 先の 地形が、 何となく 横濱 大船 問の 丘陵 起伏の 

模様と 似通って 居た。 と ある 農家 Q 裏 畑で は、 若い 女が 畑 仕事 をして 居る の を 見つけた。 完全に 
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發 育して 居る 腰から 下に 裾の 廣 がった 袴 を 着けて、 岩 丈な 靴 を はいて 鍬 を 揮って 居る、 下擴 がり 

のスタ ピリ ティ の 好い 姿 は 決して 見惡 くい も Q ではなかった。 此處に 限らす 女の 農作 をして 居る 

の を 途中で いくら も 見かけた が、 派手な 鮮 かなし かし 柔な 着物の 色が いづれ も 周圍の 天然によ く 

調和して 居た。 そして 遠くから 見る と 日に 燒 けた 顏 色が どれ もこれ も 又なん となく 美しく 輝い 

て 見えた。 此邊 Q 風物に 比べ ると 日本の は 唯 灰色 ややに 色ば かりで ある やうな 氣 がした。 

バ I ゼル からい よ/ \獨 逸へ は ひる C である。 やっと 目 ざす 國の國 境 を は ひった 心 持に は、 永 

い 旅から 故 鄕に歸 つた 時の それに 似た も 0 があった。 フォス ゲン ゃシュ ワルツ ワルド を 遠くに 見 

て、 ライン 地方の 低地 を 過ぎて 行く ので ある。 到 處の綠 野に ポプラ や 楊樹の 並木が ある。 日が 暮 

れか、 つて、 平野の 果に 入り か、 つた 夕陽 は 遠い 村の 寺 塔 を 空に 浮き出させた。 淋しい 野道 を 牛 

車に 牧草 を 積んだ 農夫が 唯 一 人 ゆる- (\ 家路へ 歸 つて 行く の を 見た ときには 一 寸輕ぃ 鄕愁を 誘 は 

れた。 力 I ルス ル ー H から はもう すっかり 暗くな つて、 月明り はあった が 景色 は 見えなかった。 

科學を 誇る 國 だけに 鐵路は 滑 かで、 汽車の 動搖ゃ 振動 は 少ない。 唯 大風の やうな 音を立て 上仪 Q 

ラ ィ ン ラ ン ド を 下 つて 行った。 フランクフルトで 十 時に な つ た。 Rrrreisekisser-  ！  Die  seeks  ！ 

と 呼び あるく 賣 子の 聲 が廣大 な 停車場の 弯狀 屋根に 響いて 反射して 居た。 其の r の 喉 音 や 語尾 
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の 自然な 音韻が 紛れ もない 獨 逸の 生 粹の氣 分 を 旅客の 耳に 吹 込む も Q であった。 パ ンと ゆで 玉子 

を 買って 食 ふ。 此處で 大勢 乘り 込んだ 人々 が 自分 等 二人に いろんな 話 をし かける。 I 一 曰 語が よく 分 

らな いと 見て とって 無闇に ゆっくり 一 語々 々を區 切って 話す 老人 もあった が 其爲に 却って 何の 事 

だか 分らなくなる Q であった。 ャ パンで は 男女 混浴 だとい ふが 本當 かな ど \ 聞いたり した。 此の 

いやな 老人 は 間もなく 下車す る。 取って 代って 派手な 制服 を 着た 男が 日本に 對 する 御世 辭の やう 

な 事 をい ふから、 此方で も答禮 として 獨 逸の 科學の 優れて 居る 點を 擧げて やった。 服装で 軍人 か 

と 思ったら フルダの 市吏員であった。 下りる 時に 握手して、 機會が あったら 遊びに 來 いなど 上石 

つた。 やっと 二人 切りに なった Q で其傣 横にな つて 一寝入り する。 四時 頃 一人 這 入って 来た 客が、 

自分 等が 起 上がらう とする の を、 ビ ッ テビ ッ テと 云って 押し止めて 腰掛の 隅の 方へ 小さくな つて 

腰かけて 居た。 

五月 六日 

眼が さめる と、 もう 夜が 明け はなれて 居た。 自分 等 二人の 疲れた 眠り 足らない 眼の 前に、 最初 

の獨 逸の 朝が E さめて 居た。 ゆるやかに 波 を 打つ 地面に は麥 畑ら しい 斑點ゃ 縞が 見え、 低い 松林 

が 見え、 ポプラの 並木が 見え、 そして 小高い 丘 Q 頂上に は 風車小屋 があって、 その 大きな 羽根が お 


ゆるやかに 廻轉 しながら 朝日に キラ/ \ して 居た。 それ は 自分の 頭の 中で さまぐな 美しい 夢と 

結び付けられて 居る あの 風車であった。 自分 G 心 は 子供の やうに 躍った。 そして 此の 風車が 何 か 

しらい 、事の 前兆で も ある やうな 氣 がする Q であった。 

何時の間にか 汽卓は 煤 ぶ つ た 大都會 の 裏町 を 通って 居た。 そして 大き な數階 の 家の 高 い 窓 に 干 

して ある 洗濯物が 眼に ついたり した。 午前 七 時 三十 五分に ァ ン ハ ルタ I 停車場に 着いた。 H 氏が 

迎 ひに 来て 居て いきなり 握手 をした。 それが 西洋 臭い 事に は 最も 緣の 遠い 地味な H 氏で ある だけ 

に、 妙な 心 持が したが、 これから 自分 等が 入るべき 新しい 變 つた 生活の 最初の 經験 として 無意味 

な 事と は 思 はれなかった。 ド 口 シケを 雇って シ H 1 ネベ ル ヒ 下宿へ 行く 途中で 見た 伯林の 家並 

は、 檎 葉書 や E 眞で 想像した Q に比べて 妙に 鈍い 灰色 をして 居た。 空氣が 何となく 霞んだ やうで、 

日の 光が 眠って 居 る やう で あ つ た。. そして 何となく 淋しく 空虚な 頭の 底に 澱ん で 居た 永 い /^旅 

の疲勞 が、 今にも 流れ出よ うとして 隙間 を 求めて 居た。 (大正 十 年 四 n:、 溢 柿) 
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厄 年 と e 1: C. 


氣分 にも 頭腦の 働きに も 何 Q 變り もない と 思 はれる にも 拘ら. や、 運動が 出来す 仕事 をす る 事 Q 

出来なかった 近頃の 私に は、 朝起きてから 夜寢る 迄の 一 日の 經過は 可也に 永く 感ぜられた。 强ひ 

て 空 虚を充 たさう と す る 自覺的 努力 〇 餘 勢が 却 つて 空虚 その物 を引展 ばす やうに も 思 はれた。 此 

れ に反して 振り返って 見た 月日の 經過は 又 自分ながら 驚く 程に 早い ものに 思 はれた。 空漠な 廣野 

の果を 見る やうに 何！ つ 著しい 目標の ないだ けに、 昨日 歩いて 來た途 と 今日との 境が 付かない。 

たま/ \ 記憶の 眼に 觸れる 小さな 出来事の 森 や 小山 も、 どれと いふ 見分け Q 付かない 唯 一 抹の灰 

色の 波線 を 描いて 居る に過ぎない。 其の 地平線の 彼方に は 活動して 居た 日の n 立った 出来事の 峯 

峯が 透明な 空 氣を通 して 手に 取る やうに 見えた。 

それが 爲に、 最近 C 數 ヶ月 は 思 C 外に 早く 經 つてし まった。 衰へた 身躞を 九十 度の 暑さに 持て 
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餘 したの はつい 數日 前の 事 Q やうに 思 はれ. たのに、 もう 血液の 不充分な 手足の 末端 は、 障子 や 火 

鉢 位で 防ぎ 切れない 寒さに 凍える やうな 冬が 來た。 そして 私の 失意 や 希望 や 意志と は 全く 無關係 

に 歳末と 正月が 近づき やがて 過ぎ去 つた。 さう して 私 は 世俗で 云 ふ 厄年 の 境界線から 外 へ ^み 屮 M 

した 事に なった Q である。 

日本で は 昔から 四十 歳になる と、 すぐに 老人の 仲間に は 入れられない 迄 も、 少 くも 老人の 候補 

者 位に は數 へられた もの 、やうで ある。 併し 自分 はさう 思はなかった。 四十が 來ても 四十 一 が來 

て も 別に 心 持の 若々 しさ を 失 はない のみなら す 肉體の 方で も 此れと 云つ て褰 類の 兆候ら しい も 0 

は 認めない つもりで 居た。 それでも 或る 若い 人達の 圑體の 中で は 自分 等の 仲間 は 中老 連な ど k 名 

けられて 居た。 

餘り 鏡と いふ もの を 見る 機會 のない 私 は、 或 朝 偶然 緣 側の 日向に 誰れ か はふり 出して あった 

手鏡 を 弄んで 居る 屮に、 私の 額の 邊に 銀色に 光る 數 本の 白 髮を發 見した。 十 年 程 前に 或る人から 

私 Q 頭の 頂上に 毛の 薄くな つた 事 を 注意され て、 いまに 禿げる だら うと、 豫 言され た 事が あるが、 

どうした Q か 未だ 禿 頭と 名の 付く 程に は 進行し ない。 禿 頭 は 父親から 男の子に 遣傳 する 性質 だと 

いふ 說が あるが、 それが 若し 本當 だとす ると、 私の 父 は 七十 七 歳 迄 完全に 蔽 はれた 顏頂を 有って 
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居た から、 私 も 當分は 禿げる 見込が 少ぃ かも 知れない。 併し 其の 代りに 何時の間にか 白髮が 生え 

て 居た。 

それから 後に 氣を 付けて 見る と 同年輩の 友人 Q 屮の 誰れ 彼れ の 額 や こめかみ にも、 三尺 以上 距 

れて 居て もよ く 見 え る 程 の 白 髮を發 見した。 未だ 自分 等より は， f つ と 若 い 人で 自分より 多く の 由 

髮の 所有者 もあった。 或 時 適"、 逢った， 同窓と 對 話して 居た 時に、 其の 人の 背後の 窓から 來る强 い 

光線が 頭髮に 映って 居る の を 注意して 見る と、 漆黑な 色の 上に 浮ぶ 紫色の 表面 色が 或る ァ 一一 リン 

染料 を 思 ひ 出させた りした。 

叉 或 曰 私の 先輩の 一人が 老眼鏡 を かけた 見馴れぬ 顔に 出會 した。 そして 試に 其の 眼鏡 を 借りて 

掛けて 見る と、 眼界が 急に 明るくなる やうで 何となく 爽やかな 心 持が した。 しばらく かけて 居て 

外す と、 眼の 前に 蜘蛛の 絲 でも ある やうな 氣 がして、 思 はす 眼の 上 を 指先で こすって 見た。 それ 

から 氣が 付いて 考 へて 見る と、 近頃 少し 細かい 字 を 見る 時には、 不知 不識眼 を 細く する やうな 習 

慣が 生じて 居る のであった C 

去年の 夏 子供が 緣 日で 松蟲を 買って 來た。 そして 緣 側の 軒端に 吊して 置いた。 宵の 內には 鈴 を 

振る やうな 音が よく 聞 こ えたが、 しかし どうかす ると 其の 音が 丸で 反對の 方向から 聞こえる やう 
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に 思 はれた。 不思議 だと 3 心って 懐中時計の 昔で 左右の 耳の 聽カ を試驗 して 見る と、 左の 耳が 扳動 

數の 多い 音波に 對 して 著しく 鈍感に なって 居る 事が 分った C のみなら. ゃ雨戶 をし めて 後に 寢床 へ 

は ひると チ ンチ a リン Q 聲が 聞こえなかった。 すぐ 横にね て 居る 子供に はよ く 聞こえて るのに。 

私 Q 方で は 年齢 の 事な ど は 構 はないで 居ても、 年齢 の 方で は 私 を 構 は ないで 置かない の だら う。 

兎も角も 白髮と 視力 聽 力の 衰兆と 此れ だけの 實證 はどうす る 事 も 出来ない。 此れ だけの 通行 券 を 

握って 私 は 初老の 關所を 通過した。 そしてす ぐ 眼の 前に ある 厄年の 坂 を 越えなければ ならな かつ 

た。 • 

M 年と いふ もの は 何時の 世から 稱へ 出した 事 か 私 は 知らない。 どうい ふ 根據に 依った も かも 

分らない。 多分 は 多くの 同種類 0 云ひ傳 へと 同様に、 時と 場所との 限られた 範圍內 での 經驗 的資 

料と 或る 形而上 的の 思想との 結合から 生れた ものに 過ぎない だら う。 例へ ば 一 一 百 十 n: に 齢 風を聯 

想 させた やうな もの かも 知れない。 尤も 二百十日 や 八朔の 前後に 亙る 季節に、 南洋 方面から 米る 

跪 風が 一 旦 北西に 向って 後に 抛物線 形の 線路 を 取って 日本 を 通過す る 機 含の 比較的 多 いのは 科畢 

的 C 事實 である。 さう いふ 季節の 目標と して 見れば 二百十日 も 意味の ない 事 はない、 併し 厄年の 

方 は 果して それだけ Q 意味 さ へ ある も Q だら うか。 
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科學的 知識 G 進歩した 結 として、 科學的 根據の 明で ない 云 ひ傳へ は大漑 他の 宗教 的 迷信と 同 

格に 取扱 はれて、 少 くも 本當の 意味での 知識 的 階級の 人から は 斥けられて しま. つた。 勿論 今でも 

未開 時代 其 儘の 模範的な 迷信が 到 處に行 はれて、 それが 俗に 所謂 知識階級の 或る 一 部 迄 蔓延して 

居る 事 は事實 であるが、 それと は 少し 趣 を 異にした 事柄で、 科學 的に 験證 され 得る 可能性 を 具へ 

た 命題 迄が、 一 からげ にして 掃き 捨てられ たとい ふ 恐れ はない もの だら うか。 その やうに して 塵 

塚に 埋れ た眞珠 はないだら うか。 

根據 の 無 い 事 を 肯定す る の が 迷信なら ば、 否定す ベ き 反證の 明で ない 命題 を Kn 定す るの は、 少 

くも 輕卒 と は 云 はれよう。 分ら ぬ 事と して 竿の 先に 吊して 置く の は愼重 では あらう が 忠實 と は 云 

はれまい。 例へば 厄年の 如き ものが 全く 無意味な 命題で あるか、 或は 意味の 付け 方に よって は 多 

少の 意味 Q 付けられる もので は あるまい か。 

此 C やうな 疑問 を 抱いて 私 は 手近な 書物から 人間の 各 年齢に 於け る 死亡率の 曲線 を 捜し出して 

見た。 凡て Q 有限な 統計的 材料に 免れ 難い 偶然 的の 偏 倚の 爲に 曲線 は 例 Q やうに 不規則な 脈動 的 

な 波 を 描いて 居る。 併し 不幸に して 特に 四十 一 一歳 前後に 跨がった 著しい 突起 を 見出す こと は 出来 

なかった。 此れ だけから 見る と少 くも 其 0 曲線 Q 示す 範圍內 では、 四十 二 歳に 於け る 死亡 C 確率 
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が 特別に 多く はない とい ふ 漠然とし た 結論が 得ら れさ うに 見える。 

しかし 統計 程 確な もの はない が、 乂 「統計 程^ をつ くもの はない」 とい ふ 事は爭 はれない パラ 

ドッ クス である。 上の 曲線 は 確に 一 つの 事實を 示す が、 此れ は必 しも 厄年の 無意味 を斷定 する 證 

1^ に はならない。 

科學 者が 自然現象の 週期 を發 見しょう として 被與 材料 を 統計的に 調査す る 時に、 或る 短い 期間 

について は 著しい 週期 を 得る に拘ら す、 餘り 期間 を 長く 採る とそれ が 消失す る やうな 事が 往々 あ 

る。 その やうな 場合に、 短期の 材料から 得た 週期が 單に 偶然 的の ものである 場合 も あるが、 又 さ 

うでない 場合が ある。 或る 期間 だけ 繼繽 する 週期 的 現象の 群が 濫發 的に 錯綜して 起る 時が さう で 

ある。 

此れ は 唯一 つ Q 類例に 過ぎない が、 厄年の 場合で も 材料 G 選み 方に よって は 或は 意外な 結果に 

到着す る 事がない もの だら うか。 例へば 時代 や、 季節 や、 人間の 階級 や、 死因 や、 さう いふ 標識 

に從 つて 類別 すれば 現 はれ 得べき 曲線 上 Q 隆起が、 各 類に よって 位置 を 異にした りする 爲に、 凡 

て を 重ね 合す ことによって 消失す るので は あるまい か。 

此の やうな i:^ 想に 耽って 見た が、 結局 は 統計 學 者に でも 相談す る 外はなかった。 しかし そんな 
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想に 耳 を 傾けて くれる 學 者が 手近に あるかな いか 見當が 付かなかった。 

それ は 鬼に 角と して 最近に 私の 少數な 十に 足りな い 同窓 の 屮 で 三人 迄、 僅か の 期間に 相次いで 

亡くなった。 いづれ も 四 十一 一 を 中心とする 厄年の 範圍に 含まれ 得べき 有爲な 年齢に 病の 爲に 到れ 

てし まった。 

生死と いふ ことが 單に 銅貨 を 投げ て 裏が 出る か 表が 出る かとい ふやう な 簡單な こ と で あ れば、 

三遍續 けて 裏が 出る の も、 三遍っ いて 表が 出る の も、 少しも 不思議な 事で はない。 もう 少し 複 

雑な 場合で も、 全く 偶然な 暗合で 特殊な 事怦 が續發 して、 プ a バビリ ティの 方 則 を 知らない 世人 

に 奇異の 念 を 起させたり、 超自然的な 因果 を 想 はせ る 例 はいくら でも ある。 それで 私 は 三人の 同 

窓 の 死 だけから 他の も の、 死の 機會を 推算す る やうな 不合理 を敢 てしょう と は 思 はない。 

さう かと 云って 私 は 又 全く さう いふ 推算の 可能性 を 否定して しま ふだけ の 證據も 持ち 合せない。 

例へば 或る 家庭で、 同じ 疫痢の 爲に 二人の 女の 兒を 引續 いて 失った とする。 そして 死んだ 年齢 

がー 一人 共に 四 歳で 月 迄 も 略 同じで あり、 其 上に 死んだ 時季が 同じ やうに 夏 始めの 或る 月であった 

としたら、 どうで あらう。 此の 場合に は 最早 偶然 或は 超自然的 因果の 境界から 自然 科學 的の 範圍 

に 一 歩 を 踏み込んで 居る やうに 思 はれて 來る。 
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さう いふ 方面から 考 へて 行く と ■  M 時代に 生れて 同様な 趣味 や：：：： 的 を もって、 IM じ學校 生沾を 

果 した 後に、 乂 同じ やうな 雰圍氣 の 中に 働いて 來 たもの が 多少 生理的に も 共通な 點を 具へ て 居て、 

そして 或る 同じ 時期に 死病に 襲 はれる とい ふ 事 は、 全く 偶然 Q 所產 としてし まふ 程に 偶然と も： E 心 

はれない。 

此 Q やうな 種類の 機微な 吻合が 繰り返されて、 そして 其の 事が 誇大 視 された 結 3^ として 所 

謂^ 年の 說が 生れた と 見るべき 理由が 無いでも ない。 

或る 柳 3 下に 何時でも 泥鰌が 居る と は 限らない が、 或る 柳の 下に 泥鱲 0 居り 易い やうな 環境 や 

條 件の 具備して 居る 事 も 亦屢" ある。 さう いふ 意味で 所謂 厄年と いふ ものが 提供す る 環境 や. 件 

を考 へ て 見たら ど うだらう。  ， 

「思考の 節約」 とい ふ 事 を 旗 じる しに 押し立て k 進んで 來た 所謂 精密 科學 は、 自然界に 、ける 

あらゆる 物 並に 其の 變 化と 推移 を連續 的の ものと 見做さう とする 傾向 を 生じた。 そして 襄 の 許 

す 限り は 物質 を { 令： 隙 C ない コンチ 一一 ゥム と兑 做す 事に よって 其 Q 運動 や 變形を 數學的 1. 一 論じろ 事 

が出來 た。 あらゆる 現象 は 出来るだけ 簡單な 數式ゃ 平滑な^ 線に よって 代：；^ され，^ うとした。 其 

の问じ 傾向 は 生物に 關 する 科學の 方面へ も 溶 透して 行った C そして 「n 然は简 を 愛す」 と 云つ 
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たやうな 昔 Q 形而上 的な 考が 未だ 漠然とした 形で 或る 種 Q 科擧 者の 頭の 奥底 Q 何處 かに 生き 殘っ 

て 来た。 

併し さう いふ 方法に よって 進歩して 来た 結 3^ は 却って 其の 方法 自身 を 裏切る 事に な つ た。 物質 

の 不連緩 的 構造 は 最早 假說 の 域を脫 して 、 分子 や 原子、 な ほ 其 上 に 電子 Q 實 在が 動かす 事の 出來 

ないやう になった。 そ Q 上に H ネル ギ ー の 推移に 迄 も 或 る 不速綾 性 を 否む 事が 出來 なくな つ た。 

生物の 進化で も 連續 的な 變異は 否定され て 飛 1^ 的な 變異を 認めなければ ならない やうに なった。 

水 0 流れ や 風の 吹く の を 見ても それ は 決して 簡單な 一 様な 流動でなくて、 必す いくらか 0 律動 

的な 弛 張が ある、 此れと！： じ やうに 生物の 發育 でも 決して 簡單な 一 一次 や 三次の 代數 曲線な どで 表 

は さ れ る やう f  .、： でに ない。 

例 へ ば 3 比蟲 の 生涯 を考 へ て も、 卵から 低級な 幼蟲 に なって それが さなぎ になり 成蟲 になる あの 

著しい 變化 は、 H 比蟲の 生涯に 於け る 目立った 律動の やうな もので は あるまい か。 

人間の 生涯に は、 少 くも 母體 を^れ た 後に 此の やうに 顯 著な 肉 體 的の 變 態が あると は 思 はれな 

.ぃ。 しかし 或る 程度の 不連續 な 生理的 變 化が 或る時 期に 起る 事 もよ く 知れ渡った 事實 である。 蠶 

や 蛇が 外皮 を ぎ抬て るのに 相當す る 程 目立 つ た；^. 見 上 Q 變化は ない にしても、 もっと 內 部の 器 
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官 や-糸 統に行 はれて 居る 變 化が 矢張り 一 種の 律動 的 弛 張 を しないと いふ 證據 はよ もや あるまい と 

思 はれる。 

其の やうな 律動 Q 或る 相が 人 問 肉體の 生理的 危機であって 不安定な 平衡が 些細な 機 緣の爲 に 破 

れる やい なや、 加速 的に 壌滅 の 深淵 に 失墜す る と い ふ機會 に 富んで 居る ので は あるまい か。 

此 Q やうな 六ケ しい 問題 は 私 に は 到底 分り さ う も な い 。 或は 專門 の 學者 にも 分ら な い 程 六 ケ し 

い 事 かも 知れない。 

それにしても 私 は 今 自分の 身體に 起り つ & ある 些細な 變 態の 兆候 を 見て、 內 部の 生理的 機能に 

就いても 或る 著しい 變化 を聯. 想し ないで は 居られない。 それと 同時に 私 〇 心の 方面に も 或る 特刖 

な 狀態を 認め 得る やうな 氣 がする。 それが 肉 體の變 化 C 直接の 影響で あるか、 或は 精神的 變 化が 

外界 Q 刺戟に 誘發 されて それが 或る 程度 迄肉體 に反應 して 居る の だか 分らない。 

年 cla- と 見做されて 居る のは當 人の 病氣ゃ 死と は 限らない。 家庭の 不鮮事 や、 事業の 失欧 や、 

^ として は 當人 に は 何 Q 責任 も な い 災厄 迄 も 含ま れて 居る やう で あ る 。 

街 を 歩 いて 居 る 時に 通り 合せた 荷 卓 の 壓搾 瓦斯 容器が 破裂し て 其爲に 負傷す る と 云 つ たやう な 

災厄が 四十 一 歲 前後に 特別に 多から うと 思 はれる 理由 はお には考 へられない。 併し それ^ 偶然 
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的 で な い 色 々 な 災難 の 源_を 奥 へ /\搜 つ て 行 つた 時に" 意外な 事柄 の繼 起に よ つ て そ れ が 厄年！ ii 

後に 於け る當 人の 精神的 危機と 一 樓の關 係 を もって 居る 事を發 見す る やうな 場合 はない もの だら 

うか" 例へば 其 G 人が 從來續 けて 來た 平静な 生活から 轉 じて、 危險 性を帶 びた 或る 工業に 關 係し 

た當 座に 前述の やうな 災難に 舍 つたと したら どうで あらう。 少 くも 親戚の 老人な どの 中には 此の 

災難 と 厄年 の 轉業 との 1 叫に 或 る se^ 關係 を W 心 ひ 浮べる もの も少 くない だら う。 しかし 此れ は 穴.^ M 

が i 八いて 桶 屋が甚 ぶと いふのと 類似の 離 辯に 過ぎない。 當 面の 問題に は 何の 役に も 立た たい。 

併し 鬼 も 角 も 厄年が 多くの 人の 精神的 危機 であり 易い とい ふ 事 は 可也に 多くの 人 Q 認める 處で 

は あるまい か。 昔の 聖人 は 四十 威に して 惑 はすと 云った さう である。 此れが 儒 敎道德 に 養 はれて 

來た 吾々 の 祖先の 標準と なって 居た。 現代の 人 問が 四十 歲 位で 得た 人生 觀ゃ信 條を何 處迄も 十 年 

一 日 の 如く！： 守して 安心して 居る の が. { 且 いか 惡 いか、 それ 共 死ぬ 迄 も 惑 ひ 悶えて 奏頹 した 軀を荒 

野に 曝す のが 偉大で あるか 愚で あるか、 それ は^ ii; 題と して、 私 は 「四十に して 不惑」 とい ふ 言 

葉の 裏に 四十 は 惑 ひ县ぃ 年齢で あると いふ 隠れた 意味 を 認め 度い。 

1 一十 歲 代の 青年期に 髮氣樓 の やうな 希望の 幻影 を 追 ひながら 脇目 も ふらす に藝 能の 修得に 勉め 

て來た 人々 の 群が、 三十 前後に 實 世界の 闘技場の！^ 內へ追 ひ 込まれ、 そこで 銘々 G とるべき コ ー 
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スゃ 位置が 割り 當 てられる。 競技の 進行す るに 從 つて 自然に 優勝者と 劣敗 者の 二つ の 群が 出來て 

くる C 

優者 の 進歩の 速度 は 始め に は：：： ざまし いやう に：： 十い。 しかし 始め に は 正で あつ た 加速度 は 段 々 

減少して 零に なって 次に は 食になる。 さう して 丁度 四十 歳 近くで 漸近 的に 一 つの 極限に 接近す る 

と问 時に 速度 は 減 返して 零に 近づく。 そこで 其 儘に 自然に 仔せ ておけば どうなる だら う。 たどり 

付いた 漸近線の 水準 を 保って 行かれる だら うか。 此の やうな 疑問の 岐路に 立って 或る人 は 何の 禱 

蹯も なく 一  つの 道 をと る 。そして 爪先 下りの なだらかな 近 を 下へ/ \> とおりて 行く、 或る人 は 何 

處迄も 同じ 高さの 峯傅 ひ に 安易 な 心 を 抱 いて 同 じ 麓 の 景色 を 眺めながら おひが けない 懸崖 や 深淵 

が路を 遮る 事の 可能性な どに 心を騷 がす やうな ことなしに 夜の 宿驛へ 急いで 行く。 併し 少數の 或 

る 人々 は此 0 生涯の 峠に 立って 蒼 ま を 仰ぐ、 そして 無限の； 大 頂に 輝く 太陽 を 握 まう として 懸虔か 

ら 逆さ H に 死の 谷に 墜落す る。 此 等の 不幸な 人々 の內の 極めて 少數な 或る もの だけ は、 微 薛に碎 

けた 殘骸 から 再生す る 事に よつ て、 始めて 得た 翼を虚 {4- に 羽搏きす る。 

劣者の 道の 谷底 の 漸近線 迄 の 部分 は 優者の 道 の 倒影に 似て 居る。 そして 谷 迄 下 りた 人の 多數 

は 其 儘に 麓 Q 平野 を 分けて 行 くだらう し 、少数の 人 は 其處 から 乂 新しい 上り坂に 取りつ き 或は：. 5- 
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に 失脚して 再 び攀上 る 見込の ない 深坑に 落ち るの てあらう が、 其の やうな 岐れ路 が やはり 略 四十 

餘 歳の 厄年 近邊に 在る ので は あるまい か. - 

此の やうな 他愛 もない 事を考 へ ながら 兎も角も 三年に 亙る 厄年 を 過して 来た。 厄年に 入る 前年 

に 私 は 家族の 一人 を 失った が、 其 後に は それ 程 著しい 不幸に は會 はなかった。 尤も 四十 二の 暮か 

ら 自分で 病 氣に摧 つ て 今でも 未だ 全快し ない。 此の 病 氣の爲 に 生じた 色々 な 困難 や 不愉快な 事が 

ないで はなかった が、 併し それ は 厄年で はなくても 不斷に 私に つきまとって 居る ものと 餘 り變ら 

な い 程度 の ものであった。 それで 鬼 も 角 も 生命に 別條が なくて 今 R! 迄 は 過ぎて 來た。 

それで 結局 此れから 私 はどうし たらい ^ の だら う。 

厄年の 峠を越え ようとして 私 は 人並に 過去の 半 生涯 を 振り返って 兒て 居る。 もう 晝 過ぎた 午後 

の 太陽の 光に 照らされた 過去 を 眺めて 居る、 そして 人並に 愧ぢ たり 悔やんだり 惜しんだ りして 居 

る。 「有った 事 は 有った の だ」 と 幾 百 萬 人の 繰返した 言葉 を 更に 繰返して 居る。 

過去と いふ もの は本當 にどう す る 事 も 出來な いも Q だら うか。 
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私の 過去 を 自分 だけ は 知って 居る と 思って 居た が、 それ は" K らしい。 現在 を 知らない 私に 過去 

が 分る 害 はない。 原因が あって 結 架が あると 思って 居た が、 それ も 誤りら しい。 結 茶が 起ら なく 

て 何處に 原因が ある だら う。 重力が あつ て 天 體が蓮 行して 林檎が 落ちる とば かり 思つ て 居た が此 

れは 逆さまであった。 英國の ffl 舍で 或る 一 つの 林檎が 落ちてから 後に 萬 有 引力が 生れた ので あつ 

た。 其の 引力が つい 近頃に なって 獨 逸の 或る 猶太 人の 鉛筆の 先で 新しく 改造され た。 

過去 を 定め る もの は 現在であって、 現在 を 定める ものが 未來 では あるまい か。 

それとも 叉 現在で 未來を 支配す る 事が 出来る もの だら うか。 

此れ は 私に は 分らない、 恐らく 誰れ にも 分らない かも 知れない。 此の分らなぃ問題を解く：^^み 

の 方法と して、 私 は 今一 つの 實驗を 行って 見ようと して 居る。 それに は 私の 過去の 道筋で 拾 ひ 集 

めて 来た あらゆる 寳石ゃ 土塊 や 草花 ゃ昆蟲 や、 假令 それが 蛇蚓 ゃ蛆蟲 であらう とも 一切 G もの を 

「現在の 鍋」 に 打ち込んで 煮詰めて 見ようと 思って 居る。 それに は 古人が 殘 して くれた 色々 な 香 

料 や 試藥も 注いで 見ようと 思って 居る。 其の 鍋 を 火山 Q 火に かけて 一 晚 おいた 後に 一 番鶴が 鳴い 

たら 蓋 をと つ て 見ようと 思つ て 居る。 

蓋 を 取ったら 何が 出る だら う。 恐らく 何も 變 つた 物 は 出ない だら う。 始めに 入れて 置いた だけ 
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の 物が 煮 爛れ 煮 固ま つて 居る に過ぎない だら うとし か 思 はおない。 併し 私 は 其の 鍋 の 底に 溜った 

煎 汁 を 眼 を 瞑って 吞み 干さう と 思 ふ。 さう して 自分の 內 部の 機能に どの やうな 變 化が 起る か を 試 

驗 して 見ようと 思って 居る。 若し 私の 眼 や 手に 何等かの 變 化が 起ったら、 其 Q 新しい 眼と 手で 私 

の 過去 を 見直し 造り 直して 見よう。 そして 其 上に 未来の 足場 を 建て、 見よう。 もし それが 出来た 

ら 一 厄年」 とい ふ もの 、意義が 新しい 光明に 照らされて 私 前に 現 はれ はしまい か。 

かう 思って 私 は 過去の 旅行 カバ ン の 中から 手搜 りに 色々 な もの を 取り出して 並べ て 見て おる。 

先づ 色々 0 書物が 出て 來る、 大概 は 汚れたり 蟲 ばんだり してもう 讀め なくなって 居る。 樣々 な 

祌ゃ佛 G 偶像 も 出て 來る がー つと して 缺け 損じて 居な いのはない。 茶視 色に 變っ たげんげ やばら 

の 花束 や 半分 噙 ひ缺ぃ だ 林檎 も あ つ た。 修擧證 書 や 辭令書 の やうな もの， -朿 ねたの を 投げ出す と 

黴臭 い 塵が 小さな 渦を卷 い て 立ち 昇 つ た。 

定規 Q やうな ものが 一 把 程 あるが それが みんな りくね つて 居る。 升 や 秤の 種類 も あるが 使 へ 

さうな もの は 一 つもない。 鏡が 幾 枚 か あるが それ 等に 映る 萬 象 は みんな ゆがみ 拾れ た 形 を 見せる- 

物差 〇 やうな もので 半分 を 赤く 半分 を 白く 塗り 分けた ものが ある。 私 は 此の 簡單な 物差で 凡て 0 

も Q を 無雜作 に 可否の いづれ かに 決する やうに 敎 へられて 来た のであった。 骨牌 C や う た 札 G 片 


535 


側に は 「自」 反對の 側に は 「他」 と 書いて ある。 赵は 時と 場合と に應 じて 此 C 札の 裏表 を 使 ひ 分 

ける 事を敎 へられた。 

見て 居る S: に 私 は 此の 雜 多な 品物の 殆んど 大部分が 皆 貰 ひも Q や 借り物で ある 事に 氣が 付いた „ 

a 分 Q 手で 作る か、 自分の 勞 力の 正當な 報酬と して 得た もの k 餘 りに 少 いのに 驚いた。 此れ だけ 

Q 食 債 を辨濟 する 事が 生涯に 出來 るか どうか はしい。 併し 幸か不幸か 債權者 の 大部分 はもう 3： 

處に 居る か 分らない。 ー卷 の綺卷 物が 出て 來 たの を 旙 いて 兑て 行く。 始めの 方 はもう ぼろく に 

朽ちて 居る が、 それでも 處々 に 比較的 鮮明な 部分 は ある。 生れて 間 もない 私が 龍 門の 鯉 を 染め 屮 Z 

した 縮 細の 初 着に つ 、まれ、 未だ 若々 しい 母の 腕に 抱かれて 山 王の 祠の 石段 を. 登って 居る 處がぁ 

るかと 思 ふと、 馬丁に 手 を 引か れ て 名 十 2 屋 の 大洲觀 昔 の 廣庭 で 抚 具 を 買 つ て 居る 場面 も ある。 淋 

しい 田 舍の十 ：！ い 家の 臺 所の 板 間 で 、 袖 無 を 着て 寒竹の 子の 皮 をむ いて 居 る かと 思 ふと、 其 次 に は 

遠い 西國の 或る 舉 校の 前の 菓子屋の 二階で、 问鄕^-攀友と人生を論じて居る。 下 谷 Q 或る 町の 金 

貸の 婆さんの 一 一階に 間借りして、 うら 若い 妻と 七輪で 飯 を 焚いて 暮 して 居る 光景の すぐ あとに は- 

幼い 兒と 並んで 生々 しい 土 鰻 頭の 前にぬ かづく 淋しい 後 姿 を 見出す。 ティア ガル テ ン の 冬木立 や * 

オペラの 春の 夜の 人の 群 や、 或は 地球の 北の の 淋しい 港の 埤頭 や、 さう した 北；： 景 C 前に 立つ 佗 
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し氣な 旅客 Q 撸 姿に 自分の 或 日 C 片影 を 見出す。 此 C やう な 切れ-く Q 翁と 繪 をつ なぐ 詞書きが 

なかったら、 此れが 唯一 人の 自分の 事 だと は 自分自身 にさへ 分らない かも 知れない。 

卷 物の 中には 處々 に 眞黑な 墨で 塗りつぶした. i{ が ある。 併し其^！！-にぁるべ き箸の繪は、 實際繒 

に 描いて あ るよ e も 幾 倍 も 明瞭に 墨 Q 下に 透い て 見え る G 

不思議な 事に は卷 物の 初めの 方に 朽ち.  残った^ G き 彩 は^ 0 さめる 程 美しく 保^されて 居る G 

に、 後 C 方になる 程 is の 具の 色 は涵ゃ 3 して、 次第に 鈍い 灰色 AT- 帶 ズ 二」 居る。 

槍卷物 Q 最後に ある 鎗は餘 程 奇妙な ものである。 そこに は 一 つ C 大きな §ナ の 蠅取罎 が ある。 

其 屮に閉 込められた 多數 Q 蠅を 點撿 して 行く と 其屮に 交って 小さな 人間が おる" それが 此の；；^ で 

あ る。 疇から 逃れ出る 穴 を 上 Q 方に のみ 求めて 幾度 か 眼 玉ば かり の 頭 を 子の 壁に 打ち 常て 、 居 

るら しい。 未だ 幸に 器 底 Q 酢 Q 中に 溺れて は 居ない。 自. E な {4! へ 出る のに は 一 度 罎 の 底 をく にら 

なけば ならない とい ふ 事が 蠅 にも 小さな 私に も 分らない と 見える e 尤も 罎を 逃れた としたと ころ 

で、 外界に は 色々 な蝠 打ち ゃ蝤取 蜘蛛が 窺って 居る。 其れ を 逃れた としても 必然に 襲うて 来る 春 

寒の 脅威 は 避け 難 い だ らう- - さう す ると 壜を 出る の も 考へも かも 知れない。 

過去の 旅囊 から 取り出される 品物に は 殆んど 限りがない。 此れ だけの 品數を 一 度に 容れ 得る 
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「鍋」 を 自分 は 持って 居る だら うか。 鍋 は あると した 上で も、 此れ だけの もの を 沸騰 させ？ 一一.： 一つめ 

る だけの 「燃料」 を 自分 は貯 へて ある だら うか。 

此の 點に考 へ 及ぶ と 私 は 少し 心細くなる。 

厄年の 關を 過ぎた 私 は 立 止って こんな 事を考 へて 見た。 併し 結局 何にもなら なかった。 厄年と 

いふ もの、 科舉的 解釋を 得ようと 3-h リ たが 失 欧 した。 主觀 的な 意味 を 求めて たが、 得た もの は 

唯 取り止めの 付かぬ 妄想に 過ぎなかった。 

併し、 誰れ か 厄年の 本當の 意味 を 私に 敎 へて くれる 人 はない もの だら うか。 誰れ か 此の 影の 一お 

くな つた 言葉 を 活かして 「ra 十の 惑」 を 解いて くれる 人 はないだら うか。 

(大正 十 年 四月、 中央 公論) 
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題 六 春 


春 六 題 


曆 Q 上の 季節 はいつ でも 天文 學 者の 計 畫 した 通りに 進行して 行く。 此れ は 地球から 兑た 時に 太 

陽が 天球 Q 何 處に來 て 居る かとい ふ 事 を 意味す る だけの 事で あるから、 太陽系に 何 か 大きな 質量 

の變 化が 起る か、 重力の 方 則が 變ら ない 限り、 豫定の 通り 進行して ゆく 害で ある。 

近頃、 アイ ンシ ユタ インの 研究に よって 二 ュ ー トン 0 カ學 が根抵 から 打ち 壤さ れた、 とい ふや 

うな 話が 世界中で 持て 權 されて 居る。 此れが かう いふ 場合に お定まり である やうに 色々 に 誤解 さ 

れ訛傳 されて 居る。 今にも 太陽系の 平衡が 破れで もす る やうに、 又 林擒が 地面から 天上に 向って 

落下す る 事に でもなる やうに 考 へ る 人 も ありさう である。 そして それが 近代 人の 傳統 破壞を 喜ぶ 

9 

一. 種の、 レ理に 適合す る爲 に、 見當違 ひに 痛快 がられて 居る やうで ある。 しかし 相對 原理が 一般化 5 


されて m 力に 關 する 學 者の 考 がー 變 しても、 林檎 は 矢張り 下へ 落ち、 彼 51^ の屮 B に は 太陽が 卷分 

點に來 る。 此れ だけ は確赏 である。 力 や H ネル ギ ー の 概念が どうな つた 處で、 建统. や 土 水 工事の 

設計 書 に 變更 を 要す る やう な 心 配 は ない。 

了 ィ ン .： ュ タ. 1 ン お- ミ ン コ フ スキ ー の 理論 QUE れた點 と 貴重な 所以 はそんな 安 直な 事で はない 

らしい。 時と 空間に 關 する 五； I 人の 狹ぃ囚 はれた 胡 魔 化しの 考を 改造し、 過去 未來を 通. やる 大千^ 

界の萬 象 を 四： 兀の 座標軸の 內に 整然と 排列し 刻み 込んだ 事で なければ ならない。 夢幻 的な 間に合 

せの 假象を 放： 逸して 永遠な * 在の 中核 を 把握した と 思 はれる 事で なければ ならない。 楔！^ な 因 

の 網： E を 枠に 張つ て 掌 上に 指摘し 得る ものと した 事で なければ ならない。 

此の 新しい 理論 を 完全に 理解す る 事 はさう 容 あな 事で はないだ らう。 アイ ンシュ タインが 自分 

の 今度 書く も Q を 理解す る 人 は 世界 屮 にーダ I スとは あるまい と 云った さう である。 此の 慕が 

又 例によって 見： €逮 ひに 誤解され て、 坊 問に 持て はやされて ゐる。 そして 彼の 理論の 上に 輝く 何 

かしら 神秘的の 光環の やうな もの を 想像して 居る 人 も あるら しい。 

■ 特， 川な 數學的 素 flQ ない 人で も、 此の 理論の 根柢に 横 はる 認識論 上の 立場の 優越 を 認める 事 は 

さ ぅ闲難 と は 3 心 はれない。 却って 寧ろ ； B  く 頭の かたまった "五；；々 赛門舉 者の 方が 始宋が >？：^ いか も 知 
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き 六 春 


れ ない。 此の 場合で も 心の 貧しき 者 は 幸で ある。 

； 般 化された 相 對論は 兎に角と して、 等速 運動に 關 する 所謂 特別 論な どは餘 りに 分りき つた 事 

である 爲に 分りに くいと 云 はれ 得る かも 知れない。 それ は ガリ レ ー 以來、 カ學が 始まって この 方 

誰れ も 考へ つかなかった 程 分り切った 事であった ので ある。 此處で アイ シシュ タインが 出て 來て 

コ 口. ン バ ス の 卵の殻 をつ ぶして デ ス ク G 上に 立てた。 

誰れ にで も 分る も 0 でなければ それ は科舉 ではないだ らう。 

曆の 上の 春と、 氣 候の と は 或 意味で は沒 ー父涉 である。 編 唇 を 司る 人々 は、 例へば 東京に 於け 

る 三月 0 平均 溫 度が 攝氏 何度で あるか を 知らなくても 職務 上 小， しも 差 支 はない。 北半球の 春 は 南 

半球の 秋で ある 事 だけ を考へ て も それ は 分る だら う。 

春と いふ 首 葉が 正當な 意味 を もつ の は、 地球上で も 溫帶の 一部に 限られて 居る。 此れ も 誰れ も 

知って は 居る が、 リア ライ ズ して 居ない 事實 である。 

併し 例へば 東京なら 東京と いふ 定まった 丄地 では、 一 . 平 中 C 氣 候の 變 化に は，： W ら きまった 平均 
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の 徑路が ある。 其れが 週期 的 乃至 非 週期 的の 異同の 波に よって 歳々 の 不同 を 示す。 

此 Q 平均 溫 度と 云 ふ も のが 往々 誤解 さ れるも ので ある。 どうかす る と 其 月に そ Q 溫度 Q 日が 最 

も 多い とい ふ 意味 に 思 ひち が. へられ る ので ある。 しかし 實際は 月の 內で其 月の 平均 溫度 を 示して 

居た 時間 は 極めて 稀で ある。 

それと 事柄 は^だが、 所謂 與論と か 衆議の 結 rai- とい ふやうな ものが 實 際に 多数の 意見 を 代表す 

るか どうか 疑 はしい 場合が 甚だ 多い やうに 思 ふ。 それから、 又 志士 ゃ學 者が 云って 居る やうな 

「民衆」 とい ふやうな 人間 は搜 して 見る と 存外 容易に 見付からない。 餓に 泣いて 居る 害の 細民が 

どうかす る と 初 鰹 魚 を 食 つ て 太平 樂を並 ベ て 居たり、 緣 日で 分 g 栽 を ひやかして 居る。 

此 れも刖 の 事で ある が 流行 或は 最新 流行と い ふ 衣裳 や 粧飾品 は 寧ろ 極め て 少數の 人し か 着けて 

居ない 事 を 意味す る。 此れ も考 へて 見る と 妙な 事で ある。 新しい 思想 ゃ擧說 でも、 それが 多少 廣 

く f 間に 行き渡る 頃に. はもう 「流行」 はしない 事になる。  • 

春が 來 ると 自然の 生物界が 急に 賑か になる。 いろいろの 花が.^ いたり 色々 の蟲の 卵が 孵化す る。 
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題 人-春 


氣候學 者 はかう い ふ 現象の 起つ た 時日 を 歳々 に 記錄し て 居る。 その やうな 記錄は 農業 其 他に 參考 

になる。 

例 へ ば 或る 庭の 或る 櫻の 開花す る 日 を 調べ て 兌る と、 勿論 特別な 歲も あるが 大概 は t5 でな 四 五 H 

位の 範圍 にある G が 通例で ある。 此れ は 何でもない やうで 隨分不 3 心議な 事で ある。 開花 當 時の 

氣溫を 調べて 見ても 必 しも 一 定 して 居ない。 無論 その 間際 G 數 日の 氣溫の 高 使 は 可也の 影響 を も 

つに は 相違ない が、 それにしても 此の 現象 を 決定す る 因子 は 其の 瞬間の 氣象 要素の みではなくて- 

遠く 遡れば、 水い 冬 Q 問から 初春 へ かけて、 ； a 活動の 巾 止して 居る やうに 見える 植物の 內 部に 行 

はれて 居た 變 化の 積算した も Q が發 現す る ものと 考 へられる。 

そこへ 行く と 人 問な ど はだら しのない ものである。 仕事が 忙しかったり、 つい 病氣 したりして 

居る と、 いつの 間に か 柳が 芽 を 吹いたり、 樱の 苦の 膨らむ の を 知らないで 居て、 急に 氣が 付いて 

驚く 事が ある。 

うっかりして 居る 間に 學年 試驗が 眼の 前に 來て 居たり、 借金の 返濟 期限が 差し迫つ て 居たり す 

る 0 

眠つ て as る やうな 植物 Q 細胞 Q 內 部に、 ひそかに 併し 確赏に 進行して 居る 春の 準備 を考 へ ると 
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何だか 恐ろしい やうな 氣も する。 

植物が 生物で ある 事 は 誰れ でも 知って 居る。 しかし それが 「いきもの」 である 事 は 通例 誰れ で 

も 忘れて 居る。 

或 日 私 は 活動 寫眞 で、 菊の 生長の 狀況を 見せられた 事が ある。 先 づ映畫 に 現 はれた の は 一 つの 

小さな 植木鉢であった。 其の 眞屮 Q 土が 妙に 動く と 思って 居る と、 すうと 雙 葉が 出て 來た。 それ 

が 見る 間に 大きくな り、 其の 中心から 新しい 芽が 泉の 湧く やうに わき 上り 延び 上った。 延びる に 

隨 つて 楚の 周圍に 簇生した". i は 上下 左右に 奇妙な 運動 をして 居る。 それ は 恰も 自意識の ある 動物 

が、 吾々 に は 不可知な 或る 感情 を 表 はす 爲に 藻搔 いて 居る やうに も 思 はれ、 或は 叉充實 した 生命 

の歡 喜に 躍って 居る やうに も 思 はれた。 やがて 莖の 頂上に むくむ くと 一 つ Q 團塊が 盛り 上った と 

思 ふと 瞬く間に 其 頭が ばらばらに 破れて 數十 Q 花瓣が 花火の やうに 放散した。 そして 絶大な 努力 

を 仕遂げて 喘いで ぐ も 居る やうに 波打って 居た。 そこで 惜しい 處 で映畫 はふつ と 消滅して しまつ 

た。 
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春 


私 は 何だか 恐ろしい もの を 見た やうな 氣 がした。 つまらない 草花が みんな 「いきもの」 だとい 

ふ 事 を これ 程 明白に 見せつ けられた の は 初めて、. -あ つた。 

日常 見馴れた 現象 を 唯 時？ 10 尺度 を變へ て 見せられ ただけ- 0 事で ある。 時の 長短と いふ 事 は 勿 

論相對 的な 意味し かない。 ^蝣の 生涯 も 永劫で あり 國， の 應史も 刹那 0 現象で あると すれば、 ど 

うして 私 は 此の 活動 映畫 からこん なパ ： 強 い 衝動 を感 じた G た ら う 。 

吾々 が もって 居る 生理的の 「時」 0 尺度 は、 其實は 物の 變 化の 「速度」 の 尺度で ある。 萬 象が 

停止 すれば 時の 經過は 無意味 である。 「時」 が 問題になる 處には 其 處に變 化が 問題になる ，匹；： 几 世 

界の 一 つの 軸と しての み 時 1? は 存在す る。 

處が 此の 生理的の 速度計 は 極めて 感じの 惡 いもので ある。 或 度 以下の 速度で 行 はれる 變 化は變 

化と して 認める 事が 出來 ない。 此れ は乂 吾人が 尚々 の 印象 を 把持す る 記憶の 能力の 薄弱な 爲 とも 

云 はれよう、 し 

忘却と い ふ 事が なか つ たら 記憶と い ふ審は 成立たない と 心理 學者は 云 ふ。 忘却と いふ ものが な 

かったら 生きて 居られな いと 詩人 は 叫ぶ。 

もし 記， 憶の 赛退 率が どうにか なつ て、 時の 尺度が 狂つ た爲に 植物の 生長 や 運動が 私の 見た 活動 
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寫眞の やうに 見え 出したら どうで あらう。 卷先 きの 植物界 は どんなに 恐ろしく 物 狂 はしい もので ％ 

あらう。 考へ ただけ でも 氣が違 ひさう である。 r 靑ぃ 鳥」 の 森の 場面 位の 事で は あるまい。 

近年 に 年を取 つたせ ゐか 毎年 春の 来る の が 待 遠し くな つ た。 何よりも 氣溫の 高くなる の が、 

有難い ので ある。 併し 一 體には 年中の 時候のう ちで は 春 は餘り 自分の 性に 合 はない 方で ある。 何 

故 かと 云へば 第一 胃が .：i5i^  くなる、 頭が 重くなる。 かう いふ 5i で 同様な 人 は隨分 多い らしい。 それ 

よりも 一番 厭な 事 は 春が 來 ると 此の 自分が 「悪人」 になる からで ある。  . 

冬の 間 は身體 中の 乏しい 血液が 身 體の內 部の 方へ 集合して 居る やうな 氣 がする。 それで 手足の 

指 等 は 自分の からだの 一 部と は 思 ばれない やうに 冷え 凍えて こちこちして 居る 代りに 頭の 巾な ど 

は 好い加減に 溫 いものが 好い 程度に 充赏し て 居る やうな 氣 がして 居る。 處が樱 が く 時分に な る 

と 此の 血液が 身體 郭と末 描 0 万 へ 出拂 つてし まって、 急に 頭の 中が 萎縮し てし まふ やうな 氣 

が す る 。 實際腦 の 灰.， H 質 を 養 ふ血营 Q 中の 壓 力が どれ だけ 減る のか 或は 增す C か 分らない が、 鬼 

も 角 も そんな 氣 がす る。 さう して 何となく 穴」 虚と 倦ム 〔宁ゲ 一 感じる と 時に 妙な 精神 不.： 文が 頭を擡 


げて來 る。 何だか 仕なくて はならない 耍件を 打抬て 、でも ある やうな 心 持が 始終に 附き 纏って 居 

る。 それが 少し ひどくな つて 來 ると、 自分が 何 かしら もっと 積極的な 惡事を 犯して 居て、 今にも 

其の 應報を 受けるべき 時節が 到來 しさうな 心 持になる。 此れが もう 一 歩 進む と 立派な 精神病に な 

るの だが 幸に 其處 迄に はならない。 さう して かう いふ 時 は 一 寸 風呂に でも は ひって 來 ると 全く 生 

れ變っ たやう に 常態に 復す る。 

此 Q やうな 變化 がどうして 起る か は 分らない が、 一 桥 直接な 原因 は 矢張り 血液の 循環の 模様が 

變 つた 爲に腦 の 物質に どうにか 反應 する 點 にある と 素人 考 へに 考 へて 居る。 その どうにかに 一番 

の 問題で ある。 . 

物質と 生命の 間に 橋の か X る の は 未だ 何時の 事 か 分らない。 生物 舉者ゃ 遣傅舉 者 は 生命 を 切り 

碎 いて 細胞の 屮へ追 ひ 込んだ。 そして 更に 其の 屮に 踏み込んで 染色 體の內 部に 親と 子の 生命の 連 

鎮を つかまう として 骨 を 折 つて 居る。 物 理擧者 や 化 舉者は 物質 を 磨り 碎 いて 原子の 內 部に 運轉す 

る 電子の 系統 を 探って 居る。 さう して 同一 物質の 原子の 中に ある 或る 「箇 性」 の 胚子 を 認めん と 

f して 居る もの も ある。 化學 的の 分析と 合成 は 次第に 精微を 極めて 驚く ベ き 複雜な 分子 や 膠質 粒が 

試驗营 の 中で 自由に されて 居る。 最も 複^な 分子 と 細胞 2： 0 微 粒と の 距離 は だ 近 さ うに 兌え る- 
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併し 其の 距離 は 全く 吾人 現在 Q 知識で 想像し 得られな いも G である。 山の 雨 側から 掘って 行く 隧 

道が 段々 互に 近づいて 最後の 鶴嘴の 一 擊でぼ こりと 相 通す る やうな 日が 何時 來 るか 全く 見當 がつ 

かない。 或は さう いふ 日は來 ないか も 知れない。 併し 科學 者の 多く は それ を E あてに 不 休の 努力 

を鑌 けて 居る。 若し それが 成效 して 生命の 物理的 說 明が 付いたら どうで あらう。 

科學 とい ふ もの を 知らす に 毛 嫌 ひする 人 はさう いふ 曰 を^ ふか も 知れない。 併し 生命の 不思議 

が 本 當に味 はれ るの は 其 日からで あ ら う。 生命 の 物理的 說明 と は 生命 を 抹殺す る 事ではなくて、 

逆に 「物質の 屮 に瀰漫 する 生命」 を發 見す る 事で なければ たらない。 

物質と 生命 を 唯 そ のま、 に 祭壇 の 上に 並べ 飾 つ て 讚美す るの もい、 かも 知れない。 それ は 丁度 

人生の 表層に 浮上った 現象 を 其傣に 遠くから 眺めて 甘く 美しい 。マン スに醉 はう とする やうな も 

〇 である。 

此れから 先 の 多く G 人間が それに 滿 足が出 来る も ，の で あらう か。 

私 は 生命 の 物質的 說 明と い ふ 事 か ら本當 の 宗敎 も本當 の 藝術も 生 れ て來 なければ ならない やう 

な氣 がす る。 木當 の 神秘 を兑 付け るに は あらゆる 贋物 を 破棄し なくて はならない とい ふ氣 がする" 
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題六眷 


六 

日本の 春 は 太平洋から 來る。 

或 日 二階の 緣 側に 立って 南から 西の { 仝： に 浮ぶ 雲 を 眺めて 居た。 上層の 風 は 西から 東へ 流れて 居 

るら しく、 其れが 地形の 影響 を 受けて 上方に 吹き あがる 處には 雲が 出来て 其處に 固定し へ ばり 付 

いて 居る らしかった。 磁石と コ ム。 ハ スで此 等の 雲の 大凡の 方角と 高度 を 測って、 そして 雲の 高さ 

を 假定し て 算出した そ 0 位置 を 地圖の 上に 當 つて 見る と、 西 は EE 武信嶽 か ら富士 箱 根 や 伊豆 の 連 

山の 上に か \ つた 雲 を 一 つく 指摘す る 事が 出來 た。 箱 根の 峠を越した 後 W び 丹澤山 大山の 影響 

で 吹 上がる 風 は 鼠色の 厚味 Q ある 雲 を 醸して それが 旗の やうに 斜に 靡いて 居た。 南の 方に は相模 

牛 島 か ら 房總 半島 の 山々 の 影響 も それと 認められる 様に 思った。 

.: 咼 層の 風が 空中に 描き出した 關 東の 地形， M を 裏から 見上げ る Q は不 3 心議な 見物で あつ た。 其の 

雲の 國に 祖徠 する 天人の 生活 を箩 想しながら、 なほ 遙 かな 南の 地平線 を 眺めた 時に 私の 阪は豫 想 

しな か つ た 或 物に ぶっかつ た" 

それ は遙か な/ >\ 太平洋の 上に 蔽っ て 居る 積 3 の 堤で あつ た。 典型的な もく と 盛り 上つ た 
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圓 い 頭 を 並べ て 隙 ii も なく 並び 立って 居た。 都會 の 上に 擴 がる 濁つ た 空氣を 透し て 見 る の で そ れ 

が 妙な 赤茶け： た溫 い 色 をして 居た。 それ はもう どうして も 冬 の 雲 で は なく て、 卷か ら夏 の 空 を 飾 

るべき ものであった。 

む 日 かげ は 未だ 霜柱に 閉 ぢられ て、 隣の 栗の 樹の 梢に は 灰色の 寒い 風が 搖れて 居る のに 南の 

沖 の 彼方から はもう 桃色 の 春の 雲が こ つ そり 頭 を 出して の ぞ いて 居る Q で あ つ た。 

こんな 事 を 始めて 氣 付いて 驚いて 居る 私の 鼻の 先に 突き出た 楓 Q 小枝の 一 つ，— の 尖端に は、 

ルビ— ゃガ ー ネッ 卜の やうに 輝く 新芽が もう 大分 芽ら しい 形 をして ふくらんで 居た。 

(大正 十 年 四》:、 新 文 學). .. 
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Sn と蟲簑 


簑 蟲 と 蜘 蛛 


1 一階の 緣 側の 砲 子戶 のす ぐ 前に 大きな 楓が空 一 杯に 枝 を 擴げて 居る。 其 枝に 澤山 な簑蟲 が ぶら 

下って 居る。 

去年の 夏 中 は 此の 蟲が 盛に 活動して 居た。 いつも 午 頃になる と 這 ひ 出して、 小枝の 先の 靑葉を 

たぐり 寄せて は 喰って 居た。 身體の 割に 旺盛な 彼等の 食慾 は、 多數の 小枝 を 坊主に してし まふ ま 

では 滿 足されなかった。 紅 紫が 美しくなる 頃に は、 もう 活動 はしなかった やうで ある。 に 角 私 

は 日々 に變 つて 行く. 葉の 色彩に 注意 を 奪 はれて、 しばらく 蓑蟲の 存在な ど は 忘れて 居た C 

併し 紅葉が 干から び 縮れて やがて 散 つ て 仕舞 ふ と、 裸 に な つ た 梢に ぶら 下つ て 居る 多數の 簑蟲 

力 急に 服 立って 來た。 大きい の や 小さい の や、 長い 小枝 を 杖の やうに さげた の や、 枯葉 を 一枚 肩 

に 羽 線った の や、 いろ/、 さまぐ の 恰好 をした のが、 明るい. 穴； 1- に對 して 黑く 浮き出して 見えた。 S. 


それが 其：： n々 々 の 風に 吹かれて ゆらいで 居た。 

かよわい 絲で 吊されて 居る やうに 見える が、 如何なる 木枯 にも 決して 吹き 落されない 程、 しつ 

かり 取り付いて 居る のであった。 緣 側から 箒の 先な どで はね 落さう としたが、 そんな 事で は屮々 

落ちさう もなかった。 

自分 は 冬 屮 此の 死んで 居る か 生きて 居る かも 分らない 蟲の外 殼の鈴 成りに なって 居る の を 眺め 

て暮 して 來た。 そ し て E 分 自身 の 生活が なんだか 此の 蟲の によく 似て る やうな 斌の する 時 も あ 

つた。 

春が やって来た。 今迄 灰色 や 土色 をして 居た あらゆる 落葉樹の 梢に は 何時と なしに。 ほうつ と 赤 

味が さして 來た C 鼻の さきの 例の 楓の 小枝の 尖端 も 一 つ/ \ 膨らみ を帶 びて 来て、 それが 丁度 ガ 

1 ネッ トの やうな 光澤 をして 輝き 始めた。 私 は それが やがて 若葉になる 時の 事を考 へて 居る 內に • 

そ れ 迄 に 此の 蓑 蟲を驅 除 して 置く 必要 を感 じて 來^。 

多分 だめ だら うと は 3 心った が、 試に 物干 竿の 長いの を 持って来て、 た、 き 落し、 はね 落さう と 

した。 しかし やっぱり 無效 であった。 はねる 度に あの 紡錘形の 袋 は プロペラ ー の やうに 空中に 輪 

を かいて 廻轉 する だけであった。 悪く すると 小枝 を 折り 若芽 を-傷つけ るば かりで ある。 今度 は 小 
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と瘗 s 


さな 鋏 を 出し て 來て竿 S 先に 縛り つ けた" それ は數年 前に 流行した 十 幾通り の 使 ひ 方の あると い 

ふ 西洋 鉄で ある。 自分 は 今 其の 十 幾 種の 外の もう 一 つの 使 ひ 方 をしょう とい ふので あった。 鋏の 

發明者 も、 よも や 此れが 養蟲を 取る 爲に使 はれようと は 思はなかった らう。 鋏の 先 を 半ば 開いた 

形で、 竿の 先に 縛り付けた。 圓 滑な 竹の 肌と、 ニッケル 錢 金の 狭の 柄と を 縛り 合せる の は 餘り容 

易ではなかった。 

ぶらくす る 竿の 先 を、 狙 ひ を 定めて 蟲の 方へ 持って行った。 そして 開いた 狭の 刃の 間に 蟲の 

袋の 口に 近 ぃ處 をん お ひ 込ませて おいて そっと 下から 突き上げる と 案外 にうまく ち ぎ れ るので あつ 

た。 それでも 可也に 强ぃ 抵抗の 爲に 細長い 竿 は 弓狀に 曲がる 事 もあった。 幸に 枝 を 傷つけ ないで 

袋 だ け をむ しり 取 る 事が 出来た ので ある。 

或る もの は 枝 を 離れる と 同時に 鉄 を 離れて 落ちて 來た。 しかし 乂 或る も G は 鉄の 間に 固く 喰 ひ 

込んで しまった。 始めから 面白がって 見て 居た 子供 等 は、 落ちて 來る Q を 拾 ひ、 鉄に 插 まった の 

を 外したり した。 二人の 子が 順番で 交る く 取る ので あつたが、 ハ牛 上の 方 は 蟲に手 を 付ける の を 

嫌がって 小さな シ ョ ベ ルで すくって はジャ ムの. S 耀へ はふり 込んで 居た。 小さい 妹の 方 は 却って 

平氣で 指で つまんで 筆入れの 箱の 上に 並べて 居た。 


6G3 


庭の 風の は あらかた 取り 盡 して、 他の 樹のも あさって 歩いた。 結局 數 へて 見たら、 大パ. 取り 交 

ぜて 四十 九 個あった。 ジャ ム の.： 〈，； 罐 一 つと 筆入れ は 丁度 一 杯に なった。 それ を 一 遍 庭の 芝生の 上 

にぶち まけて 並べ て 見た。 

一 つくの 蟲の外 殼には 矢張り それぐ の 個性が あった。 割に 大きく 長い 枯 枝の 片を 並べた 0 

が 大多數 であるが、 中には 殆んど HI 立つ 程の 枝 片は附 けないで、 跪 紙の やうな 肌 をして 居る Q も 

あ ゥ た。 えに しだの 豆の 莢 をう まくつ なぎ 合せ て 居る の も あ つて、 此れが の そ/、 這 つ て 歩 い て 

居た 時の 滑稽な 樣 子が自 から 想像され た。 

就中 大 き な の を 選ん で 袋 を 切り 開き、 蟲 がどうな つて 居る か を 見た いと m わつ た。 竿 の 先の 欽を 

外して 袋の 兩 端から 少 しづ 、蟲を 傷つけ ないやう に 注意しながら 切って 行った。 袋の 纖維は 巾々 

强輒 である Q で 鈍い 鉄の 刃 は 屡 切り 損じて 上 f をした" や つ と 取り出した 蟲は 可也 大き な も 

ので あつ た、 紫黑 色の 肌が はち切れさ うに 肥って て、 大きな 貪慾 さうな 口 嘴 は揭色 に 光 つ て 居 

た。 袋の 暗闇から 急に 强烈な 春の 日光に 照され て蟲， 0 からだに どんな 變 化が 起って 居る か、 それ 

は 人間に は 想像 も 付かない が、 なん. だか 醉 つて も 居る やうに、 或は 未だ 永い 眠が さめ 切らない 

やうに 懶氣に 八 對の足 を 動かして 居た。 芝生の 上 に置ぃ てもと の古巢^^.^き殼を頭の處にぉっ つ 
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けて やっても、 最早 それ を 忘れて しまった C か、 這 ひ 込む だけ C 力がない のか、 もう それ 切り身 

體を 動かさないで じっとして 居た。 

もう 一 つの を 開いて 見る と、 それ は身體 C ド 半が 千す ばつて 舍利 になって 居た。 蠶 にある やう 

な 病菌が 矢張り 此蟲の 世界に も 入り込んで 自然の 制裁. を 行って 居る のかと 想像され た。 しか， I 簑 

蟲の 恐ろしい 敵 は 未だ 外にあった。 

澤山 の 袋 を 外 か ら つまんで 見て 居 る うちに、 中 穴 H で蟲の 御 留守 になって 居る 0 が 可也 多く Q パ 

1 セント を 占めて 居る のに 氣が 付いた。 よく  て 居る と、 そ G やうな Q に 限って 袋の 横腹に 直徑 

一 粍 かそ こら 0 小さい 孔が ある 事を發 見した。 變 だと 思って 鋏で 其 一 つ を 切り破って 行く に、 

袋の 中から 思 ひがけな く 小さい 蜘蛛が 一 疋 飛び出して 來て慌 たにしく 何處 かへ 逃げ去った。 ちら 

りと 見た だけで あるが.. てれ は 薄い 紫色 をした 可愛らしい 小 蜘蛛で あ つ た。 

此の 意外な 空 2 凝の 占有 者を晃 た 時に、 私の 頭に 一 つの 恐ろしい 考が 電光の やうに 閃いた。 それ 

で 急いで 袋 を縱に 切り開いて 見る と、 果して 袋の 底に 摔の やうに なった 簑蟲の 遣 骸の片 々が殘 つ 

て 居た。 あの 肥大な 蟲 の汁氣 とい ふ 汁：！^ は 悉く 吸ひ盡 され 嘗め 盡 されて、 唯一 つまみの 灰殻の や 

うな ものし か淺 つて 居なかった。 唯 あの 堅い 福 色の 口 嘴 だけ は 其 儘の 形 を 留めて 居た。 それ はな 
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んだか 兜の 鉢の やうな 恰好に も られ た。 灰色の 壙穴 C 底に 朽ち 殘 つた 戰 衣の 屑と いった やうな 

氣 もした C 

此 Q 恐ろしい 敵 は、 |,ぉ蟲 の 難攻不落と 賴む 外郭の 壁 上 を 忍び足で 這 ひ 歩く に 相違ない。 そして 

僅な 弱 點を搜 しあて. -、 其處に 鋭い 毒牙 を 働かせ 始める。 壁が やがて 破れた と 思 ふと、 もう 簑蟲 

の 脇腹に 一 滴の 毒液が 注射され るので あらう。 

人 問 ならば 來 年の 夏の 靑 葉の 夢 で も 兑 ながら、 安樂な 眠に 包まれて 居 る ：：！^ 屮に、 突然 脇腹 を 1*5 

ひ 破る 狼の 牙を感 じる やうな ものである。 此れ を拂 ひのける 爲^ は Pi 蟲の 足 は 全く 無能 である。 

唯一 Q 武器と する 吻を使 はう とすると 餘 りに 窮屈な 自分の 家 は 身體を 曲げる 事 を 許さない。 最後 

の 苦惱 に藻搔 くだけの 餘裕 さへ もない。 生物の 問に 行 はれる 殺戮の 屮 でも、 此れ は 恐らく 最も tf 

酷な もの、 一 つに 相逮 ない。 全く 無抵抗な 狀 態に 於て、 そして 苦痛 を^ 現す る 事 すら 許されない 

で 一分 だめし に 殺される ので ある。  ， 

蟲 肥大な 身 體は其 Q 十分の 一 にも 足りない 小さな. 蜘珠の 腹の 屮に 消えて しまって 居る。 淺っ 

たもの は 僅な 外皮の 厨と、 そして 依然として 小さい 蜘蛛 一 疋の 「生命， 一 である。 差 引きした り 

の 「物質」 はどうな つた か 分らない。 
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簑蟲が 繁殖しょう とする 處には 自ら 此蜘姝 が I が殖 して、 其 庵に 自然の 誠 節が 行 はれて 居る ので 

あった。 私が 簑蟲 を驅 除し なければ、 今に 楓の葉 は 喰ひ盡 される だら うと 思った の は、 餘 りに 淺 

墓な 入 間の 自食心 であった。 寧 ろ 唯 其 儘 にもう 少 し 放 S し て 自然 の 機巧 を傍觀 した 方が よかった 

やうに 思 はれて 來 たので ある。 蓑蟲に はどうす る 事 も 出来ない 此の 蜘珠 にも、 又 相當の 敵が ある 

に 相違ない。 「昆蟲 の 生活」 とい ふ 書. n を 讀んだ 時に、 地蜂の 或る ものが 蜘蛛 を攻擊 して、 其 毒 

針 を 正確に 蜘蛛の 胸の 一 局部に刺し通して此れを^^^させるとぃふ記事がぁった。 麻痺した 蜘姝 

の 脇腹に 蜂 は 一 つの 卵 を 生みつ けて 行く。 卵から 出た 幼蟲は 親の 据膳 をして 置いて くれた 佳 看 を 

貪り食うて 生長す る、 充分 飽食して 眠って 居る 間に 幼 蟲の單 純な 身體に 複雑な 變 化が 起って、 今 

度 眼を覺 すと もう 一 人前の 蜂に なって 居る とい ふので ある。 

或る：！ 蛛が、 或る 蛾の 幼蟲 である 處の 簑蟲の 胸に 嗆 ひついて 居る 一 方で は、 養 蟲の やうな 形 を 

した 或る 蜂の 幼蟲 が、 他 Q 蜘珠 G 腹 4- しゃぶって 居る。 此の やうな 鬪爭 殺戮の 世界が、 美しい 花 

阖ゃ 庭の 木立の 間に 行 はれて 居る ので ある。 人 が國際 聯盟の 夢を見て 居る 問に。 

或る 學 者の 說 によると、 動物界が 進化の 途中で 二 派に 分れ、 一方 は 外皮に 硬い キ チン 質 を 具へ 

た昆蟲 になり、 其の 最も 進歩した ものが 蜂 や 蟆で ある。 义他 C 分派 は 巾 心に „il ぃ脊 骨が 出來 て、 S 


其の 「番 發展 したの が 人間 だとい ふ 事で ある。 私に は 此說が どれ だけ 本當 だか 分らない。 併しい 

づれ にしても 昆蟲の 世界に 行 はれる と 同じ やうな 鬪爭の 魂が あらゆる 有 脊椎動物 を傳 はって 來 て- 

最後 QA^ に 到って どんな 工合に 進化して 來 たかをつ く，^.、 考へ て兑 ると、 つまり-,^!!々 の 先祖が 

養蟲 ゃ蜘姝 Q 先祖と 同じ であって もい、 やう な氣が - - て來 る。 

四十 丸 個の 紡錘 體の 始末に 困った が、 結局 花畑の 隅の 土 を 深く 掘って 其 奥に 埋めて しまった。 

其 中 0 幾パ ー セントに は、 屹度 蜘姝が は ひって 居た に相逮 ない。 かう して 私の 庭での 簑蟲 と蜘珠 

の 歷史は 一 段落に 達した 譯 である。 

倂 しこれ だけで は 此の 歷史 はすみ さう に 思 はれない" 私 は 少なから ざる 興味と 期待 を もつ て 今 

年の 夏 を 待ち受けて 居る。 (大 lii 十 年 五月、 電氣と 文 藤)  , 
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話る-、 らし こ を 子 圑が蜂 


が 圑子を こしら へ る 話 


私の 宅の 庭の 植物 は 毎年 色々 な 害 蟲の爲 にむ ごたら しく 虐待され る。 折角 美しく 出揃った 若紫 

はいつ の 間に かわる い 昆蟲の 爲に食 ひ 荒される。 就中 一番 ひどく やられる 0 は 薔薇で ある。 羽根 

が黑 くて 腰の 黄色い 小さな 蜂が、 柔 い 若芽の 壁の 中に 卵を產 みつける と、 やがて 壁の 横腹が 竪に 

はじけ 破れて 幼蟲が 生れ 出る。 此れが 若葉の 緣に鈴 成りに 黑ぃ頭 を 並べて、 驚くべき 食慾 を もつ 

て 瞬く間に あらゆる 葉 を 食ひ盡 さないで は 置かない。 去年 は此 Q 翡翠の 色 をした 薔 僚の 蟲と 同種 

と 思 はれる ものが 躑躅に 迄 も 蔓延した。 尤もつ、 じの は 色が 少し 黑 すんで 居て、 つ. -じ Q 葉に よ 

く 似た 色 をして 居る の が 不思議で あった。 

何とかして 此の 害蟲を 絶滅す る 方法 はない もの だら うかと 思 ふだけ で、 專門 家に 聞いて 見る で 

もな く、 書物 を 調べる でもな く、 つい 其 儘 にして置くの である。 いっか 三越 Q 六 階で 薔薇 を 見て 
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居たら、 其れに もちやん と此蟲 がつ いた 俊に 正札 をつ けて ある Q を發 見して 驚いた 事が ある， - 專 

門 家で も 此れ を 完全に 驅 除す るの は 困難 だとす ると、 ^！：分等 の 手に 畢へ ぬの は當然 かと 思 はれた „ 

鬼に 角 去年な ど は 幾 株 かの ばらとつ、 じ を 綺麗に 坊主に してし ま はれた。 枯れる かと 思ったら 存 

外 枯れ もしないで、 今年の 春の 日光 を 受ける と 又 正直に 若芽 を 吹き出して 來た。 今に 又 例の 靑蟲 

が 出る だら うと 思って 折々 氣を つけて 見る が、 今年 はどうした のか、 まだ 餘り 多く は發 生し ない _ 

其の 代り 今年 は 此れと 變 つた 毛蟲が 非常に 澤 山に 現 はれて 來た。 それ は 黑ぃ脊 筋の 上に 薄い レモ 

ン 色の 房々 とした 毛 束 を 四つ も 着け、 其の 脇に 走る 美しい 橙 紅色の 線が 頭の 端で は 燃える やう 

な 朱の 色 をして、 そこから 眞黑な 長い 毛が 突き出して 居る。 此れが 薔薇の みならす、 获に もどう 

だんに も 芙蓉に も 夥しく ついて 居る。 此れ は 靑蟲程 旺盛な 食慾 を もって 居ない らしい が、 其の 代 

り 云 はに 少し 贅澤な 嗜好 を もって 居て、 ばらの 荅を 選んで 片 はしから 食って 行く ので ある。 去年 

はよ く、 吹いた クリ— ム 色のば らも 今年 は 此爲に ひどく 荒されて しまった。 子供の 時分に 田 舍の宅 

で 垣根 一 杯に 蓄 薇が 植わって 居た が、 つ ひ ぞ此ん なに 蟲害を 受けた 事 を 記憶し ない。 都會 の空氣 

が 濁つ て 居る 爲に 植物 も 人間と じ やうに 唯 さ へ 弱くな つて 居る 其 上に かう 色々 な蟲に いぢ めら 

れて は、 いまに かう した 植物 は 絶滅す るので はない かと 思 ふ 事 も ある。 
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こ んな蟲 が 段 々 に 數を增 して 、 それが 皆 人間な ど 、 平等な 生存の 權利を 主張す る やう になった 

らど うだらう。 さう なれば 蟲の爲 に は 人間の 方が 害蟲 であるに 相違ない。 薔薇の 花で も 何でも 蟲 

の 爲には 必要な る榮養 物質で あるの を、 人 問が 無 用な 娱樂 の 爲に獨 占しょう として 蟲を ひねり 潰 

すの は、 蟲 から 見れば 可也 暴虐な 事 かも 知れない。 

或 日 Q 晝食 Q あとで 庭へ 出て、 一番 毛蟲の 多くつ いた 薔薇 を 見に 行った。 そして 見當り 次第に 

箸で つまんで 處 分して 居た。 人間の 立場から どうも かう しなければ 仕方がない Q である。 

眞 圓く擴 がった 薔薇の 枝の 冠の 上に 土色 をした 蜥螺が 一 疋横 はって 居た。 じっとして 所謂 甲 良 

を 干して 居る とい ふ樣 子であった。 併し 恐らく そんな 生 溫ぃ享 樂の爲 ではなくて、 此れ も 亦 もつ 

と せっぱつまった 生存の 權利を 主張す る 爲に何 か を 期待して 狙って 居た に 相違ない。 時々 の その 

そ 這 ひ 出して は 又 じっとして 意地の わるさうな 眼 を 光らせて 居る。 事によると 此れ は靑蟲 でも 搜 

して 居る ので はない かと 思 はれた、 若し さう だとす ると 有難い 譯 だと 思った C 

忽ち 眼の 前に 一 つ の爭 闘の 活劇が 起った。 同じ 薔薇の 上に 何物 か を 物色して 居た 濃褐色の 蜂が _ 

突然 殆んど 何の 理由と も 分らす、 又 何等 Q 豫 備行爲 もな く、 いきなり 此の 蜥螺の 背に 飛び か \ つ 

た。 そして 右の 後脚の 附 根と 思 ふ邊を 刺した やうに 見えた。 
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併し 蜥踢は 殆んど 何事 も 起らなかった かの やうに、 じっとし たま、、 身じろき 一 つし なかった。 

そして 數 秒の 後に 叉の そくと 這 ひ 出して 一 寸位も 歩いた かと 思 ふと 立 止って 小さな 眼 を 光らせ 

て 居た。  - 

どうい ふ譯で 蜂が 此の やうな 攻撃 をした か、 私に は 少しも 見當が 付かなかった。 人間なら ば 商 

賣 敵と いふ 言葉で 容易に 說明 さるべき 行爲の 動機が、 此の 場合に 適用す るか どうか、 それ は 全く 

分らない。 鬼に 角 此の 活劇 は 私に 色々 な 事 を 聯想 させた が、 併し 自然 Q 事實 から は 人 問 C 都合の 

い \ モラル は 必然に は 出て 來 なかった。 

同じ 薔薇の 反對の 側へ 廻って 見る と、 其處 にも 一疋の 蜂が 居た。 そして 何 かしら 或る 仕事 をし 

て 居る のであった。 

それ は、 さっき 舰螺を 攻撃した と 同じ 蜂 かどう か 分らない が、 兎に角 同じ 種類の ものであった。 

廣ぃ 葉の 上に 止って 前脚で 小さな 毛蟲 らしい もの をし つかりつ かまへ て、 それ を あの 鋭い 鋏の や 

うな 口 嘴で しきりに 嚙 みこな して 居た。 私が 見付けた 時には それが もう 殆ん ど毛蟲 だか 何だか 分 

ら ないやうな 阒塊 になって 居た が、 唯 其の 圍 りから 突き出た 毛 束に よって さう 考 へられた ので あ 

る。 斷ぇ， f 嚙 みながら 脚で 器用に 團塊を 廻して 行く ので、 始めに は 多少 いびつであった のが、 殆 
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んど 完全な 球形に なって しまって、 もう 何處 にも 毛な どの 痕跡 は 見え なくなって しまった。 廻す 

拍子に 一 度 危なく 取 落さう として やっと 取り止めた 樣子は 滑稽であった。 蜂 はやが て 此の 圑子を 

く はへ て 飛び出さう としたが、 どうした Q かもう 一遍 他の 枝に 下りた。 人間なら ば ざっと 荷物 を 

こしら へて 試みに 一 寸 さげて 見た とい ふやうな 體 裁であった。 そして 叉し ばらく 喊んで 丸める 動 

作 を 繰り返して 居た。 からだ 全體で 拍子 をと る やうに して 小枝 を ゆさぶりながら せっせと 働いて 

居る 處は 見る も 勇ましい 健氣な ものであった。 跪 色 をした 小さな 身體が 精悍の 氣 ではち 切れさう 

に 見えた。 二三 分 もす ると 急に 飛び 上って 一 文字に 投げる やうに 隣家の 屋根 を すれ.^ に 越して 

見え なくなって しまった。 

私 は毛蟲 にかう いふ 强敵 Q ある 事 は 全く 知らなかった ので、 此の 目前の 出來 事から 可也 强ぃ印 

象 を 受けた。 そして 今更 Q やうに 自然界に 行 はれて 居る 「調節」 Q 複雜で 巧妙な 事を考 へさせら 

れた。 そして 氣 紛れに 箸の 先で 毛蟲 をと つたり して 居る 自分の 愚か さに 氣が 付いた。 そして 吾々 

が 僅かば かりな 文明に 自負し、 萬 象 を 征服した やうな 心 持に なって、 天 然 ばかり か 同胞と その 魂 

の 上に も 自分勝手な 箸 を 持って行 くやうな 事を敢 てす る、 それが 一 段 高い 處で 見て 居る 神様の 目 

に は隨分 愚かな 事に 見え はしまい か。 ついこん な 事も考 へた。 
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其れから 一 一三 日經 つて 後に、 同じ 薔薇で 同じ やうな 蜂が 大きな 毛蟲を 捕へ る處を 見る 事が 出來 

た。 いきなり 頭 9^ へ嚙み 付く と 皮が 破れて 綠 色の 汁が 玉の やうに 吹き出した。 それ を 引きす り 

引きす り 高い 葉へ/ \ と 登って 行つ. た." 其 間に も嚼 みこな す 事 は 休ます 鑌 けて 居る ので、 毛蟲の 

形 は 段々 に 消えて 綠が k つた 黑 色の 塊に 變 りつ、 あった。 其 內に蜂 は 一 度 羽根 を 擴げて 強く 振動 

させた、 恐らく 飛び 上らう とした Q であらう が、 蟲の 重量 は此 蜂の 飛揚 力 以上で あつたと 見えて 

少しも 動かなかった。 どうす るかと 思って 居る と、 此の 稍 長 味の ある 圑塊 をう まく 二つに 食 ひ 切 

つて、 その 片方 を 丁寧に 丸めた 後に、 それ を銜 はへ て 前 H と 同じ 方向へ 飛んで 行った。 

立ち 際に 其の 尾部から  一 二 滴 Q 透明な 液體を 分泌す るの がよく 見えた。 恐らく 嚼 みながら 吸 ひ 

取った 毛蟲の 汁で 腹が 膨れた 結果 かも 知れない。 

淺 りの 半分 を 今に 取りに 來 るので は あるまい かと 思った ので、 もの 、十分 程 も 待って 居た 其 間 

に 全く 別の 方向から 同じ やうな 蜂が 飛んで 來て 薔薇の 上 をし ばらく あさつ て 居た が、 さっきの 圑 

子の. 殘 りの 半分の つい 近く 迄 行っても 氣 付かないで、 其內 どこかへ 飛んで 行って しまった。 

二 時間 もた つて 見に 行った 時には、 毛蟲の 半分の 團塊 はもう なくなって 居た。 それ は 何者が 持 

ち 去った かよく は 分らない。 併し 多く Q 蜂に ついて 從來 知られ て 居る 事實 から 推して 此の 殘 りの 
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半分 も、 其れの 正 當な權 利 者の 巢に搬 ばれた ものと 思っても い、 だら う。 赏際は 他の 巢の 住民に 

横領され たか も それ は 分らな w。 

私 は 此の 蜂の 巢を 見付けたい、 そして 此の 珍奇な 蟲の團 子が 其處で 如何に 處理 される か を 知り 

度い も Q だと 思って 居る。  • 

蟲の 行爲は 矢張り 蟲 の行爲 であって、 人間と は關係 はない 事で ある。 人と して 蟲に 劣る ベ けん 

やと い ふやうな 結論 は 今日で は 全く 無意味な 事で ある。 それに も拘 らす蟲 のす る 事 を 見て 居る と 

實に 面白い。 そして 感心す る だけで 決して 腹が立たない。 私に は それだけで 充分で ある。 私 は 人 

間の する 事 を 見て は 腹ば かり 立て 、居る 多くの 人達に、 僅な 暇 を 割いて 蟲の 世界 を 見物す る 事 を 

す、 め 度い と 思 ふこ ,大一:!- 十^ 七月、 解放) 
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一 

現代の 多く Q 人間に 都會と 田 舍と どちらが 好き かとい ふ 問 を 出す の は、 蛙に 水と 陸と どっちが 

い \ かと 聞く やうな もの かも 知れない。 

田舍 だけし か 知らない 人に は 田舍は 分らない し、 都會 から 踏 出した 事の ない 人に は 都會は 分ら 

ない。 都鄙 兩 方に 往来す る 人 は 兩方を 少し宛 知って 居る。 其の 結果 は どちらも 分らない 前の 二者 

よりも Isi^ いか も 知れない。 性格が 分裂して 徹底した 沒 分曉漢 になれ なくなる から. - それ は 兎に角、 

自分 は 今の 處 では 田舍 よりも 都會に 生活す る 事 を 希望し、 それ を實 行して ゐる。 

田舍の 生活 を 避けたい 第一 の 理由 は、 田舍の 人の あまりに 親切な 事で ある。 人の する 事 を 冷淡 

に 見放して おいて くれない 事で ある。 例へば 雨の ふる 日に 傘 を さ、 ないで 往來を 歩き 度い と 思つ 
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たと しても、 屮々 さう はさせ て くれない。 鼻の 先に 止った 蚊 を そっとして 置きたい と W 心っても、 

それ は 一 通りの 申譯 では 許されない。 

親切で ある 爲に人 Q ー擧ー 動は斷 えす 注意深い 眼で 四方から 監視され て 居る。 例へば 何月 何日 

の 何時頃に、 私が 煤けた 麥藁帽 を 冠って、 某の 橋 を 渡った とい ふやうな 事實 が、 私の 知らない 人 

の 口から 次第に 傳 はって、 おしま ひに は それが 私の 耳に も 入る ので ある。 個人の ー擧ー 動 は 寒天. 

の や うな 濃厚 な 媒質 を 透し て 傳播す るので ある。 

反 應を耍 求し ない 親切なら ば 受けても それ 程 恐ろし くないが、 田舍の 人の 質樸 さと 正直 さは そ 

の やうな 投げ遣りな 事 を 許容し ない。 それで 此 等の 人々 から 受けた 親切 は 一 々明細に 記錄 してお 

いて、 氣 永に そし てな しく づ し に 此れ を 償却し なければ ならな いので ある。 

其處へ 行く と 流石に 都會の 人の 冷淡 さと 薄情 さは サッ パリして 居て 氣持 がい 、。 大雨の 中 を 頭 

から 濡れ ひたって 銀座 通 を 歩いて 居ても 誰れ も 咎める 人 もなければ、 餘 計な 心配 をす る 人 もない- 

萬 一 受けた 親切 0 償却 も 簡易な 方法で 行 はれる。 

それ だから 一 見 閑静な 田舍に 住って 居て は、 とても 一 生 懸命な 自分の 仕事に 沒 頭して 居る 譯に 

はい、 かない。 それに は 都 謗の 「人間 Q 砂漠」 の 中が 一番 都合が い、。 S 舍 では 草 も 木 も 石 も 人 問 
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臭い 呼吸 をして 方から 私に 話しかけ 私に 取りす がるが、 都會 では ぎっしり 詰った 滿員 電車の 乘 

客で も磧 のお 塊 同士の やうに 默っ て銘々 が 自分の 事 を考へ て 居る。 そのお かげで 私 は 電車の 中で 

難解の 書物 を ゆっくり 落ち 付いて 讀み 耽る 事が 出来る。 宅に 居れば 子供 や 老人と いふ 代表的 田舍 

者が 居る ので 困る が、 電車の 屮 ばかり は 全く 閑靜 である。 此の やうな 靜か さは 到底 S 舍 では 得ら 

れ ない 靜 かさで ある。 靜か 過ぎて 餘 りに 淋しい 位で ある。 

これで 都會に 入り込んで 居る 「w 含の 人」 が 居なければ どんなに 靜 かな 事で あらう。 

今では どう だか 知らないが、 私の 國 では 村の 豪 などで 男子が 生れる と、 其の 次の 正月 は村屮 

の 若い者が 寄って、 四疊 敷六疊 敷の 大きな M を こしら へて 其 家に かつぎ 込む。 そして それに 紅お、 

或は 紺と 白と 繼ぎ 分けた 紙の 尾 を 幾條も 付けて、 西北の 季節風に 飛揚させる。 刈 株ば かりの 冬 W 

の 中 を 紅 木綿 やう こん 木綿で 頻 冠り をした 若い 衆が 酒の 勢で 縦横に 驅 け！！ るの は屮々 威勢が い X。 

近邊の スパ ル タ 人種の 子供 等 は銘々 に 小さな W を 揚げて それ を大 服の 尾にから み 付かせ、 其の 斷 

片を 掠奪し ようと 爭 ふので ある。 大^が 充分 に 風 を 孕んで 揚が る 時 は 若者 の 二人 や 三人 は きす 
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られる 位の 强ぃ 牽引力 を もって 居る。 

W 揚げの あと は 酒宴で ある。 それ は 本 當にバ ッ カス の 酒宴で、 酒 は 泉と 溢れ、 肉 は 林と 堆く、 

其 間をパ ン Q 群が 一一 ムフ の 群 を 追 ひ 廻す Q である。  . 

豪家に 生れた 子供が 女であった 爲に、 ひどく 失望した 若い者 等 は、 大きな 羽子板へ 服の やうに 

絲 niE をつ けて かつぎ 込ん * たな ど i いふ 話さへ ある。 

子供の 初節句、 結婚 G 披露、 還暦の 祝、 さう いふ 機 食 は 凡て 村の バッカスに 捧げられる。 さう 

しなければ 其の 土地に は 住んで 居られな いので ある。 

さう いふ 家に 不幸の あった 時には 村 中の 人が 寄り 集って 萬 端の 世話 をす る。 世話人が 餘り 大勢 

である 爲に 事務 は 却って^ 滞す る 場 八 M も ある。 そして 最後に は 矢張り 酒が 出なければ 收 まらない。 

或る 豪家の 老人が 死んだ 葬式の 晩に、 或る 男 は 十二分の 酒 を 飲んで 歸る 途中の 田圃 道で、 連の 

男の 頸 玉に かじり 付いて、 今夜 位 愉快に 飲んだ 事 は近來 にないと いふ 事 を 何遍も/ \ 繰返しな が 

らょ ろけ 歩いて 居た。 此れな ど は 最も 徹底的な 一 例で あらう。 

危篤な 病人の 枕元へ は 大勢の 見舞 人が 詰め かける。 病人の 頭の 上へ 逆様に 汗臭い 油ぎ つた 顔 を 

差し出して、 六ケ しい 挨拶 をし 六ケ しい 質問 をし かける。 一層 親切な Q になる と 瀬 死の 人に いや 
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がらせ を 云 ふ。 さう して 病人 は 臨終 の ， 問 際 迄 隣人 の 親切 を 身に しみる 迄 味 はされ るので ある。 

一二 

田舍の 自然 はたし かに 美しい。 空の 色で も 木の葉の 色で も、 都會で 見る のと は 丸でち がって 居 

る。 さう いふ 美し さも 馴れる と美し さ を 感じなくなる だら うとい ふ 人 も あるが、 さう と は 限らな 

い。 自然 Q 美の 奥行 はさう 見す かされ 易い も Q ではない。 永く 見て 居れば 居る 程 いくらでも 新し 

い 美し さを發 見す る 事が 出来る 答の ものである。 出来なければ それ は 眼が 弱い からで あらう。 一 

年 や 一 一年で 見飽きる やうな もので あったら、 自然に 關 する 藝術ゃ 科 學は數 千年 前に 完結して しま 

つて 居る 箸で ある。 

六つになる 親類の 子供が 去年の 暮 から 東京へ 來て 居る。 此れに 東京と 國 とどつ ちがい、 かと 聞 

いて 見たら、 おくにの 方が い、 と 云った。 どうして かと 聞く と 「ぉ國 Q 川に はえび が 居る から」 

と 答 へ た。 

此の 子供の えびと 云った のは必 すし も 動物 學 上の えび Q 事で はない。 えびの 居る 淸洌な 小川 Q 

流れ、 それに 孝 Q 影 を ひたす 森 や 山、 河畔 に^き 亂れる 草 Q 花、 さう いふ やうな もの 全體を 引つ 
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くるめた 田舍の 自然 を象徵 する えびで なければ ならない。 東京で 魚屋から 川 鰕 Ah 買つ て來て 此の 

子供に やって 見れば 此 事は容 に證 明され る だら う。 

私自身 も 此のえ びの 事を考 へる と、 田 舍が戀 しくなる。 併し それ は 現在の. 田舍 ではなくて、 

去の 思 ひ 出 Q 中に ある 田舍 である。 えび は 今でも 居る が 「子供の 私」 はもう 其 處には 居ない から 

である。  - 

併し 此の 「子供の 私」 は 今でも 「大人の 私」 の 中の 何處 かに 隠れて 居る。 そして 意外な 時に 出 

て來て 外界 をの ぞく 事が ある。 例へば 郊外 を 歩いて 居て 道端の 名もない 草の 花 を 見る 時 や、 或は 

遠くの 杉の 木の 梢の 神秘的な 色彩 を 見て 居る 時に、 僅かの 瞬 問 だけで は あるが、 此のえ びの 幻影 

を 認める 事が 出来る。 其れが 消えた あとに 殘る もの は 淡い 「時の 悲しみ」 である。 

自然く らゐ 人間に 親切な もの はない。 そして 其の 親切 さは 田 舍の人 Q 親切 さと は 全く 種類の ち 

がった も Q である。 都 會には 此の 自然が 缺 乏して 居て 其の 代りに 田舍の 「人」 が 入り込んで 居る 

ので ある。 

四 
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盆 踊と いふ もの は此 頃もう なくなった のか、 それ 共 警察の 監視の 下に 或る 形式で 保存され て 居 

る處も あるか どう だか 私 は 知らな い。 

私が 前後に 唯一 度 盆 踊 を 見た の は 今から 廿年程 前に 南海の 或る 漁村での 事であった。 肺結核で 

其 處に轉 地して 居る 或る人 を 見舞に 行って 一 晚 泊った 時が 丁度 舊曆の 盆の 幾日 かであった。 蒸 暑 

い、 蚊の 多い、 そして 何處 となく 魚 臭い 夕靄 C 上 を 眠い やうな 月が 照して 居た。 

貴 船 神社の 森 影の 廣場 にほんの 五六 人の 影が 踊って 居た。 どうい ふ 人達であった かそれ はもう 

覺 えて 居ない。 私に は 唯 何となく それが 御伽 噺 にある やうな 淋しい 山中の 妖精の 舞踊 を 想 ひ 出さ 

せた。 そして 其 時 何故 だか 感傷的な 氣分を 誘 はれた。 

其 時 見舞った 病人 は それから 間もなく 亡くなった 〇 である。 

私 は 今でも 盆 踊と いふと 其 夜 を 想 ひ 出す が、 不思議な 錯覺 から， 其 時 踊って 居た 妖精の やうな 

人影の 中に、 死んだ その 人 Q 影が 一 緖に 踊って 居た の だと 云 ふやうな 氣 がして 仕方がない。 

そして 思 ふ。 西洋 臭い 文明が 田舍の 隅々 迄擴 がって 行っても、 盆の 月夜に は、 何處 かの 山 影 Q 

やうな 處で、 昔からの 大和民族の 影が 昔の 踊 を 踊つ て 居る ので は あるまい かと。 

盆 踊と いふ 言葉に はィ ディル リックな そして セン シュ ァ スな餘 韻が ある。 しかし それ はどうし 
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て も 現代 の も Q ではない。 其 G 餘韻の 源に 遡って 行く と德川 時代な ど を 突き 拔け て 遠い く 古事 

記な ど Q 時代に 到着す る。  . 

盆 踊の 未だ 行 はれて 居る 處が あれば 其處に は何處 かに 奈良朝 以前の 民族 Q 血が 若い 人達のから 

だに 流れて 居る やうな 氣 がして 仕方がない。 さう して それが 今 滅亡に 瀕して 居る やうな 悲しみ を 

感 する。 

五 

夏の 盛りに 蟲 送りと いふ 行事が 行 はれる。 大きな 太鼓 や 鐘が 畔道に 据 ゑら れて 赤裸 G 人形が 力 

に 任せて それ をた、 く。 


*  «  -  •  •  •  Obo  *  •  .  • 
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音が 四方の 山から 反響し、 { 啾の戶 障子に 劇しい 衝動 を與 へる。 空に は 火炎の やうな 雲 〇峯 が 輝 

いて 居る。 朱 を 注いだ やうな 裸の 皮膚に は 汗が 水銀の やうに 光って 居る。 凡てが ブラン ギンの 油 

^を 想 ひ 出させる。  . 

-斗を 聾する やうな 音と、 眼 を 技す る やうな 光の 强 さは 其 中に 却って 澄み 通った 靜 寂を釀 成す る。 

唯 それ はもの 、空虚な 爲の靜 かさでなくて、 もの 、充實 し 切った 時の 不思議な 靜 かさで ある。 

烈しい 音波の 衝動の 爲に、 害蟲が して ふる ひ 落される か、 落された 蟲 がそれ 切りになる かど 

うか、 たしかな 事 は 誰れ も 恐らく 知らなかった。 しかし こんな 事 はどうで もい、 やうな 氣 がする。 

あれ は 或る 無名の 宗教の 莊 重な 儀式と 考 へるべき ものである。 

私 はこ \に 一 つの 案 を もって 居る。 それ は 例へば 東京の 日 比 谷 公園に 或る日 を 期して 市民 を 集 

合させる。 そして 舍で 不用に なって 居る 蟲 送りの 鐘 太鼓 を 借り集めて 來て 誰れ でもに それ をた 

たかせる。 社 會に對 し、 政府に 對し、 同胞に 對し又 家族に 對 して あらゆる 種類の 不平 不滿を 懐い 

て 居る 人 は、 此の 原始的 樂器を 原始的の 努力 を もってた、 きつける ので ある。 

もう 少し 社龠が 進歩す ると 私の 此案を 笑 ふ 人が なくなる かも 知れない やうな 氣 がする。 
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六 

镩 里から 餘り 遠くない A 村に 木の 丸 神社と いふの が ある。 此れ は齊 明： 大皇を 祭った もの だと 云 

はれて 居る。 天皇が 崩御に なった 九州の 或る 地方の 名が 卽ち此 村の 名に なって 居る。 どうい ふ譯 

で 此の 南海の 片隅 Q 土地が 此の 天皇と 結び付けられる やうに なった のか 私 は 知らない。 たしかな 

事 は^らく 誰れ にも 分るまい。 其れに も拘ら すかう いふ 口碑 は 人の 心 を 三韓 征伐の 昔に 誘 ふ。 そ 

して 現代の 事相に 古い 民俗 的 の 背景 を與 へ る 。 

此の 神社の 祭禮の 儀式が 珍ら しい ものであった。 子供の 時分に  一二 度 見た だけ だから、 もう 大 

部分 は 忘れて しまったが、 夢の やうな 記憶の 中を搜 すと こんな 事が 出て 来る。 

矢張り 農家の 暇な 時季 を 選んだ もの だら う。 儀式 は 刈 株の 殘 つた 冬 田 0 上で 行 はれた。 iJ 、翁に 

神輿が 渡御になる。 それに 從ふ村 中の 家々 の 代表者 は みんな 掉を 着て、 傘 程に 大きな 菅笠の やう 

な もの を 冠って 居た。 そして 左の 手に 小さな 鉦 を さげて 右の 手に 持った 木槌で それ を 叩く。 單調 

な聲で ゆるやかな 拍子で 「ナ ー ンモ ー ン-、 テ ー」 と唱 へる と 鉦の 昔が 此れ を 請けて 「力 ー ンコ、 力 

ン コ」 と 響く ので ある。 どうい ふ 意味 だか 分らない。 或る人 は 「南門 殿 還 幸」 を 意味す ると 云つ 
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て 居た がそれ は あまり 當に はならない。 私 は 寧ろ 意味の 分らない 方が い \ やうな 氣 がして 居た。 6 

祌舆の 前で 相撲が ある。 併し それ は 相撲 をと るので はなくて、 相撲 を 取らない ので ある。 突々 

しい 廻し を 付けた 力士が 堂々 として 睨み合つ ていざ 組まう とすると、 衛士 だか 行司 だか 飛び出 

して 來て 引き分け 引き止める。 さう いふ 事が 何遍と なく 繰 返される。 そして 結局 相撲 は 取らない 

でお しま ひになる ので ある。 どうい ふ 由緒から 起った 行事 だか 私 は 知らない。 それに も 拘らす 共 

れを 見る 人の 心 は 遠い昔に 起つ た 或る 何 か しら 可也 深刻な 事件 Q かすかな 反響の やうな もの を感 

する 0 

その外 「棒 使 ひ」 と 云って、 神前で 紅白の 布を卷 いた 棒 を 振り 廻す 儀式 もあった が、 詳しい 事 

はもうよ くは覺 えて 居ない。 

文明の 波が 潮の やうに 片田舍 にも 押し寄せて 来て、 固有の 文化の 名淺は 大抵 流して しまった。 

「ナ ー ンモ ー ンデ ー」 の 儀式 もい つの 間に か廢 止された。 學 校へ 行って 文明 を敎 はって 居る 村の 

靑年 達に は、 梓 をつ けて 菅笠 を かむ つて、 無意味な やうな 「ナ ー ンモ ー ンデ， -」 を唱 へる 事 は、 

堪へ 難い 屈辱で あり、 自己 を野蠻 化する 所行の やうに 思 はれた ので ある。 此れ は 無理の ない 事で 

あ 一る。 
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簡單な 言葉と 理窟で 手早く 誰れ にも 分る やうに 說明 Q 出來る 事ば かりが、 文明の 陳列棚 G 上に 

美々 しく 並べられた。 さう でない もの は 塵 塚に 捨てられ、 存在 を さへ 否定され た。 其れと 共に 無 

意味の 中に 潜んだ 重大な 意味の 可能性 は 葬られて しま ふので ある。 幾千 年來傳 はった 民族 固有の 

文化の 中から 常に 新しい も Q を 取り出して、 新しく それ を 展開させる 人 は何處 にもな か つ た。 

「改造」 とい ふ叫聲 は、 內 にある も Q  、  H ギリ ュ ー ショ ン ではなくて、 木に 竹 をつ ぐ やうな 意味 

に 0 み もて 螺 された. - それで あの 親切な 情誼の 厚い 田舍 Q 人達 は 切っても 切れぬ 祖先の 魂と 影と 

を 弊履の 如く 棄て 、しまった。 さう して 自分と は緣 のない 遠い 異國の 歷史と 背景が 産み出した 新 

思想 を 輸入 して 居る。 傳來の 家 や 田畑 を賫り 拂 つて 株式 に 手 を 出す と 同 じ 行き方で ある。 

新 思想の 本元の 西洋へ 行って 見る と、 却って 日本人の 眼に 馬鹿々 々しく 見える やうな 大昔の 習 

俗 や 行事が 其 儘に 行 はれて 居る の は 寧ろ 不思議で ある。 

此れ は どちらが い 、か、 議論 をす ると 分らなくなる にき まって ゐ る。 

唯此 頃の 新聞 瓶 上を脤 はす やうな 色々 0 不祥な 社會的 現象 は、 それが 大本 敎 事件で も寶塚 事件 

でも、 凡てが 直接 此 等の 事件と は 何の 關係 もない 南海の 村落で 此 G 「ナン モン デ ー」 慶 止され 

た 事と 何處 かで 聯關 して 居て、 寧ろ それ Q 當 然の歸 結で ある やうな 氣 がする。 
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さう した 田舍ぃ 塵 塚に 朽ち か i つ て 居る 祖先の 遣 物 C 巾から 新しい 生命の 種子 を 拾 ひ 出す 事が、 

爲孜者 や 2 心 想 (豕 の當 面の 仕事で は あるまい かとい ふ氣 もす る。 (大 K 十 〔小 七：^、 中央 公論) 
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隨 筆は發 表された 年代順に 牧錄 し、 未發 表の もの は 執筆の 年代 を 以て 發 表の 年代に 代へ た。 執 

筆の 年代 はお ほむね 推定す る こと を 得た。 本文 は、 隨筆 集に 收 めら れて ゐ る もの は それに 據り、 

著書に 採錄 されなかった もの は 初め 發 表された 雜 誌に 據り、 明白な 誤植 を訂 すに 留めた。 未發表 

の もの は 從來の 著書 の 用語 法を參 照 して 明 かな 誤字 は 之 を 正した。 

「根 岸 庵 を訪ふ 記」 は 明治 三十 一 一年 著者が 東京 帝 國大擧 に入學 Q ため 上京 直後 病 子規 子を訪 ひ" 

其 の 感想 を 書き 綴 つ た 未發表 の 文で ある。 和 gglt 紙 本 に 毛筆 を 以て 書かれて ゐる。 

「東上 記」 は 同年 上京の 記事で 未發 表で ある。 「根 岸 庵 を訪ふ 記」 の 次に 「前 Q と 前後 すれ ど 

思 ひ 出した る 儘 をな ぐり 書に するな り」 とい ふ 前書 を 以て 此の 文が ある。 原文 中 「§- の 鉢 を 伏せ 

たらん が 如き」 山の 名が 空白に なって ゐ るが 「甲 山」 なること を 確かめ 得た ので 之 を 補った。 


「半日 ある 記」 は 前 一 ー篇に 次いで 書かれた 未發 表の もので 明治 三十 二 年 九月の 作で ある。 

「星」 は牛頓 Q 名 を 以て 明沾 三十 一 一年 十月 「ホ トト ギス」 第三 卷第 一 號に發 表された。 

「祭」 は 牛 頓の名 を 以て 明治 三士 一年 十 一 月 「ホ トト ギス」 第三 卷 第二 號に發 表された。 

「車」 は 牛 頓の名 を 以て 明治 三十 三年 九月 「ホ トト ギス」 第三 卷第 十二 號に發 表された。 

「窮理 日記」 は 牛 頓の名 を 以て 明治 三十 三年 十月 「ホ トト ギス」 第 四卷第 一 號に發 表された。 

「鴨つ き」 は 前のと は 別の 和綴 §卦 紙 本に 書かれた 未發 表の もので 「明治 三十 四 年 九月 五 H」 と 

記して ある。 後年の 隨筆 r 嗨 突き」 (本 全集 第五 卷に 收錄) の 中で、 「略 突き」， のこと は 「前に 何 

かの 機會に 少しば かり *! いた ことがあつ たやうな 氣 がする が、 今 はっきり 思 ひ 出せない 云々」 と 

言 つて ゐ るの が 之で あらう。 

「高 知が へり」 は 同じ it 紙 本に 書かれて ゐ る未發 表の 文で ある。 標題の 下に 「明治 三十 叫た や 十 

一月 二十 六日」 と 記されて ゐる。 著 著 は 此の 年 病の ため 休舉 して 高 知縣須 崎の 海岸に 療養して ゐ 

た。 これ は須 崎から 高 知の 家に 歸る ときの 文で ある。 

「風」 は 同じく 療養 生活 中に 書いた もので 「十二月 四日 作」 と あり、 明治 三十 四 年なる こと は 

同年 同日の R 記に 「午後 风と いふ 題に て 小品 を 作る」 と あるに 依って 明かで ある。 矢張り 未發表 

である。 
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「雪ち やん」 は 前 三篇の 書かれて ゐる it 紙 本の っ^」 の 次に 書かれて 居り、 「風」 の 後 間もなく 

書いた もので あらう。 これ も未發 表で ある。 

「團 栗」 は 寅 彥の名 を 以て 明治 三十 八 年 1: 月 「ホ トト ギス」 第 八 卷第七 號に發 表され、 大正 十 

1 一年 一 一月 發 行の 「藪柑 子 集」 に採錄 された。 なほ 「藪 柑子 集」 は 「先生へ の 通信」 を 除き 昭和 一二 

年 七月 春陽 堂發 行の 「明治 大正 文擧 全集」 第一 一十 一 卷 中の 吉 村冬彥 篇に收 めら れてゐ る。 

「龍舌蘭」 は 寅 彥の名 を 以て 明治 三十 八 年 六月 r ホトト ギス」 第 八 卷第九 號に發 表され 「藪柑 

子 集」 に收 む。 

「嵐」 は 寅 彥の名 を 以て 明治 三十 九 年 十月 「ホ トト ギス」 第 十卷第 一 號に發 表され 「藪柑 子 

集」 に收む e 

「森の lg」 は 寅 彥の名 を 以て 明治 四十 年 一 月 「ホ トト ギス」 第 十 卷第四 號に發 表され 「藪柑 子 

集」 に收 む。 

r 枯 菊の 影」 は 寅 彥の名 を 以て 明治 四十 年 一 一月 「ホ トト ギス」 第十卷 第五 號に發 表され 「藪柑 

子 集」 に收 む" 

後 「やもり 物語」 は 寅 彥の名 を 以て 明治 四十 年 十月 「ホ トト ギス」 第 十 一 卷第 一 號に發 表され 

記 「藪 柑子 集」 に收 む。 
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「障子の 落 書」 は藪柑 子の 名 を 以て 明治 四十 一年 一月 「ホ トト ギス」 第 十； 卷第四 號に發 表さ 

れ 「藪 柑子 集」 に收 む。 

「$: 太 利 人」 は藪柑 子の 名 を 以て 明治 四十 一 年 四月 「ホ トト ギス」 第 十 一 卷第七 號に發 表され 

「藪 柑子 集」 に收 む。 

「ゆ 匕， S 「語」 は藪柑 子の 名 を 以て 明治 四十 一 年 十月 「ホ トト ギス」 第士 ー卷第 一 號に發 表され 

「蔽柑 子 集」 に收 む。  - 

「まじよりか 皿」 は藪柑 子の 名 を 以て 明治 四 十一 一年 一月 「ホ トト ギス」 第士 ー卷第 ra 號に發 表 

され 「藪柑 子 集」 に收 む。 

「先生へ つ 通信」 は 著者が 西洋に 遊 學中夏 目漱石 先生へ 宛てた 手紙 を 夏 H 先生の 紹介に 依って 

「東京 朝日 新聞」 に揭 載され たもので、 r 蔽柑子 集」 に收 めら れてゐ る。 その 「ヴェ 一一 ス から」 は 

「ヴ H  二 ス よりの 消息」 (藪柑 子) として 明治 四十 三年 一 月 十七 日の 新聞に 揭載、 「口 ー マ から」 は 

「羅馬 通信」 (藪柑 子) として 同年 一 一月 一 不日、 II 伯林から (一 )」 は 「通信」 (藪柑 子) として 同 

月 十三 u、 「伯林から (二)」 は 「漱石 先生へ」 (寅 彥) として 同年 十月 一 一十 七日 及び 一 一十 八日、 「ゲッ 

チン ゲンから」 は 「基督 降誕 祭と 除夜」 (寺 £ 寅彥) として 明治 四十 四 年 一月 三十日 及び 二月 一 日- 

「ペ リ から ( 一) 一は 「ノ ー トル ダム」 (寅 彥) として 同年 三月 一 一十 五日 及び 二十 六日、 「パ リ から 
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(二)」 は 「巴 里より」 (藪柑 子) として 同年 五月 九日 及び 十日に 揭 載され た。 「藪柑 子 集」 に收め 

る に當 つて 私信の 部分 を 削除し、 其 他諸處 に 加筆の 跡が ある。 

「物理 學の應 用に 就て」 は 本名に て 大正 二 年 三月 「理 學界 1 第 十 卷第九 號に發 表された。 

「方 則に 就て 一 は 本名に て 大正 四 年 十月 r 理學界 一 第 十三 卷第四 號に發 表され、 昭和 四 年 四月 

發 行の 「萬 華 鏡」 に牧 む。 

「知と 疑」 「物質と H ネル ギ— 一 「科學 上に 於け る權 威の 價 値と 弊害」 の 三篇は 大正 四 年頃 書か 

れ た未發 表の ものである。 

「科 學 者と 藝術 家」 は 初め 「科 學の n 指す ところと 藝術 Q 目指す 處」 と 題し 本名に て 大正 五 年 

一 月 「科 學と 文藝」 第一 ー卷第 一 號に發 表された。 題 を 上記の 如く 改めて 「萬 華 鏡」 に牧 む。 

「自然現象の 豫報」 は 本名に て 大正 五 年 三月 「現代 之 科學」 第四卷 第三 號に發 表され 「萬 華 

鏡」 に收 む。 

「時の 觀 念と H ント " ビ— 並に プ 。バ ピリ ティ」 は 本名に て 大正 六 年 一 月 「理 舉界」 第 十四 卷 

第 七 號に發 表され 「萬 華 鏡」 に收 む。 

後 「物理 學 と感覺 j は 本名に て 大正 六 年 十 一 月 「東洋 舉藝雜 誌」 第^ 四 卷第四 三 四 號に發 表され 

記 「萬 華 鏡」 に收 む。 
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r 瀨戶內 海の 潮と 潮流」 は 本名に て 大正 七 年 五月 「„-1 マ 字 少年」 第 一 卷 第五 號に發 表された" 

本 全集に 於 て は 瀨戶內 海 の 插総は 省略した" 

「物理 學實驗 の 敎授に 就て」 は 本名に て 大正 七 年 六月 「理 學界」 第 十五 卷第 十二 號に發 表され 

「萬 華 鏡」 に收 む。 

「夏の 小半日」 は 本名に て 大正 七 年 八月 マ 字 少年」 第 一 卷第八 號に發 表された。 雜誌 Q 

標題 は 「ま 連 か 夏の 小半日」 となって ゐ るが、 本 全集に 於て は 上の 如く 單に 「夏の 小半日」 とし、 

岩に 碎 ける 波と 干潟の 波形の 插檎は 省略した。 

「津 田靑楓 君の 畫と南 畫の藝 術的價 値」 は 本名に て 大正 七 年 八月 「屮央 公論 一 第三 十三 卷第九 

號 に發 表された.。 本文 は雜誌 Q 切拔へ 著者の 加筆せ る も 0 に據 つ た。 

「研究 的 態度 Q 養成」 は 本名に て 大正 七 年 十月 一 理科 教育」 第 一 卷第七 號に發 表された C 

「戰爭 と氣象 拳」 は 本名に て 大正 七 年 十一 一月 「理科 教育」 第 一 卷 第十號 臨時 號 r 戰爭と 科學」 

に發 表された.) 本 全集に 於て は 氣象觀 測に 關 する 插擔ー 一葉 は 省略した G 

「蛙の 鳴聲 J は 本名に て 大正 七 年 十二月 「^柿」 第五 十六 號附錄 r 漱石 先生 三：！ 忌 記念」 攔に 

發 表された。 

「3^ 學上 Q 骨董趣味と 溫 故知 新 一 は 本名に て 大正 八 年 一 月 「理 學界 一 第 十六 卷第七 號に發 表さ 
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れ 「萬 華 鏡」 に牧 む。 

「病中 記」 は 大正 八 年 十二月の 病氣を 記した 未發 表の 文で あり 「正月に なつてから 思 出して 書 

く」 とい ふ 前書が ある。 

「病院の 夜明けの 物音」 は裹柑 子の 名 を 以て 大正 九 年 三月 「^柿」 第ヒ十 一 號に發 表され、 大 

正 十一 一年 一 月發 行の 「冬 彥集」 に收 む。 

「病室の 花」 は 寺 田藪柑 子の 名 を 以て 大正 九 年 五月 「ァ ララ ギ」 第 十三 卷 第五 號に發 表され 

「冬彥 集 一に 收む。 

「電車と 風呂」 は 金米糖 Q 名 を 以て 大正 九 年 五月 「新 小說」 第一 一十 五卷 第五 猇に發 表され 「冬 

彥集」 に收 む。 なほ 「冬彥 集」 の 約 半數は 昭和 六 年 八月 改造 社發 行の 「現代 日本 文學 全集」 第五 

十八 篇 中の 吉 村冬彥 集に 牧錄 されて ゐ るが、 本篇は 其の 中に ある。 

「丸 善と 三越」 は 金米糖の 名 を 以て 大正 九 年 六月 「中央 公論」 第三 十五 卷第六 號に發 表され 

「冬 彥集」 に收 む。 「現代 日本 文學 全集」 に 再錄。 

「自畫 像」 は 有平糖の 名 を 以て 大正 九 年 九月 「中央 公論」 第三 十五 卷第十 號に發 表され 「冬 彥 

集」 に收 む。 「現代 日本 文學 全集」 に 再録。 

記 「小さな 出来事」 は 吉村冬 彥の名 を 以て 大正 九 年 十 一 月 「中央 公論 一 第三 十五 卷第十 一 號に發 
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表され 「冬彥 集」 に牧 む) 「現代 日本 文學 全集」 に 再錄。 

「鵜 踏の イズム」 は 有平糖の 名 を 以て 大正 九 年 十 一 月 「改造」 第一 一 卷第十 一 號に發 表され 一 冬 

彥集」 に收 む。 

「帝展 を 見ざる の 記」 は 有平糖の 名 を 以て 大正 九 年 十 一 月 「中央 美術 一 第 六 卷第十 一 號 に發^ 

された。 

「淺 草紙」 は 木 蝶 閑人の 名 を 以て 大正 十 年 一 月 十六 日 及び 一 月 十七 日 「東京 日日 新聞」 に發^ 

され 「冬彥 集」 に收む C 「現代 n 本文 學 全集」 に W 錄し 

「芝 刈」 は 吉村冬 彥の名 を 以て 大正 十 年 一 月 一 中央 公論」 第三 十六 卷第 一 號に發 表され 「冬彥 

集」 に收 む。 「現代 日本 文學 全集」 に 再錄" ■ 

「球根」 は 吉村冬 彥の名 を 以て 大正 十 年 一 月 「改造」 第三 卷第 一 號に發 表され 「冬彥 集」 に收 

む) 

「春寒」 は藪柑 子の 名 を 以て 大正 十 年 一 月  一 ^柿-一 第 八十 一 號に發 表され 「冬彥 集」 に牧 む。 

「文學 の 中の 科學的 要素」 は藪柑 子の 名 を 以て 大正 十 年 一 月 「電氣 と 文藝」 (第一 ー卷 第一 號) に 

發 表され 「冬彥 集」 に收 むに 

「凍雨と 雨水」 は 本名 を 以て 大正 十 年 二月 十二 日 「東京 朝日 新聞」 に發 表された。 新聞に ある 
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副題 「稀 有な 降水の 種類」 は 之 を 省き 「氣象 集 誌」 より 轉 載の 雨氷の 寫眞も 省略した。 

「漫畫 と 科學」 は藪柑 子の 名 を 以て 大正 十 年 三月 r 電氣と 文藝」 (第二 卷 第三 號) に發 表され 

「冬彥 集」 に收 む。 

「旅日記から」 の 「一 上海」 は 本名 を 以て 大正 九 年 六月  一^ 柿」 第 七十 叫號 に、 「二  1^ 港と 

九 龍」 は藍柑 子の 名 を 以て 同年 七月 同誌 第 七十 五號 に、 「三 新 嘉坡」 は 寺 m 蔽柑 子の 名 を 以て 同 

年 八月 同誌 第 七十 六號に 、「四 ベ ナンと コ ロン ボ」 は 同じ 名 を 以て 同年 九月 同誌 第 七十 七號 に、 

「五 アラビア海から 紅海へ」 は 同じ 名 を 以て 同年 十月 同誌 第 七十 八號 に、 「六 紅海から 運河 

へ」 は 同じ 名 を 以て 同年 十一月 同誌 第 七十 九號 に、 「七 ボ，' トセ イドから 伊太利へ」 は 同じ 名 を 

以て 同年 十一 一月 同誌 第 八十 號に、 「八 ナポリと ボムべ ィ」 は藪批 子の 名 を 以て 大正 十 年 一 一月 同誌 

第 八十 ニ號 に、， 「九 ゲ ノアから ミラノ」 は 同じ 名 を 以て 同年 三月 同誌 第 八十 三號 に、 「十 ミラ 

ノ から 伯林」 は 同じ 名 を 以て 同年 四月 同誌 第 八十 四 號に發 表された。 此等は 纏めて 「藪 柑子 集」 

に收 む。 

「厄年と etc し は 吉村冬 彥の名 を 以て 大正 十 年 四月 「中央 公論」 第三 十六 卷第 ra 號に發 表され 

後 「冬彥 集」 に 集む。 「現代 日本 文學 全集」 に 再錄。 

記 一春 六 題」 は 吉村冬 彥の名 を 以て 大正 十 年 四月 「新 文學」 第 十六 卷第四 號に發 表され 「冬彥 9 


集」 に收 む" 

「蓑蟲 と 蜘蛛」 は藪柑 子の 名 を 以て 大正 十 年 五月 「電氣 と 文藝」 (第一 ー卷 第五 號) に發 表され 

「冬 彥集」 に收 む。 「現代 日本 文學 全集」 に 再錄。 

「蜂が 圑子を こしら へる 話」 は吉 村冬彥 Q 名 を 以て 大正 十 年 七 H- 「解放」 第三 卷第七 號に發 表 

され 「冬. 豫 第」 に收 む。 「現代 日本 文學 全集」 に再錄 G 

「田園 雜感」 は吉 村冬彥 の 名 を 以て 大正 十 年 七月 「中央 公論」 第三 十六 卷第 八號： 夏期 特^ 「都 

市と 田園」 號に發 表され 「冬彥 集」 に收 む。 

編輯 者 
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